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ユーザーズマニュアル ハードウェア編 
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ルネサス 16ビットシングルチップマイクロコンピュータ 

H8Sファミリ／H8S/2600シリーズ 

 

改訂一覧
改訂一覧は表紙をクリックして直接ご覧になれます。改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、詳細については、必ず本文の内容をご確認ください。
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処

理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
 

 



 

 



 

はじめに 

H8S/2643グループは、内部 32ビット構成の H8S/2600 CPUを核にして、システム構成に必要な周辺機能を

集積した高性能マイクロコンピュータです。 

H8S/2600 CPUは、基本命令を１ステートで実行でき、内部 32ビット構成の 16ビット×16本の汎用レジ

スタと簡潔で最適化された命令セットを備えています。また、16Mバイトのリニアなアドレス空間を扱うこ

とができます（アーキテクチャとしては 4Gバイト）。高級言語 Cをベースとしたプログラムも効率的に実行

できます。 

アドレス空間は 8つのエリアに分割されており、エリアごとにデータバス幅・アクセスステートを選択で

き、各種のメモリを高速かつ容易に接続できます。 

内蔵 ROMは、単一電源フラッシュメモリ版（F-ZTATTM*）とマスク ROM版があります。これにより、仕

様流動性の高い応用機器に対して、量産初期から本格的量産の各状況に応じた、迅速かつ柔軟な対応が可能

です。 

周辺機能として、16 ビットタイマパルスユニット（TPU）、プログラマブルパルスジェネレータ（PPG）、

8ビットタイマ、14ビット PWMタイマ（PWM）、ウォッチドッグタイマ（WDT）、シリアルコミュニケー

ションインタフェース（SCI、IrDA）、A/D変換器、D/A変換器、I/Oポートなどを内蔵しています。また、

オプションとして、I2Cバスインタフェース（IIC）を内蔵することができます。 

また、DMAコントローラ（DMAC）、データトランスファコントローラ（DTC）を内蔵し、CPUに代わ

って高速のデータ転送を行うことができます。 

H8S/2643グループを用いることにより、高性能かつ小型のシステムを容易に実現することができます。 

本マニュアルは、H8S/2643グループのハードウェアについて説明しています。命令の詳細については、

「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル」をあわせてご覧ください。 

【注】 * F-ZTAT（Flexible-ZTAT）はルネサス エレクトロニクス（株）の商標です。 

 



 

 



本版で改訂された箇所 

 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

1.1 概要 

表 1.1 概要 

1-4 表を修正 

マスクROM版

HD6432643

HD6432642

HD6432641

製品型名製品ラインナップ

項　目 仕　　様

パッケージROM／RAM
（バイト）

 
256K／16K

192K／12K

128K／8K

F-ZTAT版

HD64F2643

―

―

FP-144J
TFP-144

FP-144J
TFP-144

FP-144J
TFP-144

 

1.2 内部ブロック図 

図 1.1 内部ブロック図 

1-5 注を修正 

【注】*1 フラッシュメモリ版のみに適用します。
　　　*2 FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。
　　　 　FWE端子はマスクROM版ではNCピンになります。  

1.3.1 ピン配置図 

図 1.2 ピン配置図（FP-144J、

TFP-144：上面図） 

1-6 図を修正、注を追加 
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【注】*　FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。
         FWE端子はマスクROM版ではNCピンになります。
         マスクROM版では本ピンをopenまたはVss接続としてください。

ピン配置図
（FP-144J）
（TFP-144）

 

1.3.2 動作モード別端子機能一覧 

表 1.2 動作モード別端子機能一覧

1-9 表を修正 

ピン番号 端子名

モード4 モード5 モード6 モード7

81 P83/TEND1 P83/TEND1 P83/TEND1 P83/TEND1

82 WDTOVF WDTOVF WDTOVF WDTOVF

83 PLLVCC PLLVCC PLLVCC PLLVCC  

2.7.2 実効アドレスの計算方法 2-31 注を修正 

【注】* 本 LSIでは使用できません。 

2.8.1 概要 

図 2.14 処理状態の分類 

2-35 図を修正 

リセット状態

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態

例外処理状態

リセット、トレース、割り込み、トラップ命令の例外処理要因によって、
通常の処理状態の流れを変える過渡的な状態

プログラム実行状態

CPUがプログラムを順次実行している状態

処理状態
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

2.8.3 例外処理状態 2-37 説明を修正 

例外処理状態は、リセット、トレース、割り込み、またはトラップ命令

の例外処理要因によって起動され、CPUが通常の処理状態の流れを変え、

例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出し、

そのスタートアドレスに分岐する過渡的な状態です。 

4.1.1 例外処理の種類と優先度 4-1 説明を修正 

例外処理には、表 4.1に示すように、リセット、トレース、直接遷移、ト

ラップ命令、および割り込みによるものがあります。これらの例外処理

には表 4.1に示すように優先順位が設けられており、複数の例外処理が同

時に発生した場合は、この優先度に従って受け付けられ処理されます。

トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

4.7 スタック使用上の注意 

図4.6 SPを奇数に設定したときの

動作 

4-10 図を修正 

SP H'FFFEFA

H'FFFEFB

H'FFFEFC

H'FFFEFD

H'FFFEFE

H'FFFEFF

R1L

PC

SP

CCR

PC

SP

TRAPA命令実行 MOV.B　R1L, ＠-ER7

 

7.5.8 ウェイト制御 

（1）プログラムウェイトの挿入 

図 7.17 プログラマブルウェイト

挿入タイミング例（ウェイト 2ステ

ート挿入） 

7-42 注を修正 

【注】

n＝2～5  

（2）端子ウェイトの挿入 

図 7.18 WAIT端子によるウェイト

ステート挿入タイミング例 

7-43 図を修正 

WAIT端子による
プログラム
ウェイトによる

Tp

φ

WAIT

Tr Tc1 Tw Tw Tc2
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

10.4.3 端子機能 

表 10.7 ポート 3の端子機能 

10-25 表を修正 

端子 選択方法と端子機能

P35/SCK1/SCK4/

SCL0/IRQ5

IIC0のICCR0のICEビット、SCI1またはSCI4のSMRのC/Aビット、SCRのCKE0、CKE1

ビット、およびP35DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。

SCL0入出力端子として使用する場合は、SCI1またはSCI4のSMRのC/Aビット、SCRのCKE0、

CKE1ビットの各ビットを必ず0にクリアしてください。また、SCK1とSCK4を同時出力に設定

しないでください。

なお、SCL0の出力形式はNMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。

*1 出力形式は、NMOSプッシュプル出力です。ただし、P35ODR＝1のとき、NMOS【注】

オープンドレイン出力となります。

*2 SCK1とSCK4は同時に出力しないでください。

ICE

CKE1(SCI1)

CKE1(SCI4)

C/A(SCI1)

C/A(SCI4)

CKE0(SCI1)

CKE0(SCI4)

P35DDR

端子機能

0

0

0

IRQ5入力

0

0

1

1

－

－

SCK1/SCK4

出力端子*1

0, 1, 1

1, 0, 1

－

－

－

SCK1/SCK4

入力端子

1

0

0

0

0

0

0

－

SCL0

入出力端子

0

0

0, 1, 1*2

1, 0, 1*2

－

SCK1/SCK4

出力端子*1

1

P35

出力端子*1

0

P35

入力端子

 

10.7.1 概要 

図 10.6 ポート 7の端子機能 

10-31 図を修正 

P73／TMO1／CS7

P72／TMO0／CS6

P71／TMRI23／TMCI23／CS5

P70／TMRI01／TMCI01／CS4

／TMO1

／TMO0

／TMRI23

／TMRI01

／CS7

／CS6

／TMCI23

／TMCI01

／CS5

／CS4

P73

P72

P71

P70

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（入力）

（入力）

（出力）

（出力）

（入力）

（入力）

ポ
｜
ト
7

 

11.1.1 特長 

■カスケード接続動作 

11-1 説明を修正 

• チャネル 1（チャネル 4）の入力クロックを、チャネル 2（チャネル 5）

のオーバフロー／アンダフローにすることにより 32ビットカウンタ

として動作 

18.3.2 初期設定～ 

18.4 使用上の注意 

18-27～ 

18-54 

説明を差し替え 

22.4.3 フラッシュメモリの動作モ

ード 

（1）モード遷移図 

図 22.3 フラッシュメモリに関す

る状態遷移 

22-7 注を修正 

*1
*2

RAMエミュレーション可
専用のPROMライタにより本LSIは
PROMモードに遷移します。

ユーザモード／ユーザプログラム
モード間での遷移は、CPUがフラ
ッシュメモリをアクセスしていな
い状態で行ってください。

【注】
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.7.2 プログラムベリファイモー

ド 

図 22.13 プログラム／プログラム

ベリファイフロー 

22-31 図を修正 

START

書き込み終了

FLMCR1のSWE1-bitをセット

Wait (x0) μs

tcpv:

tcswe:

n＝1

m＝0

Sub-Routine-Call

FLMCR1のPV1-bitをセット

Wait (γ) μs

Wait (ε) μs

ベリファイデータをリード

NG

NG

NG

NG

NG

OK

OK

OK

OK

OK

*4

*2

*4

*3

Wait (η) μs

追加書き込みデータ演算

再書き込みデータ演算

追加書き込みデータを追加書き込みデータエリアに転送

*4再書き込みデータを再書き込みデータエリアに転送

書き込みデータ
＝ベリファイデータ？

FLMCR1のPV1-bitをクリア

FLMCR1のSWE1-bitをクリア

m＝1

128Byteデータ
ベリファイ完了？

Wait (x1) μs

m＝0？

N1≧n？

NG
N1≧n？

アドレスインクリメント

書き込み不良

OK
FLMCR1のSWE1-bitをクリア

Wait (x1) μs

n≧(N1＋N2)？

n←n＋1

【注】

元データ(D)
0
0
1
1

Verifyデータ(V)
0
1
0
1

再書き込みデータ(X)
1
0
1
1

コメント
書き込み完了
書き込み未完了、再書き込み
－
消去状態のまま、何もしない

データ転送はバイト転送で行います。ライトする先頭アドレスの下位8ビットは、H'00,H'80でなければなりません。128バイト以下の書き込みでも
128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要ないアドレスへの書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。
ベリファイデータは16ビット(W)で読み出します。
128バイトの書き込みループ内で、一度書き込みが完了したビットでも、次のベリファイでFAILした場合は、そのビットの追加書き込みを行います。
RAM上に書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と再書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と追加書き込みデータを格納するエリアが
必要です。再書き込みと、追加書き込みデータの内容は書き込みの進行に応じて書き換えられます。
書き込みパルスは、書き込みの進行に応じて30μs or 200μsの書き込みパルスを印加します。パルス幅に関しては、注 *6を参照してください。
追加書き込みデータの書き込みを実施する場合は、10μsの書き込みパルスを印加してください。再書き込みデータX'は、書き込みパルスを印加した
ときの再書き込みデータを意味します。

*1

*2
*3
*4

*5

書き込みパルス印加サブルーチン

書き込みは消去状態で行ってください。
すでに書き込まれたアドレスへの追加書き込みは
行わないでください。

RAM

書き込みデータ
格納エリア（128Byte）

再書き込みデータ
格納エリア（128Byte）

追加書き込みデータ
格納エリア（128Byte）

128Byteの書き込みデータを書き込みデー
タエリアと再書き込みデータエリアに格納

*1RAM上の再書き込みデータエリアの128Byte
データをフラッシュメモリに連続ライト

WDTイネーブル

WDTディスエーブル

FLMCR1のPSU1-bitをセット

FLMCR1のP1-bitをセット 書き込み開始

*5*6

書き込み終了

FLMCR1のPSU1-bitをクリア

Wait (y) μs

Wait (α) μs

Wait (β) μs

tsp10 or tsp30 or tsp200:
Wait (z0) μs or (z1) μs or (z2) μs

Sub-Routine-Call

追加書き込みサブルーチン

*1RAM上の追加書き込みデータエリアの128Byte
データをフラッシュメモリに連続ライト

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

Sub-Routine Write Pulse

End Sub

FLMCR1のP1-bitをクリア

書き込み開始

書き込みパルス印加サブルーチン

*6　書き込み時間

書き込み回数(回)

1
2

・

・

・

N1-1
N1

N1+1
N1+2
N1+3
・

・

・

N1+N2-2
N1+N2-1
N1+N2

書き込み

z0
z0
・

・

・

z0
z0
z2
z2
z2
・

・

・

z2
z2
z2

追加書き込み

z1
z1
・

・

・

z1
z1
－
－
－
・

・

・

－
－
－

【注】

再書き込みデータ演算表

再書き込みデータ(X')
0
0
1
1

Verifyデータ(V)
0
1
0
1

追加書き込みデータ(Y)
0
1
1
1

コメント
追加書き込みを実施
追加書き込みを実施しない
追加書き込みを実施しない
追加書き込みを実施しない

追加書き込みデータ演算表

P1-bitのセット時間(μs)

 

22.7.4 イレースベリファイモード

図 22.14 イレース／イレースベリ

ファイフロー 

22-33 図を修正 

START

FLMCR1のSWE1-bitをセット

FLMCR1のESU1-bitをセット

Wait (y) μs

n＝1

EBR1 (2)を設定する

WDTイネーブル

*3

*1

消去はブロック単位で
行うこと

Wait (x0) μs

 

22.11   ライタモード 22-39 タイトルを修正 

22.11.2 ライタモードの動作 － 説明を削除 

22.11.3 メモリ読み出しモード － 説明を削除 

22.11.4 自動書き込みモード － 説明を削除 

22.11.5 自動消去モード － 説明を削除 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.11.6 ステータス読み出しモード － 説明を削除 

22.11.7 ステータスポーリング － 説明を削除 

22.11.8 ライタモードへの遷移時間 － 説明を削除 

22.11.9 メモリ書き込み注意事項 － 説明を削除 

23.3.2 外部クロックを入力する方

法 

（2）外部クロック 

表 23.4 外部クロック入力条件 

23-7 表を修正 

項 目 記号 VCC＝3.0～3.6V

PVCC＝3.0～5.5V

VCC＝3.0～3.6V

PVCC＝5.0V±10%

単位 測定条件

min. max. min. max.

外部クロック

立ち下がり時間

tEXf － 10 － 5 ns

 

24.13 使用上の注意 24-23 新規追加 

25.2 DC特性 

表 25.2 DC特性（1） 

25-3 表を修正 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件

サブアクティブモード時 ― 120
VCC＝3.0V

200  μA 32.768kHz水晶発振子

使用時

サブスリープモード時 ― 70
VCC＝3.0V

150  μA 32.768kHz水晶発振子

使用時

ウォッチモード時 ― 20
VCC＝3.0V

50  μA 32.768kHz水晶発振子

使用時

スタンバイ時 ― 1.0 5.0  μA Ta≦50℃

― ― 20 50℃＜Ta

ポート

電源電流* 2

動作中 PICC ― 17

PVCC＝5.0V

25 mA

サブクロック動作中 ― ― 50  μA

スタンバイ時 ― 0.5 5.0  μA Ta≦50℃

ウォッチモード時 ― ― 20 50℃＜Ta

アナログ A/D、D/A変換中 AICC ― 0.6 2.0 mA AVCC＝5.0V

電源電流 A/D、D/A変換待機時 ― 0.01 5.0  μA

リファレンス A/D、D/A変換中 AICC ― 4.0 5.0 mA AVref＝5.0V

電源電流 A/D、D/A変換待機時 ― 0.01 5.0  μA

RAMスタンバイ電圧* 3 VRAM 2.0 ― ― V

消費電流* 2 ICC* 4

 
表 25.2 DC特性（2） 25-5 表を修正 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件

消費電流*3 サブアクティブモード時 ICC*5 ― 120
VCC＝3.0V

200  μA 32.768kHz水晶発振子使用時

サブスリープモード時 ― 70
VCC＝3.0V 150  μA 32.768kHz水晶発振子使用時

ウォッチモード時 ― 20
V

PV

CC＝3.0V 50  μA 32.768kHz水晶発振子使用時

スタンバイ時 ― 1.0 5.0  μA Ta≦50℃

― ― 20 50℃＜Ta

ポート

電源電流*3

動作中 PICC ― 10

CC＝5.0V

16 mA

サブクロック動作中 ― ― 50  μA

スタンバイ時 ― 0.5 5.0  μA Ta≦50℃

ウォッチモード時 ― ― 20 50℃＜Ta

アナログ A/D、D/A変換中 AICC ― 0.6 2.0 mA AVCC＝5.0V

電源電流 A/D、D/A変換待機時 ―
0.01

5.0  μA

リファレンス A/D、D/A変換中 AICC ― 4.0 5.0 mA AVref＝5.0V

電源電流 A/D、D/A変換待機時 ―
0.01

5.0  μA

RAMスタンバイ電圧*4 VRAM 2.0 ― ― V  
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

25.2 DC特性 

表 25.3 出力許容電流値 

25-6 表条件を修正 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～

5.5V*1、V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、2～

16MHz、T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広

温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、

V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、2～25MHz、T

a
＝-20

～+75℃（通常仕様品）、T
a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

表 25.4 バス駆動特性  表条件を修正、注を追加 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～

5.5V*1、V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、T

a
＝-20

～+75℃（通常仕様品）、T
a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、

V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、T

a
＝-20～+75℃（通

常仕様品）、T
a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

 25-7 注を追加 

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC

＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝

3.3V～AV
CC

 

25.3.1 クロックタイミング 

表 25.5 クロックタイミング 

25-8 表を修正 

条件A 条件B 測定

項 目 記号 16MHz 25MHz 単位 条件

min. max. min. max.

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― 10 ― ms 図25.3

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間 (水晶) tOSC2 10 ― 8 ― ms 図24.3

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 2 ― 2 ― ms 図25.3  

25.3.4 DMACタイミング 

図 25.17 DMACシングルアドレス

転送タイミング／3ステートアクセ

ス 

25-19 図を修正 

φ

T1 T2 T3

 

25.3.5 内蔵周辺モジュールタイミ

ング 

表 25.9 内蔵周辺モジュールタイ

ミング 

25-20 表条件を修正 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～

5.5V*2、V
ref
＝3.6V～AV

CC
*3、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝

32.768kHz*1、2～16MHz、T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、

T
a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、

V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝32.768kHz*1、

2～25MHz、T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃

（広温度範囲仕様品） 
改訂-6  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 



 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

25.3.5 内蔵周辺モジュールタイミ

ング 

表 25.10 I2Cバスタイミング 

25-24 表条件を修正 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～

5.5V*2、V
ref
＝3.6V～AV

CC
*3、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝5MHz

～最大動作周波数   

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲

仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、

V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝5MHz～最大動

作周波数 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲

仕様品） 

25.4 A/D変換特性 

表 25.11 A/D変換特性 

25-26 表条件を修正 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～

5.5V*1、V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～

16MHz、T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広

温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、

V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～25MHz、

T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲

仕様品） 

25.6 フラッシュメモリ特性 

表 25.13 フラッシュメモリ特性 

25-28 表、注を修正 

項 目 記号 min typ max 単位

PSU1ビットセット後のウェイト時間*1 y 50 ― ― μs

P1ビットセット後のウェイト時間 z0 ― ― 30 μs

z1 ― ― 10 μs

z2 ― ― 200 μs

P1ビットクリア後のウェイト時間*1 α 5 ― ― μs

PSU1ビットクリア後のウェイト時間*1 β 5 ― ― μs

PV1ビットセット後のウェイト時間*1 γ 4 ― ― μs

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 ε 2 ― ― μs

PV1ビットクリア後のウェイト時間*1 η 2 ― ― μs

N1 ― ― 6 回

書き込み時

最大書き込み回数*1*4

最大消去回数*1*5

*1*4

N2 ― ― 994 回

N ― ― 100 回

SWE1ビットセット後のウェイト時間*1 x0 1 ― ― μs共通

SWE1ビットクリア後のウェイト時間*1 x1 100 ― ― μs

ESU1ビットセット後のウェイト時間*1 y 100 ― ― μs消去時

E1ビットセット後のウェイト時間*1*5 z ― ― 10 ms

E1ビットクリア後のウェイト時間*1 α 10 ― ― μs

ESU1ビットクリア後のウェイト時間*1 β 10 ― ― μs

EV1ビットセット後のウェイト時間*1 γ 6 ― ― μs

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 ε 2 ― ― μs

EV1ビットクリア後のウェイト時間*1 η 4 ― ― μs

 
【注】 *4 書き込み時間の最大値 

  t
P
（max.）＝P1ビットセット後のウェイト時間×最大書き

込み回数＝（z0＋z1）×N1＋z2×N2 

 *5 消去時間の最大値 

  t
E
（max.）＝E1ビットセット後のウェイト時間×最大消去

回数＝z×N 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

D.1 各処理状態におけるポートの

状態 

表 D.1 各処理状態における I/Oポ

ートの状態 

付録-213 表を修正 

ポート名

端子名

MCU

動作

モード

パワー

オン

リセット

リセット

ハードウェア

スタンバイ

モード

ソフトウェア

スタンバイ

モード

バス権

解放状態

プログラム

実行状態

スリープモード

ポート5 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート

P77～74 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート

P73 /CS7 7 T keep T keep keep 入出力ポート

P72 /CS6

P71 /CS5

P70 /CS4

4～6 T keep T [DDR・OPE＝0]

T

[DDR・OPE＝1]

H

T [DDR＝0]

入力ポート

[DDR＝1]

CS7～CS4  
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1.  概要 

1.1 概要 

H8S/2643グループは、ルネサスオリジナルアーキテクチャを採用した H8S/2600 CPUを核にして、システム構

成に必要な周辺機能を集積したマイクロコンピュータ（MCU）です。 

H8S/2600 CPUは、内部 32ビット構成で、16ビット×16本の汎用レジスタと高速動作を指向した簡潔で最適化

された命令セットを備えており、16Mバイトのリニアなアドレス空間を扱うことができます。また、H8/300およ

び H8/300H CPUの命令に対し、オブジェクトレベルで上位互換を保っていますので、H8/300、H8/300L、H8/300H

の各シリーズから容易に移行することができます。 

システム構成に必要な機能としては、DMAコントローラ（DMAC）、データトランスファコントローラ（DTC）

のバスマスタ、ROM、RAM、16ビットタイマパルスユニット（TPU）、プログラマブルパルスジェネレータ（PPG）、

8ビットタイマ、14ビット PWMタイマ（PWM）、ウォッチドッグタイマ（WDT）、シリアルコミュニケーショ

ンインタフェース（SCI、IrDA）、A/D変換器、D/A変換器、I/Oポートの周辺機能などを内蔵しています。さら

に、オプションとして I2Cバスインタフェース（IIC）を内蔵することができます。 

内蔵 ROMは、256Kバイトのフラッシュメモリ（F-ZTATTM）*、または 256K／192K／128Kバイトのマスク ROM

があります。ROMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデータ、ワードデータにかか

わらず、1ステートでアクセスできます。また、命令フェッチを高速化し、処理速度を向上しています。 

動作モードとしては、モード 4～7があり、シングルチップモード／外部拡張モードの選択ができます。 

H8S/2643グループの特長を表 1.1に示します。 

【注】 * F-ZTATはルネサス エレクトロニクス（株）の商標です。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

表 1.1 概要 

項 目 仕  様 

CPU ■汎用レジスタマシン 

• 16ビット×16本の汎用レジスタ 

（8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能） 

■リアルタイム制御向きの高速動作 

• 最高動作周波数 25MHz 

• 高速演算 

8／16／32ビットレジスタ間加減算：40ns 

16×16ビットレジスタ間乗算：160ns 

16×16＋42ビット積和演算：160ns 

32÷16ビットレジスタ間除算：800ns 

■高速動作に適した命令セット 

• 69種類の基本命令 

• 8／16／32ビット転送／演算命令 

• 符号なし／符号付き乗除算命令 

• 積和演算命令 

• 強力なビット操作命令 

■2種類の CPU動作モード 

• ノーマルモード：アドレス空間 64Kバイト（本 LSIでは使用できません） 

• アドバンストモード：アドレス空間 16Mバイト 

バスコントローラ • アドレス空間を 8エリアに分割し、エリアごとに独立してバス仕様を設定可能 

• エリアごとにチップセレクト出力可能 

• エリアごとに 8ビット／16ビットアクセス空間を選択可能 

• エリアごとに 2ステート／3ステートアクセス空間を設定可能 

• エリアごとにプログラムウェイトのステート数を設定可能 

• バースト ROMを直接接続可能 

• 最大 8MバイトのDRAMを直接接続可能（またはインターバルタイマを使用可能） 

• 外部バス権解放機能 

PCブレークコントローラ • PCブレーク割り込みによるデバッグ機能をサポート 

• ブレークチャネル×2チャネル 

DMAコントローラ（DMAC） • ショートアドレスモードとフルアドレスモードを選択可能 

• ショートアドレスモード時：4チャネル 

フルアドレスモード時：2チャネル 

• リピートモード／ブロック転送モードなどの転送可能 

• シングルアドレスモード転送可能 

• 内部割り込みによる起動可能 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

項 目 仕  様 

データトランスファコントローラ

（DTC） 

• 内部割り込み／ソフトウェアによる起動 

• 1つの起動要因に対して、複数回・複数種類の転送が可能 

• リピートモード／ブロック転送モードなどの転送可能 

• DTCを起動した割り込みを CPUに要求可能 

16ビットタイマパルスユニット（TPU） • 16ビットタイマ 6チャネルを内蔵 

• 最大 16端子のパルス入出力処理が可能 

• 2相エンコーダのカウント数の自動計測が可能 

プログラマブルパルスジェネレータ

（PPG） 

• TPUをタイムベースとした最大 16ビットのパルス出力が可能 

• 4ビット単位のグループで出力トリガを選択可能 

• ノンオーバラップ期間の設定が可能 

• 直接出力／反転出力の設定可能 

8ビットタイマ×4チャネル • 8ビットアップカウンタ（外部イベントカウント可能） 

• タイムコンスタントレジスタ×2 

• 2チャネルの接続が可能 

ウォッチドッグタイマ（WDT）×2 

チャネル 

• ウォッチドッグタイマ／インターバルタイマの選択が可能 

• サブクロックによる動作が可能（1チャネルのみ） 

14ビット PWMタイマ（PWM） • 最大 4出力 

• 分解能：1／16384 

• 最大キャリア周波数：390.6kHz（25MHz動作時） 

シリアルコミュニケーション 

インタフェース（SCI）×5チャネル 

（SCI0～SCI4） 

• 調歩同期式モード／クロック同期式モードの選択が可能 

• マルチプロセッサ通信機能 

• スマートカードインタフェース機能 

IrDA付き SCI×1チャネル  （SCI0） • IrDA規格バージョン 1.0に対応 

• TxD、RxDを IrDAフォーマットにエンコード／デコード 

• 調歩同期式モード／クロック同期式モードの選択が可能 

• マルチプロセッサ通信機能 

• スマートカードインタフェース機能 

A/D変換器 • 分解能：10ビット 

• 入力：16チャネル 

• 最小変換時間 10.72μs（25MHz動作時） 

• シングル／スキャンモードの選択が可能 

• サンプル＆ホールド機能 

• 外部トリガ／タイマトリガによる A/D変換の起動が可能 

D/A変換器 • 分解能：8ビット 

• 出力：4チャネル 

I/Oポート • 入出力端子 95本、入力専用端子 16本 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

項 目 仕  様 

メモリ • フラッシュメモリまたはマスク ROM 

• 高速スタティック RAM 

H8S/2643
H8S/2642
H8S/2641

RAM
16Kバイト

  12Kバイト 
8Kバイト

ROM
256Kバイト
192Kバイト
128Kバイト

製品名 

 

割り込みコントローラ • 外部割り込み端子 9本（NMI、IRQ0～IRQ7） 

• 内部割り込み要因 72要因（オプション含む） 

• 8レベルの優先順位設定が可能 

低消費電力状態 • 中速モード 

• スリープモード 

• モジュールストップモード 

• ソフトウェアスタンバイモード 

• ハードウェアスタンバイモード 

• サブクロック動作（サブアクティブモード、サブスリープモード、ウォッチモー

ド） 

動作モード  4種類の MCU動作モード 

内蔵ROM無効拡張モード 
内蔵ROM無効拡張モード 
内蔵ROM有効拡張モード 
シングルチップモード 

モード

4
5
6
7

CPU
動作モード
アドバンスト

内蔵
ROM
無効
無効
有効
有効

初期値
16ビット
8ビット
8ビット

最大値
16ビット 
16ビット
16ビット

内　　容
外部データバス

－

 

クロック発振器 • システムクロック用 PLL回路内蔵（×1、×2、×4） 

• システムクロック周波数：2～25MHz 

パッケージ  • 144ピンプラスチック QFP（FP-144J） 

• 144ピンプラスチック TQFP（TFP-144） 

I2Cバスインタフェース（IIC）×2チャ

ネル 

【オプション】 

• Philips社提唱の I2Cバスインタフェース方式準拠 

• シングルマスタモード／スレーブモード内蔵 

• アービトレーションロスト条件の判定が可能 

• 2つのスレーブアドレスをサポート 

製品ラインアップ 

マスクROM版

HD6432643

HD6432642

HD6432641

製品型名
パッケージROM／RAM

（バイト）
 

256K／16K

192K／12K

128K／8K

F-ZTAT版

HD64F2643

―

―

FP-144J
TFP-144
FP-144J
TFP-144

FP-144J
TFP-144
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

1.2 内部ブロック図 

内部ブロック図を図 1.1に示します。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

1.3 端子説明 

1.3.1 ピン配置図 

H8S/2643グループのピン配置図を図 1.2に示します。 
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【注】*　FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。
         FWE端子はマスクROM版ではNCピンになります。
         マスクROM版では本ピンをopenまたはVss接続としてください。  

図 1.2 ピン配置図（FP-144J、TFP-144：上面図） 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

1.3.2 動作モード別端子機能一覧 

動作モード別端子機能を表 1.2に示します。 
 

表 1.2 動作モード別端子機能一覧 

ピン番号 端子名 

 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

1 A0 A0 PC0/A0 PC0 

2 A1 A1 PC1/A1 PC1 

3 A2 A2 PC2/A2 PC2 

4 A3 A3 PC3/A3 PC3 

5 VSS VSS VSS VSS 

6 A4 A4 PC4/A4 PC4 

7 VCC VCC VCC VCC 

8 A5 A5 PC5/A5 PC5 

9 A6 A6 PC6/A6/PWM0 PC6/PWM0 

10 A7 A7 PC7/A7/PWM1 PC7/PWM1 

11 P20/PO0/TIOCA3 P20/PO0/TIOCA3 P20/PO0/TIOCA3 P20/PO0/TIOCA3 

12 P21/PO1/TIOCB3 P21/PO1/TIOCB3 P21/PO1/TIOCB3 P21/PO1/TIOCB3 

13 P22/PO2/TIOCC3 P22/PO2/TIOCC3 P22/PO2/TIOCC3 P22/PO2/TIOCC3 

14 VSS VSS VSS VSS 

15 PB0/A8 PB0/A8 PB0/A8 PB0 

16 PVCC PVCC PVCC PVCC 

17 PB1/A9 PB1/A9 PB1/A9 PB1 

18 PB2/A10 PB2/A10 PB2/A10 PB2 

19 PB3/A11 PB3/A11 PB3/A11 PB3 

20 PB4/A12 PB4/A12 PB4/A12 PB4 

21 PB5/A13 PB5/A13 PB5/A13 PB5 

22 PB6/A14 PB6/A14 PB6/A14 PB6 

23 PB7/A15 PB7/A15 PB7/A15 PB7 

24 P23/PO3/TIOCD3 P23/PO3/TIOCD3 P23/PO3/TIOCD3 P23/PO3/TIOCD3 

25 P24/PO4/TIOCA4 P24/PO4/TIOCA4 P24/PO4/TIOCA4 P24/PO4/TIOCA4 

26 P25/PO5/TIOCB4 P25/PO5/TIOCB4 P25/PO5/TIOCB4 P25/PO5/TIOCB4 

27 PA0/A16 PA0/A16 PA0/A16 PA0 

28 PA1/A17 PA1/A17 PA1/A17 PA1 

29 PA2/A18 PA2/A18 PA2/A18 PA2 

30 PA3/A19 PA3/A19 PA3/A19 PA3 

31 VSS VSS VSS VSS 

32 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ピン番号 端子名 

 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

33 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 

34 P12/PO10/TIOCC0/TCLKA P12/PO10/TIOCC0/TCLKA P12/PO10/TIOCC0/TCLKA P12/PO10/TIOCC0/TCLKA 

35 P13/PO11/TIOCD0/TCLKB P13/PO11/TIOCD0/TCLKB P13/PO11/TIOCD0/TCLKB P13/PO11/TIOCD0/TCLKB 

36 P14/PO12/TIOCA1/IRQ0 P14/PO12/TIOCA1/IRQ0 P14/PO12/TIOCA1/IRQ0 P14/PO12/TIOCA1/IRQ0 

37 P15/PO13/TIOCB1/TCLKC P15/PO13/TIOCB1/TCLKC P15/PO13/TIOCB1/TCLKC P15/PO13/TIOCB1/TCLKC 

38 P16/PO14/TIOCA2/PWM2/

IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/PWM2/

IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/PWM2/

IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/PWM2/ 

IRQ1 

39 P17/PO15/TIOCB2/TCLKD/

PWM3 

P17/PO15/TIOCB2/TCLKD/

PWM3 

P17/PO15/TIOCB2/TCLKD/

PWM3 

P17/PO15/TIOCB2/TCLKD/ 

PWM3 

40 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 

41 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 

42 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 

43 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 

44 P26/PO6/TIOCA5 P26/PO6/TIOCA5 P26/PO6/TIOCA5 P26/PO6/TIOCA5 

45 P27/PO7/TIOCB5 P27/PO7/TIOCB5 P27/PO7/TIOCB5 P27/PO7/TIOCB5 

46 P50/TxD2 P50/TxD2 P50/TxD2 P50/TxD2 

47 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 

48 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 

49 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 

50 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 

51 VSS VSS VSS VSS 

52 D8 D8 D8 PD0 

53 PVCC PVCC PVCC PVCC 

54 D9 D9 D9 PD1 

55 D10 D10 D10 PD2 

56 D11 D11 D11 PD3 

57 D12 D12 D12 PD4 

58 D13 D13 D13 PD5 

59 D14 D14 D14 PD6 

60 D15 D15 D15 PD7 

61 P51/RxD2 P51/RxD2 P51/RxD2 P51/RxD2 

62 P52/SCK2 P52/SCK2 P52/SCK2 P52/SCK2 

63 P80/DREQ0 P80/DREQ0 P80/DREQ0 P80/DREQ0 

64 P30/TxD0/IrTxD P30/TxD0/IrTxD P30/TxD0/IrTxD P30/TxD0/IrTxD 

65 P31/RxD0/IrRxD P31/RxD0/IrRxD P31/RxD0/IrRxD P31/RxD0/IrRxD 

66 PVCC PVCC PVCC PVCC 

67 P32/SCK0/SDA1/IRQ4 P32/SCK0/SDA1/IRQ4 P32/SCK0/SDA1/IRQ4 P32/SCK0/SDA1/IRQ4 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ピン番号 端子名 

 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

68 VSS VSS VSS VSS 

69 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 

70 P34/RxD1/SDA0 P34/RxD1/SDA0 P34/RxD1/SDA0 P34/RxD1/SDA0 

71 P35/SCK1/SCK4/SCL0/IRQ5 P35/SCK1/SCK4/SCL0/IRQ5 P35/SCK1/SCK4/SCL0/IRQ5 P35/SCK1/SCK4/SCL0/IRQ5 

72 P36/RxD4 P36/RxD4 P36/RxD4 P36/RxD4 

73 P37/TxD4 P37/TxD4 P37/TxD4 P37/TxD4 

74 PG0/CAS/IRQ6 PG0/CAS/IRQ6 PG0/CAS/IRQ6 PG0/IRQ6 

75 PG1/CS3/OE/IRQ7 PG1/CS3/OE/IRQ7 PG1/CS3/OE/IRQ7 PG1/IRQ7 

76 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2 

77 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3 

78 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4 

79 P81/DREQ1 P81/DREQ1 P81/DREQ1 P81/DREQ1 

80 P82/TEND0 P82/TEND0 P82/TEND0 P82/TEND0 

81 P83/TEND1 P83/TEND1 P83/TEND1 P83/TEND1 

82 WDTOVF WDTOVF WDTOVF WDTOVF 

83 PLLVCC PLLVCC PLLVCC PLLVCC 

84 PLLCAP PLLCAP PLLCAP PLLCAP 

85 PLLVSS PLLVSS PLLVSS PLLVSS 

86 RES RES RES RES 

87 NMI NMI NMI NMI 

88 STBY STBY STBY STBY 

89 FWE*2 FWE*2 FWE*2 FWE*2 

90 XTAL XTAL XTAL XTAL 

91 VCC VCC VCC VCC 

92 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

93 VSS VSS VSS VSS 

94 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 

95 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 

96 PVCC PVCC PVCC PVCC 

97 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ 

98 VSS VSS VSS VSS 

99 P84/DACK0 P84/DACK0 P84/DACK0 P84/DACK0 

100 P85/DACK1 P85/DACK1 P85/DACK1 P85/DACK1 

101 P86 P86 P86 P86 

102 AS/LCAS AS/LCAS AS/LCAS PF6 

103 RD RD RD PF5 

104 HWR HWR HWR PF4 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ピン番号 端子名 

 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

105 LWR/ADTRG/IRQ3 PF3/LWR/ADTRG/IRQ3 PF3/LWR/ADTRG/IRQ3 PF3/ADTRG/IRQ3 

106 PF2/LCAS/WAIT/BREQO PF2/LCAS/WAIT/BREQO PF2/LCAS/WAIT/BREQO PF2 

107 PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BUZZ 

108 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/IRQ2 

109 AVCC AVCC AVCC AVCC 

110 Vref Vref Vref Vref 

111 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 

112 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 

113 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 

114 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 

115 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 

116 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 

117 P46/AN6/DA0 P46/AN6/DA0 P46/AN6/DA0 P46/AN6/DA0 

118 P47/AN7/DA1 P47/AN7/DA1 P47/AN7/DA1 P47/AN7/DA1 

119 P90/AN8 P90/AN8 P90/AN8 P90/AN8 

120 P91/AN9 P91/AN9 P91/AN9 P91/AN9 

121 P92/AN10 P92/AN10 P92/AN10 P92/AN10 

122 P93/AN11 P93/AN11 P93/AN11 P93/AN11 

123 P94/AN12 P94/AN12 P94/AN12 P94/AN12 

124 P95/AN13 P95/AN13 P95/AN13 P95/AN13 

125 P96/AN14/DA2 P96/AN14/DA2 P96/AN14/DA2 P96/AN14/DA2 

126 P97/AN15/DA3 P97/AN15/DA3 P97/AN15/DA3 P97/AN15/DA3 

127 AVSS AVSS AVSS AVSS 

128 TEST1 TEST1 TEST1 TEST1 

129 PA4/A20 PA4/A20 PA4/A20 PA4 

130 PA5/A21 PA5/A21 PA5/A21 PA5 

131 PA6/A22 PA6/A22 PA6/A22 PA6 

132 PA7/A23 PA7/A23 PA7/A23 PA7 

133 P70/TMRI01/TMCI01/CS4 P70/TMRI01/TMCI01/CS4 P70/TMRI01/TMCI01/CS4 P70/TMRI01/TMCI01 

134 P71/TMRI23/TMCI23/CS5 P71/TMRI23/TMCI23/CS5 P71/TMRI23/TMCI23/CS5 P71/TMRI23/TMCI23 

135 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0 

136 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1 

137 P74/TMO2/MRES P74/TMO2/MRES P74/TMO2/MRES P74/TMO2/MRES 

138 P75/TMO3/SCK3 P75/TMO3/SCK3 P75/TMO3/SCK3 P75/TMO3/SCK3 

139 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 

140 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 

141 MD0 MD0 MD0 MD0 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ピン番号 端子名 

 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

142 MD1 MD1 MD1 MD1 

143 MD2 MD2 MD2 MD2 

144 NC*1 NC*1 NC*1 NC*1 

【注】 *1 NCは開放としてください。 

 *2 FWEはフラッシュメモリ版のみ対応します。マスク ROM版は開放としてください。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

1.3.3 端子機能 

各端子の機能について表 1.3に示します。 
 

表 1.3 端子機能 

分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

電源 VCC 入力 電源 電源に接続します。VCC端子は、全端子をシステムの

電源に接続してください。 

 PVCC 入力 ポート用電源 ポートの電源端子です。全端子をポート用電源に接続

してください。 

 VSS 入力 グランド 電源（0V）に接続します。VSS端子は、全端子をシ

ステムの電源（0V）に接続してください。 

クロック PLLVCC 入力 PLL用電源 内蔵 PLL発振器用の電源です。 

 PLLVSS 入力 PLL用グランド 内蔵 PLL発振器用のグランドです。 

 PLLCAP 入力 PLL用容量 内蔵 PLL発振器用の外付け容量端子です。 

 XTAL 入力 クリスタル 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する場

合、および外部クロック入力の場合の接続例について

は、「第 23章 クロック発振器」を参照してくださ

い。 

 EXTAL 入力 クリスタル 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する場

合、および外部クロック入力の場合の接続例について

は、「第 23章 クロック発振器」を参照してくださ

い。 

 OSC1 入力 サブクロック 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振子を

接続する場合の接続例については「第 23章 クロッ

ク発振器」を参照してください。 

 OSC2 入力 サブクロック 32.768kHzでの水晶発振子を接続します。水晶発振子

を接続する場合の接続例については「第 23章 クロ

ック発振器」を参照してください。 

 φ 出力 システムクロック 外部デバイスにシステムクロックを供給します。 

動作モード 

コントロール 

MD2～MD0 入力 モード端子 動作モードを設定します。MD2～MD0端子と動作モ

ードの関係は次のとおりです。これらの端子は動作中

には変化させないでください。 

動作モードMD2 MD1 MD0

0 0 0

1 0 0
1

1
01

0
1

1

1
モード4
モード5
モード6
モード7

－
－
－
－
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

システム制御 RES 入力 リセット入力 この端子が Lowレベルになると、リセット状態とな

ります。 

 MRES 入力 マニュアルリセッ

ト 

この端子に Lowレベルを印加すると、マニュアルリ

セット状態になります。 

 STBY 入力 スタンバイ この端子が Lowレベルになると、ハードウェアスタ

ンバイモードに遷移します。 

 BREQ 入力 バス権要求 本 LSIに対し、外部バスマスタがバス権を要求しま

す。 

 BREQO 出力 バス権要求出力 外部バス権解放状態で、内部バスマスタが外部空間を

アクセスするときの、外部バス権要求信号です。 

 BACK 出力 バス権要求アクノ 

リッジ 

バス権を外部バスマスタに解放したことを示します。 

 FWE 入力 フラッシュライト 

イネーブル 

フラッシュメモリ用の端子です。 

 TEST1 入力 テスト用端子 テスト用端子です。PVCCを入力してください。 

割り込み NMI 入力 ノンマスカブル 

割り込み 

マスク不可能な割り込みを要求します。未使用の場合

は Highレベルに固定してください。 

 IRQ7～IRQ0 入力 割り込み要求 マスク可能な割り込みを要求します。 

アドレスバス A23～A0 出力 アドレスバス アドレスを出力します。 

データバス D15～D0 入出力 データバス 双方向データバスです。 

バス制御 CS7～CS0 出力 チップセレクト エリア 7～0の選択信号です。 

 AS 出力 アドレスストロー

ブ 

この端子が Lowレベルのとき、アドレスバス上のア

ドレス出力が有効であることを示します。 

 RD 出力 リード この端子が Lowレベルのとき、外部アドレス空間の

リード状態であることを示します。 

 HWR 出力 ハイライト／ライ

トイネーブル／ア

ッパーライトイネ

ーブル 

外部空間をライトし、データバスの上位側（D15～D8）

が有効であることを示すストローブ信号です。 

2CAS方式の DRAMのライトイネーブル信号です。 

2WE方式のDRAMのアッパーライトイネーブル信号

です。 

 LWR 出力 ローライト／ロウ

アーカラムアドレ

スストローブ／ロ

ウアーライトイネ

ーブル 

外部空間をライトし、データバスの下位側（D7～D0）

が有効であることを示すストローブ信号です。 

2CAS方式（LCASS＝1）の DRAMのロウアーカラム

アドレスストローブ信号です。 

2WE方式のDRAMのロウアーライトイネーブル信号

です。 

 CAS 出力 アッパーカラムア

ドレスストローブ

／カラムアドレス

ストローブ 

2CAS方式の DRAMのアッパーカラムアドレススト

ローブ信号です。 

 LCAS 出力 ロウアーカラムア

ドレスストローブ 

2CAS方式 DRAMのロウアーカラムアドレスストロ

ーブ信号です。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

バス制御 OE 出力 アウトプット 

イネーブル 

DRAM空間リードアクセス時のアウトプットイネー

ブル信号 

 WAIT 入力 ウェイト 外部 3ステートアドレス空間をアクセスするときに、

バスサイクルにウェイトステートの挿入を要求しま

す。 

DREQ1、DREQ0 入力 DMAリクエスト DMACの起動を要求します。 DMA 

コントローラ 

（DMAC） 

TEND1、TEND0 出力 DMA転送終了 DMACのデータ転送終了を示します。 

 DACK1、DACK0 出力 DMA転送アクノリ

ッジ 

DMACのシングルアドレス転送アクノリッジ端子で

す。 

TCLKD～

TCLKA 

入力 クロック入力 D～

A 

外部クロックを入力します。 16ビットタイ

マパルスユニ

ット（TPU） TIOCA0、

TIOCB0、

TIOCC0、

TIOCD0 

入出力 インプットキャプ

チャ／アウトプッ

トコンペアマッチ

A0～D0 

TGR0A～TGR0Dのインプットキャプチャ入力／ア

ウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA1、

TIOCB1 

入出力 インプットキャプ

チャ／アウトプッ

トコンペアマッチ

A1、B1 

TGR1A、TGR1Bのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA2、

TIOCB2 

入出力 インプットキャプ

チャ／アウトプッ

トコンペアマッチ

A2、B2 

TGR2A、TGR2Bのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA3、

TIOCB3、

TIOCC3、

TIOCD3 

入出力 インプットキャプ

チャ／アウトプッ

トコンペアマッチ

A3～D3 

TGR3A～TGR3Dのインプットキャプチャ入力／ア

ウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA4、

TIOCB4 

入出力 インプットキャプ

チャ／アウトプッ

トコンペアマッチ

A4、B4 

TGR4A、TGR4Bのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA5、

TIOCB5 

入出力 インプットキャプ

チャ／アウトプッ

トコンペアマッチ

A5、B5 

TGR5A、TGR5Bのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

プログラマブ

ルパルスジェ

ネレータ

（PPG） 

PO15～PO0 出力 パルス出力 パルス出力端子です。 
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

8ビットタイマ TMO0～TMO3 出力 コンペアマッチ出

力 

コンペアマッチ出力端子です。 

 TMCI01、

TMCI23 

入力 カウンタ外部クロ

ック入力 

カウンタに入力する外部クロックの入力端子です。 

 TMRI01、

TMRI23 

入力 カウンタ外部リセ

ット入力 

カウンタリセット入力端子です。 

14ビット

PWMタイマ

（PWMX） 

PWM0～PWM3 出力 PWMXタイマ出力 PWM D/Aのパルス出力端子です。 

WDTOVF 出力 ウォッチドッグタ

イマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフ

ロー信号出力端子です。 

ウォッチドッ

グタイマ

（WDT） BUZZ 出力 BUZZ出力 ウォッチドックタイマで分周されたパルスを出力す

る端子です。 

TxD4、TxD3、

TxD2、TxD1、

TxD0 

出力 トランスミットデ

ータ 

（チャネル 0～4）

データ出力端子です。 シリアルコミ

ュニケーショ

ンインタフェ

ース（SCI）／

スマートカー

ドインタフェ

ース 

RxD4、RxD3、

RxD2、RxD1、

RxD0 

入力 レシーブデータ 

（チャネル 0～4）

データ入力端子です。 

 SCK4、SCK3、

SCK2、SCK1、

SCK0 

入出力 シリアルクロック 

（チャネル 0～4）

クロック入出力端子です。 

IrDA付き SCI

（SCI0） 

IrTxD、IrRxD 出力 

入力 

IrDAトランスミッ

トデータ／レシー

ブデータ 

IrDA用にエンコードされたデータの入出力端子です。 

SCL0 

SCL1 

入出力 I2Cクロック入出力

（チャネル 0、1）

I2Cクロック入出力端子です。 

バス駆動機能をもっています。 

SCL0の出力形式は NMOSオープンドレインです。 

I2Cバスインタ

フェース（IIC） 

【オプション】 

SDA0 

SDA1 

入出力 I2Cデータ入出力 

（チャネル 0、1）

I2Cのデータ入出力端子です。 

バス駆動機能をもっています。 

SDA0の出力形式は NMOSオープンドレインです。 

A/D変換器 AN15～AN0 入力 アナログ入力 アナログ入力端子です。 

 ADTRG 入力 A/D変換外部トリ

ガ入力 

A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。 

D/A変換器 DA3～DA0 出力 アナログ出力 D/A変換器のアナログ出力端子です。 
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

A/D変換器、 

D/A変換器 

AVCC 入力 アナログ電源 A/D変換器および D/A変換器の電源端子です。 

A/D変換器および D/A変換器を使用しない場合はシ

ステム電源（＋5V）に接続してください。 

 AVSS 入力 アナロググランド A/D変換器および D/A変換器のグランドおよび基準

電圧です。 

システムの電源（0V）に接続してください。 

 Vref 入力 アナログリファレ

ンス電源 

A/D変換器および D/A変換器の基準電圧入力端子で

す。 

A/D変換器および D/A変換器を使用しない場合はシ

ステムの電源（＋5V）に接続してください。 

I/Oポート P17～P10 入出力 ポート 1 8ビットの入出力端子です。 

ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P27～P20 入出力 ポート 2 8ビットの入出力端子です。 

ポート 2データディレクションレジスタ（P2DDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P37～P30 入出力 ポート 3 8ビットの入出力端子です。 

ポート 3データディレクションレジスタ（P3DDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P47～P40 入力 ポート 4 8ビットの入力端子です。 

 P52～P50 入出力 ポート 5 3ビットの入出力端子です。 

ポート 5データディレクションレジスタ（P5DDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P77～P70 入出力 ポート 7 8ビットの入出力端子です。 

ポート 7データディレクションレジスタ（P7DDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P86～P80 入出力 ポート 8 7ビットの入出力端子です。 

ポート 8データディレクションレジスタ（P8DDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P97～P90 入力 ポート 9 8ビットの入力端子です。 

 PA7～PA0 入出力 ポート A 8ビットの入出力端子です。 

ポート Aデータディレクションレジスタ（PADDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PB7～PB0 入出力 ポート B 8ビットの入出力端子です。 

ポート Bデータディレクションレジスタ（PBDDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PC7～PC0 入出力 ポート C 8ビットの入出力端子です。 

ポート Cデータディレクションレジスタ（PCDDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PD7～PD0 入出力 ポート D 8ビットの入出力端子です。 

ポート Dデータディレクションレジスタ（PDDDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

I/Oポート PE7～PE0 入出力 ポート E 8ビットの入出力端子です。 

ポート Eデータディレクションレジスタ（PEDDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PF7～PF0 入出力 ポート F 8ビットの入出力端子です。 

ポート Fデータディレクションレジスタ（PFDDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PG4～PG0 入出力 ポート G 5ビットの入出力端子です。 

ポート Gデータディレクションレジスタ（PGDDR）

によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 
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2. CPU 

2.1 概要 

H8S/2600 CPUは、H8/300 CPUおよび H8/300H CPUの上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビット構成の

高速 CPUです。 

本 CPUは、16ビット×16本の汎用レジスタを持ち、16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）のリニア

なアドレス空間を扱うことができ、リアルタイム制御に最適です。 
 

2.1.1 特長 

本 CPUには、次の特長があります。 
 

■H8/300 CPUおよび H8/300H CPUの上位互換 

• H8/300およびH8/300H CPUオブジェクトプログラムを実行可能 

■汎用レジスタ方式 

• 16ビット×16本（8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能） 

■69種類の基本命令 

• 8／16／32ビット演算命令 

• 乗除算命令 

• 強力なビット操作命令 

• 積和演算命令 

■8種類のアドレッシングモード 

• レジスタ直接（Rn） 

• レジスタ間接（@ERn） 

• ディスプレースメント付きレジスタ間接（@(d:16,ERn)／@(d:32,ERn)） 

• ポストインクリメント／プリデクリメントレジスタ間接（@ERn+／@-ERn） 

• 絶対アドレス（@aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32） 

• イミディエイト（#xx:8／#xx:16／#xx:32） 

• プログラムカウンタ相対（@(d:8,PC)／@(d:16,PC)） 

• メモリ間接（@@aa:8） 

■16Mバイトのアドレス空間 

• プログラム ：16Mバイト 
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• データ  ：16Mバイト（アーキテクチャ上は4Gバイト） 

■高速動作 

• 頻出命令をすべて1～2ステートで実行 

• 最高動作周波数 ：25MHz 

• 8／16／32ビットレジスタ間加減算 ：40ns 

• 8×8ビットレジスタ間乗算 ：120ns 

• 16÷8ビットレジスタ間除算 ：480ns 

• 16×16ビットレジスタ間乗算 ：160ns 

• 32÷16ビットレジスタ間除算 ：800ns 

■2種類の CPU動作モード 

• ノーマルモード*／アドバンストモード 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

 

■低消費電力状態 

• SLEEP命令により低消費電力状態に遷移 

• CPU動作クロックを選択可能 

 

2.1.2 H8S/2600 CPUと H8S/2000 CPUとの相違点 

H8S/2600 CPUおよび H8S/2000 CPUの相違点は、以下のとおりです。 
 

■レジスタ構成 

• MACレジスタは、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

■基本命令 

• MAC、CLRMAC、LDMAC、STMACの4命令は、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

■実行ステート数 

• MULXU、MULXS命令の実行ステート数 

 
命令 ニーモニック 実行ステート 

  H8S/2600 H8S/2000 

MULXU MULXU.B  Rs, Rd 3 12 

 MULXU.W  Rs, ERd 4 20 

MULXS MULXS.B  Rs, Rd 4 13 

 MULXS.W  Rs, ERd 5 21 

 

そのほか、製品によって、アドレス空間や CCR、EXRの機能、低消費電力状態などが異なる場合があります。 
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2.1.3 H8/300 CPUとの相違点 

本 CPUは、H8/300 CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 
 

■汎用レジスタ、コントロールレジスタを拡張 

• 16ビット×8本の拡張レジスタ、および8ビット×1本、32ビット×2本のコントロールレジスタを追加 

■アドレス空間を拡張 

• ノーマルモード*のとき、H8/300 CPUと同一の64Kバイトのアドレス空間を使用可能 

• アドバンストモードのとき、最大16Mバイトのアドレス空間を使用可能 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

 

■アドレッシングモードを強化 

• 16Mバイトのアドレス空間を有効に使用可能 

■命令強化 

• ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 

• 符号付き乗除算命令などを追加 

• 積和演算命令を追加 

• 2ビットシフト命令を追加 

• 複数レジスタの退避／復帰命令を追加 

• テストアンドセット命令を追加 

■高速化 

• 基本的な命令を2倍に高速化 

 

2.1.4 H8/300H CPUとの相違点 

本 CPUは、H8/300H CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 
 

■コントロールレジスタを拡張 

• 8ビット×1本、32ビット×2本のコントロールレジスタを追加 

■命令強化 

• ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 

• 積和演算命令を追加 

• 2ビットシフト命令を追加 

• 複数レジスタの退避／復帰命令を追加 

• テストアンドセット命令を追加 
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■高速化 

• 基本的な命令を 2倍に高速化 
 

2.2 CPU動作モード 

本 CPUは、ノーマルモード*およびアドバンストモードの 2つの CPU動作モードを持っています。サポートす

るアドレス空間は、ノーマルモード*の場合最大 64Kバイト、アドバンストモードの場合 16Mバイト（アーキテ

クチャ上はプログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイト、合計で最大 4Gバイト）となります。 

各モードは LSIのモード端子によって選択されます。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

CPU動作モード

ノーマルモード*

アドバンストモード

プログラム領域、データ領域合計
で最大64Kバイトまでサポート

プログラム領域、データ領域合計
で最大16Mバイトまでサポート

【注】* 本LSIでは使用できません。
 

図 2.1 CPU動作モード 

 

（1） ノーマルモード（本 LSIでは使用できません） 

ノーマルモードでは例外処理ベクタ、スタックの構造が H8/300 CPUと同一になります。 

（a） アドレス空間 

最大 64Kバイトをアクセス可能です。 

（b） 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタの上位 16ビットとして使用

できます。 

拡張レジスタ Enは、対応する汎用レジスタ Rnをアドレスレジスタとして使用している場合でも、16ビットレ

ジスタとして任意の値を設定することができます（ただし、プリデクリメントレジスタ間接（@-Rn）、ポストイ

ンクリメントレジスタ間接（@Rn+）により汎用レジスタ Rnが参照された場合、キャリ／ボローが発生すると、

対応する拡張レジスタ Enの内容に伝播しますので注意してください）。 
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（c） 命令セット 

命令およびアドレシングモードはすべて使用できます。実効アドレス（EA）の下位 16ビットのみが有効とな

ります。 

（d） 例外処理ベクタテーブルおよびメモリ間接の分岐アドレス 

ノーマルモードでは、H'0000から始まる先頭領域に例外処理ベクタテーブル領域が割り当てられており、各 16

ビットの分岐先アドレスを格納します。ノーマルモードの例外処理ベクタテーブルの構造を図 2.2に示します。

例外処理ベクタテーブルは「第 4章 例外処理」を参照してください。 

H'0000
H'0001
H'0002
H'0003
H'0004
H'0005
H'0006
H'0007
H'0008
H'0009
H'000A
H'000B

パワーオンリセット例外処理ベクタ

マニュアルリセット例外処理ベクタ

例外処理ベクタ1

例外処理ベクタ2

例外処理ベクタテーブル
（システムリザーブ領域）

 

図 2.2 例外処理ベクタテーブル（ノーマルモード） 

 

メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット絶対アドレス

によりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 

ノーマルモードでは、オペランドは 16ビット（ワード）となり、この 16ビットが分岐先アドレスとなります。

なお、分岐先アドレスを格納できるのは、H'0000～H'00FFの領域であり、この範囲の先頭領域は例外処理ベクタ

テーブルと共通となっていますので注意してください。 

（e） スタック構造 

サブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCR、EXRのスタックの構造を図 2.3に示

します。EXRは EXRが無効のときはスタックされません。詳細は「第 4章 例外処理」を参照してください。 
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（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

PC
（16ビット）

EXR*1

リザーブ*1*3

CCR

CCR*3

PC
（16ビット）

SP SP

【注】 *1
*2

 *3

EXRを使用しない時はスタックされません。
EXRを使用しない時のSPです。
リターン時には無視されます。

SP*2
（　　　）

 

図 2.3 ノーマルモードのスタック構造 

 

（2） アドバンストモード 

（a） アドレス空間 

最大 16Mバイト（アーキテクチャ上はプログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイト、合計最大

4Gバイト）をリニアにアクセス可能です。 

（b） 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタ・アドレスレジスタの上位

16ビットとして使用できます。 

（c） 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 

（d） 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 

アドバンストモードでは、H'00000000から始まる先頭領域に 32ビット単位で例外処理ベクタテーブル領域が割

り当てられており、上位 8ビットは無視され 24ビットの分岐先アドレスを格納します（図 2.4参照）。例外処理

ベクタテーブルは「第 4章 例外処理」を参照してください。 
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H'00000000

H'00000003

H'00000004

H'0000000B

H'0000000C

例外処理ベクタテーブル

リザーブ

パワーオンリセット例外処理ベクタ

（システムリザーブ領域）

リザーブ

例外処理ベクタ1

リザーブ

マニュアルリセット例外処理ベクタ

H'00000010

H'00000008

H'00000007

 

図 2.4 例外処理ベクタテーブル（アドバンストモード） 

 

メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット絶対アドレス

によりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 

アドバンストモードでは、オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐先アドレス

となります。このうち、上位 8ビットは予約領域となっており H'00と見なされます。なお、分岐先アドレスを格

納できるのは、H'00000000～H'000000FFの領域であり、この範囲の先頭領域は例外処理ベクタテーブルと共通と

なっていますので注意してください。 

（e） スタック構造 

アドバンストモード時のサブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCR、EXRのスタ

ックの構造を図 2.5に示します。EXRは EXRが無効のときはスタックされません。詳細は「第 4章 例外処理」

を参照してください。 
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（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

PC
（24ビット）

EXR*1

リザーブ*1*3

CCR

PC
（24ビット）

SP
SP

【注】*1
 *2
 *3

EXRを使用しない時はスタックされません。
EXRを使用しない時のSPです
リターン時には無視されます。

（SP    ）
*2

リザーブ

 

図 2.5 アドバンストモードのスタック構造 

 



 

2. CPU 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  2-9 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

2.3 アドレス空間 

本 CPUのメモリマップを図 2.6に示します。本 CPUは、ノーマルモードのとき最大 64Kバイト、またアドバ

ンストモードのとき最大 16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）のアドレス空間をリニアに使用すること

ができます。 

（b）アドバンストモード

H'0000

H'FFFF

H'00000000

H'FFFFFFFF

H'00FFFFFF

（a）ノーマルモード*

データ領域

プログラム領域

本LSIでは
使用できません。

【注】 * 本LSIでは使用できません。
 

図 2.6 メモリマップ 
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2.4 レジスタ構成 

2.4.1 概要 

本 CPUの内部レジスタ構成を図 2.7に示します。これらのレジスタは、汎用レジスタとコントロールレジスタ

の 2つに分類することができます。 

T －－－－ I2 I1 I0EXR
7 6 5 4 3 2 1 0

PC

MACH

MACL

(符号拡張)
MAC

23

63 3241

31 0

0

15 0  7 0  7 0

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

R0H

R1H

R2H

R3H

R4H

R5H

R6H

R7H

R0L

R1L

R2L

R3L

R4L

R5L

R6L

R7L

汎用レジスタ（Rn）と拡張レジスタ（En）

コントロールレジスタ（CR）

【記号説明】
SP
PC
EXR
T
I2 ～I0
CCR
I
UI

ER0

ER1

ER2

ER3

ER4

ER5

ER6

ER7 (SP)

I UI H U N Z V CCCR
7 6 5 4 3 2 1 0

：ハーフキャリフラグ
：ユーザビット
：ネガティブフラグ
：ゼロフラグ
：オーバフローフラグ
：キャリフラグ
：積和レジスタ

H
U
N
Z
V
C
MAC

：スタックポインタ
：プログラムカウンタ
：エクステンドレジスタ
：トレースビット
：割り込みマスクビット
：コンディションコードレジスタ
：割り込みマスクビット
：ユーザビット／割り込みマスクビット*

【注】　*  本LSIでは、割り込みマスクビットとしては使用できません。
 

図 2.7 CPU内部レジスタ構成 
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2.4.2 汎用レジスタ 

本 CPUは、32ビット長の汎用レジスタを 8本持っています。汎用レジスタは、すべて同じ機能を持っており、

アドレスレジスタもしくはデータレジスタとして使用することができます。データレジスタとしては 32ビット、

16ビット、および 8ビットレジスタとして使用できます。 

アドレスレジスタおよび 32ビットレジスタの場合、一括して汎用レジスタ ER（ER0～ER7）として使用します。 

16ビットレジスタの場合、汎用レジスタ ERを分割して汎用レジスタ E（E0～E7）、汎用レジスタ R（R0～R7）

として使用します。これらは同等の機能を持っており、16ビットレジスタを最大 16本まで使用することができま

す。なお、汎用レジスタ E（E0～E7）を、特に拡張レジスタとよぶ場合があります。 

8ビットレジスタの場合、汎用レジスタ Rを分割して汎用レジスタ RH（R0H～R7H）、汎用レジスタ RL（R0L

～R7L）として使用します。これらは同等の機能を持っており、8ビットレジスタを最大 16本まで使用すること

ができます。 

汎用レジスタの使用方法を図 2.8に示します。各レジスタ独立に使用方法を選択することができます。 

● アドレスレジスタ
● 32ビットレジスタ ● 16ビットレジスタ ● 8ビットレジスタ

汎用レジスタER
（ER0～ER7）

汎用レジスタE（拡張レジスタ）
（E0～E7）

汎用レジスタR
（R0～R7）

汎用レジスタRH
（R0H～R7H）

汎用レジスタRL
（R0L～R7L）

 

図 2.8 汎用レジスタの使用方法 
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汎用レジスタ ER7には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての機能が割り当

てられており、例外処理やサブルーチン分岐などで暗黙的に使用されます。スタックの状態を図 2.9に示します。 

SP (ER7)

空
領
域

ス
タ
ッ
ク
領
域

 

図 2.9 スタックの状態 

 

2.4.3 コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、24ビットのプログラムカウンタ（PC）、8ビットのエクステンドレジスタ（EXR）、

8ビットのコンディションコードレジスタ（CCR）、および 64ビット積和レジスタ（MAC）があります。 

（1） プログラムカウンタ（PC） 

24ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを示しています。CPUの命令は、すべて 2バイト

（ワード）を単位としているため、最下位ビットは無効です（命令コードのリード時には最下位ビットは 0とみ

なされます）。 
 

（2） エクステンドレジスタ（EXR） 

8ビットのレジスタです。トレースビット（T）、割り込みマスクビット（I）を含む 8ビットで構成されていま

す。 

• ビット7：トレースビット（T） 

トレースモードか否かを指定します。本ビットが0にクリアされているときは命令を順次実行します。1にセ

ットされているときは1命令実行するごとにトレース例外処理を開始します。 

• ビット6～3：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。 

• ビット2～0：割り込みマスクビット（I2～I0） 

割り込み要求マスクレベル（0～7）を指定します。詳細は「第5章 割り込みコントローラ」を参照してく

ださい。 

 

EXRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。このうち STCを除く命令を実行
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した場合、実行終了後 3ステートの間は、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 
 

（3） コンディションコードレジスタ（CCR） 

8ビットのレジスタで、CPUの内部状態を示しています。割り込みマスクビット（I）とハーフキャリ（H）、ネ

ガティブ（N）、ゼロ（Z）、オーバフロー（V）、キャリ（C）の各フラグを含む 8ビットで構成されています。 

• ビット7：割り込みマスクビット（I） 

本ビットが1にセットされると、割り込みがマスクされます。ただし、NMIはIビットに関係なく受け付けら

れます。例外処理の実行が開始されたときに1にセットされます。詳細は「第5章 割り込みコントローラ」

を参照してください。 

• ビット6：ユーザビット／割り込みマスクビット（UI） 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトできます。本LSIでは、割り込み

マスクビットとしては使用できません。 

• ビット5：ハーフキャリフラグ（H） 

ADD.B、ADDX.B、SUB.B、SUBX.B、CMP.B、NEG.B命令の実行により、ビット3にキャリまたはボローが

生じたとき1にセットされ、生じなかったとき0にクリアされます。また、ADD.W、SUB.W、CMP.W、NEG.W

命令の実行により、ビット11にキャリまたはボローが生じたとき、もしくはADD.L、SUB.L、CMP.L、NEG.L

命令の実行により、ビット27にキャリまたはボローが生じたとき1にセットされ、生じなかったとき0にクリ

アされます。 

• ビット4：ユーザビット（U） 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトできます。 

• ビット3：ネガティブフラグ（N） 

データの最上位ビットを符号ビットとみなし、最上位ビットの値を格納します。 

• ビット2：ゼロフラグ（Z） 

データがゼロのとき1にセットされ、ゼロ以外のとき0にクリアされます。 

• ビット1：オーバフローフラグ（V） 

算術演算命令の実行により、オーバフローが生じたとき1にセットされます。それ以外のとき0にクリアされ

ます。 

• ビット0：キャリフラグ（C） 

演算の実行により、キャリが生じたとき1にセットされ、生じなかったとき0にクリアされます。キャリには

次の種類があります。 

（a）加算結果のキャリ 

（b）減算結果のボロー 

（c）シフト／ローテートのキャリ 

また、キャリフラグには、ビットアキュムレータ機能があり、ビット操作命令で使用されます。 

 

なお、命令によってはフラグが変化しない場合があります。 

各命令ごとのフラグの変化については、「付録 A.1 命令セット一覧」を参照してください。 
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CCRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。また、N、Z、V、Cの各フラグ

は、条件分岐命令（Bcc）で使用されます。 
 

（4） 積和レジスタ（MAC） 

64ビットのレジスタで、積和演算結果を格納します。32ビットのMACH、MACLから構成されます。MACH

は下位 10ビットが有効であり、上位は符合拡張されています。 
 

2.4.4 CPU内部レジスタの初期値 

リセット例外処理によって、CPU内部レジスタのうち、PCはベクタからロードすることにより初期化されます。

また EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1にセットされますが、汎用レジスタと CCR

の他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。したがって、リセット直後に、MOV.L命令

を使用して SPの初期化を行ってください。 
 

2.5 データ構成 

本 CPUは、1ビット、4ビット BCD、8ビット（バイト）、16ビット（ワード）、および 32ビット（ロングワ

ード）のデータを扱うことができます。 

1ビットデータはビット操作命令で扱われ、オペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0,1,2,……,7）とい

う形式でアクセスされます。 

なお、DAAおよび DASの 10進補正命令では、バイトデータは 2桁の 4ビット BCDデータとなります。 
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2.5.1 汎用レジスタのデータ構成 

汎用レジスタのデータ構成を図 2.10に示します。 

7 0

7 0

MSB LSB

MSB LSB

7 04 3

上位桁 下位桁Don't care

Don't care

Don't care

7 04 3

上位桁 下位桁

7 0

Don't care6 5 4 3 27 1 0

7 0

Don't care 6 5 4 3 27 1 0

Don't care

データイメージデータ形 

1ビットデータ 

  

1ビットデータ   

  

4ビットBCDデータ  

  

4ビットBCDデータ   

  

バイトデータ   

   

バイトデータ 

汎用レジスタ

RnH

RnL

RnH

RnL

RnH

RnL

 

図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（1） 

 



 

2. CPU 

2-16  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

15 0

MSB LSB

15 0

MSB LSB

31 16

MSB

15 0

LSBEn Rn

データ形 

ワードデータ 

  

ワードデータ    

  

ロングワードデータ  

汎用レジスタ

Rn

En

ERn

ERn 

En 

Rn

RnH

RnL

MSB 

LSB  

： 汎用レジスタER

： 汎用レジスタE

： 汎用レジスタR

： 汎用レジスタRH

： 汎用レジスタRL

： 最上位ビット

： 最下位ビット

【記号説明】

データイメージ

 

図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（2） 
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2.5.2 メモリ上でのデータ構成 

メモリ上でのデータ構成を図 2.11に示します。 

本 CPUは、メモリ上のワードデータ／ロングワードデータをアクセスすることができます。これらは、偶数番

地から始まるデータに限定されます。奇数番地から始まるワードデータ／ロングワードデータをアクセスした場

合、アドレスの最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータをアクセスします。この場合、アドレス

エラーは発生しません。命令コードについても同様です。 

7 0

7 6 5 4 3 2 1 0

MSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

アドレス

L番地

L番地

2M番地

2N番地

2N+1番地

2N+2番地

2N+3番地

1ビットデータ

バイトデータ

ワードデータ

ロングワードデータ

データ形 データイメージ

2M+1番地

 

図 2.11 メモリ上でのデータ構成 

 

なお、SP（ER7）をアドレスレジスタとしてスタックをアクセスするときは、必ずワードサイズまたはロング

ワードサイズでアクセスしてください。 
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2.6 命令セット 

2.6.1 概要 

本 CPUの命令は合計 69種類あり、各命令の持つ機能によって表 2.1に示すように分類されます。 
 

表 2.1 命令の分類 

分 類 命   令 サイズ 種類 

転送命令 MOV BWL 5 

 POP*1, PUSH*1 WL  

 LDM*5, STM*5 L  

 MOVFPE*3, MOVTPE*3 B  

算術演算命令 ADD, SUB, CMP, NEG BWL 23 

 ADDX, SUBX, DAA, DAS B  

 INC, DEC BWL  

 ADDS, SUBS L  

 MULXU, DIVXU, MULXS, DIVXS BW  

 EXTU, EXTS WL  

 TAS*4 B  

 MAC, LDMAC, STMAC, CLRMAC －  

論理演算命令 AND, OR, XOR, NOT BWL 4 

シフト命令 SHAL, SHAR, SHLL, SHLR, ROTL, ROTR, ROTXL, ROTXR BWL 8 

ビット操作命令 BSET, BCLR, BNOT, BTST, BLD, BILD, BST, BIST, BAND, BIAND, BOR, 

BIOR, BXOR, BIXOR 

B 14 

分岐命令 Bcc *2, JMP, BSR, JSR, RTS － 5 

システム制御命令 TRAPA, RTE, SLEEP, LDC, STC, ANDC, ORC, XORC, NOP － 9 

ブロック転送命令 EEPMOV － 1 

合計 69種類 

【記号説明】 

B ：バイトサイズ 

W ：ワードサイズ 

L ：ロングワードサイズ 

【注】 *1 POP.W Rn、PUSH.W Rnは、それぞれ MOV.W @SP+,Rn、MOV.W Rn,@-SPと同一です。 

  また、POP.L ERn、PUSH.L ERnは、それぞれ MOV.L @SP+,ERn、MOV.L ERn,@-SPと同一です。 

 *2 Bccは条件分岐命令の総称です。 

 *3 本 LSIでは使用できません。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *5 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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2.6.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 

本 CPUで使用できる命令とアドレッシングモードの組み合わせを表 2.2に示します。 
 

表 2.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 

アドレッシングモード
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演
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令
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令
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令
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令

命　令

MOV
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LDM*3, STM*3

ADD, CMP
SUB
ADDX, SUBX
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INC, DEC
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CLRMAC

MOVFPE*1,
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DIVXU
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DIVXS
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NOT
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【記号説明】 

B ：バイト 

W ：ワード 

L ：ロングワード 

【注】 *1 本 LSIでは使用できません。 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *3 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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2.6.3 命令の機能別一覧 

各命令の機能について表 2.3～表 2.10に示します。各表で使用しているオペレーションの記号の意味は次のと

おりです。 
 

《オペレーションの記号》 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

MAC 積和レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8／:16／:24／:32 8／16／24／32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または 32ビットレジス

タ（ER0～ER7）です。 
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表 2.3 データ転送命令 

命令 サイズ*1 機  能 

MOV B／W／L (EAs)→Rd、Rs→(EAd) 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとメモリ間でデータ転送します。また、

イミディエイトデータを汎用レジスタに転送します。 

MOVFPE B 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE B 本 LSIでは使用できません。 

POP W／L @SP+→Rn 

 スタックから汎用レジスタへデータを復帰します。 

POP.W  Rnは MOV.W  @SP+, Rnと、また、 POP.L  ERnは MOV.L  @SP+, ERnと同

一です。 

PUSH W／L Rn→@-SP 

 汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

PUSH.W  Rnは MOV.W  Rn, @-SPと、また、 PUSH.L  ERnは 

MOV.L  ERn, @-SPと同一です。 

LDM*2 L @SP+→Rn（レジスタ群） 

 スタックから複数の汎用レジスタへデータを復帰します。 

STM*2 L Rn（レジスタ群）→@-SP 

 複数の汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 

 

表 2.4 算術演算命令 

命令 サイズ*1 機  能 

ADD 

SUB 

B／W／L Rd±Rs→Rd、Rd±#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の加減算を

行います（バイトサイズでの汎用レジスタとイミディエイトデータ間の減算はできません。

SUBX命令または ADD命令を使用してください）。 

ADDX 

SUBX 

B Rd±Rs±C→Rd、Rd±＃IMM±C→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間のキャリ付

きの加減算を行います。 

INC 

DEC 

B／W／L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd 

 汎用レジスタに 1または 2を加減算します（バイトサイズで 1の加減算のみ可能です）。 

ADDS 

SUBS 

L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd、Rd±4→Rd 

 32ビットレジスタに 1､2､または 4を加減算します。 

DAA 

DAS 

B Rd(10進補正) →Rd 

 汎用レジスタ上の加減算結果を CCRを参照して 4ビット BCDデータに補正します。 
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命令 サイズ*1 機  能 

MULXU B／W Rd×Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULXS B／W Rd×Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

DIVXU B／W Rd÷Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット､ 

32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

DIVXS B／W Rd÷Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、 

32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

CMP B／W／L Rd－Rs、Rd－#IMM 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の比較を行

い、その結果を CCRに反映します。 

NEG B／W／L 0－Rd→Rd 

 汎用レジスタの内容の 2の補数（算術的補数）をとります。 

EXTU W／L Rd(ゼロ拡張) →Rd 

 16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズにゼロ拡張します。または、32ビット

レジスタの下位 16ビットをロングワードサイズにゼロ拡張します。 

EXTS W／L Rd(符号拡張) →Rd 

 16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズに符号拡張します。または、32ビット

レジスタの下位 16ビットをロングワードサイズに符号拡張します。 

TAS B @ERd－0、1 → (＜ビット 7＞of @ERd) *2 

 メモリの内容をテストした後、最上位ビット（ビット 7）を 1にセットします。 

MAC － (EAs)×(EAd)＋MAC→MAC 

 メモリとメモリ間の符合付き乗算を行い、結果を積和レジスタに加算します。 

16ビット×16ビット＋32ビット→32ビットの飽和演算、 

16ビット×16ビット＋42ビット→42ビットの非飽和演算が可能です。 

CLRMAC － 0→MAC 

 積和レジスタをゼロクリアします。 

LDMAC 

STMAC 

L Rs→MAC、MAC→Rd 

 汎用レジスタと積和レジスタ間でデータ転送します。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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表 2.5 論理演算命令 

命令 サイズ* 機  能 

AND B／W／L Rd∧Rs→Rd、Rd∧#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論理積を

とります。 

OR B／W／L Rd∨Rs→Rd、Rd∨#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論理和を

とります。 

XOR B／W／L Rd⊕Rs→Rd、Rd⊕#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の排他的論

理和をとります。 

NOT B／W／L ～Rd→Rd 

 汎用レジスタの内容の 1の補数（論理的補数）をとります。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 

表 2.6 シフト命令 

命令 サイズ* 機  能 

SHAL 

SHAR 

B／W／L Rd(シフト処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容を算術的にシフトします。 

 1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

SHLL 

SHLR 

B／W／L Rd(シフト処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容を論理的にシフトします。 

 1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

ROTL 

ROTR 

B／W／L Rd(ローテート処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容をローテートします。 

 1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

ROTXL 

ROTXR 

B／W／L Rd(ローテート処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容をキャリフラグを含めてローテートします。 

 1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 
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表 2.7 ビット操作命令 

命令 サイズ* 機  能 

BSET B 1→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 1にセットします。ビッ

ト番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定

します。 

BCLR B 0→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 0にクリアします。ビッ

ト番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定

します。 

BNOT B ～(<ビット番号>of<EAd>)→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転します。ビット番号

は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定されま

す。 

BTST B ～(<ビット番号>of<EAd>)→Z 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをテストし、ゼロフラグに

反映します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下

位 3ビットで指定されます。 

BAND 

 

 

 

BIAND 

B 

 

 

 

B 

C∧(<ビット番号>of<EAd>)→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理積

をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C∧〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグと

の論理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BOR 

 

 

 

BIOR 

B 

 

 

 

B 

C∨(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理和

をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C∨〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグと

の論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BXOR 

 

 

 

BIXOR 

B 

 

 

 

B 

C⊕ (<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの排他的

論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C⊕〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグと

の排他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 
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命令 サイズ* 機  能 

BLD 

 

 

 

BILD 

B 

 

 

 

B 

(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをキャリフラグに転送しま

す。 

 

～(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグに

転送します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BST 

 

 

 

BIST 

B 

 

 

 

B 

C→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグの内容を

転送します。 

 

～C→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグを反転し

て転送します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

 

表 2.8 分岐命令 

命令 サイズ 機  能 

Bcc －  指定した条件が成立しているとき、指定されたアドレスへ分岐します。分岐条件を下表に

示します。 

ニーモニック

BRA (BT)

BRN (BF)

BHI

BLS

BCC (BHS)

BCS (BLO)

BNE

BEQ

BVC

BVS

BPL

BMI

BGE

BLT

BGT

BLE

　　　　説　　明

Always (True)

Never (False)

HIgh

Low or Same

Carry Clear (High or Same)

Carry Set (LOw)

Not Equal

EQual

oVerflow Clear

oVerflow Set

PLus

MInus

Greater or Equal

Less Than

Greater Than

Less or Equal

　分岐条件

Always

Never

C∨Z＝0

C∨Z＝1

C＝0

C＝1

Z＝0

Z＝1

V＝0

V＝1

N＝0

N＝1

N⊕V＝0

N⊕V＝1

Z∨(N⊕V)＝0

Z∨(N⊕V)＝1

 

JMP －  指定されたアドレスへ無条件に分岐します。 

BSR －  指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

JSR －  指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

RTS －  サブルーチンから復帰します。 



 

2. CPU 

2-26  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

表 2.9 システム制御命令 

命令 サイズ* 機  能 

TRAPA －  命令トラップ例外処理を行います。 

RTE －  例外処理ルーチンから復帰します。 

SLEEP －  低消費電力状態に遷移します。 

LDC B／W (EAs)→CCR、(EAs)→EXR 

 汎用レジスタまたはメモリの内容を CCR、EXRに転送します。また、イミディエイトデ

ータを CCR、EXRに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、メモリと CCR、EXR間

の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になります。 

STC B／W CCR→(EAd)、EXR→(EAd) 

 CCR、EXRの内容を汎用レジスタまたはメモリに転送します。CCR、EXRは 8ビットで

すが、CCR、EXRとメモリ間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になり

ます。 

ANDC B CCR∧#IMM→CCR、EXR∧#IMM→EXR 

 CCR、EXRとイミディエイトデータの論理積をとります。 

ORC B CCR∨#IMM→CCR、EXR∨#IMM→EXR 

 CCR、EXRとイミディエイトデータの論理和をとります。 

XORC B CCR⊕#IMM→CCR、EXR⊕#IMM→EXR 

 CCR、EXRとイミディエイトデータの排他的論理和をとります。 

NOP － PC+2→PC 

 PCのインクリメントだけを行います。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

 

表 2.10 ブロック転送命令 

命令 サイズ 機  能 

EEPMOV.B 

 

 

 

 

 

EEPMOV.W 

－ 

 

 

 

 

 

－ 

if R4L≠0 then 

 Repeat @ER5+→@ER6+ 

  R4L－1→R4L 

 Until R4L＝0 

else next; 

 

if R4≠0 then 

 Repeat @ER5+→@ER6+ 

  R4－1→R4 

 Until R4＝0 

else next; 

 

 ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4Lまたは R4で指定され

るバイト数のデータを、ER6で示されるアドレスのロケーションへ転送します。転送終了後、

次の命令を実行します。 
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2.6.4 命令の基本フォーマット 

本 CPUの命令は、2バイト（ワード）を単位にしています。各命令はオペレーションフィールド（op）、レジ

スタフィールド（r）、EA拡張部（EA）、およびコンディションフィールド（cc）から構成されています。 

図 2.12に命令フォーマットの例を示します。 

op

op rn rm

NOP、RTSなど

ADD.B Rn, Rmなど

MOV.B @(d:16, Rn), Rmなど

（1）オペレーションフィールドのみ

（2）オペレーションフィールドとレジスタフィールド

（3）オペレーションフィールド、レジスタフィールドおよびEA拡張部

rn rmop

EA（disp）

（4）オペレーションフィールド、EA拡張部およびコンディションフィールド

op cc EA（disp） BRA d:16など

 

図 2.12 命令フォーマットの例 

 

（1） オペレーションフィールド 

命令の機能を表し、アドレッシングモードの指定、オペランドの処理内容を指定します。命令の先頭 4ビット

を必ず含みます。2つのオペレーションフィールドを持つ場合もあります。 
 

（2） レジスタフィールド 

汎用レジスタを指定します。アドレスレジスタのとき 3ビット、データレジスタのとき 3ビットまたは 4ビッ

トです。2つのレジスタフィールドを持つ場合、またはレジスタフィールドを持たない場合もあります。 
 

（3） EA拡張部 

イミディエイトデータ、絶対アドレスまたはディスプレースメントを指定します。8ビット、16ビット、また

は 32ビットです。 
 

（4） コンディションフィールド 

Bcc 命令の分岐条件を指定します。 
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2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 

2.7.1 アドレッシングモード 

本 CPUは表 2.11に示すように、8種類のアドレッシングモードをサポートしています。命令ごとに、使用でき

るアドレッシングモードは異なります。 

演算命令では、レジスタ直接、およびイミディエイトが使用できます。 

転送命令では、プログラムカウンタ相対とメモリ間接を除くすべてのアドレッシングモードが使用できます。 

また、ビット操作命令では、オペランドの指定にレジスタ直接、レジスタ間接、および絶対アドレスが使用で

きます。さらに、オペランド中のビット番号を指定するためにレジスタ直接（BSET、BCLR、BNOT、BTSTの各

命令）、およびイミディエイト（3ビット）が独立して使用できます。 
 

表 2.11 アドレッシングモード一覧表 

No. アドレッシングモード 記号 

1 レジスタ直接 Rn 

2 レジスタ間接 @ERn 

3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @(d:16,ERn)／@(d:32,ERn) 

4 ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

 プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

5 絶対アドレス @aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32 

6 イミディエイト #xx:8／#xx:16／#xx:32 

7 プログラムカウンタ相対 @(d:8,PC)／@(d:16,PC) 

8 メモリ間接 @@aa:8 

 

（1） レジスタ直接 Rn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるレジスタ（8ビット、16ビットまたは 32ビット）がオペランド

となります。 

8ビットレジスタとしては R0H～R7H、R0L～R7Lを指定可能です。 

16ビットレジスタとしては R0～R7、E0～E7を指定可能です。 

32ビットレジスタとしては ER0～ER7を指定可能です。 
 

（2） レジスタ間接 @ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとしてメモリ上のオ

ペランドを指定します。 

プログラム領域としては、下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）とみなされます。 
 

（3） ディスプレースメント付きレジスタ間接 @（d:16,ERn）／@（d:32,ERn） 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容に、命令コード中に含まれる

16ビットディスプレースメント、または 32ビットディスプレースメントを加算した内容をアドレスとして、メモ
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リ上のオペランドを指定します。加算に際して、16ビットディスプレースメントは符号拡張されます。 
 

（4） ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+／プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

（a） ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとしてメモリ上のオ

ペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2または 4が加算され、加算結果がアドレスレジ

スタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4がそれぞれ加算され

ます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が偶数となるようにしてくださ

い。 

（b） プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から、1、2または 4を減算し

た内容をアドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、減算結果がアドレスレジスタに格納され

ます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4がそれぞれ減算されます。ワードサ

イズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が偶数になるようにしてください。 
 

（5） 絶対アドレス @aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32 

命令コード中に含まれる絶対アドレスで、メモリ上のオペランドを指定します。 

絶対アドレスは 8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、24ビット（@aa:24）、または 32ビット（@aa:32）

です。 

データ領域としては、8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、または 32ビット（@aa:32）を使用します。8

ビット絶対アドレスの場合、上位 24ビットはすべて 1（H'FFFF）となります。16ビット絶対アドレスの場合、上

位 16ビットは符号拡張されます。32ビット絶対アドレスの場合、全アドレス空間をアクセスできます。 

プログラム領域としては 24ビット（@aa:24）を使用します。上位 8ビットはすべて 0（H'00）となります。 

絶対アドレスのアクセス範囲を表 2.12に示します。 
 

表 2.12 絶対アドレスのアクセス範囲 

絶対アドレス ノーマルモード* アドバンストモード 

データ領域 8ビット 

（@aa:8） 

H'FF00～H'FFFF H'FFFF00～H'FFFFFF 

 16ビット 

（@aa:16） 

H'0000～H'FFFF H'000000～H007FFF、H'FF8000～

H'FFFFFF 

 32ビット  H'000000～H'FFFFFF 

 （@aa:32）   

プログラム領域 24ビット   

 （@aa:24）   

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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（6） イミディエイト #xx:8／#xx:16／#xx:32 

命令コード中に含まれる 8ビット（#xx:8）、16ビット（#xx:16）、または 32ビット（#xx:32）のデータを直接

オペランドとして使用します。 

なお、ADDS、SUBS、INC、DEC命令では、イミディエイトデータが命令コード中に暗黙的に含まれます。ビ

ット操作命令では、ビット番号を指定するための 3ビットのイミディエイトデータが、命令コード中に含まれる

場合があります。また、TRAPA命令では、ベクタアドレスを指定するための 2ビットのイミディエイトデータが、

命令コードの中に含まれます。 
 

（7） プログラムカウンタ相対 @（d:8, PC）／@（d:16, PC） 

Bcc、BSR命令で使用されます。PCの内容で指定される 24ビットのアドレスに、命令コード中に含まれる 8ビ

ット、または 16ビットディスプレースメントを加算して 24ビットの分岐アドレスを生成します。加算に際して、

ディスプレースメントは 24ビットに符号拡張されます。加算結果は下位 24ビットが有効になり、上位 8ビット

はすべて 0（H'00）とみなされます。また加算される PCの内容は次の命令の先頭アドレスとなっていますので、

分岐可能範囲は分岐命令に対して－126～＋128バイト（－63～＋64ワード）または－32766～＋32768バイト（－

16383～＋16384ワード）です。このとき、加算結果が偶数となるようにしてください。 
 

（8） メモリ間接 @@aa:8 

JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 8ビット絶対アドレスでメモリ上のオペランドを指定

し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。 

8ビット絶対アドレスの上位のビットはすべて 0となりますので、分岐アドレスを格納できるのは 0～255（ノ

ーマルモード*のとき H'0000～H'00FF、アドバンストモードのとき H'000000～H'0000FF）番地です。 

ノーマルモード*の場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで指定し、16ビットの分岐アドレスを生成し

ます。 

また、アドバンストモードの場合は、メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。このうち先

頭の 1バイトはすべて 0（H'00）とみなされます。 

ただし、分岐アドレスを格納可能なアドレスの先頭領域は、例外処理ベクタ領域と共通になっていますので注

意してください。詳細は「第 4章 例外処理」を参照してください。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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（a）ノーマルモード*
（b）アドバンストモード

分岐アドレス
@aa:8で指定 @aa:8で指定 リザーブ

分岐アドレス

【注】* 本LSIでは使用できません。
 

図 2.13 メモリ間接による分岐アドレスの指定 

 

ワードサイズ、ロングワードサイズでメモリを指定する場合、および分岐アドレスを指定する場合に奇数アド

レスを指定すると、最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータまたは命令コードをアクセスします

（「2.5.2 メモリ上でのデータ構成｣を参照してください）。 
 

2.7.2 実効アドレスの計算方法 

各アドレッシングモードにおける実効アドレス（EA：Effective Address）の計算法を表 2.13に示します。 

ノーマルモード*の場合、実効アドレスの上位 8ビットは無視され、16ビットのアドレスとなります。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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2.8 処理状態 

2.8.1 概要 

本 LSIの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、バス権解放状態、および低消費

電力状態の 5種類があります。 

処理状態の分類を図 2.14に、処理状態間の遷移を図 2.15に示します。 

リセット状態

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態

例外処理状態

リセット、トレース、割り込み、トラップ命令の例外処理要因によって、
通常の処理状態の流れを変える過渡的な状態

プログラム実行状態

CPUがプログラムを順次実行している状態

バス権解放状態

CPU以外のバスマスタからのバス権要求信号によりバスを解放している状態

低消費電力状態

CPUの動作を停止し、
消費電力を低下させた
状態*

スリープモード

ソフトウェアスタンバイ
モード

ハードウェアスタンバイ
モード

処理状態

【注】*　低消費電力状態には、このほかに中速モード、モジュールストップモード、
　　　　  サブアクティブモード、サブスリープモード、ウォッチモードがあります。

 

図 2.14 処理状態の分類 
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例外処理状態

バス権解放状態

ハードウェア
スタンバイモード*2

ソフトウェア
スタンバイモード

パワーオン
リセット状態*1

スリープモード

低消費電力状態*3

プログラム実行状態

バス権要求終了

バス権要求発生

割り
込み
要求
発生

外部割り込み要求発生

RES＝High

例
外
処
理
要
求
発
生

STBY＝High、RES＝Low

バ
ス
権
要
求
終
了

バ
ス
権
要
求
発
生

SSBY＝
0、

SLEEP命
令

S
S

B
Y
＝

1、
 

S
LE

E
P
命
令

【注】*1　ハードウェアスタンバイモードを除くすべての状態において、RES端子が Lowレベルになる

　　　　　とパワーオンリセット状態に遷移します。ハードウェアスタンバイモード、パワーオンリセ

　　　　　ット状態を除くすべての状態において、MRES端子がLowレベルになるとマニュアルリセッ

　　　　　ト状態に遷移します。また、ウォッチドッグタイマのオーバフローによっても、リセット状

　　　　　態に遷移させることができます。

　　　*2　すべての状態においてSTBY端子がLowレベルになると、ハードウェアスタンバイモードに

　　　　　遷移します。

　　　*3　このほかに、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモードなどがあります。

　　　　　詳細は「第24章　低消費電力状態」を参照してください。

例
外
処
理
終
了

マニュアル
リセット状態*1

MRES=High

リセット状態

 

図 2.15 状態遷移図 

 

2.8.2 リセット状態 

RES端子が Lowレベルになると、CPUはリセット状態になります。また、MRESEビットによりマニュアルリ

セットが許可された状態でMRES端子が Lowレベルになると CPUはリセット状態になります。リセット状態で

は、実行中の処理はすべて中止され、すべての割り込みが禁止されます。MRESEビットの設定については「3.2.2 

システムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してください。 

RES端子（MRES端子）*を Lowレベルから Highレベルにすると、リセット例外処理を開始します。 

ウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は「第 15章 ウォ

ッチドッグタイマ」を参照してください。 

【注】 * マニュアルリセットの場合は MRES端子になります。 
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2.8.3 例外処理状態 

例外処理状態は、リセット、トレース、割り込み、またはトラップ命令の例外処理要因によって起動され、CPU

が通常の処理状態の流れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出し、そのス

タートアドレスに分岐する過渡的な状態です。 

（1） 例外処理の種類と優先度 

例外処理要因には、リセット、トレース、割り込み、およびトラップ命令があります。表 2.14に、例外処理の

種類と優先度を示します。トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

SYSCRで設定される割り込み制御モードによって、例外処理やスタックの構造が異なります。 
 

表 2.14 例外処理の種類と優先度 

優先度 例外処理要因 例外処理検出 

タイミング 

例外処理開始タイミング 

高 リセット クロック同期 RES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、または、

ウォッチドッグタイマのオーバフローにより例外処理を開始

します。 

 トレース 命令実行終了時または 

例外処理終了時*1 

Tビット＝1の状態で命令または例外処理の実行終了時開始し

ます。 

 割り込み 命令実行終了時または 

例外処理終了時*2 

割り込み要求が発生すると、命令実行終了時または例外処理終

了時に例外処理を開始します。 

低 トラップ命令 TRAPA命令実行時 TRAPA命令を実行すると、例外処理を開始します。*3 

【注】 *1 トレースは割り込み制御モード 2でのみ有効です。トレース例外処理は、RTE命令の実行終了後には実行しません。 

 *2 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込みの検出を行

いません。 

 *3 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

 

（2） リセット例外処理 

RES端子を Lowレベルにしてリセット状態とした後、RES端子を Highレベルにすると、リセット例外処理を

開始します。また、MRESEビットによりマニュアルリセットが許可された状態でMRES端子を Lowレベルにし

てリセット状態とした後、MRES端子を Highレベルにすると、リセット例外処理を開始します。RES端子が Low

レベルのときパワーオンリセット状態、MRES端子が Lowレベルのときはマニュアルリセット状態になります。 

リセット例外処理が起動されると、CPUは、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り

出し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 

リセット例外処理実行中、および終了後は、NMIを含めたすべての割り込みが禁止されます。 
 

（3） トレース 

トレースは、割り込み制御モード 2で有効です。 

EXRの Tビットが 1にセットされていると、トレースモードになります。トレースモードが設定されていると、

1命令の実行を終了するたびにトレース例外処理を開始します。 
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トレース例外処理実行後、EXRの Tビットが 0にクリアされ、トレースモードが解除されます。割り込みマス

クは影響を受けません。 

スタックに退避された Tビットは 1を保持しており、RTE命令を実行して、トレース例外処理ルーチンから復

帰した後は、再び、トレースモードになります。 

RTE命令実行後は、トレース例外処理を行いません。 

割り込み制御モード 0では、Tビットの状態によらず、トレースモードにはなりません。 
 

（4） 割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理 

割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理が起動されると、CPUは、SP（ER7）を参照してプログラムカ

ウンタとコントロールレジスタをスタックに退避します。そして、CPUはコントロールレジスタの割り込みマス

クビットを再設定します。次に、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出し、そのス

タートアドレスからプログラムの実行を開始します。 

例外処理終了後のスタックの状態を図 2.16に示します。 
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（a）割り込み制御モード0 （b）割り込み制御モード2

PC
（16ビット）

EXR

リザーブ*1

CCR

CCR*1

PC
（16ビット）

SP
SP

【注】*1　リターン時には無視されます。

CCR

CCR*1

PC
（24ビット）

EXR

リザーブ*1

CCR

PC
（24ビット）

SP
SP

CCR

（c）割り込み制御モード0 （d）割り込み制御モード2

ノーマルモード*2

アドバンストモード

 *2　本LSIでは使用できません。 
 

図 2.16 例外処理終了後のスタックの状態（例） 

 

2.8.4 プログラム実行状態 

CPUがプログラムを順次実行している状態です。 
 

2.8.5 バス権解放状態 

CPU以外のバスマスタによるバス権要求に対して、バス権を解放した状態です。バス権解放状態では、CPUは

動作を停止します。 

なお、CPU以外のバスマスタには DMAコントローラ（DMAC）、およびデータトランスファコントローラ（DTC）

があります。 

詳細は、「第 7章 バスコントローラ」を参照してください。 
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2.8.6 低消費電力状態 

低消費電力状態には、CPUの動作を停止した状態と、CPUの動作を停止しない状態があります。CPUの動作を

停止した低消費電力状態には、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ハードウェアスタンバイモー

ド、サブスリープモード、ウォッチモードがあります。 

また、その他の低消費電力状態には、中速モード、モジュールストップモード、サブアクティブモードがあり

ます。中速モードでは CPUおよびその他のバスマスタが中速クロックで動作します。モジュールストップモード

では、モジュール単位で、CPU以外のモジュールの動作を停止します。サブアクティブモード、サブスリープモ

ード、ウォッチモードはサブクロック入力を利用した低消費電力状態です。詳細は「第 24章 低消費電力状態」

を参照してください。 

（1） スリープモード 

スリープモードには、SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で、SLEEP命令を実行

することによって遷移します。スリープモードでは、CPUの動作は SLEEP命令実行直後で停止します。CPUの

内部レジスタの内容は保持されます。 
 

（2） ソフトウェアスタンバイモード 

ソフトウェアスタンバイモードには、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TCSR（WDT1）

の PSSビット＝0の状態で、SLEEP命令を実行することによって遷移します。ソフトウェアスタンバイモードで

は、CPUおよびクロックをはじめMCUのすべての動作が停止します。規定の電圧が与えられている限り、CPU

の内部レジスタの内容および内蔵 RAMの内容は保持されます。また、I/Oポートの状態も保持されます。 
 

（3） ハードウェアスタンバイモード 

ハードウェアスタンバイモードには、STBY端子を Lowレベルにすることによって遷移します。ハードウェア

スタンバイモードでは、CPUおよびクロックをはじめMCUのすべての動作が停止します。内蔵周辺モジュール

はリセット状態になりますが、規定の電圧が与えられている限り、内蔵 RAMの内容は保持されます。 
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2.9 基本動作タイミング 

2.9.1 概要 

本 CPUは、システムクロック（φ）を基準に動作しています。φの立ち上がりから次の立ち上がりまでの 1単

位をステートとよびます。メモリサイクルまたはバスサイクルは、1、2または 3ステートで構成され、内蔵メモ

リ、内蔵周辺モジュール、または外部アドレス空間によってそれぞれ異なるアクセスを行います。 
 

2.9.2 内蔵メモリ（ROM、RAM） 

内蔵メモリのアクセスは 1ステートアクセスを行います。このとき、データバス幅は 16ビットで、バイトおよ

びワードサイズアクセスが可能です。内蔵メモリアクセスサイクルを図 2.17に、端子状態を図 2.18に示します。 

内部アドレスバス

内部リード信号

内部データバス

内部ライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リードデータ

ライトデータ

リード時

ライト時

 

図 2.17 内蔵メモリアクセスサイクル 
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バスサイクル

T1

保持アドレスバス

AS

RD

HWR LWR

データバス

φ

Highレベル

Highレベル

Highレベル

ハイインピーダンス
 

図 2.18 内蔵メモリアクセス時の端子状態 

 

2.9.3 内蔵周辺モジュールアクセスタイミング 

内蔵周辺モジュールのアクセスは 2ステートで行われます。このとき、データバス幅は 8ビットまたは 16ビッ

トで内部 I/Oレジスタにより異なります。内蔵周辺モジュールアクセスタイミングを図 2.19、端子状態を図 2.20

に示します。 

内部アドレスバス

内部リード信号

内部データバス

内部ライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リード時

ライト時

リードデータ

ライトデータ

T2

 

図 2.19 内蔵周辺モジュールアクセスサイクル 
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バスサイクル

T1

AS

RD

HWR LWR

データバス

φ

T2

Highレベル

Highレベル

ハイインピーダンス

Highレベル

保持アドレスバス

 

図 2.20 内蔵周辺モジュールアクセス時の端子状態 

 

2.9.4 外部アドレス空間アクセスタイミング 

外部アドレス空間のアクセスを行うときのデータバス幅は、8ビットまたは 16ビット、バスサイクルは 2ステ

ートまたは 3ステートです。3ステートアクセスではウェイトステートを挿入することができます。詳細は「第 7

章 バスコントローラ」を参照してください。 
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2.10 使用上の注意 

2.10.1 TAS命令 

TAS命令を使用する場合には、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

なお、ルネサス製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、TAS命令は生成されません。ユーザ定義の組

み込み関数として TAS命令を使用する場合には、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用するようにお願いいた

します。 
 

2.10.2 STM/LDM命令 

STM/LDM命令において、ER7レジスタはスタックポインタであるため、退避（STM）／復帰（LDM）できる

レジスタとしては、使用できません。 

一命令で退避（STM）／復帰（LDM）できるレジスタ数は 2本～4本です。そのとき使用可能なレジスタリス

トは、以下のとおりです。 
 

2本：ER0-ER1、ER2-ER3、ER4-ER5 

3本：ER0-ER2、ER4-ER6 

4本：ER0-ER3 
 

また、ルネサス製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、ER7を含む STM/LDM命令は生成されません。 
 

2.10.3 ビット操作命令使用上の注意事項 

BSET、BCLR、BNOT、BST、BISTの各命令は、バイト単位でデータをリードし、ビット操作後に再びバイト

単位でデータをライトします。したがって、ライト専用ビットを含むレジスタ、またはポートに対してこれらの

命令を使用するときは注意が必要です。 

また、内部 I/Oレジスタのフラグを 0にクリアするために、BCLR命令を使用できます。この場合、割り込み処

理ルーチンなどで当該フラグが 1にセットされていることが明らかであれば、事前に当該フラグをリードする必

要はありません。 
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3.  MCU動作モード 

3.1 概要 

3.1.1 動作モードの選択 

本 LSIには、4種類の動作モード（モード 4～7）があります。これらのモードは、モード端子（MD2～MD0）

の設定で決まります。表 3.1のように CPU動作モード、内蔵 ROMの有効／無効、バス幅の初期状態を選択する

ことができます。 

表 3.1に、MCU動作モードの選択を示します。 
 

表 3.1 MCU動作モードの選択 

MCU MD2 MD1 MD0 CPU 内容 内蔵 外部データバス 

動作モード    動作モード  ROM 初期値 最大値 

0* 0 0 0 － － － － 

1*   1     

2*  1 0     

3*   1     

4 1 0 0 アドバンスト 内蔵 ROM無効拡張モード 無効 16ビット 16ビット 

5   1    8ビット 16ビット 

6  1 0  内蔵 ROM有効拡張モード 有効 8ビット 16ビット 

7   1  シングルチップモード  － 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

 

アドレス空間は、CPUのアーキテクチャ上は 4Gバイトですが、本 LSIでは最大 16Mバイトになります。 

モード 4～6は、外部メモリおよび周辺デバイスをアクセスすることができる外部拡張モードです。 

外部拡張モードでは、8ビットバスモードと 16ビットバスモードを切り替えることができます。プログラム実

行開始後、バスコントローラの設定により、エリアごとに 8ビットまたは 16ビットアドレス空間にすることがで

きます。また、いずれか 1つのエリアを 16ビットアクセス空間にすると 16ビットバスモードになり、すべての

エリアを 8ビットアクセス空間にすると 8ビットバスモードになります。各動作モードによって端子の機能が切

り替わります。 

モード 4～7以外は本 LSIでは使用できません。したがって、モード端子は必ずモード 4～7になるように設定

してください。 

モード端子は、動作中に変化させないでください。 
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3.1.2 レジスタ構成 

本 LSIにはモード端子（MD2～MD0）の状態が反映されるモードコントロールレジスタ（MDCR）と、本 LSI

の動作を制御するシステムコントロールレジスタ（SYSCR）があります。レジスタ構成を表 3.2に示します。 
 

表 3.2 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

モードコントロールレジスタ MDCR R/W 不定 H'FDE7 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'01 H'FDE5 

端子機能コントロールレジスタ PFCR R/W H'0D/H'00 H'FDEB 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

3.2 各レジスタの説明 

3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） 

7

－

1

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

MDS0

 －*

R

2

MDS2

 －*

R

1

MDS1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　MD2～MD0端子により決定されます。

：

：

：

 

MDCRは 8ビットのレジスタで、本 LSIの現在の動作モードをモニタするのに用います。 
 

• ビット7：リザーブビット 

書き込み時は必ず1をライトしてください。 

 

• ビット6～3：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット2～0：モードセレクト2～0（MDS2～MDS0） 

モード端子（MD2～MD0）の入力レベルを反映した値（現在の動作モード）を示しています。MDS2～MDS0

ビットはMD2～MD0端子にそれぞれ対応します。これらのビットはリード専用でライトは無効です。MDCR

をリードすると、モード端子（MD2～MD0）の入力レベルがこれらのビットにラッチされます。このラッチ

はパワーオンリセットでは解除されますが、マニュアルリセットでは保持されます。 
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3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

MRESE

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SYSCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、MAC命令の飽和演算の選択、割り込み制御モードの

選択、NMIの検出エッジの選択、MRES端子入力の許可／禁止の選択、内蔵 RAMの有効／無効の選択を行いま

す。 

SYSCRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'01に初期化されます。マニュア

ルリセット時、MACS、INTM1、INTM0、NMIEG、RAMEビットは初期化されますが、MRESEビットは初期化

されません。また、SYSCRはソフトウェアスタンバイモードでは、初期化されません。 
 

• ビット7：MACサチュレーション（MACS） 

MAC命令の飽和演算、非飽和演算を選択します。 

 
ビット 7 説   明 

MACS  

0 MAC命令は非飽和演算 （初期値）

1 MAC命令は飽和演算 

 

• ビット6：リザーブビット 

リードすると、常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット5、4：割り込み制御モード1、0（INTM1、INTM0） 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを選択します。割り込み制御モードの詳細については、「5.4.1 

割り込み制御モードと割り込み動作」を参照してください。 

 
ビット 5 ビット 4 割り込み 説   明 

INTM1 INTM0 制御モード  

0 0 0 Iビットで、割り込みを制御 （初期値） 

 1 ― 設定禁止 

1 0 2 I2～I0ビットと IPRで、割り込みを制御 

 1 ― 設定禁止 
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• ビット3：NMIエッジセレクト（NMIEG） 

NMI割り込みの入力エッジ選択を行います。 

 
ビット 3 説   明 

NMIEG  

0 NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 （初期値）

1 NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

 

• ビット2：マニュアルリセット選択ビット（MRESE） 

マニュアルリセット入力の許可または禁止を選択します。P74/TMO2/MRES端子をマニュアルリセット入力

端子（MRES）に設定することができます。 

表3.3にMRES端子のパワーオンリセットとマニュアルリセットの関係を示します。 

 
ビット 2 説   明 

MRESE  

0 マニュアルリセットを禁止 

P74/TMO2/MRES端子を P74/TMO2入出力端子として使用可能 （初期値）

1 マニュアルリセットを許可 

P74/TMO2/MRES端子を MRES入力端子として使用可能 

 

表 3.3 パワーオンリセットとマニュアルリセットの関係 

端子 リセットの種類 

RES MRES  

0 * パワーオンリセット （初期状態） 

1 0 マニュアルリセット 

1 1 動作状態 

*：Don't Care 

 

• ビット1：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット0：RAMイネーブル（RAME） 

内蔵RAMの有効または無効を選択します。RAMEビットはリセット状態の解除時に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

【注】 DTCを使用するときには、必ず RAMEビットを 1にセットしてください。 

 
ビット 0 説   明 

RAME  

0 内蔵 RAM無効 

1 内蔵 RAM有効 （初期値）
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3.2.3 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 

7

CSS07

0

R/W

6

CSS36

0

R/W

5

BUZZE

0

R/W

4

LCASS

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：
 

PFCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PG4、PG1端子の CS選択制御、PF2、PF6端子の LCAS

選択制御、内蔵 ROM有効拡張モード時のアドレス出力制御を行います。 

PFCRはパワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'0D/H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

• ビット7：CS0/CS7セレクト（CSS07） 

PG4端子のCS出力内容を選択します。モード4～6のとき、対応するDDRを1にセットすると選択したCSが出

力されます。 

 
ビット 7 説   明 

CSS07  

0 CS0を選択 （初期値）

1 CS7を選択 

 

• ビット6：CS3/CS6セレクト（CSS36） 

PG1端子のCS出力内容を選択します。モード4～6のとき、対応するDDRを1にセットすると選択したCSが出

力されます。 

 
ビット 6 説   明 

CSS36  

0 CS3を選択 （初期値） 

1 CS6を選択 

 

• ビット5：BUZZ出力イネーブル（BUZZE） 

PF1端子のBUZZ出力を許可／禁止します。PSS、CKS2～CKS0ビットにより選択されたWDT1の入力クロッ

クをBUZZ信号として出力します。 

 
ビット 5 説   明 

BUZZE  

0 PF1入力端子として機能 （初期値） 

1 BUZZ出力端子として機能 
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• ビット4：LCAS出力端子選択ビット（LCASS） 

LCAS信号の出力端子を選択します。 

 
ビット 4 説   明 

LCASS  

0 LCAS信号を PF2から出力 （初期値） 

1 LCAS信号を PF6から出力 

 

• ビット3～0：アドレス出力イネーブル3～0（AE3～AE0） 

内蔵ROM無効拡張モードと内蔵ROM有効拡張モード時のアドレス出力A8～A23の許可／禁止を選択します。

アドレス出力を許可した端子は、対応するDDRに関係なくアドレスが出力されます。アドレス出力を禁止し

た端子は、対応するDDRを1にセットするとポート出力となります。 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

AE3 AE2 AE1 AE0  

0 0 0 0 A8～A23出力を禁止 （初期値*） 

0 0 0 1 A8出力を許可。A9～A23出力を禁止 

0 0 1 0 A8、A9出力を許可。A10～A23出力を禁止 

0 0 1 1 A8～A10出力を許可。A11～A23出力を禁止 

0 1 0 0 A8～A11出力を許可。A12～A23出力を禁止 

0 1 0 1 A8～A12出力を許可。A13～A23出力を禁止 

0 1 1 0 A8～A13出力を許可。A14～A23出力を禁止 

0 1 1 1 A8～A14出力を許可。A15～A23出力を禁止 

1 0 0 0 A8～A15出力を許可。A16～A23出力を禁止 

1 0 0 1 A8～A16出力を許可。A17～A23出力を禁止 

1 0 1 0 A8～A17出力を許可。A18～A23出力を禁止 

1 0 1 1 A8～A18出力を許可。A19～A23出力を禁止 

1 1 0 0 A8～A19出力を許可。A20～A23出力を禁止 

1 1 0 1 A8～A20出力を許可。A21～A23出力を禁止 （初期値*） 

1 1 1 0 A8～A21出力を許可。A22、A23出力を禁止 

1 1 1 1 A8～A23出力を許可 

【注】 * 内蔵 ROM有効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'0000に初期化されます。 

  また、内蔵 ROM無効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'1101に初期化されます。なお、A0～A7アドレス

は、対応する DDRを 1にセットすることでアドレス出力となります。 
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3.3 各動作モードの説明 

3.3.1 モード 4 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは無効です。ポート A、B、Cがア

ドレスバス、ポート D、Eがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信号となります。 

リセット直後は 16ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 16ビットアクセス空間となります。ただし、

バスコントローラにより、すべてのエリアを 8ビットアクセス空間に設定した場合には、8ビットバスモードとな

ります。 
 

3.3.2 モード 5 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは無効です。 

ポート A、B、Cがアドレスバス、ポート Dがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信号となります。 

リセット直後は 8ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 8ビットアクセス空間となります。ただし、バ

スコントローラにより、いずれかのエリアを 16ビットアクセス空間に設定した場合には、16ビットバスモードと

なり、ポート Eがデータバスとなります。 
 

3.3.3 モード 6 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効です。ポート A、B、Cはリ

セット直後は入力ポートになっています。対応する DDR（データディレクションレジスタ）を 1にセットするこ

とにより、アドレスを出力することができます。ポート Dがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信号となり

ます。 

リセット直後は 8ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 8ビットアクセス空間となります。ただし、バ

スコントローラによりいずれかのエリアを 16ビットアクセス空間に設定した場合には、16ビットバスモードとな

りポート Eがデータバスとなります。 
 

3.3.4 モード 7 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効であり、外部アドレスは使用

できません。 

すべての I/Oポートを入出力ポートとして使用できます。 
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3.4 各動作モードにおける端子機能 

動作モードにより、ポート A～Gの端子機能が切り替わります。各動作モードにおける端子機能の一覧を表 3.4

に示します。 
 

表 3.4 各動作モードにおける端子機能 

ポート モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート A PA7～PA5 P*／A P*／A P*／A P 

 PA4～PA0 P／A* P／A* P*／A P 

ポート B  P／A* P／A* P*／A P 

ポート C  A A P*／A P 

ポート D  D D D P 

ポート E  P／D* P*／D P*／D P 

ポート F PF7 P／C* P／C* P／C* P*／C 

 PF6～PF4 C C C P 

 PF3 P／C* P*／C P*／C  

 PF2～PF0 P*／C P*／C P*／C  

ポート G PG4 C C P*／C P 

 PG3～PG0 P*／C P*／C P*／C  

【記号説明】 

P ：入出力ポート 

A ：アドレスバス出力 

D ：データバス入出力 

C ：制御信号・クロック入出力 

* ：リセット直後 
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3.5 各動作モードのアドレスマップ 

各動作モードのアドレスマップを図 3.1～図 3.3に示します。 

アドレス空間は、モード 4～7（アドバンストモード）で 16Mバイトです。 

モード 4～7のとき、アドレス空間は 8エリアに分割されています。詳細は、「第 7章 バスコントローラ」を参

照してください。 

モード4、5
アドバンスト・
内蔵ROM無効拡張モード

モード6
アドバンスト・
内蔵ROM有効拡張モード

モード7
アドバンスト・
シングルチップモード

H'000000

H'FFB000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'040000

H'000000

H'03FFFF

H'000000

H'FFEFBF

外部アドレス空間

内蔵RAM *1

内蔵RAM *1

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ *2

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM *1

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵ROM

外部アドレス空間

内蔵ROM

内蔵RAM

内部I/Oレジスタ *2

内部I/Oレジスタ

【注】 *1
 *2

H'FFFFFF

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFB000 H'FFB000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFFF60

H'FFFFC0

内蔵RAM *1

内蔵RAM

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ *2

H'FFFFFF H'FFFFFF

H'FFF800

H'FFFF3F

SYSCRのRAMEビットを0にクリアすることにより外部アドレスとすることができます。
H'FFF800～H'FFFDABはリザーブエリアです。アクセスしないでください。

 

図 3.1 H8S/2643の各動作モードのアドレスマップ 
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モード4、5
アドバンスト・
内蔵ROM無効拡張モード

モード6
アドバンスト・
内蔵ROM有効拡張モード

モード7
アドバンスト・
シングルチップモード

H'000000

H'FFB000 H'FFB000
H'FFC000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'040000

H'02FFFF
H'030000

H'000000 H'000000

H'FFEFBF

外部アドレス空間

内蔵RAM *1

リザーブエリア リザーブエリア

内蔵RAM *1

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ *2

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM *1

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵ROM

外部アドレス空間

内蔵ROM

内蔵RAM

内部I/Oレジスタ *2

内部I/Oレジスタ

H'FFFFFF

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFC000 H'FFC000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFFF60

H'FFFFC0

内蔵RAM *1

内蔵RAM

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ *2

H'FFFFFF H'FFFFFF

H'FFF800

H'FFFF3F

リザーブエリア

【注】 *1
 *2

SYSCRのRAMEビットを0にクリアすることにより外部アドレスとすることができます。
H'FFF800～H'FFFDABはリザーブエリアです。アクセスしないでください。

 

図 3.2 H8S/2642の各動作モードのアドレスマップ 
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モード4、5
アドバンスト・
内蔵ROM無効拡張モード

モード6
アドバンスト・
内蔵ROM有効拡張モード

モード7
アドバンスト・
シングルチップモード

H'000000

H'FFB000 H'FFB000
H'FFD000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'040000

H'01FFFF
H'020000

H'000000 H'000000

H'FFEFBF

外部アドレス空間

内蔵RAM *1

リザーブエリア リザーブエリア

内蔵RAM *1

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ *2

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM *1

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵ROM

外部アドレス空間

内蔵ROM

内蔵RAM

内部I/Oレジスタ *2

内部I/Oレジスタ

H'FFFFFF

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFD000 H'FFD000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFFF60

H'FFFFC0

内蔵RAM *1

内蔵RAM

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ *2

H'FFFFFF H'FFFFFF

H'FFF800

H'FFFF3F

リザーブエリア

【注】 *1
 *2

SYSCRのRAMEビットを0にクリアすることにより外部アドレスとすることができます。
H'FFF800～H'FFFDABはリザーブエリアです。アクセスしないでください。

 

図 3.3 H8S/2641の各動作モードのアドレスマップ 
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4.  例外処理 

4.1 概要 

4.1.1 例外処理の種類と優先度 

例外処理には、表 4.1に示すように、リセット、トレース、直接遷移、トラップ命令、および割り込みによる

ものがあります。これらの例外処理には表 4.1に示すように優先順位が設けられており、複数の例外処理が同時

に発生した場合は、この優先度に従って受け付けられ処理されます。トラップ命令例外処理は、プログラム実行

状態で常に受け付けられます。 

SYSCRの INTM0、INTM1ビットで設定される割り込み制御モードによって、例外処理要因やスタックの構造、

CPUの動作が異なります。 
 

表 4.1 例外処理の種類と優先度 

優先度 例外処理の種類 例外処理開始タイミング 

高 リセット RES、MRES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、または、ウォッチドッグタイマ

のオーバフローにより開始します。RES端子が Lowレベルのときパワーオンリセット状態、

MRES端子が Lowレベルのときはマニュアルリセット状態になります。 

 トレース*1 トレース（T）ビット＝1の状態で、命令または例外処理の実行終了時に開始します。 

 直接遷移 SLEEP命令の実行により、直接遷移が発生すると開始します。 

 割り込み 割り込み要求が発生すると、命令または例外処理の実行終了時に開始します。*2 

 

低 

トラップ命令*3 

（TRAPA） 

トラップ（TRAPA）命令の実行により開始します。 

【注】 *1 トレースは割り込み制御モード 2でのみ有効です。トレース例外処理は、RTE命令の実行終了後には実行しません。 

 *2 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込みの検出を行

いません。 

 *3 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 
 

4.1.2 例外処理の動作 

例外処理は、各例外処理要因により起動されます。 

トラップ命令および割り込み例外処理は、次のように動作します。 

1. プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）、エクステンドレジスタ（EXR）をス

タックに退避します。 

2. 割り込みマスクビットを更新します。Tビットを0にクリアします。 

3. 起動要因に対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容が示す番地からプログラムの実行

が開始されます。 

 

リセット例外処理の場合は上記 2.、3.の動作を行います。 
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4.1.3 例外処理要因とベクタテーブル 

各例外処理要因は、図 4.1に示すように分類されます。 

これらの例外処理要因には、それぞれ異なるベクタアドレスが割り当てられています。 

これらの要因とベクタアドレスとの対応を表 4.2に示します。 

パワーオンリセット

マニュアルリセット

例外処理要因

・リセット

・割り込み

・トラップ命令

外部割り込み…NMI、IRQ7～IRQ0

内部割り込み…内蔵周辺モジュールからの割り込み72要因

・トレース

 

図 4.1 例外処理要因 

 

表 4.2 例外処理ベクタテーブル 

例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス*1 

  アドバンストモード 

パワーオンリセット 0 H'0000～H'0003 

マニュアルリセット 1 H'0004～H'0007 

システムリザーブ 2 H'0008～H'000B 

 3 H'000C～H'000F 

 4 H'0010～H'0013 

トレース 5 H'0014～H0017 

直接遷移*3 6 H'0018～H001B 

外部割り込み NMI 7 H'001C～H'001F 

トラップ命令（4要因） 8 H'0020～H'0023 

 9 H'0024～H'0027 

 10 H'0028～H'002B 

 11 H'002C～H'002F 

システムリザーブ 12 H'0030～H'0033 

 13 H'0034～H'0037 

 14 H'0038～H'003B 

 15 H'003C～H'003F 
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例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス*1 

  アドバンストモード 

外部割り込み IRQ0 16 H'0040～H'0043 

 IRQ1 17 H'0044～H'0047 

 IRQ2 18 H'0048～H'004B 

 IRQ3 19 H'004C～H'004F 

 IRQ4 20 H'0050～H'0053 

 IRQ5 21 H'0054～H'0057 

 IRQ6 22 H'0058～H'005B 

 IRQ7 23 H'005C～H'005F 

内部割り込み*2 24 H'0060～H'0063 

 ｜ ｜ 

 127 H'01FC～H'01FF 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 内部割り込みのベクタテーブルは、「5.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル」を参照してください。 

 *3 直接遷移については、「24.11 直接遷移」を参照してください。 

 

4.2 リセット 

4.2.1 概要 

リセットは、もっとも優先順位の高い例外処理で、RES端子によるパワーオンリセットと、MRES端子による

マニュアルリセットの 2種類に分けられます。 

RES端子（MRES端子）*が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて打ち切られ、本 LSIはリセット状態

になります。リセットによって、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化されます。リセッ

ト直後は割り込み制御モード 0になっています。 

RES端子（MRES端子）*が Lowレベルから Highレベルになるとリセット例外処理が開始されます。 

またウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は「第 15章 ウ

ォッチドッグタイマ」を参照してください。 

【注】 * マニュアルリセットの場合は MRES端子になります。 

 

4.2.2 リセットの種類 

リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットの 2種類があります。 

表 4.3にリセットの種類を示します。電源投入時には、パワーオンリセットとしてください。 

パワーオンリセット、マニュアルリセットのどちらでも CPUの内部状態は初期化されます。また、パワーオン

リセットでは、内蔵周辺モジュールのレジスタがすべて初期化されるのに対し、マニュアルリセットでは、バス

コントローラ、I/Oポートを除いた内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。バスコントローラ、I/Oポ

ートの状態は保持されます。 

マニュアルリセット時、内蔵周辺モジュールが初期化されるため、内蔵周辺モジュールの入出力端子として使
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用しているポートは、DDRと DRで制御される入出力ポートに切り替わります。 

マニュアルリセットを使用する場合は、あらかじめMRESEビットを 1にセットしてマニュアルリセットを許

可してください。 

MRESEビットの設定については「3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してください。 

ウォッチドッグタイマによるリセットにも、パワーオンリセット、マニュアルリセットの 2種類があります。 
 

表 4.3 リセットの種類 

種  類 リセットへの遷移条件 内部状態 

 MRES RES CPU 内蔵周辺モジュール 

パワーオンリセット * Low 初期化 初期化 

マニュアルリセット Low High 初期化 バスコントローラ、I/Oポート以外初期化 

*：Don’t Care 

 

4.2.3 リセットシーケンス 

RES端子かMRES端子が Lowレベルになると本 LSIはリセット状態になります。 

本 LSIを確実にリセットするために、電源投入時は最低 20msの間、RES端子を Lowレベルに保持してくださ

い。また、動作中は RES端子かMRES端子を最低 20ステートの間、Lowレベルにしてください。 

RES端子かMRES端子が一定期間 Lowレベルの後 Highレベルになると、リセット例外処理が開始され、本 LSI

は次のように動作します。 

1. CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化され、EXRのTビットは0にクリアされ、EXR、

CCRのIビットが1にセットされます。 

2. リセット例外処理ベクタアドレスをリードしてPCに転送した後、PCで示されるアドレスからプログラムの実

行を開始します。 

 

リセットシーケンスの例を図 4.2、図 4.3に示します。 
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（1）（3）

（2）（4）
（5）
（6）

【注】*　プログラムウェイト3ステートが挿入されます。

：リセット例外処理ベクタアドレス（パワーオンリセット時（1）＝H'000000;（3）＝H'000002、
　マニュアルリセット時（1）＝H'000004;（3）＝H'000006）
：スタートアドレス（リセット例外処理ベクタアドレスの内容）
：スタートアドレス（（5）＝（2）（4））
：プログラム先頭命令

φ

RES、MRES

アドレスバス

RD

HWR、LWR

D15～D0

ベクタ
フェッチ

（1） （3）

Highレベル

内部
処理

プログラム先頭命令の
フェッチ

（2） （4）

（5）

（6）

* * *

 

図 4.2 リセットシーケンス（モード 4、5） 
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φ

RES、MRES

内部アドレスバス

内部リード信号

内部ライト信号

内部データバス

ベクタフェッチ

（1）（3）
（2）（4）
（5）
（6）

：リセット例外処理ベクタアドレス（パワーオンリセット時（1）＝H'000000；（3）＝H'000002）
：スタートアドレス（リセット例外処理ベクタアドレスの内容）
：スタートアドレス（（5）＝（2）（4））
：プログラム先頭命令

（1） （3） （5）

Highレベル

内部処理

プログラム
先頭命令の
フェッチ

（2） （4） （6）

 

図 4.3 リセットシーケンス（モード 6、7） 

 

4.2.4 リセット直後の割り込み 

リセット直後、スタックポインタ（SP）を初期化する前に割り込みを受け付けると、PCと CCRの退避が正常

に行われないため、プログラムの暴走につながります。これを防ぐため、リセット例外処理が実行された直後は、

NMIを含めたすべての割り込み要求が禁止されます。すなわち、リセット直後はプログラムの先頭 1命令が必ず

実行されますので、プログラム先頭命令は SPを初期化する命令としてください（例：MOV.L ＃xx：32, SP）。 
 

4.2.5 リセット解除後の内蔵周辺機能 

リセット解除後、MSTPCRA～MSTPCRCは H'3F、H'FF、H'FFに初期化され、DMACと DTCを除くすべてのモ

ジュールがモジュールストップモードになっています。 

そのため、各内蔵周辺モジュールのレジスタは、リード／ライトできません。モジュールストップモードを解

除することにより、レジスタのリード／ライトが可能となります。 
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4.3 トレース 

トレースは、割り込み制御モード 2で有効です。割り込み制御モード 0では、Tビットの状態にかかわらず、

トレースモードにはなりません。割り込み制御モードについては、「第 5章 割り込みコントローラ」を参照し

てください。 

EXRの Tビットが 1にセットされていると、トレースモードになります。トレースモードが設定されていると、

1命令の実行を終了するたびにトレース例外処理を開始します。 

トレース例外処理実行後、EXRの Tビットが 0にクリアされ、トレースモードが解除されます。割り込みマス

クの影響を受けません。 

表 4.4にトレース命令例外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。 

トレース例外処理ルーチンでも割り込みを受け付けます。 

スタックに退避された Tビットは 1を保持しており、RTE命令を実行して、トレース例外処理ルーチンから復

帰した後は、再び、トレースモードになります。 

RTE命令実行後は、トレース例外処理を行いません。 
 

表 4.4 トレース例外処理後の CCR、EXRの状態 

割り込み制御モード CCR EXR 

 I UI I2～I0 T 

0 トレース例外処理は使用できません。 

2 1 － － 0 

【記号説明】 

1 ：1にセットされます。 

0 ：0にクリアされます。 

－ ：実行前の値が保持されます。 

 

4.4 割り込み 

割り込み例外処理を開始させる要因には、9本の外部割り込み（NMI、IRQ7～IRQ0）と、内蔵周辺モジュール

からの要求による 72（オプション含む）の内部要因があります。割り込み要因と要因数を図 4.4に示します。 

割り込み要因を要求する内蔵周辺モジュールには、ウォッチドッグタイマ（WDT）、16ビットタイマパルスユ

ニット（TPU）、8ビットタイマ、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、データトランスファコン

トローラ（DTC）、DMAコントローラ（DMAC）、PCブレークコントローラ（PBC）、A/D変換器、I2Cバスイ

ンタフェース（IIC）などがあります。割り込みベクタアドレスは各要因別に割り当てられています。 

NMIは最も優先度の高い割り込みです。割り込みは、割り込みコントローラによって制御されます。割り込み

制御には、2つの割り込み制御モードがあり、NMI以外の割り込みに 8レベルの優先順位／マスクレベルを設定

して、多重割り込みの制御を行うことができます。 

割り込みについての詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
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WDT*1（2）

リフレッシュタイマ*2（1）

TPU（26）

8ビットタイマ（12）

SCI（20）

DTC（1）

DMAC（4）

PBC（1）

A/D変換器（1）

IIC（4）【オプション】

割り込み

内部割り込み

外部割り込み

【注】 （　）内は要因数を示します。
WDTをインターバルタイマとして使用したとき、カウンタが
オーバフローすると割り込み要求を発生します。
リフレッシュタイマをインターバルタイマとして使用したとき、
コンペアマッチにより割り込み要求を発生します。

*1

*2

NMI（1）

IRQ7～IRQ0（8）

 

図 4.4 割り込み要因と要因数 

 

4.5 トラップ命令 

トラップ命令例外処理は、TRAPA命令を実行すると例外処理を開始します。トラップ命令例外処理はプログラ

ム実行状態で常に実行可能です。 

TRAPA命令は、命令コード中で指定した 0～3のベクタ番号に対応するベクタテーブルからスタートアドレス

を取り出します。 

表 4.5に、トラップ命令例外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。 
 

表 4.5 トラップ命令例外処理後の CCR、EXRの状態 

割り込み制御モード CCR EXR 

 I UI I2～I0 T 

0 1 － － － 

2 1 － － 0 

【記号説明】 

1 ：1にセットされます。 

0 ：0にクリアされます。 

－ ：実行前の値が保持されます。 
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4.6 例外処理後のスタックの状態 

トラップ命令例外処理および割り込み例外処理後のスタックの状態を図 4.5に示します。 

CCR

  CCR*

PC
（16ビット）

SP→

【注】*　リターン時には無視されます。

EXR

  リザーブ*

CCR

  CCR*

PC
（16ビット）

SP→

（a）割り込み制御モード0 （b）割り込み制御モード2

 

図 4.5（1） 例外処理終了後のスタックの状態（ノーマルモード：本 LSIでは使用できません） 

 

CCR

PC
（24ビット）

SP→

【注】*　リターン時には無視されます。

EXR

  リザーブ*

CCR

PC
（24ビット）

SP→

（a）割り込み制御モード0 （b）割り込み制御モード2

 

図 4.5（2） 例外処理終了後のスタックの状態（アドバンストモード） 
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4.7 スタック使用上の注意 

本 LSIでは、ワードデータまたはロングワードデータをアクセスする場合は、アドレスの最下位ビットは 0と

みなされます。スタック領域に対するアクセスは、常にワードサイズまたはロングワードサイズで行い、スタッ

クポインタ（SP：ER7）の内容は奇数にしないでください。 

すなわち、レジスタの退避は、 

 PUSH.W Rn （MOV.W Rn, @-SP） 

 PUSH.L ERn （MOV.L ERn, @-SP） 

また、レジスタの復帰は、 

 POP.W Rn （MOV.W @SP+, Rn） 

 POP.L ERn （MOV.L @SP+, ERn） 

を使用してください。 

SPを奇数に設定すると、誤動作の原因となります。SPを奇数に設定した場合の動作例を図 4.6に示します。 

SP

【記号説明】 ：コンディションコードレジスタ
：プログラムカウンタ
：汎用レジスタR1L
：スタックポインタ

H'FFFEFA

H'FFFEFB

H'FFFEFC

H'FFFEFD

H'FFFEFE

H'FFFEFF

R1L

PC

SP

CCR

PC

SP

CCR
PC
R1L
SP

【注】アドバンストモードで、割り込み制御モード0の場合の例です。

TRAPA命令実行 MOV.B　R1L, ＠-ER7

SPにH'FFFEFFを
設定

SPを超えて
スタックされる

CCRの内容が
失われる

 

図 4.6 SPを奇数に設定したときの動作 
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5.  割り込みコントローラ 

5.1 概要 

5.1.1 特長 

本 LSIは割り込みコントローラにより、割り込みの制御を行います。割り込みコントローラには、次の特長が

あります。 
 

■2種類の割り込み制御モード 

• システムコントロールレジスタ（SYSCR）のINTM1、INTM0ビットにより、2種類の割り込み制御モードを

設定できます。 

■IPRにより、優先順位を設定可能 

• 割り込み優先順位を設定するインタラプトプライオリティレジスタ（IPR）を備えており、NMI以外の割り込

みは、モジュールごとに8レベルの優先順位を設定できます。 

• NMIは、最優先のレベル8の割り込み要求として、常に受け付けられます。 

■独立したベクタアドレス 

• すべての割り込み要因には独立のベクタアドレスが割り当てられており、割り込み処理ルーチンで要因を判

別する必要がありません。 

■9本の外部割り込み端子 

• NMIは最優先の割り込みで常に受け付けられます。NMIは立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択

できます。 

• IRQ7～IRQ0は立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれかをそれぞれ独立に

選択できます。 

■DTC、DMACの制御 

• 割り込みによるDTC、DMACの起動の制御を行います。 

 



 

5. 割り込みコントローラ 

5-2  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

5.1.2 ブロック図 

割り込みコントローラのブロック図を図 5.1に示します。 

SYSCR

NMI入力

IRQ入力

内部割り込み要因
SWDTEND～TEI4

INTM1、INTM0

NMIEG

NMI入力部

IRQ入力部
ISR

ISCR IER

IPR

割り込みコントローラ

優先順位
判定

割り込み要求

ベクタ番号

I

I2～I0
CCR

EXR

CPU

 ISCR 
 IER 
 ISR 
 IPR 
SYSCR 

：IRQセンスコントロールレジスタ
：IRQイネーブルレジスタ
：IRQステータスレジスタ
：インタラプトプライオリティレジスタ
：システムコントロールレジスタ

【 記号説明 】

 

図 5.1 割り込みコントローラのブロック図 

 

5.1.3 端子構成 

割り込みコントローラの端子構成を表 5.1に示します。 
 

表 5.1 端子構成 

名  称 記号 入出力 機  能 

ノンマスカブル割り込み NMI 入力 マスク不可能な外部割り込み。立ち上がりエッジまたは立ち下がり

エッジを選択可能 

外部割り込み要求 7～0 IRQ7～IRQ0 入力 マスク可能な外部割り込み。立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、

両エッジ、レベルセンスのいずれかを選択可能 
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5.1.4 レジスタ構成 

割り込みコントローラのレジスタ構成を表 5.2に示します。 
 

表 5.2 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'01 H'FDE5 

IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH R/W H'00 H'FE12 

IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL R/W H'00 H'FE13 

IRQイネーブルレジスタ IER R/W H'00 H'FE14 

IRQステータスレジスタ ISR R/(W)*2 H'00 H'FE15 

インタラプトプライオリティレジスタ A IPRA R/W H'77 H'FEC0 

インタラプトプライオリティレジスタ B IPRB R/W H'77 H'FEC1 

インタラプトプライオリティレジスタ C IPRC R/W H'77 H'FEC2 

インタラプトプライオリティレジスタ D IPRD R/W H'77 H'FEC3 

インタラプトプライオリティレジスタ E IPRE R/W H'77 H'FEC4 

インタラプトプライオリティレジスタ F IPRF R/W H'77 H'FEC5 

インタラプトプライオリティレジスタ G IPRG R/W H'77 H'FEC6 

インタラプトプライオリティレジスタ H IPRH R/W H'77 H'FEC7 

インタラプトプライオリティレジスタ I IPRI R/W H'77 H'FEC8 

インタラプトプライオリティレジスタ J IPRJ R/W H'77 H'FEC9 

インタラプトプライオリティレジスタ K IPRK R/W H'77 H'FECA 

インタラプトプライオリティレジスタ L IPRL R/W H'77 H'FECB 

インタラプトプライオリティレジスタ O IPRO R/W H'77 H'FECE 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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5.2 各レジスタの説明 

5.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

MRESE

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SYSCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、割り込み制御モードの選択、NMIの検出エッジの選択

を行います。 

ここでは、ビット 5～3についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「3.2.2 システムコントロ

ールレジスタ（SYSCR）」を参照してください。 

ビット 5～3はパワーオンリセット、マニュアルリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'01に初

期化されます。ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット5、4：割り込み制御選択モード1、0（INTM1、INTM0） 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを2つのモードの中から選択します。 

 
ビット 5 ビット 4 割り込み 説   明 

INTM1 INTM0 制御モード  

0 0 0 Iビットで、割り込みを制御 （初期値） 

 1 ― 設定禁止 

1 0 2 I2～I0ビットと IPRで、割り込みを制御 

 1 ― 設定禁止 

 

• ビット3：NMIエッジセレクト（NMIEG） 

NMI端子の入力エッジ選択を行います。 

 
ビット 3 説   明 

NMIEG  

0 NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 （初期値） 

1 NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 
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5.2.2 インタラプトプライオリティレジスタ A～L、O（IPRA～L、IPRO） 

7

－

0

－

6

IPR6

1

R/W

5

IPR5

1

R/W

4

IPR4

1

R/W

3

－

0

－

0

IPR0

1

R/W

2

IPR2

1

R/W

1

IPR1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

IPRは 8ビットのリード／ライト可能な 13本のレジスタで、NMIを除く割り込みの優先順位（レベル 7～0）を

設定します。 

各割り込み要因と IPRの対応を表 5.3に示します。 

IPRは、NMIを除く各割り込み要因の優先順位（レベル 7～0）を設定します。 

IPRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'77に初期化されます。 
 

• ビット7、3：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

表 5.3 各割り込み要因と IPRの対応 

レジスタ ビット 

 6～4 2～0 

IPRA IRQ0 IRQ1 

IPRB IRQ2 IRQ4 

 IRQ3 IRQ5 

IPRC IRQ6 DTC 

 IRQ7  

IPRD ウォッチドッグタイマ 0 リフレッシュタイマ 

IPRE PCブレーク A/D変換器、ウォッチドッグタイマ 1 

IPRF TPUチャネル 0 TPUチャネル 1 

IPRG TPUチャネル 2 TPUチャネル 3 

IPRH TPUチャネル 4 TPUチャネル 5 

IPRI 8ビットタイマチャネル 0 8ビットタイマチャネル 1 

IPRJ DMAC SCIチャネル 0 

IPRK SCIチャネル 1 SCIチャネル 2 

IPRL 8ビットタイマ 2、3 IIC［オプション］ 

IPRO SCIチャネル 3 SCIチャネル 4 
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表 5.3に示すように、1本の IPRに複数の割り込みが割り当てられています。ビット 6～4、ビット 2～0の各 3

ビットに H'0から H'7の範囲の値をセットすることによって、それぞれに対応する割り込みの優先順位が設定され

ます。割り込み優先順位は、H'0をセットすると優先レベル 0（最低）に、H'7をセットすると優先レベル 7（最高）

になります。 

割り込み要求が発生すると、IPRで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込みが選択されます。

その後、この割り込みレベルと CPU内の EXRの I2～I0ビットで設定された割り込みマスクレベルとを比較し、

割り込みの優先レベルが設定したマスクレベルより高ければ、CPUに対して割り込み要求を発生します。 
 

5.2.3 IRQイネーブルレジスタ（IER） 

7

IRQ7E

0

R/W

6

IRQ6E

0

R/W

5

IRQ5E

0

R/W

4

IRQ4E

0

R/W

3

IRQ3E

0

R/W

0

IRQ0E

0

R/W

2

IRQ2E

0

R/W

1

IRQ1E

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

IERは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IRQ7～IRQ0割り込み要求の許可または禁止を制御します。 

IERはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
 

• ビット7～0：IRQ7～IRQ0イネーブル（IRQ7E～IRQ0E） 

IRQ7～IRQ0割り込みを許可または禁止するかを選択します。 

 
ビット n 説   明 

IRQnE  

0 IRQn割り込みを禁止 （初期値） 

1 IRQn割り込みを許可 

（n＝7～0） 
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5.2.4 IRQセンスコントロールレジスタ H、L（ISCRH、ISCRL） 

15

IRQ7SCB

0

R/W

14

IRQ7SCA

0

R/W

13

IRQ6SCB

0

R/W

12

IRQ6SCA

0

R/W

11

IRQ5SCB

0

R/W

8

IRQ4SCA

0

R/W

10

IRQ5SCA

0

R/W

9

IRQ4SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRH

7

IRQ3SCB

0

R/W

6

IRQ3SCA

0

R/W

5

IRQ2SCB

0

R/W

4

IRQ2SCA

0

R/W

3

IRQ1SCB

0

R/W

0

IRQ0SCA

0

R/W

2

IRQ1SCA

0

R/W

1

IRQ0SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRL

 

ISCRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IRQ7～IRQ0端子の入力の立ち下がりエッジ、立ち上が

りエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれかを選択します。 

ISCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'0000に初期化されます。 
 

• ビット15～0：IRQ7センスコントロールA、B（IRQ7SCA、IRQ7SCB） 

       ～IRQ0センスコントロールA、B（IRQ0SCA、IRQ0SCB） 

 
ビット 15～0 説   明 

IRQ7SCB～IRQ0SCB IRQ7SCA～IRQ0SCA  

0 0 IRQ7～IRQ0入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 （初期値） 

 1 IRQ7～IRQ0入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1 0 IRQ7～IRQ0入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

 1 IRQ7～IRQ0入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 
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5.2.5 IRQステータスレジスタ（ISR） 

7

IRQ7F

0

R/(W)*

6

IRQ6F

0

R/(W)*

5

IRQ5F

0

R/(W)*

4

IRQ4F

0

R/(W)*

3

IRQ3F

0

R/(W)*

0

IRQ0F

0

R/(W)*

2

IRQ2F

0

R/(W)*

1

IRQ1F

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 

ISRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IRQ7～IRQ0割り込み要求のステータス表示を行います。 

ISRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 

ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7～0：IRQ7～IRQ0フラグ（IRQ7F～IRQ0F） 

IRQ7～IRQ0割り込み要求のステータスの表示を行います。 

 
ビット n 説   明 

IRQnF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• IRQnF＝1の状態で IRQnFフラグをリードした後、IRQnFフラグに 0をライトしたとき 

• Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態かつ IRQn入力が Highレベルの状態

で、割り込み例外処理を実行したとき 

• 立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時（IRQnSCB＝1、または IRQnSCA

＝1）の状態で IRQn割り込み例外処理を実行したとき 

• IRQn割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

1 ［セット条件］ 

• Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態で IRQn入力が Lowレベルになったと

き 

• 立ち下がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝0、IRQnSCA＝1）の状態で IRQn入力に立ち下が

りエッジが発生したとき 

• 立ち上がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝1、IRQnSCA＝0）の状態で IRQn入力に立ち上が

りエッジが発生したとき 

• 両エッジ検出設定時（IRQnSCB＝IRQnSCA＝1）の状態で IRQn入力に立ち下がり、または立

ち上がりエッジが発生したとき 

（n＝7～0） 
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5.3 割り込み要因 

割り込み要因には、外部割り込み（NMI、IRQ7～IRQ0）と内部割り込み（72要因）があります。 
 

5.3.1 外部割り込み 

外部割り込みには、NMI、IRQ7～IRQ0の 9要因があります。各外部割り込みは、ソフトウェアスタンバイモー

ドからの復帰に使用できます。 

（1） NMI割り込み 

NMIは最優先の割り込みで、割り込み制御モードや、CPUの割り込みマスクビットの状態にかかわらず常に受

け付けられます。NMI端子の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジのいずれかで割り込みを要求するか、

SYSCRの NMIEGビットで選択できます。 

NMI割り込み例外処理のベクタ番号は 7です。 
 

（2） IRQ7～IRQ0割り込み 

IRQ7～IRQ0割り込みは IRQ7～IRQ0端子の入力信号により要求されます。IRQ7～IRQ0割り込みには次の特長

があります。 

（a） IRQ7～IRQ0端子の Lowレベル、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジおよび両エッジのいずれかで割り

込みを要求するか、ISCRで選択できます。 

（b） IRQ7～IRQ0割り込み要求を許可するか禁止するかを、IERで選択できます。 

（c） IPRにより割り込みプライオリティレベルを設定できます。 

（d） IRQ7～IRQ0割り込み要求のステータスは、ISRに表示されます。ISRのフラグはソフトウェアで 0にク

リアすることができます。 
 

IRQ7～IRQ0割り込みのブロック図を図 5.2に示します。 

IRQn割り込み要求 

IRQnE

IRQnF

S

R

Q

クリア信号

エッジ／レベル
検出回路

IRQnSCA、IRQnSCB

IRQn入力

【注】　n＝7～0

 

図 5.2 IRQ7～IRQ0割り込みのブロック図 
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IRQnFのセットタイミングを図 5.3に示します。 

φ

IRQn
入力端子

IRQnF
 

図 5.3 IRQnFのセットタイミング 

 

IRQ7～IRQ0割り込み例外処理のベクタ番号は、23～16です。 

IRQ7～IRQ0割り込みの検出は、当該の端子が入力に設定されているか、出力に設定されているかに依存しませ

ん。したがって、外部割り込み入力端子として使用する場合には、対応する DDRを 0にクリアしてその他の機能

の入出力端子としては使用しないでください。 
 

5.3.2 内部割り込み 

内蔵周辺モジュールからの割り込みによる内部割り込みには 72要因があります。 

（1） 各内蔵周辺モジュールには、割り込み要求のステータスを表示するフラグと、これらの割り込みを許可す

るか禁止するかを選択するイネーブルビットがあります。これらがいずれも 1にセットされると割り込み

要求が割り込みコントローラに要求されます。 

（2） IPRによって割り込みプライオリティレベルを設定できます。 

（3） TPU、8ビットタイマ、SCIなどの割り込み要求により DMAC、DTCの起動ができます。 

割り込みにより DMAC、DTCの起動を行う場合、割り込み制御モードや、CPUの割り込みマスクビット

の影響を受けません。 
 

5.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル 

表 5.4に割り込み例外処理要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位の一覧を示します。デフォルトの優

先順位はベクタ番号の小さいものほど高くなっています。 

モジュール間の優先順位は、IPRにより設定することができます。2つ以上のモジュールを同一の優先順位に設

定した場合、また、モジュール内の優先順位は、表 5.4のとおり固定です。 
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表 5.4 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧 

割り込み要因 要因発生元 ベクタ ベクタアドレス* IPR 優先 

  番号 アドバンスト 

モード 

 順位 

NMI 外部端子 7 H'001C  高 

IRQ0  16 H'0040 IPRA6～IPRA4  

IRQ1  17 H'0044 IPRA2～IPRA0  

IRQ2 

IRQ3 

 18 

19 

H'0048 

H'004C 

IPRB6～IPRB4  

IRQ4 

IRQ5 

 20 

21 

H'0050 

H'0054 

IPRB2～IPRB0  

IRQ6 

IRQ7 

 22 

23 

H'0058 

H'005C 

IPRC6～IPRC4  

SWDTEND（ソフトウェア起動データ転送終了） DTC 24 H'0060 IPRC2～IPRC0  

WOVI0（インターバルタイマ） ウォッチドッグ

タイマ 0 

25 H'0064 IPRD6～IPRD4  

CMI リフレッシュ

タイマ 

26 H'0068 IPRD2～IPRD0  

PCブレーク PCブレーク 

コントローラ

27 H'006C IPRE6～IPRE4  

ADI（A/D変換終了） A/D 28 H'0070 IPRE2～IPRE0  

WOVI1（インターバルタイマ） ウォッチドッグ

タイマ 1 

29 H'0074   

リザーブ － 30 

31 

H'0078 

H'007C 

  

TGI0A（TGR0Aインプットキャプチャ／コンペア 

マッチ） 

TGI0B（TGR0Bインプットキャプチャ／コンペア 

マッチ） 

TGI0C（TGR0Cインプットキャプチャ／コンペア 

マッチ） 

TGI0D（TGR0Dインプットキャプチャ／コンペア 

マッチ） 

TCI0V（オーバフロー0） 

TPUチャネル 0 32 

 

33 

 

34 

 

35 

 

36 

H'0080 

 

H'0084 

 

H'0088 

 

H'008C 

 

H'0090 

IPRF6～IPRF4  

 

 

 

 

 

 

 

 

リザーブ － 37 

38 

39 

H'0094 

H'0098 

H'009C 

  

 

低 



 

5. 割り込みコントローラ 

5-12  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

割り込み要因 要因発生元 ベクタ ベクタアドレス* IPR 優先 

  番号 アドバンスト 

モード 

 順位 

TGI1A 

（TGR1Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI1B 

（TGR1Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TCI1V（オーバフロー1） 

TCI1U（アンダフロー1） 

TPUチャネル 1 40 

 

41 

 

42 

43 

H'00A0 

 

H'00A4 

 

H'00A8 

H'00AC 

IPRF2～IPRF0 高 

TGI2A 

（TGR2Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI2B 

（TGR2Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TCI2V（オーバフロー2） 

TCI2U（アンダフロー2） 

TPUチャネル 2 44 

 

45 

 

46 

47 

H'00B0 

 

H'00B4 

 

H'00B8 

H'00BC 

IPRG6～IPRG4  

TGI3A 

（TGR3Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI3B 

（TGR3Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI3C 

（TGR3Cインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI3D 

（TGR3Dインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TCI3V（オーバフロー3） 

TPUチャネル 3 48 

 

49 

 

50 

 

51 

 

52 

H'00C0 

 

H'00C4 

 

H'00C8 

 

H'00CC 

 

H'00D0 

IPRG2～IPRG0  

リザーブ － 53 

54 

55 

H'00D4 

H'00D8 

H'00DC 

  

TGI4A 

（TGR4Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI4B 

（TGR4Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TCI4V（オーバフロー4） 

TCI4U（アンダフロー4） 

TPUチャネル 4 56 

 

57 

 

58 

59 

H'00E0 

 

H'00E4 

 

H'00E8 

H'00EC 

IPRH6～IPRH4  

TGI5A 

（TGR5Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TGI5B 

（TGR5Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ） 

TCI5V（オーバフロー5） 

TCI5U（アンダフロー5） 

TPUチャネル 5 60 

 

61 

 

62 

63 

H'00F0 

 

H'00F4 

 

H'00F8 

H'00FC 

IPRH2～IPRH0  

 

 

 

 

低 
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割り込み要因 要因発生元 ベクタ ベクタアドレス* IPR 優先 

  番号 アドバンスト 

モード 

 順位 

CMIA0（コンペアマッチ A0） 

CMIB0（コンペアマッチ B0） 

OVI0（オーバフロー0） 

8ビットタイマ

チャネル 0 

64 

65 

66 

H'0100 

H'0104 

H'0108 

IPRI6～IPRI4 高 

リザーブ － 67 H'010C   

CMIA1（コンペアマッチ A1） 

CMIB1（コンペアマッチ B1） 

OVI1（オーバフロー1） 

8ビットタイマ

チャネル 1 

68 

69 

70 

H'0110 

H'0114 

H'0118 

IPRI2～IPRI0  

 

 

リザーブ － 71 H'011C   

DEND0A 

（チャネル 0／チャネル 0A転送終了） 

DEND0B（チャネル 0B転送終了） 

DEND1A（チャネル 1／チャネル 1A転送終了） 

DEND1B（チャネル 1B転送終了） 

DMAC 72 

 

73 

74 

 

75 

H'0120 

 

H'0124 

H'0128 

 

H'012C 

IPRJ6～IPRJ4  

リザーブ － 76 

77 

78 

79 

H'0130 

H'0134 

H'0138 

H'013C 

  

ERI0（受信エラー0） 

RXI0（受信完了 0） 

TXI0（送信データエンプティ 0） 

TEI0（送信終了 0） 

SCIチャネル 0 80 

81 

82 

83 

H'0140 

H'0144 

H'0148 

H'014C 

IPRJ2～IPRJ0  

ERI1（受信エラー1） 

RXI1（受信完了 1） 

TXI1（送信データエンプティ 1） 

TEI1（送信終了 1） 

SCIチャネル 1 84 

85 

86 

87 

H'0150 

H'0154 

H'0158 

H'015C 

IPRK6～IPRK4  

ERI2（受信エラー2） 

RXI2（受信完了 2） 

TXI2（送信データエンプティ 2） 

TEI2（送信終了 2） 

SCIチャネル 2 88 

89 

90 

91 

H'0160 

H'0164 

H'0168 

H'016C 

IPRK2～IPRK0  

 

 

CMIA0（コンペアマッチ A2） 

CMIB0（コンペアマッチ B2） 

OVI0（オーバフロー2） 

8ビットタイマ

チャネル 2 

92 

93 

94 

H'0170 

H'0174 

H'0178 

IPRL6～IPRL4  

リザーブ － 95 H'017C   

CMIA1（コンペアマッチ A3） 

CMIB1（コンペアマッチ B3） 

OVI1（オーバフロー3） 

8ビットタイマ

チャネル 3 

96 

97 

98 

H'0180 

H'0184 

H'0188 

  

 

低 
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割り込み要因 要因発生元 ベクタ ベクタアドレス* IPR 優先 

  番号 アドバンスト 

モード 

 順位 

リザーブ － 99 H'018C IPRL6～IPRL4 高 

IICI0（1バイト送信／受信完了） 

DDCSWI（フォーマットスイッチ） 

IICチャネル 0

【オプション】

100 

101 

H'0190 

H'0194 

IPRL2～IPRL0  

IICI1（1バイト送信／受信完了） 

リザーブ 

IICチャネル 1

【オプション】

102 

103 

H'0198 

H'019C 

  

リザーブ － 104 

105 

106 

107 

H'01A0 

H'01A4 

H'01A8 

H'01AC 

IPRM6～IPRM4  

リザーブ － 108 

109 

110 

111 

H'01B0 

H'01B4 

H'01B8 

H'01BC 

IPRM2～IPRM0  

リザーブ － 112 

113 

114 

115 

H'01C0 

H'01C4 

H'01C8 

H'01CC 

IPRN6～IPRN4  

 

 

 

リザーブ － 116 

117 

118 

119 

H'01D0 

H'01D4 

H'01D8 

H'01DC 

IPRN2～IPRN0  

ERI3（受信エラー3） 

RXI3（受信完了 3） 

TXI3（送信データエンプティ 3） 

TEI3（送信終了 3） 

SCIチャネル 3 120 

121 

122 

123 

H'01E0 

H'01E4 

H'01E8 

H'01EC 

IPRO6～IPRO4  

ERI4（受信エラー4） 

RXI4（受信完了 4） 

TXI4（送信データエンプティ 4） 

TEI4（送信終了 4） 

SCIチャネル 4 124 

125 

126 

127 

H'01F0 

H'01F4 

H'01F8 

H'01FC 

IPRO2～IPRO0  

 

 

低 

【注】 * 先頭アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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5.4 割り込み動作 

5.4.1 割り込み制御モードと割り込み動作 

本 LSIの割り込みの動作は、割り込み制御モードによって異なります。 

NMI割り込みはリセット状態、ハードウェアスタンバイ状態を除き常に受け付けられます。IRQ割り込みおよ

び内蔵周辺モジュールの割り込みは、それぞれの割り込みに対応したイネーブルビットがあります。このイネー

ブルビットを 0にクリアすると、その割り込み要求は禁止されます。イネーブルビットを 1にセットした割り込

み要因が、割り込みコントローラで制御されます。 

表 5.5に割り込み制御モードを示します。 

SYSCRの INTM1、INTM0ビットによる割り込み制御モードの設定、IPRによる割り込み優先順位の設定、お

よび CPUの CCRの Iビット、EXRの I2～I0ビットによるマスク状態に基づいて、割り込みコントローラは割り

込みを制御します。 
 

表 5.5 割り込み制御モード 

割り込み制御 SYSCR 優先順位設 割り込み 説   明 

モード INTM1 INTM0 定レジスタ マスクビット  

0 0 0 ― I Iビットにより、割り込みマスク制御を行います。 

―  1 ― ― 設定禁止 

2 1 0 IPR I 2～I 0 I 2～I 0ビットにより、8レベルの割り込みマスク

制御を行います。 

IPRにより、8レベルの優先順位の設定ができます。 

―  1 ― ― 設定禁止 

 
図 5.4に優先順位判定回路のブロック図を示します。 
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デフォルト
優先順位判定 ベクタ番号

割り込み
受け付け
制御

8レベル
マスク制御

割り込み要因

割り込み制御モード2

モード0

I2～I0IPR

I
割り込み制御

 

図 5.4 割り込み制御動作のブロック図 

 

（1） 割り込み受け付け制御 

割り込み制御モード 0のとき、CCRの Iビットにより割り込み受け付け制御を行います。 

表 5.6に、割り込み制御モードと選択可能な割り込みについて示します。 
 

表 5.6 割り込み制御モードと選択される割り込み（1） 

割り込み制御モード 割り込みマスクビット 選択される割り込み 

 I  

0 0 すべての割り込み 

 1 NMI割り込み 

2 * すべての割り込み 

【記号説明】 

*：Don't care 

 

（2） 8レベル制御 

割り込み制御モード 2のとき、割り込み受け付け制御において、選択された割り込みに対して割り込みプライ

オリティレベル（IPR）に従った 8レベルのマスクレベル判定を行います。 

IPRで設定したプライオリティレベルが、マスクレベルよりも大きく、かつ最もプライオリティレベルの高い

割り込み要因を選択します。 
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表 5.7 割り込み制御モードと選択される割り込み（2） 

割り込み制御モード 選択される割り込み 

0 すべての割り込み 

2 プライオリティレベルがマスクレベルより大きい（IPR＞I2～I0）かつ、プライオリティレベ

ル（IPR）が最大の割り込み 

 

（3） デフォルト優先順位判定 

8レベル制御において選択された割り込みについて優先順位を判定し、ベクタ番号を生成します。 

IPRに対して同じ値を設定した場合には、複数の割り込み要因の受け付けが許可されることになるため、あら

かじめデフォルトで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込み要因のみを選択しベクタ番号を生成

します。 

受け付けられた割り込み要因よりも低い優先順位をもった割り込み要因は保留されます。 

表 5.8に割り込み制御モードと動作および制御信号機能を示します。 
 

表 5.8 割り込み制御モードと動作および制御信号機能 

割り込み 

制御 

モード 

設 定 割り込み受け付け制御 8レベル制御 デフォルト

優先順位 

判定 

T 

(トレース) 

 INTM1 INTM0  I  I2～I0 IPR   

0 0 0 ○ IM × － －*2 ○ － 

2 1 0 × －*1 ○ IM PR ○ T 

【記号説明】 

○ ：割り込み動作制御を行います。 

× ：動作しません（割り込みはすべて許可）。 

IM ：割り込みマスクビットとして使用。 

PR ：優先順位を設定。 

― ：使用しません。 

【注】 *1 割り込み受け付け時に 1にセットされます。 

 *2 初期設定値を保持してください。 
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5.4.2 割り込み制御モード０ 

IRQ割り込み、および内蔵周辺モジュールの割り込みは CPUの CCRの Iビットによって許可または禁止を設定

できます。Iビットが 0にクリアされているときは許可状態、1にセットされているときは禁止状態です。 

この場合の割り込み受け付けの動作フローチャートを図 5.5に示します。 
 

1. 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生したとき、割り込みコ

ントローラに対して、割り込み要求が送られます。 

2. Iビットを参照します。Iビットが0にクリアされているときは、割り込み要求が受け付けられます。Iビットが

1にセットされているときは、NMI割り込みのみ受け付けられ、その他の割り込み要求は保留されます。 

3. 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られ、優先順位に従って最高位の割り込みが選択され、そ

の他は保留となります。 

4. 割り込み要求が受け付けられると、そのとき実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例外処理を起動し

ます。 

5. 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リターン後に実行

する最初の命令のアドレスを示しています。 

6. 次にCCRのIビットが1にセットされます。これにより、NMIを除く割り込みはマスクされます。 

7. 受け付けた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によって示されるアド

レスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 
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プログラム実行状態

割り込み発生

NMI

IRQ0

IRQ1

TEI4

I＝0

PC、CCRの退避

I←1

ベクタアドレスをリード

割り込み処理ルーチンへ分岐

Yes

No

Yes

Yes

Yes No

No

No

Yes

Yes

No

保　留

 

図 5.5 割り込み制御モード 0の割り込み受け付けまでのフロー 
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5.4.3 割り込み制御モード２ 

IRQ割り込み、および内蔵周辺モジュールの割り込みは、CPUの EXRの割り込みマスクレベル（I2～I0ビット）

と IPRとの比較によって 8レベルのマスクレベルを実現できます。 
 

このときの割り込み受け付けの動作フローチャートを図 5.6に示します。 
 

1. 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生したとき、割り込みコ

ントローラに対して、割り込み要求が送られます。 

2. 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られると、IPRに設定された割り込みプライオリティレベ

ルに従って最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより低位の優先順位の割り込み要求は保留となり

ます。このとき、同一優先順位の割り込み要求が同時に複数個発生したときは、表5.4に示す優先度に従って、

優先順位の最も高い割り込み要求が選択されます。 

3. その後、選択された割り込み要求の優先順位とEXRの割り込みマスクレベルとが比較されます。ここで、そ

のときに設定されていたマスクレベル以下の要求は保留され、割り込みマスクレベルより優先順位の高い割

り込み要求だけが受け付けられます。 

4. 割り込み要求が受け付けられると、そのとき実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例外処理を起動し

ます。 

5. 割り込み例外処理によって、PC、CCRおよびEXRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リター

ン後に実行する最初の命令のアドレスを示しています。 

6. EXRのTビットが0にクリアされます。割り込みマスクレベルは受け付けた割り込みのプライオリティレベル

に書き換えられます。 

7. 受け付けた割り込みがNMIのとき、割り込みマスクレベルはH'7に設定されます。 

8. 受け付けた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によって示されるアド

レスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 
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図 5.6 割り込み制御モード 2の割り込み受け付けまでのフロー 
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5.4.4 割り込み例外処理シーケンス 

図 5.7に、割り込み例外処理シーケンスを示します。アドバンストモードで割り込み制御モード 0とし、プロ

グラム領域およびスタック領域を内蔵メモリとした場合の例です。 
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図 5.7 割り込み例外処理 
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5.4.5 割り込み応答時間 

本 LSIでは、内蔵メモリに対する高速ワードアクセスを可能にしており、プログラム領域を内蔵 ROM、スタッ

ク領域を内蔵 RAMに設けることにより、処理速度の向上を図ることができます。 

割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理ルーチンの先頭命令が実行されるまでの割り込み応答時間を

表 5.9に示します。表 5.9の実行状態の記号については表 5.10を参照してください。 
 

表 5.9 割り込み応答時間 

No. 実行状態 ノーマルモード*5 アドバンストモード 

  INTM1＝0 INTM1＝1 INTM1＝0 INTM1＝1 

1 割り込み優先順位判定*1 3 

2 実行中の命令が終了するまでの待ちステート数*2 1～(19＋2・S
I
) 

3 PC、CCRおよび EXRのスタック 2・S
K
 3・S

K
 2・S

K
 3・S

K
 

4 ベクタフェッチ S
I
 2・S

I
 

5 命令フェッチ*3 2・S
I
 

6 内部処理*4 2 

合計（内蔵メモリ使用時） 11～31 12～32 12～32 13～33 

【注】 *1 内部割り込みの場合 2ステートとなります。 

 *2 MULXS、DIVXS命令について示しています。 

 *3 割り込み受け付け後のプリフェッチおよび割り込み処理ルーチンのプリフェッチです。 

 *4 割り込み受け付け後の内部処理およびベクタフェッチ後の内部処理です。 

 *5 本 LSIでは使用できません。 

 

表 5.10 割り込み例外処理の実行状態のステート数 

記  号 アクセス対象 

 内部メモリ 外部デバイス 

  8ビットバス 16ビットバス 

  2ステート 

アクセス 

3ステート 

アクセス 

2ステート 

アクセス 

3ステート 

アクセス 

命令フェッチ  S
I

1 4 6＋2m 2 3＋m 

分岐アドレスリード S
J

     

スタック操作  S
K

     

【記号説明】 

m： 外部デバイスアクセス時のウェイトステート数 
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5.5 使用上の注意 

5.5.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合 

割り込みイネーブルビットを 0にクリアして割り込みを禁止する場合、割り込みの禁止はその命令実行終了後

に有効になります。 

すなわち、BCLR命令、MOV命令等で割り込みイネーブルビットを 0にクリアする場合、命令実行中にその割

り込みが発生すると、命令実行終了時点では当該割り込み許可状態にあるため、命令実行終了後にその割り込み

例外処理を実行します。ただし、その割り込みより優先順位の高い割り込み要求がある場合には優先順位の高い

割り込み例外処理を実行し、その割り込みは無視されます。 

割り込み要因フラグを 0にクリアする場合も同様です。 

8ビットタイマの TCRの CMIEAビットを 0にクリアする場合の例を図 5.8に示します。 

内部
アドレスバス

内部
ライト信号

φ

CMIEA

CMFA

CMIA
割り込み信号

CPUによるTCR
ライトサイクル CMIA例外処理

TCRアドレス

 

図 5.8 割り込みの発生とディスエーブルの競合 

 

なお、割り込みをマスクした状態でイネーブルビットまたは割り込み要因フラグを 0にクリアすれば、上記の

競合は発生しません。 
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5.5.2 割り込みを禁止している命令 

割り込みを禁止している命令には、LDC、ANDC、ORC、XORC命令があります。これらの命令実行終了後は、

NMI割り込みを含めて割り込みが禁止され、必ず次の命令を実行します。 

これらの命令により Iビットを設定した場合、命令実行終了の 2ステート後に新しい値が有効になります。 
 

5.5.3 割り込み禁止期間 

割り込みコントローラには割り込み受け付けを禁止している期間があります。 

CPUが LDC、ANDC、ORC、XORC命令によってマスクレベルを更新した後の 3ステート期間は、割り込みコ

ントローラは割り込みの受け付けを禁止します。 
 

5.5.4 EEPMOV命令実行中の割り込み 

EEPMOV.B命令と EEPMOV.W命令では、割り込み動作が異なります。 

EEPMOV.B命令のときは、転送中に NMIを含めた割り込み要求があっても転送終了まで割り込みを受け付けま

せん。 

EEPMOV.W命令のときは、転送中に割り込み要求があった場合、転送サイクルの切れ目で割り込み例外処理が

開始されます。このときスタックされる PCの値は次命令のアドレスとなります。 

このため、EEPMOV.W命令実行中に割り込みが発生する場合には、以下のプログラムとしてください。 
 

L1: EEPMOV.W 

 MOV.W R4,R4 

 BNE L1 

 

5.5.5 IRQ割り込み 

クロック動作時、IRQはクロック同期で入力を受け付けます。 

ソフトウェアスタンバイ時は非同期で入力を受け付けます。 

入力条件については「25.3.2 制御信号タイミング」を参照してください。 
 

5.5.6 NMI割り込み使用上の注意 

NMI割り込みは、電気的特性で規定された条件下で正常に動作している場合に、本 LSIに内蔵している割り込

みコントローラ、CPUの連携で実行される例外処理です。ソフトウェアの不具合や、LSI端子への異常入力など

で正常動作を行っていない場合（暴走状態）は、NMI割り込みを含めすべての動作は保証されません。本ケース

においては、外部リセットを投入することで、再び、LSIを正常のプログラム実行状態に遷移させることが可能で

す。 
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5.6 割り込みによる DTC、DMACの起動 

5.6.1 概要 

割り込みにより、DTC、DMACを起動することができます。この場合、以下の選択を行うことができます。 

（1） CPUに対する割り込み要求 

（2） DTCに対する起動要求 

（3） DMACに対する起動要求 

（4） （1）～（3）の複数の選択 

なお、DTC、DMACを起動できる割り込み要求については、「第 9章 データトランスファコントローラ」お

よび「第 8章 DMAコントローラ」を参照してください。 
 

5.6.2 ブロック図 

図 5.9に、DTC、DMACと割り込みコントローラのブロック図を示します。 

DMAC

選択回路

DTCER

DTVECR

コントロール
ロジック

優先順位判定 CPU

DTC

選択信号
IRQ割り込み

内蔵周辺
モジュール

禁
止
信
号

ク
リ
ア
信
号

クリア信号

割り込みコントローラ
I、I2～I0

割り込み要因
クリア信号

割り込み要求 DTC起動要求
ベクタ番号

CPU割り込み要求
ベクタ番号

SWDTE
クリア信号

クリア信号

 

図 5.9 DTC、DMACと割り込み制御 
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5.6.3 動作説明 

DTC、DMAC制御の割り込みコントローラの機能は 3つに大別されます。 

（1） 割り込み要因の選択 

DMACは、各チャネルに直接、起動要因が入力されます。DMACの各チャネルの起動要因は DMACRの DTF3

～DTF0ビットにより選択します。選択した起動要因を DMACが管理するかを、DMABCRの DTAビットによっ

て選択することができます。DTAビットを 1にセットすると、その DMACの起動要因になった割り込み要因は、

DTCの起動要因および CPUの割り込み要因にはなりません。 

DMACに管理されている割り込み以外の割り込み要因は、DTCの DTCERA～DTCERF、DTCERIの DTCEビッ

トにより、DTC起動要求とするか、CPU割り込み要求とするかを選択します。 

DTCのMRBの DISELビットの指定により、DTCのデータ転送後、DTCEビットを 0にクリアして、CPUに割

り込みを要求することができます。 

なお、DTCが所定回数のデータ転送を行い、転送カウンタが 0になった場合には、DTCのデータ転送後、DTCE

もビットを 0にクリアして、CPUに割り込みを要求します。 
 

（2） 優先順位判定 

DTCの起動要因はデフォルトの優先順位に従って選択されます。マスクレベルやプライオリティレベルなどの

影響を受けません。それぞれの優先順位は、「8.6 割り込み」、および「9.3.3 DTCベクタテーブル」を参照

してください。 

DMACは、各チャネルに直接起動要因が入力されます。 
 

（3） 動作順序 

同一の割り込みを、DTCの起動要因と CPUの割り込み要因に選択した場合、DTCのデータ転送が行われ、そ

の後、CPUの割り込み例外処理が行われます。 

同一の割り込みを、DMACの起動要因と、DTCの起動要因または CPUの割り込み要因に選択した場合、これ

らは独立に動作を行います。それぞれの動作状態およびバス権の優先順位に従います。 
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表 5.11に、DMACの DMABCRの DTAビット、DTCの DTCERA～DTCERF、DTCERIの DTCEビット、およ

び DTCのMRBの DISELビットの設定による割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 
 

表 5.11 割り込み要因の選択とクリア制御 

設定内容 割り込み要因選択・クリア制御 

DMAC DTC  

DTA DTCE DISEL DMAC DTC CPU 

0 0 * ○ × ◎ 

 1 0 ○ ◎ × 

  1 ○ ○ ◎ 

1 * * ◎ × × 

【記号説明】 

◎ ：当該割り込みを使用します。割り込み要因のクリアを行います。 

  （CPUは割り込み処理ルーチンで、要因フラグをクリアしてください。） 

○ ：当該割り込みを使用します。割り込み要因をクリアしません。 

× ：当該割り込みは使用できません。 

* ：Don't care 

 

（4） 使用上の注意 

SCIおよび A/D変換器の割り込み要因は、DMACまたは DTCが所定のレジスタをリード／ライトしたときにク

リアされ、DTAビット、DTCEビット、DISELビットには依存しません。 
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6. PCブレークコントローラ（PBC） 

6.1 概要 

PCブレークコントローラ（PBC）は、プログラムデバックを容易にする機能を提供します。この機能を使用す

ることにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても本 LSI

単体で手軽にプログラムをデバッグできます。PBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチ、データリー

ド、データライト、データリード／ライトの 4条件があります。 
 

6.1.1 特長 

PCブレークコントローラは、次の特長があります。 

■ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル A、B） 

■ブレークコンペア条件として以下の条件を設定可能 

• アドレス24ビット 

ビットマスク可能 

• バスサイクル 

命令フェッチ 

データアクセス：データリード、データライト、データリード／ライト 

• バスマスタ 

CPU、CPU/DTCのいずれかから選択可能 

■ブレーク条件成立後、下記タイミングで PCブレーク例外処理を実行 

• 設定したアドレスでフェッチした命令の実行直前（命令フェッチ） 

• 設定したアドレスのデータをアクセスする命令の実行直後（データアクセス） 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではPBCの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタのアクセスが可能 
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6.1.2 ブロック図 

PCブレークコントローラのブロック図を図 6.1に示します。 

出
力
制
御

出
力
制
御

マスク制御

一致信号

PCブレーク
割り込み

一致信号

マスク制御

BARA BCRA

BARB BCRB

比較器 コントロール
ロジック

比較器 コントロール
ロジック

内部アドレス

アクセス
ステータス

 

図 6.1 PCブレークコントローラのブロック図 

 

6.1.3 レジスタ構成 

表 6.1に PCブレークコントローラのレジスタ構成を示します。 
 

表 6.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

   パワーオンリセット マニュアルリセット  

ブレークアドレスレジスタ A BARA R/W H'XX000000 保持 H'FE00 

ブレークアドレスレジスタ B BARB R/W H'XX000000 保持 H'FE04 

ブレークコントロールレジスタ A BCRA R/(W)*2 H'00 保持 H'FE08 

ブレークコントロールレジスタ B BCRB R/(W)*2 H'00 保持 H'FE09 

モジュールストップコントロールレジスタ C MSTPCRC R/W H'FF 保持 H'FDEA 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示します。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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6.2 レジスタの説明 

6.2.1 ブレークアドレスレジスタ（BARA） 

ビット：

初期値：

R/W： ―

―

31

不定

―

―

24

不定

R/W

BAA
23

23

0

R/W

BAA
22

22

0

R/W

BAA
21

21

0

R/W

BAA
20

20

0

R/W

BAA
19

19

0

R/W

BAA
18

18

0

R/W

BAA
17

17

0

R/W

BAA
16

16

0

R/W

0

BAA
7

7

R/W

0

BAA
6

6

R/W

0

BAA
5

5

R/W

0

BAA
4

4

R/W

0

BAA
3

3

R/W

0

BAA
2

2

R/W

0

BAA
1

1

R/W

0

BAA
0

0…

…

…

…

…

…

…

…

 

BARAは、32ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル Aのブレークアドレスを指定します。 

BAA23～BAA0はパワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'000000に初期化されます。 
 

• ビット31～24：リザーブビット 

リード値は不定で、ライトは無効です。 

 

• ビット23～0：ブレークアドレス23～0（BAA23～BAA0） 

チャネルAのPCブレークのアドレスを設定します。 

 

6.2.2 ブレークアドレスレジスタ B（BARB） 

チャネル Bのブレークアドレスレジスタです。ビット構成は、BARAと同様です。 
 

6.2.3 ブレークコントロールレジスタ A（BCRA） 

ビット：

初期値：

R/W： R/(W)*

0

CMFA

7

R/W

0

CDA

6

R/W

0

BAMRA2

5

R/W

0

BAMRA1

4

R/W

0

BAMRA0

3

R/W

0

CSELA1

2

R/W

0

CSELA0

1

R/W

0

BIEA

0

【注】　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

BCRAはチャネル Aの PCブレークを制御します。BCRAには（1）ブレーク条件のバスマスタの選択（2）ア

ドレス比較のマスクを行うビットの指定（3）ブレーク条件を命令フェッチか、データアクセスで行うかを設定し

ます。また、条件一致フラグを持っています。 

BCRAはリード／ライト可能な 8ビットのレジスタで、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモ

ード時に、H'00に初期化されます。 
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• ビット7：コンディションマッチフラグA（CMFA） 

チャネルAに設定したブレーク条件が成立したとき、1にセットされます。0クリアは行いません。 

 
ビット 7 説   明 

CMFA  

0 ［クリア条件］ 

• CMFA＝1の状態で CMFAをリード後、CMFAに 0をライトしたとき （初期値） 

1 ［セット条件］ 

• チャネル Aの設定した条件が成立したとき 

 

• ビット6：CPUサイクル／DTCサイクルセレクトA（CDA） 

チャネルAのブレーク条件のバスマスタを選択します。 

 
ビット 6 説   明 

CDA  

0 CPUがバスマスタのとき、PCブレークを行う （初期値） 

1 CPUまたは DTCがバスマスタのとき、PCブレークを行う 

 

• ビット5～3：ブレークアドレスマスクレジスタA2～A0（BAMRA2～BAMRA0） 

BARAに設定されているブレークアドレス（BAA23～BAA0）の各ビットをマスクするかどうかを指定します。 

 
ビット 5 ビット 4 ビット 3 説   明 

BAMRA2 BAMRA1 BAMRA0  

0 0 0 BARAをマスクせず全ビットをブレーク条件に含める （初期値） 

0 0 1 BAA0（下位 1ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

0 1 0 BAA1～0（下位 2ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

0 1 1 BAA2～0（下位 3ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 0 0 BAA3～0（下位 4ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 0 1 BAA7～0（下位 8ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 1 0 BAA11～0（下位 12ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 1 1 BAA15～0（下位 16ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 
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• ビット2、1：ブレーク条件選択（CSELA1、CSELA0） 

チャネルAのブレーク条件を、命令フェッチにするか、データリード、データライト、データリード／ライ

トサイクルにするかを選択します。 

 
ビット 2 ビット 1 説   明 

CSELA1 CSELA0  

0 0 命令フェッチをブレーク条件とする （初期値） 

0 1 データリードサイクルをブレーク条件とする 

1 0 データライトサイクルをブレーク条件とする 

1 1 データリード／ライトサイクルをブレーク条件とする 

 

• ビット0：ブレーク割り込みイネーブル（BIEA） 

チャネルAのPCブレーク割り込みを許可または禁止します。 

 
ビット 0 説   明 

BIEA  

0 PCブレーク割り込みを禁止 （初期値）

1 PCブレーク割り込みを許可 

 

6.2.4 ブレークコントロールレジスタ B（BCRB） 

チャネル Bのブレークコントロールレジスタです。ビット構成は、BCRAと同様です。 
 

6.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） 

7

MSTPC7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W
 

MSTPCRCは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPC4ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で PCブレークコントローラの動作を停止してモ

ジュールストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできませ

ん。。詳細は、「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRCは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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• ビット4：モジュールストップ（MSTPC4） 

PCブレークコントローラのモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 4 説   明 

MSTPC4  

0 PCブレークコントローラのモジュールストップモード解除 

1 PCブレークコントローラのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

6.3 動作説明 

ブレーク条件の設定から PCブレーク割り込み例外処理までの動作の流れを、チャネル Aを例にして「6.3.1 命

令フェッチによる PCブレーク割り込み動作」、「6.3.2 データアクセスによる PCブレーク割り込み動作」に

示します。 
 

6.3.1 命令フェッチによる PCブレーク割り込み動作 

1. 初期設定 

• ブレークアドレスをBARAに設定します。命令フェッチによるPCブレークでは、命令の第1バイトが存

在するアドレスにブレークアドレスを設定してください。 

• ブレーク条件をBCRAに設定します。 

BCRAのビット6（CDA）：命令フェッチによるPCブレークでは、バスマスタはCPUに限定されます。0 

 を設定してCPUを選択してください。 

BCRAのビット5～3（BAMA2～0） ：マスクするアドレスのビットを設定します。 

BCRAのビット2、1（CSELA1、0） ：00を設定して命令フェッチをブレーク条件とします。 

BCRAビット0（BIEA） ：1に設定し、ブレーク割り込みを許可します。 

2. ブレーク条件成立 

• 設定したアドレスの命令をフェッチすると、フェッチした命令を実行する直前でPCブレーク要求が発生

し、コンディションマッチフラグ（CMFA）がセットされます。 

3. 割り込み処理 

• 割り込みコントローラで優先順位判定後、PCブレーク割り込み例外処理を開始します。 
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6.3.2 データアクセスによる PCブレーク割り込み動作 

1. 初期設定 

• ブレークアドレスをBARAに設定します。データアクセスによるPCブレークでは、ブレークアドレスを、

対象のROMまたはRAM、I/Oあるいは外部アドレス空間のアドレスに設定してください。データアクセ

スには、スタック動作や分岐アドレスのリードも含まれます。 

• ブレーク条件をBCRAに設定します。 

BCRAのビット6（CDA） ：バスマスタを選択してください。 

BCRAのビット5～3（BAMA2～0） ：マスクするアドレスのビットを設定します。 

BCRAのビット2、1（CSELA1、0） ：01、10、11を設定してデータアクセスをブレーク条件とします。 

BCRAのビット0（BIEA）：1に設定し、ブレーク割り込みを許可します。 

2. ブレーク条件成立 

• 設定したアドレスのデータアクセスを行った命令の実行後、PCブレーク要求が発生し、コンディション

マッチフラグ（CMFA）がセットされます。 

3. 割り込み処理 

• 割り込みコントローラで優先順位判定後、PCブレーク割り込み例外処理を開始します。 

 

6.3.3 PCブレーク割り込み処理時の注意事項 

1. PCブレーク割り込みは、チャネルAとチャネルBの兼用です。割り込み処理の中でどちらのチャネルからの

要求かを判定してください。 

2. CMFA、CMFBは0をクリアされませんので、CMFA＝1またはCMFB＝1の状態で、CMFAまたはCMFBをリー

ド後、0をライトしてください。1にセットしたままの状態では、割り込み処理後、再度割り込み要求が発生

します。 

3. DTCがバスマスタのときに発生したPCブレーク割り込みは、バスコントローラでバス権がCPUに移行した後

に受け付けられます。 

 

6.3.4 低消費電力モード遷移時の動作 

SLEEP命令の次のアドレスの命令フェッチに PCブレーク割り込みを設定した場合の動作を以下に示します。 
 

1. SLEEP命令により高速（中速）モードからスリープモードへ、サブアクティブモードからサブスリープモー

ドへ遷移する場合 

SLEEP命令実行後、スリープモード、サブスリープモードへ遷移しないで、PCブレーク例外処理を実行しま

す。PCブレーク例外処理実行後、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行します（図6.2（A））。 

2. SLEEP命令により高速（中速）モードからサブアクティブモードへ遷移する場合 

SLEEP命令実行後、直接遷移例外処理を経てサブアクティブモードへ遷移します。遷移後、PCブレーク例外

処理を実行、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行します（図6.2（B））。 
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3. SLEEP命令によりサブアクティブモードから高速（中速）モードへ遷移する場合 

SLEEP命令実行後、クロック発振安定時間、直接遷移例外処理を経て高速（中速）モードへ遷移します。遷

移後、PCブレーク例外処理を実行、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行します（図6.2（C））。 

4. SLEEP命令によりソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードへ遷移する場合 

SLEEP命令実行後、各モードに遷移し、PCブレーク例外処理は実行しません。ただし、CMFA、CMFBはセ

ットされます（図6.2（D））。 

SLEEP
命令実行

SLEEP
命令実行

システムクロック
→サブクロック

直接遷移
例外処理

PCブレーク
例外処理

SLEEP命令の
次命令実行

SLEEP
命令実行

サブクロック
　

SLEEP
命令実行

各モードへ遷移

直接遷移
例外処理

PCブレーク
例外処理

SLEEP命令の
次命令実行

PCブレーク
例外処理実行

SLEEP命令の
次命令実行

（A）

（B） （C）

（D）

サ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ブ
モ
ー
ド

高
速
（
中
速
）
モ
ー
ド

システムクロック、
発振安定時間    

→

 

図 6.2 低消費電力モード遷移時の動作 

 

6.3.5 連続データ転送時の PCブレーク動作 

次の動作をしているときに発生した PCブレーク割り込みは、指定の転送を終了した時点で例外処理を実行しま

す。 
 

1. EEPMOV.B命令の転送アドレスにPCブレーク割り込みが発生した場合 

すべてのデータの転送が終了しEEPMOV.B命令が終了した後、PCブレーク例外処理を実行します。 

2. DTCの転送アドレスにブレーク割り込みが発生した場合 

DTCが指定された回数のデータ転送を終了した後、あるいはDISELビットが1にセットされたデータを転送終

了した後、PCブレーク例外処理を実行します。 
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6.3.6 命令実行が 1ステート遅れる場合 

次の場合は、通常の動作に比較して命令実行が 1ステート遅れますので、ご注意ください。 
 

1. 内蔵ROM/RAM内に存在する1ワード分岐命令（Bcc d:8、BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTS）はPBCが

有効な場合（ブレーク割り込みイネーブルビットが許可されている場合）、常に命令実行が1ステート遅れま

す。 

2. 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合、設定アドレスが内蔵ROM/RAM空間を示し、そのア

ドレスをデータアクセスとして使用したとき、データアクセスを実行している命令は、通常動作より1ステー

ト遅れます。 

3. 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合、ブレーク割り込みが発生すると、設定した命令より1

つ前の実行中の命令が、以下に示すアドレッシングモードを持ち、そのアドレスが内蔵ROM/RAMを示して

いる場合は、通常動作より1ステート遅れます。 

(@ERn,@(d:16,ERn),@(d:32,ERn),@-ERn/ERn+,@aa:8,@aa:24,@aa:32,@(d:8,PC), @(d:16,:PC),@@aa:8） 

4. 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合、ブレーク割り込みが発生すると、設定した命令より1

つ前の実行中の命令が、NOP、SLEEPであるか、あるいは#xx,Rnをアドレッシングモードとして持ち、かつ

その命令が内蔵ROM/RAMに存在する場合、通常動作より1ステート遅れます。 

 

6.3.7 その他の注意事項 

1. BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTSの次のアドレスの命令フェッチにPCブレークを設定した場合 

BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTSの次のアドレスの命令はフェッチされても実行しないため、次のアド

レスの命令フェッチでPCブレーク割り込みは発生しません。 

2. LDC、ANDC、ORC、XORC命令によりIビットを設定した場合 

実行命令終了の2ステート後にPCブレーク割り込みが有効になります。また、これらの命令の次命令にPCブ

レーク割り込みを設定した場合、LDC、ANDC、ORC、XORは、3ステート期間、NMI割り込みを含めて割り

込みが禁止されるため、必ず次の命令を実行します。 

詳細は「第5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

3. Bcc命令の次のアドレスの命令フェッチにPCブレークを設定した場合 

分岐条件により次のアドレスの命令を実行するときはPCブレーク割り込みを発生しますが、次のアドレスの

命令を実行しないときはPCブレーク割り込みを発生しません。 

4. Bcc命令の分岐先のアドレスの命令フェッチにPCブレークを設定した場合 

分岐条件により分岐先の命令を実行するときはPCブレーク割り込みを発生しますが、分岐先の命令を実行し

ないときはPCブレーク割り込みを発生しません。 
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7. バスコントローラ 

7.1 概要 

本 LSIはバスコントローラ（BSC）を内蔵しており、外部アドレス空間を 8つのエリアに分割して管理します。

各エリアでは、バス幅、アクセスステート数などのバス仕様を独立に設定することが可能であり、複数のメモリ

を容易に接続することができます。 

また、バスコントローラはバス権調停機能を持っており、内部バスマスタである CPU、DMAコントローラ

（DMAC）およびデータトランスファコントローラ（DTC）の動作を制御します。 
 

7.1.1 特長 

バスコントローラの特長を以下に示します。 
 

■外部アドレス空間をエリア単位で管理 

• 外部空間を2Mバイト単位の8エリアに分割して管理 

• エリアごとにバス仕様を設定可能 

• DRAM／バーストROMインタフェースを設定可能 

■基本バスインタフェース 

• エリア0～7に対してチップセレクト（CS0～CS7）を出力可能 

• エリアごとに、8ビットアクセス空間／16ビットアクセス空間を選択可能 

• エリアごとに、2ステートアクセス空間／3ステートアクセス空間を選択可能 

• エリアごとに、プログラムウェイトステートを挿入可能 

■DRAMインタフェース 

• エリア2～5に対してDRAMインタフェースを設定可能（アドバンストモード時） 

• ロウアドレス／カラムアドレスのマルチプレクス出力（8／9／10ビット） 

• CAS2本方式 

• バースト動作（高速ページモード） 

• RASプリチャージタイム確保のためのTPサイクル挿入 

• CASビフォRASリフレッシュとセルフリフレッシュを選択可能 

■バースト ROMインタフェース 

• エリア0に対してバーストROMインタフェースを設定可能 

• バーストアクセスの1または2ステートを選択可能 
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■アイドルサイクル挿入 

• 異なるエリア間の外部リードサイクル時、アイドルサイクルを挿入可能 

• 外部リードサイクルの直後の外部ライトサイクル時、アイドルサイクルを挿入可能 

■ライトバッファ機能 

• 外部ライトサイクルと内部アクセスを並列に実行可能 

• DMACのシングルアドレスモードと内部アクセスを並列に実行可能 

■バス権調停機能（バスアービトレーション） 

• バスアービタを内蔵し、CPU、DMACおよびDTCのバス権を調停 

■その他 

• リフレッシュ用カウンタ（リフレッシュタイマ）をインターバルタイマとして使用可能 

• 外部バス権解放機能 
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7.1.2 ブロック図 

バスコントローラのブロック図を図 7.1に示します。 

エリアデコーダ

バス
制御部

ABWCR

ASTCR

BCRH

BCRL

内部
アドレスバス

CS0～CS7

外部バス制御信号

BREQ

BACK

BREQO
内部制御信号

ウェイト
制御部 WCRH

WCRL

バスモード信号

DRAM制御部

RTCNT

RTCOR

DRAMCR

MCR

バスアービタ

DMACバスアクノリッジ信号

DTCバスアクノリッジ信号

CPUバスアクノリッジ信号

DMACバス権要求信号

DTCバス権要求信号

CPUバス権要求信号

外部DRAM制御信号

WAIT

【記号説明】
ABWCR
ASTCR
BCRH
BCRL
WCRH

：バス幅コントロールレジスタ
：アクセスステートコントロールレジスタ
：バスコントロールレジスタH
：バスコントロールレジスタL
：ウェイトコントロールレジスタH

WCRL
MCR
DRAMCR
RTCNT
RTCOR

：ウェイトコントロールレジスタL
：メモリコントロールレジスタ
：DRAMコントロールレジスタ
：リフレッシュタイマカウンタ
：リフレッシュタイムコンスタントレジスタ

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 7.1 バスコントローラのブロック図 



 

7. バスコントローラ 

7-4  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

7.1.3 端子構成 

表 7.1にバスコントローラの端子構成を示します。 
 

表 7.1 端子構成 

名   称 記号 入出力 機   能 

アドレスストローブ AS 出力 アドレスバス上のアドレス出力が有効であることを示すストローブ信

号。 

リード RD 出力 外部空間をリードしていることを示すストローブ信号。 

ハイライト／ 

ライトイネーブル 

HWR 出力 外部空間をライトし、データバスの上位側（D15～D8）が有効であるこ

とを示すストローブ信号。 

2CAS方式の DRAMのライトイネーブル信号。 

ローライト LWR 出力 外部空間をライトし、データバスの下位側（D7～D0）が有効であること

を示すストローブ信号。 

チップセレクト 0 CS0 出力 エリア 0が選択されていることを示すストローブ信号。 

チップセレクト 1 CS1 出力 エリア 1が選択されていることを示すストローブ信号。 

チップセレクト 2／ 

ロウアドレスストローブ 2

CS2 出力 エリア 2が選択されていることを示すストローブ信号。 

エリア 2が DRAM空間のとき、DRAMのロウアドレスストローブ信号。 

エリア 2～5が連続 DRAM空間のとき、DRAMのロウアドレスストロー

ブ信号。 

チップセレクト 3／ 

ロウアドレスストローブ 3

CS3/OE 出力 エリア 3が選択されていることを示すストローブ信号。 

エリア 3が DRAM空間のとき、DRAMのロウアドレスストローブ信号。 

エリア 2のみが DRAM空間のとき、またはエリア 2～5が連続 DRAM空

間のとき、アウトプットイネーブル信号。 

チップセレクト 4／ 

ロウアドレスストローブ 4

CS4 出力 エリア 4が選択されていることを示すストローブ信号。 

エリア 4が DRAM空間のとき、DRAMのロウアドレスストローブ信号。 

チップセレクト 5／ 

ロウアドレスストローブ５

CS5 出力 エリア 5が選択されていることを示すストローブ信号。 

エリア 5が DRAM空間のとき、DRAMのロウアドレスストローブ信号。 

チップセレクト 6 CS6 出力 エリア 6が選択されていることを示すストローブ信号。 

チップセレクト 7 CS7 出力 エリア 7が選択されていることを示すストローブ信号。 

アッパーカラムアドレス 

ストローブ 

CAS 出力 2CAS方式の DRAMのアッパーカラムアドレスストローブ信号。 

ロウアーカラムストローブ LCAS 出力 DRAMのロウアーカラムアドレスストローブ信号。 

ウェイト WAIT 入力 外部 3ステートアクセス空間をアクセスするときのウェイト要求信号。 

バス権要求 BREQ 入力 バス権を外部に解放する要求信号。 

バス権要求アクノリッジ BACK 出力 バス権を解放したことを示すアクノリッジ信号。 

バス権要求出力 BREQO 出力 外部バス権解放状態で、内部バスマスタが外部空間をアクセスするとき

の、外部バス権要求信号。 
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7.1.4 レジスタ構成 

表 7.2にバスコントローラのレジスタ構成を示します。 
 

表 7.2 レジスタ構成 

名     称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

   パワーオンリセット マニュアルリセット  

バス幅コントロールレジスタ ABWCR R/W H'FF/H'00*2 保持 H'FED0 

アクセスステートコントロールレジスタ ASTCR R/W H'FF 保持 H'FED1 

ウェイトコントロールレジスタ H WCRH R/W H'FF 保持 H'FED2 

ウェイトコントロールレジスタ L WCRL R/W H'FF 保持 H'FED3 

バスコントロールレジスタ H BCRH R/W H'D0 保持 H'FED4 

バスコントロールレジスタ L BCRL R/W H'08 保持 H'FED5 

端子機能コントロールレジスタ PFCR R/W H'0D/H'00 保持 H'FDEB 

メモリコントロールレジスタ MCR R/W H'00 保持 H'FED6 

DRAMコントロールレジスタ DRAMCR R/W H'00 保持 H'FED7 

リフレッシュタイマカウンタ RTCNT R/W H'00 保持 H'FED8 

リフレッシュタイムコンスタントレジスタ RTCOR R/W H'FF 保持 H'FED9 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 MCU動作モードによって決まります。 
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7.2 各レジスタの説明 

7.2.1 バス幅コントロールレジスタ（ABWCR） 

7

ABW7

1

R/W

0

R/W

6

ABW6

1

R/W

0

R/W

5

ABW5

1

R/W

0

R/W

4

ABW4

1

R/W

0

R/W

3

ABW3

1

R/W

0

R/W

0

ABW0

1

R/W

0

R/W

2

ABW2

1

R/W

0

R/W

1

ABW1

1

R/W

0

R/W

ビット：

モード5～7

初期値

R/W

モード4

初期値

R/W

：

：

：

：
 

ABWCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各エリアを 8ビットアクセス空間または 16ビットア

クセス空間のいずれかに設定します。 

ABWCRは、外部メモリ空間のデータバス幅を設定します。内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタのバス幅は

ABWCRの設定値にかかわらず固定です。 

ABWCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、モード 5～7では H'FFに初期化

され、モード 4では、H'00に初期化されます。マニュアルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初

期化されません。 
 

• ビット7～0：エリア7～0バス幅コントロール（ABW7～ABW0） 

対応するエリアを8ビットアクセス空間とするか、16ビットアクセス空間とするかを選択します。 

 
ビット n 説   明 

ABWn  

0 エリア nを 16ビットアクセス空間に設定 

1 エリア nを 8ビットアクセス空間に設定 

（n＝7～0） 
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7.2.2 アクセスステートコントロールレジスタ（ASTCR） 

7

AST7

1

R/W

6

AST6

1

R/W

5

AST5

1

R/W

4

AST4

1

R/W

3

AST3

1

R/W

0

AST0

1

R/W

2

AST2

1

R/W

1

AST1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

ASTCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各エリアを 2ステートアクセス空間または 3ステート

アクセス空間のいずれかに設定します。 

ASTCRは、外部メモリ空間のアクセスステート数を設定します。内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタに対する

アクセスステート数は ASTCRの設定値にかかわらず固定です。 

ASTCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'FFに初期化されます。マニュア

ルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7～0：エリア7～0アクセスステートコントロール（AST7～AST0） 

対応するエリアを2ステートアクセス空間にするか、3ステートアクセス空間とするかを選択します。 

同時に、ウェイトステートの挿入を許可または禁止します。 

 
ビット n 説   明 

ASTn  

0 エリア nを 2ステートアクセス空間に設定 

エリア nの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を禁止 

1 エリア nの外部空間アクセスは 3ステートアクセス （初期値） 

エリア nの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を許可 

（n＝7～0） 

 

7.2.3 ウェイトコントロールレジスタ H、L（WCRH、WCRL） 

WCRH、WCRLは、それぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各エリアのプログラムウェイトス

テート数を選択します。 

内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタに対しては、プログラムウェイトは挿入されません。 

WCRH、WCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'FFに初期化されます。

マニュアルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

（1） WCRH 

7

W71

1

R/W

6

W70

1

R/W

5

W61

1

R/W

4

W60

1

R/W

3

W51

1

R/W

0

W40

1

R/W

2

W50

1

R/W

1

W41

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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• ビット7、6：エリア7ウェイトコントロール1、0（W71、W70） 

ASTCRのAST7ビットが1にセットされた状態でエリア7の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 7 ビット 6 説   明 

W71 W70  

0 0 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 

 

• ビット5、4：エリア6ウェイトコントロール1、0（W61、W60） 

ASTCRのAST6ビットが1にセットされた状態でエリア6の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 5 ビット 4 説   明 

W61 W60  

0 0 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 

 

• ビット3、2：エリア5ウェイトコントロール1、0（W51、W50） 

ASTCRのAST5ビットが1にセットされた状態でエリア5の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

W51 W50  

0 0 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 
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• ビット1、0：エリア4ウェイトコントロール1、0（W41、W40） 

ASTCRのAST4ビットが1にセットされた状態でエリア4の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

W41 W40  

0 0 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 

 

（2） WCRL 

7

W31

1

R/W

6

W30

1

R/W

5

W21

1

R/W

4

W20

1

R/W

3

W11

1

R/W

0

W00

1

R/W

2

W10

1

R/W

1

W01

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

• ビット7、6：エリア3ウェイトコントロール1、0（W31、W30） 

ASTCRのAST3ビットが1にセットされた状態でエリア3の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 7 ビット 6 説   明 

W31 W30  

0 0 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 
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• ビット5、4：エリア2ウェイトコントロール（W21、W20） 

ASTCRのAST2ビットが1にセットされた状態でエリア2の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 5 ビット 4 説   明 

W21 W20  

0 0 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 

 

• ビット3、2：エリア1ウェイトコントロール1、0（W11、W10） 

ASTCRのAST1ビットが1にセットされた状態でエリア1の外部空間をアクセスするときの、プログラムウェ

イトステート数を選択します。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

W11 W10  

0 0 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 

 

• ビット1、0：エリア0ウェイトコントロール1、0（W01、W00） 

ASTCRのAST0ビットが1にセットされた状態で、エリア0の外部空間をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

W01 W00  

0 0 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 

 1 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

1 0 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 

 1 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 

 （初期値） 
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7.2.4 バスコントロールレジスタ H（BCRH） 

7

ICIS1

1

R/W

6

ICIS0

1

R/W

5

BRSTRM

0

R/W

4

BRSTS1

1

R/W

3

BRSTS0

0

R/W

0

RMTS0

0

R/W

2

RMTS2

0

R/W

1

RMTS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

BCRHは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、アイドルサイクル挿入の許可または禁止、エリア 2～5

およびエリア 0のメモリインタフェースの選択を行います。 

BCRHは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'D0に初期化されます。マニュア

ルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：アイドルサイクル挿入1（ICIS1） 

異なるエリアの外部リードサイクルが連続する場合、バスサイクルの間にアイドルサイクルを1ステート挿入

するか、挿入しないかを選択します。 

 
ビット 7 説   明 

ICIS1  

0 異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入しない 

1 異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入する （初期値） 

 

• ビット6：アイドルサイクル挿入0（ICIS0） 

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続する場合、バスサイクルの間にアイドルサイクルを1ステー

ト挿入するか、挿入しないかを選択します。 

 
ビット 6 説   明 

ICIS0  

0 外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入しない 

1 外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入する （初期値） 

 

• ビット5：バーストROMイネーブル（BRSTRM） 

エリア0をバーストROMインタフェースとするかを選択します。 

 
ビット 5 説   明 

BRSTRM  

0 エリア 0は基本バスインタフェース （初期値）

1 エリア 0はバースト ROMインタフェース 
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• ビット4：バーストサイクルセレクト1（BRSTS1） 

バーストROMインタフェースのバーストサイクル数を選択します。 

 
ビット 4 説   明 

BRSTS1  

0 バーストサイクルは 1ステート 

1 バーストサイクルは 2ステート （初期値）

 

• ビット3：バーストサイクルセレクト0（BRSTS0） 

バーストROMインタフェースのバーストアクセス可能なワード数を選択します。 

 
ビット 3 説   明 

BRSTS0  

0 バーストアクセスは最大 4ワード （初期値）

1 バーストアクセスは最大 8ワード 

 

• ビット2～0：RAMタイプセレクト（RMTS2～RMTS0） 

アドバンストモードのときに、エリア2～5のメモリインタフェースを選択します。 

DRAM空間を選択すると、当該エリアはDRAMインタフェースとなります。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

RMTS2 RMTS1 RMTS0 エリア 5 エリア 4 エリア 3 エリア 2 

0 0 0 通常空間 

  1 通常空間 DRAM空間 

 1 0 通常空間 DRAM空間 

  1 DRAM空間 

1 1 1 連続 DRAM空間 

【注】 DRAM空間に選択したエリアが全エリア 8ビット空間のとき、PF2端子は入出力ポート、BREQO、WAITとして使用可

能です。また、連続 DRAM空間を選択したときは、エリア 2からエリア 5に相当するバス幅、アクセスステート数（プ

ログラマブルウェイト数）は同じ値に設定してください。上記以外の組み合わせは設定しないでください。 
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7.2.5 バスコントロールレジスタ L（BCRL） 

7

BRLE

0

R/W

6

BREQOE

0

R/W

5

―

0

―

4

OES

0

R/W

3

DDS

1

R/W

0

WAITE

0

R/W

2

RCTS

0

R/W

1

WDBE

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

BCRLは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、外部バス解放状態のプロトコルの選択、ライトデータ

バッファ機能の許可または禁止、WAIT端子入力の許可または禁止の選択を行います。 

BCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'08に初期化されます。マニュア

ルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：バスリリースイネーブル（BRLE） 

外部バス権の解放を許可または禁止します。 

 
ビット 7 説   明 

BRLE  

0 外部バス権の解放を禁止。BREQ、BACK、BREQOは入出力ポートとして使用可 （初期値） 

1 外部バス権の解放を許可 

 

• ビット6：BREQO端子イネーブル（BREQOE） 

外部バス解放状態のとき、内部バスマスタが外部空間アクセスを行うとき、またはリフレッシュ要求が発生

したとき、外部バスマスタに対してバス権要求信号（BREQ）を取り下げるよう要求する信号を出力します。 
 

ビット 6 説   明 

BREQOE  

0 BREQO出力禁止。BREQOは入出力ポートとして使用可 （初期値） 

1 BREQO出力許可 

 

• ビット5：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット4：OEセレクト（OES） 

CS3端子をOE端子として選択します。 

 
ビット 4 説   明 

OES  

0 CS3端子をポートまたは CS3信号出力として使用 （初期値） 

1 エリア 2のみを DRAM空間に設定した場合、またはエリア 2～5を連続 DRAM空間に設定した場合、

CS3端子を OE端子として使用 
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• ビット3：DACKタイミングセレクト（DDS） 

DRAMインタフェース時、DMACシングルアドレス転送のバスタイミングを選択します。 

 
ビット 3 説   明 

DDS  

0 DRAM空間に対して DMACシングルアドレス転送を行う場合、必ずフルアクセスを実行。DACK信号

は T
r
または T

1
サイクルから Lowレベルを出力 

1 DRAM空間に対して DMACシングルアドレス転送を行う場合もバーストアクセス可能。DACK信号は

T
C1
または T

2
サイクルから Lowレベルを出力 （初期値） 

 

• ビット2：リードCASタイミングセレクト（RCTS） 

CAS信号の出力タイミングを選択します。 

 
ビット 2 説   明 

RCTS  

0 リード時とライト時の CAS信号の出力タイミングは同じです （初期値） 

1 リード時の CAS信号はライト時より半サイクル早くアサートします 

 

• ビット1：ライトデータバッファイネーブル（WDBE） 

外部ライトサイクルまたはDMACのシングルアドレスサイクルのとき、ライトバッファ機能を使用するか、

使用しないかを選択します。 

 
ビット 1 説   明 

WDBE  

0 ライトデータバッファ機能を使用しない （初期値） 

1 ライトデータバッファ機能を使用する 

 

• ビット0：WAIT端子イネーブル（WAITE） 

WAIT端子によるウェイト入力の許可または禁止を選択します。 

 
ビット 0 説   明 

WAITE  

0 WAIT端子によるウェイト入力を禁止。WAIT端子は入出力ポートとして使用可 （初期値） 

1 WAIT端子によるウェイト入力を許可 
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7.2.6 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 

7

CSS07

0

R/W

6

CSS36

0

R/W

5

BUZZE

0

R/W

4

LCASS

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 

PFCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PG4、PG1端子の CS選択制御、PF2、PF6端子の LCAS

選択制御、内蔵 ROM有効拡張モード時のアドレス出力制御を行います。 

PFCRはパワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'0D/H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

• ビット7：CS0/CS7セレクト（CSS07） 

PG4端子のCS出力内容を選択します。モード4～6のとき、対応するDDRを1にセットすると選択したCSが出

力されます。 

 
ビット 7 説   明 

CSS07  

0 CS0を選択 （初期値） 

1 CS7を選択 

 

• ビット6：CS3/CS6セレクト（CSS36） 

PG1端子のCS出力内容を選択します。モード4～6のとき、対応するDDRを1にセットすると選択したCSが出

力されます。 

 
ビット 6 説   明 

CSS36  

0 CS3を選択 （初期値） 

1 CS6を選択 

 

• ビット5：BUZZ出力イネーブル（BUZZE） 

PF1端子のBUZZ出力を許可／禁止します。PSS、CKS2～CKS0ビットにより選択されたWDT1の入力クロッ

クをBUZZ信号として出力します。BUZZ出力の詳細については「15.2.4 端子機能コントロールレジスタ

（PFCR）」を参照してください。 

 
ビット 5 説   明 

BUZZE  

0 PF1入力端子として機能 （初期値） 

1 BUZZ出力端子として機能 
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• ビット4：LCAS出力端子選択ビット（LCASS） 

LCAS信号の出力端子を選択します。 

 
ビット 4 説   明 

LCASS  

0 LCAS信号を PF2から出力 （初期値） 

1 LCAS信号を PF6から出力 

 

• ビット3～0：アドレス出力イネーブル3～0（AE3～AE0） 

内蔵ROM無効拡張モードと内蔵ROM有効拡張モード時のアドレス出力A8～A23の許可／禁止を選択します。

アドレス出力を許可した端子は、対応するDDRに関係なくアドレスが出力されます。アドレス出力を禁止し

た端子は、対応するDDRを1にセットするとポート出力となります。 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

AE3 AE2 AE1 AE0  

0 0 0 0 A8～A23出力を禁止 （初期値*） 

0 0 0 1 A8出力を許可。A9～A23出力を禁止 

0 0 1 0 A8、A9出力を許可。A10～A23出力を禁止 

0 0 1 1 A8～A10出力を許可。A11～A23出力を禁止 

0 1 0 0 A8～A11出力を許可。A12～A23出力を禁止 

0 1 0 1 A8～A12出力を許可。A13～A23出力を禁止 

0 1 1 0 A8～A13出力を許可。A14～A23出力を禁止 

0 1 1 1 A8～A14出力を許可。A15～A23出力を禁止 

1 0 0 0 A8～A15出力を許可。A16～A23出力を禁止 

1 0 0 1 A8～A16出力を許可。A17～A23出力を禁止 

1 0 1 0 A8～A17出力を許可。A18～A23出力を禁止 

1 0 1 1 A8～A18出力を許可。A19～A23出力を禁止 

1 1 0 0 A8～A19出力を許可。A20～A23出力を禁止 

1 1 0 1 A8～A20出力を許可。A21～A23出力を禁止 （初期値*）

1 1 1 0 A8～A21出力を許可。A22、A23出力を禁止 

1 1 1 1 A8～A23出力を許可 

【注】 * 内蔵 ROM有効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'0000に初期化されます。また、内蔵 ROM無効拡張モ

ードのとき、AE3～AE0ビットは B'1101に初期化されます。 

  なお、A0～A7アドレスは、対応する DDRを 1にセットすることでアドレス出力となります。 
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7.2.7 メモリコントロールレジスタ（MCR） 

7

TPC

0

R/W

6

BE

0

R/W

5

RCDM

0

R/W

4

CW2

0

R/W

3

MXC1

0

R/W

0

RLW0

0

R/W

2

MXC0

0

R/W

1

RLW1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

MCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、エリア 2～5を DRAMインタフェースに設定していると

き、DRAMに対するストローブ制御方法、プリチャージサイクル数、アクセスモード、アドレスマルチプレクス

のシフト量およびリフレッシュ時に挿入するウェイトステート数の選択を行います。 

MCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。マニュアル

リセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：TPサイクルコントロール（TPC） 

DRAM空間に設定したエリア2～5へのアクセスのとき、プリチャージサイクル（TP）を1ステートにするか、

2ステートにするかを選択します。 

 
ビット 7 説   明 

TPC  

0 プリチャージサイクルを 1ステート挿入 （初期値） 

1 プリチャージサイクルを 2ステート挿入 

 

• ビット6：バーストアクセスイネーブル（BE） 

DRAM空間に設定したエリア2～5へのバーストアクセスの許可または禁止を選択します。DRAM空間のバー

ストアクセスは高速ページモードになります。この場合EDOタイプを使用するときは、OE出力を設定するか、

RASアップモードに設定してください。 

 
ビット 6 説   明 

BE  

0 バースト禁止（常にフルアクセス） （初期値） 

1 DRAM空間アクセス時、高速ページモードでアクセス 
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• ビット5：RASダウンモード（RCDM） 

エリア2～5をDRAM空間に設定した場合、DRAMへのアクセスが途切れたときに、RAS信号をLowレベルに

したままで、次のDRAMへのアクセスを待つか（RASダウンモード）、RAS信号をHighレベルに戻すか（RAS

アップモード）を選択します。 

 
ビット 5 説   明 

RCDM  

0 DRAMインタフェース：RASアップモードを選択 （初期値） 

1 DRAMインタフェース：RASダウンモードを選択 

 

• ビット4：リザーブビット（CW2） 

0をライトしてください。 

 

• ビット3、2：マルチプレクスシフトカウント1、0（MXC1、MXC0） 

DRAMインタフェース時に、ロウアドレス／カラムアドレスのマルチプレクスに対するロウアドレスの下位

側へのシフト量を選択します。また、DRAMインタフェースのバースト動作時に比較するロウアドレスを選

択します。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

MXC1 MXC0  

0 0 8ビットシフト （初期値） 

（1）8ビットアクセス空間設定時： 比較対象ロウアドレスは A23～A8 

（2）16ビットアクセス空間設定時： 比較対象ロウアドレスは A23～A9 

 1 9ビットシフト 

（1）8ビットアクセス空間設定時： 比較対象ロウアドレスは A23～A9 

（2）16ビットアクセス空間設定時： 比較対象ロウアドレスは A23～A10 

1 0 10ビットシフト 

（1）8ビットアクセス空間設定時： 比較対象ロウアドレスは A23～A10 

（2）16ビットアクセス空間設定時： 比較対象ロウアドレスは A23～A11 

 1 － 
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• ビット1、0：リフレッシュサイクルウェイトコントロール1、0（RLW1、RLW0） 

DRAMインタフェースのCASビフォRASリフレッシュサイクルに対して、挿入するウェイトステート数を選

択します。DRAM空間に設定しているすべてのエリアに共通です。WAIT端子によるウェイト入力は禁止さ

れています。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

RLW1 RLW0  

0 0 ウェイトステートを挿入しない （初期値） 

 1 ウェイトステートを 1ステート挿入する 

1 0 ウェイトステートを 2ステート挿入する 

 1 ウェイトステートを 3ステート挿入する 

 

7.2.8 DRAMコントロールレジスタ（DRAMCR） 

7

RFSHE
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R/W
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CBRM

0

R/W
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RMODE
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3
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0

R/W

0
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R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

DRAMCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DRAMのリフレッシュモード、リフレッシュカウ

ンタのクロック選択およびリフレッシュタイマの制御を設定します。 

DRAMCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：リフレッシュ制御（RFSHE） 

リフレッシュ制御を行うか、行わないかを選択します。リフレッシュ制御を行わないときには、リフレッシ

ュタイマをインターバルタイマとして使用することができます。 

 
ビット 7 説   明 

RFSHE  

0 リフレッシュ制御を行わない （初期値） 

1 リフレッシュ制御を行う 
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• ビット6：CBRリフレッシュモード（CBRM） 

CBRリフレッシュを他の外部アクセスと並行して行うか、CBRリフレッシュのみ行うかを選択することがで

きます。 

 
ビット 6 説   明 

CBRM  

0 CASビフォ RASリフレッシュ時の外部アクセスを許可 （初期値） 

1 CASビフォ RASリフレッシュ時の外部アクセスを禁止 

 

• ビット5：リフレッシュモード（RMODE） 

リフレッシュ制御を行うとき（RFSHE＝1）、ソフトスタンバイ時にセルフリフレッシュ制御を行うか、行わ

ないかを選択します。 

 
ビット 5 説   明 

RMODE  

0 ソフトウェアスタンバイ時にセルフリフレッシュを行わない （初期値） 

1 ソフトウェアスタンバイ時にセルフリフレッシュを行う 

 

• ビット4：コンペアマッチフラグ（CMF） 

RTCNTとRTCORの値が一致したことを示すステータスフラグです。 

リフレッシュ制御を行っている場合（RFSHE＝1）、DRAMCRにライトをするときにはCMFは1をライトして

ください。 

 
ビット 4 説   明 

CMF  

0 ［クリア条件］ 

CMF＝1の状態で、CMFフラグをリードした後、CMFフラグに 0をライトしたとき （初期値） 

1 ［セット条件］ 

RTCNT＝RTCORになったとき 

 

• ビット3：コンペアマッチ割り込みイネーブル（CMIE） 

DRAMCRのCMFフラグが1にセットされたとき、CMFフラグによる割り込み要求（CMI）を許可または禁止

します。 

リフレッシュ制御を行う場合（RFSHE＝1）、CMIEビットは常に0にクリアされています。 

 
ビット 3 説   明 

CMIE  

0 CMFフラグによる割り込み要求（CMI）を禁止 （初期値） 

1 CMFフラグによる割り込み要求（CMI）を許可 
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• ビット2～0：リフレッシュカウンタクロックセレクト（CKS2～CKS0） 

システムクロック（φ）を分周して得られる7種類の内部クロックからRTCNTに入力するクロックを選択し

ます。CKS2～CKS0ビットで入力クロックを選択すると、RTCNTがカウントアップを開始します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS2 CKS1 CKS0  

0 0 0 カウント動作停止 （初期値） 

  1 φ／2でカウント 

 1 0 φ／8でカウント 

  1 φ／32でカウント 

1 0 0 φ／128でカウント 

  1 φ／512でカウント 

 1 0 φ／2048でカウント 

  1 φ／4096でカウント 
 

7.2.9 リフレッシュタイマカウンタ（RTCNT） 

7
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R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

RTCNTは 8ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。 

RTCNTは、DRAMCRの CKS2～CKS0ビットで選択された内部クロックにより、カウントアップします。 

RTCNTが RTCORに一致（コンペアマッチ）すると、DRAMCRの CMFフラグが 1にセットされ、RTCNTは

H'00にクリアされます。このとき、DRAMCRの RFSHEビットが 1にセットされていると、リフレッシュサイク

ルが起動されます。また、DRAMCRの CMIEビットが 1にセットされているとき、コンペアマッチ割り込み（CMI）

が発生します。 

RTCNTは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時 H'00に初期化されます。マニュアル

リセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

7.2.10 リフレッシュタイムコンスタントレジスタ（RTCOR） 
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初期値

R/W

：

：

：
 

RTCORは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、RTCNTとのコンペアマッチ周期を設定します。 

RTCORと RTCNTの値は常に比較されており、両方の値が一致すると、DRAMCRの CMFフラグが 1にセット

され、RTCNTは H'00にクリアされます。 

RTCORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモード時 H'FFに初期化されます。マニュアル

リセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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7.3 バス制御の概要 

7.3.1 エリア分割 

バスコントローラは、アドバンストモードのとき、16Mバイトのアドレス空間を 2Mバイト単位で、エリア 0

～7の 8つのエリアに分割し、エリア単位で外部空間のバス制御を行います。各エリアごとに、チップセレクト信

号（CS0～CS7）を出力することができます。また、ノーマルモード*では、エリア 0の一部の、64Kバイトのア

ドレス空間を制御します。図 7.2にメモリマップの概要を示します。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

エリア0
(2Mバイト)

H'000000

H'FFFFFF

（1） （2）

H'0000

H'1FFFFF
H'200000

エリア1
(2Mバイト)

H'3FFFFF
H'400000

エリア2
(2Mバイト)

H'5FFFFF
H'600000

エリア3
(2Mバイト)

H'7FFFFF
H'800000

エリア4
(2Mバイト)

H'9FFFFF
H'A00000

エリア5
(2Mバイト)

H'BFFFFF
H'C00000

エリア6
(2Mバイト)

H'DFFFFF
H'E00000

エリア7
(2Mバイト)

H'FFFF

アドバンストモード ノーマルモード*

【注】 * 本LSIでは使用できません。
 

図 7.2 エリア分割の様子 
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7.3.2 バス仕様 

外部空間のバス仕様は、（1）バス幅、（2）アクセスステート数、（3）プログラムウェイトステート数、の 3

つの要素で構成されます。 

なお、内蔵メモリ、内部 I/Oレジスタのバス幅、アクセスステート数は固定で、バスコントローラの影響を受

けません。 
 

（1） バス幅 

バス幅は ABWCRにより、8ビットまたは 16ビットを選択します。8ビットバスを選択したエリアが 8ビット

アクセス空間、16ビットバスを選択したエリアが 16ビットアクセス空間です。 

すべてのエリアを 8ビットアクセス空間に設定すると 8ビットバスモードに、いずれかのエリアを 16ビットア

クセス空間に設定すると 16ビットバスモードになります。なお、バースト ROMインタフェースを設定すると、

常に 16ビットバスモードとなります。 
 

（2） アクセスステート数 

アクセスステート数は、ASTCRにより、2ステートまたは 3ステートを選択します。2ステートアクセスを選

択したエリアが 2ステートアクセス空間、3ステートアクセスを選択したエリアが 3ステートアクセス空間です。 

なお、DRAMインタフェースやバースト ROMインタフェースでは、ASTCRによらず、アクセスステート数が

決まる場合があります。 

2ステートアクセス空間に設定すると、ウェイトの挿入が禁止されます。 
 

（3） プログラムウェイトステート数 

ASTCRによって 3ステートアクセス空間に設定したとき、WCRH、WCRLにより、自動的に挿入するプログラ

ムウェイトステート数を選択します。プログラムウェイトは 0～3ステートを選択可能です。 
 

基本バスインタフェースの各エリアのバス仕様を表 7.3に示します。 
 

表 7.3 各エリアのバス仕様（基本バスインタフェース） 

ABWCR ASTCR WCRH、WCRL バス仕様（基本バスインタフェース） 

ABWn ASTn Wn1 Wn0 バス幅 アクセスステート数 プログラムウェイト

ステート数 

0 0 － － 16 2 0 

 1 0 0  3 0 

   1   1 

  1 0   2 

   1   3 

1 0 － － 8 2 0 

 1 0 0  3 0 

   1   1 

  1 0   2 

   1   3 
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7.3.3 メモリインタフェース 

本 LSIのメモリインタフェースには、ROM、SRAMなどの直結が可能な基本バスインタフェース、DRAMの直

結が可能なDRAMインタフェース、およびバーストROMの直結が可能なバーストROMインタフェースがあり、

エリア単位で選択することができます。 

基本バスインタフェースを設定したエリアが通常空間です。また、DRAMインタフェースを設定したエリアが

DRAM空間、バースト ROMインタフェースを設定したエリアがバースト ROM空間です。 
 

7.3.4 各エリアのバスインタフェース仕様 

各エリアの初期状態は、基本バスインタフェースかつ 3ステートアクセス空間になっています。バス幅の初期

状態は動作モードで選択します。ここで説明しているバス仕様に関しては、基本的なことについてのみ記載して

いますので、必ず「7.4 基本バスインタフェース」、「7.5 DRAMインタフェース」、「7.6 DMACシングル

アドレスモードと DRAMインタフェース」の各メモリインタフェースの項目を確認してください。 
 

（1） エリア 0 

エリア 0は内蔵 ROMを含んでおり、ROM無効拡張モードでは、エリア 0のすべての空間が外部空間となりま

す。ROM有効拡張モードでは、内蔵 ROMを除いた空間が外部空間となります。 

エリア 0の外部空間をアクセスするとき、CS0信号を出力することができます。 

エリア 0は、基本バスインタフェースまたはバースト ROMインタフェースを選択することができます。 
 

（2） エリア 1、6 

エリア 1、6は、外部拡張モードのとき、エリア 1、6のすべての空間が外部空間となります。 

エリア 1、6の外部空間をアクセスするとき、それぞれ、CS1、CS6端子信号を出力することができます。 

エリア 1、6は、基本バスインタフェースのみを使用することができます。 
 

（3） エリア 2～5 

エリア 2～5は外部拡張モードのとき、エリア 2～5のすべての空間が外部空間となります。 

エリア 2～5の外部空間をアクセスするとき、CS2～CS5信号を出力することができます。 

エリア 2～5は、基本バスインタフェースまたは DRAMインタフェースを選択することができます。DRAMイ

ンタフェースでは、CS2～CS5信号は RAS信号として使用されます。 
 

（4） エリア 7 

エリア 7は内蔵 RAMおよび内部 I/Oレジスタを含んでおり、外部拡張モードのとき、内蔵 RAMおよび内部 I/O

レジスタ空間を除いた空間が外部空間となります。なお、内蔵 RAMはシステムコントロールレジスタ（SYSCR）

の RAMEビットを 1にセットしたとき有効で、RAMEビットを 0にクリアすると、内蔵 RAMは無効になり、対

応するアドレスは外部空間になります。 

エリア 7の外部空間をアクセスするとき、CS7信号を出力することができます。 

エリア 7のメモリインタフェースには、基本バスインタフェースのみを使用することができます。 
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7.3.5 チップセレクト信号 

本 LSIは、エリア 0～7に対して、それぞれチップセレクト信号（CS0～CS7）を出力することができ、当該エ

リアの外部空間をアクセスしたとき、Lowレベルを出力します。 

図 7.3に CSn（n＝0～7）信号出力タイミング例を示します。 

CSn信号出力の許可または禁止は各 CSn端子に対応するポートのデータディレクションレジスタ（DDR）を設

定することにより行います。 

ROM無効拡張モードでは、CS0端子は、パワーオンリセット後に出力状態になっています。CS1～CS7端子は

パワーオンリセット後に入力状態になっていますので、CS1～CS7信号を出力する場合には対応する DDRを 1に

セットしてください。 

ROM有効拡張モードでは、CS0～CS7端子はすべて、パワーオンリセット後に入力状態になっていますので、

CS0～CS7信号を出力する場合には対応する DDRを 1にセットしてください。 

詳細は「第 10章 I/Oポート」を参照してください。 

なお、エリア 2～5を DRAM空間に設定したとき、CS2～CS5出力は RAS信号として使用されます。 

バスサイクル

T1 T2 T3

エリアnの外部アドレスアドレスバス

φ

CSn

 

図 7.3 CSn信号出力タイミング（n＝0～7） 
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7.4 基本バスインタフェース 

7.4.1 概要 

基本バスインタフェースは、ROM、SRAMなどの直結が可能です。 

ABWCR、ASTCR、WCRH、WCRLによってバス仕様を選択できます。表 7.3を参照してください。 
 

7.4.2 データサイズとデータアライメント 

CPUおよびその他の内部バスマスタのデータサイズには、バイト、ワード、ロングワードがあります。バスコ

ントローラは、データアライメント機能を持っており、外部空間をアクセスするとき、上位側データバス（D15

～D8）を使用するか、下位側データバス（D7～D0）を使用するかを、アクセスするエリアのバス仕様（8ビット

アクセス空間か 16ビットアクセス空間）とデータサイズによって制御します。 
 

（1） 8ビットアクセス空間 

図 7.4に 8ビットアクセス空間のデータアライメント制御を示します。8ビットアクセス空間では、常に上位側

データバス（D15～D8）を使ってアクセスを行います。1回にアクセスできるデータ量は 1バイトで、ワードアク

セスでは 2回、ロングワードアクセスは 4回のバイトアクセスを実行します。 

D15 D8 D7 D0

上位側データバス 下位側データバス

バイトサイズ

ワードサイズ
バスサイクル1回目

バスサイクル2回目

ロングワード
サイズ

バスサイクル1回目

バスサイクル2回目

バスサイクル3回目

バスサイクル4回目
 

図 7.4 アクセスサイズとデータアライメント制御（8ビットアクセス空間） 

 

（2） 16ビットアクセス空間 

図 7.5に 16ビットアクセス空間のデータアライメント制御を示します。16ビットアクセス空間では、上位側デ

ータバス（D15～D8）および下位側データバス（D7～D0）を使ってアクセスを行います。1回にアクセスできる

データ量は 1バイトまたは 1ワードで、ロングワードアクセスは、ワードアクセスを 2回実行します。 

バイトアクセスのとき、上位側データバスを使用するか、下位側データバスを使用するかは、アドレスの偶数

／奇数で決まります。偶数アドレスに対するバイトアクセスは上位側データバスを使用し、奇数アドレスに対す

るバイトアクセスは下位側データバスを使用します。 
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D15 D8 D7 D0
上位側データバス 下位側データバス

バイトサイズ

ワードサイズ

バスサイクル1回目

バスサイクル2回目

ロングワード
サイズ

・偶数アドレス

バイトサイズ ・奇数アドレス

 

図 7.5 アクセスサイズとデータアライメント制御（16ビットアクセス空間） 

 

7.4.3 有効ストローブ 

表 7.4にアクセス空間と、使用するデータバスおよび有効なストローブを示します。 

リード時には、データバスの上位側、下位側の区別なく、RD信号が有効です。 

ライト時には、データバスの上位側に対して HWR信号が、下位側に対して LWR信号が有効です。 
 

表 7.4 使用するデータバスと有効ストローブ 

エリア アクセス 

サイズ 

リード／ 

ライト 

アドレス 有効な 

ストローブ 

データバス上位 

（D15～D8） 

データバス下位 

（D7～D0） 

8ビット バイト リード － RD 有効 無効 

アクセス空間  ライト － HWR  Hi-Z 

16ビット バイト リード 偶数 RD 有効 無効 

アクセス空間   奇数  無効 有効 

  ライト 偶数 HWR 有効 Hi-Z 

   奇数 LWR Hi-Z 有効 

 ワード リード － RD 有効 有効 

  ライト － HWR、LWR 有効 有効 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス状態です。 

 無効：入力状態であり、入力値は無視されます。 
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7.4.4 基本タイミング 

（1） 8ビット 2ステートアクセス空間 

図 7.6に 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。8ビットアクセス空間をアクセスする

とき、データバスは上位側（D15～D8）を使用します。 

LWR端子は常に Highレベルに固定されます。ウェイトステートを挿入することはできません。 

バスサイクル
T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0
ハイインピーダンス

ライト時

Highレベル

【注】n＝0～7
 

図 7.6 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング 
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（2） 8ビット 3ステートアクセス空間 

図 7.7に 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。8ビットアクセス空間をアクセスする

とき、データバスは上位側（D15～D8）を使用します。 

LWR端子は常に Highレベルに固定されます。ウェイトステートを挿入することができます。 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0

ライト時

Highレベル

【注】n＝0～7

T3

ハイインピーダンス

 

図 7.7 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング 
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（3） 16ビット 2ステートアクセス空間 

図 7.8～図 7.10に 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。16ビットアクセス空間を

アクセスするとき、偶数アドレスに対してはデータバスは上位側（D15～D8）を使用し、奇数アドレスに対して

はデータバスは下位側（D7～D0）を使用します。 

ウェイトステートを挿入することはできません。 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0

ライト時

Highレベル

【注】n＝0～7

ハイインピーダンス

 

図 7.8 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（偶数アドレスバイトアクセス） 
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バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 無効

D7～D0 有効

リード時

HWR

LWR

D15～D8

D7～D0 有効

ライト時

【注】n＝0～7

Highレベル

ハイインピーダンス

 

図 7.9 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（奇数アドレスバイトアクセス） 
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バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 有効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0 有効

ライト時

【注】n＝0～7
 

図 7.10 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（ワードアクセス） 
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（4） 16ビット 3ステートアクセス空間 

図 7.11～図 7.13に 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。16ビットアクセス空間を

アクセスするとき、偶数アドレスに対してはデータバスは上位側（D15～D8）を使用し、奇数アドレスに対して

はデータバスは下位側（D7～D0）を使用します。 

ウェイトステートを挿入することができます。 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0

ライト時

Highレベル

【注】n＝0～7

T3

ハイインピーダンス

 

図 7.11 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（偶数アドレスバイトアクセス） 

 



 

7. バスコントローラ 

7-34  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 無効

D7～D0 有効

リード時

HWR

LWR

D15～D8

D7～D0 有効

ライト時

Highレベル

【注】n＝0～7

T3

ハイインピーダンス

 

図 7.12 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（奇数アドレスバイトアクセス） 
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バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

CSn

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 有効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0 有効

ライト時

【注】n＝0～7

T3

 

図 7.13 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（ワードアクセス） 
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7.4.5 ウェイト制御 

本 LSIは、外部空間をアクセスするときウェイトステート（Tw）を挿入してバスサイクルを引き延ばすことが

できます。ウェイトステートを挿入する方法には、（1）プログラムウェイトの挿入、（2）WAIT端子による端

子ウェイトの挿入、があります。 
 

（1） プログラムウェイトの挿入 

WCRH、WCRLの設定により、3ステートアクセス空間に対して、エリア単位で 0～3ステートのウェイトステ

ートを自動的に T2ステートと T3ステートの間に挿入することができます。 
 

（2） 端子ウェイトの挿入 

BCRHのWAITEビットを 1にセットすると、WAIT端子によるウェイト入力が有効になります。この状態で、

外部空間をアクセスすると、まず、WCRH、WCRLの設定に従ってプログラムウェイトが挿入されます。つづい

て T2または Twの最後のステートのφの立ち下がりのタイミングで、WAIT端子が Lowレベルであると、Twが挿

入されます。WAIT端子が Lowレベルに保持されると、WAIT端子が Highレベルになるまで Twが挿入されます。 

4ステート以上の Twを挿入する場合や、外部デバイスごとに挿入する Tw数を変える場合などに有効です。 

なお、WAITEビットはすべてのエリアに対して共通です。 

図 7.14にウェイトステート挿入のタイミング例を示します。 
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プログラム
ウェイトによる

T1

アドレスバス

φ

AS

RD

データバス リードデータ

リード時

HWR、LWR

ライトデータ

ライト時

【注】↓はWAIT端子のサンプリングタイミングを示します。

WAIT

データバス

T2 Tw Tw Tw T3

WAIT端子による

 

図 7.14 ウェイトステート挿入タイミング例 

 

パワーオンリセット後は、3ステートアクセスかつプログラムウェイト 3ステート挿入、WAIT入力禁止状態と

なっています。マニュアルリセットのときには、バスコントローラのレジスタは保持され、ウェイト制御はリセ

ット前の状態を継続します。 
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7.5 DRAMインタフェース 

7.5.1 概要 

本 LSIはエリア 2～5の外部空間を DRAM空間に設定し、DRAMインタフェースを行うことができます。DRAM

インタフェースでは DRAMを本 LSIと直結することができます。BCRHの RMTS2～RMTS0ビットにより、2／4

／8Mバイトの DRAM空間を設定できます。高速ページモードを利用したバースト動作を行うことができます。 
 

7.5.2 DRAM空間の設定 

エリア 2～5を DRAM空間にするには、BCRHの RMTS2～RMTS0ビットを設定します。RMTS2～RMTS0ビッ

トの設定値と DRAM空間の関係を表 7.5に示します。DRAM空間は、（1）1エリア設定（エリア 2）、（2）2エ

リア設定（エリア 2、3）、（3）4エリア設定（エリア 2～5）を選択することができます。 

64M DRAMの×16品を使用すると、4Mワード（8Mバイト）の連続した空間が必要になります。RMTS2～

RMTS0ビットに 1を設定すると、エリア 2からエリア 5までを連続 DRAM空間とすることができます。RAS信

号は CS2端子から出力され、CS3から CS5は入力ポートとして使用することができます。このときエリア 2から

エリア 5のバス幅はすべて同一に設定してください。 
 

表 7.5 RMTS2～RMTS0の設定値と DRAM空間の関係 

RMTS2 RMTS1 RMTS0 エリア 5 エリア 4 エリア 3 エリア 2 

0 0 1 通常空間 DRAM空間 

 1 0 通常空間 DRAM空間 

  1 DRAM空間 

1 1 1 連続 DRAM空間 

 

7.5.3 アドレスマルチプレクス 

DRAM空間では、ロウアドレスとカラムアドレスがマルチプレクスされます。アドレスマルチプレクスでは、

MCRのMXC1、MXC0ビットによりロウアドレスのシフト量を選択します。表 7.6にMXC1、MXC0の設定値と

シフト量の関係を示します。 
 

表 7.6 MXC1、MXC0とアドレスマルチプレクスの関係 

 MCR シフト量 アドレス端子 

 MXC1 MXC0  A23～A13 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 

ロウアドレス 0 0 8ビット A23～A13 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 

  1 9ビット A23～A13 A12 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 

 1 0 10ビット A23～A13 A12 A11 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 A11 A10 

  1 設定禁止 － － － － － － － － － － － － － － 

カラムアドレス － － － A23～A13 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 
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7.5.4 データバス 

DRAM空間に設定したエリアに対応する ABWCRのビットを 1にセットすると、当該エリアは 8ビット DRAM

空間となり、0にクリアすると 16ビット DRAM空間となります。16ビット DRAM空間では、×16ビット構成の

DRAMを直結することができます。 

8ビット DRAM空間では D15～D8の上位側データバスが有効となり、16ビット DRAM空間では D15～D0の

上位側、下位側データバスが有効になります。 
 

アクセスサイズとデータアライメントは基本バスインタフェースと同様ですので、「7.4.2 データサイズとデ

ータアライメント」を参照してください。 
 

7.5.5 DRAMインタフェース使用端子 

表 7.7に DRAMインタフェースで使用する端子と機能を示します。 
 

表 7.7 DRAMインタフェース端子構成 

端子 DRAM設定時 名 称 入出力 機  能 

HWR WE ライトイネーブル 出力 CAS2本方式設定時は DRAM空間アクセス時のラ

イトイネーブル 

LCAS LCAS ロウアーカラムアドレス 

ストローブ 

出力 16ビットDRAM空間アクセス時のロウアーカラム

アドレスストローブ信号 

CS2 RAS2 ロウアドレスストローブ 2 出力 エリア 2を DRAM空間に設定したときのロウアド

レスストローブ 

CS3 RAS3 ロウアドレスストローブ 3 出力 エリア 3を DRAM空間に設定したときのロウアド

レスストローブ 

CS4 RAS4 ロウアドレスストローブ 4 出力 エリア 4を DRAM空間に設定したときのロウアド

レスストローブ 

CS5 RAS5 ロウアドレスストローブ 5 出力 エリア 5を DRAM空間に設定したときのロウアド

レスストローブ 

CAS UCAS アッパーカラムアドレス 

ストローブ 

出力 DRAM空間アクセス時のアッパーカラムアドレス

ストローブ 

WAIT WAIT ウェイト 入力 ウェイト要求信号 

A12～A0 A12～A0 アドレス端子 出力 ロウアドレス／カラムアドレスのマルチプレクス

出力 

D15～D0 D15～D0 データ端子 入出力 データ入出力端子 

OE OE* アウトプットイネーブル端子 出力 DRAM空間リードアクセス時のアウトプットイネ

ーブル信号 

【注】 * OESビットに 1を設定すると有効になります。 
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7.5.6 基本タイミング 

DRAM空間の基本アクセスタイミングを図 7.15に示します。DRAMの基本タイミングは 4ステートです。基

本バスインタフェースとは異なり、ASTCRの対応するビットはウェイトの挿入の許可または禁止のみを制御し、

アクセスステート数に影響は与えません。ASTCRの当該ビットを 0にクリアしてある場合、DRAMアクセスサイ

クルにウェイトステートの挿入を行うことができません。 

基本タイミング 4ステートは Tp（プリチャージサイクル）1ステート、Tr（ロウアドレス出力サイクル）1ステ

ート、Tc1、Tc2（カラムアドレス出力サイクル）2ステートで構成されています。 

RCTS＝1に設定すると CAS信号はリード時とライト時でタイミングが異なり、リード時の方が半サイクル早く

アサートします。 

Tp

φ

CSn（RAS）

リード時

ライト時

CAS、LCAS

CAS、LCAS

HWR（WE）

RD

AS

RD

D15～D0

HWR（WE）

D15～D0

A23～A0

Tr Tc1 Tc2

row column

【注】n＝2～5

RCTS＝1

RCTS＝0

 

図 7.15 基本アクセスタイミング 
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7.5.7 プリチャージステート制御 

DRAMをアクセスするときには、RASプリチャージ時間を確保する必要があります。このため、本 LSIでは、

DRAM空間をアクセスするとき、TPを必ず 1ステート挿入します。さらに、MCRの TPCビットを 1にセットす

ることにより、TPを 1ステートから 2ステートへ変更することができます。接続する DRAMと本 LSIの動作周波

数に応じて最適な Tpサイクル数を設定してください。図 7.16に TPを 2ステートとしたときのタイミングを示し

ます。 

TPCビットを 1にセットすると、リフレッシュサイクルの TPも 2ステートとなります。 

Tp1

φ

リード時

ライト時

D15～D0

D15～D0

A23～A0

Tp2 Tr Tc1

row column

Tc2

【注】n＝2～5

CSn（RAS）

CAS、LCAS

CAS、LCAS

HWR（WE）

HWR（WE）

RCTS＝0

RCTS＝1

 

図 7.16 プリチャージサイクル 2ステート時のタイミング 
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7.5.8 ウェイト制御 

DRAMアクセスサイクルにウェイトステートを挿入する方法には、（1）プログラムウェイトの挿入、（2）WAIT

端子による端子ウェイトの挿入、の 2種類があります。 
 

（1） プログラムウェイトの挿入 

DRAM空間に設定されたエリアに対応する ASTCRのビットが 1にセットされているとき、WCRH、WCRLの

設定により、0～3ステートのウェイトステートを、自動的に Tc1ステートと Tc 2ステートの間に挿入することがで

きます。 

プログラムウェイトの挿入時にはライトウェイト機能が働き、ライト時の CAS信号は TC2ステートのみ出力し

ます。 

図 7.17にプログラムウェイト挿入のタイミング例を示します。 

プログラム
ウェイトによる

Tp

アドレスバス

φ

CSn （RAS）

CAS、LCAS

データバス リードデータ

リード時

CAS、LCAS

HWR（WE）

RD

AS

ライトデータ

ライト時

【注】n＝2～5

データバス

Tr Tc1 Tw Tw Tc2

RCTS＝0

RCTS＝1

 

図 7.17 プログラマブルウェイト挿入タイミング例（ウェイト 2ステート挿入） 
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（2） 端子ウェイトの挿入 

BCRHのWAITEビットが 1にセットされていると、ASTCRの ASTビットにかかわらずWAIT端子によるウェ

イト入力が有効になります。この状態で、DRAM空間をアクセスすると、まず、プログラムウェイトが挿入され

ます。Tc1または Twの最後のステートのφの立ち下がりのタイミングで、WAIT端子が Lowレベルであると、さら

に Twが挿入されます。WAIT端子が Lowレベルに保持されると、WAIT端子が Highレベルになるまで Twが挿入

されます。 

WAIT端子によるウェイトステート挿入時には、ライト時の CASは TWステートから出力します。 

図 7.18にWAIT端子によるウェイトステート挿入のタイミング例を示します。 

WAIT端子による
プログラム
ウェイトによる

Tp

アドレスバス

φ

CSn （RAS）

CAS、LCAS

データバス リードデータ

リード時

CAS、 LCAS

HWR（WE）

RD

AS

WAIT

ライトデータ

ライト時

【注】↓はWAIT端子のサンプリングタイミングを示します。

データバス

Tr Tc1 Tw Tw Tc2

n＝2～5

RCTS＝0

RCTS＝1

 

図 7.18 WAIT端子によるウェイトステート挿入タイミング例 
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7.5.9 バイトアクセス制御 

×16ビット構成の DRAMを接続するとき、バイトアクセスに必要な制御信号として CAS2本方式を使用するこ

とができます。 

図 7.19に CAS2本方式の制御タイミングを示します。また図 7.20に高速ページモード DRAMの接続例を示し

ます。 

DRAM空間に選択されたすべての空間を 8ビット空間に設定すると、LCAS端子は入出力ポートになります。 

Tp

φ

CSn（RAS）

バイト制御

A23～A0

Tr Tc1 Tc2

row

CAS

LCAS

HWR（WE）

column

【注】n＝2～5
 

図 7.19 CAS2本方式の制御タイミング（上位バイトライトアクセス時） 

 

DRAM EDOページモードを使用する場合は、OEによりリードデータを制御するか、図 7.20に示すように RAS

アップモードに設定してください。図 7.21に OES=1に設定した EDOページモード接続例を示します。 
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本LSI
（アドレスシフト量を

9ビットに設定）

CS（RAS）

2CAS方式4MビットDRAM
256Kバイト×16ビット構成

9ビットカラムアドレス

OE

RAS

CAS UCAS

LCAS LCAS

HWR（WE） WE

A9 A8

A8 A7

A7 A6

A6 A5

A5 A4

A4 A3

A3 A2

A2 A1

A1 A0

D15～D0 D15～D0

ロウアドレス入力：A8～A0
カラムアドレス入力：A8～A0(           　              )

 

図 7.20 高速ページモード DRAM 

本LSI
（アドレスシフト量を

10ビットに設定）

CS2（RAS）

2CAS方式16MビットDRAM
1Mバイト×16ビット構成
10ビットカラムアドレス

OE

RAS

CAS UCAS

LCAS LCAS

HWR（WE）

CS3（OE）

WE

A9 A8

A10 A9

A8 A7

A7 A6

A6 A5

A5 A4

A4 A3

A3 A2

A2 A1

A1 A0

D15～D0 D15～D0

ロウアドレス入力：A9～A0
カラムアドレス入力：A9～A0(           　 　　　  )

 

図 7.21 EDOページモード DRAMの接続例（OES=1に設定） 
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7.5.10 バースト動作 

DRAMには、アクセスのたびにロウアドレスを出力してデータをアクセスするフルアクセス（ノーマルアクセ

ス）のほかに、同一のロウアドレスに対するアクセスが連続するとき、ロウアドレスを出力した後はカラムアド

レスを変更するだけでデータを高速にアクセス（バーストアクセス）できる高速ページモードを備えているもの

があります。MCRの BEビットを 1にセットすることにより、バーストアクセスを選択することができます。 
 

（1） バーストアクセス（高速ページモード）の動作タイミング 

図 7.22にバーストアクセスの動作タイミングを示します。DRAM空間へのアクセスサイクルが連続したとき、

前後のアクセスサイクルのロウアドレスが一致している間、CAS信号とカラムアドレスの出力サイクル（2ステ

ート）が連続して行われます。比較対象となるロウアドレスはMCRのMXC1、MXC0ビットにより設定します。 

Tp

φ

CSn（RAS）

リード時

ライト時

CAS、LCAS

CAS、LCAS

AS

OE

OE*

HWR（WE）

D15～D0

HWR（WE）

D15～D0

A23～A0

Tr Tc1 Tc2

row column1 column2

Tc1 Tc2

【注】n＝2～5
　　　*　OEはOES=1に設定した場合、有効

RCTS＝1

RCTS＝0

 

図 7.22 高速ページモードの動作タイミング 

 

バーストアクセスのときにもウェイトステートを挿入してバスサイクルを引き延ばすことができます。ウェイ

トステートの挿入方法、タイミングはフルアクセスのときと同様です。詳細は、「7.5.8 ウェイト制御」を参照

してください。 
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（2） RASダウンモードと RASアップモード 

バースト動作を選択していても、DRAM空間へのアクセスが連続せず、途中に他空間へのアクセスが入ってし

まうことがあります。この場合、他空間がアクセスされている間も RAS信号を Lowレベルに保持しておくと、次

に DRAM空間の同一ロウアドレスがアクセスされたときバースト動作を続けることができます。 
 

（a） RASダウンモード 

RASダウンモードを選択するときは、MCRの RCDMビットを 1にセットしてください。DRAM空間へのアク

セスが途切れて他空間をアクセスしている間、RAS信号を Lowレベルに保持し、次の DRAM空間アクセスのロ

ウアドレスと前の DRAM空間アクセスのロウアドレスが一致した場合、バーストアクセスが行われます。図 7.23

に RASダウンモードのタイミング例を示します。 

ただし、リフレッシュ動作が RASダウン中に入る場合、RAS信号は Highレベルになります。 

外部空間
リードアクセス

Tp

A23～A0

φ

CSn（RAS）

CAS、LCAS

RD

HWR（WE）

OE*

D15～D0

Tr Tc1 Tc2 T1 T2

DRAM
ライトアクセスDRAMリードアクセス

Tc1 Tc2

【注】n＝2～5

*　OEはOES=1に設定した場合、有効

RCTS＝1

RCTS＝0

 

図 7.23 RASダウンモードの動作タイミング例 
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（b） RASアップモード 

RASアップモードを選択するときは、MCRの RCDMビットを 0にクリアしてください。DRAM空間へのアク

セスが途切れて他空間をアクセスするたびに、RAS信号を Highレベルに戻します。DRAM空間が連続している

場合だけ、バースト動作が行われます。図 7.24に RASアップモードのタイミング例を示します。 

なお、バースト ROM空間アクセスでは、RAS信号を Highに戻しません。 

外部空間
ライトアクセス

Tp

A23～A0

φ

Tr Tc1 Tc2 Tc1 Tc2

DRAM
リードアクセスDRAMライトアクセス

T1 T2

D15～D0

【注】n＝2～5

CSn（RAS）

CAS、LCAS

RD

HWR（WE）

 

図 7.24 RASアップモードの動作タイミング例 

 

7.5.11 リフレッシュ制御 

本 LSIは、DRAMのリフレッシュ制御機能を備えています。リフレッシュ方法は、（1）CASビフォ RAS（CBR）

リフレッシュ、（2）セルフリフレッシュ、の 2種類から選択できます。 
 

（1） CASビフォ RAS（CBR）リフレッシュ 

CBRリフレッシュを選択するためには、DRAMCRの RFSHEビットを 1にセットし、RMODEビットを 0にク

リアしてください。 

CBRリフレッシュでは、DRAMCRの CKS2～CKS0ビットで選択した入力クロックにより、RTCNTがカウント

アップされ、RTCORに設定した値と一致（コンペアマッチ）すると、リフレッシュ制御が行われます。同時に
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RTCNTはリセットされ、H'00からカウントアップを再開します。すなわち、リフレッシュは RTCORと CKS2～

CKS0ビットで決まる一定間隔で繰り返されます。使用する DRAMのリフレッシュ間隔規定を満たすように、

RTCORと CKS2～CKS0ビットの値を設定してください。 

CKS2～CKS0ビットの設定を行うと、RTCNTのカウントアップが開始されます。このため、CKS2～CKS0ビ

ットの設定を行う前に、RTCNTおよび RTCORの設定を行ってください。RTCORに値を設定すると、RTCNTは

クリアされます。また RTCNTの設定とコンペアマッチによるリセットが同時の場合は、RTCNTの書き込みが優

先されます。 

リフレッシュ制御を行っている（RFSHE＝1）場合、CMFフラグはクリアしないでください。 

図 7.25に RTCNTの動作を、図 7.26にコンペアマッチのタイミングを、図 7.27に CBRリフレッシュのタイ

ミングをそれぞれ示します。 

使用する DRAMによっては、リフレッシュ期間中のWE信号の変化を許可しないものがあります。その場合、

CBRMに 1を設定してください。そのときのタイミング例を図 7.28に示します。このとき、CS信号は制御対象

外で、アクセス要求があった時点で Lowを出力します。 

また、CBRリフレッシュ期間中には、その他の通常空間のアクセスを行います。 

RTCOR

H'00

リフレッシュ要求

RTCNT

 

図 7.25 RTCNTの動作 

RTCNT

φ

N

RTCOR N

H'00

リフレッシュ要求信号、
およびCMFビット
セット信号

 

図 7.26 コンペアマッチのタイミング 
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A23～A0

φ

通常空間
リードアクセス

RAS

CAS

HWR（WE）

CS

AS

RD

通常空間
ライトアクセス

リフレッシュ期間

 

図 7.27 CBRリフレッシュタイミング例（CBRM=0のとき） 

A23～A0

φ

通常空間アクセス要求

RAS

CAS

HWR（WE）

CS

AS

RD

リフレッシュ期間

 

図 7.28 CBRリフレッシュタイミング例（CBRM=1のとき） 



 

7. バスコントローラ 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  7-51 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（2） セルフリフレッシュ 

DRAMには、スタンバイモードの一種として、DRAM内部でリフレッシュタイミングとリフレッシュアドレス

を生成するセルフリフレッシュモード（バッテリバックアップモード）を備えているものがあります。 

セルフリフレッシュを選択するためには、DRAMCRの RFSHEビットと RMODEビットを 1にセットしてくだ

さい。その後、ソフトウェアスタンバイモードに遷移するための SLEEP命令を実行すると、図 7.29に示すよう

に、CAS信号と RAS信号が出力され DRAMはセルフリフレッシュモードに入ります。 

ソフトウェアスタンバイモードを解除すると、RMODEビットを 0にクリアし、セルフリフレッシュモードを

解除します。 

ソフトウェアスタンバイモードに遷移する場合、CBRリフレッシュ要求があると、CBRリフレッシュを実行し

た後、セルフリフレッシュモードに入ります。また、ソフトウェアスタンバイモードに入る直前に発生した CBR

リフレッシュ要求は、ソフトウェアスタンバイモード解除時のセルフリフレッシュの終了でクリアします。 
 

TRp

φ

TRcr

CAS、LCAS

ソフトウェア
スタンバイ TRc3

HWR（WE）

CSn（RAS）

【注】n＝2～5

Highレベル

 

図 7.29 セルフリフレッシュタイミング 
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7.6 DMACシングルアドレスモードと DRAMインタフェース 

DRAMインタフェースで、バーストモードを設定したとき、DDSビットによって DACK出力タイミングを選

択します。また、同時に DMACシングルアドレスモードで DRAM空間をアクセスする場合に、バーストアクセ

スを行うか行わないかを選択します。 
 

7.6.1 DDS＝1のとき 

バスマスタによらず、アドレスのみを判定してバーストアクセスを行います。また、DACK出力タイミングは

DRAMインタフェースの場合 Tc1ステートから Lowレベルになります。 

図 7.30に、DDS＝1の場合の、DRAMインタフェース時の DACK出力タイミングを示します。 

Tp

φ

リード時

ライト時

D15～D0

D15～D0

A23～A0

Tr Tc1 Tc2

row column

CSn（RAS）

CAS（UCAS）
LCAS（LCAS）

CAS（UCAS）
LCAS（LCAS）

DACK

HWR（WE）

HWR（WE）

RCTS＝1

RCTS＝0

【注】n＝2～5
 

図 7.30 DDS＝1の場合の DACK出力タイミング（DRAMアクセスの例） 
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7.6.2 DDS＝0のとき 

DMACシングルアドレスモードで DRAM空間をアクセスしたとき、必ずフルアクセス（ノーマルアクセス）を

行います。また、DACK出力タイミングは、DRAMインタフェースの場合 Trステートから Lowレベルになります。 

DMACシングルアドレスモード以外で、DRAM空間をアクセスする場合には、バーストアクセスが可能です。 

図 7.31に、DDS＝0の場合の、DRAMインタフェース時の DACK出力タイミングを示します。 

Tp

φ

リード時

ライト時

D15～D0

D15～D0

A23～A0

Tr Tc1 Tc2

row column

CSn（RAS）

CAS（UCAS）
LCAS（LCAS）

CAS（UCAS）
LCAS（LCAS）

DACK

HWR（WE）

HWR（WE）

RCTS＝1

RCTS＝0

【注】n＝2～5
 

図 7.31 DDS＝0の場合の DACK出力タイミング（DRAMアクセスの例） 
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7.7 バースト ROMインタフェース 

7.7.1 概要 

本 LSIは、エリア 0の外部空間をバースト ROM空間に設定し、バースト ROMインタフェースを行うことがで

きます。バースト ROM空間インタフェースでは、16ビット構成のバーストアクセス可能な ROMを高速にアクセ

スすることができます。 

BCRHの BRSTRMビットにより、エリア 0をバースト ROM空間に設定します。CPUの命令フェッチに限り最

大 4ワード／8ワードの連続バーストアクセスを行うことができます。バーストアクセスは 1ステートまたは 2

ステートを選択できます。 
 

7.7.2 基本タイミング 

バースト ROMインタフェースの、イニシャルサイクル（フルアクセス）のアクセスステート数は ASTCRの

AST0ビットの設定に従います。また、AST0ビットを 1にセットした場合は、ウェイトステートを挿入すること

もできます。バーストサイクルは、BCRHの BRSTS1ビットの設定により、1ステートまたは 2ステートの選択が

可能です。ウェイトステートは挿入できません。エリア 0をバースト ROM空間に設定した場合、ABWCRの ABW0

ビットの設定によらずエリア 0は、16ビットアクセス空間となります。 

また、BCRHの BRSTS0ビットを 0にクリアすると最大 4ワードのバーストアクセスを行います。BRSTS0ビ

ットを 1にセットすると最大 8ワードのバーストアクセスを行います。 

バースト ROM空間の基本アクセスタイミングを図 7.32（a）（b）に示します。 

図 7.32（a）は、AST0ビット、BRSTS1ビットをいずれも 1に設定した場合の例です。 

図 7.32（b）は、AST0ビット、BRSTS1ビットをいずれも 0に設定した場合の例です。 
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T1

アドレスバス

φ

CS0

AS

データバス

T2 T3 T1 T2 T1

フルアクセス

T2

RD

バーストアクセス

下位アドレスのみ変化

リードデータ リードデータ リードデータ

 

図 7.32（a） バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝1の場合） 

T1

アドレスバス

φ

CS0

AS

データバス

T2 T1 T1

フルアクセス

RD

バーストアクセス

下位アドレスのみ変化

リードデータ リードデータ リードデータ

 

図 7.32（b） バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝0の場合） 
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7.7.3 ウェイト制御 

バースト ROMインタフェースのイニシャルサイクル（フルアクセス）には、基本バスインタフェースと同様に、

（1）プログラムウェイトの挿入、（2）WAIT端子による端子ウェイトの挿入、が可能です。「7.4.5 ウェイト

制御」を参照してください。 

バーストサイクルにはウェイトステートを挿入することはできません。 
 

7.8 アイドルサイクル 

7.8.1 動作説明 

本 LSIは外部空間をアクセスするとき、（1）異なるエリア間でリードアクセスが連続して発生したとき、（2）

リードサイクルの直後にライトサイクルが発生したとき、の 2つの場合に、バスサイクルとバスサイクルの間に

アイドルサイクル（TI）を 1ステート挿入することができます。アイドルサイクルを挿入することにより、たとえ

ば出力フローティング時間の大きい ROMなどと、高速メモリ、I/Oインタフェースなどとのデータ衝突を防ぐこ

とができます。 
 

（1） 異なるエリア間での連続リード 

BCRHの ICIS1ビットを 1にセットした状態で、異なるエリア間の連続リードが発生すると、2回目のリードサ

イクルの先頭に、アイドルサイクルが挿入されます。 

図 7.33に動作例を示します。バスサイクル Aは、出力フローティング時間の大きい ROMからのリードサイク

ル、バスサイクル Bは SRAMからのリードサイクルで、それぞれ異なるエリアに配置した場合の例です。（a）

はアイドルサイクルを挿入しない場合で、バスサイクル Bで、ROMからのリードデータと SRAMからのリード

データの衝突が発生しています。これに対し（b）ではアイドルサイクルを挿入し、データの衝突を回避していま

す。 

T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

データバス

T2 T3 T1 T2

バスサイクルB

出力フローティング時間大
データ衝突

（a）アイドルサイクル挿入なし
　　（ICIS1＝0）

T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

データバス

T2 T3 TI T1

バスサイクルB

（b）アイドルサイクル挿入あり
　　（ICIS1＝1　初期値）

T2

CS（エリアA）

CS（エリアB）

CS（エリアA）

CS（エリアB）

 

図 7.33 アイドルサイクル動作例（1） 
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（2） リード後のライト 

BCRHの ICIS0ビットを 1にセットした状態で、外部リード後に外部ライトが発生すると、ライトサイクルの

先頭にアイドルサイクルが挿入されます。 

図 7.34に動作例を示します。バスサイクル Aは、出力フローティング時間の大きい ROMからのリードサイク

ル、バスサイクル Bは CPUのライトサイクルの場合の例です。（a）はアイドルサイクルを挿入しない場合で、

バスサイクル Bで、ROMからのリードデータと CPUのライトデータの衝突が発生しています。これに対し（b）

ではアイドルサイクルを挿入し、データの衝突を回避しています。 

T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

T2 T3 T1 T2

バスサイクルB

CS（エリアB）とRDのオーバラップ
期間が発生する可能性あり

（a）アイドルサイクル挿入なし
  　　（ICIS1＝0）

T1

アドレスバス

φ

バスサイクルA

T2 T3 TI T1

バスサイクルB

（b）アイドルサイクル挿入あり
  　　（ICIS1＝1　初期値）

T2

CS（エリアA）

CS（エリアB）

RD

CS（エリアA）

CS（エリアB）

 

図 7.34 アイドルサイクル動作例（2） 

 

（3） チップセレクト（CS）信号とリード（RD）信号の関係 

システムの負荷条件によっては、CS信号よりも RD信号の方が遅れる場合があります。図 7.35に例を示しま

す。 

このような場合、（a）のアイドルサイクルを挿入しない設定では、バスサイクル Aの RD信号とバスサイクル

Bの CS信号間でオーバラップ期間が発生する可能性があります。 

これに対し、（b）のようにアイドルサイクルを挿入する設定にすれば、RD信号と CS信号のオーバラップ期

間を回避することができます。 

なお、リセット解除後の初期状態は、（b）のアイドルサイクルを挿入する設定となっています。 
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T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

データバス

T2 T3 T1 T2

バスサイクルB

出力フローティング時間大
データ衝突

（a）アイドルサイクル挿入なし
  　　（ICIS0＝0）

T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

データバス

T2 T3 TI T1

バスサイクルB

（b）アイドルサイクル挿入あり
  　　（ICIS0＝1　初期値）

T2

HWRHWR

CS（エリアA）

CS（エリアB）

CS（エリアA）

CS（エリアB）

 

図 7.35 チップセレクト（CS）とリード（RD）の関係 

 

（4） 使用上の注意 

DRAM空間をアクセスするときは、ICIS0、ICIS1ビットの設定は無効です。たとえば、異なるエリア間での連

続リードの場合、2回目のリードが DARMアクセスのとき、Tpサイクルのみが挿入され、TIサイクルは挿入され

ません。このタイミングを図 7.36に示します。ただし、RASダウンモード時のバーストアクセスでは有効となり、

アイドルサイクルが挿入されます。このタイミングを図 7.37（a）、（b）に示します。 

T1

アドレスバス

φ

RD

外部リード

データバス

T2 T3 Tp Tr

DRAM空間リード

Tc1 Tc2

 

図 7.36 外部リード後の DRAMアクセス例 
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EXTAL

アドレス

RD

RAS

CAS、LCAS

データバス

DRAM空間リード

Tp Tr Tc1 Tc2 T1 T1 T2 T3 Tc1 Tc1 Tc2

外部リード DRAM空間リード

アイドルサイクル
 

図 7.37（a） RASダウンモード時のアイドルサイクル動作例（ICIS1＝1） 

EXTAL

アドレス

RD

HWR

RAS

CAS、LCAS

データバス

DRAM空間リード

Tp Tr Tc1 Tc2 T1 T1 T2 T3 Tc1 Tc1 Tc2

外部リード DRAM空間ライト

アイドルサイクル
 

図 7.37（b） RASダウンモード時のアイドルサイクル動作例（ICIS0＝1） 
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7.8.2 アイドルサイクルでの端子状態 

アイドルサイクルでの端子状態を表 7.8に示します。 
 

表 7.8 アイドルサイクルでの端子状態 

端子名 端子の状態 

A23～A0 直後のバスサイクルの内容 

D15～D0 ハイインピーダンス 

CSn Highレベル* 

CAS Highレベル 

AS Highレベル 

RD Highレベル 

HWR Highレベル 

LWR Highレベル 

DACKn Highレベル 

【注】 * DRAM空間での RASダウンモードまたはリフレッシュサイクルでは Lowレベルを保持します。 
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7.9 ライトデータバッファ機能 

本 LSIは外部データバスにライトデータバッファ機能を備えています。ライトデータバッファ機能を使用する

と、外部ライトおよび DMAシングルアドレスモード転送と、内部アクセスを並行して実行することができます。

BCRLのWDBEビットを 1にセットすると、ライトデータバッファ機能を使用することができます。 

図 7.38にライトデータバッファ機能を使用したときのタイミング例を示します。この機能を使用したとき、外

部ライトまたは DMAシングルアドレスモード転送が 2ステート以上続き、次に内部アクセスがある場合、最初

の 1ステートは外部ライトのみが実行されますが、次のステートから外部ライトの終了を待たずに内部アクセス

（内蔵メモリ、内部 I/Oレジスタのリード／ライト）が並行して実行されます。 

T1

内部アドレスバス

A23～A0

外部ライトサイクル

HWR、LWR

T2 TW TW T3

内蔵メモリリード 内部I/Oレジスタリード

内部リード信号

CSn

D15～D0

外部アドレス

内部メモリ

外部空間
ライト

内部I/Oレジスタアドレス

 

図 7.38 ライトデータバッファ機能使用時のタイミング例 
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7.10 バス解放 

7.10.1 概要 

本 LSIは外部からのバス権要求により、外部バスを解放することができます。外部バス権解放状態では、外部

アクセスが発生しないかぎり、内部バスマスタは動作を継続します。 

また、外部バス権解放状態で、内部バスマスタが外部アクセスをしようとしたとき、およびリフレッシュ要求

が発生したときに、外部に対してバス権を要求することができます。 
 

7.10.2 動作説明 

外部拡張モードで、BCRLの BRLEビットを 1にセットすると、外部にバス権を解放することができます。BREQ

端子を Lowレベルとすることにより、本 LSIに外部バス権を要求します。BREQ端子をサンプリングすると、所

定のタイミングで、BACK端子を Lowレベルとし、アドレスバス、データバス、バス制御信号をハイインピーダ

ンスとして、外部バス権解放状態になります。 

外部バス権解放状態で、内部バスマスタは内部バスを使用したアクセスを行うことができます。内部バスマス

タが外部アクセスをしようとすると、いったんバスサイクルの起動を保留し、外部バスマスタからのバス権要求

が取り下げられるのを待ちます。また、外部バス権解放状態にリフレッシュ要求が発生した場合も、外部バスマ

スタがバス権要求を取り下げられるまでリフレッシュ制御は保留されます。 

BCRLの BREQOEビットが 1にセットされていると、外部バス権解放状態に内部バスマスタが外部アクセスを

しようとしたとき、およびリフレッシュ要求が発生したときに、BREQO端子を Lowレベルとし、外部にバス権

要求を取り下げるよう要求することができます。 

BREQ端子を Highレベルとすると、所定のタイミングで BACK端子を Highレベルとし、外部バス権解放状態

を終了します。 
 

外部バス権解放要求、リフレッシュ要求、および内部バスマスタの外部アクセスが同時に発生したときの優先順位： 
 

CBRM＝1のとき 

（高）リフレッシュ ＞ 外部バス権解放 ＞ 内部バスマスタの外部アクセス（低） 
 

CBRM＝0のとき 

（高）リフレッシュ ＞ 外部バス権解放（低） 

（高）外部バス権解放 ＞ 内部バスマスタの外部アクセス（低） 

【注】 リフレッシュと内部バスマスタの外部アクセスは、同時に実行が可能です。 
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7.10.3 外部バス権解放状態での端子状態 

外部バス権解放状態での端子状態を表 7.9に示します。 
 

表 7.9 バス権解放状態での端子状態 

端子名 端子の状態 

A23～A0 ハイインピーダンス 

D15～D0 ハイインピーダンス 

CSn ハイインピーダンス 

CAS ハイインピーダンス 

AS ハイインピーダンス 

RD ハイインピーダンス 

HWR ハイインピーダンス 

LWR ハイインピーダンス 

DACKn Highレベル 
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7.10.4 遷移タイミング 

バス権解放状態への遷移タイミングを図 7.39に示します。 

CPUサイクル外部バス権解放状態CPUサイクル

アドレス

最小1
ステート

T0 T1 T2

φ

アドレスバス

HWR、 LWR

BREQ

BACK

BREQO*

ハイインピーダンス

CSn
ハイインピーダンス

ハイインピーダンス

［1］ ［2］ ［3］ ［4］ ［5］ ［6］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

【注】*

T2ステートの立ち上がりでBREQ端子のLowレベルをサンプリングします。

CPUリードサイクルの終了の時点でBACK端子をLowレベルにしてバス権を

外部バスマスタに解放します。

外部バス権解放状態でもBREQ端子の状態をサンプリングします。

BREQ端子のHighレベルをサンプリングします。

BACK端子をHighレベルにして、バス権解放サイクルを終了します。

BACK信号立ち上がりから1.5クロック後にBREQO信号がHighになります。

BREQOE=1と設定したときのみ、出力されます。

データバス

AS
ハイインピーダンス

ハイインピーダンス

RD
ハイインピーダンス

 

図 7.39 バス権解放状態遷移タイミング 
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φ

RAS

CAS

BREQ

BACK

A23～A0

AS

CS

RD

DRAM空間リードアクセス 外部バス権解放状態

 

図 7.40 DRAMアクセス後のバス解放遷移タイミング例（DRAMリード時） 

 

7.10.5 使用上の注意 

MSTPCRを H'FFFFFFまたは H'EFFFFFに設定し、かつスリープモードに遷移した状態では外部バス権解放機能

は停止します。スリープモードで外部バス権解放機能を使用する場合は、MSTPCRには H'FFFFFFと H'EFFFFF

を設定しないでください。 

CBRMビットを 1に設定して CBRリフレッシュを使用する場合、BREQ＝1の幅を最も遅い外部アクセスのス

テート数より長くしてください。リフレッシュタイマより CBRリフレッシュが要求されても入らない場合があり

ます。 
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7.11 バスアービトレーション 

7.11.1 概要 

本 LSIはバスマスタの動作を調停（バスアービトレーション）するバスアービタを内蔵しています。 

バスマスタは、CPU、DTCおよび DMACの 3つがあり、バス権を占有した状態でリード／ライト動作を行いま

す。各バスマスタはバス権要求信号によりバス権を要求します。バスアービタは所定のタイミングで優先順位を

判定し、バス権要求アクノリッジ信号によりバスの使用を許可します。バスマスタはバス権を獲得して動作しま

す。 
 

7.11.2 動作説明 

バスアービタは、バスマスタのバス権要求信号を検出して、バス権が要求されていれば、そのバスマスタにバ

ス権要求アクノリッジ信号を与えます。複数のバスマスタからバス権要求があれば、最も優先順位の高いものに

バス権要求アクノリッジ信号を与えます。バス権要求アクノリッジ信号を受け取ったバスマスタは、以後この信

号が取り消されるまでバスを占有します。 

バスマスタの優先順位： 
 

 （高） DMAC ＞ DTC ＞ CPU （低） 
 

なお、内部バスマスタの内部バスアクセスと外部バス権解放、およびリフレッシュは並行して実行することが

できます。 

外部バス権解放要求、リフレッシュ要求、および内部バスマスタの外部アクセスが同時に発生したときの優先順位： 
 

CBRM＝1のとき 

（高）リフレッシュ ＞ 外部バス権解放 ＞ 内部バスマスタの外部アクセス（低） 
 

CBRM＝0のとき 

（高）リフレッシュ ＞ 外部バス権解放（低） 

（高）外部バス権解放 ＞ 内部バスマスタの外部アクセス（低） 
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7.11.3 バス権移行タイミング 

バス権を獲得して動作しているバスマスタよりも優先順位の高いバスマスタからのバス権要求があったときで

も、すぐにバス権が移行するとはかぎりません。各バスマスタにはバス権を譲ることができるタイミングがあり

ます。 
 

（1） CPU 

CPUは最も優先順位が低いバスマスタで、DTCおよび DMACからのバス権要求があると、バスアービタはバ

ス権をバス権の要求のあったバスマスタに移行します。バス権が移行するタイミングは次のとおりです。 

（a） バスサイクルの切れ目で、バス権を移行します。ただし、ロングワードサイズのアクセスなど、バスサイ

クルを分割して実行する場合などには、分割されたバスサイクルの切れ目では、バス権は移行しません。

バス権を移行しないタイミングは「付録 A.5 命令実行中のバス状態」を参照してください。 

（b） CPUがスリープモードの場合、直ちにバス権を移行します。 
 

（2） DTC 

DTCは起動要求が発生するとバスアービタに対してバス権を要求します。 

DTCがバス権を解放できるのは、ベクタのリード後、レジスタ情報のリード（3ステート）後、1回のデータ転

送後、レジスタ情報のライト（3ステート）後です。レジスタ情報のリード（3ステート）中、1回のデータ転送

中、レジスタ情報のライト（3ステート）中にはバスを解放しません。 
 

（3） DMAC 

DMACは起動要求が発生するとバスアービタに対してバス権を要求します。 

DMACはショートアドレスモード、ノーマルモードの外部リクエスト、またはサイクルスチールモードの場合、

1回の転送終了後にバス権を解放します。 

ブロック転送モードの場合は 1ブロック転送後、バーストモードの場合は転送終了後にバス権を解放します。 
 

7.12 リセットとバスコントローラ 

パワーオンリセットでは、バスコントローラを含めて、本 LSIはその時点でリセット状態になります。実行中

のバスサイクルは途中で打ち切られます。 

マニュアルリセットでは、バスコントローラのレジスタや内部状態は保持されます。実行中の外部バスサイク

ルは終了するまで実行されます。このとき、WAIT入力は無視されます。ライトデータは保証されません。また、

DMACはマニュアルリセットで初期化されますので、DACK、TEND出力は禁止され、DDRと DRで制御される

I/Oポートになります。 
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8. DMAコントローラ（DMAC） 

8.1 概要 

本 LSIは、DMAコントローラ（DMAC）を内蔵しています。DMACは最大 4チャネルのデータ転送を行うこ

とができます。 
 

8.1.1 特長 

DMACには次の特長があります。 
 

■ショートアドレスモードとフルアドレスモードを選択可能 

（1）ショートアドレスモード 

• 最大4チャネルを使用可能 

• デュアルアドレスモード／シングルアドレスモードの選択が可能 

• デュアルアドレスモードでは転送元、転送先アドレスの一方を24ビット、他方を16ビットで指定 

• シングルアドレスモードでは転送元、転送先アドレスの一方だけを24ビットで指定 

• シングルアドレスモードでは1バスサイクルでの転送が可能 

• デュアルアドレスモード、シングルアドレスモードに対し、シーケンシャルモード／アイドルモード／リピ

ートモードの選択が可能 

（2）フルアドレスモード 

• 最大2チャネルを使用可能 

• 転送元、転送先アドレスを24ビットで指定 

• ノーマルモード／ブロック転送モードの選択が可能 

■16Mバイトのアドレス空間を直接指定可能 

■転送単位をバイト／ワードに設定可能 

■起動要因は、内部割り込み、外部リクエスト、オートリクエスト（転送モードに依存） 

• 16ビットタイマパルスユニット（TPU）のコンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み×6 

• シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI0、SCI1）の送信データエンプティ割り込み、受信完了割

り込み 

• A/D変換器の変換終了割り込み 

• 外部リクエスト 

• オートリクエスト 
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■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではDMACのレジスタのアクセスが可能。モジュールストップモードの設定でDMACの動作は停止 

 

8.1.2 ブロック図 

DMACのブロック図を図 8.1に示します。 

内部アドレスバス

アドレスバッファ

演算器

内部割り込み
TGI0A
TGI1A
TGI2A
TGI3A
TGI4A
TGI5A
TXI0
RXI0
TXI1
RXI1
ADI

外部端子
DREQ0
DREQ1
TEND0
TEND1
DACK0
DACK1

割り込み信号
DEND0A
DEND0B
DEND1A
DEND1B

コントロール
ロジック

DMAWER

DMACR1B

DMACR1A

DMACR0B

DMACR0A

DMATCR

DMABCR

データバッファ

内部データバス

チ
ャ
ネ
ル

チ
ャ
ネ
ル

0

1

チ
ャ
ネ
ル
0
A

チ
ャ
ネ
ル
0
B

チ
ャ
ネ
ル
1
A

チ
ャ
ネ
ル
1
B

MAR0A

IOAR0A

ETCR0A

MAR0B

IOAR0B

ETCR0B

MAR1A

IOAR1A

ETCR1A

MAR1B

IOAR1B

ETCR1B

【記号説明】
　DMAWER
　DMATCR
　DMABCR
　DMACR
　MAR
　IOAR
　ETCR

モ
ジ
ュ
ー
ル
デ
ー
タ
バ
ス

：DMAライトイネーブルレジスタ
：DMAターミナルコントロールレジスタ
：DMAバンドコントロールレジスタ（チャネル共通）
：DMAコントロールレジスタ
：メモリアドレスレジスタ
：I/Oアドレスレジスタ
：転送カウントレジスタ

 

図 8.1 DMACのブロック図 
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8.1.3 機能概要 

DMACのショートアドレスモード、フルアドレスモードの機能概要を表 8.1（a）、（b）にそれぞれ示します。 
 

表 8.1（a） DMACの機能概要（ショートアドレスモード） 

アドレスレジスタビット長 転送モード 転送要因 

ソース デスティネーション 

デュアルアドレス

モード 

（1）シーケンシャルモード 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは

1ワードの転送を実行 

• メモリアドレスを1または2増減 

• 転送回数は 1～65536 

（2）アイドルモード 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは

1ワードの転送を実行 

• メモリアドレスは固定 

• 転送回数は 1～65536 

（3）リピートモード 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは

1ワードの転送を実行 

• メモリアドレスを1または2増減 

• 指定回数（1～256）転送後、初

期状態を回復して動作を継続 

• TPUチャネル0～5のコンペア

マッチ／インプットキャプチ

ャ A割り込み 

• SCIの送信データエンプティ

割り込み 

• SCIの受信完了割り込み 

• A/D変換器の変換終了割り込

み 

• 外部リクエスト 

24/16 16/24 

シングルアドレス

モード 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは

1ワードの転送を実行 

• I/Oを指定するアドレスの代わり

にDACK端子を用いて1バスサイ

クルで転送 

• （1）～（3）の各モードに対して

指定可能 

外部リクエスト 24/DACK DACK/24 
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表 8.1（ｂ） DMACの機能概要（フルアドレスモード） 

アドレスレジスタビット長 転送モード 転送要因 

ソース デスティネーション 

（4）ノーマルモード 

• オートリクエスト 

• 転送要求を内部保持 

• 指定回数（1～65536）継続して転送 

• バースト／サイクルスチール転送を選択可能 

• オートリクエスト 

外部リクエスト 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは 1ワードの転送を

実行 

• 転送回数は 1～65536 

• 外部リクエスト 

24 24 

（5）ブロック転送モード 

• 1回の転送要求で指定したブロックサイズの転送を

実行 

• 転送回数は 1～65536 

• ソースまたはデスティネーションのいずれかをブロ

ックエリアに指定可能 

• ブロックサイズは 1～256バイトまたはワード 

• TPUチャネル 0～5のコンペ

アマッチ／インプットキャプ

チャ A割り込み 

• SCIの送信データエンプティ

割り込み 

• SCIの受信完了割り込み 

• 外部リクエスト 

• A/D変換器の変換終了割り込

み 

24 24 

 

8.1.4 端子構成 

DMACの端子構成を表 8.2に示します。 

ショートアドレスモードでは、チャネル Aに対する外部リクエストによる転送、シングルアドレス転送、転送

終了出力は行えません。 

DMA転送アクノレッジは、ショートアドレスモードのチャネル Bのシングルアドレスモードにおいて機能しま

す。 

DREQ端子を使用するときは、対応するポートを出力にしないでください。 

DACK端子は、シングルアドレス転送の設定により対応するポートが自動的に出力になり、DACK端子となり

ます。 

TEND端子は、端子ごとに対応するポートを TEND端子として使用するかどうかをレジスタで設定できます。 
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表 8.2 端子構成 

チャネル 名 称 記 号 入出力 機  能 

DMAリクエスト 0 DREQ0 入力 DMACチャネル 0の外部リクエスト 

DMA転送アクノレッジ 0 DACK0 出力 DMACチャネル 0のシングルアドレス転送アクノレッジ 

0 

DMA転送終了 0 TEND0 出力 DMACチャネル 0の転送終了 

DMAリクエスト 1 DREQ1 入力 DMACチャネル 1の外部リクエスト 

DMA転送アクノレッジ 1 DACK1 出力 DMACチャネル 1のシングルアドレス転送アクノレッジ 

1 

DMA転送終了 1 TEND1 出力 DMACチャネル 1の転送終了 

 

8.1.5 レジスタ構成 

DMACのレジスタ構成を表 8.3に示します。 
 

表 8.3 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略 称 R/W 初期値 アドレス* バス幅 

メモリアドレスレジスタ 0A MAR0A R/W 不定 H'FEE0 

I/Oアドレスレジスタ 0A IOAR0A R/W 不定 H'FEE4 

転送カウントレジスタ 0A ETCR0A R/W 不定 H'FEE6 

メモリアドレスレジスタ 0B MAR0B R/W 不定 H'FEE8 

I/Oアドレスレジスタ 0B IOAR0B R/W 不定 H'FEEC 

0 

転送カウントレジスタ 0B ETCR0B R/W 不定 H'FEEE 

16ビット 

メモリアドレスレジスタ 1A MAR1A R/W 不定 H'FEF0 

I/Oアドレスレジスタ 1A IOAR1A R/W 不定 H'FEF4 

転送カウントレジスタ 1A ETCR1A R/W 不定 H'FEF6 

メモリアドレスレジスタ 1B MAR1B R/W 不定 H'FEF8 

I/Oアドレスレジスタ 1B IOAR1B R/W 不定 H'FEFC 

1 

転送カウントレジスタ 1B ETCR1B R/W 不定 H'FEFE 

16ビット 

DMAライトイネーブルレジスタ DMAWER R/W H'00 H'FF60 

DMAターミナルコントロールレジスタ DMATCR R/W H'00 H'FF61 

8ビット 

DMAコントロールレジスタ 0A DMACR0A R/W H'00 H'FF62 

DMAコントロールレジスタ 0B DMACR0B R/W H'00 H'FF63 

DMAコントロールレジスタ 1A DMACR1A R/W H'00 H'FF64 

DMAコントロールレジスタ 1B DMACR1B R/W H'00 H'FF65 

DMAバンドコントロールレジスタ DMABCR R/W H'0000 H'FF66 

16ビット 

0、1 

モジュールストップコントロールレジスタA MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 8ビット 

【注】 * アドレスは下位 16ビットを示しています。 
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8.2 各レジスタの説明（1）（ショートアドレスモード） 

ショートアドレスモード転送は、チャネル A、B独立に行うことができます。 

表 8.4に示すように DMABCRの FAEビットを 0に設定して各チャネルのショートアドレスモード転送を指定

します。FAE1、FAE0ビットにより、チャネル 1、0を独立してショートアドレス／フルアドレスモードの選択を

行うことができます。 
 

表 8.4 ショートアドレスモードとフルアドレスモード（1チャネル分：チャネル 0の例） 

FAE0 説  明 

0 ショートアドレスモードを指定（チャネル A、Bは独立して動作） 

転送元／転送先アドレスを指定MAR0A

IOAR0A

ETCR0A

DMACR0A

チ
ャ
ネ
ル
0
A

転送先／転送元アドレスを指定

転送回数を指定

転送サイズ、モード、起動要因等を指定

転送元／転送先アドレスを指定MAR0B

IOAR0B

ETCR0B

チ
ャ
ネ
ル
0
B

転送先／転送元アドレスを指定

転送回数を指定

転送サイズ、モード、起動要因等を指定DMACR0B
 

1 フルアドレスモードを指定（チャネル A、Bは組み合わせて動作） 

転送元アドレスを指定MAR0A

MAR0B

IOAR0A

DMACR0B

チ
ャ
ネ
ル
0

転送先アドレスを指定

未使用

未使用

DMACR0A

IOAR0B

ETCR0A

ETCR0B

転送回数を指定

転送回数を指定（ブロック転送モード時のみ使用）

転送サイズ、モード、起動要因などを指定
 

 

8.2.1 メモリアドレスレジスタ（MAR） 

16

*

R/W

18

*

R/W

17

*

R/W

ビット

MAR

初期値

R/W

：

：

：

：

19

*

R/W

21

*

R/W

22

*

R/W

23

*

R/W

24

―

0

―

25

―

0

―

26

―

0

―

27

―

0

―

28

―

0

―

29

―

0

―

30

―

0

―

31

―

0

―

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

20

*

R/W

*：不定

ビット

MAR

初期値

R/W

：

：

：

：
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MARは 32ビットのリード／ライト可能なレジスタで、転送のソースアドレスまたはデスティネーションアド

レスを指定します。 

MARの上位 8ビットはリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

MARがソースアドレスレジスタとして機能するか、デスティネーションアドレスレジスタとして機能するかは、

DMACRの DTDIRビットにより選択できます。 

MARは 1回のバイト転送またはワード転送のたびにインクリメント／デクリメントされ、MARによって指定

するアドレスを自動的に更新していきます。詳細は、「8.2.4 DMAコントロールレジスタ（DMACR）」を参照

してください。 

MARはリセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

8.2.2 I/Oアドレスレジスタ（IOAR） 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

IOAR

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定
 

IOARは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、転送のソースアドレスまたはデスティネーションアド

レスの下位 16ビットを指定します。転送アドレスの上位 8ビットは、H'FFの値が自動的に設定されます。 

IOARがソースアドレスレジスタとして機能するか、デスティネーションアドレスレジスタとして機能するかは、

DMACRの DTDIRビットにより選択できます。 

シングルアドレスモードでは IOARは無効です。 

IOARは転送のたびにインクリメント／デクリメントされず、IOARによって指定するアドレスは固定となりま

す。 

IOARはリセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

8.2.3 転送カウントレジスタ（ETCR） 

ETCRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、転送回数を設定します。このレジスタは、シーケンシ

ャルモードおよびアイドルモードと、リピートモードとでは設定が異なります。 
 

（1） シーケンシャルモードおよびアイドルモード 

転送カウンタ 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCR

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定
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シーケンシャルモードとアイドルモードでは、ETCRは 16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能しま

す。１回の転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'0000になると DMABCRの DTEビットをクリアし、転

送を終了します。 
 

（2） リピートモード 

転送回数保持 

ビット

ETCRH

初期値

R/W

：

：

：

：

15

*

R/W

14

*

R/W

13

*

R/W

12

*

R/W

11

*

R/W

8

*

R/W

10

*

R/W

9

*

R/W
 

転送カウンタ 

ビット

ETCRL

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

7

*

R/W

6

*

R/W

5

*

R/W

4

*

R/W

3

*

R/W

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

 

リピートモードでは、ETCRは 8ビットの転送カウンタ（1～256）ETCRLと転送回数保持レジスタ ETCRHと

して機能します。1回の転送を行うたびに ETCRLは 1だけデクリメントされ、H'00になると、ETCRHの値をロ

ードします。このとき、MARは転送を開始したときの値に自動的に戻ります。 

DMABCRの DTEビットはクリアされません。このため、DTEビットがユーザによりクリアされるまで、繰り

返し転送が行えます。 

ETCRはリセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

8.2.4 DMAコントロールレジスタ（DMACR） 

7

DTSZ

0

R/W

6

DTID

0

R/W

5

RPE

0

R/W

4

DTDIR

0

R/W

3

DTF3

0

R/W

0

DTF0

0

R/W

2

DTF2

0

R/W

1

DTF1

0

R/W

ビット

DMACR

初期値

R/W

：

：

：

：
 

DMACRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DMACの各チャネルの動作を制御します。 

DMACRは、リセットまたはスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
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• ビット7：データトランスファサイズ（DTSZ） 

1回に転送されるデータサイズを選択します。 

 

ビット 7 

DTSZ 

説   明 

0 バイトサイズ転送 （初期値） 

1 ワードサイズ転送 

 

• ビット6：データトランスインクリメント／デクリメント（DTID） 

シーケンシャルモードまたはリピートモードの場合、データ転送ごとのMARのインクリメント／デクリメン

トを選択します。 

アイドルモードの場合、MARはインクリメントもデクリメントもされません。 

 
ビット 6 

DTID 

説   明 

0 データ転送後 MARをインクリメント （初期値） 

（1）DTSZ＝0のとき、転送後 MARを＋1 

（2）DTSZ＝1のとき、転送後 MARを＋2 

1 データ転送後 MARをデクリメント 

（1）DTSZ＝0のとき、転送後 MARを－1 

（2）DTSZ＝1のとき、転送後 MARを－2 

 

• ビット5：リピートイネーブル（RPE） 

DMABCRのDTIEビットと組み合わせて、シーケンシャルモード、アイドルモード、リピートモードのうち、

どのモードで転送するかを選択します。 

 
ビット 5 DMABCR 

RPE DTIE 

説   明 

0 シーケンシャルモードで転送（転送終了割り込みなし） （初期値） 0 

1 シーケンシャルモードで転送（転送終了割り込みあり） 

0 リピートモードで転送（転送終了割り込みなし） 1 

1 アイドルモードで転送（転送終了割り込みあり） 

 

シーケンシャルモード、アイドルモード、リピートモードの動作については、「8.5.2 シーケンシャルモー

ド」、「8.5.3 アイドルモード」、「8.5.4 リピートモード」を参照してください。 
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• ビット4：データトランスファディレクション（DTDIR） 

DMABCRのSAEビットと組み合わせて、データ転送の方向（ソース、デスティネーション）を指定します。

したがって、デュアルアドレスモードとシングルアドレスモードとで機能が異なります。 

 
DMABCR ビット 4 

SAE DTDIR 

説   明 

0 MARをソースアドレス、IOARをデスティネーションアドレスとして転送 

 （初期値） 

0 

1 IOARをソースアドレス、MARをデスティネーションアドレスとして転送 

0 MARをソースアドレス、DACK端子をライトストローブとして転送 1 

1 DACK端子をリードストローブ、MARをデスティネーションアドレスとして転送 

 

• ビット3～0：データトランスファファクタ（DTF3～DTF0） 

データ転送の起動要因を選択します。チャネルAとチャネルBでは一部起動要因が異なります。 

 

チャネル A 

ビット3 ビット2 ビット1 ビット 0

DTF3 DTF2 DTF1 DTF0 

説   明 

0 － （初期値） 0 

1 A/D変換器の変換終了割り込みで起動 

0 － 

0 

1 

1 － 

0 SCIチャネル 0の送信データエンプティ割り込みで起動 0 

1 SCIチャネル 0の受信完了割り込みで起動 

0 SCIチャネル 1の送信データエンプティ割り込みで起動 

0 

1 

1 

1 SCIチャネル 1の受信完了割り込みで起動 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 

1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 TPUチャネル 4のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 0 

1 TPUチャネル 5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 － 

1 

1 

1 

1 － 
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チャネル B 

ビット3 ビット2 ビット1 ビット 0

DTF3 DTF2 DTF1 DTF0 

説   明 

0 － （初期値） 0 

1 A/D変換器の変換終了割り込みで起動 

0 DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動* 

0 

1 

1 DREQ端子の Lowレベル入力で起動 

0 SCIチャネル 0の送信データエンプティ割り込みで起動 0 

1 SCIチャネル 0の受信完了割り込みで起動 

0 SCIチャネル 1の送信データエンプティ割り込みで起動 

0 

1 

1 

1 SCIチャネル 1の受信完了割り込みで起動 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 

1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 TPUチャネル 4のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 0 

1 TPUチャネル 5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 － 

1 

1 

1 

1 － 

【注】 * 転送許可後の最初の転送は Lowレベルで検出します。 

 

複数のチャネル間で同一の起動要因を選択することが可能です。この場合、チャネル間の優先順位に従い、優

先度の高いチャネルから起動されます。チャネル間の優先順位については「8.5.13 DMAC複数チャネルの動作」

を参照してください。 
 

8.2.5 DMAバンドコントロールレジスタ（DMABCR） 

15

FAE1

0

R/W

14

FAE0

0

R/W

13

SAE1

0

R/W

12

SAE0

0

R/W

11

DTA1B

0

R/W

8

DTA0A

0

R/W

10

DTA1A

0

R/W

9

DTA0B

0

R/W

ビット

DMABCRH

初期値

R/W

：

：

：

：

7

DTE1B

0

R/W

6

DTE1A

0

R/W

5

DTE0B

0

R/W

4

DTE0A

0

R/W

3

DTIE1B

0

R/W

0

DTIE0A

0

R/W

2

DTIE1A

0

R/W

1

DTIE0B

0

R/W

ビット

DMABCRL

初期値

R/W

：

：

：

：
 

DMABCRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DMACの各チャネルの動作を制御します。 

DMABCRは、リセットまたはスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
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• ビット15：フルアドレスイネーブル1（FAE1） 

チャネル1をショートアドレスモード／フルアドレスモードのどちらで使用するかを指定するビットです。 

 
ビット 15 

FAE1 

説   明 

0 ショートアドレスモード （初期値） 

1 フルアドレスモード 

 

ショートアドレスモードでは、チャネル1A、1Bは、それぞれ独立したチャネルとして使用できます。 

 

• ビット14：フルアドレスイネーブル0（FAE0） 

チャネル0をショートアドレスモード／フルアドレスモードのどちらで使用するかを指定するビットです。 

 
ビット 14 

FAE0 

説   明 

0 ショートアドレスモード （初期値） 

1 フルアドレスモード 

 

ショートアドレスモードでは、チャネル0A、0Bは、それぞれ独立したチャネルとして使用できます。 

 

• ビット13：シングルアドレスイネーブル1（SAE1） 

チャネル1Bをデュアルアドレスモードまたはシングルアドレスモードのどちらで転送するかを指定するビ

ットです。 

 
ビット 13 

SAE1 

説   明 

0 デュアルアドレスモードで転送 （初期値） 

1 シングルアドレスモードで転送 

 

フルアドレスモードでは、本ビットは無効になります。 
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• ビット12：シングルアドレスイネーブル0（SAE0） 

チャネル0Bを、デュアルアドレスモードまたはシングルアドレスモードのどちらで転送するかを指定するビ

ットです。 

 
ビット 12 

SAE0 

説   明 

0 デュアルアドレスモードで転送 （初期値） 

1 シングルアドレスモードで転送 

 

フルアドレスモードでは、本ビットは無効になります。 

 

• ビット11～8：データトランスファアクノレッジ（DTA） 

データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み要因の、DMA転送時のクリアを許可また

は禁止するビットです。 

DTE＝1のときDTA＝1となっていると、データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み

要因はDMA転送により自動的にクリアされます。DTE＝1、DTA＝1の状態では、データトランスファファク

タによって選択されている内部割り込みはCPUおよびDTCに割り込みを要求しません。 

DTE＝1のときDTA＝0となっていると、データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み

要因は転送時にはクリアされず、並行してCPUまたはDTCに割り込みを要求することができます。この場合

は、CPUまたはDTC転送で割り込み要因をクリアしてください。 

DTE＝0の状態ではDTAビットによらず、データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み

は、CPUまたはDTCに割り込みを要求します。 

 

• ビット11：データトランスファアクノレッジ1B（DTA1B） 

チャネル1Bのデータトランスファファクタによって選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリ

アを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 11 

DTA1B 

説   明 

0 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 （初期値） 

1 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 
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• ビット10：データトランスファアクノレッジ1A（DTA1A） 

チャネル1Aのデータトランスファファクタによって選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリ

アを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 10 

DTA1A 

説   明 

0 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 （初期値） 

1 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

 

• ビット9：データトランスファアクノレッジ0B（DTA0B） 

チャネル0Bのデータトランスファファクタによって選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリ

アを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 9 

DTA0B 

説   明 

0 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 （初期値） 

1 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

 

• ビット8：データトランスファアクノレッジ0A（DTA0A） 

チャネル0Aのデータトランスファファクタによって選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリ

アを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 8 

DTA0A 

説   明 

0 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 （初期値） 

1 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

 

• ビット7～4：データトランスファイネーブル（DTE） 

DTEビット＝0の状態はデータ転送禁止の状態であり、データトランスファファクタによって選択されている

起動要因は無視されます。このとき、起動要因が内部割り込みである場合には、CPUまたはDTCに割り込み

が要求されます。また、DTE＝0のときにDTIE＝1となっていると、DMACは転送終了とみなし、CPUまたは

DTCに対し転送終了割り込みを要求します。 

DTE＝0となる条件： 

• 初期化されたとき 

• リピートモードを除いた転送モードで、指定された回数分の転送を終了したとき 

• 強制的に転送を打ち切るなどの理由により、DTEビットに0をライトしたとき 

 

DTE＝1の状態はデータ転送許可の状態であり、データトランスファファクタによって選択されている起動要

因の要求待ち状態になります。起動要因による要求が発生すると、DMA転送が実行されます。 
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DTE＝1となる条件： 

• DTE＝0をリード後、DTE＝1をライトしたとき 

 

• ビット7：データトランスファイネーブル1B（DTE1B） 

チャネル1Bのデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 7 

DTE1B 

説   明 

0 データ転送を禁止 （初期値） 

1 データ転送を許可 

 

• ビット6：データトランスファイネーブル1A（DTE1A） 

チャネル1Aのデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 6 

DTE1A 

説   明 

0 データ転送を禁止 （初期値） 

1 データ転送を許可 

 

• ビット5：データトランスファイネーブル0B（DTE0B） 

チャネル0Bのデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 5 

DTE0B 

説   明 

0 データ転送を禁止 （初期値） 

1 データ転送を許可 

 

• ビット4：データトランスファイネーブル0A（DTE0A） 

チャネル0Aのデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 4 

DTE0A 

説   明 

0 データ転送を禁止 （初期値） 

1 データ転送を許可 

 

• ビット3～0：データトランスファエンドインタラプトイネーブル（DTIE） 

転送終了時のCPUまたはDTCに対する割り込みを許可または禁止するビットです。DTE＝0のときにDTIE＝1

となっていると、DMACは転送終了とみなし、CPUまたはDTCに対し転送終了割り込みを要求します。 

転送終了割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにてDTIEビットを0にクリアする方法と、転送カ

ウンタ、アドレスレジスタを再設定後にDTEビットを1にセットして転送継続の処理を行う方法があります。 
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• ビット3：データトランスファエンドインタラプトイネーブル1B（DTIE1B） 

チャネル1Bの転送終了割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 3 

DTIE1B 

説   明 

0 転送終了割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送終了割り込みを許可 

 

• ビット2：データトランスファエンドインタラプトイネーブル1A（DTIE1A） 

チャネル1Aの転送終了割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 2 

DTIE1A 

説   明 

0 転送終了割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送終了割り込みを許可 

 

• ビット1：データトランスファエンドインタラプトイネーブル0B（DTIE0B） 

チャネル0Bの転送終了割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 1 

DTIE0B 

説   明 

0 転送終了割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送終了割り込みを許可 

 

• ビット0：データトランスファエンドインタラプトイネーブル0A（DTIE0A） 

チャネル0Aの転送終了割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 0 

DTIE0A 

説   明 

0 転送終了割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送終了割り込みを許可 
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8.3 各レジスタの説明（2）（フルアドレスモード） 

フルアドレスモード転送は、チャネル A、Bを組み合わせて行います。フルアドレスモード転送の設定につい

ては、表 8.4を参照してください。 
 

8.3.1 メモリアドレスレジスタ（MAR） 

16

*

R/W

18

*

R/W

17

*

R/W

ビット

MAR

初期値

R/W

：

：

：

：

19

*

R/W

21

*

R/W

22

*

R/W

23

*

R/W

24

―

0

―

25

―

0

―

26

―

0

―

27

―

0

―

28

―

0

―

29

―

0

―

30

―

0

―

31

―

0

―

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

20

*

R/W

*：不定

ビット

MAR

初期値

R/W

：

：

：

：

 

MARは 32ビットのリード／ライト可能なレジスタで、MARAは転送のソースアドレスレジスタとして、MARB

はデスティネーションアドレスレジスタとして機能します。 

MARは 2本の 16ビットレジスタMARH、MARLにより構成されています。MARHの上位 8ビットはリザーブ

ビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

MARは 1回のバイト転送またはワード転送のたびにインクリメント／デクリメントされ、ソースまたはデステ

ィネーションのメモリアドレスを自動的に更新することができます。詳細は、「8.3.4 DMAコントロールレジス

タ（DMACR）」を参照してください。 

MARはリセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

8.3.2 I/Oアドレスレジスタ（IOAR） 

IOARはフルアドレスモード転送では使用しません。 
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8.3.3 転送カウントレジスタ（ETCR） 

ETCRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、転送回数を設定しますが、ノーマルモードとブロック

転送モードとでは機能が異なります。 

ETCRはリセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

（1） ノーマルモード 

（a） ETCRA 

転送カウンタ 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCR

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定
 

ノーマルモードでは、ETCRAは 16ビットの転送カウンタとして機能します。1回の転送を行うたびに 1だけデ

クリメントされ、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。このとき、ETCRBは使用されません。 
 

（b） ETCRB 

ETCRBはノーマルモードでは使用しません。 
 

（2） ブロック転送モード 

（a） ETCRA 

ブロックサイズ保持 

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCRAH

初期値

R/W

：

：

：

：
 

ブロックサイズカウンタ 

0

*

R/W

1

*

R/W

2

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

ビット

ETCRAL：

初期値

R/W

：

：

：

*：不定
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（b） ETCRB 

ブロック転送カウンタ 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット   

ETCRB

初期値

R/W

：

：

：

：
 

ブロック転送モードでは、ETCRALは 8ビットのブロックサイズカウンタとして機能し、ETCRAHはブロック

サイズを保持します。ETCRALは 1バイトまたは 1ワードの転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'00に

なると ETCRAHの値がロードされます。したがって、ETCRAH、ETCRALにブロックサイズを設定することによ

り、任意のバイト数またはワード数で構成されたブロックを繰り返し転送することができます。 

ETCRBは、ブロック転送モードでは 16ビットのブロック転送カウンタとして機能します。1回のブロック転送

を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'0000になると転送を終了します。 
 

8.3.4 DMAコントロールレジスタ（DMACR） 

DMACRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DMACの各チャネルの動作を制御します。フルアド

レスモードでは、DMACRAと DMACRBで機能が異なります。 

DMACRは、リセットまたはスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
 

（1） DMACRA 

15

DTSZ

0

R/W

14

SAID

0

R/W

13

SAIDE

0

R/W

12

BLKDIR

0

R/W

11

BLKE

0

R/W

8

―

0

R/W

10

―

0

R/W

9

―

0

R/W

ビット

DMACRA

初期値

R/W

：

：

：

：
 

（2） DMACRB 

7

―

0

R/W

6

DAID

0

R/W

5

DAIDE

0

R/W

4

―

0

R/W

3

DTF3

0

R/W

0

DTF0

0

R/W

2

DTF2

0

R/W

1

DTF1

0

R/W

ビット

DMACRB

初期値

R/W

：

：

：

：
 

 

• ビット15：データトランスファサイズ（DTSZ） 

1回に転送されるデータサイズを選択します。 

 
ビット 15 

DTSZ 

説   明 

0 バイトサイズ転送 （初期値） 

1 ワードサイズ転送 
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• ビット14：ソースアドレスインクリメント／デクリメント（SAID） 

• ビット13：ソースアドレスインクリメント／デクリメントイネーブル（SAIDE） 

データ転送時、ソースアドレスレジスタMARAをインクリメントするか、デクリメントするか、または固定

とするかを指定します。 

 
ビット 14 ビット 13 

SAID SAIDE 

説   明 

0 MARA固定 （初期値） 0 

1 データ転送後、MARAをインクリメント 

（1）DTSZ＝0のとき、転送後 MARAを＋1 

（2）DTSZ＝1のとき、転送後 MARAを＋2 

0 MARA固定 1 

1 データ転送後、MARAをデクリメント 

（1）DTSZ＝0のとき、転送後 MARAを－1 

（2）DTSZ＝1のとき、転送後 MARAを－2 

 

• ビット12：ブロックディレクション（BLKDIR） 

• ビット11：ブロックイネーブル（BLKE） 

ノーマルモードで転送するか、ブロック転送モードで転送するかをBLKEで指定します。また、ブロック転

送モードを指定する場合には、ソース側、デスティネーション側のどちらをブロックエリアとするかを

BLKDIRで指定します。 

 
ビット 12 ビット 11 

BLKDIR BLKE 

説   明 

0 ノーマルモードで転送 （初期値） 0 

1 ブロック転送モードで転送、ブロックエリアはデスティネーション側 

0 ノーマルモードで転送 1 

1 ブロック転送モードで転送、ブロックエリアはソース側 

 

ノーマルモード、ブロック転送モードの動作については、「8.5 動作説明」を参照してください。 

 

• ビット10～7：リザーブビット 

リード／ライト可能です。 
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• ビット6：デスティネーションアドレスインクリメント／デクリメント（DAID） 

• ビット5：デスティネーションアドレスインクリメント／デクリメントイネーブル（DAIDE） 

データ転送時、デスティネーションアドレスレジスタMARBをインクリメントするか、デクリメントするか、

または固定とするかを指定します。 

 
ビット 6 ビット 5 

DAID DAIDE 

説   明 

0 MARB固定 （初期値） 0 

1 データ転送後、MARBをインクリメント 

（1）DTSZ＝0のとき、転送後 MARBを＋1 

（2）DTSZ＝1のとき、転送後 MARBを＋2 

0 MARB固定 1 

1 データ転送後 MARBをデクリメント 

（1）DTSZ＝0のとき、転送後 MARBを－1 

（2）DTSZ＝1のとき、転送後 MARBを－2 

 

• ビット4：リザーブビット 

リード／ライト可能です。 

 

• ビット3～0：データトランスファファクタ（DTF3～DTF0） 

データ転送の起動要因を選択します。ノーマルモードとブロック転送モードとでは指定できる起動要因が異

なります。 

 

ノーマルモード 

ビット3 ビット2 ビット1 ビット 0

DTF3 DTF2 DTF1 DTF0 

説   明 

0 － （初期値） 0 

1 － 

0 DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動 

0 

1 

1 DREQ端子の Lowレベル入力で起動 

0 * － 

0 オートリクエスト（サイクルスチール） 

0 

1 

1 

1 オートリクエスト（バースト） 

1 * * * － 

*：Don't care 
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ブロック転送モード 

ビット3 ビット2 ビット1 ビット 0

DTF3 DTF2 DTF1 DTF0 

説   明 

0 － （初期値） 0 

1 A/D変換器の変換終了割り込みで起動 

0 DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動* 

0 

1 

1 DREQ端子の Lowレベル入力で起動 

0 SCIチャネル 0の送信データエンプティ割り込みで起動 0 

1 SCIチャネル 0の受信完了割り込みで起動 

0 SCIチャネル 1の送信データエンプティ割り込みで起動 

0 

1 

1 

1 SCIチャネル 1の受信完了割り込みで起動 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 

1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 TPUチャネル 4のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 0 

1 TPUチャネル 5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

0 － 

1 

1 

1 

1 － 

【注】 * 転送許可後の最初の転送は Lowレベルで検出します。 

 

複数のチャネル間で同一の起動要因を選択することが可能です。この場合、チャネル間の優先順位に従い、優

先度の高いチャネルから起動されます。チャネル間の優先順位については「8.5.13 DMAC複数チャネルの動作」

を参照してください。 
 

8.3.5 DMAバンドコントロールレジスタ（DMABCR） 

15

FAE1

0

R/W

14

FAE0

0

R/W

13

―

0

R/W

12

―

0

R/W

11

DTA1

0

R/W

8

―

0

R/W

10

―

0

R/W

9

DTA0

0

R/W

ビット

DMABCRH

初期値

R/W

：

：

：

：

7

DTME1

0

R/W

6

DTE1

0

R/W

5

DTME0

0

R/W

4

DTE0

0

R/W

3

DTIE1B

0

R/W

0

DTIE0A

0

R/W

2

DTIE1A

0

R/W

1

DTIE0B

0

R/W

ビット

DMABCRL

初期値

R/W

：

：

：

：
 

DMABCRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DMACの各チャネルの動作を制御します。 

DMABCRは、リセットまたはスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
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• ビット15：フルアドレスイネーブル1（FAE1） 

チャネル1を、ショートアドレスモードまたはフルアドレスモードのどちらで使用するかを指定するビットで

す。 

フルアドレスモードでは、チャネル1A、1Bを、組み合わせてチャネル1として使用できます。 

 
ビット 15 

FAE1 

説   明 

0 ショートアドレスモード （初期値） 

1 フルアドレスモード 

 

• ビット14：フルアドレスイネーブル0（FAE0） 

チャネル0を、ショートアドレスモードまたはフルアドレスモードのどちらで使用するかを指定するビットで

す。 

フルアドレスモードでは、チャネル0A、0Bを、組み合わせてチャネル0として使用できます。 

 
ビット 14 

FAE0 

説   明 

0 ショートアドレスモード （初期値） 

1 フルアドレスモード 

 

• ビット13、12：リザーブビット 

リード／ライト可能です。 

 

• ビット11、9：データトランスファアクノレッジ（DTA） 

データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み要因の、DMA転送時のクリアを許可また

は禁止するビットです。 

DTE＝1のときDTA＝1となっていると、データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み

要因はDMA転送により自動的にクリアされます。DTE＝1、DTA＝1の状態では、データトランスファファク

タによって選択されている内部割り込みはCPUおよびDTCに割り込みを要求しません。 

DTE＝1のときDTA＝0となっていると、データトランスファファクタによって選択されている内部割り込み

要因は転送時にはクリアされず、並行してCPUまたはDTCに割り込みを要求することができます。この場合

は、CPUまたはDTC転送で割り込み要因をクリアしてください。 

DTE＝0の状態では、DTAビットによらず、データトランスファファクタによって選択されている内部割り込

みはCPUまたはDTCに割り込みを要求します。 

DTMEビットの状態は、前述の動作に影響を与えません。 

 



 

8. DMAコントローラ（DMAC） 

8-24  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

• ビット11：データトランスファアクノレッジ1（DTA1） 

チャネル1のデータトランスファファクタによって選択されている、内部割り込み要因のDMA転送時のクリ

アを、許可または禁止するビットです。 

 
ビット 11 

DTA1 

説   明 

0 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 （初期値） 

1 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

 

• ビット9：データトランスファアクノレッジ0（DTA0） 

チャネル0のデータトランスファファクタによって選択されている、内部割り込み要因のDMA転送時のクリ

アを、許可または禁止するビットです。 

 
ビット 9 

DTA0 

説   明 

0 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 （初期値） 

1 選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

 

• ビット10、8：リザーブビット 

リード／ライト可能です。 

 

• ビット7、5：データトランスファマスタイネーブル（DTME） 

DTEビットとともに当該チャネルのデータ転送の許可または禁止を制御します。DTMEビットとDTEビット

をいずれも1にセットすると、そのチャネルは転送許可状態となります。 

NMI割り込みが発生したとき、当該チャネルがバーストモード転送中である場合にはDTMEビットがクリア

され、転送を中断してCPUにバス権を移します。その後、DTMEビットを1にセットすると、中断された転送

が再開されます。ただし、ブロック転送モードでは、NMI割り込みによりDTMEビットがクリアされること

はなく、転送を中断することはありません。 

DTMEビット＝0となる条件： 

• 初期化されたとき 

• バーストモードでNMIが入力されたとき 

• DTMEビットに0をライトしたとき 

 

DTMEビット＝1となる条件： 

• DTMEビット＝0をリード後、DTMEビットに1をライトしたとき 
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• ビット7：データトランスファマスタイネーブル1（DTME1） 

チャネル1のデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 7 

DTME1 

説   明 

0 データ転送禁止。バーストモード時に、NMI割り込みが発生すると 0にクリア （初期値） 

1 データ転送許可 

 

• ビット5：データトランスファマスタイネーブル0（DTME0） 

チャネル0のデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 5 

DTME0 

説   明 

0 データ転送禁止。バーストモード時に、NMI割り込みが発生すると 0にクリア （初期値） 

1 データ転送許可 

 

• ビット6、4：データトランスファイネーブル（DTE） 

DTE＝0のときはデータ転送禁止の状態であり、データトランスファファクタによって選択されている起動要

因は無視されます。このとき、起動要因が内部割り込みである場合には、CPUまたはDTCに割り込みが要求

されます。また、DTE＝0のときにDTIE＝1となっていると、DMACは転送終了とみなし、CPUに対し転送終

了割り込みを要求します。 

DTE＝0となる条件： 

• 初期化されたとき 

• 指定された回数分の転送を終了したとき 

• 強制的に転送を打ち切るなどの理由により、DTEビットに0をライトしたとき 

 

DTE＝1かつDTME＝1のときはデータ転送許可状態であり、データトランスファファクタによって選択され

ている起動要因の要求待ち状態になります。起動要因による要求が発生すると、転送が実行されます。 

DTE＝1となる条件： 

• DTE＝0をリード後、DTEビットに1をライトしたとき 

 

• ビット6：データトランスファイネーブル1（DTE1） 

チャネル1のデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 6 

DTE1 

説   明 

0 データ転送を禁止 （初期値） 

1 データ転送を許可 
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• ビット4：データトランスファイネーブル0（DTE0） 

チャネル0のデータ転送を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 4 

DTE0 

説   明 

0 データ転送を禁止 （初期値） 

1 データ転送を許可 

 

• ビット3、1：データトランスファインタラプトイネーブルB（DTIEB） 

転送中断時のCPUまたはDTCに対する割り込みを許可または禁止するビットです。DTME＝0のときにDTIEB

＝1となっていると、DMACは転送中断とみなし、CPUまたはDTCに対し転送中断割り込みを要求します。 

転送中断割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにてDTIEBビットを0にクリアする方法と、DTME

ビットを1にセットして転送継続の処理を行う方法があります。 

 

• ビット3：データトランスファインタラプトイネーブル1B（DTIE1B） 

チャネル1の転送中断割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 3 

DTIE1B 

説   明 

0 転送中断割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送中断割り込みを許可 

 

• ビット1：データトランスファインタラプトイネーブル0B（DTIE0B） 

チャネル0の転送中断割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 1 

DTIE0B 

説   明 

0 転送中断割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送中断割り込みを許可 

 

• ビット2、0：データトランスファエンドインタラプトイネーブルA（DTIEA） 

転送終了時のCPUまたはDTCに対する割り込みを許可または禁止するビットです。DTE＝0のときにDTIEA

＝1となっていると、DMACは転送終了とみなし、CPUまたはDTCに対し転送終了割り込みを要求します。 

転送終了割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにてDTIEAビットを0にクリアする方法と、転送カ

ウンタ、アドレスレジスタを再設定後にDTEビットを1にセットして転送継続の処理を行う方法があります。 
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• ビット2：データトランスファエンドインタラプトイネーブル1A（DTIE1A） 

チャネル1の転送終了割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 2 

DTIE1A 

説   明 

0 転送終了割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送終了割り込みを許可 

 

• ビット0：データトランスファエンドインタラプトイネーブル0A（DTIE0A） 

チャネル0の転送終了割り込みを許可または禁止するビットです。 

 
ビット 0 

DTIE0A 

説   明 

0 転送終了割り込みを禁止 （初期値） 

1 転送終了割り込みを許可 
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8.4 各レジスタの説明（3） 

8.4.1 DMAライトイネーブルレジスタ（DMAWER） 

DMACは、転送終了割り込みによって DTCを起動し、転送終了したチャネルを DTCのチェイン転送を利用し

て書き換え、再起動させることができます。DMAWERは、目的とするチャネル以外のレジスタを不用意に書き換

えることのないように、特定チャネルの DMACRならびに DMATCR、DMABCRの特定ビットを変更できるよう

に制限するものです。DMAWERによる制限は、DTCに対し有効です。 

図 8.2にチャネル 0Aの転送終了割り込みにより DTCを起動し、チャネル 0Aを再起動するための転送領域を

示します。1回目の DTC転送によりアドレスレジスタ、カウントレジスタの領域を再設定し、続いて 2回目の DTC

チェイン転送によりコントロールレジスタの領域を再設定します。 

コントロールレジスタの領域を再設定する際には、他のチャネルの内容を変更できないように DMAWERのビ

ットを設定してマスクを行ってください。 

DTC

MAR0A

IOAR0A

ETCR0A

MAR0B

IOAR0B

ETCR0B

MAR1A

IOAR1A

ETCR1A

MAR1B

IOAR1B

ETCR1B

DMATCR

DMACR0B

DMACR1B

DMAWER

DMACR0A

DMACR1A

DMABCR
チェイン転送による
2回目の転送領域

1回目の転送領域

 

図 8.2 DTCによるレジスタ再設定領域（例：チャネル 0A） 
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DMAWERは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DTCに対し、DMACR、DMABCR、DMATCRへの

ライトの許可または禁止を制御します。 

DMAWERは、リセットまたはスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
 

• ビット7～4：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット3：ライトイネーブル1B（WE1B） 

DTCに対し、DMACR1BのすべてのビットとDMABCRのビット11、7、3、DMATCRのビット5へのライトを

許可または禁止するビットです。 

 
ビット 3 

WE1B 

説   明 

0 DMACR1Bのすべてのビットと DMABCRのビット 11、7、3、DMATCRのビット 5へのライトを禁止

 （初期値） 

1 DMACR1Bのすべてのビットと DMABCRのビット 11、7、3、DMATCRのビット 5へのライトを許可 

 

• ビット2：ライトイネーブル1A（WE1A） 

DTCに対し、DMACR1AのすべてのビットとDMABCRのビット10、6、2へのライトを許可または禁止するビ

ットです。 

 
ビット 2 

WE1A 

説   明 

0 DMACR1Aのすべてのビットと DMABCRのビット 10、6、2へのライトを禁止 （初期値） 

1 DMACR1Aのすべてのビットと DMABCRのビット 10、6、2へのライトを許可 

 

• ビット1：ライトイネーブル0B（WE0B） 

DTCに対し、DMACR0BのすべてのビットとDMABCRのビット9、5、1、DMATCRのビット4へのライトを許

可または禁止するビットです。 

 
ビット 1 

WE0B 

説   明 

0 DMACR0Bのすべてのビットと DMABCRのビット 9、5、1、DMATCRのビット 4へのライトを禁止 

 （初期値） 

1 DMACR0Bのすべてのビットと DMABCRのビット 9、5、1、DMATCRのビット 4へのライトを許可 
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• ビット0：ライトイネーブル0A（WE0A） 

DTCに対し、DMACR0AのすべてのビットとDMABCRのビット8、4、0へのライトを許可または禁止するビ

ットです。 

 
ビット 0 

WE0A 

説   明 

0 DMACR0Aのすべてのビットと DMABCRのビット 8、4、0へのライトを禁止 （初期値） 

1 DMACR0Aのすべてのビットと DMABCRのビット 8、4、0へのライトを許可 

 

DMAWERの設定にかかわらず、DTCによるDMABCRのビット15～12（FAE、SAE）へのライトは無効です。

これらのビットを変更する場合はCPUによる処理で行ってください。 

DTCによるDMABCRのビット7～4（DTE）へのライトは、0をリードせずに1をライトすることが可能になっ

ています。フルアドレスモードに設定されているチャネルの再起動は、再起動しようとするチャネルのライ

トイネーブルAとライトイネーブルBにともに1をライトしてください。 

MAR、IOAR、ETCRは、DMAWERの設定にかかわらず常にライト可能です。これらのレジスタの変更は、

変更しようとするチャネルが停止している状態で行ってください。 

 

8.4.2 DMAターミナルコントロールレジスタ（DMATCR） 
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DMATCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、DMACの転送終了端子の出力の許可または禁止を制

御します。ビットの設定によりポートを自動的に出力に設定し、転送終了信号を出力することができます。 

DMATCRは、リセットまたはスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
 

• ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット5：転送終了端子イネーブル1（TEE1） 

転送終了端子1（TEND1）の出力を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 5 

TEE1 

説   明 

0 TEND1端子出力を禁止 （初期値） 

1 TEND1端子出力を許可 
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• ビット4：転送終了端子イネーブル0（TEE0） 

転送終了端子0（TEND0）の出力を許可または禁止するビットです。 

 
ビット 4 

TEE0 

説   明 

0 TEND0端子出力を禁止 （初期値） 

1 TEND0端子出力を許可 

 

TEND端子は、ショートアドレスモードではチャネルBのみに割り当てられています。 

転送終了信号は、転送要因によらず、転送カウンタが0になった転送サイクルを示しています。例外として、

ブロック転送モードの場合は、ブロックカウンタが0になった転送サイクルを示しています。 

 

• ビット3～0：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

8.4.3 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 
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MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPA7ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で DMACは動作を停止してモジュールストップ

モードへ遷移します。詳細は、「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：モジュールストップ（MSTPA7） 

DMACのモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 7 

MSTPA7 

説   明 

0 DMACのモジュールストップモード解除 （初期値） 

1 DMACのモジュールストップモード設定 
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8.5 動作説明 

8.5.1 転送モード 

DMACのモード一覧を表 8.5に示します。 
 

表 8.5 DMACの転送モード 

転送モード 転送要因 備 考 

デュアル 

アドレス 

モード 

（1）シーケンシャル

モード 

（2）アイドルモード

 

（3）リピートモード

 

ショート 

アドレス 

モード 

（4）シングルアドレスモード 

• TPUチャネル 0～5のコンペアマ

ッチ／インプットキャプチャ A

割り込み 

• SCIの送信データエンプティ割

り込み 

• SCIの受信完了割り込み 

• A/D変換器の変換終了割り込み 

• 外部リクエスト 

• 最大 4チャネルを独立に動作可

能 

• 外部リクエストはチャネル Bの

み可能 

• シングルアドレスモードはチャ

ネル Bのみ可能 

• シングルアドレスモードに対し

ても（1）、（2）、（3）の各モー

ドを指定可能 

（5）ノーマルモード • 外部リクエスト 

• オートリクエスト 

フル 

アドレス 

モード 
（6）ブロック転送モード • TPUチャネル 0～5のコンペアマ

ッチ／インプットキャプチャ A

割り込み 

• SCIの送信データエンプティ割

り込み 

• SCIの受信完了割り込み 

• A/D変換器の変換終了割り込み 

• 外部リクエスト 

• チャネル A、Bを組み合わせて、

最大 2チャネル動作可能 

• オートリクエストでは、バースト

モード転送／サイクルスチール

転送の選択可能 

 

各モードの動作概要を以下に示します。 
 

（1） シーケンシャルモード 

1回の転送要求に対して、1バイトまたは 1ワードずつ指定された回数だけ転送を行います。指定された回数の

転送が終了すると CPUまたは DTCに割り込みを要求することができます。アドレスの一方は 24ビット、他方は

16ビットで指定します。転送方向はプログラマブルです。 
 

（2） アイドルモード 

1回の転送要求に対して、1バイトまたは 1ワードずつ指定された回数だけ転送を行います。指定された回数の

転送が終了すると CPUまたは DTCに割り込みを要求することができます。アドレスの一方は 24ビット、他方は

16ビットで指定します。転送元および転送先アドレスは固定になります。転送方向はプログラマブルです。 
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（3） リピートモード 

1回の転送要求に対して、1バイトまたは 1ワードずつ指定された回数だけ転送を行います。指定された回数の

転送が終了するとアドレスと転送カウンタを設定値に戻し、動作を継続します。CPUまたは DTCに対して割り込

みは要求しません。アドレスの一方は 24ビット、他方は 16ビットで指定します。転送方向はプログラマブルで

す。 
 

（4） シングルアドレスモード 

1回の転送要求に対して、1バイトまたは 1ワードずつ指定された回数だけ外部メモリと外部デバイス間の転送

を行います。デュアルアドレスモードと異なり、ソースおよびデスティネーションのアクセスが並行に行われま

す。このため、ソースまたはデスティネーションのどちらか一方は、DACK端子によるストローブだけでアクセ

スできる外部デバイスとなります。アドレスの一方は 24ビットで指定し、他方は自動的に端子が設定されます。

転送方向はプログラマブルです。 

シングルアドレスモードでも、（1）～（3）の各モードを指定できます。 
 

（5） ノーマルモード 

（a） オートリクエスト 

レジスタ設定のみで DMACを起動し、指定された回数の転送が完了するまで転送を継続します。転送が完了す

るとCPUまたはDTCに対して割り込みを要求することができます。アドレスはいずれも24ビットで指定します。 

• サイクルスチールモード：1バイトまたはワード転送ごとにバスを他のバスマスタに解放します。 

• バーストモード：指定された転送が完了するまでバスを占有して転送を行います。 

 

（b） 外部リクエスト 

1回の転送要求に対して、1バイトまたは 1ワードずつ指定された回数だけ転送を行います。指定された回数の

転送が終了すると、CPUまたは DTCに対して割り込みを要求することができます。アドレスはいずれも 24ビッ

トで指定します。 
 

（6） ブロック転送モード 

1回の転送要求に対して指定されたブロックサイズのブロック転送を行います。これを転送要求のたびに、指定

された回数だけ繰り返します。1回のブロック転送が終了するたびに、一方のアドレスは設定値に戻ります。指定

された回数のブロック転送が終了すると、CPUまたは DTCに対して割り込みを要求することができます。アドレ

スはいずれも 24ビットで指定します。 
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8.5.2 シーケンシャルモード 

シーケンシャルモードは、DMACRの RPEビットを 0に設定することで指定できます。シーケンシャルモード

では、1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードずつ転送後にMARを更新、これを ETCRで指定した回数

だけ実行します。 

アドレスの一方はMAR、他方は IOARで指定します。転送方向は DMACRの DTDIRビットにより指定できま

す。 

シーケンシャルモード時のレジスタの機能を表 8.6に示します。 
 

表 8.6 シーケンシャルモード時のレジスタの機能 

機 能 対象レジスタ 

DTDIR＝0 DTDIR＝1 

初期設定値 動 作 

23 0

MAR

ソースアドレ

スレジスタ 

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

 

1回の転送ごとにイン

クリメント／デクリ

メント 

23 0

IOAR

15

H'FF

デスティネー

ションアドレ

スレジスタ 

ソースアドレス

レジスタ 

転送元または転送先

の先頭アドレス 

固定 

015

ETCR

転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとにデク

リメント。H'0000にな

ると、転送終了 

【記号説明】 

MAR ：メモリアドレスレジスタ 

IOAR ：I/Oアドレスレジスタ 

ETCR ：転送カウントレジスタ 

DTDIR ：データトランスファディレクションビット 

 

MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。MARは 1回のバイトまたはワード転

送のたびに 1または 2を、インクリメント／デクリメントします。 

IOARにもう一方のアドレスの下位 16ビットを指定します。IOARより上位 8ビットは H'FFとなります。 
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シーケンシャルモードの動作を図 8.3に示します。 

アドレスT

アドレスB

転送 IOAR

1回の転送要求で
1バイト／ワード転送を行う

【記号説明】
 アドレスT＝L
 アドレスB＝L＋(－1)DTID・(2DTSZ・(N－1))
　　　　 L＝MARの設定値
　　　　 N＝ETCRの設定値

 

図 8.3 シーケンシャルモードの動作 
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転送回数はETCRによって 16ビットで指定します。ETCRは 1回の転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、

H'0000になったときに DTEビットをクリアして転送を終了します。このとき、DTIEビットが 1にセットされて

いると CPUまたは DTCに割り込みを要求します。 

なお、転送回数の最大値は ETCRに H'0000を設定したときで、65536となります。 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信完了／受信完了割り

込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあります。外部リクエ

ストは、チャネル Bのみ設定できます。 

シーケンシャルモードの設定手順例を図 8.4に示します。 

シーケンシャル
モードの設定

DMABCRHの設定

転送元、転送先
アドレスの設定

転送回数の設定

DMACRの設定

DMABCRLのリード

DMABCRLの設定

シーケンシャル
モード

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［1］DMABCRHの各ビットを設定してください。

・FAEビットを0にクリアしてショートアドレス

モードにしてください。

・DTAビットにより、内部割り込みクリアの許可

または禁止を指定してください。

［2］転送元アドレスと転送先アドレスをMARとIOAR

に設定してください。

［3］転送回数をETCRに設定してください。

［4］DMACRの各ビットを設定してください。

・DTSZビットにより、転送データサイズを設定

してください。

・DTIDビットにより、MARをインクリメントす

るかデクリメントするかを設定してください。

・RPEビットを0にクリアしてシーケンシャルモ

ードに設定してください。

・DTDIRビットで転送方向を指定してください。

・DTF3～DTF0ビットで起動要因を選択してくだ

さい。

［5］DMABCRLのDTEビット＝0の状態をリードして

ください。

［6］DMABCRLの各ビットを設定してください。

・DTIEビットにより、転送終了時の割り込みの許

可または禁止を指定してください。

・DTEビットを1にセットして、転送許可状態と

してください。

 

図 8.4 シーケンシャルモードの設定手順例 
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8.5.3 アイドルモード 

アイドルモードは、DMACRの RPEビットと DTIEビットを 1に設定することで指定できます。アイドルモー

ドでは、1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードずつ転送、これをETCRで指定した回数だけ実行します。 

アドレスの一方はMAR、他方は IOARで指定します。転送方向は DMACRの DTDIRビットにより指定できま

す。 

アイドルモード時のレジスタの機能を表 8.7に示します。 
 

表 8.7 アイドルモード時のレジスタの機能 

機 能 対象レジスタ 

DTDIR＝0 DTDIR＝1 

初期設定値 動 作 

23 0

MAR

ソースアドレス

レジスタ 

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

固定 

23 0

IOAR

15

H'FF

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

ソースアドレス

レジスタ 

転送元または転送先

の先頭アドレス 

固定 

015

ETCR

転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとにデク

リメント。H'0000にな

ると、転送終了 

【記号説明】 

MAR ：メモリアドレスレジスタ 

IOAR ：I/Oアドレスレジスタ 

ETCR ：転送カウントレジスタ 

DTDIR ：データトランスファディレクションビット 

 

MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。MARは 1回のバイトまたはワード転

送のたびにインクリメントもデクリメントもされません。 

IOARにもう一方のアドレスの下位 16ビットを指定します。IOARより上位 8ビットは H'FFとなります。 
 

アイドルモードの動作を図 8.5に示します。 

転送 IOAR

1回の転送要求で
1バイト／ワード転送を行う

MAR

 

図 8.5 アイドルモードの動作 
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転送回数はETCRによって 16ビットで指定します。ETCRは 1回の転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、

H'0000になったときに DTEビットをクリアして転送を終了します。このとき、DTIEビットが 1にセットされて

いると CPUまたは DTCに割り込みを要求します。 

なお、転送回数の最大値は ETCRに H'0000を設定したときで、65536となります。 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信完了／受信完了割り

込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあります。外部リクエ

ストは、チャネル Bのみ設定できます。 

また、シングルアドレスモードで使用する場合は、チャネル B側のみ設定できます。 

アイドルモードの設定手順例を図 8.6に示します。 
 

アイドル
モードの設定

DMABCRHの設定

転送元、転送先
アドレスの設定

転送回数の設定

DMACRの設定

DMABCRLのリード

DMABCRLの設定

アイドル
モード

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［1］DMABCRHの各ビットを設定してください。

・FAEビットを0にクリアしてショートアドレスモ

ードにしてください。

・DTAビットにより、内部割り込みクリアの許可

または禁止を指定してください。

［2］転送元アドレスと転送先アドレスをMARとIOAR

に設定してください。

［3］転送回数をETCRに設定してください。

［4］DMACRの各ビットを設定してください。

・DTSZビットにより、転送データサイズを設定し

てください。

・DTIDビットにより、MARをインクリメントする

かデクリメントするかを設定してください。

・RPEビットを1にセットしてください。

・DTDIRビットで転送方向を指定してください。

・DTF3～DTF0ビットで起動要因を選択してくだ

さい。

［5］DMABCRLのDTEビット＝0の状態をリードしてく

ださい。

［6］DMABCRLの各ビットを設定してください。

・DTIEビットを1にセットしてください。

・DTEビットを1にセットして、転送許可状態とし

てください。

 

図 8.6 アイドルモードの設定手順例 
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8.5.4 リピートモード 

リピートモードは、DMACRの RPEビットを 1、DTIEビットを 0に設定することで指定できます。リピートモ

ードでは、1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードずつ転送後にMARを更新、これを ETCRLで指定し

た回数だけ実行します。指定された回数の転送終了時に、自動的にMAR、ETCRLは設定値に戻り、動作を継続

します。 

アドレスの一方はMAR、他方は IOARで指定します。転送方向は DMACRの DTDIRビットにより指定できま

す。 

リピートモード時のレジスタの機能を表 8.8に示します。 
 

表 8.8 リピートモード時のレジスタの機能 

機 能 対象レジスタ 

DTDIR＝0 DTDIR＝1 

初期設定値 動 作 

23 0

MAR

ソースアドレス

レジスタ 

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

 

1回の転送ごとにイン

クリメント／デクリ

メント。H'0000になる

と、初期設定値に回復 

23 0

IOAR

15

H'FF

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

ソースアドレス

レジスタ 

転送元または転送先

の先頭アドレス 

固定 

0

ETCRH

7

0

ETCRL

7

転送回数保持 

 

 

 

転送カウンタ 

転送回数 

 

 

 

転送回数 

固定 

 

 

 

1回の転送ごとにデク

リメント。H'00になる

と、ETCRHの値をロ

ード 

【記号説明】 

MAR ：メモリアドレスレジスタ 

IOAR ：I/Oアドレスレジスタ 

ETCR ：転送カウントレジスタ 

DTDIR ：データトランスファディレクションビット 

 

MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。MARは、1回のバイトまたはワード

転送のたびに 1または 2をインクリメント／デクリメントします。 

IOARにもう一方のアドレスの下位 16ビットを指定します。IOARより上位 8ビットは H'FFとなります。 

転送回数は ETCRH、ETCRLによって 8ビットで指定します。なお、転送回数の最大値は ETCRH、ETCRLに

それぞれ H'00を設定したときで、256となります。 

リピートモードでは ETCRLを転送カウンタとし、ETCRHは転送回数保持に使用します。ETCRLは 1回の転送

を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'00になると ETCRHの値がロードされます。このとき、MARは DMACR
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の DTSZ、DTIDビットの値に応じて設定値を回復します。MARの回復の動作は次のようになります。 
 

MAR＝MAR －(－1)DTID・2DTSZ・ETCRH 
 

ETCRHと ETCRLは、同じ値に設定してください。 

リピートモードでは、DTEビットがクリアされるまで動作を継続します。したがって、転送を終了するには DTE

ビットを 0にクリアしてください。CPUまたは DTCに対して転送終了割り込みは要求しません。 

DTEビットをクリア後、DTEビットを再びセットすると、DTEビットをクリアした時点で終了した転送の続き

から再開することができます。 
 

リピートモードの動作を図 8.7に示します。 

アドレスT

アドレスB

転送 IOAR

1回の転送要求で
1バイト／ワード転送を行う

【記号説明】
 アドレスT＝L
 アドレスB＝L＋(－1)DTID・(2DTSZ・(N－1))
　　　　 L＝MARの設定値
　　　　 N＝ETCRの設定値

 

図 8.7 リピートモードの動作図 
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転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信完了／受信完了割り

込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあります。外部リクエ

ストは、チャネル Bのみ設定できます。 

リピートモードの設定手順例を図 8.8に示します。 

リピート
モードの設定

DMABCRHの設定

転送元、転送先
アドレスの設定

転送回数の設定

DMACRの設定

DMABCRLのリード

DMABCRLの設定

リピート
モード

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［1］DMABCRHの各ビットを設定してください。

・FAEビットを0にクリアしてショートアドレスモ

ードにしてください。

・DTAビットにより、内部割り込みクリアの許可

または禁止を指定してください。

［2］転送元アドレスと転送先アドレスをMARとIOAR

に設定してください。

［3］転送回数をETCRH、ETCRL両方に設定してくだ

さい。

［4］DMACRの各ビットを設定してください。

・DTSZビットにより、転送データサイズを設定し

てください。

・DTIDビットにより、MARをインクリメントする

かデクリメントするかを設定してください。

・RPEビットを1にセットしてください。

・DTDIRビットで転送方向を指定してください。

・DTF3～DTF0ビットで起動要因を選択してくだ

さい。

［5］DMABCRLのDTEビット＝0の状態をリードしてく

ださい。

［6］DMABCRLの各ビットを設定してください。

・DTIEビットを0にクリアしてください。

・DTEビットを1にセットして、転送許可状態とし

てください。

 

図 8.8 リピートモードの設定手順例 
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8.5.5 シングルアドレスモード 

シングルアドレスモードは、チャネル Bのみ設定できます。ショートアドレスモードにおいて、DMABCRの

SAEビットを 1に設定することで指定できます。 

アドレスの一方はMARで指定し、他方は自動的にデータ転送アクノレッジ端子（DACK）に設定されます。転

送方向は DMACRの DTDIRビットにより指定できます。 

シングルアドレスモード時のレジスタの機能を表 8.9に示します。 
 

表 8.9 シングルアドレスモード時のレジスタの機能 

機 能 対象レジスタ 

DTDIR＝0 DTDIR＝1 

初期設定値 動 作 

23 0

MAR

ソースアドレス

レジスタ 

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

 

* 

DACK端子 ライト 

ストローブ 

リード 

ストローブ 

（SAEビットによる

自動設定、IOARは無

効） 

外部デバイスに対す

るストローブ 

015

ETCR

転送カウンタ 転送回数 * 

【記号説明】 

MAR ：メモリアドレスレジスタ 

IOAR ：I/Oアドレスレジスタ 

ETCR ：転送カウントレジスタ 

DTDIR ：データトランスファディレクションビット 

DACK ：データ転送アクノレッジ 

【注】 * 「8.5.2 シーケンシャルモード」、「8.5.3 アイドルモード」、「8.5.4 リピートモード」の各動作を参照してく

ださい。 

 

MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。 

IOARは無効となり、代わりに外部デバイスに対するストローブ（DACK）を出力します。 
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シングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定時）の動作を図 8.9に示します。 

アドレスT

アドレスB

転送 DACK

1回の転送要求で
1バイト／ワード転送を行う

【記号説明】
 アドレスT＝L
 アドレスB＝L＋(－1)DTID・(2DTSZ・(N－1))
　　　　 L＝MARの設定値
　　　　 N＝ETCRの設定値

 

図 8.9 シングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定時）の動作 
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シングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定）の設定手順例を図 8.10に示します。 

シングルアドレス
モードの設定

DMABCRHの設定

転送元、転送先
アドレスの設定

転送回数の設定

DMACRの設定

DMABCRLのリード

DMABCRLの設定

シングルアドレス
モード

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［1］DMABCRHの各ビットを設定してください。

・FAEビットを0にクリアしてショートアドレスモ

ードにしてください。

・SAEビットを1にセットしてシングルアドレスモ

ードにしてください。

・DTAビットにより、内部割り込みクリアの許可

または禁止を指定してください。

［2］転送元アドレス／転送先アドレスをMARに設定し

てください。

［3］転送回数をETCRに設定してください。

［4］DMACRの各ビットを設定してください。

・DTSZビットにより、転送データサイズを設定し

てください。

・DTIDビットにより、MARをインクリメントする

かデクリメントするかを設定してください。

・RPEビットを0にクリアしてシーケンシャルモー

ドに設定してください。

・DTDIRビットで転送方向を指定してください。

・DTF3～DTF0ビットで起動要因を選択してくだ

さい。

［5］DMABCRLのDTEビット＝0の状態をリードしてく

ださい。

［6］DMABCRLの各ビットを設定してください。

・DTIEビットにより、転送終了時の割り込みの許

可または禁止を指定してください。

・DTEビットを1にセットして、転送許可状態とし

てください。

 

図 8.10 シングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定）の設定手順例 
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8.5.6 ノーマルモード 

ノーマルモードは、チャネル A、Bを組み合わせて転送を行います。ノーマルモードは、DMABCRの FAEビ

ットを 1、DMACRAの BLKEビットを 0に設定することで指定できます。 

ノーマルモードでは、1回の転送要求に対して1バイトまたは1ワードずつ転送後にMARを更新、これをETCRA

で指定した回数だけ実行します。転送方向は、転送元をMARAで指定し、転送先をMARBで指定します。 

ノーマルモード時のレジスタの機能を表 8.10に示します。 
 

表 8.10 ノーマルモード時のレジスタの機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

23 0

MARA

ソースアドレスレジスタ 転送元先頭アドレス 1回の転送ごとにイン

クリメント／デクリ

メント、または固定 

23 0

MARB

デスティネーションアドレス 

レジスタ 

転送先先頭アドレス 1回の転送ごとにイン

クリメント／デクリ

メント、または固定 

015

ETCRA

転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとにデク

リメント、H'0000にな

ると転送終了 

【記号説明】 

MARA ：メモリアドレスレジスタ A 

MARB ：メモリアドレスレジスタ B 

ETCRA ：転送カウントレジスタ A 

 

転送元および転送先の先頭アドレスをMARA、MARBにそれぞれ 24ビットで指定します。MARは 1回のバイ

トまたはワード転送のたびに、1または 2インクリメント／デクリメントするか、または固定にすることができま

す。 

インクリメント／デクリメント／固定の選択は、MARA、MARB別々に設定可能です。 

転送回数は ETCRAにて 16ビットで指定します。転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'0000になった

ときに DTEビットをクリアして転送を終了します。このとき、DTIEビットが 1にセットされていると CPUまた

は DTCに割り込みを要求します。 

なお、転送回数の最大値は ETCRAに H'0000を設定したときで、65536となります。 
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ノーマルモードの動作を図 8.11に示します。 

アドレスTA

アドレスBA

転送 アドレスTB

【記号説明】
 アドレスTA＝LA
 アドレスTB＝LB
 アドレスBA＝LA＋SAIDE・(－1)SAID・(2DTSZ・(N－1))
 アドレスBB＝LB＋DAIDE・(－1)DAID・(2DTSZ・(N－1))
　　　　 LA＝MARAの設定値
　　　 　LB＝MARBの設定値
　　　　 N＝ETCRAの設定値

アドレスBB

 

図 8.11 ノーマルモードの動作 

 

転送要求（起動要因）には、外部リクエストとオートリクエストがあります。 

オートリクエストはレジスタの設定のみで起動され、指定された回数の転送を自動的に行います。オートリク

エストではサイクルスチールモードとバーストモードを選択できます。サイクルスチールモードでは、1回の転送

を行うたびに他のバスマスタにバスを解放します。バーストモードでは、転送終了までバスを占有し続けます。 

設定の詳細は「8.3.4 DMAコントロールレジスタ（DMACR）」を参照してください。 
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ノーマルモードの設定手順例を図 8.12に示します。 

ノーマル
モードの設定

DMABCRHの設定

転送元、転送先
アドレスの設定

転送回数の設定

DMACRの設定

DMABCRLのリード

DMABCRLの設定

ノーマル
モード

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［1］DMABCRHの各ビットを設定してください。

・FAEビットを1にセットしてフルアドレスモード

にしてください。

・DTAビットにより、内部割り込みクリアの許可

または禁止を指定してください。

［2］転送元アドレスをMARAに、転送先アドレスを

MARBに設定してください。

［3］転送回数をETCRAに設定してください。

［4］DMACRA、DMACRBの各ビットを設定してくださ

い。

・DTSZビットにより、転送データサイズを設定し

てください。

・SAID、SAIDEビットにより、MARAのインクリ

メント／デクリメント／固定を選択してくださ

い。

・BLKEビットを0にクリアしてノーマルモードに

設定してください。

・DAID、DAIDEビットにより、MARBのインクリ

メント／デクリメント／固定を選択してくださ

い。

・DTF3～DTF0ビットで起動要因を選択してくだ

さい。

［5］DMABCRLのDTEビット＝0、DTMEビット＝0の

状態をリードしてください。

［6］DMABCRLの各ビットを設定してください。

・DTIEビットにより、転送終了時の割込みの許可

または禁止を指定してください。

・DTME、DTEビットをともに1にセットして、転

送許可状態としてください。
 

図 8.12 ノーマルモードの設定手順例 
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8.5.7 ブロック転送モード 

ブロック転送モードは、チャネル A、Bを組み合わせて転送を行います。ブロック転送モードは、DMABCRの

FAEビットを 1に、DMACRAの BLKEビットを 1にセットすることで指定できます。 

ブロック転送モードでは、1回の転送要求に対して指定されたブロックサイズの転送を行い、これを指定された

回数だけ実行します。転送方向は、転送元をMARAで指定し、転送先をMARBで指定します。転送元または転

送先のどちらをブロックエリア（複数バイト／ワードで構成されたエリア）とするかを選択できます。 

ブロック転送モード時のレジスタの機能を表 8.11に示します。 
 

表 8.11 ブロック転送モード時のレジスタの機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

23 0

MARA

ソースアドレスレジスタ 転送元先頭アドレス 1回の転送ごとにインク

リメント／デクリメン

ト、または固定 

23 0

MARB

デスティネーションアドレス 

レジスタ 

転送先先頭アドレス 1回の転送ごとにインク

リメント／デクリメン

ト、または固定 

0

ETCRAH

7

0

ETCRAL

7

ブロックサイズ保持 

 

 

 

ブロックサイズカウンタ 

ブロックサイズ 

 

 

 

ブロックサイズ 

固定 

 

 

 

1回の転送ごとにデクリ

メント、H'00になると

ETCRHの値をコピー 

15 0

ETCRB

ブロック転送カウンタ ブロック転送回数 1ブロック転送ごとにデ

クリメント。H'0000に

なると転送終了 

【記号説明】 

MARA ：メモリアドレスレジスタ A 

MARB ：メモリアドレスレジスタ B 

ETCRA ：転送カウントレジスタ A 

ETCRB ：転送カウントレジスタ B 
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転送元および転送先の先頭アドレスをMARA、MARBにそれぞれ 24ビットで指定します。MARは 1回のバイ

トまたはワード転送のたびに 1または 2インクリメント／デクリメントするか、または固定にすることができま

す。 

インクリメント／デクリメント／固定の選択はMARA、MARB別々に設定可能です。 

MARA、MARBのどちらをブロックとするかは、DMACRAの BLKDIRビットで指定します。 

転送回数は、1ブロックの大きさをM（M＝1～256）とし、N（N＝1～65536）回の転送を行うとき、ETCRAH、

ETCRALの両方にMを、ETCRBに Nを設定します。 

MARBをブロックエリアにした場合のブロック転送モードの動作を図 8.13に示します。 

アドレスTA

アドレスBA

転送

アドレスTB

【記号説明】
 アドレスTA＝LA
 アドレスTB＝LB
 アドレスBA＝LA＋SAIDE・(－1)SAID・(2DTSZ・(M・N－1))
 アドレスBB＝LB＋DAIDE・(－1)DAID・(2DTSZ・(N－1))
　　　　 LA＝MARAの設定値
　　　 　LB＝MARBの設定値
　　　　 N ＝ETCRBの設定値
　　　　 M ＝ETCRAH、ETCRALの設定値

アドレスBB

第1ブロック

第2ブロック

第Nブロック

ブロックエリア

1回の要求で
Mバイト／ワードの
連続転送を行う

 

図 8.13 ブロック転送モードの動作（BLKDIR＝0） 
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MARAをブロックエリアにした場合のブロック転送モードの動作を図 8.14に示します。 

アドレスTB

アドレスBB

転送

アドレスTA

【記号説明】
 アドレスTA＝LA
 アドレスTB＝LB
 アドレスBA＝LA＋SAIDE・(－1)SAID・(2DTSZ・(N－1))
 アドレスBB＝LB＋DAIDE・(－1)DAID・(2DTSZ・(M・N－1))
　　　　 LA＝MARAの設定値
　　　　 LB＝MARBの設定値
　　　　 N ＝ETCRBの設定値
　　　　 M ＝ETCRAH、ETCRALの設定値

アドレスBA

第1ブロック

第2ブロック

第Nブロック

ブロックエリア

1回の要求で
Mバイト／ワードの
連続転送を行う

 

図 8.14 ブロック転送モードの動作（BLKDIR＝1） 

 

ETCRALは 1回のバイトまたはワード転送のたびに 1だけデクリメントされます。1回の転送要求に対して、

ETCRALが H'00になるまでバースト転送が行われます。ETCRALが H'00になったときに ETCRAHの値がロード

されます。このとき、DMACRAの BLKDIRビットでブロックに指定されたMARは、DMACRの DTSZおよび

SAID/DAID、SAIDE/DAIDEビットに応じて設定値を回復します。 

ETCRBは 1回のブロック転送のたびに 1だけデクリメントされ、H'0000になったときに DTEビットをクリア

して転送を終了します。このとき、DTIEビットが 1にセットされていると CPUまたは DTCに対して割り込みを

要求します。 
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図 8.15にブロック転送モードの動作フローを示します。 

バス権獲得

ETCRAL＝ETCRAL－1

転送要求あり

ETCRAL＝H'00

バス権解放

BLKDIR＝0

ETCRAL＝ETCRAH

ETCRB＝ETCRB－1

ETCRB＝H'0000

スタート
（DTE＝DTME＝1）

MARAで指定したアドレスをリード

MARA＝MARA＋SAIDE・(－1)SAID・2DTSZ

MARBで指定したアドレスへライト

MARB＝MARB＋DAIDE・(－1)DAID・2DTSZ

MARB＝MARB－DAIDE・(－1)DAID・2DTSZ・ETCRAH

MARA＝MARA－SAIDE・(－1)SAID・2DTSZ・ETCRAH

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

DTEビットを0に
クリアして転送終了

 

図 8.15 ブロック転送モードの動作フロー 
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転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信完了／受信完了割り

込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあります。 

設定の詳細は「8.3.4 DMAコントロールレジスタ（DMACR）」を参照してください。 

ブロック転送モードの設定手順例を図 8.16に示します。 

ブロック転送
モードの設定

DMABCRHの設定

転送元、転送先
アドレスの設定

転送回数の設定

DMACRの設定

DMABCRLのリード

DMABCRLの設定

ブロック転送
モード

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［1］DMABCRHの各ビットを設定してください。

・FAEビットを1にセットしてフルアドレスモー

ドにしてください。

・DTAビットにより、内部割り込みクリアの許

可または禁止を指定してください。

［2］転送元アドレスをMARAに、転送先アドレスを

MARBに設定してください。

［3］ブロックサイズをETCRAHとETCRALの両方に

設定してください。転送回数をETCRBに設定し

てください。

［4］DMACRA、DMACRBの各ビットを設定してくだ

さい。

・DTSZビットにより、転送データサイズを設定

してください。

・SAID、SAIDEビットにより、MARAのインク

リメント／デクリメント／固定を選択してく

ださい。

・BLKEビットを1にセットしてブロック転送モ

ードに設定してください。

・BLKDIRビットにより、転送元または転送先の

どちらをブロックエリアにするかを指定して

ください。

・DAID、DAIDEビットにより、MARBのインク

リメント／デクリメント／固定を選択してく

ださい。

・DTF3～DTF0ビットで起動要因を選択してく

ださい。

［5］DMABCRLのDTEビット＝0、DTMEビット＝0

の状態をリードしてください。

［6］DMABCRLの各ビットを設定してください。

・DTIEビットにより、転送終了時のCPUに対す

る割り込みの許可または禁止を指定してくだ

さい。

・DTME、DTEビットをともに1にセットして、

転送許可状態としてください。
 

図 8.16 ブロック転送モードの設定手順例 
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8.5.8 DMACの起動要因 

DMACの起動要因には、内部割り込み、外部リクエスト、およびオートリクエストがあります。転送モードお

よびチャネルにより、指定できる要因が表 8.12に示すように異なります。 
 

表 8.12 DMACの起動要因 

ショートアドレスモード フルアドレスモード 起動要因 

チャネル 

0A、1A 

チャネル 

0B、1B 

ノーマル 

モード 

ブロック 

転送モード 

ADI ○ ○ × ○ 

TXI0 ○ ○ × ○ 

RXI0 ○ ○ × ○ 

TXI1 ○ ○ × ○ 

RXI1 ○ ○ × ○ 

TGI0A ○ ○ × ○ 

TGI1A ○ ○ × ○ 

TGI2A ○ ○ × ○ 

TGI3A ○ ○ × ○ 

TGI4A ○ ○ × ○ 

内部割り込み 

TGI5A ○ ○ × ○ 

DREQ端子の立ち下がりエッジ入力 × ○ ○ ○ 外部リクエスト 

DREQ端子の Lowレベル入力 × ○ ○ ○ 

オートリクエスト × × ○ × 

【記号説明】 ○：指定可能 ×：指定不可 

 

（1） 内部割り込みによる起動 

DMACの起動要因として選択された割り込み要求は、CPU、DTCに対しても同時に要求を発生させることがで

きます。詳しくは「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

内部割り込みによる起動では、DMACは割り込みコントローラとは独立して要求を受け付けます。このため、

割り込みコントローラの優先順位の設定の影響を受けません。 

CPUの割り込み要因、DTCの起動要因としない割り込み要求により DMACが起動される場合（DTA＝1）、割

り込み要求フラグは DMA転送により自動的にクリアされます。ただし、ADI、TXI、RXI割り込みについては、

DMA転送で所定のレジスタをアクセスしないで、割り込み要因フラグはクリアされません。複数のチャネルで同

一の割り込みを起動要因とした場合、最も優先順位の高いチャネルが最初に起動された時点で、割り込み要求フ

ラグがクリアされます。その他のチャネルの転送要求は DMAC内部で保持されて、優先順位に従って起動されま

す。 

転送終了後などの DTE＝0の状態では、DTAビットにかかわらず、選択された起動要因は DMACに要求されま

せん。この場合、当該割り込みは、CPUまたは DTCに要求されます。 

CPUの割り込み要因または DTCの起動要因と重なっている場合（DTA＝0）、割り込み要求フラグは DMACに
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よりクリアされることはありません。 
 

（2） 外部リクエストによる起動 

起動要因として、外部リクエスト（DREQ端子）を指定する場合は、該当するポートをあらかじめ入力に設定

しておいてください。 

外部リクエストにはレベルセンスとエッジセンスがあります。 

ショートアドレスモード、フルアドレスモードのノーマルモード時の外部リクエスト動作は次のようになりま

す。 

エッジセンスを選択した場合は、DREQ端子の Highレベルから Lowレベルの変化を検出するたびに、1バイト

または 1ワードの転送を行います。転送を完了する前に次のエッジが入力された場合は、次の転送が行われない

場合があります。 

レベルセンスを選択した場合、DREQ端子がHighレベルに保持されている間は、転送要求待ち状態となります。

また、DREQ端子が Lowレベルに保持されている間は、1バイトまたは 1ワードの転送を行うたびにバスを解放

しつつ、連続して転送を継続します。転送の途中で DREQ端子が Highレベルになった場合は、転送を中断し転送

要求待ち状態になります。 
 

（3） オートリクエストによる起動 

オートリクエストはレジスタ設定のみで起動され、転送終了まで転送を継続します。 

オートリクエストでは、サイクルスチールモードとバーストモードが選択できます。 

サイクルスチールモードでは、DMACは 1バイトまたは 1ワードの転送を行うたびにバスを他のバスマスタに

解放します。通常、DMAサイクルと CPUサイクルが交互に繰り返されます。 

バーストモードでは、転送終了までバスを占有し、連続して転送を行います。 
 

（4） シングルアドレスモード 

DMACは、リードサイクル、ライトサイクルが別のバスサイクルとなるデュアルアドレスモードと、リードサ

イクル、ライトサイクルが平行して実行されるシングルアドレスモードがあります。 

デュアルアドレスモードは、ソースアドレスとデスティネーションアドレスを独立に指定して転送を行います。 

これに対し、シングルアドレスモードは、転送元または転送先のいずれか一方がアドレスによって指定される

外部空間と、アドレスにかかわらず、DACKストローブにより選択動作する外部デバイスとの転送を行います。

図 8.17にシングルアドレスモード時のデータバスを示します。 
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アドレスバス 外部メモリ

外部
デバイス

デ
ー
タ
バ
ス

（リード）

（ライト）

RD

HWR、LWR

A23～A0

本LSI

D15～D0
(ハイインピーダンス)

DACK

 

図 8.17 シングルアドレスモード時のデータバス 

 

シングルアドレスモードのリードで使用する場合、外部メモリから外部デバイスへの転送となり、DACK端子

は外部デバイスに対するライトストローブとして機能します。シングルアドレスモードのライトで使用する場合、

外部デバイスから外部メモリへの転送となり、DACK端子は外部デバイスに対するリードストローブとして機能

します。外部デバイスに対する方向制御はありませんので、上記のいずれか単方向で使用してください。 

シングルアドレスモード時のバスサイクルは、外部メモリエリアに対するバスコントローラの設定に従います。

外部デバイス側には、アドレスストローブと同期して DACKが出力されます。バスサイクルの詳細は「8.5.11 

DMACのバスサイクル（シングルアドレスモード）」を参照してください。 

シングルアドレスモード時の転送アドレスは、内部空間を指定しないでください。 
 

8.5.9 DMACの基本バスサイクル 

DMACの基本的なバスサイクルのタイミング例を図 8.18に示します。この例はワードサイズで 16ビット 2ス

テートアクセス空間から 8ビット 3ステートアクセス空間へ転送する場合の例です。CPUから DMACにバス権が

移ると、ソースアドレスのリード、デスティネーションアドレスのライトを行います。このリード、ライト動作

の間に、他のバス権要求などによってバスを解放することはありません。DMACサイクルは CPUサイクルと同様、

バスコントローラの設定に従います。 
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図 8.18 DMA転送バスタイミング例 

 

なお、内蔵メモリ、内部 I/Oレジスタへのアクセス時のアドレスは、外部のアドレスバスに出力されません。 
 

8.5.10 DMACのバスサイクル（デュアルアドレスモード） 

（1） ショートアドレスモード 

図 8.19に TEND出力を許可して、外部 8ビット 2ステートアクセス空間から、内部 I/O空間へバイトサイズで

ショートアドレスモード転送（シーケンシャル／アイドル／リピートモード）を行った場合の転送例を示します。 

φ

DMAリード

RD

HWR

TEND

LWR

DMAライト DMAリード DMAライト DMAリード DMAライト
DMA
デッド

アドレスバス

バス解放 バス解放 バス解放 バス解放最終転送サイクル
 

図 8.19 ショートアドレスモード転送例 
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1回の転送要求につき 1バイトまたは 1ワードの転送を行い、転送後、いったんバスを解放します。バス解放期

間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では DMAライトサイクルの後に DMAデッドサイク

ルが 1ステート入ります。 

リピートモードの場合、TEND出力を許可すると、転送カウンタが 0となった転送サイクルで TEND出力が Low

レベルとなります。 
 

（2） フルアドレスモード（サイクルスチールモード） 

図 8.20に TEND出力を許可して、外部 16ビット 2ステートアクセス空間から、外部 16ビット 2ステートアク

セス空間へワードサイズでフルアドレスモード転送（サイクルスチールモード）を行った場合の転送例を示しま

す。 

φ

DMAリード

RD

HWR

TEND

LWR

DMAライト DMAリード DMAライト DMAリード DMAライト
DMA
デッド

アドレスバス

バス解放 バス解放 バス解放 バス解放最終転送サイクル
 

図 8.20 フルアドレスモード（サイクルスチール）転送例 

 

1バイトまたは 1ワードの転送を行い、転送後、いったんバスを解放します。バス解放期間中は CPUまたは DTC

によるバスサイクルが 1回入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では DMAライトサイクルの後に DMAデッドサイク

ルが 1ステート入ります。 
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（3） フルアドレスモード（バーストモード） 

図 8.21に TEND出力を許可して、外部 16ビット 2ステートアクセス空間から、外部 16ビット 2ステートアク

セス空間へワードサイズでフルアドレスモード転送（バーストモード）を行った場合の転送例を示します。 

φ

DMAリード

RD

HWR

TEND

LWR

DMAライト DMAリード DMAライト DMAリード DMAライト
DMA
デッド

アドレスバス

バス解放 バス解放最終転送サイクル

バースト転送
 

図 8.21 フルアドレスモード（バーストモード）転送例 

 

バーストモードでは、1バイトまたは 1ワードの転送を転送が終了するまで継続して実行します。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルの後に DMAデッドサイ

クルが 1ステート入ります。 

バースト転送が始まると、他の優先順位の高いチャネルの要求が発生しても、バースト転送が終了するまで待

たされます。 

バースト転送に設定されたチャネルが転送許可状態のときに NMIが発生すると、DTMEビットがクリアされ、

転送禁止状態になります。すでにバースト転送が DMAC内部で起動されている場合は、転送中の 1バイトまたは

1ワードの転送を完了した時点でバスを解放し、バースト転送を中断します。すでにバースト転送の最終転送サイ

クルが DMAC内部で起動されている場合は、DTMEビットがクリアされてもそのまま転送終了まで実行します。 
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（4） フルアドレスモード（ブロック転送モード） 

図 8.22に TEND出力を許可して、内部 16ビット 1ステートアクセス空間から、外部 16ビット 2ステートアク

セス空間へワードサイズでフルアドレスモード転送（ブロック転送モード）を行った場合の転送例を示します。 

φ

DMA
リード

RD

HWR

TEND

LWR

DMA
ライト

DMA
デッド

アドレスバス

バス解放 バス解放 バス解放最終ブロック転送

DMA
リード

ブロック転送

DMA
ライト

DMA
リード

DMA
ライト

DMA
デッド

DMA
リード

DMA
ライト

 

図 8.22 フルアドレスモード（ブロック転送モード）転送例 

 

1回の転送要求につき 1ブロック分の転送を行い、転送後、いったんバスを解放します。バス解放期間中は CPU

または DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

各ブロックの転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では DMAライトサイクルの後に DMA

デッドサイクルが 1ステート入ります。 

1ブロックは連続して転送を行います。NMIが発生してもブロック転送の動作に影響を与えません。 
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（5） DREQ端子立ち下がりエッジ起動タイミング 

DREQ端子を選択するチャネルの DTAビットは、1にセットしてください。 

図 8.23に DREQ端子立ち下がりエッジ起動のノーマルモード転送例を示します。 

DMAリード DMAライト

φ

アドレスバス

DREQ

待機 ライト 待機

要求クリア期間

バス解放

転送先

DMA制御

チャネル

ライト 待機

転送元 転送先転送元

バス解放 DMAリード DMAライト バス解放

要求クリア期間要求 要求
最短で2サイクル

［1］ ［3］［2］

最短で2サイクル

［4］ ［6］［5］ ［7］

受け付け再開受け付け再開

リード リード

転送許可後の受け付け、φの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリング
され、要求を保持します。
次のバスの切れ目で要求をクリア、DMAC内部で起動開始します。
DMAサイクル開始、φの立ち上がりでDREQ端子のHighレベルのサンプリングを
開始します。
DREQ端子のHighレベルがサンプリング済みのとき、ライトサイクル完了後、受
け付け再開します。
（［1］と同じくφの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリングされ、
要求保持）

［1］

［2］
［3］

［4］

［5］
［6］

［7］

ライトデータバッファモードは［2］から［7］のバスの切れ目が隠れて見えなく
なることがあります。

【注】　

 

図 8.23 DREQ端子立ち下がりエッジ起動のノーマルモード転送例 

 

DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了後の次のφの立ち上

がりを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされ、エッジ検出のための DREQ端子の

Highレベルのサンプリングが開始されます。DMAライトサイクル終了までに DREQ端子の Highレベルのサンプ

リングが済んでいれば、ライトサイクル終了後に受け付け再開となり、再び、DREQ端子の Lowレベルをサンプ

リングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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図 8.24に DREQ端子立ち下がりエッジ起動のブロック転送モード転送例を示します。 

DMAリード DMAライト

φ

アドレスバス

DREQ

待機 ライト

要求クリア期間

バス解放

転送先

DMA制御

チャネル

ライト待機

転送元 転送先転送元

要求クリア期間
要求 要求

最短で2サイクル

［1］ ［3］［2］

最短で2サイクル

［4］ ［6］［5］ ［7］

受け付け再開受け付け再開

リード リード

転送許可後の受け付け、φの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリング
され、要求を保持します。
次のバスの切れ目で要求をクリア、DMAC内部で起動開始します。
DMAサイクル開始、φの立ち上がりでDREQ端子のHighレベルのサンプリングを
開始します。
DREQ端子のHighレベルがサンプリング済みのとき、デッドサイクル完了後、受
け付けを再開します。
（［1］と同じくφの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリングされ、
要求保持）

［1］

［2］
［3］

［4］

［5］
［6］

［7］

ライトデータバッファモードは［2］から［7］のバスの切れ目が隠れて見えなく
なることがあります。

【注】　
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バス
解放 DMAリード DMAライト

DMA
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1ブロック転送 1ブロック転送

待機デッド デッド

 

図 8.24 DREQ端子立ち下がりエッジ起動のブロック転送モード転送例 

 

DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了後の次のφの立ち上

がりを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされ、エッジ検出のための DREQ端子の

Highレベルのサンプリングが開始されます。DMAデッドサイクル終了までに DREQ端子の Highレベルのサンプ

リングが済んでいれば、デッドサイクル終了後に受け付け再開となり、再び、DREQ端子の Lowレベルをサンプ

リングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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（6） DREQレベル起動タイミング（ノーマルモード） 

DREQ端子を選択するチャネルの DTAビットは 1にセットしてください。 

図 8.25に DREQレベル起動のノーマルモード転送例を示します。 

DMAリード DMAライト
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［4］ ［6］［5］ ［7］

受け付け再開受け付け再開

リード リード

転送許可後の受け付け、φの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリング
され、要求を保持します。
次のバスの切れ目で要求をクリア、DMAC内部で起動開始します。
DMAサイクルを開始します。
ライトサイクル完了後、受け付けを再開します。
（［1］と同じくφの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリングされ、
要求保持）

［1］

［2］
［3］
［4］

［5］
［6］
［7］

ライトデータバッファモードは［2］から［7］のバスの切れ目が隠れて見えなく
なることがあります。

【注】　

 

図 8.25 DREQレベル起動のノーマルモード転送例 

 

DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了後の次のφの立ち上

がりを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされます。ライトサイクル終了後に受け

付け再開となり、再び、DREQ端子の Lowレベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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図 8.26に DREQレベル起動のブロック転送モード転送例を示します。 
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転送許可後の受け付け、φの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリング
され、要求を保持します。
次のバスの切れ目で要求をクリア、DMAC内部で起動開始します。
DMAサイクルを開始します。
デッドサイクル完了後、受け付けを再開します。
（［1］と同じくφの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリングされ、
要求保持）

［1］

［2］
［3］
［4］

［5］
［6］
［7］

ライトデータバッファモードは［2］から［7］のバスの切れ目が隠れて見えなく
なることがあります。

【注】　

 

図 8.26 DREQレベル起動のブロック転送モード転送例 

 

DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了直後のφの立ち上が

りを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされます。デッドサイクル終了後に受け

付け再開となり、再び、DREQ端子の Lowレベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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8.5.11 DMACのバスサイクル（シングルアドレスモード） 

（1） シングルアドレスモード（リード） 

図 8.27に TEND出力を許可して、外部 8ビット 2ステートアクセス空間から、外部デバイスへバイトサイズで

シングルアドレスモード転送（リード）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.27 シングルアドレスモード（バイトリード）転送例 

 

図 8.28に TEND出力を許可して、外部 8ビット 2ステートアクセス空間から、外部デバイスへワードサイズで

シングルアドレスモード転送（リード）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.28 シングルアドレスモード（ワードリード）転送例 

 

1回の転送要求につき 1バイトまたは 1ワードの転送を行い、転送後、いったんバスを解放します。バス解放期

間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では DMAライトサイクルの後に DMAデッドサイク

ルが 1ステート入ります。 
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（2） シングルアドレスモード（ライト） 

図 8.29に TEND出力を許可して、外部デバイスから、外部 8ビット 2ステートアクセス空間へバイトサイズで

シングルアドレスモード転送（ライト）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.29 シングルアドレスモード（バイトライト）転送例 

 

図 8.30に TEND出力を許可して、外部デバイスから、外部 8ビット 2ステートアクセス空間へワードサイズで

シングルアドレスモード転送（ライト）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.30 シングルアドレスモード（ワードライト）転送例 

 

1回の転送要求につき 1バイトまたは 1ワードの転送を行い、転送後、いったんバスを解放します。バス解放期

間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では DMAライトサイクルの後に DMAデッドサイク

ルが 1ステート入ります。 
 



 

8. DMAコントローラ（DMAC） 

8-66  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（3） DREQ端子立ち下がりエッジ起動タイミング 

DREQ端子を選択するチャネルの DTAビットは 1にセットしてください。 

図 8.31に DREQ端子立ち下がりエッジ起動のシングルアドレスモード転送例を示します。 
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転送許可後の受け付け、φの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリング
され、要求を保持します。
次のバスの切れ目で要求をクリア、DMAC内部で起動開始します。
DMAサイクル開始、φの立ち上がりでDREQ端子のHighレベルのサンプリングを
開始します。
DREQ端子のHighレベルがサンプリング済みのとき、シングルサイクル完了後、
受け付けを再開します。
（［1］と同じくφの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリングされ、
要求保持）

［1］

［2］
［3］

［4］

［5］
［6］

［7］

ライトデータバッファモードは［2］から［7］のバスの切れ目が隠れて見えなく
なることがあります。

【注】　

要求クリア期間

待機

DMAシングル バス解放

転送元／先

要求クリア期間

Single Single 待機

DACK

 

図 8.31 DREQ端子立ち下がりエッジ起動のシングルアドレスモード転送例 

 

DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了直後のφの立ち上が

りを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされ、エッジ検出のための DREQ端子の

Highレベルのサンプリングが開始されます。DMAシングルサイクル終了までに DREQ端子の Highレベルのサン

プリングが済んでいれば、シングルサイクル終了後に受け付け再開となり、再び、DREQ端子の Lowレベルをサ

ンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
 



 

8. DMAコントローラ（DMAC） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  8-67 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（4） DREQ端子 Lowレベル起動タイミング 

DREQ端子を選択するチャネルの DTAビットは 1にセットしてください。 

図 8.32に DREQ端子 Lowレベル起動のシングルアドレスモード転送例を示します。 

DMAシングル

φ

アドレスバス

DREQ

待機

バス解放

DMA制御

チャネル

転送元／先

バス解放

要求 要求

最短で2サイクル

［1］ ［3］［2］

最短で2サイクル

［4］ ［6］［5］ ［7］

受け付け再開受け付け再開

転送許可後の受け付け、φの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリング
され、要求を保持します。
次のバスの切れ目で要求をクリア、DMAC内部で起動開始します。
DMAサイクルを開始します。
シングルサイクル完了後、受け付けを再開します。
（［1］と同じくφの立ち上がりでDREQ端子のLowレベルがサンプリングされ、
要求保持）

［1］

［2］
［3］
［4］

［5］
［6］
［7］

ライトデータバッファモードは［2］から［7］のバスの切れ目が隠れて見えなく
なることがあります。

【注】　

要求クリア期間

待機

DMAシングル バス解放

転送元／先

要求クリア期間

Single Single 待機

DACK

 

図 8.32 DREQ端子 Lowレベル起動のシングルアドレスモード転送例 

 

DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了直後のφの立ち上が

りを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされます。シングルサイクル終了後に受

け付け再開となり、再び、DREQ端子の Lowレベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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8.5.12 ライトデータバッファ機能 

DMACの内部から外部のデュアルアドレス転送、シングルアドレス転送を、ライトデータバッファ機能を用い

て高速に実行し、システムのスループットを向上することができます。 

バスコントローラのBCRLのWDBEビットを 1にセットし、ライトデータバッファ機能を有効にした状態では、

デュアルアドレス転送の外部ライトサイクル、またはシングルアドレス転送と、内部アクセス（内蔵メモリまた

は内部 I/Oレジスタ）とを並行して実行します。内部アクセスはバスマスタに依存しません。なお、DMACのデ

ッドサイクルは内部アクセスとみなされます。 

TEND端子から Lowレベルを出力するバスサイクルが外部バスサイクルの場合は、必ず Lowレベルを出力でき

ます。一方、TEND端子から Lowレベルを出力するバスサイクルが内部バスサイクルで、かつ並行して外部ライ

トサイクルが実行されている場合は、TEND端子から Lowレベルを出力しませんので注意してください。 

図 8.33に、ライトデータバッファ機能を用いた内蔵 RAMから外部メモリへのバーストモード転送の例を示し

ます。 

φ

 内部アドレス

内部リード信号

HWR、LWR

TEND

 外部アドレス

DMA
リード

DMA
ライト

DMA
リード

DMA
ライト

DMA
リード

DMA
ライト

DMA
リード

DMA
ライト

DMA
デッド

 

図 8.33 ライトデータバッファ機能を用いたデュアルアドレス転送の例 

 

図 8.34に、ライトデータバッファ機能を用いたシングルアドレス転送の例を示します。CPUのプログラム領域

が内蔵メモリにある場合の例です。 
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φ

 内部アドレス

内部リード信号

RD

DACK

 外部アドレス

DMA
リード

DMA
シングル

CPU
リード

DMA
シングル

CPU
リード

 

図 8.34 ライトデータバッファ機能を用いたシングルアドレス転送の例 

 

DMACは、ライトデータバッファ機能を起動した時点で、当該バスサイクルは終了したと認識して次の動作を

開始します。したがって、DREQ端子のサンプリングは、DMAライトサイクルまたはシングルアドレス転送開始

の 1ステート後から開始されます。 
 

8.5.13 DMAC複数チャネルの動作 

DMACのチャネル間優先順位はチャネル 0＞チャネル 1、また、チャネル A＞チャネル Bの順になっています。

表 8.13に DMACのチャネル間優先順位を示します。 
 

表 8.13 DMACのチャネル間優先順位 

ショートアドレスモード フルアドレスモード 優先順位 

チャネル 0A 高 

チャネル 0B 

チャネル 0 

 

チャネル 1A  

チャネル 1B 

チャネル 1 

低 

 

複数のチャネルに対して同時に転送要求が発生した場合、または転送中に他のチャネルの転送要求が発生した

場合は、DMACはバスを解放した時点で、要求の発生しているチャネルの中から表 8.13の優先順位に従って、最

も優先度の高いチャネルを選択して転送します。 

バースト転送中、およびブロック転送の 1ブロック転送中は、転送終了までチャネルを切り替えて転送するこ

とはありません。 

図 8.35にチャネル 0A、0B、1の転送要求が同時に発生した場合の転送例を示します。 
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DMAリード DMAライト DMAリード DMAライト DMAリード DMAライト
DMA
リード

φ

アドレスバス

RD

HWR

LWR

DMA制御

チャネル0A

チャネル0B

チャネル1

待機 ライト 待機 リード ライト 待機 ライト リード

要求クリア

要求保持

要求保持

選択

非選択

要求クリア

要求保持 選択 要求クリア

バス解放 チャネル0A転送 バス解放 チャネル0B転送 チャネル1転送バス解放

リードリード

 

図 8.35 複数チャネル転送例 

 

8.5.14 DMACと、外部バス権要求、リフレッシュサイクル、DTCの関係 

DMAサイクルのリードとライトの間は不可分割となっています。このため、DMAサイクルの外部リードと外

部ライト間にリフレッシュサイクル、外部バス解放サイクル、DTCサイクルは発生しません。 

バースト転送またはブロック転送のように、リードサイクルとライトサイクルが連続する場合には、ライトサ

イクルの後に、リフレッシュおよび外部バス解放状態が挿入されることがあります。DTCは、DMACより優先度

が低いため、DMACがバスを解放するまで DTCは動作しません。 

DMAサイクルのリードまたはライトが、内蔵メモリアクセスまたは内部 I/Oレジスタアクセスの場合には、こ

れらの DMAサイクル、リフレッシュサイクル、または外部バス解放が同時に行われる場合があります。 

ただし、ライトバッファ使用時に、同時に動作できない場合があります。 
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8.5.15 NMI割り込みと DMAC 

NMI割り込みが発生すると、フルアドレスモードのバーストモード転送が中断されます。その他のモードでは、

NMI割り込みは DMACの動作に影響を与えません。 

フルアドレスモードでは、DTEビットと DTMEビットがいずれも 1にセットされているとき、そのチャネルが

転送許可状態となります。バーストモード設定では、NMI割り込みが発生するとDTMEビットがクリアされます。 

バーストモード転送中に DTMEビットがクリアされると、DMACは転送中の 1バイトまたは 1ワードの転送を

完了した時点で、転送を中断後バスを解放し、CPUにバス権が移ります。 

転送を中断したチャネルを再開するには、DTMEビットを再び 1にセットしてください。バーストモード転送

に設定されたチャネルが NMI割り込みにより転送を中断したとき、転送を継続する手順を図 8.36に示します。 

中断したチャネルの
転送再開

DTMEビットを1にセット

転送継続

［1］

［2］

DTEビット＝1
DTMEビット＝0

転送終了

No

Yes

［1］DMABCRLのDTEビ

ット＝1、DTMEビッ

ト＝0の状態を確認

してください。

［2］DTMEビットに1をラ

イトしてください。

 

図 8.36 NMI割り込みにより中断したチャネルの転送継続手順例 
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8.5.16 DMAC動作の強制終了 

動作中のチャネルの DTEビットを 0にクリアすると、転送中の 1バイトまたは 1ワードの転送を終了した時点

で DMACは停止します。この後、DTEビットを 1にセットすると DMACは動作を再開します。 

フルアドレスモードの場合、DTMEビットについても同様です。 

DMACをソフトウェアで強制終了させる場合の手順を図 8.37に示します。 

DMACの強制終了

DTEビットを0にクリア

強制終了

［1］

［1］DMABCRLのDTEビットを0にクリアしてください。

DMAC動作強制終了後、割り込みを発生させたくな

い場合は、同時にDTIEビットも0にクリアしてくだ

さい。

 

図 8.37 DMAC動作の強制終了手順例 

 

8.5.17 フルアドレスモードの解除 

フルアドレスモードに設定したチャネルを解除し、初期化する場合の手順を図 8.38に示します。解除後に再設

定する場合には各転送モードの設定手順に従ってください。 

フルアドレスモード
の解除

チャネルの停止

DMACRの初期化

FAEビットを
0にクリア

初期化・停止

［1］

［2］

［3］

［1］DMABCRLのDTE、DTMEビットをともに0にク

リアするか、転送が終了しDTEビットが0になる

まで待って、DTMEビットを0にクリアしてくだ

さい。

このとき、対応するDTIEビットも同時に0にクリ

アしてください。

［2］DMACRA、DMACRBの全ビットを0にクリアし

てください。

［3］DMABCRHのFAEビットを0にクリアしてくださ

い。

 

図 8.38 フルアドレスモード解除手順例 
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8.6 割り込み 

DMACが発生する割り込み要因は転送終了、転送中断です。表 8.14に割り込み要因と優先度を示します。 
 

表 8.14 割り込み要因と優先度 

割り込み 割り込み要因 割り込み 

名称 ショートアドレスモード フルアドレスモード 優先順位 

DEND0A チャネル 0Aの転送終了による割り込み チャネル 0の転送終了による割り込み 高 

DEND0B チャネル 0Bの転送終了による割り込み チャネル 0の転送中断割り込み  

DEND1A チャネル 1Aの転送終了による割り込み チャネル 1の転送終了による割り込み  

DEND1B チャネル 1Bの転送終了による割り込み チャネル 1の転送中断割り込み 低 

 

各割り込み要因は、DMABCRの対応するチャネルの DTIEビットにより、許可または禁止が設定されており、

それぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

チャネル間の転送終了割り込みの優先順位は、割り込みコントローラによって決められており、表 8.14に示す

ようになっています。 

転送終了／転送中断割り込みのブロック図を図 8.39に示します。DTE＝0の状態で DTIEビットを 1に設定す

ると、常に割り込みが発生します。 

DTEまたは
DTMEビット

DTIE
ビット

転送終了／転送中断割り込み

 

図 8.39 転送終了／転送中断割り込みのブロック図 

 

フルアドレスモードでは、転送中断割り込みは DTIEB＝1のとき DTMEビットが 0にクリアされると発生しま

す。 

ショートアドレスモード、フルアドレスモードともに、設定の途中で割り込みが発生する条件となる組み合わ

せが起こらないように、DMABCRを設定してください。 
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8.7 使用上の注意 

（1） 動作中の DMACレジスタアクセス 

強制終了を除き、動作中（転送待ち状態を含む）のチャネルの設定は、変更しないでください。動作中のチャ

ネルの設定を変更する場合は、必ず転送禁止状態で行ってください。 

また、DMA転送による DMACレジスタへのライトは行わないでください。 

動作中（転送待ち状態を含む）の DMACレジスタリードに関しては以下のようになります。 

（a） DMAC制御はバスサイクルより進んで起動し、アドレス値を出力します。このためMARは、DMAC転

送前のバスサイクルに更新されます。 

図8.40にデュアルアドレス転送モードにおける、DMACレジスタの更新タイミング例を示します。 

DMA転送サイクル DMA最終転送サイクル

DMAリード DMAライト DMAリード
DMA
デッドDMAライト

DMA
内部アドレス

DMA制御 待機 リード ライト

転送先転送元 転送先転送元

リード ライト デッド 待機待機

DMAレジスタ
演算

φ

［1］

［2］
［2’］

［3］

　【注】 シングルアドレス転送の場合、更新タイミングは ［1］のタイミングに準じます。
　 MAR演算は、DMA内部アドレスの値に対してポストインクリメント／デクリメントです。

転送元アドレスレジスタMAR演算（インクリメント／デクリメント／固定）
転送カウンタETCR演算（デクリメント）
ブロックサイズカウンタETCR演算（デクリメント、ただし、ブロック転送の場合）
転送先アドレスレジスタMAR演算（インクリメント／デクリメント／固定）
転送先アドレスレジスタMAR演算（インクリメント／デクリメント／固定）
ブロック転送カウンタETCR演算（デクリメント、ただし、ブロック転送で
1ブロックの最終転送サイクルの場合）
転送元アドレスレジスタMAR復元演算（リピート転送／ブロック転送）
転送カウンタETCR復元（ただし、リピート転送の場合）
ブロックサイズカウンタETCR復元（ただし、ブロック転送の場合）

［1］ ［2］ ［1］ ［2’］ ［3］

 

図 8.40 DMACレジスタの更新タイミング 
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（b） DMACレジスタリード直後に DMACの転送サイクルが起こる場合、図 8.41のように DMACレジスタが

リードされます。 

待機 待機リード ライト

転送先転送元
DMA

内部アドレス

DMA制御

DMAレジスタ
演算

φ

　【注】 MAR下位ワードは、［1］で更新された更新後の値がリードされます。

CPUロングワードリード

MAR上位
ワードリード

MAR下位
ワードリード DMAリード DMAライト

DMA転送サイクル

［1］ ［2］

 

図 8.41 DMACレジスタの更新と CPUリードの競合 

 

（2） モジュールストップ 

MSTPCRAのMSTPA7ビットを 1にセットすると、DMACのクロックが停止し、DMACはモジュールストップ

状態となります。ただし、DMACのいずれかのチャネルが許可状態になっている場合は、MSTPA7ビットに 1を

ライトできません。DMACの動作が停止している状態で設定してください。 

DMACのクロックが停止すると、DMACのレジスタに対するアクセスができなくなります。以下の DMACの

レジスタの設定は、モジュールストップ状態でも有効ですので、必要に応じて、モジュールストップに先立って

無効にしてください。 

• 転送終了／中断割り込み（DTE＝0かつDTIE＝1） 

• TEND端子イネーブル（TEE＝1） 

• DACK端子イネーブル（FAE＝0かつSAE＝1） 

 

（3） 中速モード 

DTAビットが 0にクリアされている場合、DMACの転送要因に指定された内部割り込み信号は、エッジ検出さ

れています。 

中速モードでは、DMACは中速クロックで動作し、内蔵周辺モジュールは高速クロックで動作します。このた

め、CPU、DTC、または、DMACの他のチャネルにより当該割り込み要因がクリアされ、次の割り込みが発生す

る期間が DMACのクロック（バスマスタクロック）に対し 1ステート未満だった場合に、エッジ検出できずに無

視されることがあります。 

また、中速モードでは、DREQ端子のサンプリングは中速クロックの立ち上がりになります。 
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（4） ライトデータバッファ機能 

バスコントローラのBCRLのWDBEビットを 1にセットし、ライトデータバッファ機能を有効にした状態では、

デュアルアドレス転送の外部ライトサイクル、またはシングルアドレス転送と、内部アクセス（内蔵メモリまた

は内部 I/Oレジスタ）とを並行して実行します。 
 

（a） ライトデータバッファ機能と DMACレジスタ設定 

ライトデータバッファ機能による外部アクセス実行中に、外部アクセスを制御するレジスタの設定を変更する

と、外部アクセスが正常に行えない場合があります。外部アクセスを制御するレジスタの操作は、DMAC動作を

禁止した状態で外部リードをするなどして、外部アクセスと並行しない状態で行ってください。 
 

（b） ライトデータバッファ機能と DMAC動作タイミング 

ライトデータバッファ機能を用いた外部アクセス中に、DMACは次の動作を開始することができます。このた

め、ライトデータバッファ機能を禁止している場合に比較して、DREQ端子のサンプリングタイミングや、TEND

出力タイミングなどが変化します。また、内部バスサイクルが隠れて見えなくなることがあります。 
 

（c） ライトデータバッファ機能と TEND出力 

TEND端子から Lowレベルを出力するバスサイクルが内部バスサイクルで、かつ並行して外部ライトサイクル

が実行されている場合は、TEND端子から Lowレベルを出力しません。たとえば、内部 I/Oレジスタと内蔵メモ

リ間のデータ転送を行う場合、ライトデータバッファ機能を用いると、TEND端子から Lowレベルを出力しない

場合がありますので、注意してください。 

DMACの転送アドレスの少なくとも一方が外部アドレスの場合は、TEND端子から Lowレベルが出力されます。 

図 8.42に、TEND端子に Lowレベルが出力されない場合の例を示します。 

φ

内部アドレス

内部 ライト信号

HWR、LWR

TEND

外部アドレス

内部リード信号

出力されません

DMAリード

CPUなどによる外部ライト

DMAライト

 

図 8.42 TEND端子に Lowレベルが出力されない例 
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（5） DREQ端子立ち下がりエッジ起動 

DREQ端子の立ち下がりエッジの検出は、DMACの内部動作に同期して行い、次のようになります。 

［1］ 起動要求待ち状態：DREQ端子の Lowレベルの検出を待ち、［2］に遷移します。 

［2］ 転送待ち状態：DMACのデータ転送が可能になるのを待ち、［3］に遷移します。 

［3］ 起動要求禁止状態：DREQ端子の Highレベルの検出を待ち、［1］に遷移します。 

DMACの転送許可後は、［1］に遷移します。このため、転送許可後の最初の起動は Lowレベル検出で行われ

ます。 
 

（6） 起動要因の受け付け 

起動要因の受け付け開始時は、DREQ端子の立ち下がりエッジセンス／Lowレベルセンスともに、Lowレベル

を検出しています。同様に、内部割り込みの場合は、割り込み要求を検出しています。したがって、転送許可状

態にするための DMABCRLライト実行以前に発生している内部割り込み、または DREQ端子の Lowレベルは、

要求を受け付けます。 

DMACの起動時には、必要に応じて、前回の転送終了時などの内部割り込み、または DREQ端子の Lowレベ

ルが残らないようにしてください。 
 

（7） 転送終了後の内部割り込み 

転送終了または強制終了により、DTEビットが 0にクリアされると、DTA＝1の場合でも選択されている内部

割り込みは CPUまたは DTCに割り込みを要求します。 

なお、強制終了時にすでに DMAC内部で起動がかかっている場合には、転送は実行されますが、DTA＝1の場

合でも選択されている内部割り込みに対するフラグクリアを行いません。 

転送終了または強制終了後の内部割り込み要求は、必要に応じた処理を CPUで行ってください。 
 

（8） チャネルの再設定 

複数のチャネルが転送許可状態にあって、複数のチャネルの再起動を操作する場合には、転送終了割り込みが

排他的に処理されるのを利用し、DMABCRのコントロールビット操作を排他的に行ってください。 

特に、DMABCRのリードとライトの間に多重割り込みが発生し、新たな割り込み処理中に DMABCRの操作を

行う場合があると、元の処理ルーチンで DMABCRをライトするデータが異なってしまい、ライトにより多重割

り込みでの操作結果を無効にしてしまう場合がありますので注意してください。多重割り込み DMABCRの操作

が重ならないようにし、かつビット操作命令を用いてリードからライトまでが分割されないようにしてください。 

なお、DTEおよび DTMEビットは、DMACによりクリアされた場合と 0をライトされた場合、DTE／DTME＝

0の状態をいったんリードしないと CPUでは 1をライトできません。 

 



 

8. DMAコントローラ（DMAC） 

8-78  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

 



R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  9-1 

2011.03.17  

9. データトランスファコントローラ（DTC） 

9.1 概要 

本 LSIは、データトランスファコントローラ（DTC）を内蔵しています。DTCは、割り込みまたはソフトウェ

アによって起動され、データ転送を行うことができます。 
 

9.1.1 特長 
 

■任意チャネル数の転送可能 

• メモリ上に転送情報を格納 

• 1つの起動要因に対して複数のデータ転送が可能（チェイン転送） 

■豊富な転送モード 

• ノーマルモード／リピートモード／ブロック転送モードの選択が可能 

• 転送元、転送先アドレスのインクリメント／デクリメント／固定の選択が可能 

■16Mバイトのアドレス空間を直接指定可能 

• 転送元、転送先アドレスを24ビットで指定 

■転送単位をバイト／ワードに設定可能 

■DTCを起動した割り込みを CPUに要求可能 

• 1回のデータ転送の終了後に、CPUに対する割り込み要求を発生可能 

• 指定したデータ転送のすべての終了後に、CPUに対する割り込み要求を発生 

■ソフトウェアによる起動が可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではDTCのレジスタのアクセスが可能。モジュールストップモードの設定によりDTCの動作は停止 
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9.1.2 ブロック図 

DTCのブロック図を図 9.1に示します。 

DTCのレジスタ情報は内蔵 RAMに配置されます*。DTCと内蔵 RAM（1Kバイト）間は 32ビットバスで接続

されていますので、DTCのレジスタ情報のリード／ライトを 32ビット 1ステートで実行できます。 

【注】 * DTCを使用するときには、必ず SYSCRの RAMEビットを 1にセットしてください。 
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図 9.1 DTCのブロック図 
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9.1.3 レジスタ構成 

DTCのレジスタ構成を表 9.1に示します。 
 

表 9.1 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

DTCモードレジスタ A MRA －*2 不定 －*3 

DTCモードレジスタ B MRB －*2 不定 －*3 

DTCソースアドレスレジスタ SAR －*2 不定 －*3 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR －*2 不定 －*3 

DTC転送カウントレジスタ A CRA －*2 不定 －*3 

DTC転送カウントレジスタ B CRB －*2 不定 －*3 

DTCイネーブルレジスタ DTCER R/W H'00 H'FE16～H'FE1E 

DTCベクタレジスタ DTVECR R/W H'00 H'FE1F 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 DTC内のレジスタは直接リード／ライトできません。 

 *3 内蔵 RAMのアドレス H'EBC0～H'EFBFにレジスタ情報として配置します。外部メモリ空間には配置できません。

DTCを使用する場合は SYSCRの RAMEビットを 0にクリアしないでください。 
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9.2 各レジスタの説明 

9.2.1 DTCモードレジスタ A（MRA） 

7

SM1

不定

－

6

SM0

不定

－

5

DM1

不定

－

4

DM0

不定

－

3

MD1

不定

－

0

Sz

不定

－

2

MD0

不定

－

1

DTS

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

MRAは 8ビットのレジスタで、DTCの動作モードの制御を行います。 
 

• ビット7、6：ソースアドレスモード1、0（SM1、SM0） 

データ転送後に、SARをインクリメントするか、デクリメントするか、または固定とするかを指定します。 

 
ビット 7 ビット 6 

SM1 SM0 

説    明 

0 － SARは固定 

0 SARは転送後インクリメント 

（Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2） 

1 

1 SARは転送後デクリメント 

（Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2） 

 

• ビット5、4：デスティネーションアドレスモード1、0（DM1、DM0） 

データ転送後に、DARをインクリメントするか、デクリメントするか、または固定とするかを指定します。 

 
ビット 5 ビット 4 

DM1 DM0 

説    明 

0 － DARは固定 

0 DARは転送後インクリメント（Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2） 1 

1 DARは転送後デクリメント（Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2） 

 

• ビット3、2：DTCモード（MD1、MD0） 

DTCの転送モードを指定します。 

 
ビット 3 ビット 2 

MD1 MD0 

説      明 

0 ノーマルモード 0 

1 リピートモード 

0 ブロック転送モード 1 

1 － 
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• ビット1：DTC転送モードセレクト（DTS） 

リピートモードまたはブロック転送モードのとき、ソース側とデスティネーション側のいずれをリピート領

域またはブロック領域とするかを指定します。 

 
ビット 1 

DTS 

説    明 

0 デスティネーション側がリピート領域またはブロック領域 

1 ソース側がリピート領域またはブロック領域 

 

• ビット0：DTCデータトランスファサイズ（Sz） 

データ転送のデータサイズを指定します。 

 
ビット 0 

Sz 

説    明 

0 バイトサイズ転送 

1 ワードサイズ転送 

 

9.2.2 DTCモードレジスタ B（MRB） 

7

CHNE

不定

－

6

DISEL

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

MRBは 8ビットのレジスタで、DTCモードの制御を行います。 
 

• ビット7：DTCチェイン転送イネーブル（CHNE） 

チェイン転送を指定します。チェイン転送では、1回の要求に対し複数のデータ転送を連続して行うことがで

きます。 

CHNE＝1に設定したデータ転送では、指定した転送回数の終了の判定や割り込み要因フラグのクリアや

DTCERのクリアは行いません。 

 
ビット 7 

CHNE 

説    明 

0 DTCデータ転送終了（起動待ち状態） 

1 DTCチェイン転送（新しいレジスタ情報をリードして、データ転送を行う） 
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• ビット6：DTCインタラプトセレクト（DISEL） 

1回のデータ転送後にCPUへの割り込み要求の禁止または許可を指定します。 

 
ビット 6 

DISEL 

説    明 

0 DTCデータ転送終了後、転送カウンタが 0でなければ、CPUへの割り込みを禁止（DTCは、起動要因

となった割り込み要因フラグを 0にクリア） 

1 DTCデータ転送終了後、CPUへの割り込みを許可（DTCは、起動要因となった割り込み要因フラグを

0にクリアしない） 

 

• ビット5～0：リザーブビット 

本LSIでは、DTCの動作に影響を与えません。0をライトしてください。 

 

9.2.3 DTCソースアドレスレジスタ（SAR） 

23

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

22

不定

－

21

不定

－

20

不定

－

19

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

- - -

- - -

- - -

- - -
 

SARは 24ビットのレジスタで、DTCの転送するデータの転送元アドレスを指定します。ワードサイズの場合

は偶数アドレスを指定してください。 
 

9.2.4 DTCデスティネーションアドレスレジスタ（DAR） 

23

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

22

不定

－

21

不定

－

20

不定

－

19

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

- - -

- - -

- - -

- - -
 

DARは 24ビットのレジスタで、DTCの転送するデータの転送先アドレスを指定します。ワードサイズの場合

は偶数アドレスを指定してください。 
 

9.2.5 DTC転送カウントレジスタ A（CRA） 

15

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

不定

－

13

不定

－

12

不定

－

11

不定

－

10

不定

－

9

不定

－

8

不定

－

7

不定

－

6

不定

－

5

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

CRAH CRAL
 

CRAは 16ビットのレジスタで、DTCのデータ転送の転送回数を指定します。 
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ノーマルモードでは、一括して 16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能します。1回のデータ転送を

行うたびにデクリメント（－1）され、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。 

リピートモードおよびブロック転送モードでは、上位 8ビットの CRAHと下位 8ビットの CRALに分割されま

す。CRAHは転送回数を保持し、CRALは 8ビットの転送カウンタ（1～256）として機能します。CRALは、1回

のデータ転送を行うたびにデクリメント（－1）され、カウンタ値が H'00になると、CRAHの内容が転送されま

す。この動作を繰り返します。 
 

9.2.6 DTC転送カウントレジスタ B（CRB） 

15

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

不定

－

13

不定

－

12

不定

－

11

不定

－

10

不定

－

9

不定

－

8

不定

－

7

不定

－

6

不定

－

5

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－
 

CRBは 16ビットのレジスタで、ブロック転送モードのとき、DTCのブロックデータ転送の転送回数を指定し

ます。16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能し、1回のデータ転送を行うたびに、デクリメント（－1）

され、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。 
 

9.2.7 DTCイネーブルレジスタ（DTCER） 

7

DTCE7

0

R/W

6

DTCE6

0

R/W

5

DTCE5

0

R/W

4

DTCE4

0

R/W

3

DTCE3

0

R/W

0

DTCE0

0

R/W

2

DTCE2

0

R/W

1

DTCE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

DTCERは、DTCによって起動される割り込み要因ごとに対応した 8ビットのリード／ライトが可能な 7本のレ

ジスタで、DTCERA～DTCERF、DTCERIがあります。各割り込み要因による DTC起動の許可または禁止を制御

します。 

DTCERはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
 

• ビットn：DTC起動イネーブル（DTCEn） 

 
ビット n 

DTCEn 

説    明 

0 割り込みによる DTC起動を禁止 （初期値） 

［クリア条件］ 

• DISELビットが 1でデータ転送を終了したとき 

• 指定した回数の転送が終了したとき 

1 割り込みによる DTC起動を許可 

［保持条件］ 

• DISELビットが 0で、指定した回数の転送が終了していないとき 

（n＝7～0） 
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DTCEビットは、DTCによって起動される各割り込み要因ごとに設定できます。各割り込み要因と DTCEビッ

トの対応、およびそのときに割り込みコントローラが発生するベクタ番号について表 9.4に示します。 

DTCEビットの設定は、必ず BSET、BCLRなどビット操作命令を使ってリード／ライトしてください。ただし、

初期設定に限り、複数の起動要因を一度に設定するときには、割り込みを禁止して、当該レジスタのダミーリー

ドを行ってからライトすることができます。 
 

9.2.8 DTCベクタレジスタ（DTVECR） 

7

SWDTE

0

R/(W)*1

6

DTVEC6

0

R/(W)*2

5

DTVEC5

0

R/(W)*2

4

DTVEC4

0

R/(W)*2

3

DTVEC3

0

R/(W)*2

0

DTVEC0

0

R/(W)*2

2

DTVEC2

0

R/(W)*2

1

DTVEC1

0

R/(W)*2

ビット

初期値

R/W

【注】*1
　       *2

：

：

：

SWDTEビットは、1ライトのみ可能です。
DTVEC6～DTVEC0ビットは、SWDTE＝0のときライト可能です。

 

DTVECRは、8ビットのリード／ライトが可能なレジスタで、ソフトウェアによる DTC起動の許可または禁止

の設定、およびソフトウェア起動割り込み用ベクタ番号を設定します。 

DTVECRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：DTCソフトウェア起動イネーブル（SWDTE） 

DTCソフトウェア起動の許可または禁止を設定します。 

 
ビット 7 

SWDTE 

説    明 

0 DTCソフトウェア起動を禁止 （初期値） 

［クリア条件］ 

• DISELビットが 0で、指定した回数の転送が終了していないとき 

• CPUに対し、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み（SWDTEND）が要求された後、0をライト

したとき 

1 DTCソフトウェア起動を許可 

［保持条件］ 

• DISELビットが 1で、データ転送を終了したとき 

• 指定した回数の転送が終了したとき 

• ソフトウェア起動によるデータ転送中 

 

• ビット6～0：DTCソフトウェア起動ベクタ6～0（DTVEC6～DTVEC0） 

DTCソフトウェア起動のベクタ番号を設定します。 

ベクタアドレスは、H'0400＋( (ベクタ番号) <<1 )となります。ここで<<1は1ビットの左シフトを表します。

たとえば、DTVEC6～DTVEC0＝H'10のとき、ベクタアドレスはH'0420となります。 
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9.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPA6ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で DTCは動作を停止してモジュールストップモ

ードへ遷移します。ただし、DTCが起動中の場合、MSTPA6ビットに 1をライトすることはできません。詳細は、

「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット6：モジュールストップ（MSTPA6） 

DTCのモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 6 

MSTPA6 

説    明 

0 DTCのモジュールストップモード解除 （初期値） 

1 DTCのモジュールストップモード設定 

 



 

9. データトランスファコントローラ（DTC） 

9-10  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

9.3 動作説明 

9.3.1 概要 

DTCは、レジスタ情報をメモリ上に格納しておき、起動要因が発生すると、レジスタ情報をリードし、このレ

ジスタ情報に基づいてデータ転送を行います。データ転送後、レジスタ情報をメモリ上にライトします。レジス

タ情報をメモリ上に格納しておくことにより、任意チャネル数のデータ転送を行うことができます。また、CHNE

ビットを 1にセットしておくことにより、1つの起動要因で複数の転送を行うことができます。 

図 9.2に DTCの動作フローチャートを示します。 

スタート

終了

DTCベクタリード

レジスタ情報リード

データ転送

レジスタ情報ライト

起動要因フラグのクリア

割り込み例外処理

DTCERのクリア

CHNE＝1

次転送

Yes

Yes

No

転送カウンタ＝0
または

DISEL＝1

No

 

図 9.2  DTC動作フローチャート 
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DTCの転送モードには、ノーマルモード、リピートモード、ブロック転送モードがあります。 

DTCは、転送元アドレスを 24ビット長の SAR、転送先アドレスを 24ビット長の DARで指定します。SAR、

DARは転送後、それぞれ独立にインクリメントまたはデクリメント、あるいは固定とされます。 

表 9.2に、DTCの機能概要を示します。 
 

表 9.2 DTCの機能概要 

アドレスレジスタ 転送モード 起動要因 

転送元 転送先 

（1）ノーマルモード 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは 1ワードの転送を実行 

• メモリアドレスを 1または 2増減 

• 転送回数は 1～65536 

（2）リピートモード 

• 1回の転送要求で 1バイトまたは 1ワードの転送を実行 

• メモリアドレスを 1または 2増減 

• 指定回数（1～256）転送後、初期状態を回復して動作を継続

（3）ブロック転送モード 

• 1回の転送要求で指定したブロックサイズの転送 

• ブロックサイズ 1～256バイトまたはワード 

• 転送回数は 1～65536 

• ソースまたはデスティネーションのいずれかをブロックエ

リアに指定可能 

• IRQ 

• TPUの TGI 

• 8ビットタイマのCMI

• SCIの TXI、RXI 

• A/D変換器の ADI 

• DMACの DEND 

• ソフトウェア 

24ビット 24ビット 

 

9.3.2 起動要因 

DTCは、割り込み要因、もしくはソフトウェアによる DTVECRへのライト動作を起動要因として動作します。

割り込み要因を、CPUに対する割り込み要求とするか、DTCの起動要因とするかは、割り込み要因ごとに DTCER

の対応するビットで指定します。 

対応するビットを 1にセットすると DTCの起動要因となり、0にクリアすると、CPUの割り込み要因となりま

す。 

1回のデータ転送（チェイン転送の場合、連続した最後の転送）終了時に、起動要因または DTCERの対応する

ビットをクリアします。表 9.3に起動要因と DTCERのクリアを示します。 

起動要因フラグは、たとえば RXI0の場合、SCI0の RDRFフラグになります。 
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表 9.3 起動要因と DTCERのクリア 

起動要因 DISELビットが 0で、指定した 

回数の転送が終了していないとき 

DISELビットが 1のとき、または 

指定した回数の転送が終了したとき 

ソフトウェア起動 SWDTEビットは 0にクリア • SWDTEビットは 1を保持 

• CPUに割り込みを要求 

割り込み起動 • DTCERの対応するビットは 1を保持 

• 起動要因フラグは 0にクリア 

• DTCERの対応するビットは 0にクリア 

• 起動要因フラグは 1を保持 

• 起動要因となった割り込みを CPUに要求 

 

図 9.3に、起動要因制御ブロック図を示します。詳細は、「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してくだ

さい。 

内蔵周辺
モジュール

IRQ割り込み

DTVECR

選
択
回
路

割り込み
コントローラ CPU

DTC

DTCER

クリア
制御

選択

割り込み要求

要因フラグクリア

クリア

クリア要求

割り込みマスク
 

図 9.3 DTC起動要因制御ブロック図 

 

割り込みを DTCの起動要因に指定した場合、CPUのマスクレベルおよび割り込みコントローラの優先順位の指

定の影響を受けません。複数の起動要因が同時に発生した場合には、デフォルトの優先順位に従って受け付けら

れ、DTCが起動されます。 
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9.3.3 DTCベクタテーブル 

図 9.4に、DTCベクタアドレスとレジスタ情報の対応を示します。 

表 9.4に、起動要因とベクタアドレスの対応を示します。ソフトウェアによる起動の場合、ベクタアドレスは

H'0400+(DTVECR[6:0]<<1) で求めます（<<1は 1ビットの左シフトを表します）。たとえば、DTVECRが H'10

のとき、ベクタアドレスは H'0420となります。 

起動要因ごとのベクタアドレスから、レジスタ情報先頭アドレスをリードし、この先頭アドレスからレジスタ

情報をリードします。レジスタ情報は内蔵 RAM空間上の所定のアドレスに配置することができます。レジスタ情

報の先頭アドレスは 4の倍数番地としてください。 

ベクタアドレスの構造は、ノーマルモード*とアドバンストモードとは同じです。共に 2バイト単位です。この

2バイトは、内蔵 RAM空間上の所定のアドレスの下位側を指定します。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

 

レジスタ情報
先頭アドレス

レジスタ情報

次転送

DTCベクタ
アドレス

 

図 9.4 DTCベクタアドレスとレジスタ情報との対応 
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表 9.4 割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCE 

割 り 込 み 要 因 要因発生元 ベクタ

番号 

ベクタアドレス DTCE* 優先

順位 

高 DTVECRへのライト ソフトウェア DTVECR H'0400＋ 

(DTVECR[6:0] ＜＜1) 

－ 

 

IRQ0 16 H'0420 DTCEA7  

IRQ1 17 H'0422 DTCEA6  

IRQ2 18 H'0424 DTCEA5  

IRQ3 19 H'0426 DTCEA4  

IRQ4 20 H'0428 DTCEA3  

IRQ5 21 H'042A DTCEA2  

IRQ6 22 H'042C DTCEA1  

IRQ7 

外部端子 

23 H'042E DTCEA0  

ADI（Ａ/Ｄ変換終了） Ａ/Ｄ 28 H'0438 DTCEB6  

TGI0A（GR0Aコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 32 H'0440 DTCEB5  

TGI0B（GR0Bコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 33 H'0442 DTCEB4  

TGI0C（GR0Cコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 34 H'0444 DTCEB3  

TGI0D（GR0Dコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 

TPUチャネル 0

35 H'0446 DTCEB2  

TGI1A（GR1Aコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 40 H'0450 DTCEB1  

TGI1B（GR1Bコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 

TPUチャネル 1

41 H'0452 DTCEB0  

TGI2A（GR2Aコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 44 H'0458 DTCEC7  

TGI2B（GR2Bコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 

TPUチャネル 2

45 H'045A DTCEC6  

TGI3A（GR3Aコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 48 H'0460 DTCEC5  

TGI3B（GR3Bコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 49 H'0462 DTCEC4  

TGI3C（GR3Cコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 50 H'0464 DTCEC3  

TGI3D（GR3Dコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 

TPUチャネル 3

51 H'0466 DTCEC2  

TGI4A（GR4Aコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 56 H'0470 DTCEC1  

TGI4B（GR4Bコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 

TPUチャネル 4

57 H'0472 DTCEC0  

TGI5A（GR5Aコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 60 H'0478 DTCED5  

TGI5B（GR5Bコンペアマッチ／インプットキャプチャ） 

TPUチャネル 5

61 H'047A DTCED4  

CMIA0（コンペアマッチ A0） 64 H'0480 DTCED3  

CMIB0（コンペアマッチ B0） 

8ビットタイマ

チャネル 0 65 H'0482 DTCED2  

CMIA1（コンペアマッチ A1） 68 H'0488 DTCED1  

CMIB1（コンペアマッチ B1） 

8ビットタイマ

チャネル 1 69 H'048A DTCED0  

DEND0A（チャネル 0／チャネル 0A転送終了） 72 H'0490 DTCEE7  

DEND0B（チャネル 0B転送終了） 73 H'0492 DTCEE6  

DEND1A（チャネル 1／チャネル 1A転送終了） 74 H'0494 DTCEE5  

DEND1B（チャネル 1B転送終了） 

DMAC 

75 H'0496 DTCEE4 低 
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割 り 込 み 要 因 要因発生元 ベクタ

番号 

ベクタアドレス DTCE* 優先

順位 

RXI0（受信完了 0） 81 H'04A2 DTCEE3 高 

TXI0（送信データエンプティ 0） 

SCIチャネル 0

82 H'04A4 DTCEE2  

RXI1（受信完了 1） 85 H'04AA DTCEE1  

TXI1（送信データエンプティ 1） 

SCIチャネル 1

86 H'04AC DTCEE0  

RXI2（受信完了 2） 89 H'04B2 DTCEF7  

TXI2（送信データエンプティ 2） 

SCIチャネル 2

90 H'04B4 DTCEF6  

CMIA2（コンペアマッチ A2） 92 H'04B8 DTCEF5  

CMIB2（コンペアマッチ B2） 

8ビットタイマ

チャネル 2 93 H'04BA DTCEF4  

CMIA3（コンペアマッチ A3） 96 H'04C0 DTCEF3  

CMIB3（コンペアマッチ B3） 

8ビットタイマ

チャネル 3 97 H'04C2 DTCEF2  

 IICI0（1バイト送信／受信完了） IICチャネル 0

【オプション】

100 H'04C8 DTCEF1 

 

 IICI1（1バイト送信／受信完了） IICチャネル 1

【オプション】

102 H'04CC DTCEF0 

 

RXI3（受信完了 3） 121 H'04F2 DTCEI7  

TXI3（送信データエンプティ 3） 

SCIチャネル 3

122 H'04F4 DTCEI6  

RXI4（受信完了 4） 125 H'04FA DTCEI5  

TXI4（送信データエンプティ 4） 

SCIチャネル 4

126 H'04FC DTCEI4 低 

【注】 * 対応する割り込みのない DTCEビットはリザーブビットとなります。0をライトしてください。 
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9.3.4 アドレス空間上でのレジスタ情報の配置 

図 9.5に、アドレス空間上でのレジスタ情報の配置を示します。 

レジスタ情報先頭アドレス（ベクタアドレスの内容）から、MRA、SAR、MRB、DAR、CRA、CRBの順序で

配置してください。チェイン転送の場合は、連続した領域にレジスタ情報を配置してください。 

レジスタ情報は、内蔵 RAM上（アドレス：H'FFEBC0～H'FFEFBF）に配置してください。 

レジスタ情報
先頭アドレス

チェイン転送

レジスタ情報

MRA

0 1 2 3

下位アドレス

4バイト

SAR

MRB DAR

CRA CRB

MRA SAR

MRB DAR

CRA CRB

チェイン転送のとき
2回目転送用の
レジスタ情報

 

図 9.5 アドレス空間上での DTCレジスタ情報の配置 
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9.3.5 ノーマルモード 

1回の動作で、1バイトまたは 1ワードの転送を行います。 

転送回数は 1～65536です。指定回数の転送が終了すると、CPUへ割り込みを要求することができます。 

表 9.5にノーマルモードのレジスタ機能を、図 9.6にノーマルモードのメモリマップを示します。 
 

表 9.5 ノーマルモードのレジスタ機能 

名  称 略称 機 能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ A CRA 転送カウント 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 使用しません 

 

転送
SAR DAR

 

図 9.6 ノーマルモードのメモリマップ 
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9.3.6 リピートモード 

1回の動作で、1バイトまたは 1ワードの転送を行います。 

転送回数は 1～256を指定し、指定回数の転送が終了すると、転送カウンタと、リピートエリアに指定したアド

レスレジスタの初期状態を回復し、転送を繰り返します。リピートモードでは、転送カウンタが H'00になりませ

んので、DISEL＝0の場合、CPUへの割り込みは要求されません。 

表 9.6にリピートモードのレジスタ機能を、図 9.7にリピートモードのメモリマップを示します。 
 

表 9.6 リピートモードのレジスタ機能 

名  称 略称 機 能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ AH CRAH 転送回数保持 

DTC転送カウントレジスタ AL CRAL 転送カウンタ 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 使用しません 

 

転送

SAR
または
DAR

DAR
または
SAR

リピートエリア

 

図 9.7 リピートモードのメモリマップ 
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9.3.7 ブロック転送モード 

1回の動作で、1ブロックの転送を行います。転送元、転送先のいずれか一方をブロックエリアに指定します。 

ブロックサイズは 1～256です。1ブロックの転送が終了すると、ブロックサイズカウンタとブロックエリアに

指定したアドレスレジスタの初期状態を復帰します。他方のアドレスレジスタは、連続してインクリメントまた

はデクリメント、あるいは固定とされます。 

転送回数は 1～65536です。指定回数のブロック転送が終了すると、CPUへ割り込みを要求することができます。 

表 9.7にブロック転送モードのレジスタ機能を、図 9.8にブロック転送モードのメモリマップを示します。 
 

表 9.7 ブロック転送モードのレジスタ機能 

名  称 略称 機 能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ AH CRAH ブロックサイズ保持 

DTC転送カウントレジスタ AL CRAL ブロックサイズカウンタ 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 転送カウンタ 

 

転送

SAR
または
DAR

DAR
または
SAR

ブロックエリア
・
・
・

第1ブロック

第Nブロック

 

図 9.8 ブロック転送モードのメモリマップ 
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9.3.8 チェイン転送 

CHNEビットを 1にセットしておくことにより、1回の転送要求に対し複数のデータ転送を連続して行うことが

できます。データ転送を定義する SAR、DAR、CRA、CRBおよびMRA、MRBはおのおの独立に設定できます。 

図 9.9にチェイン転送のメモリマップを示します。 

DTCベクタ

アドレス

ソース

デスティネーション

ソース

デスティネーション

レジスタ情報

CHNE＝1

レジスタ情報

CHNE＝0

レジスタ情報
先頭アドレス

 

図 9.9 チェイン転送のメモリマップ 

 

CHNE＝1の転送において、指定した転送回数の終了による CPUへの割り込み要求や、DISEL＝1による CPU

への割り込み要求は発生しません。また、CHNE＝1の転送は起動要因となった割り込み要因フラグに影響を与え

ません。 
 



 

9. データトランスファコントローラ（DTC） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  9-21 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

9.3.9 動作タイミング 

図 9.10～図 9.12に、DTCの動作タイミングの例を示します。 

DTC
起動要求

DTC
リクエスト

アドレス

ベクタリード

リードライト

転送情報リード 転送情報ライト

データ転送

φ

 

図 9.10 DTCの動作タイミング（ノーマルモード、リピートモードの例） 

DTC

起動要求

DTC

リクエスト

アドレス

ベクタリード

リードライトリードライト

転送情報リード 転送情報ライト

データ転送

φ

 

図 9.11 DTCの動作タイミング（ブロック転送モード、ブロックサイズ＝2の例） 
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DTC

起動要求

DTC

リクエスト

アドレス

ベクタリード

リード ライト リード ライト

転送情報リード 転送情報ライト 転送情報リード 転送情報ライト

データ転送 データ転送

φ

 

図 9.12 DTCの動作タイミング（チェイン転送の例） 

 

9.3.10 DTC実行ステート数 

表 9.8に、DTCの 1回のデータ転送の実行状態を示します。また、表 9.9に、実行状態に必要なステート数を

示します。 
 

表 9.8 DTCの実行状態 

 

モード 

 

ベクタリード（I） 

レジスタ情報 

リード／ライト（J）

 

データリード（K）

 

データライト（L） 

 

内部動作（M） 

ノーマル 1 6 1 1 3 

リピート 1 6 1 1 3 

ブロック転送 1 6 N N 3 

N：ブロックサイズ（CRAH、CRALの初期設定値） 

 

表 9.9 実行状態に必要なステート数 

アクセス対象 内蔵 RAM 内蔵 ROM 内部 I/Oレジスタ 外部デバイス 

バス幅 32 16 8 16 8 16 

アクセスステート 1 1 2 2 2 3 2 3 

ベクタリード S
I
 － 1 － － 4 6＋2m 2 3＋m 

レジスタ情報 S
J
 

リード／ライト 

1 － － － － － － － 

バイトデータリード S
K

1 1 2 2 2 3＋m 2 3＋m 

ワードデータリード S
K

1 1 4 2 4 6＋2m 2 3＋m 

バイトデータライト S
L

1 1 2 2 2 3＋m 2 3＋m 

ワードデータライト S
L

1 1 4 2 4 6＋2m 2 3＋m 

実 

行 

状 

態 

内部動作 S
M
 1 

m：外部デバイスアクセス時のウェイトステート数  
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実行ステート数は次の計算式で計算されます。なお、Σは 1つの起動要因で転送する回数分（CHNEビットを 1

にセットした数＋1）の和を示します。 
 

実行ステート数＝I・SI＋Σ（J・SJ＋K・SK＋L・SL）＋M・SM 
 

たとえば、DTCベクタアドレスを内蔵 ROMに配置し、ノーマルモードで、内蔵 ROM→内部 I/Oレジスタのデ

ータ転送を行った場合、DTCの動作に必要な時間は 13ステートです。起動からデータライト終了までの時間は

10ステートです。 
 

9.3.11 DTC使用手順 

（1） 割り込みによる起動 

DTCの割り込み起動による使用手順を以下に示します。 

1. MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBのレジスタ情報を内蔵RAM上に設定します。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

3. DTCERの対応するビットを1にセットします。 

4. 起動要因となる割り込み要因のイネーブルビットを1にセットします。 

要因となる割り込みが発生すると、DTCが起動されます。 

5. 1回のデータ転送終了後、または、指定した回数のデータ転送終了後、DTCEビットが0にクリアされ、CPU

に割り込みが要求されます。引き続きDTCによるデータ転送を行う場合には、DTCEを1にセットしてくださ

い。 

 

（2） ソフトウェアによる起動 

DTCのソフトウェア起動による使用手順を以下に示します。 

1. MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBのレジスタ情報を内蔵RAM上に設定します。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

3. SWDTE＝0を確認します。 

4. SWDTEに1を、DTVECRにベクタ番号をライトします。 

5. DTVECRにライトしたベクタ番号を確認します。 

6. 1回のデータ転送終了後、DISELビットが0で、CPUに割り込みを要求しない場合、SWDTEビットが0にクリ

アされます。引き続きDTCによるデータ転送を行う場合には、SWDTEを1にセットしてください。DISELビ

ットが1の場合、または指定した回数のデータ転送終了後、SWDTEビットは1に保持され、CPUに割り込みが

要求されます。 
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9.3.12 DTC使用例 

（1） ノーマルモード 

DTCの使用例として、SCIによる 128バイトのデータ受信を行う例を示します。 

1. MRAはソースアドレス固定（SM1＝SM0＝0）、デスティネーションアドレスインクリメント（DM1＝1、DM0

＝0）、ノーマルモード（MD1＝MD0＝0）、バイトサイズ（Sz＝0）を設定します。DTSビットは任意の値と

することができます。MRBは1回の割り込みで1回のデータ転送（CHNE＝0、DISEL＝0）を行います。SAR

はSCIのRDRのアドレス、DARはデータを格納するRAMの先頭アドレス、CRAは128（H'0080）を設定します。

CRBは任意の値とすることができます。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

3. DTCERの対応するビットを1にセットします。 

4. SCIを所定の受信モードに設定します。SCRのRIEビットを1にセットし、受信完了（RXI）割り込みを許可し

ます。また、SCIの受信動作中に受信エラーが発生すると、以後の受信が行われませんので、CPUが受信エラ

ー割り込みを受け付けられるようにしてください。 

5. SCIの1バイトのデータ受信が完了するごとに、SSRのRDRFフラグが1にセットされ、RXI割り込みが発生し、

DTCが起動されます。DTCによって、受信データがRDRからRAMへ転送され、DARのインクリメント、CRA

のデクリメントを行います。RDRFフラグは自動的に0にクリアされます。 

6. 128回のデータ転送終了後、CRAが0になると、RDRFフラグは1のまま保持され、DTCEが0にクリアされ、CPU

にRXI割り込みが要求されます。割り込み処理ルーチンで終了処理を行ってください。 

 

（2） チェイン転送 

DTCチェイン転送の例として、PPGによるパルス出力を行う例を示します。チェイン転送を使ってパルス出力

データの転送と PPG出力トリガの周期の変更を行うことができます。チェイン転送の前半で PPGの NDRへのリ

ピートモード転送、後半で TPUの TGRへのノーマルモード転送を行います。起動要因のクリアや指定した回数

の転送終了時の割り込み発生は、チェイン転送の後半（CHNE＝0時の転送）に限られるためです。 

1. PPGのNDRへの転送の設定を行います。MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、SM0＝0）、デス

ティネーションアドレス固定（DM1＝DM0＝0）、リピートモード（MD1＝0、MD0＝1）、ワードサイズ（Sz

＝1）を設定します。ソース側をリピート領域（DTS＝1）に設定します。MRBはチェインモード（CHNE＝1、

DISEL＝0）に設定します。SARはデータテーブルの先頭アドレス、DARはNDRHのアドレス、CRAH、CRAL

はデータテーブルサイズを設定します。CRBは任意の値とすることができます。 

2. TPUのTGRへの転送の設定を行います。MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、SM0＝0）、デス

ティネーションアドレス固定（DM1＝DM0＝0）、ノーマルモード（MD1＝MD0＝0）、ワードサイズ（Sz

＝1）を設定します。SARは、データテーブルの先頭アドレス、DARはTGRAのアドレス、CRAはデータテー

ブルサイズを設定します。CRBは任意の値とすることができます。 

3. NDR転送用レジスタ情報の後に連続してTPU転送用レジスタ情報を配置します。 

4. NDR転送用レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

5. DTCERのTGIAに対応するビットを1にセットします。 
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6. TIORでTGRAをアウトプットコンペアレジスタ（出力禁止）に設定し、TIERでTGIA割り込みを許可します。 

7. PODRに出力初期値を設定し、NDRに次の出力値を設定します。DDR、NDERの出力を行うビットを1にセッ

トします。また、PCRで出力トリガとなるTPUのコンペアマッチを選択します。 

8. TSTRのCSTビットを1にセットし、TCNTのカウント動作を開始します。 

9. TGRAのコンペアマッチが発生するごとに次の出力値がNDRへ、次の出力トリガ周期の設定値がTGRAへそ

れぞれ転送されます。起動要因のTGFAフラグはクリアされます。 

10. 指定した回数の転送終了後（TPU転送用CRAが0になると）、TGFAフラグは1のまま保持され、DTCEビット

が0にクリアされ、CPUにTGIA割り込みが要求されます。割り込み処理ルーチンで終了処理を行ってくださ

い。 

 

（3） ソフトウェア起動 

DTCの使用例として、ソフトウェア起動による 1ブロック 128バイトのデータ転送を行う例を示します。転送

元アドレスは H'1000、転送先アドレスは H'2000です。ベクタ番号は H'60、したがって、ベクタアドレスは H'04C0

です。 

1. MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、SM0＝0）、デスティネーションアドレスインクリメント

（DM1＝1、DM0＝0）、ブロック転送モード（MD1＝1、MD0＝0）、バイトサイズ（Sz＝0）を設定します。

DTSビットは任意の値とすることができます。MRBは1回の割り込みで1回のブロック転送（CHNE＝0）を行

います。SARは転送元アドレスでH'1000、DARは転送先アドレスでH'2000、CRAは128（H'8080）を設定しま

す。CRBは1（H'0001）をセットします。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレス（H'04C0）に設定します。 

3. DTVECRのSWDTE＝0を確認します。現在、DTCがソフトウェア起動による転送を行っていないことの確認

です。 

4. SWDTE＝1と共に、ベクタ番号H'60を、DTVECRにライトします。ライトデータはH'E0です。 

5. 再度、DTVECRを読み、ベクタ番号H'60が設定されていることを確認します。設定されていないときは、ラ

イトが失敗したことを表します。3.と4.の間に割り込みが入り、ここで他のソフトウェアによって起動された

場合が、これに相当します。起動したい場合、3.に戻ってください。 

6. ライトが成功すると、DTCが起動され、128バイト1ブロックの転送を行います。 

7. 転送後、SWDTEND割り込みが起動します。割り込み処理ルーチンでSWDTEビットの0クリアなど、終了処

理を行ってください。 
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9.4 割り込み 

DTCが指定された回数のデータ転送を終了したとき、および DISELビットが 1にセットされたデータ転送を終

了したとき、CPUに対して割り込みを要求します。割り込み起動の場合、起動要因に設定した割り込みが発生し

ます。これらの CPUに対する割り込みは CPUのマスクレベルや割り込みコントローラのプライオリティレベル

の制御を受けます。 

ソフトウェアによる起動の場合、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み（SWDTEND）を発生します。 

DISELビットが 1の状態で、1回のデータ転送を終了した場合、または指定した回数のデータ転送を終了した

場合、データ転送終了後に、SWDTEビットが 1に保持され、SWDTEND割り込みを発生します。割り込み処理

ルーチンで SWDTEビットを 0にクリアしてください。 

ソフトウェアで DTCを起動する場合、SWDTEビットを 1にセットしても、データ転送待ち、およびデータ転

送中は、SWDTEND割り込みは発生しません。 
 

9.5 使用上の注意 

（1） モジュールストップ 

MSTPCRAのMSTPA6ビットを 1にセットすると、DTCのクロックが停止し、DTCはモジュールストップ状態

となります。ただし、DTCが起動中にはMSTPA6ビットに 1をライトできません。 
 

（2） 内蔵 RAM 

MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBの各レジスタは、内蔵 RAMに配置します。DTCを使用する場合は、

SYSCRの RAMEビットを 0にクリアしないでください。 
 

（3） DMAC転送終了割り込み 

DMAC転送終了割り込みで DTCを起動したとき、転送カウンタ、DISELビットにかかわらず、DMACの DTE

ビットは DTCの制御を受けず、ライトデータが優先されます。このため、DTCの転送カウンタが 0になった場合

でも、CPUへの割り込みが発生しない場合があります。 
 

（4） DTCEビットの設定 

DTCEビットの設定は、必ず BSET、BCLRなどビット操作命令を使ってリード／ライトしてください。ただし、

初期設定に限り、複数の起動要因を一度に設定するときには、割り込みを禁止して、当該レジスタのダミーリー

ドを行ってからライトすることができます。 
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10. I/Oポート 

10.1 概要 

本 LSIには、13本の入出力ポート（ポート 1、2、3、5、7、8、A～G）と 2本の入力専用ポート（ポート 4、9）

があります。 

ポート機能一覧を表 10.1に示します。各ポートの端子機能は兼用になっています。 

各ポートは、入出力を制御するデータディレクションレジスタ（DDR）と、出力データを格納するデータレジ

スタ（DR）と、端子の状態をリードするポートレジスタ（PORT）から構成されています。なお、入力専用ポー

トには DR、DDRはありません。 

本 LSIのポート A～Eには、入力プルアップMOSが内蔵されており、DDR、DRのほかに、入力プルアップ

MOSコントロールレジスタ（PCR）で、入力プルアップMOSのオン／オフを制御します。 

本 LSIのポート 3、A～Cには、オープンドレインコントロールレジスタ（ODR）が内蔵されており、出力バッ

ファの PMOSのオン／オフを制御します。 

ポート 70～73、A～Gは、拡張バス制御信号出力端子として使用する場合、1個の TTL負荷と 50pFの容量負荷

を駆動することができ、それ以外の場合とポート 1～3、5、74～77、8は 1個の TTL負荷と 30pFの容量負荷を駆

動することができます。すべての入出力ポートは出力時にダーリントントランジスタを駆動することができます。 

各ポートのブロック図は、「付録 C. I/Oポートのブロック図」を参照してください。 
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表 10.1 ポートの機能一覧 

ポート 概要 端子 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート 1 • 8ビットの入出力 

ポート 

• シュミットトリガ 

入力（IRQ1、IRQ0）

P17/PO15/TIOCB2/PWM3/

TCLKD 

P16/PO14/TIOCA2/PWM2/

IRQ1 

P15
 
/PO13/TIOCB1/TCLKC

P14/PO12/TIOCA1/IRQ0 

P13
 
/PO11/TIOCD0/TCLKB

P12
 
/PO10/TIOCC0/TCLKA

P11/PO9/TIOCB0 

P10/PO8/TIOCA0 

TPUの入出力端子（TCLKA、TCLKB、TCLKC、TCLKD、

TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、TIOCA1、

TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）と PPGの出力端子（PO15

～PO8）と割り込み入力端子（IRQ0、IRQ1）と 14ビ

ット PWM出力端子（PWM2、PWM3）と 8ビット入出

力ポートとの兼用 

ポート 2 • 8ビットの入出力 

ポート 

• シュミットトリガ 

入力（P27～P20） 

P27/PO7/TIOCB5 

P26/PO6/TIOCA5 

P25/PO5/TIOCB4 

P24/PO4/TIOCA4 

P23/PO3/TIOCD3 

P22/PO2/TIOCC3 

P21/PO1/TIOCB3 

P20/PO0/TIOCA3 

TPUの入出力端子（TIOCA3、TIOCB3、TIOCC3、

TIOCD3、TIOCA4、TIOCB4、TIOCA5、TIOCB5）と

PPGの出力端子（PO7～PO0）と 8ビット入出力ポー

トとの兼用 

ポート 3 • 8ビットの入出力 

ポート 

• オープンドレイン 

出力可能 

• シュミットトリガ 

入力（IRQ5、IRQ4、

SCL0、SDA0、SCL1、

SDA1 ） 

P37
 
/TxD4 

P36/RxD4 

P35/SCK1/SCK4/SCL0/ 

IRQ5 

P34/RxD1/SDA0 

P33/TxD1/SCL1 

P32/SCK0/SDA1/IRQ4 

P31/RxD0/IrRxD 

P30/TxD0/IrTxD 

SCI（チャネル 0、1、4）の入出力端子（TxD0、RxD0、

SCK0、IrTxD、IrRxD、TxD1、RxD1、SCK1、TxD4、

RxD4、SCK4）と割り込み入力端子（IRQ4、IRQ5）と

IIC（チャネル 0、1）の入出力端子（SCL0、SDA0、SCL1、

SDA1）と 8ビット入出力ポートの兼用 

ポート 4 • 8ビットの入力ポート P47/AN7/DA1 

P46/AN6/DA0 

P45/AN5 

P44/AN4 

P43/AN3 

P42/AN2 

P41/AN1 

P40AN0 

A/D変換器のアナログ入力（AN7～AN0）と D/A変換器

のアナログ出力（DA1、DA0）と 8ビット入力ポートの

兼用 

ポート 5 • 3ビットの入出力 

ポート 

P52/SCK2 

P51/RxD2 

P50/TxD2 

SCI（チャネル 2）の入出力端子（TxD2、RxD2、SCK2）

と 3ビット入出力ポートの兼用 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ポート 概要 端子 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート 7 • 8ビットの入出力 

ポート 

P77/TxD3 

P76/RxD3 

P75/TMO3/SCK3 

P74/TMO2/MRES 

P73/TMO1/CS7 

P72/TMO0/CS6 

P71/TMRI23/TMCI23//CS5

P70/TMRI01/TMCI01/CS4 

8ビットタイマの入出力端子

（TMRI01、TMCI01、TMRI23、

TMCI23、TMO0、TMO1、

TMO2、TMO3）バス制御出力

端子（CS4～CS7）、SCIの

入出力端子（SCK3、RxD3、

TxD3）、マニュアルリセット

入力端子（MRES）と 8ビッ

ト入出力ポートの兼用 

8ビットタイマの入出力

端子（TMRI01、TMCI01、

TMRI23、TMCI23、

TMO0、TMO1、TMO2、

TMO3）SCIの入出力端

子（SCK3、RxD3、TxD3）、

マニュアルリセット入力

端子（MRES）と 8ビッ

ト入出力ポートの兼用 

ポート 8 • 7ビットの入出力 

ポート 

P86 

P85/DACK1 

P84/DACK0 

P83/TEND1 

P82/TEND0 

P81/DREQ1 

P80/DREQ0 

DMACの入出力端子（DREQ0、TEND0、DREQ1、

TEND1、DACK1、DACK0）と 7ビット入出力ポートの

兼用 

ポート 9 • 8ビットの入力ポート P97/AN15/DA3 

P96/AN14/DA2 

P95/AN13 

P94/AN12 

P93/AN11 

P92/AN10 

P91/AN9 

P90/AN8 

A/D変換器のアナログ入力（AN15～AN8）と D/A変換

器のアナログ出力（DA3、DA2）と 8ビット入力ポート

の兼用 

ポートA • 8ビットの入出力 

ポート 

• 入力プルアップ MOS

内蔵 

• オープンドレイン 

出力可能 

PA7/A23 

PA6/A22 

PA5/A21 

PA4/A20 

PA3/A19 

PA2/A18 

PA1/A17 

PA0/A16 

アドレス出力（A23～A16）

と 8ビット入出力ポートと

の兼用 

8ビット入出力ポート 

ポートB • 8ビットの入出力 

ポート 

• 入力プルアップ MOS

内蔵 

• オープンドレイン 

出力可能 

PB7/A15 

PB6/A14 

PB5/A13 

PB4/A12 

PB3/A11 

PB2/A10 

PB1/A9 

PB0/A8 

アドレス出力（A15～A8）と

8ビットの入出力ポートの

兼用 

8ビットの入出力ポー

ト 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ポート 概要 端子 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポートC • 8ビットの入出力 

ポート 

• 入力プルアップ MOS

内蔵 

• オープンドレイン出

力可能 

PC7/A7/PWM1 

PC6/A6/PWM0 

PC5/A5 

PC4/A4 

PC3/A3 

PC2/A2 

PC1/A1 

PC0
 
/A0 

14ビットPWM（チャネル1、

0）の出力端子（PWM1、

PWM0）とアドレス出力（A7

～A0）と 8ビット入出力ポ

ートとの兼用 

14ビット PWM（チャ

ネル 1、0）の出力端子

（PWM1、PWM0）と 8

ビット入出力ポートと

の兼用 

ポートD • 8ビットの入出力 

ポート 

• 入力プルアップ MOS

内蔵 

PD7
 
/D15 

PD6
 
/D14 

PD5
 
/D13 

PD4
 
/D12 

PD3
 
/D11 

PD2
 
/D10 

PD1
 
/D9 

PD0
 
/D8 

データバス入出力 8ビット入出力ポート 

ポートE • 8ビットの入出力 

ポート 

• 入力プルアップ MOS

内蔵 

PE7/D7 

PE6
 
/D6 

PE5
 
/D5 

PE4
 
/D4 

PE3
 
/D3 

PE2
 
/D2 

PE1/D1 

PE0/D0 

8ビットバスモードのとき

入出力ポート 

16ビットバスモードのとき

データバス入出力 

8ビット入出力ポート 

ポート F • 8ビットの入出力 

ポート 

• シュミットトリガ 

入力（IRQ3、IRQ2）

PF7
 
/φ DDR＝0のとき入力ポート 

DDR＝1のとき（リセット後）

φ出力 

DDR＝0のとき（リセッ

ト後）入力ポート 

DDR＝1のときφ出力 

  PF6
 
/AS/LCAS 

PF5/RD 

PF4
 
/HWR 

PF3/LWR/ADTRG/IRQ3 

RD、HWR、LWR出力 

ADTRG、IRQ3入力 

LCASS＝0のとき AS出力、

RMTS2～RMTS0＝B'001～

B'011、CW2＝0、LCASS＝

1のとき LCAS出力 

入出力ポート 

ADTRG、IRQ3入力 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ポート 概要 端子 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート F • 8ビットの入出力 

ポート 

• シュミットトリガ 

入力（IRQ3、IRQ2）

PF2/LCAS/WAIT/ 

BREQO 

WAITE＝0、BREQOE＝0の

とき（リセット後） 

入出力ポート 

WAITE＝1、BREQOE＝0の

ときWAIT入力 

WAITE＝0、BREQOE＝1の

とき BREQO入力 

RMTS2～RMTS0＝B'001～

B'011、CW2＝0、LCASS＝

0のとき LCAS出力 

入出力ポート 

  PF1/BACK/BUZZ 

PF0/BREQ/IRQ2 

BRLE＝0のとき（リセット

後）入出力ポート 

BRLE＝1のとき BREQ入

力、BACK出力 

BUZZ出力、IRQ2入力 

BUZZ出力 

IRQ2入力 

入出力ポート 

ポートG • 5ビットの入出力 

ポート 

PG4/CS0 DDR＝0のとき*1入力ポート

DDR＝1のとき*2 CS0出力 

入出力ポート 

 • シュミットトリガ入

力（IRQ7、IRQ6） 

PG3/CS1 

PG2/CS2 

PG1/CS3/OE/IRQ7 

DDR＝0のとき（リセット

後）入力ポート 

DDR＝1のとき CS1、CS2、

CS3出力 

OE出力、IRQ7入力 

入出力ポート 

IRQ7入力 

  PG0/CAS/IRQ6 DRAM空間設定のとき CAS

出力 

上記以外のとき（リセット

後）入出力ポート 

IRQ6入力 

入出力ポート 

IRQ6入力 

【注】 *1 モード 6のリセット後 

 *2 モード 4、5のリセット後 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

10.2 ポート 1 

10.2.1 概要 

ポート1は、8ビットの入出力ポートです。ポート1は、PPGの出力端子（PO15～PO8）、TPUの入出力端子（TCLKA、

TCLKB、TCLKC、TCLKD、TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、TIOCA1、TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）、

14ビット PWM出力端子（PWM2、PWM3）、外部割り込み端子（IRQ0、IRQ1）と兼用になっています。ポート

1の端子機能はいずれの動作モードでも共通です。 

ポート 1の各端子の構成を図 10.1に示します。 

P17

P16

P15

P14

P13

P12

P11

P10

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／PO15

／PO14

／PO13

／PO12

／PO11

／PO10

／PO9

／PO8

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポ
　
ト
1

／TIOCB2

／TIOCA2

／TIOCB1

／TIOCA1

／TIOCD0

／TIOCC0

／TIOCB0

／TIOCA0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／PWM3

／TCLKC

／TCLKB

／TCLKA

（出力）

（入力）

（入力）

（入力）

ポート1端子、モード4～7の端子機能

｜

／TCLKD（入力）

／PWM2（出力）／IRQ1（入力）

／IRQ0（入力）

 

図 10.1 ポート 1の端子機能 

 

10.2.2 レジスタ構成 

表 10.2にポート 1のレジスタ構成を示します。 
 

表 10.2 ポート 1レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR W H'00 H'FE30 

ポート 1データレジスタ P1DR R/W H'00 H'FF00 

ポート 1レジスタ PORT1 R 不定 H'FFB0 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（1） ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR） 

7

P17DDR

0

W

6

P16DDR

0

W

5

P15DDR

0

W

4

P14DDR

0

W

3

P13DDR

0

W

0

P10DDR

0

W

2

P12DDR

0

W

1

P11DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P1DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 1の各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P1DDRを 1にセットすると対応するポート 1の各端子は出力となり、0にクリアすると入力になります。 

P1DDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、P1DDRは直前の状態を保持します。マニュアルリセット

では、PPG、TPUは初期化されるため、P1DDR、P1DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

（2） ポート 1データレジスタ（P1DR） 

7

P17DR

0

R/W

6

P16DR

0

R/W

5

P15DR

0

R/W

4

P14DR

0

R/W

3

P13DR

0

R/W

0

P10DR

0

R/W

2

P12DR

0

R/W

1

P11DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P1DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 1の各端子（P17～P10）の出力データを格納し

ます。 

P1DRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。マニュアル

リセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート 1レジスタ（PORT1） 

7

P17

－*

R

6

P16

－*

R

5

P15

－*

R

4

P14

－*

R

3

P13

－*

R

0

P10

－*

R

2

P12

－*

R

1

P11

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P17～P10端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORT1は、8ビットのリード専用レジスタで、ライトは無効です。端子の状態を反映します。ポート 1の各端

子（P17～P10）の出力データのライトは必ず P1DRに対して行ってください。 

P1DDRが 1にセットされているとき、PORT1のリードを行うと P1DRの値をリードします。P1DDRが 0にク

リアされているとき、PORT1のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT1は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは P1DDR、P1DRが初期化されるため、

端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を

保持します。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

10.2.3 端子機能 

ポート 1の各端子は、PPGの出力端子（PO15～PO8）、TPUの入出力端子（TCLKA、TCLKB、TCLKC、TCLKD、

TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、TIOCA1、TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）、外部割り込み入力端子（IRQ0、

IRQ1）、14ビット PWM出力端子（PWM2、PWM3）と兼用になっています。ポート 1の端子機能を表 10.3に示

します。 
 

表 10.3 ポート 1の端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

P17/PO15/TIOCB2/ 

PWM3/TCLKD 

TMDR2の MD3～MD0ビット、TIOR2の IOB3～IOB0ビット、TCR2の CCLR1、CCLR0ビット

による TPUチャネル 2の設定、TCR0、TCR5の TPSC2～TPSC0ビット、DACR3の OEBビッ

ト、NDERHの NDER15ビット、および P17DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替

わります。 

TPUチャネル2の設定

OEB

P17DDR

NDER15

端子機能

下表（1）

－

－

－

TIOCB2出力

下表（2）

0

0

－

P17入力

0

1

0

P17出力

0

1

1

PO15出力

1

－

－

PWM3出力

TIOCB2入力*1

TCLKD入力*2

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOB3＝1の場合に TIOCB2入力となります。 

 *2 TCR0、TCR5のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'111の場合に TCLKD入力と

なります。 

  また、チャネル 2、4を位相計数モードに設定すると、TCLKD入力となります。 

TPUチャネル2の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'10

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'10以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

端子 選択方法と端子機能 

P16/PO14/TIOCA2/ 

PWM2/IRQ1 

TMDR2の MD3～MD0ビット、TIOR2の IOA3～IOA0ビット、TCR2の CCLR1、CCLR0ビット

によるTPUチャネル2の設定、DACR3のOEAビット、NDERHのNDER14ビット、およびP16DDR

ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル2の設定

OEA

P16DDR

NDER14

端子機能

下表（1）

－

－

－

TIOCA2出力

下表（2）

0

0

－

P16入力

0

1

0

P16出力

0

1

1

PO14出力

1

－

－

PWM2出力

TIOCA2入力*1

IRQ1入力
 

 

TPUチャネル2の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM  　*2

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'01

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'01以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOA3＝1の場合に TIOCA2入力となります。 

 *2 TIOCB2は出力禁止となります。 

 



 

10. I/Oポート 

10-10  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

端子 選択方法と端子機能 

P15/PO13/TIOCB1/ 

TCLKC 

TMDR1の MD3～MD0ビット、TIOR1の IOB3～IOB0ビット、TCR1の CCLR1、CCLR0ビット

による TPUチャネル 1の設定、TCR0、TCR2、TCR4、TCR5の TPSC2～TPSC0ビット、NDERH

の NDER13ビット、および P15DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル1の設定

P15DDR

NDER13

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB1出力

下表（2）

0

－

P15入力

1

0

P15出力

1

1

PO13出力

TIOCB1入力*1

TCLKC入力*2

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOB3～IOB0＝B'10xxの場合に TIOCB1入力とな

ります。 

 *2 TCR0、TCR2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'110または TCR4、TCR5の

いずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'101の場合に TCLKC入力となります。 

  また、チャネル 2、4を位相計数モードに設定すると、TCLKC入力となります。 

TPUチャネル1の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'10

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'10以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

端子 選択方法と端子機能 

P14/PO12/TIOCA1/ 

IRQ0 

TMDR1の MD3～MD0ビット、TIOR1の IOA3～IOA0ビット、TCR1の CCLR1、CCLR0ビット

による TPUチャネル 1の設定、NDERHの NDER12ビット、および P14DDRビットの組み合わ

せにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル1の設定

P14DDR

NDER12

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA1出力

下表（2）

0

－

P14入力

1

0

P14出力

1

1

PO12出力

TIOCA1入力*1

IRQ0入力
 

 

TPUチャネル1の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM   　*2

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'01

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'01以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOA3～IOA0＝B'10xxの場合に TIOCA1入力とな

ります。 

 *2 TIOCB1は出力禁止となります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P13/PO11/TIOCD0/ 

TCLKB 

TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Lの IOD3～IOD0ビット、TCR0の CCLR2～CCLR0ビッ

トによる TPUチャネル 0の設定、TCR0～TCR2の TPSC2～TPSC0ビット、NDERHの NDER11

ビット、および P13DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TCLKB入力*2

下表（1）

－

－

TIOCD0出力

下表（2）

0

－

P13入力

1

0

P13出力

1

1

PO11出力

TPUチャネル0の設定

P13DDR

NDER11

端子機能

TIOCD0入力*1

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、かつ IOD3～IOD0＝B'10xxの場合に TIOCD0入力となります。 

 *2 TCR0～TCR2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'101の場合に TCLKB入力と

なります。 

  また、チャネル 1、5を位相計数モードに設定すると TCLKB入力となります。 

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOD3～IOD0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'110

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'110以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P12/PO10/ 

TIOCC0/TCLKA 

TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Lの IOC3～IOC0ビット、TCR0の CCLR2～CCLR0ビッ

トによる TPUチャネル 0の設定、TCR0～TCR5の TPSC2～TPSC0ビット、NDERHの NDER10

ビット、および P12DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル0の設定

P12DDR

NDER10

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCC0出力

下表（2）

TCLKA入力*2

TIOCC0入力*1

0

－

P12入力

1

0

P12出力

1

1

PO10出力

 

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOC3～IOC0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM 　*3

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'101

－

（2） （1）

B'101以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

B'0000

B'0100

B'1xxx

  －

－

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、かつ IOC3～IOC0＝B'10xxの場合に TIOCC0入力となります。 

 *2 TCR0～TCR5のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'100の場合に 

  TCLKA入力となります。 

  また、チャネル 1、5を位相計数モードに設定すると TCLKA入力となります。 

 *3 TIOCD0は出力禁止となります。 

  TMDR0の BFA＝1または BFB＝1のときは出力禁止で（2）の設定になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P11/PO9/TIOCB0 TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Hの IOB3～IOB0ビットによる TPUチャネル 0の設定、

NDERHの NDER9ビットと P11DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

下表（1）

－

－

TIOCB0出力

下表（2）

0

－

P11入力

1

0

P11出力

1

1

PO9出力

TIOCB0入力*

TPUチャネル0の設定

P11DDR

NDER9

端子機能

 

【注】 * MD3～MD0＝B'0000、かつ IOB3～IOB0＝B'10xxの場合に TIOCB0入力となります。 

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'010

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'010以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力

 

P10/PO8/TIOCA0 TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Hの IOA3～IOA0ビット、TCR0の CCLR2～CCLR0ビッ

トによる TPUチャネル 0の設定、NDERHの NDER8ビットと P10DDRビットの組み合わせによ

り、次のように切り替わります。 

下表（1）

－

－

TIOCA0出力

下表（2）

0

－

P10入力

1

0

P10出力

1

1

PO8出力

TIOCA0入力*1

TPUチャネル0の設定

P10DDR

NDER8

端子機能

 

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM   　*2

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'001

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'001以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

 

【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、かつ IOA3～IOA0＝ B'10xxの場合に TIOCA0入力となります。 

 *2 TIOCB0は出力禁止となります。 
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10.3 ポート 2 

10.3.1 概要 

ポート 2は、8ビットの入出力ポートです。ポート 2は、TPUの入出力端子（TIOCA3、TIOCB3、TIOCC3、TIOCD3、

TIOCA4、TIOCB4、TIOCA5、TIOCB5）、PPGの出力端子（PO7～PO0）と兼用になっています。ポート 2の端子

機能はいずれの動作モードでも共通です。ポート 2の各端子の構成を図 10.2に示します。 

P27

P26

P25

P24

P23

P22

P21

P20

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／PO7

／PO6

／PO5

／PO4

／PO3

／PO2

／PO1

／PO0

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポ
　
ト
2

／TIOCB5

／TIOCA5

／TIOCB4

／TIOCA4

／TIOCD3

／TIOCC3

／TIOCB3

／TIOCA3

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポート2端子、モード4～7の端子機能

｜

 

図 10.2 ポート 2の端子機能 

 

10.3.2 レジスタ構成 

表 10.4にポート 2のレジスタ構成を示します。 
 

表 10.4 ポート 2レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR W H'00 H'FE31 

ポート 2データレジスタ P2DR R/W H'00 H'FF01 

ポート 2レジスタ PORT2 R H'00 H'FFB1 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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（1） ポート 2データディレクションレジスタ（P2DDR） 

7

P27DDR

0

W

6

P26DDR

0

W

5

P25DDR

0

W

4

P24DDR

0

W

3

P23DDR

0

W

0

P20DDR

0

W

2

P22DDR

0

W

1

P21DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P2DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 2の各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P2DDRを 1にセットすると対応するポート 2の各端子は出力となり、0にクリアすると入力になります。 

P2DDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、P2DDRは、直前の状態を保持します。マニュアルリセッ

トでは、PPG、TPUは初期化されるため、P2DDR、P2DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

（2） ポート 2データレジスタ（P2DR） 

7

P27DR

0

R/W

6

P26DR

0

R/W

5

P25DR

0

R/W

4

P24DR

0

R/W

3

P23DR

0

R/W

0

P20DR

0

R/W

2

P22DR

0

R/W

1

P21DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P2DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 2の各端子（P27～P20）の出力データを格納し

ます。 

P2DRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート 2レジスタ（PORT2） 

7

P27

－*

R

6

P26

－*

R

5

P25

－*

R

4

P24

－*

R

3

P23

－*

R

0

P20

－*

R

2

P22

－*

R

1

P21

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P27～P20端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORT2は、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート 2の各端

子（P27～P20）の出力データのライトは必ず P2DRに対して行ってください。 

P2DDRが 1にセットされているとき、PORT2のリードを行うと P2DRの値をリードします。P2DDRが 0にク

リアされているとき、PORT 2のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT2は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P2DDR、P2DRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
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10.3.3 端子機能 

ポート 2は、8ビットの入出力ポートです。ポート 2は、TPUの入出力端子（TIOCA3、TIOCB3、TIOCC3、TIOCD3、

TIOCA4、TIOCB4、TIOCA5、TIOCB5）、PPGの出力端子（PO7～PO0）と兼用になっています。ポート 2の端子

機能を表 10.5に示します。 
 

表 10.5 ポート 2の端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

P27/PO7/TIOCB5 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR5の IOB3～IOB0ビット、TCR5の CCLR1～CCLR0ビット

による TPUチャネル 5の設定、NDERLの NDER7ビットと P27DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル5の設定

P27DDR

NDER7

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB5出力

下表（2）

0

－

P27入力

1

0

P27出力

1

1

PO7出力

TIOCB5入力*

 

【注】 * MD3～MD0=B'0000かつ IOB3～IOB0=B'1xxxの場合に TIOCB5入力となります。 

TPUチャネル5の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

以外

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'10

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'10以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P26/PO6/TIOCA5 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR5の IOA3～IOA0ビット、TCR5の CCLR1～CCLR0ビット

による TPUチャネル 5の設定、NDERLの NDER6ビットと P26DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル5の設定

P26DDR

NDER6

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA5出力

下表（2）

0

－

P26入力

1

0

P26出力

1

1

PO6出力

TIOCA5入力*1

 

TPUチャネル5の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'xx00

以外

－

PWMモード1出力*2

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'01

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'01以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0011B'0010B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力

 

【注】 *1 MD3～MD0=B'0000かつ IOA3～IOA0=B'1xxxの場合に TIOCA5入力となります。 

 *2 TIOCB5は出力禁止となります。 

P25/PO5/TIOCB4 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR4の IOB3～IOB0ビット、TCR4の CCLR1～CCLR0ビット

による TPUチャネル 4の設定、NDERLの NDER5ビットと P25DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル4の設定

P25DDR

NDER5

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB4出力

下表（2）

0

－

P25入力

1

0

P25出力

1

1

PO5出力

TIOCB4入力*

 

【注】 * MD3～MD0=B'0000かつ IOB3～IOB0=B'10xxの場合に TIOCB4入力となります。 

TPUチャネル4の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

以外

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'10

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'10以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P24/PO4/TIOCA4 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR4の IOA3～IOA0ビット、TCR4の CCLR1～CCLR0ビット

による TPUチャネル 4の設定、NDERLの NDER4ビットと P24DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル4の設定

P24DDR

NDER4

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA4出力

下表（2）

0

－

P24入力

1

0

P24出力

1

1

PO4出力

TIOCA4入力*1

 

TPUチャネル4の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00

以外

－

PWMモード1出力*2

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'01

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'01以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力

B'0011

 

【注】 *1 MD3～MD0=B'0000かつ IOA3～IOA0=B'10xxの場合に TIOCA4入力となります。 

 *2 TIOCB4は出力禁止となります。 

P23/PO3/TIOCD3 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR3Lの IOD3～IOD0ビット、TCR3の CCLR2～CCLR0ビット

による TPUチャネル 3の設定、NDERLの NDER3ビットと P23DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P23DDR

NDER3

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCD3出力

下表（2）

0

－

P23入力

1

0

P23出力

1

1

PO3出力

TIOCD3入力*

 

【注】 * MD3～MD0=B'0000かつ IOB3～IOB0=B'10xxの場合に TIOCD3入力となります。 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOD3～IOD0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

以外

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'110

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'110以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P22/PO2/TIOCC3 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR3Lの IOC3～IOC0ビット、TCR3の CCLR2～CCLR0ビット

による TPUチャネル 3の設定、NDERLの NDER2ビットと P22DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P22DDR

NDER2

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCC3出力

下表（2）

0

－

P22入力

1

0

P22出力

1

1

PO2出力

TIOCC3入力*1

 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOC3～IOC0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00

以外

－

PWMモード1出力*2

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'101

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'101以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力

B'0011

 

【注】 *1 MD3～MD0=B'0000かつ IOA3～IOA0=B'10xxの場合に TIOCC3入力となります。 

 *2 TIOCD3は出力禁止となります。 

P21/PO1/TIOCB3 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR3Hの IOB3～IOB0ビット、TCR3の CCLR2～CCLR0ビット

による TPUチャネル 3の設定、NDERLの NDER1ビットと P21DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P21DDR

NDER1

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB3出力

下表（2）

0

－

P21入力

1

0

P21出力

1

1

PO1出力

TIOCB3入力*

 

【注】 * MD3～MD0=B'0000かつ IOB3～IOB0=B'10xxの場合に TIOCB3入力となります。 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

以外

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'010

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'010以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P20/PO0/TIOCA3 TMDRの MD3～MD0ビット、TIOR3Hの IOA3～IOA0ビット、TCR3の CCLR2～CCLR0ビット

による TPUチャネル 3の設定、NDERLの NDER0ビットと P20DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P20DDR

NDER0

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA3出力

下表（2）

0

－

P20入力

1

0

P20出力

1

1

PO0出力

TIOCA3入力*1

 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00

以外

－

PWMモード1出力*2

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'001

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'001以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力

B'0011

 

【注】 *1 MD3～MD0=B'0000かつ IOA3～IOA0=B'10xxの場合に TIOCA3入力となります。 

 *2 TIOCB3は出力禁止となります。 
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10.4 ポート 3 

10.4.1 概要 

ポート 3は、8ビットの入出力ポートです。ポート 3は、SCIの入出力端子（TxD0、RxD0、SCK0、IrTxD、IrRxD、

TxD1、RxD1、SCK1、TxD4、RxD4、SCK4）、外部割り込み入力端子（IRQ4、IRQ5）、IICの入出力端子（SCL0、

SDA0、SCL1、SDA1）と兼用になっています。ポート 3の端子機能はいずれの動作モードでも共通です。ポート

3の各端子の構成を図 10.3に示します。 

P37

P36

P35

P34

P33

P32

P31

P30

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／TxD4

／RxD4

／SCK1

／RxD1（入力）／SDA0（入出力）

／

／

／RxD0（入力）／IrRxD（入力）

／TxD0（出力）／IrTxD（出力）

（出力）

（入力）

（入出力）

　

　

 

ポート3端子

ポ
｜
ト
3

／SCK4（入出力）

TxD1（出力）／SCL1（入出力）

SCK0（入出力）／SDA1（入出力）／IRQ4（入力）

／SCL0（入出力）／IRQ5（入力）

 

図 10.3 ポート 3の端子機能 

 

10.4.2 レジスタ構成 

表 10.6にポート 3のレジスタ構成を示します。 
 

表 10.6 ポート 3レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR W H'00 H'FE32 

ポート 3データレジスタ P3DR R/W H'00 H'FF02 

ポート 3レジスタ PORT3 R 不定 H'FFB2 

ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ P3ODR R/W H'00 H'FE46 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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（1） ポート 3データディレクションレジスタ（P3DDR） 

7

P37DDR

0

W

6

P36DDR

0

W

5

P35DDR

0

W

4

P34DDR

0

W

3

P33DDR

0

W

0

P30DDR

0

W

2

P32DDR

0

W

1

P31DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P3DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 3の各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P3DDRを 1にセットすると対応するポート 3の各端子は出力となり、0にクリアすると入力になります。 

P3DDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、P3DDRは、直前の状態を保持します。マニュアルリセッ

トでは、SCI、IICは初期化されるため、P3DDR、P3DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

（2） ポート 3データレジスタ（P3DR） 

7

P37DR

0

R/W

6

P36DR

0

R/W

5

P35DR

0

R/W

4

P34DR

0

R/W

3

P33DR

0

R/W

0

P30DR

0

R/W

2

P32DR

0

R/W

1

P31DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P3DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 3の各端子（P35～P30）の出力データを格納し

ます。 

P3DRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート 3レジスタ（PORT3） 

7

P37

－*

R

6

P36

－*

R

5

P35

－*

R

4

P34

－*

R

3

P33

－*

R

0

P30

－*

R

2

P32

－*

R

1

P31

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P37～P30端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORT3は、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート 3の各端

子（P37～P30）の出力データのライトは必ず P3DRに対して行ってください。 

P3DDRが 1にセットされているとき、PORT3のリードを行うと P3DRの値をリードします。P3DDRが 0にク

リアされているとき、PORT 3のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT3は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P3DDR、P3DRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
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（4） ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ（P3ODR） 

7

P37ODR

0

R/W

6

P36ODR

0

R/W

5

P35ODR

0

R/W

4

P34ODR

0

R/W

3

P33ODR

0

R/W

0

P30ODR

0

R/W

2

P32ODR

0

R/W

1

P31ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P3ODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 3の各端子（P37～P30）の PMOSのオン／オ

フを制御します。 

P3ODRを 1にセットするとポート 3の各端子は NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS

出力となります｡ 

P3ODRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

10.4.3 端子機能 

ポート 3の各端子は、SCIの入出力端子（TxD0、RxD0、SCK0、IrTxD、IrRxD、TxD1、RxD1、SCK1、TxD4、

RxD4、SCK4）、外部割り込み入力端子（IRQ4、IRQ5）、IICの入出力端子（SCL0、SDA0、SCL1、SDA1）と兼

用になっています。ポート 3の端子機能を表 10.7に示します。 
 

表 10.7 ポート 3の端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

P37/TxD4 SCI4の SCRの TEビットと P37DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TE

P37DDR

端子機能

0

P37入力端子

1

－

TxD4出力端子

0

1

P37出力端子*

 

【注】 * P37ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P36/RxD4 SCI4の SCRの REビットと P36DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

RE

P36DDR

端子機能

0

P36入力端子

1

－

RxD4入力端子

0

1

P36出力端子*

 

【注】 * P36ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P35/SCK1/SCK4/ 

SCL0/IRQ5 

IIC0の ICCR0の ICEビット、SCI1または SCI4の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1

ビット、および P35DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

SCL0入出力端子として使用する場合は、SCI1または SCI4の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、

CKE1ビットの各ビットを必ず 0にクリアしてください。また、SCK1と SCK4を同時出力に設定

しないでください。 

なお、SCL0の出力形式は NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。 

ICE

CKE1(SCI1)

CKE1(SCI4)

C/A(SCI1)

C/A(SCI4)

CKE0(SCI1)

CKE0(SCI4)

P35DDR

端子機能

0

0

0

IRQ5入力

0

0

1

1

－

－

SCK1/SCK4

出力端子*1

0, 1, 1

1, 0, 1

－

－

－

SCK1/SCK4

入力端子

1

0

0

0

0

0

0

－

SCL0

入出力端子

0

0

0, 1, 1*2

1, 0, 1*2

－

SCK1/SCK4

出力端子*1

1

P35

出力端子*1

0

P35

入力端子

 

【注】 *1 出力形式は、NMOSプッシュプル出力です。ただし、P35ODR＝1のとき、NMOS

オープンドレイン出力となります。 

 *2 SCK1と SCK4は同時に出力しないでください。 

P34/RxD1/SDA0 IIC0の ICCR0の ICEビット、SCI1の SCRの REビットと P34DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

なお、SDA0の出力形式は NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。 

ICE

RE

P34DDR

端子機能

0

P34入力端子

1

－

RxD1入力端子

1

－

－

SDA0入出力端子

0

0

1

P34出力端子*

 

【注】 * 出力形式は、NMOSプッシュプル出力です。ただし、P34ODR＝1のとき、NMOSオ

ープンドレイン出力になります。 

P33/TxD1/SCL1 IIC1の ICCR1の ICEビット、SCI1の SCRの TEビットと P33DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

なお、SCL1の出力形式は NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。 

ICE

TE

P33DDR

端子機能

0

P33入力端子

1

－

TxD1出力端子*

1

－

－

SCL1入出力端子*

0

0

1

P33出力端子*

 

【注】 * P33ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P32/SCK0/SDA1/IRQ4 IIC1の ICCR1の ICEビット、SCI0の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビット、およ

び P32DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

SDA1入出力端子として使用する場合は、SCI0の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビ

ットの各ビットを必ず 0にクリアしてください。 

なお、SDA1の出力形式は NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。 

ICE

CKE1

C/A

CKE0

P32DDR

端子機能

0

0

IRQ4入力

0 1

－

－

SCK0

出力端子*

1

－

－

－

SCK0

入力端子

1

0

0

0

－

SDA1

入出力端子

0 1

－

SCK0

出力端子*

1

P32

出力端子*

0

P32

入力端子

 

【注】 * P32ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P31/RxD0/IrRxD SCI0の SCRの REビットと P31DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

RE

P31DDR

端子機能

0

P31入力端子

1

－

RxD0/IrRxD入力端子

0

1

P31出力端子*

 

【注】 * P31ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P30/TxD0/IrTxD SCI0の SCRの TEビットと P30DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TE

P30DDR

端子機能

0

P30入力端子

1

－

TxD0/IrTxD出力端子*

0

1

P30出力端子*

 

【注】 * P30ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
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10.5 ポート 4 

10.5.1 概要 

ポート 4は、8ビットの入力専用ポートです。ポート 4は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN0～AN7）と

D/A変換器のアナログ出力端子（DA0、DA1）との兼用になっています。ポート 4の端子機能はいずれの動作モ

ードでも共通です。ポート 4の各端子の構成を図 10.4に示します。 

P47

P46

P45

P44

P43

P42

P41

P40

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／AN7

／AN6

／AN5

／AN4

／AN3

／AN2

／AN1

／AN0

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／DA1

／DA0

（出力）

（出力）

ポート4端子

ポ
｜
ト
4

 

図 10.4 ポート 4の端子機能 

 

10.5.2 レジスタ構成 

表 10.8にポート 4のレジスタ構成を示します。ポート 4は入力専用ポートであり、データディレクションレジ

スタ、データレジスタはありません。 
 

表 10.8 ポート 4レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 4レジスタ PORT4 R 不定 H'FFB3 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート 4レジスタ（PORT4） 

PORT4のリードを行うと、常に端子の状態が読み出されます。 

7

P47

－*

R

6

P46

－*

R

5

P45

－*

R

4

P44

－*

R

3

P43

－*

R

0

P40

－*

R

2

P42

－*

R

1

P41

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P47～P40端子の状態により決定されます。

：

：

：
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10.5.3 端子機能 

ポート 4の各端子は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN0～AN7）と D/A変換器のアナログ出力端子（DA0、

DA1）との兼用になっています。 
 

10.6 ポート 5 

10.6.1 概要 

ポート 5は、3ビットの入出力ポートです。ポート 5は、SCI2の入出力端子（SCK2、RxD2、TxD2）と兼用に

なっています。ポート 5の端子機能はいずれの動作モードでも共通です。ポート 5の各端子の構成を図 10.5に示

します。 

P52

P51

P50

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／SCK2

／RxD2

／TxD2

（入出力）

（入力）

（出力）

ポ
　
ト
5

ポート5端子、モード4～7の端子機能

｜

 

図 10.5 ポート 5の端子機能 

 

10.6.2 レジスタ構成 

表 10.9にポート 5のレジスタ構成を示します。 
 

表 10.9 ポート 5レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値*2 アドレス*1 

ポート 5データディレクションレジスタ P5DDR W H'0 H'FE34 

ポート 5データレジスタ P5DR R/W H'0 H'FF04 

ポート 5レジスタ PORT5 R H'0 H'FFB4 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 データの下位 3ビットを示しています。 

 



 

10. I/Oポート 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  10-29 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（1） ポート 5データディレクションレジスタ（P5DDR） 

7

―

不定

―

6

―

不定

―

5

―

不定

―

4

―

不定

―

3

―

不定

―

0

P50DDR

0

W

2

P52DDR

0

W

1

P51DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P5DDRは、3ビットのライト専用レジスタで、ポート 5の各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P5DDRを 1にセットすると対応するポート 5の各端子は出力となり、0にクリアすると入力になります。 

P5DDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'0（ビット 2～0）に初期化され

ます。また、マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、P5DDRは、直前の状態を保持しま

す。マニュアルリセットでは、SCIは初期化されるため、P5DDR、P5DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

（2） ポート 5データレジスタ（P5DR） 

7

―

不定

―

6

―

不定

―

5

―

不定

―

4

―

不定

―

3

―

不定

―

0

P50DR

0

R/W

2

P52DR

0

R/W

1

P51DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P5DRは、3ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 5の各端子（P52～P50）の出力データを格納し

ます。 

P5DRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'0（ビット 2～0）に初期化されま

す。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート 5レジスタ（PORT5） 

7

―

不定

―

6

―

不定

―

5

―

不定

―

4

―

不定

―

3

―

不定

―

0

P50

－*

R

2

P52

－*

R

1

P51

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P52～P50端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORT5は、3ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート 5の各端

子（P52～P50）の出力データのライトは必ず P5DRに対して行ってください。 

P5DDRが 1にセットされているとき、PORT5のリードを行うと P5DRの値をリードします。P5DDRが 0にク

リアされているとき、PORT5のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT5は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P5DDR、P5DRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
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10.6.3 端子機能 

ポート 5は、3ビットの入出力ポートです。ポート 5は、SCI2の入出力端子（SCK2、RxD2、TxD2）と兼用に

なっています。ポート 5の端子機能を表 10.10に示します。 
 

表 10.10 ポート 5の端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

P52/SCK2 SCI2の SMRビットの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビット、および P52DDRビットの組み

合わせにより、次のように切り替わります。 

CKE1

C/A

CKE0

P52DDR

端子機能

1

P52

出力端子

0

0

0

1

－

－

－

SCK2

入力端子

0

P52

入力端子

1

－

－

SCK2

出力端子

1

－

SCK2

出力端子
 

P51/RxD2 SCI2の SCRの REビット、および P51DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わり

ます。 

RE

P51DDR

端子機能

1

P51出力端子

1

－

RxD2入力端子

0

0

P51入力端子

 

P50/TxD2 SCI2の SCRの TEビット、および P50DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わり

ます。 

TE

P50DDR

端子機能

1

P50出力端子

1

－

TxD2出力端子

0

0

P50入力端子
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10.7 ポート 7 

10.7.1 概要 

ポート7は、8ビットの入出力ポートです。ポート7は、8ビットタイマの入出力端子（TMRI01、TMCI01、TMRI23、

TMCI23、TMO0、TMO1、TMO2、TMO3）、バス制御出力端子（CS4～CS7）、SCIの入出力端子（SCK3、RxD3、

TxD3）、マニュアルリセット入力端子（MRES）と兼用になっています。P77～P74の端子機能はいずれの動作モ

ードでも共通です。P73～P70の端子機能は動作モードによって切り替わります。 

ポート 7の各端子の構成を図 10.6に示します。 

P77／TxD3

P76／RxD3

P75／TMO3／SCK3

P74／TMO2／MRES

P73／TMO1／CS7

P72／TMO0／CS6

P71／TMRI23／TMCI23／CS5

P70／TMRI01／TMCI01／CS4

／TxD3

／RxD3

／TMO3

／TMO2

／TMO1

／TMO0

／TMRI23

／TMRI01

／SCK3

／MRES

／CS7

／CS6

／TMCI23

／TMCI01

／CS5

／CS4

P77

P76

P75

P74

P73

P72

P71

P70

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（出力）

（出力）

（出力）

（入力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（入力）

（入力）

（入出力）

（入力）

（出力）

（出力）

（入力）

（入力）

／TxD3

／RxD3

／TMO3

／TMO2

／TMO1

／TMO0

／TMRI23

／TMRI01

／SCK3

／MRES

／TMCI23

／TMCI01

P77

P76

P75

P74

P73

P72

P71

P70

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（出力）

（入力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（入力）

（入力）

（入出力）

（入力）

（入力）

（入力）

ポート7端子 モード4～6の端子機能

モード7の端子機能

ポ
｜
ト
7

 

図 10.6 ポート 7の端子機能 

 

10.7.2 レジスタ構成 

表 10.11にポート 7のレジスタ構成を示します。 
 

表 10.11 ポート 7レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 7データディレクションレジスタ P7DDR W H'00 H'FE36 

ポート 7データレジスタ P7DR R/W H'00 H'FF06 

ポート 7レジスタ PORT7 R 不定 H'FFB6 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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（1） ポート 7データディレクションレジスタ（P7DDR） 

7

P77DDR

0

W

6

P76DDR

0

W

5

P75DDR

0

W

4

P74DDR

0

W

3

P73DDR

0

W

0

P70DDR

0

W

2

P72DDR

0

W

1

P71DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P7DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 7の各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P7DDRを 1にセットすると対応するポート 7の各端子は出力となり、0にクリアすると入力になります。 

P7DDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。マニュアルリセットでは 8ビ

ットタイマ、SCIは初期化されるため、P7DDR、P7DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

（2） ポート 7データレジスタ（P7DR） 

7

P77DR

0

R/W

6

P76DR

0

R/W

5

P75DR

0

R/W

4

P74DR

0

R/W

3

P73DR

0

R/W

0

P70DR

0

R/W

2

P72DR

0

R/W

1

P71DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P7DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 7の各端子（P77～P70）の出力データを格納し

ます。 

P7DRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート 7レジスタ（PORT7） 

7

P77

－*

R

6

P76

－*

R

5

P75

－*

R

4

P74

－*

R

3

P73

－*

R

0

P70

－*

R

2

P72

－*

R

1

P71

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P77～P70端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORT7は、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート 7の各端

子（P77～P70）の出力データのライトは必ず P7DRに対して行ってください。 

P7DDRが 1にセットされているとき、PORT7のリードを行うと P7DRの値をリードします。P7DDRが 0にク

リアされているとき、PORT7のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT7は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P7DDR、P7DRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
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10.7.3 端子機能 

ポート 7の各端子は、8ビットタイマの入出力端子（TMRI01、TMCI01、TMRI23、TMCI23、TMO0、TMO1、

TMO2、TMO3）、バス制御出力端子（CS4～CS7）、SCIの入出力端子（SCK3、RxD3、TxD3）、マニュアルリ

セット入力端子（MRES）と兼用になっています。ポート 7の端子機能を表 10.12に示します。 
 

表 10.12 ポート 7の端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

P77/TxD3 SCI3の SCRの TEビットと P77DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TE

P77DDR

端子機能

0

P77入力端子

1

－

TxD3出力端子

0

1

P77出力端子
 

P76/RxD3 SCI3の SCRの REビットと P76DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

RE

P76DDR

端子機能

0

P76入力端子

1

－

RxD3入力端子

0

1

P76出力端子

 

P75/TMO3/SCK3 SCI3の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビット、8ビットタイマの TCSR3の OS3～

OS0ビットと P75DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

OS3～OS0

CKE1

C/A

CKE0

P75DDR

端子機能

0

0 1

－

－

SCK3出力端子

1

－

－

－

SCK3入力端子

－

－

－

－

TMO3出力

0 1

－

SCK3出力端子

1

P75

出力端子

0

P75

入力端子

すべてが0 いずれかが1

 

P74/TMO2/MRES 8ビットタイマの TCSR2の OS3～OS0ビット、SYSCRの MRESEビットと P74DDRビットの

組み合わせにより、次のように切り替わります。 

MRESE

OS3～OS0

P74DDR

端子機能

0 1

－

－

MRES入力端子

0 1

P74出力端子P74入力端子

すべてが0 いずれかが1

TMO2出力

－
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端子 選択方法と端子機能 

P73/TMO1/CS7 動作モードと 8ビットタイマの TCSR1の OS3～OS0ビット、P73DDRビットの組み合わせによ

り、次のように切り替わります。 

動作モード

OS3～OS0

P73DDR

端子機能

モード4～6 モード7

すべてが0 いずれかが1

－

TMO1出力

すべてが0 いずれかが1

－

TMO1出力

1

CS7出力端子

0

P73入力端子

1

P73出力端子

0

P73入力端子
 

P72/TMO0/CS6 動作モードと 8ビットタイマの TCSR0の OS3～OS0ビット、P72DDRビットの組み合わせによ

り、次のように切り替わります。 

動作モード

OS3～OS0

P72DDR

端子機能

モード4～6 モード7

すべてが0 いずれかが1

－

TMO0出力

すべてが0 いずれかが1

－

TMO0出力

1

CS6出力端子

0

P72入力端子

1

P72出力端子

0

P72入力端子
 

P71/TMRI23/TMCI23/ 

CS5 

動作モードと P71DDRにより次のように切り替わります。 

動作モード

P71DDR

端子機能

モード4～6

TMRI23、TMCI23入力

モード7

1

CS5出力

－

0

P71入力端子

TMRI23、TMCI23入力

1

P71出力端子

0

P71入力端子

 

P70/TMRI01/TMCI01/ 

CS4 

動作モードと P70DDRにより次のように切り替わります。 

動作モード

P70DDR

端子機能

モード4～6

TMRI01、TMCI01入力

モード7

1

CS4出力

－

0

P70入力端子

TMRI01、TMCI01入力

1

P70出力端子

0

P70入力端子
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10.8 ポート 8 

10.8.1 概要 

ポート 8は、7ビットの入出力ポートです。ポート 8は、DMACの入力端子（DREQ1、DREQ0）、DMACの出

力端子（DACK1、DACK0、TEND1、TEND0）と兼用になっています。ポート 8の端子機能はいずれの動作モー

ドでも共通です。ポート 8の各端子の構成を図 10.7に示します。 

P86

P85

P84

P83

P82

P81

P80

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／DACK1

／DACK0

／TEND1

／TEND0

／DREQ1

／DREQ0

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（入力）

（入力）

ポ
　
ト
8

ポート8端子、モード4～7の端子機能

｜

 

図 10.7 ポート 8の端子機能 

 

10.8.2 レジスタ構成 

表 10.13にポート 8のレジスタ構成を示します。 
 

表 10.13 ポート 8レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 8データディレクションレジスタ P8DDR W H'00 H'FE37 

ポート 8データレジスタ P8DR R/W H'00 H'FF07 

ポート 8レジスタ PORT8 R H'00 H'FFB7 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート 8データディレクションレジスタ（P8DDR） 

7

―

不定

―

6

P86DDR

0

W

5

P85DDR

0

W

4

P84DDR

0

W

3

P83DDR

0

W

0

P80DDR

0

W

2

P82DDR

0

W

1

P81DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P8DDRは、7ビットのライト専用レジスタで、ポート 8の各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 
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P8DDRを 1にセットすると対応するポート 8の各端子は出力となり、0にクリアすると入力になります。 

P8DDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、P8DDRは、直前の状態を保持します。マニュアルリセッ

トでは、DMACは初期化されるため、P8DDR、P8DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

（2） ポート 8データレジスタ（P8DR） 

7

―

不定

―

6

P86DR

0

R/W

5

P85DR

0

R/W

4

P84DR

0

R/W

3

P83DR

0

R/W

0

P80DR

0

R/W

2

P82DR

0

R/W

1

P81DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P8DRは、7ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 8の各端子（P86～P80）の出力データを格納し

ます。 

P8DRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート 8レジスタ（PORT8） 

7

―

不定

―

6

P86

－*

R

5

P85

－*

R

4

P84

－*

R

3

P83

－*

R

0

P80

－*

R

2

P82

－*

R

1

P81

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P86～P80端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORT8は、7ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート 8の各端

子（P86～P80）の出力データのライトは必ず P8DRに対して行ってください。 

P8DDRが 1にセットされているとき、PORT8のリードを行うと P8DRの値をリードします。P8DDRが 0にク

リアされているとき、PORT8のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT8は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P8DDR、P8DRが初期化されてい

るため、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前

の状態を保持します。 
 

10.8.3 端子機能 

ポート 8は、DMACの入力端子（DREQ1、DREQ0）、DMACの出力端子（DACK1、DACK0、TEND1、TEND0）

と兼用になっています。ポート 8の端子機能を表 10.14に示します。 
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表 10.14 ポート 8の端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

P86 P86DDRにより、次のように切り替わります。 

P86DDR

端子機能

1

P86出力端子

0

P86入力端子

 

P85/DACK1 DMACの DMABCRの SAE1ビットと P85DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ

ります。 

SAE1

P85DDR

端子機能

1

P85出力端子

1

－

DACK1出力端子

0

0

P85入力端子

 

P84/DACK0 DMACの DMABCRの SAE0ビットと P84DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ

ります。 

SAE0

P84DDR

端子機能

1

P84出力端子

1

－

DACK0出力端子

0

0

P84入力端子

 

P83/TEND1 DMACの DMABCRの TEE1ビットと P83DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ

ります。 

TEE1

P83DDR

端子機能

1

P83出力端子

1

－

TEND1出力端子

0

0

P83入力端子

 

P82/TEND0 DMACの DMABCRの TEE0ビットと P82DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ

ります。 

TEE0

P82DDR

端子機能

1

P82出力端子

1

－

TEND0出力端子

0

0

P82入力端子

 

P81/DREQ1 P81DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P81DDR

端子機能

1

P81出力端子

0

P81入力端子

DREQ1入力端子
 

P80/DREQ0 P80DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P80DDR

端子機能

1

P80出力端子

0

P80入力端子

DREQ0入力端子
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10.9 ポート 9 

10.9.1 概要 

ポート 9は、8ビットの入力専用ポートです。ポート 9は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN8～AN15）と

D/A変換器のアナログ出力端子（DA2、DA3）との兼用になっています。ポート 9の端子機能はいずれの動作モ

ードでも共通です。ポート 9の各端子の構成を図 10.8に示します。 

P97

P96

P95

P94

P93

P92

P91

P90

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／AN15

／AN14

／AN13

／AN12

／AN11

／AN10

／AN9

／AN8

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／DA3

／DA2

（出力）

（出力）

ポート9端子

ポ
｜
ト
9

 

図 10.8 ポート 9の端子機能 

 

10.9.2 レジスタ構成 

表 10.15にポート 9のレジスタ構成を示します。ポート 9は入力専用ポートであり、データディレクションレ

ジスタ、データレジスタはありません。 
 

表 10.15 ポート 9レジスタ構成 

名称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 9レジスタ PORT9 R 不定 H'FFB8 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート 9レジスタ（PORT9） 

PORT9のリードを行うと、常に端子の状態が読み出されます。 

7

P97

－*

R

6

P96

－*

R

5

P95

－*

R

4

P94

－*

R

3

P93

－*

R

0

P90

－*

R

2

P92

－*

R

1

P91

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P97～P90端子の状態により決定されます。

：

：

：
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10.9.3 端子機能 

ポート 9の各端子は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN8～AN15）と D/A変換器のアナログ出力端子（DA2、

DA3）との兼用になっています。 
 

10.10 ポート A 

10.10.1 概要 

ポート Aは、8ビットの入出力ポートです。ポート Aは、アドレスバス出力機能を持っており、動作モードに

よって端子機能が切り替わります。 

ポート Aは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 

ポート Aの各端子の構成を図 10.9に示します。 

PA7／A23

PA6／A22

PA5／A21

PA4／A20

PA3／A19

PA2／A18

PA1／A17

PA0／A16

PA7

PA6

PA5

PA4

PA3

PA2

PA1

PA0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポートA端子

モード7の端子機能

PA7

PA6

PA5

PA4

PA3

PA2

PA1

PA0

／A23

／A22

／A21

／A20

／A19

／A18

／A17

／A16

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

モード4～6の端子機能

ポ
｜
ト
A

 

図 10.9 ポート Aの端子機能 
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10.10.2 レジスタ構成 

表 10.16にポート Aのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.16 ポート Aレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR W H'00 H'FE39 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'00 H'FF09 

ポート Aレジスタ PORTA R 不定 H'FFB9 

ポート Aプルアップ MOSコントロールレジスタ PAPCR R/W H'00 H'FE40 

ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ PAODR R/W H'00 H'FE47 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート Aデータディレクションレジスタ（PADDR） 

7

PA7DDR

0

W

6

PA6DDR

0

W

5

PA5DDR

0

W

4

PA4DDR

0

W

3

PA3DDR

0

W

0

PA0DDR

0

W

2

PA2DDR

0

W

1

PA1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PADDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Aの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PADDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、PADDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタン

バイモードに遷移したとき、アドレス出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、

SBYCRの OPEビットで選択します。詳細は、「24.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照

してください。 
 

（a） モード 4～6 

PADDRにかかわらず、PFCRの AE3～AE0ビットの設定に従いポート Aの各端子はアドレス出力となります。

また、アドレス出力ではないとき、PADDRを 1にセットすると対応するポート Aの各端子は出力ポートとなり、

0にクリアすると入力ポートになります。 
 

（b） モード 7 

PADDRを 1にセットすると対応するポート Aの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートにな

ります。 
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（2） ポート Aデータレジスタ（PADR） 

7

PA7DR

0

R/W

6

PA6DR

0

R/W

5

PA5DR

0

R/W

4

PA4DR

0

R/W

3

PA3DR

0

R/W

0

PA0DR

0

R/W

2

PA2DR

0

R/W

1

PA1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PADRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Aの各端子（PA7～PA0）の出力データを格納

します。 

PADRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート Aレジスタ（PORTA） 

7

PA7

 －*

R

6

PA6

 －*

R

5

PA5

 －*

R

4

PA4

 －*

R

3

PA3

 －*

R

0

PA0

 －*

R

2

PA2

 －*

R

1

PA1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PA7～PA0端子の状態により決定されます。
 

PORTAは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Aの各端

子（PA7～PA0）の出力データのライトは必ず PADRに対して行ってください。 

PADDRが 1にセットされているとき、PORTAのリードを行うと PADRの値をリードします。PADDRが 0に

クリアされているとき、PORTAのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PADDR、PADRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の

状態を保持します。 
 

（4） ポート AプルアップMOSコントロールレジスタ（PAPCR） 

7

PA7PCR

0

R/W

6

PA6PCR

0

R/W

5

PA5PCR

0

R/W

4

PA4PCR

0

R/W

3

PA3PCR

0

R/W

0

PA0PCR

0

R/W

2

PA2PCR

0

R/W

1

PA1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PAPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Aに内蔵された入力プルアップMOSをビッ

トごとに制御します。 

モード 4～6では、PFCRおよび DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCRを 1にセットすると、入力

プルアップMOSはオンします。 

モード 7では、DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOS

はオンします。 

PAPCRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア
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ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（5） ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ（PAODR） 

7

PA7ODR

0

R/W

6

PA6ODR

0

R/W

5

PA5ODR

0

R/W

4

PA4ODR

0

R/W

3

PA3ODR

0

R/W

0

PA0ODR

0

R/W

2

PA2ODR

0

R/W

1

PA1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PAODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Aの各端子（PA7～PA0）の PMOSのオン／

オフを制御します。 

PFCRの AE3～AE0の設定により、アドレス出力以外のとき PAODRを 1にセットするとポート Aの各端子は

NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力となります。 

PAODRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

10.10.3 モード別端子機能 

（1） モード 4～6 

モード 4～6のときの、PFCRの AE3～AE0の設定に従いアドレス出力となり、アドレス出力以外のときは入出

力ポートとして機能します。 

ポート Aの端子機能を図 10.10に示します。 

PA7

PA6

PA5

PA4

PA3

PA2

PA1

PA0

／A23

／A22

／A21

／A20

／A19

／A18

／A17

／A16

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポ
｜
ト
 A

 

図 10.10 ポート Aの端子機能（モード 4～6） 
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（2） モード 7 

モード 7のとき、ポート Aは入出力ポートとして機能し、各端子はビット単位で入出力を指定可能です。PADDR

の各ビットを 1にセットすると対応する端子は出力ポートになり、0にクリアすると入力ポートになります。 

ポート Aの端子機能を図 10.11に示します。 

PA7

PA6

PA5

PA4

PA3

PA2

PA1

PA0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 A

 

図 10.11 ポート Aの端子機能（モード 7） 

 

10.10.4 入力プルアップ MOS 

ポート Aは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。入力プルアップMOSは、ビッ

ト単位でオン／オフを指定できます。 

モード 4～6では、PFCR、および DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCRを 1にセットすると、入

力プルアップMOSはオンします。 

モード 7では、DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOS

はオンします。 

入力プルアップMOSは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時にはオフします。マニュ

アルリセットまたはソフトウェアスタンバイモード時には直前の状態を保持します。 

入力プルアップMOSの状態を表 10.17に示します。 
 

表 10.17 入力プルアップ MOSの状態（ポート A） 

端子状態 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイモード

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイモード 

その他の動作時 

アドレス出力 OFF 

上記以外 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

ON/OFF ：PADDR＝0かつ PAPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.11 ポート B 

10.11.1 概要 

ポート Bは、8ビットの入出力ポートです。ポート Bは、アドレスバス出力機能を持っており、動作モードに

よって端子機能が切り替わります。 

ポート Bは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 

ポート Bの各端子の構成を図 10.12に示します。 

PB7／A15

PB6／A14

PB5／A13

PB4／A12

PB3／A11

PB2／A10

PB1／A9

PB0／A8

PB7

PB6

PB5

PB4

PB3

PB2

PB1

PB0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／A15

／A14

／A13

／A12

／A11

／A10

／A9

／A8

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポートB端子 モード4～6の端子機能

モード7の端子機能

PB7

PB6

PB5

PB4

PB3

PB2

PB1

PB0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 B

 

図 10.12 ポート Bの端子機能 
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10.11.2 レジスタ構成 

表 10.18にポート Bのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.18 ポート Bレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR W H'00 H'FE3A 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'00 H'FF0A 

ポート Bレジスタ PORTB R 不定 H'FFBA 

ポート Bプルアップ MOSコントロールレジスタ PBPCR R/W H'00 H'FE41 

ポート Bオープンドレインコントロールレジスタ PBODR R/W H'00 H'FE48 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート Bデータディレクションレジスタ（PBDDR） 

7

PB7DDR

0

W

6

PB6DDR

0

W

5

PB5DDR

0

W

4

PB4DDR

0

W

3

PB3DDR

0

W

0

PB0DDR

0

W

2

PB2DDR

0

W

1

PB1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Bの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PBDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、PBDDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタン

バイモードに遷移したとき、アドレス出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、

SBYCRの OPEビットで選択します。詳細は、「24.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照

してください。 
 

（a） モード 4～6 

PBDDRにかかわらず、PFCRの AE3～AE0ビットの設定に従い対応するポート Bの各端子はアドレス出力とな

ります。また、アドレス出力ではないとき、PBDDRを 1にセットすると対応するポート Bの各端子は出力ポート

となり、0にクリアすると入力ポートになります。 
 

（b） モード 7 

PBDDRを 1にセットすると対応するポート Bの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートにな

ります。 
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（2） ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

7

PB7DR

0

R/W

6

PB6DR

0

R/W

5

PB5DR

0

R/W

4

PB4DR

0

R/W

3

PB3DR

0

R/W

0

PB0DR

0

R/W

2

PB2DR

0

R/W

1

PB1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Bの各端子（PB7～PB0）の出力データを格納

します。 

PBDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート Bレジスタ（PORTB） 

7

PB7

 －*

R

6

PB6

 －*

R

5

PB5

 －*

R

4

PB4

 －*

R

3

PB3

 －*

R

0

PB0

 －*

R

2

PB2

 －*

R

1

PB1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PB7～PB0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORTBは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Bの各端

子（PB7～PB0）の出力データのライトは必ず PBDRに対して行ってください。 

PBDDRが 1にセットされているとき、PORTBのリードを行うと PBDRの値をリードします。PBDDRが 0にク

リアされているとき、PORTBのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTBは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PBDDR、PBDRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
 

（4） ポート BプルアップMOSコントロールレジスタ（PBPCR） 

7

PB7PCR

0

R/W

6

PB6PCR

0

R/W

5

PB5PCR

0

R/W

4

PB4PCR

0

R/W

3

PB3PCR

0

R/W

0

PB0PCR

0

R/W

2

PB2PCR

0

R/W

1

PB1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Bに内蔵された入力プルアップMOSをビッ

トごとに制御します。 

モード 4～6では、PFCR、および DDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCRを 1にセットすると、入

力プルアップMOSはオンします。 

モード 7では、DDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOS

はオンします。 

PBPCRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア
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ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（5） ポート Bオープンドレインコントロールレジスタ（PBODR） 

7

PB7ODR

0

R/W

6

PB6ODR

0

R/W

5

PB5ODR

0

R/W

4

PB4ODR

0

R/W

3

PB3ODR

0

R/W

0

PB0ODR

0

R/W

2

PB2ODR

0

R/W

1

PB1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Bの各端子（PB7～PB0）の PMOSのオン／

オフを制御します。 

PFCRの AE3～AE0の設定により、アドレス出力以外のとき、PBODRを 1にセットするとポート Bの各端子は

NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力となります。 

PBODRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

10.11.3 モード別端子機能 

（1） モード 4～6 

モード 4～6のとき、PFCRの AE3～AE0の設定に従いアドレス出力となり、アドレス出力以外のときは入出力

ポートとして機能します。 

ポート Bの端子機能を図 10.13に示します。 

PB7

PB6

PB5

PB4

PB3

PB2

PB1

PB0

／A15

／A14

／A13

／A12

／A11

／A10

／A9

／A8

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポ
｜
ト
B

 

図 10.13 ポート Bの端子機能（モード 4～6） 
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（2） モード 7 

モード 7のとき、ポート Bは入出力ポートとして機能し、各端子はビット単位で入出力を指定可能です。PBDDR

の各ビットを 1にセットすると対応する端子は出力ポートになり、0にクリアすると入力ポートになります。 

ポート Bの端子機能を図 10.14に示します。 

PB7

PB6

PB5

PB4

PB3

PB2

PB1

PB0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 B

 

図 10.14 ポート Bの端子機能（モード 7） 

 

10.11.4 入力プルアップ MOS 

ポート Bは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアップMOSはビ

ット単位でオン／オフを指定できます。 

モード 4～6では、PFCR、および DDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCRを 1にセットすると、入

力プルアップMOSはオンします。 

モード 7では、DDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOS

はオンします。 

入力プルアップMOSは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードではオフします。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 

入力プルアップMOSの状態を表 10.19に示します。 
 

表 10.19 入力プルアップ MOSの状態（ポート B） 

端子状態 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイモード

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイモード 

その他の動作時 

アドレス出力 OFF 

上記以外 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

ON/OFF ：PBDDR＝0かつ PBPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.12 ポート C 

10.12.1 概要 

ポート Cは、8ビットの入出力ポートです。ポート Cは、14ビット PWM出力（PWM0、PWM1）とアドレス

バス出力機能を持っており、動作モードによって端子機能が切り替わります。 

ポート Cは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 

ポート Cの各端子の構成を図 10.15に示します。 

PC7／A7／PWM1

PC6／A6／PWM0

PC5／A5

PC4／A4

PC3／A3

PC2／A2

PC1／A1

PC0／A0

ポートC端子

モード7の端子機能

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

モード4、5の端子機能

PC7

PC6

PC5

PC4

PC3

PC2

PC1

PC0

モード6の端子機能

PCDDR 1  

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

PCDDR 0  

PC7 PWM1 出力）

PC6 PWM0 出力）

PC5

PC4

PC3

PC2

PC1

PC0

（入出力）／PWM1（出力）

（入出力）／PWM0（出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 C

 

図 10.15 ポート Cの端子機能 
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10.12.2 レジスタ構成 

表 10.20にポート Cのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.20 ポート Cレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR W H'00 H'FE3B 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'00 H'FF0B 

ポート Cレジスタ PORTC R 不定 H'FFBB 

ポート Cプルアップ MOSコントロールレジスタ PCPCR R/W H'00 H'FE42 

ポート Cオープンドレインコントロールレジスタ PCODR R/W H'00 H'FE49 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート Cデータディレクションレジスタ（PCDDR） 

7

PC7DDR

0

W

6

PC6DDR

0

W

5

PC5DDR

0

W

4

PC4DDR

0

W

3

PC3DDR

0

W

0

PC0DDR

0

W

2

PC2DDR

0

W

1

PC1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Cの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PCDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、PCDDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタン

バイモードに遷移したとき、アドレス出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、

SBYCRの OPEビットで選択します。詳細は、「24.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照

してください。 
 

（a） モード 4、5 

PCDDRにかかわらず、対応するポート Cの各端子はアドレス出力となります。 
 

（b） モード 6 

PCDDRを 1にセットすると対応するポート Cの各端子はアドレス出力となり、0にクリアすると入力ポートに

なります。 
 

（c） モード 7 

PCDDRを 1にセットすると対応するポート Cの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートにな

ります。 
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（2） ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

7

PC7DR

0

R/W

6

PC6DR

0

R/W

5

PC5DR

0

R/W

4

PC4DR

0

R/W

3

PC3DR

0

R/W

0

PC0DR

0

R/W

2

PC2DR

0

R/W

1

PC1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Cの各端子（PC7～PC0）の出力データを格納

します。 

PCDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート Cレジスタ（PORTC） 

7

PC7

 －*

R

6

PC6

 －*

R

5

PC5

 －*

R

4

PC4

 －*

R

3

PC3

 －*

R

0

PC0

 －*

R

2

PC2

 －*

R

1

PC1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PC7～PC0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORTCは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Cの各端

子（PC7～PC0）の出力データのライトは必ず PCDRに対して行ってください。 

PCDDRが 1にセットされているとき、PORTCのリードを行うと PCDRの値をリードします。PCDDRが 0にク

リアされているとき、PORTCのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTCは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PCDDR、PCDRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
 

（4） ポート CプルアップMOSコントロールレジスタ（PCPCR） 

7

PC7PCR

0

R/W

6

PC6PCR

0

R/W

5

PC5PCR

0

R/W

4

PC4PCR

0

R/W

3

PC3PCR

0

R/W

0

PC0PCR

0

R/W

2

PC2PCR

0

R/W

1

PC1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Cに内蔵された入力プルアップMOSをビッ

トごとに制御します。 

モード 6、7では、PWMの DACRおよび PCDDRの設定により、ポートが入力状態のとき PCPCRを 1にセッ

トすると、入力プルアップMOSはオンします。 

PCPCRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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（5） ポート Cオープンドレインコントロールレジスタ（PCODR） 

7

PC7ODR

0

R/W

6

PC6ODR

0

R/W

5

PC5ODR

0

R/W

4

PC4ODR

0

R/W

3

PC3ODR

0

R/W

0

PC0ODR

0

R/W

2

PC2ODR

0

R/W

1

PC1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Cの各端子（PC7～PC0）の PMOSのオン／

オフを制御します。 

PFCRの AE3～AE0の設定により、アドレス出力以外のとき、PCODRを 1にセットするとポート Cの各端子は

NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力となります。 

PCODRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

10.12.3 モード別端子機能 

（1） モード 4、5 

モード 4、5のとき、ポート Cは自動的にアドレス出力になります。 

ポート Cの端子機能を図 10.16に示します。 

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポ
｜
ト
 C

 

図 10.16 ポート Cの端子機能（モード 4、5） 
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（2） モード 6 

モード 6のとき、ポート Cはアドレス出力、または入力ポートとして機能し、ビット単位で入出力を指定可能

です。PCDDRの各ビットを 1にセットすると対応する端子はアドレス出力になり、0にクリアすると PWM出力

および入力ポートとして機能します。 

ポート Cの端子機能を図 10.17に示します。 

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

A0

PC7

PC6

PC5

PC4

PC3

PC2

PC1

PC0

／PWM1

／PWM0

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（出力）

（出力）

PCDDR＝1のとき PCDDR＝0のとき

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

ポ
｜
ト
C

 

図 10.17 ポート Cの端子機能（モード 6） 

 

（3） モード 7 

モード 7のとき、ポート Cは PWM出力および入出力ポートとして機能し、各端子はビット単位で入出力を指

定可能です。PCDDRの各ビットを 1にセットすると対応する端子は出力ポートになり、0にクリアすると入力ポ

ートになります。 

ポート Cの端子機能を図 10.18に示します。 

PC7

PC6

PC5

PC4

PC3

PC2

PC1

PC0

／PWM1

／PWM0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（出力）

（出力）

ポ
｜
ト
 C

 

図 10.18 ポート Cの端子機能（モード 7） 
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10.12.4 入力プルアップ MOS 

ポート Cは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアップMOSはモ

ード 6、7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定できます。 

モード 6、7のとき、PWMの DACRおよび PCDDRの設定により、入力状態のとき PCPCRを 1にセットする

と、入力プルアップMOSはオンとなります。 

入力プルアップMOSは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードではオフします。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 

入力プルアップMOSの状態を表 10.21に示します。 
 

表 10.21 入力プルアップ MOSの状態（ポート C） 

端子状態 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイモード

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイモード 

その他の動作時 

アドレス出力またはPWM出力 OFF 

上記以外 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

ON/OFF ：PCDDR＝0かつ PCPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.13 ポート D 

10.13.1 概要 

ポート Dは、8ビットの入出力ポートです。ポート Dは、データバス入出力機能を持っており、動作モードに

よって端子機能が切り替わります。 

ポート Dは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 

ポート Dの各端子の構成を図 10.19に示します。 

PD7／D15

PD6／D14

PD5／D13

PD4／D12

PD3／D11

PD2／D10

PD1／D9

PD0／D8

D15

D14

D13

D12

D11

D10

D9

D8

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポートD端子 モード4～6の端子機能

PD7

PD6

PD5

PD4

PD3

PD2

PD1

PD0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

モード7の端子機能

ポ
｜
ト
D

 

図 10.19 ポート Dの端子機能 
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10.13.2 レジスタ構成 

表 10.22にポート Dのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.22 ポート Dレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR W H'00 H'FE3C 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'00 H'FF0C 

ポート Dレジスタ PORTD R 不定 H'FFBC 

ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ PDPCR R/W H'00 H'FE43 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート Dデータディレクションレジスタ（PDDDR） 

7

PD7DDR

0

W

6

PD6DDR

0

W

5

PD5DDR

0

W

4

PD4DDR

0

W

3

PD3DDR

0

W

0

PD0DDR

0

W

2

PD2DDR

0

W

1

PD1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PDDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Dの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PDDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、PDDDRは直前の状態を保持します。 
 

（a） モード 4～6 

PDDDRによる入出力の方向は無視され、自動的にデータ入出力となります。 
 

（b） モード 7 

PDDDRを 1にセットすると対応するポート Dの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートにな

ります。 
 

（2） ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

7

PD7DR

0

R/W

6

PD6DR

0

R/W

5

PD5DR

0

R/W

4

PD4DR

0

R/W

3

PD3DR

0

R/W

0

PD0DR

0

R/W

2

PD2DR

0

R/W

1

PD1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PDDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Dの各端子（PD7～PD0）の出力データを格納

します。 

PDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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（3） ポート Dレジスタ（PORTD） 

7

PD7

  －*

R

6

PD6

  －*

R

5

PD5

  －*

R

4

PD4

  －*

R

3

PD3

  －*

R

0

PD0

  －*

R

2

PD2

  －*

R

1

PD1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PD7～PD0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORTDは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Dの各端

子（PD7～PD0）の出力データのライトは必ず PDDRに対して行ってください。 

PDDDRが 1にセットされているとき、PORTDのリードを行うと PDDRの値をリードします。PDDDRが 0に

クリアされているとき、PORTDのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTDは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PDDDR、PDDRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の

状態を保持します。 
 

（4） ポート DプルアップMOSコントロールレジスタ（PDPCR） 

7

PD7PCR

0

R/W

6

PD6PCR

0

R/W

5

PD5PCR

0

R/W

4

PD4PCR

0

R/W

3

PD3PCR

0

R/W

0

PD0PCR

0

R/W

2

PD2PCR

0

R/W

1

PD1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PDPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Dに内蔵された入力プルアップMOSをビッ

トごとに制御します。 

モード 7では、PDDDRを 0にクリアした（入力ポート）状態で、PDPCRを 1にセットすると、入力プルアッ

プMOSはオンします。 

PDPCRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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10.13.3 モード別端子機能 

（1） モード 4～6 

モード 4～6のとき、ポート Dは自動的にデータ入出力になります。 

ポート Dの端子機能を図 10.20に示します。 

D15

D14

D13

D12

D11

D10

D9

D8

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 D

 

図 10.20 ポート Dの端子機能（モード 4～6） 

 

（2） モード 7 

モード 7のとき、ポート Dは入出力ポートとして機能し、各端子はビット単位で入出力を指定可能です。PDDDR

の各ビットを 1にセットすると対応する端子は出力ポートになり、0にクリアすると入力ポートになります。 

ポート Dの端子機能を図 10.21に示します。 

PD7

PD6

PD5

PD4

PD3

PD2

PD1

PD0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 D

 

図 10.21 ポート Dの端子機能（モード 7） 
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10.13.4 入力プルアップ MOS 

ポート Dは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアップMOSはモ

ード 7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定できます。 

モード 7のとき、PDDDRを 0にクリアした状態で、PDPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオン

となります。 

入力プルアップMOSは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイではオフします。マニュアルリセ

ットまたはソフトウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 

入力プルアップMOSの状態を表 10.23に示します。 
 

表 10.23 入力プルアップ MOSの状態（ポート D） 

モード パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイモード

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイモード 

その他の動作時 

4～6 OFF 

7 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

ON/OFF ：PDDDR＝0かつ PDPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.14 ポート E 

10.14.1 概要 

ポート Eは、8ビットの入出力ポートです。ポート Eは、データバス入出力機能を持っており、動作モードお

よび 8ビット／16ビットバスモードによって端子機能が切り替わります。 

ポート Eは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 

ポート Eの各端子の構成を図 10.22に示します。 

PE7/D7

PE6/D6

PE5/D5

PE4/D4

PE3/D3

PE2/D2

PE1/D1

PE0/D0

PE7

PE6

PE5

PE4

PE3

PE2

PE1

PE0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポートE端子 モード4～6の端子機能

モード7の端子機能

／D7

／D6

／D5

／D4

／D3

／D2

／D1

／D0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

PE7

PE6

PE5

PE4

PE3

PE2

PE1

PE0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 E

 

図 10.22 ポート Eの端子機能 
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10.14.2 レジスタ構成 

表 10.24にポート Eのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.24 ポート Eレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Eデータディレクションレジスタ PEDDR W H'00 H'FE3D 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'00 H'FF0D 

ポート Eレジスタ PORTE R 不定 H'FFBD 

ポート Eプルアップ MOSコントロールレジスタ PEPCR R/W H'00 H'FE44 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

（1） ポート Eデータディレクションレジスタ（PEDDR） 

7

PE7DDR

0

W

6

PE6DDR

0

W

5

PE5DDR

0

W

4

PE4DDR

0

W

3

PE3DDR

0

W

0

PE0DDR

0

W

2

PE2DDR

0

W

1

PE1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PEDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Eの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PEDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、PEDDRは直前の状態を保持します。 
 

（a） モード 4～6 

8ビットバスモードとしたとき、ポート Eは入出力ポートとして機能します。PEDDRを 1にセットすると対応

するポート Eの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになります。 

16ビットバスモードとしたとき、PEDDRによる入出力の方向は無視され、データ入出力となります。 

8ビット／16ビットバスモードについては「第 7章 バスコントローラ」を参照してください。 
 

（b） モード 7 

PEDDRを 1にセットすると対応するポート Eの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートにな

ります。 
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（2） ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

7

PE7DR

0

R/W

6

PE6DR

0

R/W

5

PE5DR

0

R/W

4

PE4DR

0

R/W

3

PE3DR

0

R/W

0

PE0DR

0

R/W

2

PE2DR

0

R/W

1

PE1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PEDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Eの各端子（PE7～PE0）の出力データを格納

します。 

PEDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート Eレジスタ（PORTE） 

7

PE7

  －*

R

6

PE6

  －*

R

5

PE5

  －*

R

4

PE4

  －*

R

3

PE3

  －*

R

0

PE0

  －*

R

2

PE2

  －*

R

1

PE1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PE7～PE0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORTEは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Eの各端

子（PE7～PE0）の出力データのライトは必ず PEDRに対して行ってください。 

PEDDRが 1にセットされているとき、PORTEのリードを行うと PEDRの値をリードします。PEDDRが 0にク

リアされているとき、PORTEのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTEは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PEDDR、PEDRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
 

（4） ポート EプルアップMOSコントロールレジスタ（PEPCR） 

7

PE7PCR

0

R/W

6

PE6PCR

0

R/W

5

PE5PCR

0

R/W

4

PE4PCR

0

R/W

3

PE3PCR

0

R/W

0

PE0PCR

0

R/W

2

PE2PCR

0

R/W

1

PE1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PEPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Eに内蔵された入力プルアップMOSをビッ

トごとに制御します。 

モード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のとき、PEDDRを 0にクリアした（入力ポート）

状態で、PEPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 

PEPCRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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10.14.3 モード別端子機能 

（1） モード 4～6 

モード 4～6の場合で、8ビットアクセス空間に設定し、8ビットバスモードとしたとき、ポート Eは入出力ポ

ートとして機能します。PEDDRを 1にセットすると対応するポート Eの各端子は出力ポートとなり、0にクリア

すると入力ポートになります。 

また、16ビットバスモードとしたとき、PEDDRによる入出力の方向は無視され、データ入出力となります。 

ポート Eの端子機能を図 10.23に示します。 

PE7

PE6

PE5

PE4

PE3

PE2

PE1

PE0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

8ビットバスモード 16ビットバスモード

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 E

 

図 10.23 ポート Eの端子機能（モード 4～6） 

 

（2） モード 7 

モード 7のとき、ポート Eは入出力ポートとして機能し、各端子はビット単位で入出力を指定可能です。PEDDR

の各ビットを 1にセットすると対応する端子は出力ポートになり、0にクリアすると入力ポートになります。 

ポート Eの端子機能を図 10.24に示します。 

PE7

PE6

PE5

PE4

PE3

PE2

PE1

PE0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポ
｜
ト
 E

 

図 10.24 ポート Eの端子機能（モード 7） 
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10.14.4 入力プルアップ MOS 

ポート Eは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアップMOSは、

モード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定で

きます。 

モード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のとき、PEDDRを 0にクリアした状態で PEPCRを

1にセットすると、入力プルアップMOSはオンとなります。 

入力プルアップMOSは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードではオフします。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 

入力プルアップMOSの状態を表 10.25に示します。 
 

表 10.25 入力プルアップ MOSの状態（ポート E） 

モード パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイモード

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイモード 

その他の動作時 

7 

8ビットバス 

ON/OFF 

4～6 

16ビットバス

OFF 

OFF 

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

ON/OFF ：PEDDR＝0かつ PEPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.15 ポート F 

10.15.1 概要 

ポート Fは、8ビットの入出力ポートです。ポート Fは、外部割り込み入力端子（IRQ2、IRQ3）、BUZZ出力

端子、A/Dトリガ入力端子（ADTRG）、バス制御信号入出力端子（AS、RD、HWR、LWR、LCAS、WAIT、BREQO、

BREQ、BACK）、およびシステムクロック（φ）出力端子と兼用になっています。 

ポート Fの各端子の構成を図 10.25に示します。 

PF7／φ

PF6／AS／LCAS

PF5／RD

PF4／HWR

PF3／LWR／ADTRG／ IRQ3

PF2／LCAS／WAIT／BREQO

PF1／BACK／BUZZ

PF0／BREQ／ IRQ2

ポートF端子

PF7

PF6

PF5

PF4

PF3

PF2

PF1

PF0

（入力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

モード7の端子機能

PF7

AS

RD

HWR

PF3

PF2

PF1

PF0

（入力）

（出力）

（出力）

（出力）

（入出力）

（入出力）

  BREQO

（入出力）

（入出力）

モード4～6の端子機能

／φ（出力）

／LCAS（出力）

／LCAS

（出力）

／BACK

／BREQ

（出力）

（出力）

（入力）

／WAIT（入力）／

／φ（出力）

ポ
｜
ト
 F

／ADTRG（入力）

／BUZZ（出力）

／ IRQ2（入力）

／ IRQ3（入力）

／LWR（出力）／ADTRG（入力）

IRQ3（入力）

／BUZZ（出力）

／ IRQ2（入力）

／

 

図 10.25 ポート Fの端子機能 
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10.15.2 レジスタ構成 

表 10.26にポート Fのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.26 ポート Fレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR W H'80／H'00*2 H'FE3E 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'00 H'FF0E 

ポート Fレジスタ PORTF R 不定 H'FFBE 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 モードによって、初期値が異なります。 

 

（1） ポート Fデータディレクションレジスタ（PFDDR） 

7

PF7DDR

1

W

0

W

6

PF6DDR

0

W

0

W

5

PF5DDR

0

W

0

W

4

PF4DDR

0

W

0

W

3

PF3DDR

0

W

0

W

0

PF0DDR

0

W

0

W

2

PF2DDR

0

W

0

W

1

PF1DDR

0

W

0

W

ビット

モード4～6

初期値

R/W

モード7

初期値

R/W

：

：

：

：

：
 

PFDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Fの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PFDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、モード 4～6の場合 H'80に、モー

ド 7の場合 H'00に初期化されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、PFDDRは

直前の状態を保持します。ソフトウェアスタンバイモードに遷移したとき、バス制御出力端子は出力状態を保持

するか、ハイインピーダンス状態とするかを、SBYCRの OPEビットで選択します。詳細は、「24.2.1 スタンバ

イコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照してください。 
 

（a） モード 4～6 

PF7端子は、PFDDRを 1にセットするとφ出力端子、0にクリアすると入力ポートになります。 

PF6～PF3端子は、PFDDRによる入出力の方向は無視され、自動的にバス制御出力（AS、RD、HWR、LWR）

となります。また PF6はバスコントローラの設定により、バス制御出力（LCAS）になります。 

PF2～PF0端子は、バスコントローラの設定により、バス制御入出力（LCAS、WAIT、BREQO、BACK、BREQ）

となります。それ以外のとき、PFDDRを 1にセットすると出力ポート、0にクリアすると入力ポートになります。 
 

（b） モード 7 

PFDDRを 1にセットすると PF7端子はφ出力端子、PF6～PF0端子は出力ポートとなります。PFDDRを 0にク

リアすると各端子は入力ポートになります。 
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（2） ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

7

PF7DR

0

R/W

6

PF6DR

0

R/W

5

PF5DR

0

R/W

4

PF4DR

0

R/W

3

PF3DR

0

R/W

0

PF0DR

0

R/W

2

PF2DR

0

R/W

1

PF1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PFDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Fの各端子（PF7～PF0）の出力データを格納し

ます。 

PFDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。マニュア

ルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

（3） ポート Fレジスタ（PORTF） 

7

PF7

－*

R

6

PF6

－*

R

5

PF5

－*

R

4

PF4

－*

R

3

PF3

－*

R

0

PF0

－*

R

2

PF2

－*

R

1

PF1

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PF7～PF0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORTFは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Fの各端

子（PF7～PF0）の出力データのライトは必ず PFDRに対して行ってください。 

PFDDRが 1にセットされているとき、PORTFのリードを行うと PFDRの値をリードします。PFDDRが 0にク

リアされているとき、PORTFのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTFは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PFDDR、PFDRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状

態を保持します。 
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10.15.3 端子機能 

ポート Fは、外部割り込み入力端子（IRQ2、IRQ3）、BUZZ出力端子、A/Dトリガ入力（ADTRG）端子、バス

制御信号入出力端子（AS、RD、HWR、LWR、LCAS、WAIT、BREQO、BREQ、BACK）、およびシステムクロ

ック（φ）出力端子と兼用になっています。モード 4～6とモード 7では端子機能が異なります。ポート Fの端子

機能を表 10.27に示します。 
 

表 10.27 ポートＦの端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

PF7/φ PF7DDRビットにより、次のように切り替わります。 

PF7DDR

端子機能

0

PF7入力端子

1

φ出力端子

 

PF6/AS/LCAS 動作モードと RMTS2～RMTS0ビット、LCASSビット、BREQOEビット、WAITEビット、ABW5

～ABW2ビットおよび PF2DDRビットの組み合わせにより次のように切り替わります。 

動作モード

LCASS

PF6DDR

端子機能

0

PF6入力端子

0

－

AS出力端子

 1*

－

LCAS出力端子

モード7

－

1

PF6出力端子

モード4～6

 

【注】 * モード 4～6で RMTS2～RMTS0＝B'001～B'011、DRAM空間 16ビットアクセスの場

合に限ります。 

PF5/RD 動作モードと PF5DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

PF5DDR

端子機能

0

PF5入力端子

モード4～6

－

RD出力端子

モード7

1

PF5出力端子

 

PF4/HWR 動作モードと PF4DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

PF4DDR

端子機能

0

PF4入力端子

モード4～6

－

HWR出力端子

モード7

1

PF4出力端子

 



 

10. I/Oポート 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  10-69 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

端子 選択方法と端子機能 

PF3/LWR/ADTRG/ 

IRQ3 

動作モード、バスモードと A/D変換器の TRGS1、TRGS0ビット、および PF3DDRビットにより、

次のように切り替わります。 

動作モード

バスモード

PF3DDR

端子機能

0

PF3入力端子

16ビット

バスモード

－

LWR出力

端子

8ビットバスモード －

モード4～6 モード7

1

PF3出力端子

0

PF3入力端子

1

PF3出力端子

ADTRG入力端子*1

IRQ3入力端子*2

 

【注】 *1 TRGS0＝TRGS1＝1のとき ADTRG入力となります。 

 *2 外部割り込み入力端子として使用する場合には、他の機能の入出力端子として使用し

ないでください。 

PF2/LCAS/WAIT/ 

BREQO 

動作モードと RMTS2～RMTS0ビット、LCASSビット、BREQOEビット、WAITEビット、ABW5

～ABW2ビットおよび PF2DDRビットの組み合わせにより次のように切り替わります。 

動作モード

LCASS

BREQOE

WAITE

PF2DDR

端子機能

0

PF2

入力端子

モード4～6 モード7

－

－

－

0

0

1

－

－

BREQO

出力端子

0*

－

－

－

LCAS

出力端子

1

－

WAIT

入力端子

1

PF2

出力端子

0

PF2

入力端子

1

PF2

出力端子

1

 

【注】 * モード 4～6で RMTS2～RMTS0＝B'001～B'011、DRAM空間 16ビットアクセスの場

合に限ります。 

PF1/BACK/BUZZ 動作モードと BRLEビット、BUZZEビット、PF1DDRビットにより次のように切り替わります。 

動作モード

BRLE

BUZZE

PF1DDR

端子機能

0

PF1

入力端子

モード4～6 モード7

－0

1

－

BUZZ

出力端子

1

－

BUZZ

出力端子

0 0

1

－

－

BACK

出力端子

1

PF1

出力端子

0

PF1

入力端子

1

PF1

出力端子
 

PF0/BREQ/IRQ2 動作モードと BRLEビット、PF0DDRビットにより次のように切り替わります。 

動作モード

BRLE

PF0DDR

端子機能

0

PF0

入力端子

モード4～6 モード7

－0 1

－

BREQ

入力端子

1

PF0

出力端子

0

PF0

入力端子

1

PF0

出力端子

IRQ2入力端子
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10.16 ポート G 

10.16.1 概要 

ポート Gは、5ビットの入出力ポートで、外部割り込み入力端子（IRQ6、IRQ7）、バス制御信号出力端子（CS0

～CS3、CAS、OE）と兼用になっています。 

ポート Gの各端子の構成を図 10.26に示します。 

PG4／CS0

PG3／CS1

PG2／CS2

PG1／CS3／OE／ IRQ7

PG0／CAS／ IRQ6

PG4

PG3

PG2

PG1

PG0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

ポートG端子

モード7の端子機能

モード4～6の端子機能

PG4

PG3

PG2

PG1

PG0

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入出力）

／CS0

／CS1

／CS2

／CS3

　／CAS

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

　（出力）

ポ
｜
ト
G

／ IRQ7（入力）

／ IRQ6（入力）

／OE（出力）

　／ IRQ6（入力）

／ IRQ7（入力）

 

図 10.26 ポート Gの端子機能 

 

10.16.2 レジスタ構成 

表 10.28にポート Gのレジスタ構成を示します。 
 

表 10.28 ポート Gレジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値*2 アドレス*1 

ポート Gデータディレクションレジスタ PGDDR W H'10／H'00*3 H'FE3F 

ポート Gデータレジスタ PGDR R/W H'00 H'FF0F 

ポート Gレジスタ PORTG R 不定 H'FFBF 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ビット 4～0の値を示します。 

 *3 モードによって、初期値が異なります。 
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（1） ポート Gデータディレクションレジスタ（PGDDR） 

7

―

不定

―

不定

―

6

―

不定

―

不定

―

5

―

不定

―

不定

―

4

PG4DDR

1

W

0

W

3

PG3DDR

0

W

0

W

0

PG0DDR

0

W

0

W

2

PG2DDR

0

W

0

W

1

PG1DDR

0

W

0

W

ビット

モード4、5

初期値

R/W

モード6、7

初期値

R/W

：

：

：

：

：
 

PGDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Gの各端子の入出力をビットごとに指定します。リード

は無効です。また、ビット 7～5はリザーブビットです。リードすると不定値が読み出されます。 

PGDDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、モード 4、5の場合 H'10（ビット

4～0）に、モード 6、7の場合 H'00（ビット 4～0）に初期化されます。マニュアルリセットまたはソフトウェア

スタンバイモードでは、PGDDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタンバイモードに遷移したとき、バ

ス制御出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、SBYCRの OPEビットで選択し

ます。 
 

（a） モード 4～6 

PG4～PG1端子は、PGDDRを 1にセットするとバス制御信号出力端子（CS0～CS3、OE）、0にクリアすると

入力ポートになります。 

PG0端子は、DRAMインタフェースを設定すると CAS出力端子、PGDDRを 1にセットすると出力ポート、0

にクリアすると入力ポートになります。 

DRAMインタフェースについては「第 7章 バスコントローラ」を参照してください。 
 

（b） モード 7 

PGDDRを 1にセットすると出力ポート、0にクリアすると入力ポートになります。 
 

（2） ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

PG4DR

0

R/W

3

PG3DR

0

R/W

0

PG0DR

0

R/W

2

PG2DR

0

R/W

1

PG1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PGDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Gの各端子（PG4～PG0）の出力データを格納

します。 

ビット 7～5はリザーブビットです。リードすると不定値が読み出されます。ライトは無効です。 

PGDRは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00（ビット 4～0）に初期化され

ます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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（3） ポート Gレジスタ（PORTG） 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

PG4

－*

R

3

PG3

－*

R

0

PG0

－*

R

2

PG2

－*

R

1

PG1

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PG4～PG0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 

PORTGは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポート Gの各端

子（PG4～PG0）の出力データのライトは必ず PGDRに対して行ってください。 

ビット 7～5はリザーブビットです。リードすると不定値が読み出されます。ライトは無効です。 

PGDDRが 1にセットされているとき、PORTGのリードを行うと PGDRの値をリードします。PGDDRが 0に

クリアされているとき、PORTGのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTGは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PGDDR、PGDRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。マニュアルリセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは、直前の

状態を保持します。 
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10.16.3 端子機能 

ポート Gは、外部割り込み入力端子（IRQ6、IRQ7）、バス制御信号出力端子（CS0～CS3、CAS、OE）と兼用

になっています。モード 4～6とモード 7では端子機能が異なります。ポートGの端子機能を表 10.29に示します。 
 

表 10.29 ポートＧの端子機能 

端子 選択方法と端子機能 

PG4/CS0 動作モードと PG4DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

PG4DDR

端子機能

0

PG4入力端子

モード4～6

1

CS0出力端子

0

PG4入力端子

モード7

1

PG4出力端子

 

PG3/CS1 動作モードと PG3DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

PG3DDR

端子機能

0

PG3入力端子

モード7

1

PG3出力端子

0

PG3入力端子

モード4～6

1

CS1出力端子

 

PG2/CS2 動作モードと PG2DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

PG2DDR

端子機能

0

PG2入力端子

モード7

1

PG2出力端子

0

PG2入力端子

モード4～6

1

CS2出力端子

 

PG1/CS3/OE/IRQ7 動作モードと BCRLの OESビットと PG1DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

PG1DDR

OES

端子機能

0

－

PG1入力端子

モード7

1

－

PG1出力端子

0

－

PG1入力端子

モード4～6

IRQ7入力

0

CS3出力端子

1

OE出力端子

1

 

PG0/CAS/IRQ6 動作モードと BCRHの RMTS2～RMTS0と PG0DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

RMTS2～RMTS0

PG0DDR

端子機能

0

PG0

入力端子

モード7

－

1

PG0

出力端子

B'000

モード4～6

IRQ6入力

B'001～B'011

－

CAS出力

0

PG0

入力端子

1

PG0

出力端子
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11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

11.1 概要 

本 LSIは、6チャネルの 16ビットタイマにより構成される 16ビットタイマパルスユニット（TPU）を内蔵して

います。 
 

11.1.1 特長 

■最大 16本のパルス入出力が可能 

• チャネル0、3は各4本、チャネル1、2、4、5は各2本、合計16本のタイマジェネラルレジスタ（TGR）を持ち、

各レジスタ独立にアウトプットコンペア／インプットキャプチャレジスタの設定が可能 

• チャネル0、3のTGRC、TGRDは、バッファレジスタとして使用可能 

■各チャネルごとに 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

■各チャネルとも次の動作を設定可能 

• コンペアマッチによる波形出力 ： 0出力、1出力、トグル出力が選択可能 

• インプットキャプチャ機能 ： 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が選択可能 

• カウンタクリア動作 ： コンペアマッチ、インプットキャプチャによるカウンタクリアが可能 

• 同期動作 ： 複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込みが可能 

  コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリアが可能 

  カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力が可能 

• PWMモード ：任意デューティのPWM出力が可能 

  同期動作と組み合わせることにより、最大15相のPWM出力が可能 

■チャネル 0、3はバッファ動作を設定可能 

• インプットキャプチャレジスタのダブルバッファ構成が可能 

• アウトプットコンペアレジスタの自動書き換えが可能 

■チャネル 1、2、4、5はおのおの独立に位相計数モードを設定可能 

• 2相エンコーダパルスのアップダウンカウントが可能 

■カスケード接続動作 

• チャネル1（チャネル4）の入力クロックを、チャネル2（チャネル5）のオーバフロー／アンダフローにする

ことにより32ビットカウンタとして動作 
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■内部 16ビットバスによる高速アクセス 

• 16ビットバスインタフェースによる高速アクセスが可能 

■26種類の割り込み要因 

• チャネル0、3はコンペアマッチ／インプットキャプチャ兼用割り込み×4本、オーバフロー割り込み×1本が

独立に要求可能 

• チャネル1、2、4、5はコンペアマッチ／インプットキャプチャ兼用割り込み×2本、オーバフロー割り込み×

1本、アンダフロー割り込み×1本が独立に要求可能 

■レジスタのデータの自動転送が可能 

• データトランスファコントローラ（DTC）またはDMAコントローラ（DMAC）の起動により、ブロック転送、

1ワードデータ転送および1バイトデータ転送が可能 

■プログラマブルパルスジェネレータ（PPG）の出力トリガを生成可能 

• チャネル0～3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ信号をPPGの出力トリガとして使用可能 

■A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

• チャネル0～5のコンペアマッチA／インプットキャプチャA信号をA/D変換器の変換開始トリガとして使用

可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではTPUの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタのアクセスが可能 

 

表 11.1に TPUの機能一覧を示します。 
 

表 11.1 TPU機能一覧 

項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

カウントクロック φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

TCLKD 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／256 

TCLKA 

TCLKB 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／1024 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／256 

φ／1024 

φ／4096 

TCLKA 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／1024 

TCLKA 

TCLKC 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／256 

TCLKA 

TCLKC 

TCLKD 

ジェネラルレジスタ TGR0A 

TGR0B 

TGR1A 

TGR1B 

TGR2A 

TGR2B 

TGR3A 

TGR3B 

TGR4A 

TGR4B 

TGR5A 

TGR5B 

ジェネラルレジスタ 

／バッファレジスタ 

TGR0C 

TGR0D 

－ － TGR3C 

TGR3D 

－ － 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

入出力端子 TIOCA0 

TIOCB0 

TIOCC0 

TIOCD0 

TIOCA1 

TIOCB1 

TIOCA2 

TIOCB2 

TIOCA3 

TIOCB3 

TIOCC3 

TIOCD3 

TIOCA4 

TIOCB4 

TIOCA5 

TIOCB5 

カウンタクリア機能 TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

コンペア 0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

マッチ 1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

出力 トグル出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

インプットキャプチャ機能 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

同期動作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

位相計数モード － ◯ ◯ － ◯ ◯ 

バッファ動作 ◯ － － ◯ － － 

DMACの起動 TGR0Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR1Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR2Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR3Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR4Aの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR5Aの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

DTCの起動 TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

A/D変換開始トリガ TGR0Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR1Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR2Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR3Aの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR4Aの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR5Aの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

PPGトリガ TGR0A、 

TGR0Bの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR1A、 

TGR1Bの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR2A、 

TGR2Bの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

TGR3A、 

TGR3Bの 

コンペアマッチ

または 

インプット 

キャプチャ 

－ － 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

割り込み要因 5要因 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 0A 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 0B 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 0C 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 0D 

• オーバフロー

4要因 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 1A 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 1B 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー

• アンダフロー

4要因 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 2A 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 2B 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー

• アンダフロー

5要因 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 3A 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 3B 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 3C 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 3D 

• オーバフロー

 

4要因 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 4A 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 4B 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

4要因 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 5A 

• コンペアマ

ッチ／イン

プットキャ

プチャ 5B 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

【記号説明】 

 ◯：可能 

 －：不可 
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11.1.2 ブロック図 

TPUのブロック図を図 11.1に示します。 
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φ／1
φ／4
φ／16
φ／64
φ／256
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TCLKA
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TCLKC
TCLKD

［入出力端子］

【記号説明】

TSTR
TSYR
TCR
TMDR
TIOR（H、L）
TIER
TSR
TGR（A、B、C、D）

：タイマスタートレジスタ
：タイマシンクロレジスタ
：タイマコントロールレジスタ
：タイマモードレジスタ
：タイマI/Oコントロールレジスタ（H、L）
：タイマインタラプトイネーブルレジスタ
：タイマステータスレジスタ
：タイマジェネラルレジスタ（A、B、C、D）
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TIOCB0
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TIOCB1
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内部データバス

A/D変換開始要求信号
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図 11.1 TPUのブロック図 
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11.1.3 端子構成 

TPUの端子構成を表 11.2に示します。 
 

表 11.2 TPUの端子構成 

チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

共通 クロック入力 A TCLKA 入力 外部クロック A入力端子 

（チャネル 1、5の位相計数モード A相入力） 

 クロック入力 B TCLKB 入力 外部クロック B入力端子 

（チャネル 1、5の位相計数モード B相入力） 

 クロック入力 C TCLKC 入力 外部クロック C入力端子 

（チャネル 2、4の位相計数モード A相入力） 

 クロック入力 D TCLKD 入力 外部クロック D入力端子 

（チャネル 2、4の位相計数モード B相入力） 

0 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ A0 

TIOCA0 入出力 TGR0Aのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ B0 

TIOCB0 入出力 TGR0Bのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ C0 

TIOCC0 入出力 TGR0Cのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ D0 

TIOCD0 入出力 TGR0Dのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

1 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ A1 

TIOCA1 入出力 TGR1Aのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ B1 

TIOCB1 入出力 TGR1Bのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

2 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ A2 

TIOCA2 入出力 TGR2Aのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ B2 

TIOCB2 入出力 TGR2Bのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

3 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ A3 

TIOCA3 入出力 TGR3Aのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ B3 

TIOCB3 入出力 TGR3Bのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ C3 

TIOCC3 入出力 TGR3Cのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ D3 

TIOCD3 入出力 TGR3Dのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 
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チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

4 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ A4 

TIOCA4 入出力 TGR4Aのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ B4 

TIOCB4 入出力 TGR4Bのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

5 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ A5 

TIOCA5 入出力 TGR5Aのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 インプットキャプチャ／ 

アウトコンペアマッチ B5 

TIOCB5 入出力 TGR5Bのインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

 

11.1.4 レジスタ構成 

TPUのレジスタ構成を表 11.3に示します。 
 

表 11.3 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

0 タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'00 H'FF10 

 タイマモードレジスタ 0 TMDR0 R/W H'C0 H'FF11 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 0H TIOR0H R/W H'00 H'FF12 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 0L TIOR0L R/W H'00 H'FF13 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ0 TIER0 R/W H'40 H'FF14 

 タイマステータスレジスタ 0 TSR0 R/(W)*2 H'C0 H'FF15 

 タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'0000 H'FF16 

 タイマジェネラルレジスタ 0A TGR0A R/W H'FFFF H'FF18 

 タイマジェネラルレジスタ 0B TGR0B R/W H'FFFF H'FF1A 

 タイマジェネラルレジスタ 0C TGR0C R/W H'FFFF H'FF1C 

 タイマジェネラルレジスタ 0D TGR0D R/W H'FFFF H'FF1E 

1 タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'00 H'FF20 

 タイマモードレジスタ 1 TMDR1 R/W H'C0 H'FF21 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 1 TIOR1 R/W H'00 H'FF22 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ1 TIER1 R/W H'40 H'FF24 

 タイマステータスレジスタ 1 TSR1 R/(W)*2 H'C0 H'FF25 

 タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'0000 H'FF26 

 タイマジェネラルレジスタ 1A TGR1A R/W H'FFFF H'FF28 

 タイマジェネラルレジスタ 1B TGR1B R/W H'FFFF H'FF2A 
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チャネル 名  称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

2 タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'00 H'FF30 

 タイマモードレジスタ 2 TMDR2 R/W H'C0 H'FF31 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 2 TIOR2 R/W H'00 H'FF32 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ2 TIER2 R/W H'40 H'FF34 

 タイマステータスレジスタ 2 TSR2 R/(W)*2 H'C0 H'FF35 

 タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'0000 H'FF36 

 タイマジェネラルレジスタ 2A TGR2A R/W H'FFFF H'FF38 

 タイマジェネラルレジスタ 2B TGR2B R/W H'FFFF H'FF3A 

3 タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'00 H'FE80 

 タイマモードレジスタ 3 TMDR3 R/W H'C0 H'FE81 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 3H TIOR3H R/W H'00 H'FE82 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 3L TIOR3L R/W H'00 H'FE83 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ3 TIER3 R/W H'40 H'FE84 

 タイマステータスレジスタ 3 TSR3 R/(W)*2 H'C0 H'FE85 

 タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'0000 H'FE86 

 タイマジェネラルレジスタ 3A TGR3A R/W H'FFFF H'FE88 

 タイマジェネラルレジスタ 3B TGR3B R/W H'FFFF H'FE8A 

 タイマジェネラルレジスタ 3C TGR3C R/W H'FFFF H'FE8C 

 タイマジェネラルレジスタ 3D TGR3D R/W H'FFFF H'FE8E 

4 タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'00 H'FE90 

 タイマモードレジスタ 4 TMDR4 R/W H'C0 H'FE91 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 4 TIOR4 R/W H'00 H'FE92 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ4 TIER4 R/W H'40 H'FE94 

 タイマステータスレジスタ 4 TSR4 R/(W)*2 H'C0 H'FE95 

 タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'0000 H'FE96 

 タイマジェネラルレジスタ 4A TGR4A R/W H'FFFF H'FE98 

 タイマジェネラルレジスタ 4B TGR4B R/W H'FFFF H'FE9A 

5 タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'00 H'FEA0 

 タイマモードレジスタ 5 TMDR5 R/W H'C0 H'FEA1 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 5 TIOR5 R/W H'00 H'FEA2 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ5 TIER5 R/W H'40 H'FEA4 

 タイマステータスレジスタ 5 TSR5 R/(W)*2 H'C0 H'FEA5 

 タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'0000 H'FEA6 

 タイマジェネラルレジスタ 5A TGR5A R/W H'FFFF H'FEA8 

 タイマジェネラルレジスタ 5B TGR5B R/W H'FFFF H'FEAA 

共通 タイマスタートレジスタ TSTR R/W H'00 H'FEB0 

 タイマシンクロレジスタ TSYR R/W H'00 H'FEB1 

 モジュールストップコントロールレジスタA MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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11.2 各レジスタの説明 

11.2.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

7

CCLR2

0

R/W

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TCR0

チャネル3：TCR3

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TCR1

チャネル2：TCR2

チャネル4：TCR4

チャネル5：TCR5

 

TCRは各チャネルの TCNTを制御する 8ビットのレジスタです。TPUには、チャネル 0～5に各 1本、計 6本

の TCRがあります。TCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 

TCRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 

• ビット7～5：カウンタクリア2～0（CCLR2～CCLR0） 

TCNTのカウンタクリア要因を選択します。 

 
チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 説   明 

 CCLR2 CCLR1 CCLR0  

0、3 0 0 0 TCNTのクリア禁止 （初期値） 

   1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

  1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアで TCNTをクリア*1 

 1 0 0 TCNTのクリア禁止 

   1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

  1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアで TCNTをクリア*1 
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チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 説   明 

 リザーブ*3 CCLR1 CCLR0  

1、2、 0 0 0 TCNTのクリア禁止 （初期値） 

4、5   1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

  1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアで TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コン

ペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 

 *3 チャネル 1、2、4、5ではビット 7はリザーブです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット4、3：クロックエッジ1、0（CKEG1、CKEG0） 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウントすると、入力クロックの周期が1

／2になります（例：φ／4の両エッジ＝φ／2の立ち上がりエッジ）。チャネル1、2、4、5で位相計数モード

を使用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定が優先されます。 

 
ビット 4 ビット 3 説   明 

CKEG1 CKEG0  

0 0 立ち上がりエッジでカウント （初期値） 

 1 立ち下がりエッジでカウント 

1 － 両エッジでカウント 

【注】 内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。入力クロックにφ／1、あ

るいは他のチャネルのオーバフロー／アンダフローを選択した場合は本設定は無視されます。 
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• ビット2～0：タイマプリスケーラ2～0（TPSC2～TPSC0） 

TCNTのカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソースを選択することができます。表

11.4に各チャネルごとに設定可能なクロックソース一覧を示します。 

 

表 11.4 TPUのクロックソース一覧 

内部クロック 外部クロック チャネル 

φ／1 φ／4 φ／16 φ／64 φ／256 φ／1024 φ／4096 TCLKA TCLKB TCLKC TCLKD 

他のチャネルの

オーバフロー／

アンダフロー 

0 ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○  

1 ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 

2 ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○   

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

4 ○ ○ ○ ○  ○  ○  ○  ○ 

5 ○ ○ ○ ○ ○   ○  ○ ○  

【記号説明】 

 ○ ：設定あり 

 空欄：設定なし 

 
チャネル ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

0 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 

   1 内部クロック：φ／4でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

   1 内部クロック：φ／64でカウント 

 1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

  1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

 
チャネル ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

1 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 

   1 内部クロック：φ／4でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

   1 内部クロック：φ／64でカウント 

 1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／256でカウント 

   1 TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 1が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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チャネル ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

2 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 

   1 内部クロック：φ／4でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

   1 内部クロック：φ／64でカウント 

 1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

  1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

   1 内部クロック：φ／1024でカウント 

【注】 チャネル 2が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 
チャネル ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

3 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 

   1 内部クロック：φ／4でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

   1 内部クロック：φ／64でカウント 

 1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 内部クロック：φ／1024でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／256でカウント 

   1 内部クロック：φ／4096でカウント 

 
チャネル ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

4 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 

   1 内部クロック：φ／4でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

   1 内部クロック：φ／64でカウント 

 1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／1024でカウント 

   1 TCNT5のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 4が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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チャネル ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

5 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 

   1 内部クロック：φ／4でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

   1 内部クロック：φ／64でカウント 

 1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

  1 0 内部クロック：φ／256でカウント 

   1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

【注】 チャネル 5が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 

11.2.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

BFB

0

R/W

4

BFA

0

R/W

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TMDR0

チャネル3：TMDR3

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TMDR1

チャネル2：TMDR2

チャネル4：TMDR4

チャネル5：TMDR5

 

TMDRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各チャネルの動作モードの設定を行います。TPUには、

各チャネル 1本、計 6本の TMDRがあります。TMDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に

H'C0に初期化されます。 

TMDRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
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• ビット7、6：リザーブ 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット5：バッファ動作B（BFB） 

TGRBを通常動作させるか、TGRBとTGRDを組み合わせてバッファ動作させるかを設定します。TGRDをバ

ッファレジスタとして使用した場合は、TGRDのインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しま

せん。 

TGRDを持たないチャネル1、2、4、5ではこのビットはリザーブビットになります。リードすると常に0が読

み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 5 説   明 

BFB  

0 TGRBは通常動作 （初期値） 

1 TGRBと TGRDはバッファ動作 

 

• ビット4：バッファ動作A（BFA） 

TGRAを通常動作させるか、TGRAとTGRCを組み合わせてバッファ動作させるかを設定します。TGRCをバ

ッファレジスタとして使用した場合は、TGRCのインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しま

せん。 

TGRCを持たないチャネル1、2、4、5ではこのビットはリザーブビットになります。リードすると常に0が読

み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 4 説   明 

BFA  

0 TGRAは通常動作 （初期値） 

1 TGRAと TGRCはバッファ動作 
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• ビット3～0：モード3～0（MD3～MD0） 

MD3～MD0はタイマの動作モードを設定します。 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

MD3*1 MD2*2 MD1 MD0  

0 0 0 0 通常動作 （初期値） 

   1 リザーブ 

  1 0 PWMモード 1 

   1 PWMモード 2 

 1 0 0 位相計数モード 1 

   1 位相計数モード 2 

  1 0 位相計数モード 3 

   1 位相計数モード 4 

1 * * * － 

*：Don’t care 

【注】 *1 MD3はリザーブビットです。 

  ライト時には常に 0を書き込んでください。 

 *2 チャネル 0、3では、位相計数モードの設定はできません。 

  MD2には常に 0をライトしてください。 
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11.2.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 

7
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0

R/W
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IOB0

0

R/W
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0

R/W
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0
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2

IOA2

0
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1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIOR0H

チャネル1：TIOR1

チャネル2：TIOR2

チャネル3：TIOR3H

チャネル4：TIOR4

チャネル5：TIOR5
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IOD3

0

R/W

6

IOD2

0

R/W

5

IOD1

0

R/W

4

IOD0

0

R/W

3

IOC3

0

R/W

0

IOC0

0

R/W

2

IOC2

0

R/W

1

IOC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIOR0L

チャネル3：TIOR3L

【注】　TGRC、あるいはTGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、
　　　　バッファレジスタとして動作します。

 

TIORは TGRを制御する 8ビットのレジスタです。TPUには、チャネル 0、3に各 2本、チャネル 1、2、4、5

に各 1本、計 8本の TIORがあります。TIORはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化

されます。 

TIORは TMDRの設定により影響を受けますので注意してください。 

TIORで指定した初期出力はカウンタ停止した（TSTRのCSTビットを 0にクリアした）状態で有効になります。

また、PWMモード 2の場合にはカウンタが 0にクリアされた時点での出力を指定します。 
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• ビット7～4：I/OコントロールB3～0（IOB3～IOB0） 

    I/OコントロールD3～0（IOD3～IOD0） 

IOB3～IOB0ビットはTGRBの機能を設定します。 

IOD3～IOD0ビットはTGRDの機能を設定します。 

 
チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0  

0 0 0 0 0 TGR0Bは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR0Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCB0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル 1／ 

カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ*1 

*：Don't care 
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チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0  

0 0 0 0 0 TGR0Dは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ*2  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR0Dは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCD0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ*2 キャプチャ入力元

はチャネル 1／ 

カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ*1 

*：Don’t care 

【注】 *1 TCR1の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT1のカウントクロックにφ／1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 TMDR0のBFBビットを 1にセットして TGR0Dをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 
チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0  

1 0 0 0 0 TGR1Bは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR1Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCB1端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

はTGR0Cコンペア

マッチ／インプッ

トキャプチャ 

TGR0Cのコンペアマッチ／ 

インプットキャプチャの発生で 

インプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0  

2 0 0 0 0 TGR2Bは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 * 0 0 TGR2Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCB2端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ 

レジスタ 

 両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 

 
チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0  

3 0 0 0 0 TGR3Bは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR3Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCB3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル 4／ 

カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ*1 

*：Don't care 

【注】 *1 TCR4の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT4のカウントクロックにφ／1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0  

3 0 0 0 0 TGR3Dは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ*2  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR3Dは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCD3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ*2 キャプチャ入力元

はチャネル 4／ 

カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ*1 

*：Don’t care 

【注】 *1 TCR4の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT4のカウントクロックにφ／1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 TMDR3のBFBビットを 1にセットして TGR3Dをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 
チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0  

4 0 0 0 0 TGR4Bは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR4Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCB4端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

はTGR3Cコンペア

マッチ／インプッ

トキャプチャ 

TGR3Cのコンペアマッチ／ 

インプットキャプチャの発生で 

インプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0  

5 0 0 0 0 TGR5Bは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 * 0 0 TGR5Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCB5端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ 

レジスタ 

 両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 

 

• ビット3～0：I/OコントロールA3～0（IOA3～IOA0） 

    I/OコントロールC3～0（IOC3～IOC0） 

IOA3～IOA0はTGRAの機能を設定します。 

IOC3～IOC0はTGRCの機能を設定します。 

 
チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

0 0 0 0 0 TGR0Aは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR0Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCA0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル 1／ 

カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

0 0 0 0 0 TGR0Cは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ*1  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR0Cは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCC0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ*1 キャプチャ入力元

はチャネル 1／ 

カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 

【注】 *1 TMDR0のBFAビットを 1にセットして TGR0Cをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 
チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

1 0 0 0 0 TGR1Aは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR1Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCA1端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

は TGR0Aコンペア

マッチ／インプッ

トキャプチャ 

チャネル 0／TGR0Aのコンペアマッチ／ 

インプットキャプチャの発生で 

インプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

2 0 0 0 0 TGR2Aは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 ＊ 0 0 TGR2Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCA2端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ 

レジスタ 

 両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 

 
チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

3 0 0 0 0 TGR3Aは 出力禁止 （初期値）

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR3Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCA3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル 4／ 

カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

3 0 0 0 0 TGR3Cは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ*1  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR3Cは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCC3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ*1 キャプチャ入力元

はチャネル 4／ 

カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 

カウントダウンでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 

【注】 *1 TMDR3のBFAビットを 1にセットして TGR3Cをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 
チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

4 0 0 0 0 TGR4Aは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 0 0 0 TGR4Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCA4端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ  両エッジでインプットキャプチャ 

  1 * * レジスタ キャプチャ入力元

は TGR3Aコンペア

マッチ／インプッ

トキャプチャ 

TGR3Aのコンペアマッチ／ 

インプットキャプチャの発生で 

インプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

チャネル ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

5 0 0 0 0 TGR5Aは 出力禁止 （初期値） 

    1 アウトプット 初期出力は 0出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0 コンペア  コンペアマッチで 1出力 

    1 レジスタ  コンペアマッチでトグル出力 

  1 0 0  出力禁止 

    1  初期出力は 1出力 コンペアマッチで 0出力 

   1 0   コンペアマッチで 1出力 

    1   コンペアマッチでトグル出力 

 1 * 0 0 TGR5Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

    1 インプット は TIOCA5端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

   1 * キャプチャ 

レジスタ 

 両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 

 

11.2.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCIEV

0

R/W

3

TGIED

0

R/W

0

TGIEA

0

R/W

2

TGIEC

0

R/W

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIER0

チャネル3：TIER3

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TIER1

チャネル2：TIER2

チャネル4：TIER4

チャネル5：TIER5

 

TIERは 8ビットのレジスタで、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御します。TPUには、各チャネル

1本、計 6本の TIERがあります。TIERは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'40に初期化さ

れます。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

• ビット7：A/D変換開始要求イネーブル（TTGE） 

TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによる、A/D変換開始要求の発生を許可または禁止します。 

 
ビット 7 説   明 

TTGE  

0 A/D変換開始要求の発生を禁止 （初期値） 

1 A/D変換開始要求の発生を許可 

 

• ビット6：リザーブ 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット5：アンダフローインタラプトイネーブル（TCIEU） 

チャネル1、2、4、5でTSRのTCFUフラグが1にセットされたとき、TCFUフラグによる割り込み要求（TCIU）

を許可または禁止します。 

チャネル0、3ではリザーブビットです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 5 説   明 

TCIEU  

0 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止 （初期値） 

1 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可 

 

• ビット4：オーバフローインタラプトイネーブル（TCIEV） 

TSRのTCFVフラグが1にセットされたとき、TCFVフラグによる割り込み要求（TCIV）を許可または禁止し

ます。 

 
ビット 4 説   明 

TCIEV  

0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止 （初期値） 

1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可 

 

• ビット3：TGRインタラプトイネーブルD（TGIED） 

チャネル0、3でTSRのTGFDビットが1にセットされたとき、TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許

可または禁止します。 

チャネル1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 3 説   明 

TGIED  

0 TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止 （初期値） 

1 TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可 
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• ビット2：TGRインタラプトイネーブルC（TGIEC） 

チャネル0、3でTSRのTGFCビットが1にセットされたとき、TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許

可または禁止します。 

チャネル1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 2 説   明 

TGIEC  

0 TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止 （初期値） 

1 TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可 

 

• ビット1：TGRインタラプトイネーブルB（TGIEB） 

TSRのTGFBビットが1にセットされたとき、TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可または禁止し

ます。 

 
ビット 1 説   明 

TGIEB  

0 TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止 （初期値） 

1 TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可 

 

• ビット0：TGRインタラプトイネーブルA（TGIEA） 

TSRのTGFAビットが1にセットされたとき、TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可または禁止し

ます。 

 
ビット 0 説   明 

TGIEA  

0 TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止 （初期値） 

1 TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可 
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11.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 
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－
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－
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－

5

－
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－
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3
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R/(W)*

0
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0

R/(W)*

2
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0

R/(W)*

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

チャネル0：TSR0

チャネル3：TSR3

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

チャネル1：TSR1

チャネル2：TSR2

チャネル4：TSR4

チャネル5：TSR5

 

TSRは 8ビットのレジスタで、各チャネルのステータスの表示を行います。TPUには、各チャネル 1本、計 6

本の TSRがあります。TSRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'C0に初期化されます。 
 

• ビット7：カウント方向フラグ（TCFD） 

チャネル1、2、4、5のTCNTのカウント方向を示すステータスフラグです。 

チャネル0、3ではリザーブビットです。リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 7 説   明 

TCFD  

0 TCNTはダウンカウント 

1 TCNTはアップカウント （初期値） 

 

• ビット6：リザーブ 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 
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• ビット5：アンダフローフラグ（TCFU） 

チャネル1、2、4、5が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグです。 

チャネル0、3ではリザーブビットです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 5 説   明 

TCFU  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• TCFU＝1の状態で TCFUをリード後、TCFUに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

 

• ビット4：オーバフローフラグ（TCFV） 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 

 
ビット 4 説   明 

TCFV  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• TCFV＝1の状態で TCFVをリード後、TCFVに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

• ビット3：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグD（TGFD） 

チャネル0、3のTGRDのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

チャネル1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 
ビット 3 説   明 

TGFD  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• TGID割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

• TGFD＝1の状態で TGFDをリード後、TGFDに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRDになったとき 

• TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により TCNTの

値が TGRDに転送されたとき 
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• ビット2：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグC（TGFC） 

チャネル0、3のTGRCのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

チャネル1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 2 説   明 

TGFC  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• TGIC割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

• TGFC＝1の状態で TGFCをリード後、TGFCに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRCになったとき 

• TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により TCNTの

値が TGRCに転送されたとき 

 

• ビット1：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグB（TGFB） 

TGRBのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

TGFB  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• TGIB割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

• TGFB＝1の状態で TGFBをリード後、TGFBに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRBになったとき 

• TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により TCNTの

値が TGRBに転送されたとき 

 

• ビット0：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグA（TGFA） 

TGRAのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

TGFA  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• TGIA割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

• TGIA割り込みにより DMACが起動され、DMACの DMABCRの DTAビットが 1のとき 

• TGFA＝1の状態で TGFAをリード後、TGFAに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRAになったとき 

• TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により TCNTの

値が TGRAに転送されたとき 
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11.2.6 タイマカウンタ（TCNT） 
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0
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0

R/W

0

0

R/W
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0

R/W

1

0
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チャネル0：TCNT0（アップカウンタ）

チャネル1：TCNT1（アップ／ダウンカウンタ*）

チャネル2：TCNT2（アップ／ダウンカウンタ*）

チャネル3：TCNT3（アップカウンタ）

チャネル4：TCNT4（アップ／ダウンカウンタ*）

チャネル5：TCNT5（アップ／ダウンカウンタ*）

【注】*

 

位相計数モード（および位相計数モードの他のチャネルのオーバフロー／アンダ

フローのカウント時）のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以

外の場合はアップカウンタになります。
 

TCNTは 16ビットのカウンタです。各チャネルに 1本、計 6本の TCNTがあります。 

TCNTは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時にH'0000に初期化されます。 

TCNTの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
 

11.2.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 
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TGRは 16ビットのアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタです。チャネル 0、3に各 4

本、チャネル 1、2、4、5に各 2本、計 16本のジェネラルレジスタがあります。チャネル 0、3の TGRCと TGRD

は、バッファレジスタとして動作設定することができます＊。TGRはリセットまたはハードウェアスタンバイモー

ド時に H'FFFFに初期化されます。 

TGRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

【注】 * TGRとバッファレジスタの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB－TGRDになります。 
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11.2.8 タイマスタートレジスタ（TSTR） 
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TSTRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル 0～5のTCNTの動作／停止を選択します。TSTR

はリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 

TMDRへ動作モードを設定する場合や TCRへ TCNTのカウントクロックを設定する場合は、TCNTのカウンタ

動作を停止してから行ってください。 
 

• ビット7、6：リザーブビット 

ライト時は必ず0を書き込んでください。 

 

• ビット5～0：カウンタスタート5～0（CST5～CST0） 

TCNTの動作または停止を選択します。 

 
ビット n 説   明 

CSTn  

0 TCNTnのカウント動作は停止 （初期値） 

1 TCNTnはカウント動作 

（n＝5～0） 

【注】 TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは停止しますが、TIOC端子のアウトプット

コンペア出力レベルは保持されます。CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端子

の出力レベルが更新されます。 

 

11.2.9 タイマシンクロレジスタ（TSYR） 
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TSYRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル 0～5の TCNTの独立動作または同期動作を選

択します。対応するビットを 1にセットしたチャネルが同期動作を行います。 

TSYRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
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• ビット7、6：リザーブビット 

ライト時は必ず0を書き込んでください。 

 

• ビット5～0：タイマ同期5～0（SYNC5～SYNC0） 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数のTCNTの同期プリセット*1や、他チャネルのカウンタクリアによる同期クリア

*2が可能となります。 

 
ビット n 説   明 

SYNCn  

0 TCNTnは独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャネルと無関係） （初期値） 

1 TCNTnは同期動作 

TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 

（n＝5～0） 

【注】 *1 同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要があります。 

 *2 同期クリアの設定には、SYNCビットのほかに TCRの CCLR2～CCLR0ビットで、TCNTのクリア要因を設定す

る必要があります。 

 

11.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 
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MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPA5ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で TPUは動作を停止してモジュールストップモ

ードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。詳細は、「24.5 

モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 5：モジュールストップ（MSTPA5） 

TPUのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 5 説   明 

MSTPA5  

0 TPUのモジュールストップモード解除 

1 TPUのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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11.3 バスマスタとのインタフェース 

11.3.1 16ビットレジスタ 

TCNT、TGRは 16ビットのレジスタです。バスマスタとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単

位でのリード／ライトが可能です。 

8ビット単位でのリード／ライトはできません。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

16ビットレジスタのアクセス動作例を図 11.2に示します。 

バス
インタフェース

H
内部データバス

L

バ
ス
マ
ス
タ

モジュール
データバス

TCNTH TCNTL
 

図 11.2 16ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCNT（16ビット）） 

 

11.3.2 8ビットレジスタ 

TCNT、TGR以外のレジスタは 8ビットのレジスタです。CPUとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16

ビット単位でのリード／ライトが可能です。また、8ビット単位でのリード／ライトもできます。 

8ビットレジスタのアクセス動作例を図 11.3～図 11.5に示します。 
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図 11.3 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR（上位 8ビット）） 
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図 11.4 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TMDR（下位 8ビット）） 
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図 11.5 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR、TMDR（16ビット）） 
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11.4 動作説明 

11.4.1 概要 

各モードの動作概要を以下に示します。 

（1） 通常動作 

各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTは、アップカウント動作を行い、フリーランニング動作、

周期カウント動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

TGRは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することが

できます。 
 

（2） 同期動作 

同期動作を設定したチャネルの TCNTは、同期プリセット動作を行います。すなわち、同期動作に設定された

チャネルのうち任意の TCNTを書き換えると、他のチャネルの TCNTも同時に書き換えられます。また、同期動

作に設定された複数のチャネルの TSYRのタイマ同期ビットの設定により、TCNTの同期クリアが可能です。 
 

（3） バッファ動作 

（a） TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると対応するチャネルのバッファレジスタの値が TGRに転送されます。 
 

（b） TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値が TGRに転送されると同時に、それまで格納されていた TGR

の値がバッファレジスタに転送されます。 
 

（4） カスケード接続動作 

チャネル 1カウンタ（TCNT1）とチャネル 2カウンタ（TCNT2）またはチャネル 4カウンタ（TCNT4）とチャ

ネル 5カウンタ（TCNT5）を接続して 32ビットカウンタとして動作させることができます。 
 

（5） PWMモード 

PWM波形を出力するモードです。出力レベルは TIORにより設定できます。 

各 TGRの設定により、デューティ 0～100％の PWM波形が出力できます。 
 

（6） 位相計数モード 

チャネル 1、2、4、5で外部クロック入力端子から入力される 2つのクロックの位相を検出して、TCNTをアッ

プ／ダウンさせるモードです。位相計数モードに設定すると、対応する TCLK端子はクロック入力となり、また

TCNTはアップ／ダウンカウント動作を行います。 

2相エンコーダパルスの入力として使用できます。 
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11.4.2 基本機能 

（1） カウンタの動作 

TSTRの CST0～CST5ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。

フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 
 

（a） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 11.6に示します。 

カウンタクロックの選択

動作選択

カウンタクリア要因の選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

［1］

［2］

［4］

［3］

［5］

フリーランニングカウンタ

カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［5］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0
ビットでカウンタクロッ
クを選択してください。
同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力ク
ロックのエッジを選択し
てください。

［2］周期カウント動作の場合
TCRのCCLR2～CCLR0
ビットでTCNTのクリア
要因とするTGRを選択し
てください。

［3］［2］で選択したTGRを
TIORにより、アウトプ
ットコンペアレジスタに
設定してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに
周期カウンタの周期を設
定してください。

［5］TSTRのCSTビットを1に
セットしてカウント動作
を開始してください。

 

図 11.6 カウンタ動作設定手順例 

 

（b） フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

TPUの TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの対応するビ

ットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTがオーバフ

ロー（H'FFFF→H'0000）すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。このとき、対応する TIERの TCIEV

ビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはオーバフロー後、H'0000からアップカウント動作を

継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 11.7に示します。 
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TCNTの値

H'FFFF

H'0000

CSTビット

TCFV

時間

 

図 11.7 フリーランニングカウンタの動作 

 

TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウント動作を行

います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR2～CCLR0ビットによりコ

ンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応するビットを 1にセットすると、周期カ

ウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGRの値と一致すると、TSRの TGFビットが 1

にセットされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 

このとき対応する TIERの TGIEビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはコンペアマッチ後、

H'0000からアップカウント動作を継続します。 

周期カウンタの動作を図 11.8に示します。 

TCNTの値

TGR

H'0000

CSTビット

TGF

時間

TGRのコンペアマッチで
カウンタクリア

ソフトウェアまたはDTC／DMAC
の起動によるフラグクリア

 

図 11.8 周期カウンタの動作 
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（2） コンペアマッチによる波形出力機能 

TPUは、コンペアマッチにより対応する出力端子から 0出力／1出力／トグル出力を行うことができます。 
 

（a） コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 11.9に示します。 

波形出力モードの選択

出力選択

出力タイミングの設定

カウント動作開始

〈波形出力〉

［1］

［2］

［3］

［1］ TIORにより初期値の0出力／1
出力とコンペアマッチ出力値の0
出力／1出力／トグル出力を選択
してください。最初のコンペア
マッチが発生するまでの期間、
TIOC端子には設定した初期値が
出力されます。

［2］ TGRにコンペアマッチを発生さ
せるタイミングを設定してくだ
さい。

［3］ TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 11.9 コンペアマッチによる波形出力動作例 

 

（b） 波形出力動作例 

0出力／1出力例を図 11.10に示します。 

TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力、コンペアマッチ Bにより 0出

力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベルは変

化しません。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCA

TIOCB

時間

TGRA

TGRB

変化しません 変化しません

変化しません 変化しません

1出力

0出力
 

図 11.10 0出力／1出力の動作例 
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トグル出力の例を図 11.11に示します。 

TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、Bともトグル

出力となるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCB

TIOCA

時間

TGRB

TGRA

トグル出力

トグル出力

TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア

 

図 11.11 トグル出力の動作例 

 

（3） インプットキャプチャ機能 

TIOC端子の入力エッジを検出して TCNTの値を TGRに転送することができます。 

検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。また、チャネル 0、1、3、4

は別のチャネルのカウンタ入力クロックやコンペアマッチ信号をインプットキャプチャの要因とすることもでき

ます。 

【注】 チャネル 0、3で別のチャネルのカウンタ入力クロックをインプットキャプチャ入力とする場合は、インプットキャプ

チャ入力とするカウンタ入力クロックにφ／1を選択しないでください。φ／1を選択した場合は、インプットキャプ

チャは発生しません。 

 

（a） インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 11.12に示します。 

インプットキャプチャ入力の選択

入力選択

カウント動作開始

〈インプットキャプチャ動作〉

［1］

［2］

［1］TIORによりTGRをインプットキ
ャプチャレジスタに設定し、イン
プットキャプチャ要因と入力信号
のエッジを立ち上がりエッジ／立
ち下がりエッジ／両エッジから選
択してください。

［2］TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 11.12 インプットキャプチャ動作の設定例 
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（b） インプットキャプチャ動作例 

インプットキャプチャ動作例を図 11.13に示します。 

TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また TIOCB端子のイ

ンプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNTは TGRBのインプットキャプチャでカウン

タクリアされるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'0180

H'0000

TIOCA

TGRA

時間

H'0010

H'0005

TIOCBの入力（立ち下がりエッジ）
でカウンタクリア

H'0160

H'0005 H'0160 H'0010

TGRB H'0180

TIOCB

 

図 11.13 インプットキャプチャ動作例 
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11.4.3 同期動作 

同期動作は、複数の TCNTの値を同時に書き換えることができます（同期プリセット）。また、TCRの設定に

より複数の TCNTを同時にクリアすることができます（同期クリア）。 

同期動作により、1つのタイムベースに対して TGRを増加することができます。 

チャネル 0～5はすべて同期動作の設定が可能です。 
 

（1） 同期動作の設定手順例 

同期動作の設定手順例を図 11.14に示します。 

同期動作の設定

同期動作選択

TCNTの設定

同期プリセット

〈同期プリセット〉

［1］

［2］

同期クリア

カウンタクリア要因の選択

〈カウンタクリア〉

［3］

カウント動作の開始 ［5］

カウンタ同期クリア設定

〈同期クリア〉

［4］

カウント動作の開始 ［5］

クリア要因発生
チャネル？

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

同期動作に設定するチャネルに対応したTSYRのSYNCビットを1にセットしてください。

同期動作に設定したチャネルのいずれかのTCNTにライトすると、他のTCNTにも同じ値が同
時にライトされます。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアなどで
TCNTをクリアするように設定してください。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、カウンタクリア要因を同期クリアに設定してください。

対象となるチャネルに対応するTSTRのCSTビットを1にセットしてカウント動作を開始して
ください。

 

図 11.14 同期動作の設定手順例 
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（2） 同期動作の例 

同期動作の例を図 11.15に示します。 

チャネル 0～2を同期動作かつ PWMモード 1に設定し、チャネル 0のカウンタクリア要因を TGR0Bのコンペ

アマッチ、またチャネル 1、2のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。 

3相の PWM波形を TIOC0A～TIOC2A端子から出力します。このとき、チャネル 0～2の TCNTは同期プリセ

ット、TGR0Bのコンペアマッチによる同期クリアを行い、TGR0Bに設定したデータが PWM周期となります。 

PWMモードについては、「11.4.6 PWMモード」を参照してください。 

TCNT0～TCNT2の値

H'0000

TIOC0A

TIOC1A

時間

TGR0B

TGR0Bのコンペアマッチで同期クリア

TGR2A

TGR1A

TGR2B

TGR0A

TGR1B

TIOC2A
 

図 11.15 同期動作の動作例 

 

11.4.4 バッファ動作 

バッファ動作は、チャネル 0、3が持つ機能です。TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用することがで

きます。 

バッファ動作は、TGRをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレジスタに設定し

た場合のそれぞれで動作内容が異なります。 

表 11.5にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 
 

表 11.5 レジスタの組み合わせ 

チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

0 TGR0A TGR0C 

 TGR0B TGR0D 

3 TGR3A TGR3C 

 TGR3B TGR3D 
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• TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに転送

されます。 

この動作を図 11.16に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT比較器

コンペアマッチ信号

 

図 11.16 コンペアマッチバッファ動作 

 

• TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値を TGRに転送すると同時に、それまで格納されていたタイマ

ジェネラルレジスタの値をバッファレジスタに転送します。 

この動作を図 11.17に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT

インプット
キャプチャ信号

 

図 11.17 インプットキャプチャバッファ動作 
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（1） バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 11.18に示します。 

TGRの機能の選択

バッファ動作

バッファ動作の設定

カウント動作開始

〈バッファ動作〉

［1］

［2］

［3］

［1］TIORによりTGRをインプットキャプチャ
レジスタまたはアウトプットコンペアレ
ジスタに設定してください。

［2］TMDRのBFA、BFBビットにより、TGR
をバッファ動作に設定してください。

［3］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウ
ント動作を開始してください。

 

図 11.18 バッファ動作の設定手順例 

 

（2） バッファ動作例 

（a） TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 11.19に

示します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ Bで 0

出力に設定した例です。 

バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させると同時に、バッファレ

ジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、コンペアマッチ Aが発生す

るたびに繰り返されます。 

PWMモードについては、「11.4.6 PWMモード」を参照してください。 
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TCNTの値

TGR0B

H'0000

TGR0C

時間

TGR0A

H'0200 H'0520

TIOCA

H'0200

H'0450 H'0520

H'0450

TGR0A H'0450H'0200

転送

 

図 11.19 バッファ動作例（1） 

 

（b） TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

TGRAをインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定したときの動作例を

図 11.20に示します。 

TCNTは TGRAのインプットキャプチャでカウンタクリア、TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは

立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。 

バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ Aにより TCNTの値が TGRAに格納されると同時

に、それまで TGRAに格納されていた値が TGRCに転送されます。 

TCNTの値

H'09FB

H'0000

TGRC

時間

H'0532

TIOCA

TGRA H'0F07H'0532

H'0F07

H'0532

H'0F07

H'09FB

 

図 11.20 バッファ動作例（2） 
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11.4.5 カスケード接続動作 

カスケード接続動作は、2チャネルの 16ビットカウンタを接続して 32ビットカウンタとして動作させる機能で

す。 

この機能は、チャネル 1（チャネル 4）のカウンタクロックを TCRの TPSC2～TPSC0ビットで TCNT2（TCNT5）

のオーバフロー／アンダフローでカウントに設定することにより動作します。 

アンダフローが発生するのは、下位 16ビットの TCNTが位相計数モードのときのみです。 

表 11.6にカスケード接続の組み合わせを示します。 

【注】 チャネル 1、4を位相計数モードに設定した場合は、カウンタクロックの設定は無効となり、独立して位相計数モード

で動作します。 

 

表 11.6 カスケード接続組み合わせ 

組み合わせ 上位 16ビット 下位 16ビット 

チャネル 1とチャネル 2 TC N T 1  TC N T 2  

チャネル 4とチャネル 5 TC N T 4  TC N T 5  

 

（1） カスケード接続動作の設定手順例 

カスケード接続動作の設定手順例を図 11.21に示します。 

カスケード接続設定

カスケード接続動作

カウンタ動作開始

〈カスケード接続動作〉

［1］

［2］

［1］チャネル1（チャネル4）のTCRの
TPSC2～TPSC0ビットをB'111に
設定して、TCNT2（TCNT5）の
オーバフロー／アンダフローでカ
ウントを選択してください。

［2］上位、下位のチャネルに対応する
TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してくだ
さい。

 

図 11.21 カスケード接続動作設定手順 

 

（2） カスケード接続動作例 

TCNT1は TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント、TGR1Aと TGR2Aをインプットキャプチャレジ

スタに設定し、TIOC端子の立ち上がりエッジを選択したときの動作を図 11.22に示します。 

TIOCA1端子と TIOCA2端子に立ち上がりエッジを同時に入力することにより、TGR1Aに上位 16ビット、

TGR2Aに下位 16ビットの 32ビットデータが転送されます。 
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TCNT2
クロック

TCNT2 H'FFFF H'0000 H'0001

TIOCA1
TIOCA2

TGR1A H'03A2

TGR2A H'0000

TCNT1
クロック

TCNT1 H'03A1 H'03A2

 

図 11.22 カスケード接続動作例（1） 

 

TCNT1は TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント、チャネル 2を位相計数モードに設定したときの

動作を図 11.23に示します。 

TCNT1は、TCNT2のオーバフローでアップカウント、TCNT2のアンダフローでダウンカウントされます。 

TCLKC

TCNT2 FFFD

TCNT1 0001

TCLKD

FFFE FFFF 0000 0001 0002 0001 0000 FFFF

0000 0000
 

図 11.23 カスケード接続動作例（2） 

 

11.4.6 PWMモード 

PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力します。各 TGRのコンペアマッチによる出力レベルは 0

出力／1出力／トグル出力の中から選択可能です。 

TGRのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定することができま

す。全チャネル独立に PWMモードに設定できます。同期動作も可能です。 

PWMモードは次に示す 2種類あります。 
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（a） PWMモード 1 

TGRAと TGRB、TGRCと TGRDをペアで使用して、TIOCA、TIOCC端子から PWM出力を生成します。TIOCA、

TIOCC端子からコンペアマッチ A、Cによって TIORの IOA3～IOA0、IOC3～IOC0ビットで指定した出力を、ま

た、コンペアマッチ B、Dによって TIORの IOB3～IOB0、IOD3～IOD0ビットで指定した出力を行います。初期

出力値は TGRA、TGRCに設定した値になります。ペアで使用する TGRの設定値が同一の場合、コンペアマッチ

が発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 1では、最大 8相の PWM出力が可能です。 
 

（b） PWMモード 2 

TGRの 1本を周期レジスタ、他の TGRをデューティレジスタに使用して PWM出力を生成します。コンペアマ

ッチによって、TIORで指定した出力を行います。また、同期レジスタのコンペアマッチによるカウンタのクリア

で各端子の出力値は TIORで設定した初期値が出力されます。周期レジスタとデューティレジスタの設定値が同

一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 2では、同期動作と併用することにより最大 15相の PWM出力が可能です。 
 

PWM出力端子とレジスタの対応を表 11.7に示します。 
 

表 11.7 各 PWM出力のレジスタと出力端子 

チャネル レジスタ 出力端子 

  PWMモード 1 PWMモード 2  

0 TGR0A TIOCA0 TIOCA0 

 TGR0B  TIOCB0 

 TGR0C TIOCC0 TIOCC0 

 TGR0D  TIOCD0 

1 TGR1A TIOCA1 TIOCA1 

 TGR1B  TIOCB1 

2 TGR2A TIOCA2 TIOCA2 

 TGR2B  TIOCB2 

3 TGR3A TIOCA3 TIOCA3 

 TGR3B  TIOCB3 

 TGR3C TIOCC3 TIOCC3 

 TGR3D  TIOCD3 

4 TGR4A TIOCA4 TIOCA4 

 TGR4B  TIOCB4 

5 TGR5A TIOCA5 TIOCA5 

 TGR5B  TIOCB5 

【注】 PWMモード 2のとき、周期を設定した TGRの PWM出力はできません。 
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（1） PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 11.24に示します。 

カウンタクロックの選択

PWMモード

カウンタクリア要因の選択

波形出力レベルの選択

〈PWMモード〉

［1］

［2］

［3］

TGRの設定 ［4］

PWMモードの設定 ［5］

カウント動作開始 ［6］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0ビットで
カウンタクロックを選択してく
ださい。同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力クロックの
エッジを選択してください。

［2］TCRのCCLR2～CCLR0ビットで
TCNTのクリア要因とするTGR
を選択してください。

［3］TIORによりアウトプットコンペ
アレジスタに設定し、初期値と
出力値を選択してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに周期を設
定し、他のTGRにデューティを
設定してください。

［5］TMDRのMD3～MD0ビットで
PWMモードを選択してくださ
い。

［6］TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 11.24 PWMモードの設定手順例 

 

（2） PWMモードの動作例 

PWMモード 1の動作例を図 11.25に示します。 

この図は、TCNTのクリア要因を TGRAのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値と出力値を 0、TGRBの出

力値を 1に設定した場合の例です。 

この場合、TGRAに設定した値が周期となり、TGRBに設定した値がデューティになります。 
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TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

TGRAのコンペアマッチで
カウンタクリア

 

図 11.25 PWMモードの動作例（1） 

 

PWMモード 2の動作例を図 11.26に示します。 

この図は、チャネル 0と 1を同期動作させ、TCNTのクリア要因を TGR1Bのコンペアマッチとし、他の TGR

（TGR0A～TGR0D、TGR1A）の初期出力値を 0、出力値を 1に設定して 5相の PWM波形を出力させた場合の例

です。 

この場合、TGR1Bに設定した値が周期となり、他の TGRに設定した値がデューティになります。 

TCNTの値

TGR1B

H'0000

TIOCA0

TGRIBのコンペアマッチで
カウンタクリア

時間

TGR1A
TGR0D
TGR0C
TGR0B
TGR0A

TIOCB0

TIOCC0

TIOCD0

TIOCA1

 

図 11.26 PWMモードの動作例（2） 
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PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 11.27に示します。 

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ0%

TGRB書き換え

TGRB書き換え
TGRB書き換え

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

デューティ0%

 

図 11.27 PWMモード動作例（3） 
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11.4.7 位相計数モード 

位相計数モードは、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをアップ／ダウンカウントします。この

モードはチャネル 1、2、4、5で設定可能です。 

位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC2～TPSC0ビット、CKEG1、CKEG0ビットの設定にかかわらずカ

ウンタ入力クロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして動作します。ただし、TCR

の CCLR1、CCLR0ビット、TIOR、TIER、TGRの機能は有効ですので、インプットキャプチャ／コンペアマッチ

機能や割り込み機能は使用することができます。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生するとすると TSRの TCFVフラグがセットされます。また、

ダウンカウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグをリードすることにより、TCNTがアップカウ

ントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 

表 11.8に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 

 

表 11.8 位相計数モードクロック入力端子 

チャネル 外部クロック端子 

 A相 B相 

チャネル 1または 5を位相計数モードとするとき TCLKA TCLKB 

チャネル 2または 4を位相計数モードとするとき TCLKC TCLKD 

 

（1） 位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 11.28に示します。 

位相計数モードの選択

位相計数モード

カウント動作開始

〈位相計数モード〉

［1］

［2］

［1］TMDRのMD3～MD0ビットで
位相計数モードを選択してく
ださい。

［2］TSTRのCSTビットを1にセッ
トしてカウント動作を開始し
てください。

 

図 11.28 位相計数モードの設定手順例 
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（2） 位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。また、カウン

ト条件により 4つのモードがあります。 
 

（a） 位相計数モード 1 

位相計数モード 1の動作例を図 11.29に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.9に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

 

図 11.29 位相計数モード 1の動作例 

 

表 11.9 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5） 

TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 

TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル  

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル  

 Lowレベル  

【記号説明】 

 
：立ち上がりエッジ 

 
：立ち下がりエッジ 
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（b） 位相計数モード 2 

位相計数モード 2の動作例を図 11.30に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.10に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

 

図 11.30 位相計数モード 2の動作例 

 

表 11.10 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5） 

TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 

TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル  Don't care 

 Lowレベル Don't care 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル  Don't care 

 Highレベル Don't care 

 Lowレベル ダウンカウント 

【記号説明】 

 
：立ち上がりエッジ 

 
：立ち下がりエッジ 
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（c） 位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 11.31に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.11に示します。 

TCNTの値

時間

アップカウント

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

ダウンカウント

 

図 11.31 位相計数モード 3の動作例 

 

表 11.11 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5） 

TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 

TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル  Don't care 

 Lowレベル Don't care 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル  Don't care 

 Highレベル Don't care 

 Lowレベル Don't care 

【記号説明】 

 ：立ち上がりエッジ 

 ：立ち下がりエッジ 

 



 

11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  11-57 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（d） 位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 11.32に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.12に示します。 

TCNTの値

時間

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

アップカウント
ダウンカウント

 

図 11.32 位相計数モード 4の動作例 

 

表 11.12 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5） 

TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 

TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル Don't care 

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル Don't care 

 Lowレベル  

【記号説明】 

 ：立ち上がりエッジ 

 ：立ち下がりエッジ 
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（3） 位相計数モード応用例 

チャネル 1を位相計数モードに設定し、チャネル 0と連携してサーボモータの 2相エンコーダパルスを入力し

て位置または速度を検出する例を図 11.33に示します。 

チャネル 1は位相計数モード 1に設定し、TCLKAと TCLKBにエンコーダパルスの A相、B相を入力します。 

チャネル 0は TCNTを TGR0Cのコンペアマッチでカウンタクリアとして動作させ、TGR0Aと TGR0Cはコン

ペアマッチ機能で使用して、速度制御周期と位置制御周期を設定します。TGR0Bはインプットキャプチャ機能で

使用し、TGR0Bと TGR0Dをバッファ動作させます。TGR0Bのインプットキャプチャ要因は、チャネル 1のカウ

ンタ入力クロックとし、2相エンコーダの 4逓倍パルスのパルス幅の検出を行います。 

チャネル 1の TGR1Aと TGR1Bは、インプットキャプチャ機能に設定し、インプットキャプチャ要因はチャネ

ル 0の TGR0Aと TGR0Cのコンペアマッチを選択し、それぞれの制御周期時のアップ／ダウンカウンタの値を格

納します。 

これにより、正確な位置／速度検出が行うことができます。 

TCNT1

TCNT0

チャネル1

TGR1A（速度周期キャプチャ）

TGR0A（速度制御周期）

TGR1B（位置周期キャプチャ）

TGR0C（位置制御周期）

TGR0B（パルス幅キャプチャ）

TGR0D（バッファ動作）

チャネル0

TCLKA

TCLKB

エッジ
検出回路

+

-

+

-

 

図 11.33 位相計数モードの応用例 
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11.5 割り込み 

11.5.1 割り込み要因と優先順位 

TPUの割り込み要因には、TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNTのオーバフロー、アンダフ

ローの 3種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許可／禁止ビットを持って

いるため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができます。 

割り込み要因が発生すると、TSRの対応するステータスフラグが 1にセットされます。このとき TIERの対応

する許可／禁止ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。ステータスフラグを 0にクリアする

ことで割り込み要求は解除されます。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定です。詳

細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

表 11.13に TPUの割り込み要因の一覧を示します。 
 

表 11.13 TPU割り込み一覧 

チャネル 割り込み 

要因 

内   容 DMAC 

の起動 

DTC 

の起動 

優先 

順位 

0 TGI0A TGR0Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 可 高 

 TGI0B TGR0Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TGI0C TGR0Cのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TGI0D TGR0Dのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TCI0V TCNT0のオーバフロー 不可 不可  

1 TGI1A TGR1Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 可  

 TGI1B TGR1Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TCI1V TCNT1のオーバフロー 不可 不可  

 TCI1U TCNT1のアンダフロー 不可 不可  

2 TGI2A TGR2Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 可  

 TGI2B TGR2Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TCI2V TCNT2のオーバフロー 不可 不可  

 TCI2U TCNT2のアンダフロー 不可 不可  

3 TGI3A TGR3Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 可  

 TGI3B TGR3Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TGI3C TGR3Cのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TGI3D TGR3Dのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TCI3V TCNT3のオーバフロー 不可 不可  

4 TGI4A TGR4Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 可  

 TGI4B TGR4Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TCI4V TCNT4のオーバフロー 不可 不可  

 TCI4U TCNT4のアンダフロー 不可 不可 低 
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チャネル 割り込み 

要因 

内   容 DMAC 

の起動 

DTC 

の起動 

優先 

順位 

5 TGI5A TGR5Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 可 高 

 TGI5B TGR5Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 不可 可  

 TCI5V TCNT5のオーバフロー 不可 不可  

 TCI5U TCNT5のアンダフロー 不可 不可 低 

【注】 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。 

 

（1） インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFフラグが 1にセット

されたとき、TIERの TGIEビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TGFフラグを 0にクリア

することで割り込み要求は解除されます。TPUには、チャネル 0、3に各 4本、チャネル 1、2、4、5に各 2本、

計 16本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがあります。 
 

（2） オーバフロー割り込み 

各チャネルのTCNTのオーバフローの発生により、TSRのTCFVフラグが 1にセットされたとき、TIERのTCIEV

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFVフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。TPUには、各チャネルに 1本、計 6本のオーバフロー割り込みがあります。 
 

（3） アンダフロー割り込み 

各チャネルのTCNTのアンダフローの発生により、TSRのTCFUフラグが 1にセットされたとき、TIERのTCIEU

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFUフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。TPUには、チャネル 1、2、4、5に各 1本、計 4本のアンダフロー割り込みがあります。 
 

11.5.2 DTC／DMACの起動 

（1） DTCの起動 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、DTCを起動することができま

す。詳細は「第 9章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 

TPUでは、チャネル 0、3が各 4本、チャネル 1、2、4、5が各 2本、計 16本のインプットキャプチャ／コンペ

アマッチ割り込みを DTCの起動要因とすることができます。 
 

（2） DMACの起動 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、DMACを起動することがで

きます。詳細は「第 8章 DMAコントローラ」を参照してください。 

TPUでは、各チャネル 1本、計 6本の TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みを DMACの

起動要因とすることができます。 
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11.5.3 A/D変換器の起動 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D変換器を起動することができま

す。 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFAフラグが 1にセッ

トされたとき、TIERの TTGEビットが 1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換の開始を要求しま

す。このとき A/D変換器側で、TPUの変換開始トリガが選択されていれば、A/D変換が開始されます。 

TPUでは、各チャネル 1本、計 6本の TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みを A/D変換器

の変換開始要因とすることができます。 
 

11.6 動作タイミング 

11.6.1 入出力タイミング 

（1） TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 11.34に示します。また、外部クロック動作の場

合の TCNTのカウントタイミングを図 11.35に示します。 

TCNT

TCNT入力
クロック

内部クロック

φ

N－1 N N＋1 N＋2

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ

 

図 11.34 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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TCNT

TCNT入力
クロック

外部クロック

φ

N－1 N N＋1 N＋2

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ 立ち下がりエッジ

 

図 11.35 外部クロック動作時のカウントタイミング 

 

（2） アウトプットコンペア出力タイミング 

コンペアマッチ信号は、TCNTと TGRが一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新するタ

イミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIORで設定した出力値がアウトプットコンペア

出力端子（TIOC端子）に出力されます。TCNTと TGRが一致した後、TCNT入力クロックが発生するまで、コン

ペアマッチ信号は発生しません。 

アウトプットコンペア出力タイミングを図 11.36に示します。 

TGR

TCNT

TCNT入力
クロック

φ

N

N N＋1

コンペア
マッチ信号

TIOC端子

 

図 11.36 アウトプットコンペア出力タイミング 
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（3） インプットキャプチャ信号タイミング 

インプットキャプチャのタイミングを図 11.37に示します。 

TCNT

インプット
キャプチャ
入力

φ

N N＋1 N＋2

N N＋2TGR

インプット
キャプチャ
信号

 

図 11.37 インプットキャプチャ入力信号タイミング 

 

（4） コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング 

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 11.38に示します。 

インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 11.39に示します。 

TCNT

カウンタクリア
信号

コンペア
マッチ信号

φ

TGR N

N H'0000

 

図 11.38 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ） 
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TCNT

カウンタクリア
信号

インプット
キャプチャ
信号

φ

TGR

N H'0000

N

 

図 11.39 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ） 

 

（5） バッファ動作タイミング 

バッファ動作の場合のタイミングを図 11.40、図 11.41に示します。 

TGRA、
TGRB

コンペア
マッチ信号

TCNT

φ

TGRC、
TGRD

n N

N

n n＋1

 

図 11.40 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ） 
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TGRA、
TGRB

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

φ

TGRC、
TGRD

N

n

n N＋1

N

N N＋1

 

図 11.41 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） 

 

11.6.2 割り込み信号タイミング 

（1） コンペアマッチ時の TGFフラグのセットタイミング 

コンペアマッチの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミングを

図 11.42に示します。 

TGR

TCNT

TCNT入力
クロック

φ

N

N N＋1

コンペア
マッチ信号

TGFフラグ

TGI割り込み

 

図 11.42 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ） 
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（2） インプットキャプチャ時の TGFフラグのセットタイミング 

インプットキャプチャの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミ

ングを図 11.43に示します。 

TGR

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

φ

N

N

TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 11.43 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ） 

 

（3） TCFVフラグ／TCFUフラグのセットタイミング 

オーバフローの発生による TSRの TCFVフラグのセットタイミングと、TCIV割り込み要求信号のタイミング

を図 11.44に示します。 

アンダフローの発生による TSRの TCFUフラグのセットタイミングと、TCIU割り込み要求信号のタイミング

を図 11.45に示します。 

オーバフロー
信号

 TCNT
（オーバフロー）

TCNT入力
クロック

φ

H'FFFF H'0000

TCFVフラグ

TCIV割り込み
 

図 11.44 TCIV割り込みのセットタイミング 
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アンダフロー
信号

 TCNT
（アンダフロー）

TCNT入力
クロック

φ

H'0000 H'FFFF

TCFUフラグ

TCIU割り込み

 

図 11.45 TCIU割り込みのセットタイミング 

 

（4） ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUが 1の状態をリードした後、0をライトするとクリアされます。DTCまたは DMAC

を起動する場合は、自動的にクリアすることもできます。CPUによるステータスフラグのクリアタイミングを図

11.46に、DTCまたは DMACによるステータスフラグのクリアのタイミングを図 11.47に示します。 

ステータス
フラグ

ライト信号

アドレス

φ

TSRアドレス

割り込み
要求信号

TSRライトサイクル
T1 T2

 

図 11.46 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング 

 



 

11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

11-68  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

割り込み
要求信号

ステータス
フラグ

アドレス

φ

ソースアドレス

DTC/DMAC
リードサイクル

T1 T2

デスティネーションアドレス

T1 T2

DTC/DMAC
ライトサイクル

 

図 11.47 DTC/DMACの起動によるステータスフラグのクリアタイミング 

 

11.7 使用上の注意 

TPUの動作中、次のような動作や競合が起こりますので注意してください。 
 

（1） 入力クロックの制限事項 

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステートクロック以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上

が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 

位相計数モードの場合は、2本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 1.5ステート以上、パル

ス幅は 2.5ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 11.48に示します。 

オーバラップ 位相差 位相差オーバラップ

TCLKA
（TCLKC）

TCLKB
（TCLKD）

パルス幅 パルス幅

パルス幅 パルス幅

位相差、オーバラップ
パルス幅

：1.5ステート以上
：2.5ステート以上

【注】

 

図 11.48 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 
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（2） 周期設定上の注意事項 

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TGRの値と一致した最後のステート（TCNT

が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカウンタの周波数は次の式

のようになります。 

φ
（N＋1）

f ＝
 

f ：カウンタ周波数 

φ ：動作周波数 

N ：TGRの設定値 
 

（3） TCNTのライトとクリアの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウンタクリア信号が発生すると、TCNTへのライトは行われず

に、TCNTのクリアが優先されます。 

このタイミングを図 11.49に示します。 

カウンタクリア
信号

ライト信号

アドレス

φ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N H'0000

 

図 11.49 TCNTのライトとクリアの競合 

 

（4） TCNTのライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップが発生しても、カウントアップされず、TCNTへ

のライトが優先されます。 

このタイミングを図 11.50に示します。 



 

11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

11-70  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

TCNT
入力クロック

ライト信号

アドレス

φ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N M

TCNTライトデータ
 

図 11.50 TCNTのライトとカウントアップの競合 

 

（5） TGRのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生しても、TGRのライトが優先され、コンペアマ

ッチ信号は禁止されます。前回と同じ値をライトした場合でもコンペアマッチは発生しません。 

このタイミングを図 11.51に示します。 

コンペア
マッチ信号

ライト信号

アドレス

φ

TGRアドレス

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

N M

TGRライトデータ

TGR

N N＋1

禁止されます

 

図 11.51 TGRのライトとコンペアマッチの競合 



 

11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  11-71 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（6） バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって TGRに転送さ

れるデータはライトデータとなります。 

このタイミングを図 11.52に示します。 

コンペア
マッチ信号

ライト信号

アドレス

φ

バッファレジスタ
のアドレス

バッファ
レジスタ

TGRライトサイクル
T1 T2

NTGR

N M

バッファレジスタライトデータ

 

図 11.52 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

 

（7） TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

TGRのリードサイクル中の T1ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、リードされるデータはイン

プットキャプチャ転送後のデータとなります。 

このタイミングを図 11.53に示します。 
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インプット
キャプチャ信号

リード信号

アドレス

φ

TGRアドレス

TGR

TGRリードサイクル
T1 T2

M内部データバス

X M

 

図 11.53 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

 

（8） TGRのライトとインプットキャプチャの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、TGRへのライトは行われず、

インプットキャプチャが優先されます。 

このタイミングを図 11.54に示します。 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

φ

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

MTGR

M

TGRアドレス

 

図 11.54 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 
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（9） バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

バッファのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッファレジスタへの

ライトは行われず、バッファ動作が優先されます。 

このタイミングを図 11.55に示します。 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

φ

TCNT

バッファレジスタライトサイクル
T1 T2

NTGR

N

M

Mバッファ
レジスタ

バッファレジスタ
のアドレス

 

図 11.55 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

 

（10） オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合 

オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSRの TCFV／TCFUフラグはセットされ

ず、TCNTのクリアが優先されます。 

TGRのコンペアマッチをクリア要因とし、TGRに H'FFFFを設定した場合の動作タイミングを図 11.56に示し

ます。 
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カウンタクリア
信号

  TCNT

TCNT入力
クロック

φ

H'FFFF H'0000

TGF

TCFV 禁止されます

 

図 11.56 オーバフローとカウンタクリアの競合 

 

（11） TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバフロー／アン

ダフローが発生しても、TCNTへのライトが優先され、TSRの TCFV/TCFUフラグはセットされません。 

TCNTのライトとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 11.57に示します。 

ライト信号

アドレス

φ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

H'FFFF M

TCNTライトデータ

TCFV 禁止されます

 

図 11.57 TCNTのライトとオーバフローの競合 
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（12） 入出力端子の兼用 

本 LSIでは、TCLKA入力と TIOCC0入出力、TCLKB入力と TIOCD0入出力、TCLKC入力と TIOCB1入出力、

TCLKD入力と TIOCB2入出力の端子がそれぞれ兼用になっています。外部クロックを入力する場合には、兼用さ

れている端子からコンペアマッチ出力を行わないでください。 
 

（13） モジュールストップ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールストップすると、CPUの割り込み要因、または DMAC、DTCの起動要

因のクリアができません。 

事前に割り込みをディスエーブルするなどしてからモジュールストップモードとしてください。 
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12. プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

12.1 概要 

本 LSIは、16ビットタイマパルスユニット（TPU）をタイムベースとしてパルス出力を行うプログラマブルパ

ルスジェネレータ（PPG）を内蔵しています。PPGは 4ビット単位のパルス出力グループ 3～0から構成されてお

り、これらは同時に動作させることも、独立に動作させることも可能です。 
 

12.1.1 特長 

PPGの特長を以下に示します。 
 

■出力データ 16ビット 

• 最大16ビットのデータ出力が可能で、パルス出力をビット単位に許可することができます。 

■4系統の出力可能 

• 4ビット単位のグループで出力トリガ信号が選択可能で、最大4ビット×4系統の出力を行うことができます。 

■出力トリガ信号を選択可能 

• TPUの4チャネルのコンペアマッチ信号の中から、グループごとに出力トリガ信号を選択することができま

す。 

■ノンオーバラップ動作 

• 複数のパルス出力の間のノンオーバラップ期間を設定することができます。 

■データトランスファコントローラ（DTC）、DMAコントローラ（DMAC）との連携動作可能 

• 出力トリガ信号に選択したコンペアマッチ信号でDTCまたはDMACを起動することにより、CPUの介在なく

データを順次出力することができます。 

■反転出力の指定可能 

• グループごとに、データに対する反転値を出力することができます。 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではPPGの動作は停止しますが、モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアク

セスが可能です。 

 



 

12. プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

12-2  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

12.1.2 ブロック図 

PPGのブロック図を図 12.1に示します。 

コンペアマッチ信号

PO15
PO14
PO13
PO12
PO11
PO10
PO9
PO8
PO7
PO6
PO5
PO4
PO3
PO2
PO1
PO0

【記号説明】
：PPG出力モードレジスタ
：PPG出力コントロールレジスタ
：ネクストデータイネーブルレジスタH
：ネクストデータイネーブルレジスタL
：ネクストデータレジスタH
：ネクストデータレジスタL
：アウトプットデータレジスタH
：アウトプットデータレジスタL

PMR
PCR
NDERH
NDERL
NDRH
NDRL
PODRH
PODRL

パルス出力端子
グループ3

パルス出力端子
グループ2

パルス出力端子
グループ1

パルス出力端子
グループ0

PODRH

PODRL

NDRH

NDRL

コントロールロジック

NDERH

PMR

NDERL

PCR

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 12.1 PPGのブロック図 
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12.1.3 端子構成 

PPGの端子構成を表 12.1に示します。 
 

表 12.1 端子構成 

名  称 記号 入出力 機  能 

パルス出力 0 PO0 出力 グループ 0のパルス出力 

パルス出力 1 PO1 出力  

パルス出力 2 PO2 出力  

パルス出力 3 PO3 出力  

パルス出力 4 PO4 出力 グループ 1のパルス出力 

パルス出力 5 PO5 出力  

パルス出力 6 PO6 出力  

パルス出力 7 PO7 出力  

パルス出力 8 PO8 出力 グループ 2のパルス出力 

パルス出力 9 PO9 出力  

パルス出力 10 PO10 出力  

パルス出力 11 PO11 出力  

パルス出力 12 PO12 出力 グループ 3のパルス出力 

パルス出力 13 PO13 出力  

パルス出力 14 PO14 出力  

パルス出力 15 PO15 出力  
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12.1.4 レジスタ構成 

PPGのレジスタ構成を表 12.2に示します。 
 

表 12.2 レジスタ構成  

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

PPG出力コントロールレジスタ PCR R/W H'FF H'FE26 

PPG出力モードレジスタ PMR R/W H'F0 H'FE27 

ネクストデータイネーブルレジスタ H NDERH R/W H'00 H'FE28 

ネクストデータイネーブルレジスタ L*4 NDERL R/W H'00 H'FE29 

アウトプットデータレジスタ H PODRH R/(W)*2 H'00 H'FE2A 

アウトプットデータレジスタ L*4 PODRL R/(W)*2 H'00 H'FE2B 

ネクストデータレジスタ H NDRH R/W H'00 H'FE2C*3 

H'FE2E 

ネクストデータレジスタ L*4 NDRL R/W H'00 H'FE2D*3 

H'FE2F 

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR W H'00 H'FE30 

ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR W H'00 H'FE31 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 NEDRにより、パルス出力に設定されたビットはリード専用となります。 

 *3 PCRの設定により、パルス出力グループ 2とパルス出力グループ 3の出力トリガが同一の場合は、NDRHのアド

レスは H'FE2Cとなり、出力トリガが異なる場合は、グループ 2に対応する NDRHのアドレスは H'FE2E、グルー

プ 3に対する NDRHのアドレスは H'FE2Cとなります。 

  同様に、PCRの設定によりパルス出力グループ 0とパルス出力グループ 1の出力トリガが同一の場合は、NDRL

のアドレスは H'FE2Dとなり、出力トリガが異なる場合は、グループ 0に対する NDRLのアドレスは H'FE2F、グ

ループ 1に対する NDRLのアドレスは H'FE2Dとなります。 
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12.2 各レジスタの説明 

12.2.1 ネクストデータイネーブルレジスタ H、L（NDERH、NDERL） 

7

NDER15

0

R/W

6

NDER14

0

R/W

5

NDER13

0

R/W

4

NDER12

0

R/W

3

NDER11

0

R/W

0

NDER8

0

R/W

2

NDER10

0

R/W

1

NDER9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

NDERH

7

NDER7

0

R/W

6

NDER6

0

R/W

5

NDER5

0

R/W

4

NDER4

0

R/W

3

NDER3

0

R/W

0

NDER0

0

R/W

2

NDER2

0

R/W

1

NDER1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

NDERL

 

NDERH、NDERLはそれぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力の許可または禁止をビ

ット単位で選択します。 

NDERによりパルス出力が許可されたビットは、PCRで選択された TPUのコンペアマッチが発生すると、NDR

の値が PODRの当該ビットに自動転送され出力値が更新されます。パルス出力が禁止されているビットについて

は、NDRから PODRへの転送は行われず出力値も変化しません。 

NDERはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイ

モード時には初期化されません。 
 

• ビット7～0：ネクストデータイネーブル15～8（NDER15～NDER8） 

パルス出力の許可または禁止をビット単位で選択します。 

 
ビット 7～0 説   明 

NDER15～NDER8  

0 パルス出力 PO15～PO8を禁止（NDR15～NDR8から POD15～POD8への転送禁止） （初期値） 

1 パルス出力 PO15～PO8を許可（NDR15～NDR8から POD15～POD8への転送許可） 
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• ビット7～0：ネクストデータイネーブル7～0（NDER7～NDER0） 

パルス出力の許可または禁止をビット単位で選択します。 

 
ビット 7～0 説   明 

NDER7～NDER0  

0 パルス出力 PO7～PO0を禁止（NDR7～NDR0から POD7～POD0への転送禁止） （初期値） 

1 パルス出力 PO7～PO0を許可（NDR7～NDR0から POD7～POD0への転送許可） 

 

12.2.2 アウトプットデータレジスタ H、L（PODRH、PODRL） 

7

POD15

0

R/(W)*

6

POD14

0

R/(W)*

5

POD13

0

R/(W)*

4

POD12

0

R/(W)*

3

POD11

0

R/(W)*

0

POD8

0

R/(W)*

2

POD10

0

R/(W)*

1

POD9

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PODRH

7

POD7

0

R/(W)*

6

POD6

0

R/(W)*

5

POD5

0

R/(W)*

4

POD4

0

R/(W)*

3

POD3

0

R/(W)*

0

POD0

0

R/(W)*

2

POD2

0

R/(W)*

1

POD1

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　NDERにより、パルス出力に設定されたビットはリード専用となります。

：

：

：

PODRL

 

PODRH、PODRLは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力を使用する場合の出力データを

格納します。 
 

12.2.3 ネクストデータレジスタ H、L（NDRH、NDRL） 

NDRH、NDRLは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力の次のデータを格納します。パル

ス出力を行う場合、PCRで指定した TPUのコンペアマッチが発生したときに、NDRの内容が PODRの対応する

ビットに転送されます。NDRのアドレスは、パルス出力グループの出力トリガの選択により異なります。詳細は

「12.2.4 NDRアクセス時の注意」を参照してください。 

NDRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモ

ード時には初期化されません。 
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12.2.4 NDRアクセス時の注意 

NDRのアドレスは、パルス出力グループの出力トリガを同一に設定した場合と、異なるように設定した場合と

で異なります。 
 

（1） パルス出力グループの出力トリガが同一の場合 

パルス出力グループ 2、3の出力トリガとなるコンペアマッチを同一にすると、NDRHのアドレスは H'FE2Cと

なります。グループ 3、2はそれぞれ上位 4ビット、下位 4ビットになります。このとき、アドレス H'FE2Eはす

べてリザーブビットとなります。リザーブビットはリードすると常に 1が読み出され、ライトは無効です。 

（a）アドレス：H'FE2C 

7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

（b）アドレス：H'FE2E 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

パルス出力グループ 0、1の出力トリガとなるコンペアマッチを同一にすると、NDRLのアドレスは H'FE2Dと

なります。グループ 1、0はそれぞれ上位 4ビット、下位 4ビットになります。このとき、アドレス H'FE2Fはす

べてリザーブビットとなります。リザーブビットはリードすると常に 1が読み出され、ライトは無効です。 

（a）アドレス：H'FE2D 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

（b）アドレス：H'FE2F 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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（2） パルス出力グループの出力トリガが異なる場合 

パルス出力グループ 2、3の出力トリガとなるコンペアマッチを別にすると、NDRHの上位 4ビット（グループ

3）のアドレスは H'FE2C、NDRHの下位 4ビット（グループ 2）のアドレスは H'FE2Eとなります。このとき、ア

ドレス H'FE2Cのビット 3～0、アドレス H'FE2Eのビット 7～4はリザーブビットとなります。リザーブビットは

リードすると常に 1が読み出され、ライトは無効です。 

（a）アドレス：H'FE2C 

7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

（b）アドレス：H'FE2E 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

パルス出力グループ 0、1の出力トリガとなるコンペアマッチを別にすると、NDRLの上位 4ビット（グループ

1）のアドレスは H'FE2D、NDRLの下位 4ビット（グループ 0）のアドレスは H'FE2Fとなります。このとき、ア

ドレス H'FE2Dのビット 3～0、アドレス H'FE2Fのビット 7～4はリザーブビットとなります。リザーブビットは

リードすると常に 1が読み出され、ライトは無効です。 

（a）アドレス：H'FE2D 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

（b）アドレス：H'FE2F 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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12.2.5 PPG出力コントロールレジスタ（PCR） 

7

G3CMS1

1

R/W

6

G3CMS0

1

R/W

5

G2CMS1

1

R/W

4

G2CMS0

1

R/W

3

G1CMS1

1

R/W

0

G0CMS0

1

R/W

2

G1CMS0

1

R/W

1

G0CMS1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCRは8ビットのリード／ライト可能なレジスタでパルス出力の出力トリガ信号をグループ単位で選択します。 

PCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。 

ソフトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 
 

• ビット7、6：グループ3コンペアマッチセレクト1、0（G3CMS1、G3CMS0） 

パルス出力グループ3（PO15～PO12端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。 

 
ビット 7 ビット 6 説   明 

G3CMS1 G3CMS0 パルス出力グループ 3の出力トリガ 

0 0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

1 0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 

 

• ビット5、4：グループ2コンペアマッチセレクト1、0（G2CMS1、G2CMS0） 

パルス出力グループ2（PO11～PO8端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。 

 
ビット 5 ビット 4 説   明 

G2CMS1 G2CMS0 パルス出力グループ 2の出力トリガ 

0 0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

1 0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 

 

• ビット3、2：グループ1コンペアマッチセレクト1、0（G1CMS1、G1CMS0） 

パルス出力グループ1（PO7～PO4端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

G1CMS1 G1CMS0 パルス出力グループ 1の出力トリガ 

0 0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

1 0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 
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• ビット1、0：グループ0コンペアマッチセレクト1、0（G0CMS1、G0CMS0） 

パルス出力グループ0（PO3～PO0端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

G0CMS1 G0CMS0 パルス出力グループ 0の出力トリガ 

0 0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

1 0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 

 1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 

 

12.2.6 PPG出力モードレジスタ（PMR） 

7

G3INV

1

R/W

6

G2INV

1

R/W

5

G1INV

1

R/W

4

G0INV

1

R/W

3

G3NOV

0

R/W

0

G0NOV

0

R/W

2

G2NOV

0

R/W

1

G1NOV

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PMRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力の反転の設定、およびオーバラップ動作の設

定をグループ単位で指定します。 

ノンオーバラップ動作の PPG出力は、出力トリガとなる TPUの TGRBに出力波形の周期を、また TGRAにノ

ンオーバラップ期間を設定し、コンペアマッチ A、Bで出力値を変化させます。 

詳細は、「12.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作」を参照してください。 

PMRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'F0に初期化されます。ソフトウェアスタンバイ

モード時には初期化されません。 
 

• ビット7：グループ3インバート（G3INV） 

パルス出力グループ3（PO15～PO12端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。 

 
ビット 7 説   明 

G3INV  

0 パルス出力グループ 3は、反転出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 3は、直接出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力） 

 （初期値） 

 



 

12. プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  12-11 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

• ビット6：グループ2インバート（G2INV） 

パルス出力グループ2（PO11～PO8端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。 

 
ビット 6 説   明 

G2INV  

0 パルス出力グループ 2は、反転出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 2は、直接出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力） 

 （初期値） 

 

• ビット5：グループ1インバート（G1INV） 

パルス出力グループ1（PO7～PO4端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。 

 
ビット 5 説   明 

G1INV  

0 パルス出力グループ 1は、反転出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 1は、直接出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力） 

 （初期値） 

 

• ビット4：グループ0インバート（G0INV） 

パルス出力グループ0（PO3～PO0端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。 

 
ビット 4 説   明 

G0INV  

0 パルス出力グループ 0は、反転出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 0は、直接出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力） 

 （初期値） 

 

• ビット3：グループ3ノンオーバラップ（G3NOV） 

パルス出力グループ3（PO15～PO12端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを選択しま

す。 

 
ビット 3 説   明 

G3NOV  

0 パルス出力グループ 3は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新） 

 （初期値） 

1 パルス出力グループ 3は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、Bにより、1

出力、0出力を独立に出力可能） 
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• ビット2：グループ2ノンオーバラップ（G2NOV） 

パルス出力グループ2（PO11～PO8端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを選択しま

す。 

 
ビット 2 説   明 

G2NOV  

0 パルス出力グループ 2は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新します）  

 （初期値） 

1 パルス出力グループ 2は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、Bにより、1

出力、0出力を独立に行うことができます） 

 

• ビット1：グループ1ノンオーバラップ（G1NOV） 

パルス出力グループ1（PO7～PO4端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを選択します。 

 
ビット 1 説   明 

G1NOV  

0 パルス出力グループ 1は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新します）  

 （初期値） 

1 パルス出力グループ 1は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、Bにより、1

出力、0出力を独立に行うことができます） 

 

• ビット0：グループ0ノンオーバラップ（G0NOV） 

パルス出力グループ0（PO3～PO0端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを選択します。 

 
ビット 0 説   明 

G0NOV  

0 パルス出力グループ 0は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新します） 

 （初期値） 

1 パルス出力グループ 0は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、Bにより、1

出力、0出力を独立に行うことができます） 

 

12.2.7 ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR） 

7

P17DDR

0

W

6

P16DDR

0

W

5

P15DDR

0

W

4

P14DDR

0

W

3

P13DDR

0

W

0

P10DDR

0

W

2

P12DDR

0

W

1

P11DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

P1DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 1の各端子の入出力をビットごとに指定します。 

ポート 1は PO15～PO8端子との兼用端子となっています。PPG出力を行う端子に対応するビットは 1にセット
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してください。 

P1DDRの詳細は、「10.2 ポート 1」を参照してください。 
 

12.2.8 ポート 2データディレクションレジスタ（P2DDR） 

7

P27DDR

0

W

6

P26DDR

0

W

5

P25DDR

0

W

4

P24DDR

0

W

3

P23DDR

0

W

0

P20DDR

0

W

2

P22DDR

0

W

1

P21DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P2DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 2の各端子の入出力をビットごとに指定します。 

ポート 2は PO7～PO0端子との兼用端子となっています。PPG出力を行う端子に対応するビットは 1にセット

してください。 

P2DDRの詳細は、「10.3 ポート 2」を参照してください。 
 

12.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPA7

0

R/W

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPA3ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で PPGは動作を停止してモジュールストップモ

ードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。詳細は、「24.5 

モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット3：モジュールストップ（MSTPA3） 

PPGのモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 3 説   明 

MSTPA3  

0 PPGのモジュールストップモード解除 

1 PPGのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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12.3 動作説明 

12.3.1 概要 

PPGのパルス出力は、P1DDR、NDERの対応するビットをそれぞれ 1にセットすることにより許可状態となり

ます。この状態では、対応する PODRの内容が出力されます。 

その後、PCRで指定したコンペアマッチが発生すると、ビットに対する NDRの内容がそれぞれ PODRに転送

され、出力値が更新されます。 

PPG出力動作を図 12.2に示します。また、PPG動作条件を表 12.3に示します。 

出力トリガ信号

パルス出力端子
内部データバス

通常出力／反転出力

C

PODRQ D

NDER

Q

NDRQ D

DDR

 

図 12.2 PPG出力動作 

 

表 12.3 PPG動作条件 

NDER DDR 端子機能 

0 0 入力ポート 

 1 出力ポート 

1 0 入力ポート（ただし、コンペアマッチ時に NDRから PODRの転送を行い、PODR

へのライトはできません） 

 1 PPGパルス出力 

 

次のコンペアマッチが発生するまでに NDRに出力データを書き込むことにより、コンペアマッチごとに最大

16ビットのデータを順次出力することができます。 

ノンオーバラップ動作については、「12.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作」を参照してください。 
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12.3.2 出力タイミング 

パルス出力許可状態で指定されたコンペアマッチが発生すると、NDRの内容が PODRに転送され、出力されま

す。 

このタイミングを図 12.3に示します。 

コンペアマッチ Aにより、グループ 2、3で通常出力を行った場合の例です。 

TCNT N N＋1

φ

TGRA N

コンペアマッチA信号

NDRH

m nPODRH

PO8～PO15

n

m n

 

図 12.3 NDRの内容が転送・出力されるタイミング例 
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12.3.3 パルス出力通常動作 

（1） パルス出力通常動作の設定手順例 

パルス出力通常動作の設定手順例を図 12.4に示します。 

TGRの機能選択 ［1］

TGRAの設定

カウント動作の設定

割り込み要求の選択　

出力初期値の設定

パルス出力許可設定

出力トリガの選択

パルス出力の次の
出力値の設定

カウント動作開始

パルス出力の次の
出力値の設定

PPG出力通常動作

No

Yes

TPUの設定

ポート、
PPGの設定

TPUの設定

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

コンペアマッチ

TIORでTGRAをアウトプット
コンペアレジスタ（出力禁
止）に設定してください。
PPGの出力トリガの周期を設
定してください。
TCRのTPSC2～TPSC0ビット
でカウンタクロックを選択し
てください。また、CCLR1、
CCLR0ビットでカウンタクリ
ア要因を選択してください。
TIERでTGIA割り込みを許可し
てください。DTCまたは
DMACによるNDRへの転送を
設定することもできます。
PODRに出力初期値を設定し
てください。
DDR、NDERの出力を行うビ
ットを1にセットしてくださ
い。
PCRで出力トリガとなるTPU
のコンペアマッチを選択しま
す。
NDRに出力の次の出力値を設
定してください。
TSTRのCSTビットを1にセッ
トしてTCNTのカウント動作
を開始してください。
TGIA割り込みが発生するごと
に次の出力値をNDRに設定し
てください。

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

 

図 12.4 パルス出力通常動作の設定手順例 
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（2） パルス出力通常動作例（5相パルス出力例） 

パルス出力を使用して一定周期で 5相パルスを出力させた例を図 12.5に示します。 

TCNTの値 TCNT

TGRA

H'0000

NDRH

00 80 C0 40 60 20 30 10 18 08 88PODRH

PO15

PO14

PO13

PO12

PO11

時間

コンペアマッチ

C080

C080 40 60 20 30 10 18 08 88 80 C0 40

 

図 12.5 パルス出力通常動作例（5相パルス出力例） 

 

1. 出力トリガとするTPUのTGRAをアウトプットコンペアレジスタに設定します。TGRAには周期を設定し、コ

ンペアマッチAによるカウンタクリアを選択します。また、TIERのTGIEAビットを1にセットして、コンペア

マッチ／インプットキャプチャA（TGIA）割り込みを許可します。 

2. P1DDR、NDERHにH'F8をライトし、PCRのG3CMS1、G3CMS0ビットおよびG2CMS1、G2CMS0により、1.

で選択したTPUのコンペアマッチに出力トリガを設定します。NDRHに出力データH'80をライトします。 

3. TPU当該チャネルの動作を開始しコンペアマッチAが発生すると、NDRHの内容がPODRHに転送され出力さ

れます。TGIA割り込み処理でNDRHに次の出力データH'C0をライトします。 

4. 以後、TGIA割り込みで順次H'40、H'60、H'20、H'30、H'10、H'18、H'08、H'88…をライトすることで、5相の

1－2相パルス出力を行うことができます。 

TGIA割り込みでDTCまたはDMACを起動するように設定すれば、CPUの負荷なくパルス出力を行うことがで

きます。 
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12.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作 

（1） パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例 

パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例を図 12.6に示します。 

TGRの機能選択 ［1］

TGRの設定

カウント動作の設定

割り込み要求の選択　

出力初期値の設定

パルス出力許可設定

出力トリガ選択

パルス出力の次の
出力値の設定

カウント動作開始

パルス出力の次の
出力値の設定

コンペアマッチA
No

Yes

TPUの設定

PPGの設定

TPUの設定

パルス出力
ノンオーバラップ動作

ノンオーバラップの設定

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

［11］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

［11］

TIORでTGRA、TGRBをアウトプットコ

ンペアレジスタ（出力禁止）に設定して

ください。

TGRBに出力トリガの周期を、TGRAに

はノンオーバラップ期間をそれぞれ設定

してください。

TCRのTPSC2～TPSC0ビットでカウン

タクロックを選択してください。また、

CCLR1、CCLR0ビットでカウンタクリ

ア要因を選択してください。

TIERでTGIA割り込みを許可してください。

DTCまたはDMACによるNDRへの転送を

設定することもできます。

PODRに出力初期値を設定してください

DDR、NDERのパルス出力を行うビット

を1にセットしてください。

PCRで出力トリガとなるTPUのコンペア

マッチを選択します。

PMRでノンオーバラップ動作を行うグル

ープを選択します。

NDRにパルス出力の次の出力値を設定し

てください。

TSTRのCSTビットを1にセットして

TCNTのカウント動作を開始してください。

TGIA割り込みが発生するごとに次の出

力値をNDRに設定してください。

 

図 12.6 パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例 
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（2） パルス出力ノンオーバラップ動作例（4相の相補ノンオーバラップ出力例） 

パルス出力を使用して 4相の相補ノンオーバラップのパルスを出力させた例を図 12.7に示します。 

TCNTの値

TCNT
TGRB

TGRA

H'0000

NDRH 95 65 59 56 95 65

00 95 05 65 41 59 50 56 14 95 05 65PODRH

PO15

PO14

PO13

PO12

PO11

PO10

PO9

PO8

時間

ノン
オーバラップ期間

 

図 12.7 パルス出力ノンオーバラップ動作例（4相の相補ノンオーバラップ出力） 

 

1. 出力トリガとするTPUのTGRA、TGRBをアウトプットコンペアレジスタに設定します。TGRBには周期、

TGRAにはノンオーバラップ期間を設定し、コンペアマッチBによるカウンタクリアを選択します。また、

TIERのTGIEAビットを1にセットして、TGIA割り込みを許可します。 

2. P1DDR、NDERHにH'FFをライトし、PCRのG3CMS1、G3CMS0ビットおよびG2CMS1、G2CMS0ビットによ

り、1.で選択したTPUのコンペアマッチに出力トリガを設定します。 

PMRのG3NOV、G2NOVビットをそれぞれ1にセットして、ノンオーバラップ動作を設定します。 

NDRHに出力データH'95をライトします。 

3. TPU当該チャネルの動作を開始すると、TGRBのコンペアマッチで1出力→0出力の変化、TGRAのコンペアマ
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ッチで0出力→1出力の変化を行います（0出力→1出力の変化はTGRAの設定値分遅延することになります）。 

TGIA割り込み処理でNDRHに次の出力データH'65をライトします。 

4. 以後、TGIA割り込みで順次H'59、H'56、H'95…をライトすることで、4相の相補ノンオーバラップ出力を発

生することができます。 

TGIA割り込みでDTCまたはDMACを起動するように設定すれば、CPUの負荷なくパルス出力を行うことがで

きます。 

 

12.3.5 パルス反転出力 

PMRの G3INV～G0INVを 0に設定すると、PODRの内容に対する反転値を端子出力することができます。 

図 12.7の設定で、さらに G3INV、G2INVを 0にしたときの端子出力の様子を図 12.8に示します。 

TCNTの値

TCNT
TGRB

TGRA

H'0000

NDRH 95 65 59 56 95 65

00 95 05 65 41 59 50 56 14 95 05 65PODRL

PO15

PO14

PO13

PO12

PO11

PO10

PO9

PO8

時間

 

図 12.8 パルス反転出力例 
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12.3.6 インプットキャプチャによるパルス出力 

パルス出力は、TPUのコンペアマッチだけでなく、インプットキャプチャによっても可能です。PCRによって

選択された TPUの TGRAがインプットキャプチャレジスタとして機能しているとき、インプットキャプチャ信号

によりパルス出力を行います。 

このタイミングを図 12.9に示します。 

φ

N

M N

TIOC端子

インプット
キャプチャ信号

NDR

PODR

M NPO
 

図 12.9 インプットキャプチャによるパルス出力例 

 

12.4 使用上の注意 

（1） パルス出力端子の動作 

PO0～PO15は TPUなどの他の周辺機能の端子と兼用になっています。これらの端子は、他の周辺機能が出力許

可状態になっているときには、パルス出力を行うことができません。ただし、NDRから PODRへの転送は、端子

の状態にかかわらず常に行うことが可能です。 

端子機能の変更は、出力トリガが発生しない状態で行ってください。 
 

（2） ノンオーバラップ動作時の注意 

ノンオーバラップ動作時の NDRから PODRへの転送は以下のようになっています。 

• コンペアマッチAではNDRの内容を常にPODRへ転送します。 

• コンペアマッチBではNDRの転送するビットの内容が0のときのみ転送を行います。1のときは転送を行

いません。 
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ノンオーバラップ時のパルス出力動作を図 12.10に示します。 

コンペアマッチA
コンペアマッチB

パルス
出力端子

内部データバス

通常出力／反転出力

C

PODRQ D

NDER

Q

NDRQ D

DDR

 

図 12.10 パルス出力ノンオーバラップ動作 

 

したがって、コンペアマッチ Bをコンペアマッチ Aよりも先に発生させることにより、0データの転送を 1デ

ータの転送に先立って行うことが可能です。 

この場合、コンペアマッチ Bが発生した後、コンペアマッチ Aが発生するまで（ノンオーバラップ期間）の間、

NDRの内容を変更しないようにしてください。 

これは TGIA割り込みの割り込み処理ルーチンで NDRに次のデータをライトすることによって実現できます。

また、TGIA割り込みで DTCまたは DMACを起動することもできます。ただし、このライトは次のコンペアマッ

チ Bが発生する前に行ってください。 

このタイミングを図 12.11に示します。 

0/1出力0出力 0/1出力0出力

NDRライト
禁止期間

NDRライト期間

コンペアマッチA

コンペアマッチB 

NDR 

PODR 

NDRライト
禁止期間

NDRライト期間

NDRライト NDRライト

 

図 12.11 ノンオーバラップ動作と NDRライトタイミング 
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13. 8ビットタイマ（TMR） 

13.1 概要 

本 LSIは、8ビットのカウンタをベースにした 4チャネルの 8ビットタイマ（TMR0～TMR3）を内蔵していま

す。4チャネルの 8ビットタイマには、それぞれタイマカウンタ（TCNT）のほかに 8ビットのタイムコンスタン

トレジスタ A、B（TCORA、TCORB）があります。TCNTと TCORの値の一致によるコンペアマッチ信号により、

任意のデューティ比のパルス出力など、多機能タイマとして種々の応用が可能です。 
 

13.1.1 特長 

■4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 3種類の内部クロック（φ／8、φ／64、φ／8192）と、外部クロックのうちから選択できます（外部イベン

トのカウントが可能）。 

■カウンタのクリア指定が可能 

• コンペアマッチA、B、または外部リセット信号のうちから選択できます。 

■2つのコンペアマッチ信号の組み合わせでタイマ出力を制御 

• 独立に動作可能な2つのコンペアマッチ信号の組み合わせによって、任意のデューティのパルス出力やPWM

出力など種々の応用が可能です。 

■2チャネルのカスケード接続が可能 

• チャネル0（チャネル2）を上位、チャネル1（チャネル3）を下位とする16ビットタイマとして動作可能です （16

ビットカウントモード）。 

• チャネル1（チャネル3）はチャネル0（チャネル2）のコンペアマッチをカウント可能です（コンペアマッチ

カウントモード）。 

■各チャネル 3種類の割り込み要因 

• コンペアマッチ×2要因、オーバフロー×1要因があり、それぞれ独立に要求することができます。 

■A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

• A/D変換器の交換開始トリガとしてチャネル0のコンペアマッチA信号を使用可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値では8ビットタイマの動作は停止、モジュールストップモードの解除によりレジスタのアクセスが可能 
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13.1.2 ブロック図 

8ビットタイマのブロック図（TMR0、TMR1の場合）を図 13.1に示します。 

外部クロック 内部クロック
φ／8
φ／64
φ／8192

クロック1
クロック0

コンペアマッチA1
コンペアマッチA0

クリア1

CMIA0
CMIB0
OVI0
CMIA1
CMIB1
OVI1
割り込み信号

TMO0
TMRI01
TMRI23

内
部
バ
ス

TCORA0

比較器A0

比較器B0

TCORB0

TCSR0

TCR0

TCORA1

比較器A1

TCNT1

比較器B1

TCORB1

TCSR1

TCR1

TMCI01
TMCI23

TCNT0
オーバフロー1
オーバフロー0

コンペアマッチB1
コンペアマッチB0

TMO1 

クロック選択

コントロール
ロジック

クリア0

A/D変換開始
要求信号

 

図 13.1 8ビットタイマのブロック図 
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13.1.3 端子構成 

8ビットタイマの入出力端子を表 13.1に示します。 
 

表 13.1 端子構成 

チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

0 タイマ出力端子 0 TMO0 出力 コンペアマッチ出力 

 タイマクロック入力端子 01 TMCI01 入力 カウンタ外部クロック入力 

 タイマリセット入力端子 01 TMRI01 入力 カウンタ外部リセット入力 

1 タイマ出力端子 1 TMO1 出力 コンペアマッチ出力 

 タイマクロック入力端子 23 TMCI23 入力 カウンタ外部クロック入力 

 タイマリセット入力端子 23 TMRI23 入力 カウンタ外部リセット入力 

2 タイマ出力端子 2 TMO2 出力 コンペアマッチ出力 

 タイマクロック入力端子 23 TMCI23 入力 カウンタ外部クロック入力 

 タイマリセット入力端子 23 TMRI23 入力 カウンタ外部リセット入力 

3 タイマ出力端子 3 TMO3 出力 コンペアマッチ出力 

 タイマクロック入力端子 01 TMCI01 入力 カウンタ外部クロック入力 

 タイマリセット入力端子 01 TMRI01 入力 カウンタ外部リセット入力 

 

13.1.4 レジスタ構成 

8ビットタイマのレジスタ構成を表 13.2に示します。 
 

表 13.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

0 タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'00 H'FF68 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ 0 TCSR0 R/(W)*2 H'00 H'FF6A 

 タイムコンスタントレジスタ A0 TCORA0 R/W H'FF H'FF6C 

 タイムコンスタントレジスタ B0 TCORB0 R/W H'FF H'FF6E 

 タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'00 H'FF70 

1 タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'00 H'FF69 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ 1 TCSR1 R/(W)*2 H'10 H'FF6B 

 タイムコンスタントレジスタ A1 TCORA1 R/W H'FF H'FF6D 

 タイムコンスタントレジスタ B1 TCORB1 R/W H'FF H'FF6F 

 タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'00 H'FF71 

2 タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'00 H'FDC0 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ 2 TCSR2 R/(W)*2 H'00 H'FDC2 

 タイムコンスタントレジスタ A2 TCORA2 R/W H'FF H'FDC4 

 タイムコンスタントレジスタ B2 TCORB2 R/W H'FF H'FDC6 

 タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'00 H'FDC8 
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チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

3 タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'00 H'FDC1 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ 3 TCSR3 R/(W)*2 H'10 H'FDC3 

 タイムコンスタントレジスタ A3 TCORA3 R/W H'FF H'FDC5 

 タイムコンスタントレジスタ B3 TCORB3 R/W H'FF H'FDC7 

 タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'00 H'FDC9 

共通 モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ビット 7～5は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

チャネル 0（チャネル 2）とチャネル 1（チャネル 3）の対応するレジスタは、チャネル 0（チャネル 2）を上位、

チャネル 1（チャネル 3）を下位とする 16ビットレジスタとして、ワードアクセスすることができます。 
 

13.2 各レジスタの説明 

13.2.1 タイマカウンタ 0～3（TCNT0～TCNT3） 

15

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

8

0

R/W

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W

TCNT0（TCNT2） TCNT1（TCNT3）

 

TCNT0～TCNT3はそれぞれ 8ビットのリード／ライト可能なアップカウンタで、入力する内部または外部クロ

ックによってカウントアップされます。入力するクロックは、TCRの CKS2～CKS0ビットで選択します。TCNT0

～TCNT3の値は、CPUから常にリード／ライト可能です。 

TCNT0、TCNT1（TCNT2、TCNT3）を 1本の 16ビットレジスタとしてワードアクセスすることも可能です。 

TCNTは、外部リセット入力信号またはコンペアマッチ信号によりクリアすることができます。いずれの信号

でクリアするかは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットで選択します。 

また、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSRの OVFが 1にセットされます。 

TCNTは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
 

13.2.2 タイムコンスタントレジスタ A0～A3（TCORA0～TCORA3） 

15

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

TCORA0（TCORA2） TCORA1（TCORA3）
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TCORA0～TCORA3はそれぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。 

TCORA0、TCORA1（TCORA2、TCORA3）を 1本の 16ビットレジスタとしてワードアクセスすることも可能

です。 

TCORAと TCNTの値は常に比較されており、両者の値が一致すると TCSRの CMFAが 1にセットされます。

ただし、TCORへのライトサイクルの T2ステートでの比較は禁止されています。 

また、この一致による信号（コンペアマッチ）と TCSRの OS1、OS0ビットの設定により、タイマ出力を自由

に制御することができます。 

TCORAは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。 
 

13.2.3 タイムコンスタントレジスタ B0～B3（TCORB0～TCORB3） 

15

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

TCORB0（TCORB2） TCORB1（TCORB3）

 

TCORB0～TCORB3はそれぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORB0、TCORB1（TCORB2、

TCORB3）を 1本の 16ビットレジスタとしてワードアクセスすることも可能です。 

TCORBと TCNTの値は常に比較されており、両者の値が一致すると TCSRの CMFBが 1にセットされます。

ただし、TCORへのライトサイクルの T2ステートでの比較は禁止されています。 

また、この一致による信号（コンペアマッチ）と TCSRのアウトプットセレクト OS3、OS2ビットの設定によ

り、タイマ出力を自由に制御することができます。 

TCORBは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。 
 

13.2.4 タイマコントロールレジスタ 0～3（TCR0～TCR3） 

7

CMIEB

0

R/W

6

CMIEA

0

R/W

5

OVIE

0

R/W

4

CCLR1

0

R/W

3

CCLR0

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

TCR0～TCR3はそれぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、TCNTの入力クロックの選択、TCNT

のクリア指定、および各割り込み要求の許可を制御します。 

TCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 

なお、タイミングについては、「13.3 動作説明」を参照してください。 
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• ビット7：コンペアマッチインタラプトイネーブルB（CMIEB） 

TCSRのCMFBが1にセットされたとき、CMFBによる割り込み要求（CMIB）の許可または禁止を選択します。 

 
ビット 7 説   明 

CMIEB  

0 CMFBによる割り込み要求（CMIB）を禁止 （初期値） 

1 CMFBによる割り込み要求（CMIB）を許可 

 

• ビット6：コンペアマッチインタラプトイネーブルA（CMIEA） 

TCSRのCMFAが1にセットされたとき、CMFAによる割り込み要求（CMIA）の許可または禁止を選択します。 

 
ビット 6 説   明 

CMIEA  

0 CMFAによる割り込み要求（CMIA）を禁止 （初期値） 

1 CMFAによる割り込み要求（CMIA）を許可 

 

• ビット5：タイマオーバフローインタラプトイネーブル（OVIE） 

TCSRのOVFが1にセットされたとき、OVFによる割り込み要求（OVI）の許可または禁止を選択します。 

 
ビット 5 説   明 

OVIE  

0 OVFによる割り込み要求（OVI）を禁止 （初期値） 

1 OVFによる割り込み要求（OVI）を許可 

 

• ビット4、3：カウンタクリア1、0（CCLR1、CCLR0） 

TCNTのクリアを指定します。クリアは、コンペアマッチA、Bまたは外部リセット入力から選択します。 

 
ビット 4 ビット 3 説   明 

CCLR1 CCLR0  

0 0 クリアを禁止 （初期値） 

 1 コンペアマッチ Aによりクリア 

1 0 コンペアマッチ Bによりクリア 

 1 外部リセット入力の立ち上がりエッジによりクリア 
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• ビット2～0：クロックセレクト2～0（CKS2～CKS0） 

TCNTに入力するクロックを、内部クロックまたは外部クロックから選択します。 

内部クロックは、システムクロック（φ）を分周した3種類のクロック（φ／8、φ／64、φ／8192）から選

択できます。これら内部クロックは、立ち下がりエッジでカウントします。 

外部クロックのとき、クロック入力は立ち上がり、立ち下がり、または立ち上がり／立ち下がり両エッジの

カウントの3種類から選択できます。 

チャネル0と1では一部機能が異なります。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS2 CKS1 CKS0  

0 0 0 クロック入力を禁止 （初期値） 

  1 内部クロック：φ／8立ち下がりエッジでカウント 

 1 0 内部クロック：φ／64立ち下がりエッジでカウント 

  1 内部クロック：φ／8192立ち下がりエッジでカウント 

1 0 0 チャネル 0の場合： 

 TCNT1のオーバフロー信号でカウント* 

チャネル 1の場合： 

 TCNT0のコンペアマッチ Aでカウント* 

チャネル 2の場合： 

 TCNT3のオーバフロー信号でカウント* 

チャネル 3の場合： 

 TCNT2のコンペアマッチ Aでカウント* 

  1 外部クロック：立ち上がりエッジでカウント 

 1 0 外部クロック：立ち下がりエッジでカウント 

  1 外部クロック：立ち上がり／立ち下がり両エッジでカウント 

【注】 * チャネル 0（チャネル 2）のクロック入力を TCNT1（TCNT3）のオーバフロー信号とし、チャネル 1（チャネル 3）

のクロック入力を TCNT0（TCNT2）のコンペアマッチ信号とすると、カウントアップクロックが発生しません。こ

の設定は行わないでください。 
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13.2.5 タイマコントロール／ステータスレジスタ 0～3（TCSR0～TCSR3） 

7

CMFB

0

R/(W)*

6

CMFA

0

R/(W)*

5

OVF

0

R/(W)*

4

―

1

―

3

OS3

0

R/W

0

OS0

0

R/W

2

OS2

0

R/W

1

OS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TCSR1、TCSR3

7

CMFB

0

R/(W)*

6

CMFA

0

R/(W)*

5

OVF

0

R/(W)*

4

―

0

R/W

3

OS3

0

R/W

0

OS0

0

R/W

2

OS2

0

R/W

1

OS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

【注】*　ビット7～5は、フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

TCSR2

7

CMFB

0

R/(W)*

6

CMFA

0

R/(W)*

5

OVF

0

R/(W)*

4

ADTE

0

R/W

3

OS3

0

R/W

0

OS0

0

R/W

2

OS2

0

R/W

1

OS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TCSR0

 

TCSR0～TCSR3はそれぞれ 8ビットのレジスタで、コンペアマッチやタイマオーバフローのステータスの表示、

およびコンペアマッチ出力の制御を行います。 

リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、TCSR0、TCSR2は H'00に、TCSR1、TCSR3は H'10に初

期化されます。 
 

ビット 7：コンペアマッチフラグ B（CMFB） 

TCNTと TCORBの値が一致したことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

CMFB  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• CMFB＝1の状態で、CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

• CMIB割り込みにより、DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

1 ［セット条件］ 

• TCNT＝TCORBになったとき 
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• ビット6：コンペアマッチフラグA（CMFA） 

TCNTとTCORAの値が一致したことを示すステータスフラグです。 

 
ビット 6 説   明 

CMFA  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• CMFA＝1の状態で、CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

• CMIA割り込みにより、DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

1 ［セット条件］ 

• TCNT＝TCORAになったとき 

 

• ビット5：タイマオーバフローフラグ（OVF） 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示すステータスフラグです。 

 
ビット 5 説   明 

OVF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• OVF＝1の状態で、OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• TCNTが H'FF→H'00になったとき 

 

• ビット4：A/Dトリガイネーブル（ADTE）（TCSR0のみ） 

コンペアマッチAによるA/D変換開始要求の許可または禁止を選択します。 

TCSR1～TCSR3はリザーブビットです。TCSR1、TCSR3は、リードすると常に1が読み出されます。ライトは

無効です。TCSR2はリード／ライト可能です。 

 
ビット 4 説   明 

ADTE  

0 コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を禁止 （初期値） 

1 コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を許可 
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• ビット3～0：アウトプットセレクト3～0（OS3～OS0） 

TCORとTCNTのコンペアマッチによるタイマ出力レベルをどのように変化させるかを選択します。 

OS3とOS2ビットがコンペアマッチBによる出力レベルを選択し、OS1とOS0ビットがコンペアマッチAによる

出力レベルを選択し、それぞれ独立に制御することができます。 

ただし、トグル出力＞1出力＞0出力の順で優先順位が高くなるように設定してあるので、コンペアマッチが

同時に発生した場合は、優先順位が高い方のコンペアマッチに従って出力が変化します。 

なお、OS3～OS0ビットがすべて0の場合にはタイマ出力は禁止されます。 

リセット後、最初のコンペアマッチが起こるまでのタイマ出力は0です。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

OS3 OS2  

0 0 コンペアマッチ Bで変化しない （初期値） 

 1 コンペアマッチ Bで 0出力 

1 0 コンペアマッチ Bで 1出力 

 1 コンペアマッチ Bごとに反転出力（トグル出力） 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

OS1 OS0  

0 0 コンペアマッチ Aで変化しない （初期値） 

 1 コンペアマッチ Aで 0出力 

1 0 コンペアマッチ Aで 1出力 

 1 コンペアマッチ Aごとに反転出力（トグル出力） 

 

13.2.6 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPA7

0

R/W

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPA4、MSTPA0ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で 8ビットタイマは動作を停止して

モジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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• ビット4：モジュールストップ（MSTPA4） 

TMR0、TMR1のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 4 説   明 

MSTPA4  

0 TMR0、TMR1のモジュールストップモード解除 

1 TMR0、TMR1のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

• ビット0：モジュールストップ（MSTPA0） 

TMR2、TMR3のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 0 説   明 

MSTPA0  

0 TMR2、TMR3のモジュールストップモード解除 

1 TMR2、TMR3のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 



 

13. 8ビットタイマ（TMR） 

13-12  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

13.3 動作説明 

13.3.1 TCNTのカウントタイミング 

TCNTは、入力されたクロック（内部クロックまたは外部クロック）によりカウントアップされます。 
 

（1） 内部クロック動作の場合 

TCRの CKS2～CKS0ビットの設定により、システムクロック（φ）を分周して作られる 3種類の内部クロック

（φ／8、φ／64、φ／8192）が選択されます。このタイミングを図 13.2に示します。 

φ

内部クロック

TCNT入力
クロック

TCNT N－1 N N＋1
 

図 13.2 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

（2） 外部クロック動作の場合 

TCRの CKS2～CKS0ビットの設定により、外部クロックの立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、立ち上がり

／立ち下がり両エッジのいずれかによるカウントアップが選択されます。 

なお、外部クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステート以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上必

要です。これ以下のパルス幅では、正しく動作しませんので注意してください。 

図 13.3に、外部クロックとして、立ち上がり／立ち下がり両エッジの場合のタイミングを示します。 

φ

外部クロック
入力端子

TCNT入力
クロック

TCNT N－1 N N＋1
 

図 13.3 外部クロック動作時のカウントタイミング 
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13.3.2 コンペアマッチタイミング 

（1） コンペアマッチフラグ A、B（CMFA、CMFB）のセットタイミング 

TCSRの CMFA、CMFBは、TCORと TCNTの値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信号により 1にセ

ットされます。コンペアマッチ信号は一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新するタイミ

ング）で発生します。 

したがって、TCNTと TCORが一致した後、カウントアップクロックが発生するまでコンペアマッチ信号は発

生しません。このタイミングを図 13.4に示します。 

φ

TCNT N N＋1

TCOR N

コンペアマッチ信号

CMF

 

図 13.4 CMFセットタイミング 

 

（2） タイマ出力タイミング 

タイマ出力はコンペアマッチ A、Bが発生したとき、TCSRの OS3～OS0ビットで選択された状態（変化しない、

0出力、1出力、トグル出力）で出力されます。 

図 13.5にコンペアマッチ A信号によるトグル出力の場合の出力タイミングを示します。 

φ

コンペアマッチA
信号

タイマ出力端子
 

図 13.5 タイマ出力タイミング 
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（3） コンペアマッチによるクリア 

TCNTは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットの選択によりコンペアマッチ Aまたはコンペアマッチ Bでクリアさ

れます。このクリアされるタイミングを図 13.6に示します。 

φ

N H'00

コンペアマッチ信号

TCNT
 

図 13.6 コンペアマッチによるクリアタイミング 

 

13.3.3 TCNTの外部リセットタイミング 

TCNTは、TCRのCCLR1、CCLR0ビットの選択により外部リセット入力の立ち上がりエッジでクリアされます。

クリアパルスの幅は、1.5ステート以上必要となります。このクリアされるタイミングを図 13.7に示します。 

φ

クリア信号

外部リセット
入力端子

TCNT N H'00N－1
 

図 13.7 外部リセット入力によるクリアタイミング 

 

13.3.4 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 

TCSRの OVFは、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき出力されるオーバフロー信号により 1にセッ

トされます。 

このときのタイミングを図 13.8に示します。 
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φ

OVF

オーバフロー信号

TCNT H'FF H'00

 

図 13.8 OVFのセットタイミング 

 

13.3.5 カスケード接続時の動作 

TCR0、TCR1のいずれか一方の CKS2～CKS0ビットを B'100に設定すると、2チャネルの 8ビットタイマはカ

スケード接続されます。この場合、1本の 16ビットタイマとして使用（16ビットタイマモード）するか、または

チャネル 0（チャネル 2）の 8ビットタイマのコンペアマッチをチャネル 1（チャネル 3）のタイマでカウント（コ

ンペアマッチカウントモード）することができます。このとき、本タイマは以下のように動作します。 
 

（1） 16ビットカウントモード 

TCR0の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、本タイマはチャネル 0（チャネル 2）を上位 8ビット、チャネル

1（チャネル 3）を下位 8ビットとする 1チャネルの 16ビットタイマとして動作します。 
 

（a） コンペアマッチフラグのセット 

• TCSR0、TCSR2のCMFフラグは、16ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

• TCSR1、TCSR3のCMFフラグは、下位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

 

（b） カウンタクリア指定 

• TCR0（TCR2）のCCLR1、CCLR0ビットでコンペアマッチによるカウンタクリアをそれぞれ設定した場

合、16ビットのコンペアマッチが発生したとき16ビットカウンタ（TCNT0、TCNT1（TCNT2、TCNT3）

の両方）がクリアされます。また、TMRI01（TMRI23）端子によるカウンタクリアを設定した場合も、

16ビットカウンタ（TCNT0、TCNT1（TCNT2、TCNT3）の両方）がクリアされます。 

• TCR1、TCR3のCCLR1、CCLR0ビットの設定は無効になります。下位8ビットのみのカウンタクリアは

できません。 

 

（c） 端子出力 

• TCSR0（TCSR2）のOS3～OS0ビットによるTMO0（TMO2）端子の出力制御は16ビットのコンペアマッ

チ条件に従います。 

• TCSR1（TCSR3）のOS3～OS0ビットによるTMO1（TMO3）端子の出力制御は下位8ビットのコンペア
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マッチ条件に従います。 

 

（2） コンペアマッチカウントモード 

TCR1（TCR3）の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、TCNT1（TCNT3）はチャネル 0（チャネル 2）のコン

ペアマッチ Aをカウントします。 

チャネル 0～3の制御はそれぞれ独立に行われます。CMFフラグのセット、割り込みの発生、TMO端子の出力、

カウンタクリアなどは、各チャネルの設定に従います。 
 

（3） 使用上の注意 

16ビットカウンタモードとコンペアマッチカウントモードを同時に設定した場合、TCNT0、TCNT1（TCNT2、

TCNT3）の入力クロックが発生しなくなるため、カウンタが停止して動作しません。この設定は行わないでくだ

さい。 
 

13.4 割り込み 

13.4.1 割り込み要因と DTC起動 

8ビットタイマの割り込み要因は、CMIA、CMIB、OVIの 3種類があります。表 13.3に各割り込み要因と優先

順位を示します。各割り込み要因は、TCRの各割り込みイネーブルビットにより許可または禁止が設定され、そ

れぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

また、CMIA、CMIB割り込みにより DTCを起動することができます。 
 

表 13.3 8ビットタイマ割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内  容 DTCの起動 優先順位 

0 CMIA0 CMFAによる割り込み 可 高 

 CMIB0 CMFBによる割り込み 可  

 OVI0 OVFによる割り込み 不可  

1 CMIA1 CMFAによる割り込み 可  

 CMIB1 CMFBによる割り込み 可  

 OVI1 OVFによる割り込み 不可  

2 CMIA2 CMFAによる割り込み 可  

 CMIB2 CMFBによる割り込み 可  

 OVI2 OVFによる割り込み 不可  

3 CMIA3 CMFAによる割り込み 可  

 CMIB3 CMFBによる割り込み 可  

 OVI3 OVFによる割り込み 不可 低 

【注】 リセット直後の初期状態について示しています。 

 チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。 
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13.4.2 A/D変換器の起動 

チャネル 0のコンペアマッチ Aのみ、A/D変換器を起動することができます。 

チャネル 0のコンペアマッチ Aの発生により、TCSR0の CMFAフラグが 1にセットされたとき、ADTEビット

が 1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換の開始を要求します。このとき A/D変換器側で、8ビ

ットタイマの変換開始トリガが選択されていれば、A/D変換が開始されます。 
 

13.5 8ビットタイマの使用例 

任意のデューティパルスを出力させた例を図 13.9に示します。これは次に示すように設定します。 

［1］ TCORAのコンペアマッチによりTCNTがクリアされるように、TCRのCCLR1ビットを0にクリア、CCLR0

ビットを 1にセットします。 

［2］ TCORAのコンペアマッチにより 1出力、TCORBのコンペアマッチにより 0出力になるように TCSRの

OS3～OS0ビットを B'0110に設定します。 
 

以上の設定により周期が TCORA、パルス幅が TCORBの波形をソフトウェアの介在なしに出力できます。 

TCNT
H'FF

カウンタクリア

TCORA

TCORB

H'00

TMO
 

図 13.9 パルス出力例 
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13.6 使用上の注意 

8ビットタイマの動作中、次のような競合が発生した場合、以下のような動作が起こるので注意してください。 
 

13.6.1 TCNTのライトとカウンタクリアの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウンタクリアが発生すると、カウンタへのライトは行われず、

クリアが優先されます。 

これを図 13.10に示します。 

φ

アドレス TCNTアドレス

内部ライト信号

カウンタクリア信号

TCNT N H'00

T1 T2

CPUによるTCNTライトサイクル

 

図 13.10 TCNTのライトとクリアの競合 
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13.6.2 TCNTのライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされず、カウンタラ

イトが優先されます。 

これを図 13.11に示します。 

φ

アドレス TCNTアドレス

内部ライト信号

TCNT入力クロック

TCNT N M

T1 T2

CPUによるTCNTライトサイクル

カウンタライトデータ
 

図 13.11 TCNTのライトとカウントアップの競合 

 

13.6.3 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

TCORのライトサイクル中の T2ステートで、コンペアマッチが発生しても、TCORのライトが優先され、コン

ペアマッチ信号は禁止されます。これを図 13.12に示します。 
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φ

アドレス TCORアドレス

内部ライト信号

TCNT

TCOR N M

T1 T2

CPUによるTCORライトサイクル

TCORライトデータ

N N＋1

コンペアマッチ信号

禁止されます  

図 13.12 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

 

13.6.4 コンペアマッチ A、Bの競合 

コンペアマッチ A、Bが同時に発生すると、コンペアマッチ Aに対して設定されている出力状態と、コンペア

マッチ Bに対して設定されている出力状態は、表 13.4に示すタイマ出力の優先順位に従って動作します。 
 

表 13.4 タイマ出力の優先順位 

出力設定 優先順位 

トグル出力 高 

1出力  

0出力  

変化しない 低 

 

13.6.5 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

内部クロックを切り替えるタイミングによっては、TCNTがカウントアップされてしまう場合があります。内

部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0ビットの書き換え）と TCNT動作の関係を表 13.5に示します。 

内部クロックから TCNTクロックを生成する場合、内部クロックの立ち下がりエッジで検出しています。その

ため表 13.5の No.3のように、High→Lowレベルになるようなクロックの切り替えを行うと、切り替えタイミン

グを立ち下がりエッジとみなして TCNTクロックが発生し、TCNTがカウントアップされてしまいます。 

また、内部クロックと外部クロックを切り替えるときも、TCNTがカウントアップされることがあります。 
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表 13.5 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

No. CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

1 Low→Lowレベル*1の切り替え 切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1

 

2 Low→Highレベル*2の切り替え 切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1 N＋2

 

3 High→Lowレベル*3の切り替え 切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1 N＋2

*4

 

4 High→Highレベルの切り替え 切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1 N＋2
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【注】 *1 Lowレベル→停止、および停止→Lowレベルの場合を含みます。 

 *2 停止→Highレベルの場合を含みます。 

 *3 Highレベル→停止を含みます。 

 *4 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、TCNTはカウントアップされてしまいます。 

 

13.6.6 モジュールストップ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールストップすると、CPUの割り込み要因、または DMAC、DTCの起動要

因のクリアができません。事前に割り込みをディスエーブルにするなどしてから、モジュールストップモードと

してください。 
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14. 14ビット PWMタイマ 

14.1 概要 

本 LSIは、4チャネルの 14ビット PWM（Pulse Width Modulator）を内蔵しています。LSI外部にローパルスフ

ィルタを接続することにより、14ビット D/A変換器として使用できます。 

2チャネルの PWMは、カウンタ（DACNT）とコントロールレジスタ（DACR）を共有しています。 
 

14.1.1 特長 

14ビット PWM（D/A）の特長を以下に示します。 
 

■リップルの少ないパルス分割方式 

■2種類の分解能、2種類の基本周期を設定可能 

分解能は、システムクロック周期とシステムクロック周期×2から選択できます。 

また、2種類の基本周期T×64、T×256（T＝分解能）が選択できます。 

■4種類の動作速度を設定可能 

4種類の動作クロック（基本周期2種類×分解能2種類）が選択できます。 
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14.1.2 ブロック図 

PWM（D/A）のブロック図（2チャネル分）を図 14.1に示します。 

クロック選択 バスインタフェースクロック

基本周期コンペアマッチA

内部データバス

比較器A

比較器B

DADRA

DADRB

PWM1

内部クロック

φ
φ／2

PWM0 微調整パルス付加A

基本周期コンペアマッチB

微調整パルス付加B

基本周期オーバフロー

【記号説明】
DACR
DADRA
DADRB
DACNT

：PWM D/Aコントロールレジスタ（6ビット）
：PWM D/AデータレジスタA（15ビット）
：PWM D/AデータレジスタB（15ビット）
：PWM D/Aカウンタ（14ビット）

DACNT

DACR

コ
ン
ト
ロ
｜
ル
ロ
ジ
ッ
ク

モジュールデータバス

 

図 14.1 PWM（D/A）のブロック図（2チャネル分） 

 

14.1.3 端子構成 

PWM（D/A）の入出力端子を表 14.1に示します。 
 

表 14.1 端子構成 

名  称 記号 入出力 機  能 

PWM出力端子 0 PWM0 出力 チャネル 0Aの PWM出力 

PWM出力端子 1 PWM1 出力 チャネル 0Bの PWM出力 

PWM出力端子 2 PWM2 出力 チャネル 1Aの PWM出力 

PWM出力端子 3 PWM3 出力 チャネル 1Bの PWM出力 
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14.1.4 レジスタ構成 

PWM（D/A）のレジスタ構成を表 14.2に示します。 
 

表 14.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

0 PWM（D/A）コントロールレジスタ 0 DACR0 R/W H'30 H'FDB8*2 

 PWM（D/A）データレジスタ AH0 DADRAH0 R/W H'FF H'FDB8*2 

 PWM（D/A）データレジスタ AL0 DADRAL0 R/W H'FF H'FDB9*2 

 PWM（D/A）データレジスタ BH0 DADRBH0 R/W H'FF H'FDBA*2 

 PWM（D/A）データレジスタ BL0 DADRBL0 R/W H'FF H'FDBB*2 

 PWM（D/A）カウンタ H0 DACNTH0 R/W H'00 H'FDBA*2 

 PWM（D/A）カウンタ L0 DACNTL0 R/W H'03 H'FDBB*2 

1 PWM（D/A）コントロールレジスタ 1 DACR1 R/W H'30 H'FDBC*2 

 PWM（D/A）データレジスタ AH1 DADRAH1 R/W H'FF H'FDBC*2 

 PWM（D/A）データレジスタ AL1 DADRAL1 R/W H'FF H'FDBD*2 

 PWM（D/A）データレジスタ BH1 DADRBH1 R/W H'FF H'FDBE*2 

 PWM（D/A）データレジスタ BL1 DADRBL1 R/W H'FF H'FDBF*2 

 PWM（D/A）カウンタ H1 DACNTH1 R/W H'00 H'FDBE*2 

 PWM（D/A）カウンタ L1 DACNTL1 R/W H'03 H'FDBF*2 

共通 モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 DADRAとDACR、DADRBとDACNTのアドレスは同一です。これらの切り替えはDACNTまたはDADRBのREGS

ビットで行います。 
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14.2 各レジスタの説明 

14.2.1 PWM（D/A）カウンタ（DACNT） 

15

7

0

R/W

14

6

0

R/W

13

5

0

R/W

12

4

0

R/W

11

3

0

R/W

8

0

0

R/W

10

2

0

R/W

9

1

0

R/W

ビット（CPU）

ビット（カウンタ）

初期値

R/W

：

：

：

：

7

8

0

R/W

6

9

0

R/W

5

10

0

R/W

4

11

0

R/W

3

12

0

R/W

0

－

REGS

1

R/W

2

13

0

R/W

1

－

1

－

DACNTH DACNTL

 

DACNTは、14ビットのリードライト可能なアップカウンタで、入力するクロックによりカウントアップされ

ます。入力するクロックは、DACRのクロックセレクトビット（CKS）で選択します。DACNTの値は、CPUか

らリード／ライト可能ですが、16ビット構成になっているため、CPUとのデータ転送はテンポラリレジスタ

（TEMP）を介して行います。詳細は「14.3 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。 

DACNTは、2チャネルの PWM（D/A）のタイムベースとして使用されます。14ビット精度で使用する場合に

は、全ビットを利用し、12ビット精度で使用する場合には、上位 2ビット（カウンタ）を無視し、下位 12ビット

（カウンタ）を利用します。 

DACNTは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、モ

ジュールストップモード時、または PWMEビットにより、H'0003に初期化されます。 

DACNTLのビット 1（CPU）は、未使用で、リードすると 1が読み出されます。 
 

• DACNTLビット0：レジスタセレクト（REGS） 

DADRAとDACR、DADRBとDACNTは、同一のアドレスに配置されています。REGSビットは、どちらのレ

ジスタをアクセス可能にするかを選択します。REGSビットは、DADRBとDACNTのいずれが選択されていて

もアクセス可能です。 

 
ビット 0 説   明 

REGS  

0 DADRAと DADRBがアクセス可能 

1 DACRと DACNTがアクセス可能 （初期値） 
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14.2.2 D/Aデータレジスタ A、B（DADRA、DADRB） 

15

13

DA13

1

R/W

14

12

DA12

1

R/W

13

11

DA11

1

R/W

12

10

DA10

1

R/W

11

9

DA9

1

R/W

8

6

DA6

1

R/W

10

8

DA8

1

R/W

9

7

DA7

1

R/W

ビット（CPU）

ビット（データ）

DADRA

初期値

R/W

：

：

：

：

7

5

DA5

1

R/W

6

4

DA4

1

R/W

5

3

DA3

1

R/W

4

2

DA2

1

R/W

3

1

DA1

1

R/W

0

－

－

1

－

2

0

DA0

1

R/W

1

－

CFS

1

R/W

DADRH DADRL

DA13

1

R/W

DA12

1

R/W

DA11

1

R/W

DA10

1

R/W

DA9

1

R/W

DA6

1

R/W

DA8

1

R/W

DA7

1

R/W

DADRB

初期値

R/W

：

：

DA5

1

R/W

DA4

1

R/W

DA3

1

R/W

DA2

1

R/W

DA1

1

R/W

REGS

1

R/W

DA0

1

R/W

CFS

1

R/W
 

DADRは、16ビットのリード／ライト可能な 2本のレジスタ（DADRA、DADRB）で構成されています。DADRA

は PWM（D/A）チャネル Aに、DADRBは PWM（D/A）チャネル Bにそれぞれ対応します。DADRの値は、CPU

からリード／ライト可能ですが、16ビット構成になっているため、CPUとのデータ転送はテンポラリレジスタ

（TEMP）を介して行います。詳細は「14.3 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。 

DADRAの最下位ビット（CPU）は未使用で、リードすると 1が読み出されます。 

DADRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモードまた

はモジュールストップモード時に、H'FFFFに初期化されます。 
 

• ビット15～3：D/Aデータ13～0（DA13～0） 

DADRの上位14ビットは、D/A変換データを設定します。 

DADRの上位14ビットの内容は、DACNTの値と常に比較されており、基本周期ごとに出力波形のデューティ

を決定し、また分解能幅の付加パルスを出力するか否かを決定します。この動作を可能にするためには、

DADRをある範囲の値に設定する必要があります。この範囲はキャリアフリーケンシセレクト（CFS）によ

って決まります。範囲外の値をDADRに設定すると、PWM出力は固定されます。 

12ビット精度で使用する場合には、下位2ビット（データ）（DA1、0）を0に固定し、上位12ビット（データ）

が有効と見なします。この下位2ビット（データ）はDACNTの上位2ビット（カウンタ）に対応しています。 

 

• ビット1：キャリアフリーケンシセレクト（CFS） 

 
ビット 1 説   明 

CFS  

0 基本周期＝分解能（T）×64で動作、DADRの値の範囲は H'0401～H'FFFD 

1 基本周期＝分解能（T）×256で動作、DADRの値の範囲は H'0103～H'FFFF （初期値） 

 

• DADRAビット0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 



 

14. 14ビット PWMタイマ 

14-6  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

• DADRBビット0：レジスタセレクト（REGS） 

DADRAとDACR、DADRBとDACNTは、同一のアドレスに配置されています。REGSビットは、どちらのレ

ジスタをアクセス可能にするかを選択します。REGSビットは、DADRBとDACNTのいずれが選択されていて

もアクセス可能です。 

 
ビット 0 説   明 

REGS  

0 DADRAと DADRBがアクセス可能 

1 DACRと DACNTがアクセス可能 （初期値） 

 

14.2.3 PWM（D/A）コントロールレジスタ（DACR） 

7

TEST

0

R/W

6

PWME

0

R/W

5

－

1

－

4

－

1

－

3

OEB

0

R/W

0

CKS

0

R/W

2

OEA

0

R/W

1

OS

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

DACRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、テストモードの設定、出力の許可、出力位相、および

動作速度の選択を行います。 

DACRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモードまた

はモジュールストップモード時に、H'30に初期化されます。 
 

• ビット7：テストモード（TEST） 

テスト状態を選択します。このビットはLSIのテストのために使用しますので、通常は0に設定してください。 

 
ビット 7 説   明 

TEST  

0 PWM（D/A）はユーザ状態となり、通常の動作をします （初期値） 

1 PWM（D/A）はテスト状態となり、正しい変換結果は得られません 

 

• ビット6：PWMイネーブル（PWME） 

DACNTの動作または停止を選択します。 

 
ビット 6 説   明 

PWME  

0 DACNTは 14ビットのアップカウンタとして動作 （初期値） 

1 DACNT＝H'0003で停止 
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• ビット5、4：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット3：アウトプットイネーブルB（OEB） 

PWM（D/A）チャネルBの出力の許可または禁止を選択します。 

 
ビット 3 説   明 

OEB  

0 PWM（D/A）チャネル B出力（PWM1/PWM3出力端子）を禁止 （初期値） 

1 PWM（D/A）チャネル B出力（PWM1/PWM3出力端子）を許可 

 

• ビット2：アウトプットイネーブルA（OEA） 

PWM（D/A）チャネルAの出力の許可／禁止を選択します。 

 
ビット 2 説   明 

OEA  

0 PWM（D/A）チャネル A出力（PWM0/PWM2出力端子）を禁止 （初期値） 

1 PWM（D/A）チャネル A出力（PWM0/PWM2出力端子）を許可 

 

• ビット1：アウトプットセレクト（OS） 

PWM（D/A）の出力位相を選択します。 

 
ビット 1 説   明 

OS  

0 PWM直接出力 （初期値） 

1 PWM反転出力 

 

• ビット0：クロックセレクト（CKS） 

PWM（D/A）の分解能を選択します。分解能は、システムクロック（φ）が10MHzの場合、100nsと200nsが

選択できます。 

 
ビット 0 説   明 

CKS  

0 分解能（T）＝システムクロック周期（t
cyc
）で動作 （初期値） 

1 分解能（T）＝システムクロック周期（t
cyc
）×2で動作 
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14.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPB7

1

R/W

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W
 

MSTPCRBは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPB2ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で 14ビット PWMタイマ 0は動作を停止してモ

ジュールストップモードへ遷移します。MSTPB1ビットを 1にセットするとバスサイクルの終了時点で PWMタ

イマ 1は動作を停止してモジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「24.5 モジュールストップモード」

を参照してください。 

MSTPCRBは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット2：モジュールストップ（MSTPB2） 

PWM0のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 2 説   明 

MSTPB2  

0 PWM0のモジュールストップモード解除 

1 PWM0のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

• ビット1：モジュールストップ（MSTPB1） 

PWM1のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 1 説   明 

MSTPB1  

0 PWM1のモジュールストップモード解除 

1 PWM1のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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14.3 バスマスタとのインタフェース 

DACNT、DADRA、Bは、16ビットのレジスタです。一方、バスマスタと内蔵周辺モジュールの間の、データ

バスは 8ビット幅です。したがって、バスマスタがこれらのレジスタをアクセスするには、8ビットのテンポラリ

レジスタ（TEMP）を介して行います。 

各レジスタのリード／ライトは次のような動作で行われます（CPUとのインタフェース例）。 
 

（1） レジスタへのライト時の動作 

上位バイトのライトにより、上位バイトのデータが TEMPにストアされます。次に下位バイトのライトで、TEMP

にある上位バイトの値とあわせて 16ビットデータとしてレジスタにライトされます。 
 

（2） レジスタからのリード時の動作 

上位バイトのリードで、上位バイトの値は CPUに転送され、下位バイトの値は TEMPに転送されます。次に下

位バイトのリードで、TEMPにある下位バイトの値が CPUに転送されます。 
 

これらのレジスタをアクセスするときは、常に 16ビット単位（バイトアクセスを 2回行うことも含みます）で

行い、かつ上位バイト、下位バイトの順序で行ってください。上位バイトのみや下位バイトのみのアクセスでは、

データは正しく転送されませんので注意してください。 

図 14.2に CPUが DACNTをアクセスする場合のデータの流れを示します。他のレジスタの場合も同様な動作

になります。 
 

例 1 DACNTへのライト 

MOV.W R0，＠DACNT DACNTへ R0の内容をライト 

例 2 DADRAのリード 

MOV.W ＠DADRA，R0 DADRAの内容を R0に転送 
 

表 14.3 16ビットビットレジスタのリード／ライト別アクセス方式 

レジスタ名 リード ライト 

 ワード バイト ワード バイト 

DADRA、DADRB ○ ○ ○ × 

DACNT ○ × ○ × 

【記号説明】 

○： 許されているアクセスを示します。ワード単位のアクセスとは上位バイト→下位バイトの順序で連続してバイトアクセ

スすることを含みます。 

×： その単位のアクセスでは、結果が保証されないことを示します。 
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CPU
［H'AA］
上位バイト

バスインタ
フェース

モジュール内データバス

＜上位バイトのライト＞

TEMP
［H'AA］

DACNTL
［　　　］

DACNTH
［　　　］

CPU
［H'57］
下位バイト

バスインタ
フェース

モジュール内データバス

＜下位バイトのライト＞

TEMP
［H'AA］

DACNTL
［H'57］

DACNTH
［H'AA］

 

図 14.2（a） DACNTのアクセス動作（CPU→DACNT〔H'AA57〕ライト時） 

CPU
［H'AA］
上位バイト

バスインタ
フェース

モジュール内データバス

＜上位バイトのリード＞

TEMP
［H'57］

DACNTL
［H'57］

DACNTH
［H'AA］

CPU
［H'57］
下位バイト

バスインタ
フェース

モジュール内データバス

＜下位バイトのリード＞

TEMP
［H'57］

DACNTL
［　　　］

DACNTH
［　　　］

 

図 14.2（b） DACNTのアクセス動作（DACNT→CPU〔H'AA57〕リード時） 
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14.4 動作説明 

PWMX端子からは、図 14.3に示すような PWM波形が出力されます。1変換周期中に発生するパルス（CFS＝0

の場合 256個、CFS＝1の場合 64個）の 0レベル幅の合計（TL）が DADRのデータと対応しています。OS＝0の

場合、この波形が直接出力されます。OS＝1の場合、この波形が反転して出力されます。このとき 1レベル幅の

合計（TH）が DADRのデータと対応しています。この様子を図 14.4に示します。 

tf

tL

1変換周期
（T×214（＝16384））

基本周期
（T×64、またはT×256）

T：分解能

TL＝ΣtLn（OS＝0の場合）

（CFS＝0のときm＝256、
　CFS＝1のときm＝64）

m

n＝1

【記号説明】

 

図 14.3 PWM（D/A）の動作 

 

CKS、CFS、OSビットの設定と、分解能、基本周期、変換周期との関係を表 14.4に示します。DADRの内容が

ある値以上ではないと PWM出力は固定レベルとなります。PWM出力が図 14.3で説明した波形となる DADRの

設定値と DADRの下位ビットを 0に固定して、変換精度を 12ビット、10ビットとした場合の変換周期などをあ

わせて表 14.4に示します。 
 

表 14.4 設定値と動作内容（φ：10MHz時の例） 

CKS 分解能 CFS 基本 変換 TL／TH DADR固定ビット 変換 

 T  周期 周期 （OS＝0／OS＝1） 変換精度 ビットデータ 周期* 

 （μs）  （μs） （μs）  （ビット数） 3 2 1 0 （μs） 

0 0.1 0 6.4 1638.4 （1）常時 Low/Highレベル出力 14   1638.4 

     （DADR＝H'0001～H'03FD） 12 0 0 409.6 

     （2）（データ値）×T 

（DADR＝H'0401～H'FFFD） 

10 0 0 0 0 102.4 

  1 25.6 1638.4 （1）常時 Low/Highレベル出力 14   1638.4 

     （DADR＝H'0003～H'00FF） 12 0 0 409.6 

     （2）（データ値）×T 

（DADR＝H'0103～H'FFFF） 

10 0 0 0 0 102.4 
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CKS 分解能 CFS 基本 変換 TL／TH DADR固定ビット 変換 

 T  周期 周期 （OS＝0／OS＝1） 変換精度 ビットデータ 周期* 

 （μs）  （μs） （μs）  （ビット数） 3 2 1 0 （μs） 

1 0.2 0 12.8 3276.8 （1）常時 Low/Highレベル出力 14   3276.8 

     （DADR＝H'0001～H'03FD） 12 0 0 819.2 

     （2）（データ値）×T 

（DADR＝H'0401～H'FFFD） 

10 0 0 0 0 204.8 

  1 51.2 3276.8 （1）常時 Low/Highレベル出力 14   3276.8 

     （DADR＝H'0003～H'00FF） 12 0 0 819.2 

     （2）（データ値）×T 

（DADR＝H'0103～H'FFFF） 

10 0 0 0 0 204.8 

【注】 * DADRの特定のビットを固定することにより得られる変換周期です。 

 

（1） OS＝0（DADRは、TLに対応） 

（a） CFS＝0（基本周期＝分解能（T）×64） 

tf1 tf2 tf255 tf256

tL1 tL2 tL3 tL255 tL256

1変換周期

tf1 ＝tf2 ＝tf3 ＝・・・＝tf255 ＝tf256 ＝T×64
tL1＋tL2＋tL3＋・・・＋tL255＋tL256＝TL  

図 14.4（a）出力波形 

 

（b） CFS＝1（基本周期＝分解能（T）×256） 

tf1 tf2 tf63 tf64

tL1 tL2 tL3 tL63 tL64

1変換周期

tf1 ＝tf2 ＝tf3 ＝・・・＝tf63 ＝tf64 ＝T×256
tL1＋tL2＋tL3＋・・・＋tL63＋tL64＝TL  

図 14.4（b）出力波形 
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（2） OS＝1（DADRは、THに対応） 

（a） CFS＝0（基本周期＝分解能（T）×64） 

tf1 tf2 tf255 tf256

tH1 tH2 tH3 tH255 tH256

1変換周期

tf1＝tf2＝tf3＝・・・＝tf255＝tf256＝T×64
tH1＋tH2＋tH3＋・・・＋tH255＋tH256＝TH

 

図 14.4（c）出力波形 

 

（b） CFS＝1（基本周期＝分解能（T）×256） 

tf1 tf2 tf63 tf64

tH1 tH2 tH3 tH63 tH64

1変換周期

tf1＝tf2＝tf3＝・・・＝tf63＝tf64＝T×256
tH1＋tH2＋tH3＋・・・＋tH63＋tH64＝TH

 

図 14.4（d）出力波形 
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15. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

15.1 概要 

本 LSIでは 2チャネルのウォッチドッグタイマ（WDT0、WDT1）を内蔵しています。 

ウォッチドッグタイマは、システムの暴走などによりカウンタの値を CPUが正しく書き換えられずにオーバフ

ローすると、外部にオーバフロー信号（WDTOVF）を出力します。同時に、本 LSIの内部リセット信号を発生す

ることもできます。 

ウォッチドッグタイマとして使用しないときは、インターバルタイマとして使用することもできます。インタ

ーバルタイマとして使用した場合は、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタイマ割り込みを発生し

ます。 
 

15.1.1 特長 

WDTには次のような特長があります。 

 

■ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 

■ウォッチドッグタイマモード時、WDTOVFを出力 

• カウンタがオーバフローすると、外部にWDTOVF信号を出力します。このとき、同時に本LSI内部をリセッ

トするかNMI割り込みを発生するかを選択できます。この内部リセットは、パワーオンリセットまたはマニ

ュアルリセットを選択できます。 

■インターバルタイマモード時、割り込みを発生 

• カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込みが発生します。 

■WDT0は 8種類、WDT1は 16種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• WDTの最大インターバルはシステムクロック周期×131072×256。 

• WDT1の入力カウンタにサブクロックを選択可能。 

サブクロック選択の場合、最大インターバルはサブクロッック周期×256×256。 

■選択したクロックを BUZZ端子から出力可能（WDT1） 
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15.1.2 ブロック図 

WDTのブロック図を図 15.1（a）と図 15.1（b）に示します。 

オーバフロー
割り込み
コントロール

WOVI0
（割り込み要求信号）

WDTOVF

内部リセット信号*1

リセット
コントロール

RSTCSR TCNT TSCR

φ／2*2

φ／64*2

φ／128*2

φ／512*2

φ／2048*2

φ／8192*2

φ／32768*2

φ／131072*2

クロック クロック
選択

内部クロック

バス
インタフェースモジュールバス

TCSR
TCNT
RSTCSR

【注】*1

　　　*2

内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。
リセットの種類は、パワーオンリセットまたはマニュアルリセットを選択できます。
サブアクティブ、サブスリープモード時のφは、φSUBとして動作します。

：タイマコントロール／ステータスレジスタ
：タイマカウンタ
：リセットコントロール／ステータスレジスタ

内
部
バ
ス

WDT
【記号説明】

 

図 15.1（a） WDT0のブロック図 

オーバフロー

割り込み
コントロール
・

リセット
コントロール

WOVI1
（割り込み要求信号）

BUZZ

内部リセット信号*

TCNT TCSR

φ／2
φ／64
φ／128
φ／512
φ／2048
φ／8192
φ／32768
φ／131072

クロック
クロック
選択

内部クロック

バス
インタフェースモジュールバス

TCSR
TCNT

【注】* 内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。
発生したリセットは、パワーオンリセットとなります。

：タイマコントロール／ステータスレジスタ
：タイマカウンタ

内
部
バ
ス

WDT
【記号説明】

内部NMI
割り込み要求信号

φSUB／2
φSUB／4
φSUB／8
φSUB／16
φSUB／32
φSUB／64
φSUB／128
φSUB／256

 

図 15.1（b） WDT1のブロック図 
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15.1.3 端子構成 

WDTの端子を表 15.1に示します。 
 

表 15.1 端子構成 

名  称 記号 入出力 機  能 

ウォッチドッグタイマオーバフロー WDTOVF 出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフロー

信号出力 

ブザー出力 BUZZ 出力 ウォッチドッグタイマ（WDT1）で選択したクロック出力 

 

15.1.4 レジスタ構成 

WDTのレジスタ構成を表 15.2に示します。これらのレジスタにより、クロックの選択、WDTのモードの切り

替え、リセット信号の制御などを行います。 
 

表 15.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

     ライト時*2 リード時 

0 タイマコントロール／ステータスレジスタ 0 TCSR0 R/(W)*3 H'18 H'FF74 H'FF74 

 タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'00 H'FF74 H'FF75 

 リセットコントロール／ステータスレジスタ RSTCSR R/(W)*3 H'1F H'FF76 H'FF77 

1 タイマコントロール／ステータスレジスタ 1 TCSR1 R/(W)*3 H'00 H'FFA2 H'FFA2 

 タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'00 H'FFA2 H'FFA3 

共通 端子機能コントロールレジスタ PFCR R/W H'0D/H'00 H'FDEB 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ライトについては、「15.2.5 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 *3 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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15.2 各レジスタの説明 

15.2.1 タイマカウンタ（TCNT） 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

TCNTは、リード／ライト*可能な 8ビットのアップカウンタです。TCSRの TMEビットを 1にすると、TCSR

の CKS2～CKS0ビットで選択した内部クロックにより、TCNTはカウントアップを開始します。TCNTの値がオ

ーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSRのWT/ITビットで選択したモードによって、ウォッチドッグタイマオ

ーバフロー信号（WDTOVF）またはインターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生します。 

TCNTは、リセット、ハードウェアスタンバイモード、または TMEビットが 0のとき、H'00に初期化されます。

ソフトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

【注】 * TCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は、「15.2.5 レ

ジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 

15.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

■TCSR0 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

■TCSR1 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

PSS

0

R/W

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

TCSRは、リード／ライト*可能な 8ビットのレジスタで、TCNTに入力するクロック、モードの選択などを行

います。 

TCSR0（TCSR1）は、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'18（H'00）に初期化されます。ソ

フトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

【注】 * TCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は、「15.2.5 レ

ジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
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• ビット7：オーバフローフラグ（OVF） 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示すステータスフラグです。 

 
ビット 7 説   明 

OVF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

TMEビットに 0をライトしたとき（WDT1のみ） 

OVF=1の状態で、TCSRをリード後、OVFに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合は、セット後、内部リセッ

トにより自動的にクリアされます。 

 

• ビット6：タイマモードセレクト（WT/IT） 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用するかを選択します。この選択に

よって、TCNTがオーバフローしたとき、WDT0は、ウォッチドッグタイマモード時にはWDTOVF信号を発生

し、インターバルタイマモード時には、WOVI割り込みをCPUに対して要求します。またWDT1は、ウォッチ

ドッグタイマモード時は、リセットまたは、NMI割り込みを、インターバルタイマモード時はWOVI割り込

みをCPUに対して要求します。 

 

■WDT0のモード選択 

WDT0の TCSR 説   明 

WT/IT  

0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 

CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求 （初期値） 

1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 

WDTOVF信号を外部へ出力* 

【注】 * ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローした場合についての詳細は、「15.2.3 リセットコントロー

ル／ステータスレジスタ（RSTCSR）」を参照してください。 

 

■WDT1のモード選択 

WDT1の TCSR 説   明 

WT/IT  

0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 

CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求 （初期値） 

1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 

CPUへリセットまたは NMI割り込みを要求 
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• ビット5：タイマイネーブル（TME） 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 

 
ビット 5 説   明 

TME  

0 TCNTを H'00に初期化し、カウント動作を停止 （初期値） 

1 TCNTはカウント動作 

 

• WDT0のTCSRビット4：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• WDT1のTCSRビット4：プリスケーラセレクト（PSS） 

WDT1のTCNTの入力クロックソースを選択します。 

詳細は、クロックセレクト2～0の説明を参照してください。 

 
WDT1の TCSR 

ビット 4 

説   明 

PSS  

0 TCNTはφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント （初期値） 

1 TCNTはφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 

 

• WDT0のTCSRビット3：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• WDT1のTCSRビット3：リセットまたはNMI（RST/NMI） 

ウォッチドッグタイマモードでのTCNTオーバフロー時に、内部リセットとNMI割り込み要求のいずれを要

求するかを選択します。 

 
ビット 3 説   明 

RST/NMI  

0 NMI割り込みを要求 （初期値） 

1 内部リセットを要求 
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• ビット2～0：クロックセレクト2～0（CKS2～CKS0） 

システムクロック（φ）またはサブクロック（φSUB）を分周して得られる内部クロックから、TCNTに入

力するクロックを選択します。 

 

■WDT0の入力クロック選択 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS2 CKS1 CKS0 クロック*2 オーバフロー周期*1 

（φ＝25MHzの場合） 

0 0 0 φ／2 （初期値） 20.4μs 

  1 φ／64 655.3μs 

 1 0 φ／128 1.3ms 

  1 φ／512 5.2ms 

1 0 0 φ／2048 20.9ms 

  1 φ／8192 83.8ms 

 1 0 φ／32768 335.5ms 

  1 φ／131072  1.34s 

【注】 *1 オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間です。 

 *2 サブアクティブ、サブスリープモード時のφは、φSUBとして動作します。 

 

■WDT1の入力クロック選択 

ビット 4 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

PSS CSK2 CSK1 CSK0 クロック オーバフロー周期* 

（φ＝25MHzの場合） 

（φSUB＝32.768kHzの場合） 

0 0 0 0 φ／2 （初期値） 20.4μs 

   1 φ／64  655.3μs 

  1 0 φ／128 1.3ms 

   1 φ／512  5.2ms 

 1 0 0 φ／2048 20.9ms 

   1 φ／8192 83.8ms 

  1 0 φ／32768 335.5ms 

   1 φ／131072  1.34s 

1 0 0 0 φSUB／2  15.6ms 

   1 φSUB／4  31.3ms 

  1 0 φSUB／8  62.5ms 

   1 φSUB／16  125ms 

 1 0 0 φSUB／32  250ms 

   1 φSUB／64  500ms 

  1 0 φSUB／128 1s 

   1 φSUB／256 2s 

【注】 * オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間です。 
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15.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR） 

7

WOVF

0

R/(W)*

6

RSTE

0

R/W

5

RSTS

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 

RSTCSRは、リード／ライト*可能な 8ビットのレジスタで、TCNTのオーバフローによる内部リセット信号の

発生を制御し、内部リセット信号の種類を選択します。 

RSTCSRは、RES端子からのリセット信号で H'1Fに初期化されますが、WDTのオーバフローによる内部リセ

ット信号では初期化されません。 

【注】 * RSTCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は「15.2.5 レ

ジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 

• ビット7：ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF） 

ウォッチドッグタイマモードで、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。インターバル

タイマモードではセットされません。 

 
ビット 7 説   明 

WOVF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• WOVF＝1の状態で TCSRをリードした後、WOVFに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

 

• ビット6：リセットイネーブル（RSTE） 

ウォッチドッグタイマモードでTCNTがオーバフローしたとき、本LSI内部をリセットする信号を発生するか

どうかを選択します。 

 
ビット 6 説   明 

RSTE  

0 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットしない* （初期値） 

1 TCNTがオーバフローしたとき内部リセットする 

【注】 * 本 LSI内部はリセットされませんが、WDT内の TCNT、TCSRはリセットされます。 
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• ビット5：リセットセレクト（RSTS） 

ウォッチドッグタイマモードでTCNTがオーバフローして発生する、内部リセットの種類を選択します。 

リセットの種類については、「第4章 例外処理」を参照してください。 

 
ビット 5 説   明 

RSTS  

0 パワーオンリセット （初期値） 

1 マニュアルリセット 

 

• ビット4～0：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

15.2.4 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 

7

CSS07

0

R/W

6

CSS36

0

R/W

5

BUZZE

0

R/W

4

LCASS

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
 

 

PFCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、外部拡張モード時のアドレス出力制御を行います。 

ここでは、ビット 5についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「7.2.6端子機能コントロール

レジスタ（PFCR）」を参照してください。 
 

• ビット5：BUZZ出力イネーブル（BUZZE） 

PF1端子のBUZZ出力を許可／禁止します。PSS、CKS2～CKS0ビットにより選択されたWDT1の入力クロッ

クをBUZZ信号として出力します。 

 
ビット 5 説   明 

BUZZE  

0 PF1入出力端子として機能 （初期値） 

1 BUZZ出力端子として機能 

 

15.2.5 レジスタアクセス時の注意 

TCNT、TCSR、RSTCSRは、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっていま

す。次の方法で、リード／ライトを行ってください。 

（1） TCNT、TCSRへのライト 

TCNT、TCSRへライトするときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命令では、ライトで

きません。 
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ライト時は、TCNTと TCSRが同一アドレスに割り当てられています。このため、図 15.2に示すように、TCNT

へライトするときは上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにして転送してください。TCSRへライ

トするときは上位バイトを H'A5にし、下位バイトをライトデータにして転送してください。このように転送する

と、下位バイトのデータが TCNTまたは TCSRへライトされます。 

＜TCNTライト時＞

＜TCSRライト時＞

アドレス： H'FF74

アドレス： H'FF74

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

H'A5 ライトデータ

15 8 7 0

 

図 15.2 TCNT、TCSRへのライト（WDT0の例） 

 

（2） RSTCSRへのライト 

RSTCSRへライトするときは、アドレス H'FF76に対してワード転送を行ってください。バイト転送命令では、

書き込めません。 

WOVFビットへ 0をライトする場合と、RSTEビットと RSTSビットにライトする場合では、図 15.3に示すよ

うに、ライトの方法が異なります。 

WOVFビットへ 0をライトするときは、上位バイトを H'A5にし、下位バイトを H'00にして転送してください。

このようにすると、WOVFビットが 0にクリアされます。このとき、RSTE、RSTSビットは影響を受けません。

RSTE、RSTSビットにライトするときは、上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにして転送してく

ださい。このようにすると、下位バイトのビット 6と 5の値が RSTEビットと RSTSビットにそれぞれライトさ

れます。このとき、WOVFビットは影響を受けません。 

アドレス： H'FF76

アドレス： H'FF76

H'A5 H'00

15 8 7 0

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

＜WOVFビットへ0をライトするとき＞

＜RSTE、RSTSビットへライトするとき＞

 

図 15.3 RSTCSRへのライト（WDT0の例） 
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（3） TCNT、TCSR、RSTCSRからのリード（WDT0の例） 

リードは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。TCSRはアドレス H'FF74に、TCNTはアドレ

ス H'FF75に、RSTCSRはアドレス H'FF77にそれぞれ割り当てられています。 
 

15.3 動作説明 

15.3.1 ウォッチドッグタイマモード時の動作 

ウォッチドッグタイマとして使用するときは、TCSRのWT/ITビットと TMEビットの両方を 1に設定してくだ

さい。また、TCNTがオーバフローする前に必ず TCNTの値を書き換えて（通常は H'00を書き込む）、オーバフ

ローを発生させないようにプログラムしてください。このようにすると、システムが正常に動作している間は、

TCNTのオーバフローが発生しませんが、システムの暴走などにより TCNTの値が書き換えられずオーバフロー

するとWDT0の場合、WDTOVF信号が外部に出力されます。これを図 15.4（a）に示します。このWDTOVF信

号を用いて、システムをリセットすることができます。WDTOVF信号は、RSTE＝1のとき 132ステート、RSTE

＝0のとき 130ステートの間出力されます。 

RSTCSRの RSTEビットを 1にセットしておくと、TCNTがオーバフローしたときに、WDTOVF信号と同時に、

本 LSIの内部をリセットする信号が発生します。このリセットは、RSTCSRの RSTSビットの設定によって、パ

ワーオンリセットまたはマニュアルリセットが選択できます。内部リセット信号は、518ステートの間出力されま

す。 

RES端子からの入力信号によるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが同時に発生したときは、RES

端子によるリセットが優先され、RSTCSRのWOVFビットは 0にクリアされます。 

WDT1の場合、516システムクロック（516φ）の間、LSIをリセットするか、または NMI割り込み要求を発生

します（クロックソースをφSUB（PSS＝1）とした場合、515または 516ステート）。これを図 15.4（b）に示し

ます。 

ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と、NMI端子からの割り込み要求は、同一ベクタで処理されま

す。ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と NMI端子からの割り込み要求を同時に扱うことは避けて

ください。 
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TCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

132ステート

518ステート

WDTOVF信号

内部リセット信号*1

WT/IT
TME

【注】*1

オーバフロー

WDTOVFと内部
リセットを発生

WOVF＝1

：タイマモードセレクトビット
：タイマイネーブルビット

内部リセット信号は、RSTEビットが1にセットされているときだけ
発生します。

【記号説明】

*2

RSTEビットが0にクリアされているときは、130ステートになります。*2
 

図 15.4（a） WDT0のウォッチドッグタイマモード時の動作 

TCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

515/516ステート

内部リセット信号

WT/IT
TME

オーバフロー

内部リセット
を発生

WOVF＝1*

：タイマモードセレクトビット
：タイマイネーブルビット

【注】*　WOVF＝1となった後、内部リセットにより0にクリアされます。

【記号説明】

 

図 15.4（b） WDT1のウォッチドッグタイマモード時の動作 
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15.3.2 インターバルタイマモード時の動作 

インターバルタイマとして使用するときは、TCSRのWT/ITビットを 0に、TMEビットを 1に設定してくださ

い。インターバルタイマとして動作しているときは、図 15.5に示すように、TCNTがオーバフローするごとにイ

ンターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生します。したがって、一定時間ごとに、割り込みを発生させることが

できます。 

TCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝0
TME＝1

WOVI

オーバフロー オーバフロー オーバフロー オーバフロー

【記号説明】
　WOVI：インターバルタイマ割り込み要求発生

WOVI WOVI WOVI

 

図 15.5 インターバルタイマモード時の動作 
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15.3.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 

インターバルタイマモードで TCNTがオーバフローすると、TCSRの OVFビットが 1にセットされ、同時にイ

ンターバルタイマ割り込み（WOVI）が要求されます。このタイミングを図 15.6に示します。 

WDT1では、ウォッチドッグタイマモードで NMI要求を選択した場合、TCNTがオーバフローすると TCSRの

OVFビットが 1にセットされ、同時に NMI割り込みが要求されます。 

φ

TCNT H'FF H'00

オーバフロー信号
（内部信号）

OVF

 

図 15.6 OVFのセットタイミング 
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15.3.4 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタイミング 

WDT0の場合、ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローすると、RSTCSRのWOVFビットが 1に

セットされ、WDTOVF信号が Lowレベルになります。また、RSTCSRの RSTEビットが 1にセットしてあると、

TCNTがオーバフローしたとき、本 LSI全体に対して内部リセット信号を発生します。これらのタイミングを図

15.7に示します。 

φ

TCNT H'FF H'00

オーバフロー信号
（内部信号）

WOVF

WDTOVF信号

内部リセット
信号

132ステート

518ステート（WDT0）
515/516ステート（WDT1）

 

図 15.7 WOVFのセットタイミング 

 

15.4 割り込み 

インターバルタイマモード時、オーバフローによりインターバルタイマ割り込み（WOVI）を発生します。イン

ターバルタイマ割り込みは、TCSRの OVFフラグが 1にセットされると常に要求されます。割り込み処理ルーチ

ンで必ず OVFを 0にクリアしてください。 

ウォッチドッグタイマモードで、NMI割り込み要求を選択したとき、オーバフローにより NMI割り込み要求を

発生します。 
 

15.5 使用上の注意 

15.5.1 タイマカウンタ（TCNT）のライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされずに TCNTへの

カウンタライトが優先されます。これを図 15.8に示します。 
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アドレス

φ

内部ライト信号

TCNT入力クロック

TCNT N M

T1 T2

TCNTライトサイクル

カウンタライトデータ
 

図 15.8 TCNTのライトとカウントアップの競合 

 

15.5.2 PSS、CKS2～CKS0ビットの書き換え 

WDTの動作中に TCSRの PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントアップが正しく行われない場合

があります。PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0に

クリアしてから）行ってください。 
 

15.5.3 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え 

WDTの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えると、正しい動作が行わ

れない場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0にクリアし

てから）行ってください。 
 

15.5.4 WDTOVF信号によるシステムのリセット 

WDTOVF出力信号を本 LSIの RES端子に入力すると、本 LSIを正しく初期化できません。WDTOVF信号は、本

LSIのRES端子に論理的に入力しないようにしてください。WDTOVF信号でシステム全体をリセットするときは、

図 15.9の示すような回路で行ってください。 
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リセット入力

システム全体へのリセット信号

本LSI

RES

WDTOVF

 

図 15.9 WDTOVF信号によるシステムのリセット回路例 

 

15.5.5 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット 

ウォッチドッグタイマモード時に RSTEビットを 0にしておくと、TCNTがオーバフローしても本 LSI内部を

リセットしませんが、WDTの TCNT、TCSRはリセットされます。 

WDTOVF信号から Lowレベルを出力している期間は、TCNT、TCSR、RSTCSRへのライトはできません。ま

た、この期間はWOVFフラグのリードも認識されません。そのため、WOVFフラグのクリアは、WDTOVF信号

が Highレベルになってから、TCSRをリードした後、WOVFフラグに 0をライトしてください。 
 

15.5.6 インターバルタイマモードでの OVFフラグのクリア 

インターバルタイマモード時に、OVFフラグのセットと OVFフラグのリードが競合した場合、OVF＝1の状態

をリードしたにもかかわらず、OVFに 0をライトしてもフラグがクリアされないことがあります。インターバル

タイマ割り込みを禁止して、OVFフラグをポーリングする場合など、OVFフラグのセットとリードが競合する可

能性がある場合は、フラグをクリアする際に、少なくとも OVF＝1の状態を 2回以上リードしてから OVFに 0を

ライトしてください。 
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16. シリアルコミュニケーションインタフェース 
（SCI、IrDA） 

16.1 概要 

本 LSIは、独立した 5チャネルのシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI：Serial Communication 

Interface）を備えています。SCIは、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2方式でシリアル通信ができます。

また、複数のプロセッサ間のシリアル通信機能（マルチプロセッサ通信機能）を備えています。 

5チャネルの SCIのうち 1チャネルは、IrDA規格バージョン 1.0に基づく IrDA通信波形の送受信が可能です。 
 

16.1.1 特長 

SCIの特長を以下に示します。 
 

■シリアル通信モードを調歩同期式モード／クロック同期式モードから選択可能 

（a） 調歩同期式モード 

• キャラクタ単位で同期をとる調歩同期式方式でシリアルデータの通信実行 

• Universal Asyncronous Receiver/Transmitter（UART）やAsyncronous Communication Interface Adapter（ACIA）

など標準の調歩同期式通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能 

• 複数のプロセッサとシリアルデータ通信ができるマルチプロセッサ間通信機能 

• シリアルデータ通信フォーマットを12種類のフォーマットから選択可能 

データ長 ：7ビット／8ビット 

ストップビット長 ：1ビット／2ビット 

パリティ ：偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなし 

マルチプロセッサビット ：1／0 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 

• ブレークの検出：フレーミングエラー発生時にRxD端子のレベルを直接リードすることによりブレークを

検出可能 

（b） クロック同期式モード 

• クロックに同期してシリアルデータ通信を実行 

クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデータ通信が可能 

• シリアルデータ通信フォーマットは1種類 

データ長 ：8ビット 

• 受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 
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■全二重通信が可能 

• 独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に実行可能 

• 送信部および受信部ともにダブルバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送信、連続受信が

可能 

■LSBファースト方式／MSBファースト方式の選択が可能 

• 通信モードによらず（調歩同期モード7ビットデータの場合を除く）選択可能* 

【注】 * 本章では LSBファースト方式の例を説明しています。 

 

■内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

■送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、または SCK端

子からの外部クロックから選択可能 

■4種類の割り込み要因 

• 送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、受信エラーの4種類の割り込み要因があり、それぞ

れ独立に要求可能 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、DMAコントローラ（DMAC）または

データトランスファコントローラ（DTC）を起動させてデータ転送を実行可能 

■モジュールストップモードの設定 

• 初期値ではSCIの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタのアクセスが可

能 
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16.1.2 ブロック図 

図 16.1に SCIのブロック図を示します。 
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図 16.1 SCIのブロック図 
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16.1.3 端子構成 

SCIは、表 16.1に示すシリアル端子を持っています。 
 

表 16.1 端子構成 

チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

0 シリアルクロック端子 0 SCK0 入出力 SCI0のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 0 RxD0 

/IrRxD 

入力 SCI0の受信データ入力 

（通常／IrDA） 

 トランスミットデータ端子 0 TxD0 

/IrTxD 

出力 SCI0の送信データ出力 

（通常／IrDA） 

1 シリアルクロック端子 1 SCK1 入出力 SCI1のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 1 RxD1 入力 SCI1の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 1 TxD1 出力 SCI1の送信データ出力 

2 シリアルクロック端子 2 SCK2 入出力 SCI2のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 2 RxD2 入力 SCI2の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 2 TxD2 出力 SCI2の送信データ出力 

3 シリアルクロック端子 3 SCK3 入出力 SCI3のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 3 RxD3 入力 SCI3の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 3 TxD3 出力 SCI3の送信データ出力 

4 シリアルクロック端子 4 SCK4 入出力 SCI4のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 4 RxD4 入力 SCI4の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 4 TxD4 出力 SCI4の送信データ出力 

【注】 * 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCK、RxD、TxDと略称します。 

 

16.1.4 レジスタ構成 

SCIには、表 16.2に示す内部レジスタがあります。これらのレジスタにより調歩同期式モード／クロック同期

式モードの指定、データフォーマットの指定、ビットレートの指定、および送信部／受信部の制御を行うことが

できます。 
 

表 16.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

0 シリアルモードレジスタ 0 SMR0 R/W H'00 H'FF78*3 

 ビットレートレジスタ 0 BRR0 R/W H'FF H'FF79*3 

 シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0 R/W H'00 H'FF7A*3 

 トランスミットデータレジスタ 0 TDR0 R/W H'FF H'FF7B*3 

 シリアルステータスレジスタ 0 SSR0 R/(W)*2 H'84 H'FF7C*3 

 レシーブデータレジスタ 0 RDR0 R H'00 H'FF7D*3 

 スマートカードモードレジスタ 0 SCMR0 R/W H'F2 H'FF7E*3 

 IrDAコントロールレジスタ IrCR R/W H'00 H'FDB0 
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チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

1 シリアルモードレジスタ 1 SMR1 R/W H'00 H'FF80*3 

 ビットレートレジスタ 1 BRR1 R/W H'FF H'FF81*3 

 シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1 R/W H'00 H'FF82*3 

 トランスミットデータレジスタ 1 TDR1 R/W H'FF H'FF83*3 

 シリアルステータスレジスタ 1 SSR1 R/(W)*2 H'84 H'FF84*3 

 レシーブデータレジスタ 1 RDR1 R H'00 H'FF85*3 

 スマートカードモードレジスタ 1 SCMR1 R/W H'F2 H'FF86*3 

2 シリアルモードレジスタ 2 SMR2 R/W H'00 H'FF88 

 ビットレートレジスタ 2 BRR2 R/W H'FF H'FF89 

 シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2 R/W H'00 H'FF8A 

 トランスミットデータレジスタ 2 TDR2 R/W H'FF H'FF8B 

 シリアルステータスレジスタ 2 SSR2 R/(W)*2 H'84 H'FF8C 

 レシーブデータレジスタ 2 RDR2 R H'00 H'FF8D 

 スマートカードモードレジスタ 2 SCMR2 R/W H'F2 H'FF8E 

3 シリアルモードレジスタ 3 SMR3 R/W H'00 H'FDD0 

 ビットレートレジスタ 3 BRR3 R/W H'FF H'FDD1 

 シリアルコントロールレジスタ 3 SCR3 R/W H'00 H'FDD2 

 トランスミットデータレジスタ 3 TDR3 R/W H'FF H'FDD3 

 シリアルステータスレジスタ 3 SSR3 R/(W)*2 H'84 H'FDD4 

 レシーブデータレジスタ 3 RDR3 R H'00 H'FDD5 

 スマートカードモードレジスタ 3 SCMR3 R/W H'F2 H'FDD6 

4 シリアルモードレジスタ 4 SMR4 R/W H'00 H'FDD8 

 ビットレートレジスタ 4 BRR4 R/W H'FF H'FDD9 

 シリアルコントロールレジスタ 4 SCR4 R/W H'00 H'FDDA 

 トランスミットデータレジスタ 4 TDR4 R/W H'FF H'FDDB 

 シリアルステータスレジスタ 4 SSR4 R/(W)*2 H'84 H'FDDC 

 レシーブデータレジスタ 4 RDR4 R H'00 H'FDDD 

 スマートカードモードレジスタ 4 SCMR4 R/W H'F2 H'FDDE 

共通 モジュールストップ MSTPCR R/W H'FF H'FDE9 

 コントロールレジスタ B、C MSTPCR R/W H'FF H'FDEA 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *3 一部の SCIのレジスタは、他のレジスタと同じアドレスに割り当てられています。それぞれのレジスタの選択は

シリアルタイマコントロールレジスタ X（SCRX）の IICEビットで行います。 
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16.2 各レジスタの説明 

16.2.1 レシーブシフトレジスタ（RSR） 

7
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－
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ビット

R/W

：

：
 

RSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIは、RSRに RxD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、パラ

レルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に RDRへ転送されます。 

CPUから RSRを直接リード／ライトすることはできません。 
 

16.2.2 レシーブデータレジスタ（RDR） 
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RDRは、受信したシリアルデータを格納するレジスタです。 

SCIは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、RSRから RDRへ受信したシリアルデータを転送して

格納し、受信動作を完了します。この後、RSRは受信可能になります。 

このように、RSRと RDRはダブルバッファになっているため連続した受信動作が可能です。 

RDRは、リード専用レジスタです。CPUからライトすることはできません。 

RDRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、また

はモジュールストップモード時に H'00に初期化されます。 
 

16.2.3 トランスミットシフトレジスタ（TSR） 
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TSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIは、TDRから送信データをいったん TSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TxD端子に送り出すことで

シリアルデータ送信を行います。 

1バイトのデータ送信を終了すると自動的に TDRから TSRへ次の送信データを転送し、送信を開始します。た

だし SSRの TDREビットが 1にセットされている場合には、TDRから TSRへのデータ転送は行いません。 

CPUから、直接 TSRをリード／ライトすることはできません。 
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16.2.4 トランスミットデータレジスタ（TDR） 
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TDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビットのレジスタです。 

SCIは、TSRの空を検出すると、TDRにライトされた送信データを TSRに転送してシリアル送信を開始します。

TSRのシリアルデータ送信中に TDRに次の送信データをライトしておくと、連続シリアル送信ができます。 

TDRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 

TDRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、また

はモジュールストップモード時に H'FFに初期化されます。 
 

16.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 
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SMRは、SCIのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択するた

めの 8ビットのレジスタです。 

SMRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 

SMRは、リセットまたはハードウェアスタンバイ時に H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：コミュニケーションモード（C/A） 

SCIの動作モードを調歩同期式モード／クロック同期式モードのいずれかから選択します。 

 
ビット 7 説   明 

C/A  

0 調歩同期式モード （初期値） 

1 クロック同期式モード 
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• ビット6：キャラクタレングス（CHR） 

調歩同期式モードのデータ長を7ビット／8ビットデータのいずれかから選択します。クロック同期式モード

ではCHRの設定にかかわらず、データ長は8ビットデータ固定です。 
 

ビット 6 説   明 

CHR  

0 8ビットデータ （初期値） 

1 7ビットデータ* 

【注】 * 7ビットデータを選択した場合、TDRの MSB（ビット 7）は送信されません。また、LSBファースト／MSBファ

ーストの選択はできません。 
 

• ビット5：パリティイネーブル（PE） 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティビットのチェックを行うかど

うかを選択します。クロック同期式モードおよびマルチプロセッサフォーマットでは、PEビットの設定にか

かわらずパリティビットの付加、およびチェックは行いません。 
 

ビット 5 説   明 

PE  

0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止 （初期値） 

1 パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】 * PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信データに付加し

て送信します。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティになって

いるかどうかをチェックします。 
 

• ビット4：パリティモード（O/E） 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ／奇数パリティのいずれで行うかを選択します。 

O/Eビットの設定は、調歩同期式モードでPEビットに1を設定しパリティビットの付加やチェックを許可した

ときのみ有効になります。クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付加やチェックを禁止

している場合およびマルチプロセッサフォーマットでは、O/Eビットの指定は無効です。 
 

ビット 4 説   明 

O/E  

0 偶数パリティ*1 （初期値） 

1 奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が

偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。 

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェッ

クします。 

 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が

奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。 

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェッ

クします。 
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• ビット3：ストップビットレングス（STOP） 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを1ビット／2ビットのいずれかから選択します。STOPビットの

設定は調歩同期式モードでのみ有効になります。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビット

は付加されませんので、このビットの設定は無効です。 

 
ビット 3 説   明 

STOP  

0 1ストップビット：送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）を付加し

て送信します。 （初期値） 

1 2ストップビット：送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）を付加し

て送信します。 

 

なお、受信時にはSTOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビットの1ビット目のみをチェックし

ます。ストップビットの2ビット目が1の場合は、ストップビットとして扱いますが、0の場合は、次の送信キ

ャラクタのスタートビットとして扱います。 

 

• ビット2：マルチプロセッサモード（MP） 

マルチプロセッサフォーマットを選択します。マルチプロセッサフォーマットを選択した場合、PEビット、

およびO/Eビットにおけるパリティの設定は無効になります。また、MPビットの設定は、調歩同期式モード

のときのみ有効です。クロック同期式モードでは、MPビットの設定は無効です。 

マルチプロセッサ通信機能については、「16.3.3 マルチプロセッサ通信機能」を参照してください。 

 
ビット 2 説   明 

MP  

0 マルチプロセッサ機能の禁止 （初期値） 

1 マルチプロセッサフォーマットを選択 

 

• ビット1、0：クロックセレクト1、0（CKS1、CKS0） 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。CKS1、CKS0ビットの設定により、φ、φ／4、

φ／16、φ／64の4種類からクロックソースを選択できます。 

クロックソースと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係については、｢16.2.8 ビット

レートレジスタ｣を参照してください。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS1 CKS0  

0 0 φクロック （初期値） 

 1 φ／4クロック 

1 0 φ／16クロック 

 1 φ／64クロック 
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16.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCRは、SCIの送信／受信動作、調歩同期式モードでのシリアルクロック出力、割り込み要求の許可または禁

止、および送信／受信クロックソースの選択を行うレジスタです。 

SCRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 

SCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイ時に H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：トランスミットインタラプトイネーブル（TIE） 

TDRからTSRへシリアル送信データが転送されSSRのTDREフラグが1にセットされたときに、送信データエ

ンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可または禁止します。 

 
ビット 7 説   明 

TIE  

0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止 （初期値） 

1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可 

【注】 TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから 1をリードした後、0にクリアするか、または TIEビットを 0にクリアす

ることで行うことができます。 

 

• ビット6：レシーブインタラプトイネーブル（RIE） 

シリアル受信データがRSRからRDRへ転送されてSSRのRDRFフラグが1にセットされたとき、受信データフ

ル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求の発生を許可または禁止します。 

 
ビット 6 説   明 

RIE  

0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止* （初期値） 

1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可 

【注】 * RXI、および ERI割り込み要求の解除は、RDRF、または FER、PER、ORERの各フラグから 1をリードした後、0

にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行うことができます。 
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• ビット5：トランスミットイネーブル（TE） 

SCIのシリアル送信動作の開始を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

TE  

0 送信動作を禁止*1 （初期値） 

1 送信動作を許可*2 

【注】 *1 SSRの TDREフラグは 1に固定されます。 

 *2 この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRの TDREフラグを 0にクリアするとシリアル送信を開始します。 

  なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。 

 

• ビット4：レシーブイネーブル（RE） 

SCIのシリアル受信動作の開始を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

RE  

0 受信動作を禁止*1 （初期値） 

1 受信動作を許可*2 

【注】 *1 REビットを 0にクリアしても RDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。 

 *2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力をそれ

ぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。 

  なお、REビットを 1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してください。 

 

• ビット3：マルチプロセッサインタラプトイネーブル（MPIE） 

マルチプロセッサ割り込みを許可または禁止します。MPIEビットの設定は、調歩同期式モードで、かつ、SMR

のMPビットが1に設定されている受信時にのみ有効です。 

クロック同期式モードのとき、あるいはMPビットが0のときには、MPIEビットの設定は無効です。 
 

ビット 3 説   明 

MPIE  

0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態（通常の受信動作をします） （初期値） 

［クリア条件］ 

• MPIEビットを 0にクリア 

• MPB＝1のデータを受信したとき 

1 マルチプロセッサ割り込み許可状態* 

マルチプロセッサビットが 1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込

み（ERI）要求、および SSRの RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。 

【注】 * MPB=0を含む受信データを受信しているときは、RSRから RDRへの受信データの転送、および受信エラーの検出

と SSRの RDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信データを受信すると、SSR

の MPBビットを 1にセットし、MPIEビットを自動的に 0にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生（SCRの TIE、

RIEビットが 1にセットされている場合）と FER、ORERフラグのセットが許可されます。 
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• ビット2：トランスミットエンドインタラプトイネーブル（TEIE） 

MSBデータ送出時に有効な送信データがTDRにないとき、送信終了割り込み（TEI）要求の発生を許可また

は禁止します。 

 
ビット 2 説   明 

TEIE  

0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止* （初期値） 

1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可* 

【注】 * TEIの解除は、SSRの TDREフラグから 1をリードした後、0にクリアして TENDフラグを 0にクリアするか、TEIE

ビットを 0にクリアすることで行うことができます。 

 

• ビット1、0：クロックイネーブル1、0（CKE1、CKE0） 

SCIのクロックソースの選択、およびSCK端子からのクロック出力の許可または禁止を設定します。CKE1ビ

ットとCKE0ビットの組み合わせによってSCK端子を入出力ポートにするか、シリアルクロック出力端子にす

るか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決まります。 

ただし、CKE0ビットの設定は調歩同期式モードで内部クロック動作（CKE1＝0）時のみ有効です。クロック

同期式モードのとき、および外部クロック動作（CKE1＝1）の場合はCKE0ビットの設定は無効です。また、

SMRでSCIの動作モードを決定する前にCKE1、CKE0の設定を行ってください。 

SCIのクロックソースの選択についての詳細は表16.9を参照してください。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

CKE1 CKE0  

0 0 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は入出力ポート*1 

  クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力*1 

 1 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子はクロック出力*2 

  クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

1 0 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*3 

  クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

 1 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*3 

  クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

【注】 *1 初期値 

 *2 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

 *3 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 
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16.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

FER

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 

SCIの動作状態を示すステータスフラグと、マルチプロセッサビットを内蔵した 8ビットのレジスタです。 

SSRは常に CPUからリード／ライトできます。ただし、TDRE、RDRF、ORER、PER、FERの各フラグへ 1を

ライトすることはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1をリードしておく必要が

あります。また、TENDフラグおよびMPBフラグはリード専用であり、ライトすることはできません。 

SSRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、また

はモジュールストップモード時に H'84に初期化されます。 
 

• ビット7：トランスミットデータレジスタエンプティ（TDRE） 

TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRに次のシリアル送信データをライトすることが可能になったこと

を示します。 

 
ビット 7 説   明 

TDRE  

0 ［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• TXI割り込み要求によって DMACまたは DTCが起動され、DMACまたは DTCで TDRへデータをラ

イトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値） 

• SCRの TEビットが 0のとき 

• TDRから TSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能になったとき 

 

• ビット6：レシーブデータレジスタフル（RDRF） 

受信したデータがRDRに格納されていることを示します。 

 
ビット 6 説   明 

RDRF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• RXI割り込み要求によって DMACまたは DTCが起動され、DMACまたは DTCで RDRのデータをリ

ードしたとき 

1 ［セット条件］ 

• シリアル受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 



 

16. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI、IrDA） 

16-14  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

【注】 受信時にエラーを検出したとき、および SCRの REビットを 0にクリアしたときには RDRおよび RDRFフラグは影響

を受けず以前の状態を保持します。 

 RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信データが失われま

すので注意してください。 

 

• ビット5：オーバランエラー（ORER） 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

 
ビット 5 説   明 

ORER  

0 ［クリア条件］ （初期値）*1 

• ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2 

【注】 *1 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さらに、

ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モード

では、シリアル送信も続けることができません。 

 

• ビット4：フレーミングエラー（FER） 

調歩同期式モードで受信時にフレーミングエラーが発生して異常終了したことを示します。 

 
ビット 4 説   明 

FER  

0 ［クリア条件］ （初期値）*1 

• FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかをチェックし、ストッ

プビットが 0であったとき*2 

【注】 *1 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるかどうかのみを判定し、2ビット目の

ストップビットはチェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データは RDRに転送さ

れますが、RDRFフラグはセットされません。さらに、FERフラグが 1にセットされた状態においては、以降の

シリアル受信を続けることはできません。また、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができま

せん。 
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• ビット3：パリティエラー（PER） 

調歩同期式モードで、パリティを付加した受信時にパリティエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 

ビット 3 説   明 

PER  

0 ［クリア条件］ （初期値）*1 

• PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

• 受信時の受信データとパリティビットをあわせた 1の数が、SMRの O/Eビットで指定した偶数パリ

ティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2 

【注】 *1 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 パリティエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。なお、

PERフラグが 1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。さらに、クロック同

期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 

 

• ビット2：トランスミットエンド（TEND） 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時にTDRに有効なデータがなく、送信を終了したことを示します。 

TENDフラグはリード専用です。ライトは無効です。 
 

ビット 2 説   明 

TEND  

0 ［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 

• TXI割り込み要求によって DMACまたは DTCが起動され、DMACまたは DTCで TDRへデータをラ

イトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値） 

• SCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に TDRE＝1であったとき 

 

• ビット1：マルチプロセッサビット（MPB） 

調歩同期式モードで受信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、受信データ中のマルチプロセッサ

ビットを格納します。 

MPBビットは、リード専用です。ライトは無効です。 
 

ビット 1 説   明 

MPB  

0 ［クリア条件］ （初期値）* 

• マルチプロセッサビットが 0のデータを受信したとき 

1 ［セット条件］ 

• マルチプロセッサビットが 1のデータを受信したとき 

【注】 * マルチプロセッサフォーマットで SCRの REビットを 0にクリアしたときには、以前の状態を保持します。 
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• ビット0：マルチプロセッサビットトランスファ（MPBT） 

調歩同期式モードで送信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、送信データに付加するマルチプロ

セッサビットを格納します。 

マルチプロセッサフォーマットでないとき、あるいは送信でないとき、およびクロック同期式モードには

MPBTビットの設定は無効です。 

 
ビット 0 説   明 

MPBT  

0 マルチプロセッサビットが 0のデータを送信 （初期値） 

1 マルチプロセッサビットが 1のデータを送信 

 

16.2.8 ビットレートレジスタ（BRR） 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

BRRは、SMRの CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックとあわせて、シリ

アル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

BRRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 

BRRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'FFに初期化されます。 

なお、チャネルごとにボーレートジェネレータの制御が独立していますので、それぞれ異なる値を設定するこ

とができます。 

表 16.3に調歩同期式モードの BRRの設定例を、表 16.4にクロック同期式モードの BBRの設定例を示します。 
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表 16.3 ビットレートに対する BRRの設定例〔調歩同期式モード〕 

ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 2 2.097152 2.4576 3 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 1 141 0.03 1 148 －0.04 1 174 －0.26 1 212 0.03 

150 1 103 0.16 1 108 0.21 1 127 0.00 1 155 0.16 

300 0 207 0.16 0 217 0.21 0 255 0.00 1 77 0.16 

600 0 103 0.16 0 108 0.21 0 127 0.00 0 155 0.16 

1200 0 51 0.16 0 54 －0.70 0 63 0.00 0 77 0.16 

2400 0 25 0.16 0 26 1.14 0 31 0.00 0 38 0.16 

4800 0 12 0.16 0 13 －2.48 0 15 0.00 0 19 －2.34 

9600 － － － 0 6 －2.48 0 7 0.00 0 9 －2.34 

19200 － － － － － － 0 3 0.00 0 4 －2.34 

31250 0 1 0.00 － － － － － － 0 2 0.00 

38400 － － － － － － 0 1 0.00 － － － 

 
ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 3.6864 4 4.9152 5 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 64 0.70 2 70 0.03 2 86 0.31 2 88 －0.25 

150 1 191 0.00 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 

300 1 95 0.00 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 

600 0 191 0.00 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 

1200 0 95 0.00 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 

2400 0 47 0.00 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 

4800 0 23 0.00 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 －1.36 

9600 0 11 0.00 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 

19200 0 5 0.00 － － － 0 7 0.00 0 7 1.73 

31250 － － － 0 3 0.00 0 4 －1.70 0 4 0.00 

38400 0 2 0.00 － － － 0 3 0.00 0 3 1.73 
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ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 6 6.144 7.3728 8 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 106 －0.44 2 108 0.08 2 130 －0.07 2 141 0.03 

150 2 77 0.16 2 79 0.00 2 95 0.00 2 103 0.16 

300 1 155 0.16 1 159 0.00 1 191 0.00 1 207 0.16 

600 1 77 0.16 1 79 0.00 1 95 0.00 1 103 0.16 

1200 0 155 0.16 0 159 0.00 0 191 0.00 0 207 0.16 

2400 0 77 0.16 0 79 0.00 0 95 0.00 0 103 0.16 

4800 0 38 0.16 0 39 0.00 0 47 0.00 0 51 0.16 

9600 0 19 －2.34 0 19 0.00 0 23 0.00 0 25 0.16 

19200 0 9 －2.34 0 9 0.00 0 11 0.00 0 12 0.16 

31250 0 5 0.00 0 5 2.40 － － － 0 7 0.00 

38400 0 4 －2.34 0 4 0.00 0 5 0.00 － － － 

 
ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 9.8304 10 12 12.288 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 174 －0.26 2 177 －0.25 2 212 0.03 2 217 0.08 

150 2 127 0.00 2 129 0.16 2 155 0.16 2 159 0.00 

300 1 255 0.00 2 64 0.16 2 77 0.16 2 79 0.00 

600 1 127 0.00 1 129 0.16 1 155 0.16 1 159 0.00 

1200 0 255 0.00 1 64 0.16 1 77 0.16 1 79 0.00 

2400 0 127 0.00 0 129 0.16 0 155 0.16 0 159 0.00 

4800 0 63 0.00 0 64 0.16 0 77 0.16 0 79 0.00 

9600 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 38 0.16 0 39 0.00 

19200 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 －2.34 0 19 0.00 

31250 0 9 －1.70 0 9 0.00 0 11 0.00 0 11 2.40 

38400 0 7 0.00 0 7 1.73 0 9 －2.34 0 9 0.00 
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ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 14 14.7456 16 17.2032 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 248 －0.17 3 64 0.70 3 70 0.03 3 75 0.48 

150 2 181 0.16 2 191 0.00 2 207 0.16 2 223 0.00 

300 2 90 0.16 2 95 0.00 2 103 0.16 2 111 0.00 

600 1 181 0.16 1 191 0.00 1 207 0.16 1 223 0.00 

1200 1 90 0.16 1 95 0.00 1 103 0.16 1 111 0.00 

2400 0 181 0.16 0 191 0.00 0 207 0.16 0 223 0.00 

4800 0 90 0.16 0 95 0.00 0 103 0.16 0 111 0.00 

9600 0 45 －0.93 0 47 0.00 0 51 0.16 0 55 0.00 

19200 0 22 －0.93 0 23 0.00 0 25 0.16 0 27 0.00 

31250 0 13 0.00 0 14 －1.70 0 15 0.00 0 16 1.20 

38400 － － － 0 11 0.00 0 12 0.16 0 13 0.00 

 
ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 18 19.6608 20 25 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 3 79 －0.12 3 86 0.31 3 88 －0.25 3 110 －0.02 

150 2 233 0.16 2 255 0.00 3 64 0.16 3 80 －0.47 

300 2 116 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 2 162 0.15 

600 1 233 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 2 80 －0.47 

1200 1 116 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 1 162 0.15 

2400 0 233 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 1 80 －0.47 

4800 0 116 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 0 162 0.15 

9600 0 58 －0.69 0 63 0.00 0 64 0.16 0 80 －0.47 

19200 0 28 1.02 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 40 －0.76 

31250 0 17 0.00 0 19 －1.70 0 19 0.00 0 24 0.00 

38400 0 14 －2.34 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 1.73 
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表 16.4 ビットレートに対する BRRの設定例〔クロック同期式モード〕 

ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 2 4 8 10 16 20 25 

 n N n N n N n N n N n N n N 

110 3 70 － －           

250 2 124 2 249 3 124 － － 3 249     

500 1 249 2 124 2 249 － － 3 124 － －   

1K 1 124 1 249 2 124 － － 2 249 － － 3 97 

2.5K 0 199 1 99 1 199 1 249 2 99 2 124 2 155 

5K 0 99 0 199 1 99 1 124 1 199 1 249 2 77 

10K 0 49 0 99 0 199 0 249 1 99 1 124 1 155 

25K 0 19 0 39 0 79 0 99 0 159 0 199 0 249 

50K 0 9 0 19 0 39 0 49 0 79 0 99 0 124 

100K 0 4 0 9 0 19 0 24 0 39 0 49 0 62 

250K 0 1 0 3 0 7 0 9 0 15 0 19 0 24 

500K 0  0* 0 1 0 3 0 4 0 7 0 9 － － 

1M   0  0* 0 1   0 3 0 4 － － 

2.5M       0 0*   0 1 － － 

5M           0 0* － － 

【注】 誤差は、なるべく 1%以内になるように設定してください。 

【記号説明】 

 空欄 ：設定できません 

 － ：設定可能ですが誤差がでます 

 * ：連続送信／受信はできません 

 

BRRの設定値は以下の計算式で求められます。 
 

調歩同期式モード 

φ
64×22n－1×B

N ＝ ×106－1
 

クロック同期式モード 

φ
8×22n－1×B

N ＝ ×106－1
 

 

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータの BRRの設定値（0≦N≦255） 

φ ：動作周波数（MHz） 

n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0～3） 

  （nとクロックの関係は下表を参照してください。） 
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n クロック SMRの設定値 

  CKS1 CKS0 

0 φ 0 0 

1 φ／4 0 1 

2 φ／16 1 0 

3 φ／64 1 1 

 

調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

φ×106

(N＋1)×B×64×22n－1誤差（%） ＝ －1 ×100
 

 

表 16.5に調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレートを示します。また、表 16.6、表 16.7に外部

クロック入力時の最大ビットレートを示します。 
 

表 16.5 各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 

φ（MHz） 最大ビットレート（bit/s） n N 

2 62500 0 0 

2.097152 65536 0 0 

2.4576 76800 0 0 

3 93750 0 0 

3.6864 115200 0 0 

4 125000 0 0 

4.9152 153600 0 0 

5 156250 0 0 

6 187500 0 0 

6.144 192000 0 0 

7.3728 230400 0 0 

8 250000 0 0 

9.8304 307200 0 0 

10 312500 0 0 

12 375000 0 0 

12.288 384000 0 0 

14 437500 0 0 

14.7456 460800 0 0 

16 500000 0 0 

17.2032 537600 0 0 

18 562500 0 0 

19.6608 614400 0 0 

20 625000 0 0 

25 781250 0 0 
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表 16.6 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 

φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

2 0.5000 31250 

2.097152 0.5243 32768 

2.4576 0.6144 38400 

3 0.7500 46875 

3.6864 0.9216 57600 

4 1.0000 62500 

4.9152 1.2288 76800 

5 1.2500 78125 

6 1.5000 93750 

6.144 1.5360 96000 

7.3728 1.8432 115200 

8 2.0000 125000 

9.8304 2.4576 153600 

10 2.5000 156250 

12 3.0000 187500 

12.288 3.0720 192000 

14 3.5000 218750 

14.7456 3.6864 230400 

16 4.0000 250000 

17.2032 4.3008 268800 

18 4.5000 281250 

19.6608 4.9152 307200 

20 5.0000 312500 

25 6.2500 390625 

 

表 16.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） 

φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

2 0.3333 333333.3 

4 0.6667 666666.7 

6 1.0000 1000000.0 

8 1.3333 1333333.3 

10 1.6667 1666666.7 

12 2.0000 2000000.0 

14 2.3333 2333333.3 

16 2.6667 2666666.7 

18 3.0000 3000000.0 

20 3.3333 3333333.3 

25 4.1667 4166666.7 
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16.2.9 スマートカードモードレジスタ（SCMR） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

SDIR

0

R/W

0

SMIF

0

R/W

2

SINV

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCMRは、SDIRビットにより、LSBファースト／MSBファーストの選択を行います。調歩同期式モード 7ビ

ットデータの場合を除き、シリアル通信モードによらず、LSBファースト／MSBファーストの選択が可能です。

本章の説明では、LSBファーストの場合について説明しています。 

SCMRのその他のビットについての詳細は、「17.2.1 スマートカードモードレジスタ（SCMR）」を参照して

ください。 

SCMRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'F2に初期化されます。 
 

• ビット7～4：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット3：スマートカードデータトランスファディレクション（SDIR） 

シリアル／パラレル変換のフォーマットを選択します。 

送信／受信フォーマットが8ビットデータの場合に有効です。 

 
ビット 3 説   明 

SDIR  

0 TDRの内容を LSBファーストで送信 （初期値） 

受信データを LSBファーストとして RDRに格納 

1 TDRの内容を MSBファーストで送信 

受信データを MSBファーストとして RDRに格納 

 

• ビット2：スマートカードデータインバート（SINV） 

データのロジックレベルの反転を指定します。SINVビットは、パリティビットのロジックレベルには影響し

ません。パリティビットの反転のためには、SMRのO/Eビットを反転する必要があります。 

 
ビット 2 説   明 

SINV  

0 TDRの内容をそのまま送信 （初期値） 

受信データをそのまま RDRに格納 

1 TDRの内容を反転してデータを送信 

受信データを反転して RDRに格納 
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• ビット1：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット0：スマートカードインタフェースモードセレクト（SMIF） 

通常のSCIとして動作する場合には0をライトしてください。 

 
ビット 0 説   明 

SMIF  

0 通常の SCIとして動作（スマートカードインタフェース機能を禁止） （初期値） 

1 スマートカードインタフェース機能を許可 

 

16.2.10 IrDAコントロールレジスタ（IrCR） 

7

IrE

0

R/W

6

IrCKS2

0

R/W

5

IrCKS1

0

R/W

4

IrCKS0

0

R/W

3

－

0

－

0

－

0

－

2

－

0

－

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

IrCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、SCI0の機能の選択を行います。 

IrCRは、リセット、ハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：IrDAイネーブル（IrE） 

SCI0の入出力を通常のSCIかIrDAかに設定します。 

 
ビット 7 説   明 

IrE  

0 TxD0/IrTxD、RxD0/IrRxD端子は TxD0、RxD0として動作 （初期値） 

1 TxD0/IrTxD、RxD0/IrRxD端子は IrTxD、IrRxDとして動作 
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• ビット6～4：IrDAクロックセレクト2～0（IrCKS2～IrCKS0） 

IrDA機能をイネーブルにしたとき、IrTxD出力パルスエンコード時のHighパルス幅を設定します。 

 
ビット 6 ビット 5 ビット 4 説  明 

IrCKS2 IrCKS1 IrCKS0  

0 0 0 B×3/16（ビットレートの 16分の 3） （初期値） 

  1 φ/2 

 1 0 φ/4 

  1 φ/8 

1 0 0 φ/16 

  1 φ/32 

 1 0 φ/64 

  1 φ/128 

 

• ビット3～0：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

16.2.11 モジュールストップコントロールレジスタ B、C（MSTPCRB、MSTPCRC） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPB7

1

R/W

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W

MSTPCRB

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPC7

1

R/W

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W

MSTPCRC

 

MSTPCRB、MSTPCRCは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行

います。 

MSTPB7～MSTPB5、MSTPC7～MSTPC6ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で SCI0～SCI4

はそれぞれ動作を停止してモジュールストップモードに遷移します。詳細は「24.5 モジュールストップモード」

を参照してください。 

MSTPCRB、MSTPCRCは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化され

ます。マニュアルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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（1） モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB） 
 

• ビット7：モジュールストップ（MSTPB7） 

SCI0のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 7 説   明 

MSTPB7  

0 SCI0のモジュールストップモード解除 

1 SCI0のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

• ビット6：モジュールストップ（MSTPB6） 

SCI1のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 6 説   明 

MSTPB6  

0 SCI1のモジュールストップモード解除 

1 SCI1のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

• ビット5：モジュールストップ（MSTPB5） 

SCI2のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 5 説   明 

MSTPB5  

0 SCI2のモジュールストップモード解除 

1 SCI2のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

（2） モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） 
 

• ビット7：モジュールストップ（MSTPC7） 

SCI3のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 7 説   明 

MSTPC7  

0 SCI3のモジュールストップモード解除 

1 SCI3のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 



 

16. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI、IrDA） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  16-27 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

• ビット6：モジュールストップ（MSTPC6） 

SCI4のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 6 説   明 

MSTPC6  

0 SCI4のモジュールストップモード解除 

1 SCI4のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

16.3 動作説明 

16.3.1 概要 

SCIは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式で、シリアル通信ができます。 

調歩同期式モードと、クロック同期式モードの選択および送信フォーマットの選択は、SMRで行います。これ

を表 16.8に示します。また、SCIのクロックソースは、SMRの C/Aビットおよび SCRの CKE1、CKE0ビットの

組み合わせで決まります。これを表 16.9に示します。 
 

（1） 調歩同期式モード 
 

■データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

■パリティの付加、マルチプロセッサビットの付加、および 1ビット／2ビットのストッ

プビットの付加を選択可能 

（これらの組み合わせにより送信／受信フォーマットおよび、キャラクタ長を決定） 

■受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、オーバランエラー、およびブレークの

検出が可能 

■SCIのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

• 内部クロックを選択した場合： 

SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、ビットレートと同じ周波数のクロックを出力すること

が可能 

• 外部クロックを選択した場合： 

ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力することが必要（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 
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（2） クロック同期式モード 

■送信／受信フォーマット：8ビットデータ固定 

■受信時にオーバランエラーの検出可能 

■SCIのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

• 内部クロックを選択した場合： 

SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

• 外部クロックを選択した場合： 

内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された同期クロックで動作 

 

表 16.8 SMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SMRの設定値 モード SCIの送信／受信フォーマット 

ビット7 ビット6 ビット2 ビット5 ビット3  データ長 マルチプロセッサ 

ビット 

パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット長 

C/A CHR MP PE STOP      

0 0 0 0 0 調歩同期式 8ビット なし なし 1ビット 

    1 モード データ   2ビット 

   1 0    あり 1ビット 

    1     2ビット 

 1  0 0  7ビット  なし 1ビット 

    1  データ   2ビット 

   1 0    あり 1ビット 

    1     2ビット 

 0 1 － 0 調歩同期式 8ビット あり なし 1ビット 

   － 1 モード データ   2ビット 

 1  － 0 （マルチプロセッサ 7ビット   1ビット 

   － 1 フォーマット） データ   2ビット 

1 － － － － クロック 

同期式モード 

8ビット

データ

なし  なし 
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表 16.9 SMR、SCRの設定と SCIのクロックソースの選択 

SMR SCRの設定 モード SCIの送信／受信クロック 

ビット7 ビット1 ビット0  クロックソース SCK端子の機能 

C/A CKE1 CKE0    

0 0 0 調歩同期式モード 内部 SCIは、SCK端子を使用しません 

  1   ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

 1 0  外部 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

  1    

1 0 0 クロック同期式モード 内部 同期クロックを出力 

  1    

 1 0  外部 同期クロックを入力 

  1    
 

16.3.2 調歩同期式モード時の動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信または受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部が共にダブルバッファ構造になっていますので、送信および受信中にデータのリード／ライトができ、連続

送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 16.2に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（Highレベル）に保たれています。SCIは通信回

線を監視し、スペース（Lowレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（Lowレベル）から始まりデータ（LSBファースト：最下位

ビットから）、パリティビット（High／Lowレベル）、最後にストップビット（Highレベル）の順で構成されて

います。 

調歩同期式モードでは、SCIは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また SCIは、

データを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの中央で通信デ

ータが取り込まれます。 

LSB

スタート
ビット

MSB

アイドル状態
（マーク状態）

ストップ
ビット

0

送信／受信データ

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1 1

シリアル
データ

パリティ
ビット

1ビット 1ビット
または　
2ビット

7ビットまたは8ビット 1ビット
または
なし

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）
 

図 16.2 調歩同式通信のデータフォーマット（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット 

調歩同期式モードで設定できる送信／受信フォーマットを、表 16.10に示します。 

送信／受信フォーマットは 12種類あり、SMRの選定により選択できます。 
 

表 16.10 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

PE

0

0

1

1

0

0

1

1

－

－

－

－

S 8ビットデータ STOP

S 7ビットデータ STOP

S 8ビットデータ STOP STOP

S 8ビットデータ P STOP

S 7ビットデータ STOPP

S 8ビットデータ MPB STOP

S 8ビットデータ MPB STOP STOP

S 7ビットデータ STOPMPB

S 7ビットデータ STOPMPB STOP

S 7ビットデータ STOPSTOP

CHR

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

MP

0

0 

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

SMRの設定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

STOPS 8ビットデータ P STOP

S 7ビットデータ STOPP STOP

 
【記号説明】 

 S ：スタートビット 

 STOP ：ストップビット 

 P ：パリティビット 

 MPB ：マルチプロセッサビット 
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（2） クロック 

SCIの送受信クロックは、SMRの C/Aビットと SCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボーレートジ

ェネレータの生成した内部クロック、または SCK端子から入力された外部クロックの 2種類から選択できます。

SCIのクロックソースの選択については表 16.9を参照してください。 

外部クロックを SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力して

ください。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力されるクロ

ックの周波数はビットレートと等しく、位相は図 16.3に示すように送信データの中央にクロック立ち上がりエッ

ジがくるようになります。 

0

1フレーム

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

 

図 16.3 出力クロックと通信データの位相関係（調歩同期式モード） 

 

（3） データの送信／受信動作 

（a） SCIの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIを初期化してく

ださい。 
 

動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび REビットを 0にクリアし

てから次の手順で変更を行ってください。TEビットを 0にクリアすると TDREフラグは 1にセットされ、TSRが

初期化されます。REビットを 0にクリアしても、RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRの内容は

保持されますので注意してください。 

外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロックを止め

ないでください。 

図 16.4に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 
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Wait

〈初期化完了〉

初　期　化　開　始

SMR、SCMRに送信／
受信フォーマットを設定

［1］SCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、REはビット0）

No

Yes

BRRに値を設定

SCRのTE、REビットを0にクリア

［2］

［3］

SCRのTE、REビットを1にセット、
および、RIE、TIE、TEIE、MPIEビット

を設定
［4］

1ビット期間経過

［1］ SCRにクロックの選択を設定してくだ
さい。
なお、RIE、TIE、TEIE、MPIE、およ
びTE、REビットは必ず0にクリアして
ください。
調歩同期式モードでクロックを選択し
た場合には、SCRの設定後、直ちに出
力されます。

［2］ SMR、SCMRに送信／受信フォーマッ
トを設定します。

［3］ BRRにビットレートに対応する値をラ
イトします。ただし、外部クロックを
使用する場合には必要ありません。

［4］少なくとも1ビット期間待ってから、
SCRのTEビットまたはREビットを1に
セットします。また、RIE、TIE、TEIE、
MPIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定するとことによ
りTxD、RxD端子が使用可能となります。

 

図 16.4 SCIの初期化フローチャートの例 
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（b） シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 16.5にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSRのTDREフラグをリード ［2］

TDRに送信データをライトし、
SSRのTDREフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグをリード

［3］

No

Yes

［4］

DRを0にクリア、
DDRを1にセット

SCRのTEビットを0にクリア

TDRE＝1

全データ送信

TEND＝1

ブレーク出力

［1］SCIを初期化：
TxD端子は自動的に送信データ出力
端子になります。
TEビットを1にセットした後、1フ
レーム分の1を出力して送信可能状
態になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信データ
をライト：
SSRをリードして、TDREフラグが
1であることを確認した後、TDRに
送信データをライトし、TDREフラ
グを0にクリアします。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、
TDREフラグの1をリードしてライ
ト可能であることを確認した後に
TDRにデータをライトし、続いて
TDREフラグを0にクリアしてくだ
さい。ただし、送信データエンプ
ティ割り込み（TXI）要求でDMAC
またはDTCを起動し、TDRにデー
タをライトする場合には、TDREフ
ラグのチェックおよびクリアは自
動的に行われます。

［4］シリアル送信の終了時にブレークを
出力： 
シリアル送信時にブレークを出力
するときには、TxD端子に対応する
ポートのDDRを1にセット、DRを0
にクリアした後にSCRのTEビット
を0にクリアします。

 

図 16.5 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIは、SSRのTDREフラグを監視し、0であるとTDRにデータがライトされたと認識し、TDRからTSRにデー

タを転送します。 

2. TDRからTSRへデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCRのTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。 

シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

［a］ スタートビット： 

 1ビットの0が出力されます。 

［b］ 送信データ： 

 8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

［c］ パリティビットまたはマルチプロセッサビット： 

 1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）、または1ビットのマルチプロセッ

サビットが出力されます。 

 なお、パリティビット、またはマルチプロセッサビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

［d］ ストップビット： 

 1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

［e］ マーク状態： 

 次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

3. SCIは、ストップビットを送出するタイミングでTDREフラグをチェックします。 

TDREフラグが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシ

リアル送信を開始します。 

TDREフラグが1であるとSSRのTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出した後、1を出力する

マーク状態になります。このときSCRのTEIEビットが1にセットされているとTEI割り込み要求を発生しま

す。 
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調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 16.6に示します。 

TDRE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理
ルーチンでTDRに
データをライトし、
TDREフラグを0に
クリア

TEI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

 

図 16.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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（c） シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 16.7にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 

Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

［2］

No

Yes

SSRのRDRFフラグをリード ［4］

［5］

SCRのREビットを0にクリア

SSRのORER、PER、
FERフラグをリード

エラー処理

（次頁に続く）

［3］

RDRの受信データをリードし、SSRの
RDRFフラグを0にクリア　　　　

No

Yes

PER∨FER∨ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

［1］SCIの初期化：
RxD端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］［3］受信エラー処理とブレークの
検出：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORER、PER、FERの各フ
ラグをリードしてエラーを判定し
ます。所定のエラー処理を行った
後、必ず、ORER、PER、FERフ
ラグをすべて0にクリアしてくだ
さい。ORER、PER、FERフラグ
のいずれかが1にセットされた状
態では受信を再開できません。ま
た、フレーミングエラー時にRxD
端子に対応する入力ポートの値を
リードすることでブレークの検出
ができます。

［4］SCIの状態を確認して受信データ
のリード：
SSRをリードして、RDRF＝1で
あることを確認した後、RDRの
受信データをリードし、RDRFフ
ラグを0にクリアします。RDRF
フラグが0から1に変化したことは、
RXI割り込みによっても知ること
ができます。

［5］シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、
現在のフレームのストップビット
を受信する前に、RDRFフラグの
リード、RDRのリード、RDRFフ
ラグを0にクリアしておいてくだ
さい。ただし、RXI割り込みで
DMACまたはDTCを起動しRDR
の値をリードする場合には、
RDRFフラグのクリアは自動的に
行われます。

 

図 16.7 シリアル受信データフローチャートの例（1） 
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〈終　　了〉

［3］

エラー処理

パリティエラー処理

Yes

No

SSRのORER、PER、
FERフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

No

Yes

オーバランエラー処理

ORER＝1

FER＝1

ブレーク

PER＝1

SCRのREビットを0にクリア

 

図 16.7 シリアル受信データフローチャートの例（2） 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

受信後、SCIは以下のチェックを行います。 

［a］ パリティチェック： 

 受信データの1の数をチェックし、これがSMRのO/Eビットで設定した偶数／奇数パリティになってい

るかをチェックします。 

［b］ ストップビットチェック： 

 ストップビットが1であるかをチェックします。 

 ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のみをチェックします。 

［c］ ステータスチェック： 

 RDRFフラグが0であり、受信データをRSRからRDRに転送できる状態であるかをチェックします。 

 以上のチェックをすべて満足したとき、RDRFフラグが1にセットされ、RDRに受信データが格納され

ます。 

 エラーチェックで受信エラー*を発生すると表16.11のように動作します。 

【注】 * 受信エラーが発生した状態では、以後の受信動作ができません。 

  また、受信時に RDRFフラグが 1にセットされませんので、必ずエラーフラグを 0にクリアしてください。 

4. RDRFフラグが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信データフル割り込み（RXI）

要求を発生します。 

また、ORER、PER、FERフラグのいずれかが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受

信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

 

表 16.11 受信エラーと発生条件 

受信エラー名 略称 発生条件 データ転送 

オーバランエラー ORER SSRのRDRFフラグが 1にセットされた

まま次のデータ受信を完了したとき 

RSRからRDRに受信データは転送されません 

フレーミングエラー FER ストップビットが 0のとき RSRから RDRに受信データが転送されます 

パリティエラー PER SMRで設定した偶数／奇数パリティの設

定と受信したデータが異なるとき 

RSRから RDRに受信データが転送されます 
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調歩同期式モード受信時の動作例を図 16.8に示します。 

RDRF

FER

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0

1 1
データスタート

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

フレーミング
エラーでERI
割り込み要求
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RXI割り込み処理
ルーチンでRDRの
データをリードし
RDRFフラグを0に
クリア

RXI割り込み
要求の発生

 

図 16.8 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

16.3.3 マルチプロセッサ通信機能 

マルチプロセッサ通信機能とは、調歩同期式モードでマルチプロセッサビットを付加したフォーマット（マル

チプロセッサフォーマット）でシリアル通信をする機能です。この機能を使用すると、複数のプロセッサ間でシ

リアル通信回線を共有したデータの送受信ができます。 

マルチプロセッサ通信を行うとき、受信局はおのおの固有の IDコードでアドレッシングされています。 

シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID送信サイクルとデータ送信サイクルの 2つから構成されます。

この ID送信サイクルとデータ送信サイクルの区別は、マルチプロセッサビットで行います。 

送信局は、まず、シリアル通信を行いたい受信局の IDを、マルチプロセッサビット 1を付加したデータにして

送信します。続いて、送信データを、マルチプロセッサビット 0を付加したデータにして送信します。 

受信局は、マルチプロセッサビット 1のデータが送信されるまでは、データを読み飛ばします。 

マルチプロセッサビット 1のデータを受信したとき、受信局は自局の IDと比較します。そして、一致した局は

続いて送信されるデータを受信します。一方、一致しなかった局は、再びマルチプロセッサビット 1のデータが

送信されるまでは、データを読み飛ばします。このようにして複数のプロセッサ間のデータ送受信が行われます。 

図 16.9にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例を示します。 
 

（1） 送信／受信フォーマット 

送信／受信フォーマットは 4種類です。 

マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。 

詳細は表 16.10を参照してください。 
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（2） クロック 

調歩同期式モードの項を参照してください。 

送信局

受信局A

（ID＝01）

受信局B

（ID＝02）

受信局C

（ID＝03）

受信局D

（ID＝04）

シリアル通信回線

シリアル
データ

ID送信サイクル
＝受信局の指定

データ送信サイクル
＝IDで指定した受信局
　へのデータ送信

（MPB＝1） （MPB＝0）

H'01 H'AA

【記号説明】
　MPB：マルチプロセッサビット

 

図 16.9 マルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例（受信局 AへのデータH'AAの送信の例） 

 

（3） データの送信／受信動作 

（a） マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図 16.10にマルチプロセッサシリアルデータ送信のフローチャートの例を示します。 

マルチプロセッサシリアルデータ送信は、以下の手順に従い行ってください。 
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No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSRのTDREフラグをリード ［2］

TDRに送信データをライトし、
SSRのMPBTビットを設定　　

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグをリード

［3］

No

Yes

［4］

DRを0にクリア、DDRを
  1にセット

SCRのTEビットを0にクリア

TDRE＝1

送信終了

TEND＝1

ブレーク出力

TDREフラグを0にクリア

［1］SCIの初期化：
TxD端子は自動的に送信データ出
力端子になります。
TEビットを1にセットした後、1
フレーム分の1を出力して送信可
能状態になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信デー
タをライト：
SSRをリードして、TDREフラグ
が1であることを確認した後、
TDRに送信データをライトします。
また、SSRのMPBTビットを0ま
たは 1に設定します。最後に
TDREフラグを0にクリアしてく
ださい。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、
必ずTDREフラグの1をリードし
てライト可能であることを確認し
た後にTDRにデータをライトし、
続いてTDREフラグを0にクリア
してください。ただし、送信デー
タエンプティ割り込み（TXI）要
求でDMACまたはDTCを起動し
TDRにデータをライトする場合に
はTDREフラグのチェック、およ
びクリアは自動的に行われます。

［4］シリアル送信の終了時にブレーク
を出力：
シリアル送信時にブレークを出力
するときには、ポートのDDRを1
にセットし、DRを0にクリアした
後にSCRのTEビットを0にクリア
します。

 

図 16.10 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 
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SCIは、シリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIは、SSRのTDREフラグを監視し、0であるとTDRにデータがライトされたと認識し、TDRからTSRにデー

タを転送します。 

2. TDRからTSRへデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCRのTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。 

シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

［a］ スタートビット： 

 1ビットの0が出力されます。 

［b］ 送信データ： 

 8ビット／7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

［c］ マルチプロセッサビット： 

 1ビットのマルチプロセッサビット（MPBTの値）が出力されます。 

［d］ ストップビット： 

 1ビット／2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

［e］ マーク状態： 

 次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

3. SCIは、ストップビットを送り出すタイミングでTDREフラグをチェックします。 

TDREフラグが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次のフレームの

シリアル送信を開始します。 

TDREフラグが1であるとSSRのTENDフラグを1にセットし、ストップビットを送り出した後、1を出力する

マーク状態になります。このときSCRのTEIEビットが1にセットされていると送信終了割り込み（TEI）要求

を発生します。 
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図 16.11にマルチプロセッサフォーマットの SCIの送信時の動作例を示します。 

TDRE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット

マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ
マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチン
でTDRにデータをライ
トし、TDREフラグを0
にクリア

TEI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

 

図 16.11 SCIの送信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 

 

（b） マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 16.12にマルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例を示します。 

マルチプロセッサシリアルデータ受信は、以下の手順に従い行ってください。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

No

Yes

［4］

SCRのREビットを0にクリア

エラー処理

（次頁に続く）

［5］
No

Yes

FER∨ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

SCRのMPIEビットを1にセット ［2］

SSRのORER、FERフラグをリード

SSRのRDRFフラグをリード ［3］

RDRの受信データをリード

No

Yes

自局のID

SSRのORER、FERフラグをリード

Yes

No

SSRのRDRFフラグをリード

No

Yes

FER∨ORER＝1

RDRの受信データをリード

RDRF＝1

［1］SCIの初期化：
RxD端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］ID受信サイクル：
SCRのMPIEビットを1にセットし
ておきます。

［3］SCIの状態を確認して、IDの受信
と比較：
SSRをリードして、RDRFフラグ
が1であることを確認した後、
RDRのデータをリードし、自局の
IDと比較します。
自局の IDでないときには、再び
MPIEビットを 1にセットし、
RDRFフラグを0にクリアします。
自局のIDのときには、RDRFフラ
グを0にクリアします。

［4］SCIの状態を確認してデータの受信：
SSRをリードして、RDRFフラグ
が1であることを確認した後、
RDRのデータをリードします。

［5］受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORER、FERフラグをリー
ドしてエラーを判定します。所定
のエラー処理を行った後、必ず
ORER、FERフラグをすべて0に
クリアしてください。
ORER、FERフラグのいずれかが
1にセットされた状態では受信を
再開できません。
また、フレーミングエラー時に
RxD端子の値をリードすることで
ブレークの検出ができます。

 

図 16.12 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） 
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〈終　　了〉

エラー処理

Yes

No

SSRのORER、PER、FERフラグを
0にクリア

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

オーバランエラー処理

ORER＝1

FER＝1

ブレーク

SCRのREビットを0にクリア

［5］

 

図 16.12 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） 
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図 16.13にマルチプロセッサフォーマットの SCIの受信時の動作例を示します。 

MPIE

RDRの
値

0 D0 D1 D7 1 1 0 D0 D1 D7 0 1

1 1
データ（ID1）スタート

ビット MPB
ストップ
ビット

スタート
ビット

データ（Data1）
MPB

ストップ
ビット

RXI割り込み要求
（マルチプロセ
 ッサ割り込み）
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RDRF

RXI割り込み処理
ルーチンでRDRの
データをリードし、
RDRFフラグを0に
クリア

自局のIDでない場合
再びMPIEビットを
1にセット

RXI割り込み要求は
発生しません。
またRDRは状態
を保持します。

ID1

（a）自局のIDと一致しないとき

MPIE

RDRの
値

0 D0 D1 D7 1 1 0 D0 D1 D7 0 1

1 1
データ（ID2）スタート

ビット MPB
ストップ
ビット

スタート
ビット

データ（Data2）
MPB

ストップ
ビット

RXI割り込み要求
（マルチプロセ
 ッサ割り込み）
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RDRF

RXI割り込み処理
ルーチンでRDRの
データをリードし、
RDRFフラグを0に
クリア

自局のIDなので、
そのまま受信を続け、
RXI割り込み処理ルー
チンでデータを受信

再びMPIEビットを
1にセット

ID2

（b）自局のIDと一致したとき

Data2ID1

MPIE＝0

MPIE＝0

 

図 16.13 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 
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16.3.4 クロック同期式モード時の動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信または受信するモードで、高速シリアル通

信に適しています。 

SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。 

また、送信部と受信部が共にダブルバッファ構造になっていますので送信および受信中にデータのリード／ラ

イトができ、連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 16.14に示します。 

Don't careDon't care

通信データの1単位（キャラクタ、または、フレーム）

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

ビット1 ビット3 ビット4 ビット5

LSB MSB

ビット2 ビット6 ビット7

**

【注】*　連続送信／受信のとき以外はHighレベル
 

図 16.14 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出

力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回

線の状態はMSBの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（1） 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 

パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SMRの C/Aビットと SCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部ク

ロック、または、SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。SCIのクロックソース

の選択については表 16.9を参照してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子からは同期クロックが出力されます。 

同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときには Highレベルに固定

されます。ただし、受信のみの動作のときは、オーバランエラーが発生するか、REビットを 0にクリアするまで

同期クロックは出力されます。1キャラクタ単位の受信動作を行いたいときは、クロックソースは外部クロックを

選択してください。 
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（3） データの送信／受信動作 

（a） SCIの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前には、SCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順に従い SCIを初期化して

ください。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、REビットを 0にクリアしてから下記手順で

変更してください。TEビットを 0にクリアすると TDREフラグは 1にセットされ、TSRが初期化されます。 

REビットを 0にクリアしても RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRの内容は保持されますので

注意してください。 

図 16.15に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 

Wait

〈送信／受信開始〉

【注】　送受信同時動作の場合は、TEビット、REビットの0クリア、1セットの設定は、
　　　　同時に行ってください。

初　期　化　開　始

SMR、SCMRに送信／受信
フォーマットを設定

No

Yes

BRRに値を設定

SCRのTE、REビットを0にクリア

［2］

［3］

SCRのTE、REビットを1にセット
また、RIE、TIE、TEIE、
MPIEビットを設定

［4］

1ビット期間経過

SCRのCKE1、CKE0ビットを
設定（TE、REビットは0）

［1］

SCRにクロックの選択を設定して
ください。なお、RIE、TIE、TEIE、
MPIE、TE、REビットには必ず0を
設定してください。

［1］

SMR、SCMRに送信／受信フォー
マットを設定します。

［2］

BRRにビットレートに対応する値
をライトします。ただし、外部ク
ロックを使用する場合にはこの作
業は必要ありません。

［3］

少なくとも1ビット期間待ってから、
SCRのTE、またはREビットを1に
セットします。
また、RIE、TIE、TEIE、MPIEビ
ットを設定してください。
TE、REビットの設定でTxD、
RxD端子が使用可能になります。

［4］

 

図 16.15 SCIの初期化フローチャートの例 
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（b） シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 16.16にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSRのTDREフラグをリード ［2］

TDRの送信データをライトし、
SSRのTDREフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグをリード

［3］

SCRのTEビットを
0にクリア

TDRE＝1

全データ送信

TEND＝1

［1］SCIの初期化：
TxD端子は自動的に送信デ
ータ出力端子になります。

［2］SCIの状態を確認して送信デ
ータをライト：
SSRをリードして、TDRE
フラグが1であることを確認
した後、TDRに送信データ
をライトし、TDREフラグ
を0にクリアします。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるとき
には、必ずTDREフラグの1
をリードしてライト可能で
あることを確認した後に
TDRにデータをライトし、
続いてTDREフラグを0にク
リアしてください。
ただし、送信データエンプ
ティ割り込み（TXI）要求で
DMACまたはDTCを起動し
TDRにデータをライトする
場合にはTDREフラグのチ
ェック、およびクリアは自
動的に行われます。

 

図 16.16 シリアル送信のフローチャートの例 

 

SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIは、SSRのTDREフラグを監視し、0であるとTDRにデータがライトされたと認識し、TDRからTSRにデー

タを転送します。 

2. TDRからTSRへデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。このとき、SCRのTIE

ビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 
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クロック出力モードに設定したときには、SCIは同期クロックを8パルス出力します。外部クロックに設定し

たときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 

シリアル送信データは、LSB（ビット0）からMSB（ビット7）の順にTxD端子から送り出されます。 

3. SCIは、MSB（ビット7）を送り出すタイミングでTDREフラグをチェックします。 

TDREフラグが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、次フレームのシリアル送信を開始します。 

TDREフラグが1であるとSSRのTENDフラグを1にセットし、MSB（ビット7）を送り出した後、TxD端子は状

態を保持します。 

このときSCRのTEIEビットが1にセットされていると送信終了割り込み（TEI）要求を発生します。 

4. シリアル送信終了後は、SCK端子はHighレベル固定になります。 

 

図 16.17に SCIの送信時の動作例を示します。 

転送方向

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

1フレーム

TDRE

TEND

TXI割り込み処理ルー
チンでTDRにデータ
をライトし、TDREフ
ラグを0にクリア

TXI割り込み
要求の発生

ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TEI割り込み
要求の発生

 

図 16.17 SCIの送信時の動作例 

 

（c） シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 16.18にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 

動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必ず、ORER、PER、FERの各

フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 

FER、PERフラグが 1にセットされていると RDRFフラグがセットされません。また、送信動作および受信動

作のいずれも行うことができません。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

［2］

No

Yes

SSRのRDRFフラグをリード ［4］

［5］

SCRのREビットを0にクリア

エラー処理

（下図に続く）

［3］

RDRの受信データをリードし、
SSRのRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

SSRのORERフラグをリード

〈終　　了〉

エラー処理

SSRのORERフラグを
0クリア

オーバランエラー処理

［3］

［1］SCIの初期化：
RxD端子は自動的に受信データ
入力端子になります。

［2］［3］受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORERフラグをリードし
てから、所定のエラー処理を行
った後、ORERフラグを0にクリ
アしてください。ORERフラグ
が1にセットされた状態では、送
信／受信を再開できません。

［4］SCIの状態を確認して受信データ
のリード：
SSRをリードして、RDRFフラ
グが1であることを確認した後、
RDRの受信データをリードし、
RDRFフラグを0にクリアします。
RDRFフラグが0から1に変化し
たことは、RXI割り込みによって
も知ることができます。

［5］シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、
現在のフレームのMSB（ビット7）
を受信する前に、RDRFフラグ
のリード、 RDRのリード、
RDRFフラグの0クリアを終了し
ておいてください。ただし、受
信データフル割り込み（RXI）要
求でDMACまたはDTCを起動し、
RDRの値をリードする場合には
RDRFフラグのクリアは自動的
に行われます。

 

図 16.18 シリアルデータ受信フローチャートの例 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIは同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 

2. 受信したデータをRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIは、RDRFフラグが0であり、受信データをRSRからRDRに転送できる状態であるかをチェック

します。 

このチェックを満足したときRDRFフラグが1にセットされ、RDRに受信データが格納されます。エラーチェ

ックで受信エラーを発生すると、表16.11のように動作します。 

エラーチェックで受信エラーを発生した状態では以後の送信動作、受信動作のいずれも行うことができませ

ん。 

3. RDRFフラグが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信データフル割り込み（RXI）

要求を発生します。 

また、ORERフラグが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信エラー割り込み（ERI）

要求を発生します。 

 

図 16.19に SCIの受信時の動作例を示します。 

ビット7シリアル
データ

同期
クロック

1フレーム

RDRF

ORER

オーバランエラー
でERI割り込み要
求の発生

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み処理ルー
チンでRDRのデータ
をリードし、RDRFフ
ラグを0にクリア

RXI割り込み
要求の発生

ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

 

図 16.19 SCIの受信時の動作例 

 

（d） シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 16.20にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送受信同時動作は、以下の手順に従い行ってください。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

送　受　信　開　始

［5］

エラー処理

［3］

RDRの受信データをリードし、
SSRのRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1

全数受信

［2］SSRのTDREフラグをリード

No

Yes

TDRE＝1

TDRに送信データをライトし、
SSRのTDREフラグを0にクリア

No

Yes

RDRF＝1

SSRのORERフラグをリード

［4］SSRのRDRFフラグをリード

SCRのTE、REビットを
0にクリア

【注】 送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるときには、
TEビットとREビットを0にクリアしてからTEビットとREビッ
トを同時に1にセットしてください。

［1］初期化：
TxD端子は送信データ出力端
子に、RxD端子は受信データ
入力端子になり送受信同時動
作可能状態になります。

［2］SCIの状態確認と送信データ
のライト：
SSRをリードしてTDREフラ
グが1であることを確認した後、
TDRに送信データをライトし、
TDREフラグを0にクリアしま
す。
TDREフラグが0から1に変化
したことは、TXI割り込みに
よっても知ることができます。

［3］受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORERフラグをリード
してから、所定のエラー処理
を行った後、ORERフラグを
0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットさ
れた状態では送信／受信を再
開できません。

［4］SCIの状態を確認して受信デ
ータのリード：
SSRをリードして、RDRFフ
ラグが1であることを確認し
た後、RDRの受信データをリ
ードし、RDRFフラグを0にク
リアします。RDRFフラグが0
から1に変化したことは、RXI
割り込みによっても知ること
ができます。

［5］シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるとき
には、現在のフレームのMSB
（ビット7）を受信する前に、
RDRFフラグのリード、RDR
のリード、RDRFフラグの0ク
リアを終了しておいてください。
また、現在のフレームのMSB
（ビット7）を送信する前に
TDREフラグの1をリードして
ライト可能であることを確認
してください。さらにTDRに
データをライトし、TDREフ
ラグを0にクリアしておいて
ください。
ただし、送信データエンプテ
ィ割り込み（TXI）要求で
DMACまたはDTCを起動し
TDRにデータをライトする場
合には、TDREフラグのチェ
ック、およびクリアは自動的
に行われます。また、受信デ
ータフル割り込み（RXI）要
求でDMACまたはDTCを起動
しRDRの値をリードする場合
にはRDRFフラグのクリアは
自動的に行われます。

 

図 16.20 シリアル送受信同時動作のフローチャートの例 
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16.3.5 IrDA動作 

図 16.21に IrDAのブロック図を示します。 

IrCRの IrEビットで IrDA機能をイネーブルにすると、SCIチャネル 0の TxD0/RxD0信号は、IrDA規格バージ

ョン 1.0に準拠した波形のエンコード／デコードを行います（IrTxD/IrRxD端子）。これを赤外線送受信トランシ

ーバ／レシーバと接続することで、IrDA規格バージョン 1.0システムに準拠した赤外線送受信を実現することが

できます。 

IrDA規格バージョン 1.0システムにおいて、通信は 9600bpsの転送レートで通信を開始し、その後、必要に応

じて転送レートを変化させることができます。本 LSIの IrDAインタフェースでは、自動的に転送レートを変更す

る機能は内蔵していません。転送レートは、ソフトウェアにより設定を変更してください。 

IrDA

パルスエンコーダ

パルスデコーダ

IrCR

TxD0/IrTxD

RxD0/IrRxD

SCI0

TxD

RxD

 

図 16.21 IrDAブロック図 

 

（1） 送信 

送信時に、SCIからの出力信号（UARTフレーム）は、IrDAインタフェースにより、IRフレームに変換されま

す（図 16.22参照）。 

シリアルデータが 0のとき、ビットレート（1ビット幅の期間）の 3/16の Highパルスが出力されます（初期値）。

なお、Highパルスは、IrCRの IrCKS2～IrCKS0ビットの設定値により変化させることも可能です。 

規格では、Highパルス幅は最小 1.41μs、最大(3/16＋2.5%)×ビットレート、または (3/16×ビットレート)＋1.08

μsと定められています。システムクロックφが 20MHzのとき、1.41μs以上で最小の Highパルス幅としては 1.6

μsが設定可能です。 

また、シリアルデータが 1のときは、パルスは出力されません。 
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UART フレーム
データ

IRフレーム
データ

0 0 0 0 01 1 1 1 1

0 0 0 0 01 1 1 1 1

スタート
ビット

送信時 受信時

ストップ
ビット

スタート
ビット

ストップ
ビット

ビット
周期

パルス幅は1.6μs～
3/16ビット周期

 

図 16.22 IrDAの送信／受信動作 

 

（2） 受信 

受信時には、IRフレームのデータは、IrDAインタフェースにより UARTフレームに変換され、SCIに入力され

ます。 

Highパルスが検出されたときに 0データを出力し、1ビット期間中にパルスがない場合には 1データを出力し

ます。最小パルス幅の 1.41μsより短いパルスも 0信号として認識しますのでご注意ください。 
 

（3） Highパルス幅の選択 

送信時にビットレート×3/16よりパルス幅を短くする場合に、適用可能な IrCKS2～IrCKS0ビットの設定（最小

パルス幅）と本 LSIの動作周波数およびビットレートの選択を表 16.12に示します。 
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表 16.12 IrCKS2～IrCKS0ビット設定 

動作周波数 ビットレート(bps)（上段）／ビット周期×3/16(μs）（下段） 

φ(MHz) 2400 9600 19200 38400 57600 115200 

 78.13 19.53 9.77 4.88 3.26 1.63 

2 010 010 010 010 010 － 

2.097152 010 010 010 010 010 － 

2.4576 010 010 010 010 010 － 

3 011 011 011 011 011 － 

3.6864 011 011 011 011 011 011 

4.9152 011 011 011 011 011 011 

5 011 011 011 011 011 011 

6 100 100 100 100 100 100 

6.144 100 100 100 100 100 100 

7.3728 100 100 100 100 100 100 

8 100 100 100 100 100 100 

9.8304 100 100 100 100 100 100 

10 100 100 100 100 100 100 

12 101 101 101 101 101 101 

12.288 101 101 101 101 101 101 

14 101 101 101 101 101 101 

14.7456 101 101 101 101 101 101 

16 101 101 101 101 101 101 

16.9344 101 101 101 101 101 101 

17.2032 101 101 101 101 101 101 

18 101 101 101 101 101 101 

19.6608 101 101 101 101 101 101 

20 101 101 101 101 101 101 

25 110 110 110 110 110 110 

【記号説明】 

 －：SCI側のビットレート設定ができません。 

 

16.4 SCI割り込み 

SCIには、送信終了割り込み（TEI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信データフル割り込み（RXI）

要求、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の 4種類の割り込み要因があります。表 16.13に各割り込み要

因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCRの TIEビット、RIEビット、および TEIEビットで許可または

禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

SSRの TDREフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求が発生します。また、SSRの TENDフラグが 1

にセットされると、TEI割り込み要求が発生します。TXI割り込み要求により DMACまたは DTCを起動してデー



 

16. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI、IrDA） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  16-57 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

タ転送を行うことができます。TDREフラグは DMACまたは DTCによるデータ転送時に自動的に 0にクリアさ

れます。なお、TEI割り込み要求で DMACまたは DTCの起動はできません。 

SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。SSRの ORER、PER、FERフラグ

のいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求が発生します。RXI割り込み要求で DMACまたは DTCを

起動してデータ転送を行うことができます。RDRFフラグは DMACまたは DTCによるデータ転送時に自動的に 0

にクリアされます。なお、ERI割り込み要求で DMACまたは DTCの起動はできません。 

また、SCIチャネル 2～4の割り込みにより DMACを起動することはできません。 
 

表 16.13 SCI割り込み要因 

チャネル 割り込み 

要因 

内   容 DTCの 

起動 

DMAC 

の起動 

優先 

順位* 

0 ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 不可 高 

 RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可 可  

 TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可 可  

 TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 不可  

1 ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 不可  

 RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可 可  

 TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可 可  

 TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 不可  

2 ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 不可  

 RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可 不可  

 TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可 不可  

 TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 不可  

3 ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 不可  

 RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可 不可  

 TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可 不可  

 TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 不可  

4 ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 不可  

 RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可 不可  

 TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可 不可  

 TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 不可 低 

【注】 * リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能で

す。 

 

TEI割り込みは、TEIEビットが 1にセットされた状態で TENDフラグが 1にセットされると要求されます。こ

の TENDフラグのクリアは TDREフラグと同時に行われます。このため、TEI割り込みと TXI割り込みが同時に

要求されると TXI割り込みが先に受け付けられ、TDREフラグと TENDフラグがクリアされてしまう場合があり

ます。このとき TEI割り込みは受け付けられませんのでご注意ください。 
 



 

16. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI、IrDA） 

16-58  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

16.5 使用上の注意 

SCIを使用する際は、以下のことにご注意ください。 
 

（1） TDRへのライトと TDREフラグの関係について 

SSRの TDREフラグは TDRから TSRに送信データの転送が行われたことを示すステータスフラグです。SCI

が TDRから TSRにデータを転送すると、TDREフラグが 1にセットされます。 

TDRへのデータのライトは、TDREフラグの状態にかかわらず行うことができます。しかし、TDREフラグが 0

の状態で新しいデータを TDRにライトすると、TDRに格納されていたデータは、まだ TSRに転送されていない

ため失われてしまいます。したがって TDRへの送信データのライトは、必ず TDREフラグが 1にセットされてい

ることを確認してから行ってください。 
 

（2） 複数の受信エラーが同時に発生した場合の動作について 

複数の受信エラーが同時に発生した場合、SSRの各ステータスフラグの状態は、表 16.14のようになります。

また、オーバランエラーが発生した場合には RSRから RDRへのデータ転送は行われず、受信データは失われま

す。 
 

表 16.14 SSRのステータスフラグの状態と受信データの転送 

SSRのステータスフラグ 受信データ転送 受信エラーの状態 

RDRF ORER FER PER RSR→RDR  

1 1 0 0 × オーバランエラー 

0 0 1 0 ○ フレーミングエラー 

0 0 0 1 ○ パリティエラー 

1 1 1 0 × オーバランエラー＋フレーミングエラー 

1 1 0 1 × オーバランエラー＋パリティエラー 

0 0 1 1 ○ フレーミングエラー＋パリティエラー 

1 1 1 1 × オーバランエラー＋フレーミングエラー＋パリティエラー 

【記号説明】 ○：RSR→RDRに受信データを転送します。 

       ×：RSR→RDRに受信データを転送しません。 

 

（3） ブレークの検出と処理について（調歩同期式モードのみ） 

フレーミングエラー（FER）検出時に RxD端子の値を直接リードすることで、ブレークを検出できます。ブレ

ークでは、RxD端子からの入力がすべて 0になりますので FERフラグがセットされ、またパリティエラー（PER）

もセットされる場合があります。 

SCIは、ブレークを受信した後も受信動作を続けますので、FERフラグを 0にクリアしても再び 1にセットさ

れますのでご注意ください。 
 

（4） ブレークの送り出し（調歩同期式モードのみ） 

TxD端子は、DRと DDRにより入出力方向とレベルが決まる I/Oポートと兼用になっています。これを利用し
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てブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセットするまでは、マーク状態を DRの値で代替します（TEビッ

トを 1にセットするまで、TxD端子として機能しません）。このため、最初は TxD端子に対応するポートの DDR

と DRを 1に設定しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは DRを 0にクリアした後、TEビットを 0にクリアします。 

TEビットを0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化され、TxD端子は I/Oポートになり、

TxD端子から 0が出力されます。 
 

（5） 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ） 

受信エラーフラグ（ORER、PER、FER）が 1にセットされた状態では、TDREフラグを 0にクリアしても送信

を開始できません。必ず送信開始時には、受信エラーフラグを 0にクリアしておいてください。 

また、REビットを 0にクリアしても受信エラーフラグは 0にクリアできませんのでご注意ください。 
 

（6） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。これを図 16.23に示

します。 
 

内部基本
クロック

16クロック
8クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

スタートビット D0 D1

データ
サンプリング
タイミング

15 0 7 15 00 7

 

図 16.23 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 
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したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

1
2N

｜D－0.5｜
NM ＝｜（0.5－　　）－（L－0.5）F－ （1＋F）｜×100%

 …式（1） 

 

M：受信マージン（%） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875%となります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき、 
 

1
2×16M ＝（0.5－　　　 ）×100%

＝46.875%  …式（2） 

 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30%の余裕を持たせてください。 
 

（7） DMACまたは DTC使用上の制約事項 

（a） 同期クロックに外部クロックソースを使用する場合、DMACまたは DTCによる TDRの更新後、φクロッ

クで 5クロック以上経過した後に、送信クロックを入力してください。TDRの更新後 4クロック以内に送

信クロックを入力すると、誤動作することがあります（図 16.24）。 

（b） DMACまたはDTCにより、RDRのリードを行うときは必ず起動要因を当該SCIの受信完了割り込み（RXI）

に設定してください。 

t

D0

LSB
シリアル
データ

SCK

D1 D3 D4 D5D2 D6 D7

【注】　外部クロック動作時には、t＞4クロックとしてください。

TDRE

 

図 16.24 DTCによるクロック同期式送信時の例 
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（8） モード遷移時の動作について 

（a） 送信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、また

はサブスリープモード遷移時には、動作を停止（TE=TIE=TEIE=0）してから行ってください。TSR、TDRおよび

SSRはリセットされます。モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブ

アクティブモード、またはサブスリープモード期間中の出力端子の状態は、ポートの設定に依存し、解除後 High

出力となります。もし送信中に遷移したときは、その送信中のデータは不確定なものになります。解除後に送信

モードを変えないで送信する場合は、TE=1に戻し、SSRリード→TDRライト→TDREクリアで送信開始できます。

解除後に送信モードを変えて送信する場合は、初期設定から行ってください。図 16.25に送信時のモード遷移フ

ローチャートの例を示します。なお、ポート端子状態を図 16.26、図 16.27に示します。 

また、DTC転送による送信から、モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー

ド、サブアクティブモード、またはサブスリープモードに遷移時には、動作を停止（TE=TIE=TEIE=0）してから

行ってください。解除後 DTCによる送信をする場合は TE=1、TIE=1に設定すれば TXIフラグが立ち、DTCによ

る送信が始まります。 
 

（b） 受信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、また

はサブスリープモードに遷移時には、受信動作を停止（RE=0）してから行ってください。RSR、RDRおよび SSR

はリセットされます。停止しないで遷移すると受信中の受信データは無効になります。 

モード解除後、受信モードを変えないで受信する場合は、RE=1に設定してから受信を開始してください。受信

モードを変えて受信する場合は、初期設定から行ってください。 

図 16.28に受信時のモード遷移フローチャートの例を示します。 
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〈送信開始〉

［1］

［3］

［2］

初期化 TE=1

TE=0

SSRのTENDフラグをリード

ソフトウェアスタンバイモード等へ遷移

No

No

No

Yes

Yes

Yes

全データ送信完了

TEND=1

動作モードの変更

［1］送信中のデータは途切れます。
なお、ソフトウェアスタンバイモ
ードなどの解除後TE=1にして
S S Rリード、 T D Rライト、
TDRE=0クリアで通常CPU送信で
きますが、DTCを起動させていた
場合TE=TIE=1にするとDTCRAM
上にある残りのデータが送信され
ますので注意してください。

［2］TIE、TEIEを1に設定している場
合は同様に0クリアしてください。

［3］モジュールストップモード、ウォ
ッチモード、サブアクティブモー
ド、サブスリープモードも含みま
す。

〈送信〉

ソフトウェアスタンバイモード等の解除

 

図 16.25 送信時のモード遷移フローチャートの例 
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SCK
出力端子

TEビット

TxD
出力端子

ポート入出力 High出力ポート入出力 High出力 スタート ストップ

送信開始 送信終了

ポート入出力

SCIのTxD出力 ポート SCIの
TxD出力

ポート

ソフトウェア
スタンバイに遷移

ソフトウェア
スタンバイ解除

 

図 16.26 内部クロック、調歩同期送信の場合 

ポート入出力最終TxDビット保持 High出力* ポート入出力 マーキング出力

送信開始 送信終了

ポート入出力

SCIのTxD出力 ポート SCIの
TxD出力

ポート

【注】* ソフトウェアスタンバイにより初期化されます。

ソフトウェア
スタンバイに遷移

ソフトウェア
スタンバイ解除

SCK
出力端子

TEビット

TxD
出力端子

 

図 16.27 内部クロック、クロック同期送信の場合 

 



 

16. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI、IrDA） 

16-64  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

〈受信開始〉

［1］

［2］

SSRのRDRFフラグをリード

Yes

初期化 RE=1

RE=0

RDRの受信データをリード

ソフトウェアスタンバイモード等へ遷移

No

No

Yes

RDRF=1

動作モードの変更

［1］受信中の受信データは無効となります。

［2］モジュールストップモード、ウォッチ
モード、サブアクティブモード、サブ
スリープモードも含みます。

〈受信〉

ソフトウェアスタンバイモード等の解除

 

図 16.28 受信時のモード遷移フローチャートの例 

 

（9） SCK端子からポート端子へ切り替えるときの注意事項 

（a） 動作現象 

DDR=1、DR=1に設定し、クロック同期 SCIクロック出力を使用し、送信終了状態で SCK端子をポートに切り

替え時に、半サイクルの Low出力後、ポート出力になります。 

DDR=1、DR=1、C/A=1、CKE1=0、CKE0=0、TE=1の状態より、以下の設定でポート切り替え時に半サイクル

の Low出力が発生します。 

1. シリアルデータ送信終了 

2. TEビット=0 

3. C/Aビット=0 … ポート出力に切り替え 

4. Low出力発生（図 16.29参照） 



 

16. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI、IrDA） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  16-65 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

SCK/ポート

データ

TE

C/A

CKE1

CKE0

ビット7ビット6

1.送信終了 4.Low出力

3.C/A＝0

2.TE＝0

半サイクルのLow出力となる

 

図 16.29 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作 

 

（b） 使用上の注意事項 

SCK端子をポートに切り替える際に発生する Low出力を回避する場合、下記の手順で行ってください。 

この手順は、SCK端子を一度入力状態にするため、あらかじめ SCK/ポート端子を外部回路でプルアップしてく

ださい。 

DDR=1、DR=1、C/A=1、CKE1=0、CKE0=0、TE=1の状態より以下の 1～5の順で設定してください。 

1. シリアルデータ送信終了 

2. Eビット=0 

3. CKE1ビット=1 

4. C/Aビット=0 … ポート出力に切り替え 

5. CKE1ビット=0 
 

SCK/ポート

データ

TE

C/A

CKE1

CKE0

ビット7ビット6

1.送信終了

3.CKE1＝1
5.CKE1＝0

4.C/A＝0

2.TE＝0

High出力

 

図 16.30 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作（Low出力の回避例） 
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17. スマートカードインタフェース 

17.1 概要 

SCIは、シリアルコミュニケーションインタフェースの拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）

に準拠した ICカード（スマートカード）インタフェースをサポートしています。 

通常のシリアルコミュニケーションインタフェースとスマートカードインタフェースの切り替えはレジスタの

設定で行います。 
 

17.1.1 特長 

本 LSIがサポートするスマートカードインタフェースには次の特長があります。 
 

■調歩同期式モード 

• データ長：8ビット 

• パリティビットの生成およびチェック 

• 受信モードにおけるエラーシグナル（パリティエラー）の送出 

• 送信モードにおけるエラーシグナルの検出とデータの自動再送信 

• ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの両方をサポート 

■内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

■3種類の割り込み要因 

• 送信データエンプティ、受信データフル、送受信エラーの3種類の割り込み要因があり、それぞれ独立に要求

可能 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、DMAコントローラ（DMAC）またはデー

タトランスファコントローラ（DTC）を起動させてデータを転送可能 
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17.1.2 ブロック図 

図 17.1にスマートカードインタフェースのブロック図を示します。 

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

TDR

RSR

RDR

モジュールデータバス

TSR

SCMR

SSR

SCR

送受信　　　
コントロール

BRR

ボーレート　
ジェネレータ

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

RxD

TxD

SCK

パリティ生成

パリティチェック
クロック

φ

φ/4

φ/16

φ/64

TXI
RXI
ERI

SMR

【記号説明】
SCMR
RSR
RDR
TSR
TDR
SMR
SCR
SSR
BRR

：スマートカードモードレジスタ
：レシーブシフトレジスタ
：レシーブデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアルステータスレジスタ
：ビットレートレジスタ

 

図 17.1 スマートカードインタフェースのブロック図 
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17.1.3 端子構成 

スマートカードインタフェースの端子構成を表 17.1に示します。 
 

表 17.1 端子構成 

チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

0 シリアルクロック端子 0 SCK0 入出力 SCI0のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 0 RxD0 入力 SCI0の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 0 TxD0 出力 SCI0の送信データ出力 

1 シリアルクロック端子 1 SCK1 入出力 SCI1のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 1 RxD1 入力 SCI1の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 1 TxD1 出力 SCI1の送信データ出力 

2 シリアルクロック端子 2 SCK2 入出力 SCI2のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 2 RxD2 入力 SCI2の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 2 TxD2 出力 SCI2の送信データ出力 

3 シリアルクロック端子 3 SCK3 入出力 SCI3のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 3 RxD3 入力 SCI3の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 3 TxD3 出力 SCI3の送信データ出力 

4 シリアルクロック端子 4 SCK4 入出力 SCI4のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 4 RxD4 入力 SCI4の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 4 TxD4 出力 SCI4の送信データ出力 

 

17.1.4 レジスタ構成 

スマートカードインタフェースで使用するレジスタ構成を表 17.2に示します。BRR、TDR、RDR、MSTPCRに

ついては、通常の SCIの機能と同様ですので、「第 16章 シリアルコミュニケーションインタフェース」のレジ

スタの説明を参照してください。 
 

表 17.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

0 シリアルモードレジスタ 0 SMR0 R/W H'00 H'FF78 

 ビットレートレジスタ 0 BRR0 R/W H'FF H'FF79 

 シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0 R/W H'00 H'FF7A 

 トランスミットデータレジスタ 0 TDR0 R/W H'FF H'FF7B 

 シリアルステータスレジスタ 0 SSR0 R/(W)*2 H'84 H'FF7C 

 レシーブデータレジスタ 0 RDR0 R H'00 H'FF7D 

 スマートカードモードレジスタ 0 SCMR0 R/W H'F2 H'FF7E 
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チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

1 シリアルモードレジスタ 1 SMR1 R/W H'00 H'FF80 

 ビットレートレジスタ 1 BRR1 R/W H'FF H'FF81 

 シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1 R/W H'00 H'FF82 

 トランスミットデータレジスタ 1 TDR1 R/W H'FF H'FF83 

 シリアルステータスレジスタ 1 SSR1 R/(W)*2 H'84 H'FF84 

 レシーブデータレジスタ 1 RDR1 R H'00 H'FF85 

 スマートカードモードレジスタ 1 SCMR1 R/W H'F2 H'FF86 

2 シリアルモードレジスタ 2 SMR2 R/W H'00 H'FF88 

 ビットレートレジスタ 2 BRR2 R/W H'FF H'FF89 

 シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2 R/W H'00 H'FF8A 

 トランスミットデータレジスタ 2 TDR2 R/W H'FF H'FF8B 

 シリアルステータスレジスタ 2 SSR2 R/(W)*2 H'84 H'FF8C 

 レシーブデータレジスタ 2 RDR2 R H'00 H'FF8D 

 スマートカードモードレジスタ 2 SCMR2 R/W H'F2 H'FF8E 

3 シリアルモードレジスタ 3 SMR3 R/W H'00 H'FDD0 

 ビットレートレジスタ 3 BRR3 R/W H'FF H'FDD1 

 シリアルコントロールレジスタ 3 SCR3 R/W H'00 H'FDD2 

 トランスミットデータレジスタ 3 TDR3 R/W H'FF H'FDD3 

 シリアルステータスレジスタ 3 SSR3 R/(W)*2 H'84 H'FDD4 

 レシーブデータレジスタ 3 RDR3 R H'00 H'FDD5 

 スマートカードモードレジスタ 3 SCMR3 R/W H'F2 H'FDD6 

4 シリアルモードレジスタ 4 SMR4 R/W H'00 H'FDD8 

 ビットレートレジスタ 4 BRR4 R/W H'FF H'FDD9 

 シリアルコントロールレジスタ 4 SCR4 R/W H'00 H'FDDA 

 トランスミットデータレジスタ 4 TDR4 R/W H'FF H'FDDB 

 シリアルステータスレジスタ 4 SSR4 R/(W)*2 H'84 H'FDDC 

 レシーブデータレジスタ 4 RDR4 R H'00 H'FDDD 

 スマートカードモードレジスタ 4 SCMR4 R/W H'F2 H'FDDE 

共通 モジュールストップコントロールレジスタ MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

 B、C MSTPCRC R/W H'FF H'FDEA 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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17.2 各レジスタの説明 

スマートカードインタフェースで追加されるレジスタ、および機能が変更されるビットについて説明します。 
 

17.2.1 スマートカードモードレジスタ（SCMR） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

SDIR

0

R/W

0

SMIF

0

R/W

2

SINV

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCMRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、スマートカードインタフェースの機能の選択を行いま

す。 

SCMRは、リセット、ハードウェアスタンバイモード時に、H'F2に初期化されます。 
 

• ビット7～4：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット3：スマートカードデータトランスファディレクション（SDIR） 

シリアル／パラレル変換のフォーマットを選択します。 

 
ビット 3 説   明 

SDIR  

0 TDRの内容を LSBファーストで送信 （初期値） 

受信データを LSBファーストとして RDRに格納 

1 TDRの内容を MSBファーストで送信 

受信データを MSBファーストとして RDRに格納 

 

• ビット2：スマートカードデータインバート（SINV） 

データのロジックレベルの反転を指定します。この機能は、SDIRビットと組み合わせインバースコンベンシ

ョンカードとの送受信に使用します。SINVビットは、パリティビットのロジックレベルには影響しません。

パリティに関する設定方法については、「17.3.4 レジスタの設定」を参照してください。 

 
ビット 2 説   明 

SINV  

0 TDRの内容をそのまま送信 （初期値） 

受信データをそのまま RDRに格納 

1 TDRの内容を反転してデータを送信 

受信データを反転して RDRに格納 
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• ビット1：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット0：スマートカードインタフェースモードセレクト（SMIF） 

スマートカードインタフェース機能を許可または禁止するビットです。 
 

ビット 0 説   明 

SMIF  

0 スマートカードインタフェース機能を禁止 （初期値） 

1 スマートカードインタフェース機能を許可 

 

17.2.2 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

ERS

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための０ライトのみ可能です。

：

：

：

 

スマートカードインタフェースモードにおいては、SSRのビット 4の機能が変更されます。また、これに関連

してビット 2の TENDのセット条件が変更になります。 
 

• ビット7～5： 

通常のSCIと同様の動作をします。詳細は「16.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）」を参照してくだ

さい。 

 

• ビット4：エラーシグナルステータス（ERS） 

スマートカードインタフェースモードでは、送信時に受信側から送り返されるエラーシグナルのステータス

を示します。なお、スマートカードインタフェースではフレーミングエラーは検出しません。 
 

ビット 4 説   明 

ERS  

0 正常に受信され、エラーシグナルがないことを表示 （初期値） 

［クリア条件］ 

• リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時 

• ERS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 受信側からバリティエラーの検出を示すエラーシグナルが送出されたことを表示 

［セット条件］ 

• エラーシグナル Lowをサンプリングしたとき 

【注】 SCRの TEビットを 0にクリアしても、ERSフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 
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• ビット3～0： 

通常のSCIと同様の動作をします。詳細は「16.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）」を参照してくだ

さい。 

ただし、TENDビットのセット条件は次のようになります。 

 
ビット 2 説   明 

TEND  

0 送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 

• TXI割り込みによって DMACまたは DTCが起動され、DMACまたは DTCで TDRへデータをライト

したとき 

1 送信を終了したことを表示 （初期値） 

［セット条件］ 

• リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時 

• SCRの TEビットが 0かつ ERSビットが 0のとき 

• GM＝0、BLK＝0のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、2.5etu後に TDRE＝1かつ ERS＝0 

（正常送信）のとき 

• GM＝0、BLK＝1のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.5etu後に TDRE＝1かつ ERS＝0 

（正常送信）のとき 

• GM＝1、BLK＝0のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後に TDRE＝1かつ ERS＝0 

（正常送信）のとき 

• GM＝1、BLK＝1のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後に TDRE＝1かつ ERS＝0 

（正常送信）のとき 

【注】 etu：Elementary time unit（1ビットの転送期間） 

 

17.2.3 シリアルモードレジスタ（SMR） 

7

GM

0

R/W

6

BLK

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

BCP1

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

BCP0

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

スマートカードインタフェースを使用する場合は、ビット5に1を設定してください。

ビット

初期値

R/W

【注】*

：

：

：

 

スマートカードインタフェースモードにおいては、SMRのビット 7、6、3、2の機能が変更されます。 
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• ビット7：GSMモード（GM） 

スマートカードインタフェース機能をGSMモードに設定します。 

通常のスマートカードインタフェース時は0に設定します。GSMモードは、本ビットを1に設定し、送信完了

を示すTENDフラグのセットタイミングの前倒しと、クロック出力の制御モードの追加を行います。クロッ

ク出力の制御モードの追加内容は、シリアルコントロールレジスタ（SCR）のビット1およびビット0で指定

します。 

 
ビット 7 説   明 

GM  

0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作。 （初期値） 

• TENDフラグが開始ビットの先頭から 12.5etu（ブロック転送モード時は 11.5etu）のタイミングで発生 

• クロック出力の ON/OFF制御のみ 

1 GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作。 

• TENDフラグが開始ビットの先頭から 11.0etuのタイミングで発生 

• クロック出力の ON/OFF制御のほか、High/Low固定制御可能（SCRで設定） 

【注】 etu：Elementary time unit（1ビットの転送期間） 

 

• ビット6：ブロック転送モード（BLK） 

ブロック転送モードの選択を行います。 

 
ビット 6 説   明 

BLK  

0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作 

• エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う 

• TXI割り込みが TENDフラグにより発生する 

• TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から 12.5etu後 

（GSMモードでは 11.0etu後） 

1 ブロック転送モードで動作 

• エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない 

• TXI割り込みが TDREフラグにより発生する 

• TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から 11.5etu後 

（GSMモードでは 11.0etu後） 
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• ビット3、2：基本クロックパルス1、0（BCP1、BCP0） 

スマートカードインタフェースモードにおいては、1ビット転送期間中の基本クロック数を指定することがで

きます。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

BCP1 BCP0  

0 0 32クロック （初期値） 

 1 64クロック 

1 0 372クロック 

 1 256クロック 

 

• ビット5、4、1、0： 

通常のSCIと同様の動作をします。詳細は「16.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR）」を参照してくださ

い。 

 

17.2.4 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

スマートカードインタフェースモードで、シリアルモードレジスタ（SMR）のビット 7が 1のときに、SCRの

ビット 1およびビット 0の機能が変更されます。 
 

• ビット7～2： 

通常のSCIと同様の動作をします。詳細は「16.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）」を参照してく

ださい。 
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• ビット1、0：クロックイネーブル1、0（CKE1、CKE0） 

SCIのクロックソースの選択、およびSCK端子からのクロック出力の許可／禁止を設定します。 

スマートカードインタフェースモード時では、通常のクロック出力の許可／禁止切り替えの他、クロック出

力のHighレベル固定とLowレベル固定を設定することができます。 

 
SCMR SMR SCRの設定 SCK端子機能の説明 

SMIF C/A、GM CKE1 CKE0  

0 SCI指定参照 

1 0 0 0 ポート入出力端子として動作 

1 0 0 1 SCK出力端子としてクロック出力 

1 1 0 0 SCK出力端子として Low出力固定 

1 1 0 1 SCK出力端子としてクロック出力 

1 1 1 0 SCK出力端子として High出力固定 

1 1 1 1 SCK出力端子としてクロック出力 

 

17.3 動作説明 

17.3.1 概要 

スマートカードインタフェースの主な機能は次のとおりです。 
 

（1） 1フレームは、8ビットデータとパリティビットで構成されます。 

（2） 送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで 2etu（ブロック転送モード時は 1etu）

（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間）以上のガードタイムを置きます。 

（3） 受信時はパリティエラーを検出した場合、スタートビットから 10.5etu経過後、エラーシグナル Lowを 1etu

期間出力します（ブロック転送モード時を除く）。 

（4） 送信時はエラーシグナルをサンプリングすると、2etu以上経過後、自動的に同じデータを送信します（ブ

ロック転送モード時を除く）。 

（5） 調歩同期式非同期通信機能のみサポートし、クロック同期式通信機能はありません。 
 

17.3.2 端子接続 

図 17.2にスマートカードインタフェースに関する端子接続概略図を示します。 

ICカードとの通信においては、1本のデータ伝送線で送信と受信が行われるので、LSI端子で TxD端子と RxD

端子とを結線してください。また、データ伝送線は、抵抗で電源 VCC側にプルアップしてください。 

スマートカードインタフェースで生成するクロックを ICカードで使用する場合は、SCK端子出力を ICカード

の CLK端子に入力します。ICカードで、内部クロックを使用する場合は接続不要です。 

リセット信号としては、LSIのポート出力を使用します。 

端子としては、これ以外に通常、電源とグランドの接続が必要です。 
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TxD

RxD

本LSI

VCC

I/O

接続装置本体

ICカード

データ線

CLK

RST

SCK

Rx(ポート)
クロック線

リセット線

 

図 17.2 スマートカードインタフェース端子接続概略図 

 

【注】 ICカードを接続しないで、RE＝TE＝1に設定すると、閉じた送信／受信が可能となり自己診断をすることができます。 

 

17.3.3 データフォーマット 

（1） 通常の転送モード 

図 17.3に通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマットを示します。このモードでは、受信時は

1フレームごとにパリティチェックを行い、エラーが検出された場合、送信側に対してエラーシグナルを送り返し、

データの再送信要求をします。送信時は、エラーシグナルをサンプリングすると同じデータを再送信します。 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

パリティエラーが発生しなかった場合

送信局の出力

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

パリティエラーが発生した場合

送信局の出力

DE

受信局の出力

：スタートビット
：データビット
：パリティビット
：エラーシグナル

【記号説明】

Ds
D0～D7
Dp
DE

 

図 17.3 通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマット 
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動作シーケンスは次のようになっています。 
 

1. データ線は、未使用時にはハイインピーダンス状態であり、プルアップ抵抗によりHighレベルに固定されま

す。 

2. 送信側は、1フレームのデータ送信を開始します。データのフレームは、スタートビット（Ds、Lowレベル）

から開始します。このあとに、8ビットのデータビット（D0～D7）とパリティビット（Dp）が続きます。 

3. スマートカードインタフェースでは、この後にデータ線をハイインピーダンスに戻します。データ線はプル

アップ抵抗によりHighレベルになります。 

4. 受信側は、パリティチェックを行います。 

パリティエラーが無く正常に受信した場合、そのまま次のデータ受信を待ちます。 

一方、パリティエラーが発生した場合は、エラーシグナル（DE、Lowレベル）を出力し、データの再送信を

要求します。受信局は、規定の期間エラーシグナルを出力した後、再び信号線をハイインピーダンスにしま

す。信号線はプルアップ抵抗によりHighレベルに戻ります。 

5. 送信側は、エラーシグナルを受信しなかった場合、次のフレームのデータ送信に移ります。 

一方、エラーシグナルを受信した場合は、2.に戻りエラーとなったデータを再送信します。 

 

（2） ブロック転送モード 

ブロック転送モードの動作シーケンスは次のようになっています。 
 

1. データ線は、未使用時にはハイインピーダンス状態であり、プルアップ抵抗によりHighレベルに固定されま

す。 

2. 送信側は、1フレームのデータ送信を開始します。データのフレームは、スタートビット（Ds、Lowレベル）

から開始します。この後に、8ビットのデータビット（D0～D7）とパリティビット（Dp）が続きます。 

3. スマートカードインタフェースでは、この後にデータ線をハイインピーダンスに戻します。データ線はプル

アップ抵抗によりHighレベルになります。 

4. 受信側は、パリティエラーのチェックを行いますが、エラーが発生してもエラーシグナルは出力しません。

エラーが発生すると、以後の受信動作ができませんので、次のフレームのパリティビットを受信する前まで

にエラーフラグを0にクリアしてください。 

5. 送信側は次のフレームのデータ送信に移ります。 
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17.3.4 レジスタの設定 

スマートカードインタフェースで使用するレジスタのビットマップを表 17.3に示します。 

0または 1が表示されているビットは、必ず表示されている値を設定してください。以下にそれ以外のビットの

設定方法について説明します。 
 

表 17.3 スマートカードインタフェースでのレジスタ設定 

レジスタ ビット 

 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

SMR GM BLK 1 O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0 

BRR BRR7 BRR6 BRR5 BRR4 BRR3 BRR2 BRR1 BRR0 

SCR TIE RIE TE RE 0 0 CKE1* CKE0 

TDR TDR7 TDR6 TDR5 TDR4 TDR3 TDR2 TDR1 TDR0 

SSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND 0 0 

RDR RDR7 RDR6 RDR5 RDR4 RDR3 RDR2 RDR1 RDR0 

SCMR － － － － SDIR SINV － SMIF 

【記号説明】 － ：未使用ビットを示します。 

       * ：SMRの GMを 0に設定したときは、必ず CKE1ビットを 0に設定してください。 

 

（1） SMRの設定 

GMビットは、通常のスマートカードインタフェースモード時は 0を設定し、GSMモード時は 1を設定します。

O/Eビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時は 0を設定し、インバースコンベンション時には 1を設

定します。 

CKS1、CKS0ビットは、内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを、BCP1、BCP0ビットは 1ビット転

送期間中の基本クロック数を選択します。 

詳細は「17.3.5 クロック」を参照してください。 

BLKビットは、通常のスマートカードインタフェースモード時には 0を設定し、ブロック転送モード時には 1

を設定します。 
 

（2） BRRの設定 

ビットレートを設定します。設定値の算出方法は「17.3.5 クロック」を参照してください。 
 

（3） SCRの設定 

TIE、RIE、TE、REビットの機能は通常の SCIと同様です。詳細は「第 16章 シリアルコミュニケーションイ

ンタフェース」を参照してください。 

CKE1、CKE0ビットはクロック出力を指定します。SMRの GMビットが 0にクリアされているとき、クロック

を出力しない場合は B'00 に設定し、クロックを出力する場合は B'01 に設定します。SMRの GMビットが 1にセ

ットされているとき、クロック出力を行います。クロック出力を Lowレベルまたは Highレベルに固定すること

もできます。 
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（4） スマートカードモードレジスタ（SCMR）の設定 

SDIRビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時は 0を設定し、インバースコンベンション時は 1を設

定します。 

SINVビットは ICカードがダイレクトコンベンション時は 0を設定し、インバースコンベンション時は 1を設

定します。 

SMIFビットはスマートカードインタフェースの場合 1を設定します。 
 

以下に、2種類の ICカード（ダイレクトコンベンションタイプとインバースコンベンションタイプ）に対する

レジスタ設定値と、開始キャラクタでの波形例を示します。 
 

（a） ダイレクトコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝0） 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

A Z Z A Z Z Z A A Z（ Z ） （ Z ） 状態

 
 

ダイレクトコンベンションタイプは、論理 1レベルを状態 Zに、論理 0レベルを状態 Aに対応付け、LSBファ

ーストで送受信する方式です。上記の開始キャラクタのデータは H'3Bとなります。 

パリティビットは、スマートカードの規程により偶数パリティで 1となります。 
 

（b） インバースコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝1） 

Ds D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 Dp

A Z Z A A A A A A Z（ Z ） （ Z ） 状態

 
 

インバースコンベンションタイプは、論理 1レベルを状態 Aに、論理 0レベルを状態 Zに対応付け、MSBファ

ーストで送受信する方式です。上記の開始キャラクタのデータは H'3Fとなります。 

パリティビットは、スマートカードの規程により偶数パリティで論理 0となり、状態 Zが対応します。 

なお、本 LSIでは、SINVビットによる反転はデータビット D7～D0のみとなっています。パリティビットの反

転のために SMRの O/Eビットを奇数パリティモードに設定します（送信、受信とも同様です）。 
 

17.3.5 クロック 

スマートカードインタフェースにおける送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロ

ックのみ使用できます。このとき、ビットレートは BRRと SMRの CKS1、CKS0、BCP1、BCP0ビットで設定さ

れ、以下に示す計算式になります。ビットレートの例を表 17.5に示します。 

このとき CKE0＝1でクロック出力を選択すると、SCK端子からクロックが出力されます。また、クロックの周

波数はビットレートと BCP1、BCP0ビットの設定により決まります。 
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φ
S×22n＋1×（N＋1）

B ＝ ×106

 
 

ただし、 N＝BRRの設定値（0≦N≦255） 

 B＝ビットレート（bit/s） 

 φ＝動作周波数 （MHz） 

 n＝表 17.4を参照 

 S＝BCP1、BCP0で設定した 1ビット期間の内部クロック数 
 

表 17.4 nと CKS1、CKS0の対応表 

n CKS1 CKS0 

0 0 0 

1  1 

2 1 0 

3  1 

 

表 17.5 BRRの設定に対するビットレート B（bit/s）の例（ただし、n＝0、S＝372のとき） 

N φ（MHz） 

 10.00 10.714 13.00 14.285 16.00 18.00 20.00 25.00 

0 13441 14400 17473 19200 21505 24194 26882 33602 

1 6720 7200 8737 9600 10753 12097 13441 16801 

2 4480 4800 5824 6400 7168 8065 8961 11201 

【注】 ビットレートは、小数点以下 1桁目を四捨五入した数値です。 

 

一方、動作周波数とビットレートからビットレートレジスタ（BBR）の設定値を算出する式は次のようになり

ます。ただし、Nは整数値、0≦N≦255であり、誤差の小さい方を指定します。 
 

φ
S×22n＋1×B

N ＝ ×106－1
 

 

表 17.6 ビットレート B（bit/s）に対する BRRの設定例（ただし、n＝0、S＝372のとき） 

bit/s φ（MHz） 

 7.1424 10.00 10.7136 13.00 14.2848 16.00 18.00 20.00 25.00 

 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 

9600 0 0.00 1 30 1 25 1 8.99 1 0.00 1 12.01 2 15.99 2 6.60 3 12.49 
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表 17.7 各周波数における最大ビットレート（スマートカードインタフェースモード時）（ただし S＝372のとき） 

φ（MHz） 最大ビットレート（bit/s） N n 

 7.1424 9600 0 0 

10.00 13441 0 0 

10.7136 14400 0 0 

13.00 17473 0 0 

14.2848 19200 0 0 

16.00 21505 0 0 

18.00 24194 0 0 

20.00 26882 0 0 

25.00 33602 0 0 

 

ビットレート誤差は以下の計算式で求められます。 
 

φ
S×22n＋1×B×(N＋1)誤差（%） ＝（ ×106－1）×100

 
 

17.3.6 データの送信／受信動作 

（1） 初期設定 

データの送受信の前に、以下の手順で SCIを初期化してください。送信モードから受信モードへの切り替え、

受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要です。 
 

1. SCRのTE、REビットを0にクリアします。 

2. SSRのエラーフラグERS、PER、ORERを0にクリアしてください。 

3. SMRのGM、BLK、O/E、BCP1、BCP0、CKS1、CKS0ビットを設定してください。このとき、PEビットは1

に設定してください。 

4. SCMRのSMIF、SDIR、SINVビットを設定してください。 

SMIFビットを1にセットすると、TxD端子およびRxD端子は共にポートからSCIの端子に切り替えられ、ハイ

インピーダンス状態となります。 

5. ビットレートに対応する値をBRRに設定します。 

6. SCRのCKE1、CKE0ビットを設定してください。このとき、TIE、RIE、TE、RE、MPIE、TEIEビットは、0

に設定してください。 

CKE0ビットを1にセットした場合は、SCK端子からクロック出力されます。 

7. 少なくとも、1ビット期間待ってから、SCRのTIE、RIE、TE、REビットを設定してください。自己診断以外

はTEビットとREビットを同時にセットしないでください。 
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（2） シリアルデータ送信（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードモードにおけるデータ送信では、エラーシグナルのサンプリングと再送信処理があるため、通

常の SCIとは処理手順が異なります。送信処理フローの例を図 17.4に示します。 

また、送信動作と内部レジスタの関連を図 17.5に示します。 
 

1. （1）の手順に従いスマートカードインタフェースモードに初期化します。 

2. SSRのエラーフラグERSが0にクリアされていることを確認してください。 

3. SSRのTENDフラグが1にセットされていることが確認できるまで、2.、3.を繰り返してください。 

4. TDRに送信データをライトして、TDREフラグを0にクリアし送信動作を行います。このとき、TENDフラグ

は0にクリアされます。 

5. 連続してデータを送信する場合は、2.に戻ってください。 

6. 送信を終了する場合は、TEビットを0にクリアします。 

 

以上の一連の処理は、割り込み処理または DMAC、DTCによるデータ転送が可能です。 

TIEビットを 1にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき、送信が終了し TENDフラグが 1にセットさ

れると、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。RIEビットを 1にセットし、割り込み要求を

許可しておいたとき、送信時にエラーが発生し、ERSフラグが 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）

要求を発生します。 

SMRの GMビットにより、TENDフラグのセットタイミングが異なります。図 17.6に TENDフラグ発生タイ

ミングを示します。 

TXI要求で DMACまたは DTCを起動する場合、自動再転送を含め DMACまたは DTCに設定したバイト数を

自動的に送信することができます。 

詳細は「（6）割り込み動作」、「（7）DMACまたは DTCによるデータ転送動作」を参照してください。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は、「16.3.2 調歩同期式モード時の動作」を参照してください。 
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初　期　化

No

Yes

TEビットを0にクリア

送　信　開　始

開　　　始

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

終　　　　　了

TDRへデータをライトし、
SSRのTDREフラグを0に
クリア 　　

異　常　処　理

異　常　処　理

TEND＝1？

全データ送信

TEND＝1？

ERS＝0？

ERS＝0？

 

図 17.4 送信処理フローの例 
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（1）データ書き込み データ1

データ1 データ1

データ1
I/O信号線出力データ1

（2）TDR→TSR転送

TDR

：データはTDRに残ります。

（3）シリアルデータ出力

ここで、正常な送信時　　　　TENDフラグセット

送信エラー時　　　　ERSフラグセット

TENDフラグがセットされるまで上記(2)(3)を繰り返す

【注】　ERSフラグがセットされた場合、本フラグは続いて送信する再転送データの最終ビット
　　　（LSBファーストの場合D7、MSBファーストの場合D0）転送完了時までにクリアしてくだ
　　　　さい。

TSR
（シフトレジスタ）

 

図 17.5 送信動作と内部レジスタの関連 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DpI/Oデータ

12.5etu

TXI
（TEND割り込み）

11.0etu

DE

ガード
時間

GM＝0のとき

GM＝1のとき

：スタートビット
：データビット
：パリティビット
：エラーシグナル

【記号説明】

Ds
D0～D7
Dp
DE

 

図 17.6 送信動作時の TENDフラグ発生タイミング 
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（3） シリアルデータ受信（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードモードのデータ受信は、通常の SCIと同様の処理手順になります。受信処理フローの例を図 17.7

に示します。 
 

1. SCIを（1）に従いスマートカードインタフェースモードに初期化します。 

2. SSRのORERフラグとPERフラグが0であることを確認してください。どちらかのフラグがセットされている

場合は、所定の受信異常処理を行った後、ORERとPERフラグをすべて0にクリアしてください。 

3. RDRFフラグが1であることを確認できるまで2.、3.を繰り返してください。 

4. RDRから受信データをリードしてください。 

5. 継続してデータを受信する場合は、RDRFフラグを0にクリアして2.の手順に戻ってください。 

6. 受信を終了する場合は、REビットを0にクリアします。 

 

初　期　化

RDRをリードしSSRのRDRF
フラグを0にクリア    　　

REビットを0にクリア

受　信　開　始

開　　　始

異　常　処　理

No

No

No

Yes

Yes

ORER＝0
かつPER＝0？

RDRF＝1？

全データ受信

Yes

 

図 17.7 受信処理フローの例 
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以上の一連の処理は、割り込み処理または DMAC、DTCによるデータ転送が可能です。 

RIEビットを 1にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき受信が終了し、RDRFフラグが 1にセットされ

ると、受信データフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、受信時にエラーが発生し ORER、PERフラグの

いずれかが 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

RXI要求で DMACまたは DTCを起動する場合、エラーの発生した受信データをスキップして DMACまたは

DTCに設定したバイト数だけ受信データを転送します。 

詳細は「（6）割り込み動作」、「（7）DMACまたは DTCによるデータ転送動作」を参照してください。 

なお、受信時にパリティエラーが発生し PERが 1にセットされた場合でも、受信したデータは RDRに転送さ

れるのでこのデータをリードすることは可能です。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は「16.3.2 調歩同期式モード時の動作」を参照してください。 

 

（4） モード切り替え動作 

受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認した後、初期化から開始し、

RE＝0、TE＝1に設定してください。受信動作の完了は、RDRFフラグ、あるいは PER、ORERフラグで確認でき

ます。 

送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認した後、初期化から開始し、

TE＝0、RE＝1に設定してください。送信動作の完了は TENDフラグで確認できます。 
 

（5） クロック出力の固定 

SMRの GMビットが 1にセットされているとき、SCRの CKE1、CKE0ビットによってクロック出力を固定す

ることができます。このときクロックパルスの最小幅を指定の幅とすることができます。 

図 17.8にクロック出力の固定タイミングを示します。GM＝1、CKE1＝0とし、CKE0ビットを制御した場合の

例です。 

指定のパルス幅

SCK

指定のパルス幅

SCRライト
（CKE0＝1）

SCRライト
（CKE0＝0）

 

図 17.8 クロック出力固定タイミング 
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（6） 割り込み動作（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードインタフェースモードでは、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求、送受信エラー割り込

み（ERI）要求、受信データフル割り込み（RXI）要求の 3種類の割り込み要因があります。なお、本モードでは、

送信終了割り込み（TEI）要求は使用できません。 

SSRの TENDフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求を発生します。 

SSRの RDRFフラグが 1にセットされると、RXI割り込み要求を発生します。 

SSRの ORER、PER、ERSフラグのいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求を発生します。これらの

関係を表 17.8に示します。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は、「16.4 SCI割り込み」を参照してください。 

 

表 17.8 スマートカードインタフェースモードの動作状態と割り込み要因 

動作状態 フラグ 許可ビット 割り込み要因 DMACの起動 DTCの起動 

送信モード 正常動作 TEND TIE TXI 可 可 

 エラー ERS RIE ERI 不可 不可 

受信モード 正常動作 RDRF RIE RXI 可 可 

 エラー PER、ORER RIE ERI 不可 不可 

 

（7） DMACまたは DTCによるデータ転送動作 

スマートカードモードの場合も通常の SCIの場合と同様に、DMACまたは DTCを使って送受信を行うことが

できます。送信動作では、SSRの TENDフラグが 1にセットされると同時に TDREフラグもセットされ、TXI割

り込みが発生します。あらかじめ DMACまたは DTCの起動要因に TXI要求を設定しておけば、TXI要求により

DMACまたは DTCが起動されて送信データの転送を行います。TDREおよび TENDフラグは、DMACまたは DTC

によるデータ転送時に自動的に 0にクリアされます。エラーが発生した場合は SCIが自動的に同じデータを再送

信します。この間 TENDは 0のまま保持され、DMACは起動されません。したがって、エラー発生時の再送信を

含め、SCIと DMACが指定されたバイト数を自動的に送信します。ただし、エラー発生時、ERSフラグは自動的

にクリアされませんので、RIEビットを 1にセットしておき、エラー発生時に ERI要求を発生させ、ERSをクリ

アしてください。 

なお、DMACまたは DTCを使って送受信を行う場合は、必ず先に DMACまたは DTCを設定し、許可状態にし

てから SCIの設定を行ってください。DMAC、DTCの設定方法は「第 8章 DMAコントローラ（DMAC）」、「第

9章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 

また、受信動作では、SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。あらかじめ

DMACまたは DTCの起動要因に RXI要求を設定しておけば、RXI要求で DMACまたは DTCが起動されて受信

データの転送を行います。RDRFフラグは、DMACまたは DTCによるデータ転送時に、自動的に 0にクリアされ

ます。エラーが発生した場合は、RDRFフラグはセットされずエラーフラグがセットされます。そのため DMAC

または DTCは起動されず、代わりに CPUに対し ERIを発生しますのでエラーフラグをクリアしてください。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は、「16.4 SCI割り込み」を参照してください。 
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17.3.7 GSMモード時の動作 

（1） モード切り替え時 

スマートカードインタフェースモードとソフトウェアスタンバイ間でモード切り替えを行う際、クロックデュ

ーティを保持するため、下記の切り替え手順で処理してください。 
 

（a） スマートカードインタフェースモードからソフトウェアスタンバイモードに遷移するとき 

1. SCK端子に対応するデータレジスタ（DR）とデータディレクションレジスタ（DDR）をソフトウェアスタン

バイモード時の出力固定状態の値に設定してください。 

2. SCRのTEビットとREビットに0を書き込み、送信／受信動作を停止させてください。 

同時に、CKE1ビットをソフトウェアスタンバイ時の出力固定状態の値に設定してください。 

3. SCRのCKE0ビットに0を書き込み、クロックを停止させてください。 

4. シリアルクロックの1クロック周期の間、待ってください。 

この間に、デューティを守って、指定のレベルでクロック出力は固定されます。 

5. ソフトウェアスタンバイ状態に遷移させてください。 

 

（b） ソフトウェアスタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき 

6. ソフトウェアスタンバイ状態を解除してください。 

7. SCRのCKE0ビットに1を書き込み、クロックを出力させてください。正常なデューティにて信号発生を開始

します。 

1. 2. 3. 4. 5. 7.

ソフトウェア
スタンバイ通常動作 通常動作

6.
 

図 17.9 クロック停止・再起動手順 
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（2） 電源投入時 

電源投入時からクロックデューティを確保するため、下記の切り替え手順で処理をしてください。 
 

1. 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ抵抗／プルダウ

ン抵抗を使用してください。 

2. SCRのCKE1ビットでSCK端子を指定の出力に固定してください。 

3. SMRとSCMRをセットし、スマートカードモードの動作に切り替えてください。 

4. SCRのCKE0ビットを1に設定して、クロック出力を開始させてください。 

 

17.3.8 ブロック転送モード時の動作 

ブロック転送モードの動作は、以下の項目を除いて、SCIの調歩同期式モードと同じです。したがって、詳細

は「16.3.2 調歩同期式モード時の動作」を参照してください。 
 

（1） データフォーマット 

データフォーマットは 8ビット、パリティありフォーマットです。ストップビットはありませんが 2ビット以

上（受信時は 1ビット以上）のガードタイムがあります。 

また、送信時（スタートビット、データビット、パリティビット送信時）以外は送信端子がハイインピーダン

ス状態になります。したがって、信号線をプルアップ抵抗により Highレベルに固定する必要があります。 
 

（2） 送受信クロック 

送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックのみ使用できます。また、1ビット転

送期間中の基本クロック数は、BCP1、BCP0ビットで 32、64、372、256のどれかに設定できます。詳細は「17.3.5 

クロック」を参照してください。 
 

（3） ERS（FER）フラグ 

ERSフラグは通常のスマートカードインタフェースと同じで、エラーシグナルのステータスを示しますが、エ

ラーシグナルの送受信を行わないため常に 0となります。 
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17.4 使用上の注意 

SCIをスマートカードインタフェースとして使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

（1） スマートカードインタフェースモードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

スマートカードインタフェースモードでは、SCIは転送レートの 32倍、64倍、372倍、256倍（BCP1、BCP0

ビットにより決まります）周波数の基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックのそれぞれ 16、32、186、128クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みま

す。372倍のクロック使用時の例を図 17.10に示します。 

内部基本
クロック

372クロック

186クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

D0 D1

データ
サンプリング
タイミング

185 371 0371185 00

スタート
ビット

 

図 17.10 スマートカードインタフェースモード時の受信データサンプリングタイミング（372倍のクロック使用時） 
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したがって、受信マージンは、次の式のように表すことができます。 
 

スマートカードインタフェースモード時の受信マージン式 

 
1

2N
｜D－0.5｜

NM ＝｜（0.5－　　）－（L－0.5）F－ （1＋F）｜×100%
 

 

M：受信マージン（%） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝32、64、372、256） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝10） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

上式で、F＝0、D＝0.5、N＝372とすると、受信マージン式は次のようになります。 

D＝0.5、F＝0のとき、 

M＝（0.5－1/2×372）×100% 

 ＝49.866% 
 

（2） 再転送動作（ブロック転送モードを除く） 

SCIがそれぞれ受信モードの場合と、送信モードの場合の再転送動作を、次に示します。 
 

（a） SCIが受信モードの場合の再転送動作 

SCI受信モードの場合の再転送動作を図 17.11に示します。 
 

1. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されると、SSRのPERビットが自動的に1にセッ

トされます。このとき、SCRのRIEビットが許可になっていれば、ERI割り込み要求が発生します。次のパリ

ティビットのサンプリングタイミングまでに、SSRのPERビットを0にクリアしてください。 

2. 異常が発生したフレームでは、SSRのRDRFビットはセットされません。 

3. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、SSRのPERビットはセットさ

れません。 

4. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、正常に受信動作が完了したと

判断して、SSRのRDRFビットが自動的に1にセットされます。このときSCRのRIEビットが許可になっていれ

ば、RXI割り込み要求が発生します。 

さらに、RXI要因によるDMACまたはDTCのデータ転送が許可されていれば、RDRの内容を自動的にリード

することができます。DMACまたはDTCでRDRのデータをリードした場合、RDRFフラグは自動的に0にクリ

アされます。 

5. 正常なフレームを受信した場合、エラーシグナルを送信するタイミングで端子はハイインピーダンス状態を

保持します。 
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図 17.11 SCI受信モードの場合の再転送動作 

 

（b） SCIが送信モードの場合の再転送動作 

SCI送信モードの場合の再転送動作を図 17.12に示します。 
 

6. 1フレーム分の送信を完了した後、受信側からエラーシグナルが返されると、SSRのERSビットが1にセット

されます。このとき、SCRのRIEビットが許可になっていれば、ERI割り込み要求が発生します。次のパリテ

ィビットのサンプリングタイミングまでに、SSRのERSビットを0にクリアしてください。 

7. 異常を示すエラーシグナルを受信したフレームでは、SSRのTENDビットはセットされません。 

8. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、SSRのERSビットはセットされません。 

9. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、再転送を含む1フレームの送信が完了したと判断して、

SSRのTENDビットが1にセットされます。このときSCRのTIEビットが許可になっていれば、TXI割り込み要

求を発生します。 

さらに、TXI要因によるDMAC、DTCによるデータ転送が許可されていれば、自動的にTDRに次のデータを

ライトすることができます。DMACまたはDTCでTDRにデータをライトした場合、TDREビットは自動的に0

にクリアされます。 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp DE Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp
(DE)

Ds D0 D1 D2 D3 D4Ds

n＋1番目の
転送フレーム再転送のフレームn番目の転送フレーム

TDRE

TEND

6.

FER/ERS

TDRからTSRへの転送 TDRからTSRへの転送 TDRからTSRへの転送

7. 9.

8.
 

図 17.12 SCI送信モードの場合の再転送動作 
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18. I2Cバスインタフェース（IIC）【オプション】 

I2Cバスインタフェースはオプションです。本オプション機能を使用する場合には､次の点

にご注意ください。 

マスク ROM版では、オプション機能を使用する製品型名には“W”が付加されます。 

例：HD6432643WFなど 
 

18.1 概要 

本 LSIは、2チャネルの I2Cバスインタフェースを内蔵しています。 

I2Cバスインタフェースは、Philips社の提唱している I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式に準拠してお

り、サブセット機能を備えています。ただし､I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部 Philips社と異なりますの

で注意してください。 

I2Cバスインタフェースを用いたデータ転送は、各チャネルで、データライン（SDA）1本、クロックライン（SCL）

1本で構成され、コネクタやプリント基板の面積などを経済的に使用できます。 
 

18.1.1 特長 

■アドレッシングフォーマット、ノンアドレッシングフォーマットを選択可能 

• I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり、マスタ、スレーブ動作 

• シリアルフォーマット：ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マスタ動作専用 

■I2Cバスフォーマットは、Philips社提唱の I2Cバスインタフェースに準拠 

■I2Cバスフォーマットで、スレーブアドレスを 2通り設定可能 

■I2Cバスフォーマットで、マスタモード時、開始、停止条件の自動生成 

■I2Cバスフォーマットで、受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 

■I2Cバスフォーマットで、送信時、アクノリッジビットの自動ロード機能 

■I2Cバスフォーマットで、マスタモード時のウェイト機能 

• アクノリッジを除くデータ転送後、SCLをLowレベルにしてウェイト状態にすることが可能。ウェイト状態

は、割り込みフラグをクリアすることで解除。 

■I2Cバスフォーマットで、スレーブモード時のウェイト機能 

• アクノリッジを除くデータ転送後、SCLをLowレベルにしてウェイト要求を発生することが可能。ウェイト

要求は、次の転送が可能になった時点で解除。 
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■3種類の割り込み要因 

• データ転送終了時（I2Cバスフォーマットで送信モード遷移時、および、マスタ競合負け後のアドレス受信を

含む） 

• アドレス一致時：I2Cバスフォーマット、スレーブ受信モードで、いずれかのスレーブアドレスが一致したと

きまたはゼネラルコールアドレスを受信したとき 

• 停止条件検出時 

■マスタモード時、16種類の内部クロック選択可能 

■バスを直接駆動（SCL／SDA端子） 

• P35/SCL0、P34/SDA0の2端子は、通常時はNMOSプッシュプル出力、バス駆動機能選択時はNMOSオープン

ドレイン出力 

• P33/SCL1、P32/SDA1の2端子は、通常時はCMOS端子、バス駆動機能選択時はNMOSのみで出力 
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18.1.2 ブロック図 

I2Cバスインタフェースのブロック図を図 18.1に示します。 

入出力端子の外部回路接続例を、図 18.2に示します。チャネル 0の入出力端子は、NMOSオープンドレインで

あり、本 LSIの電源（PVCC）電圧を超える電圧印加が可能です。印加電圧の上限は、電源（PVCC）電圧範囲＋0.3V

にあたる 5.8Vとしてください。チャネル 1の入出力端子は NMOSのみにより駆動されるため、見かけ上 NMOS

オープンドレインと同様の動作をします。しかし、入出力端子に印加可能な電圧は、本 LSIに依存します。 

φ

SCL

PS

ノ イ ズ
除去回路

バス状態
判定回路

アービトレーション
判定回路

出力データ
制御回路

ICCR

クロック
制御

ICMR

ICSR

ICDRS

アドレス比較回路

SAR, SARX

SDA

ノ イ ズ
除去回路

割り込み
発生回路 割り込み

要求
【記号説明】

ICCR
ICMR
ICSR
ICDR
SAR
SARX
PS

:
:
:
:
:
:
:

I2Cコントロールレジスタ
I2Cモードレジスタ
I2Cステータスレジスタ
I2Cデータレジスタ
スレーブアドレスレジスタ
スレーブアドレスレジスタＸ
プリスケーラ

ICDRR

ICDRT

内

部

デ

｜

タ

バ

ス

 

図 18.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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図 18.2 I2Cバスインタフェース接続例（本 LSIがマスタの場合） 

 

18.1.3 端子構成 

I2Cバスインタフェースで使用する端子を表 18.1に示します。 
 

表 18.1 端子構成 

チャネル 名  称 記号* 入出力 機  能 

0 シリアルクロック端子 SCL0 入出力 IIC0シリアルクロック入出力端子 

 シリアルデータ端子 SDA0 入出力 IIC0シリアルデータの入出力端子 

1 シリアルクロック端子 SCL1 入出力 IIC1シリアルクロック入出力端子 

 シリアルデータ端子 SDA1 入出力 IIC1シリアルデータの入出力端子 

【注】 * 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCL、SDAと略称します。 
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18.1.4 レジスタ構成 

I2Cバスインタフェースのレジスタ構成を表 18.2に示します。 
 

表 18.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

0 I2Cバスコントロールレジスタ ICCR0 R/W H'01 H'FF78*3 

 I2Cバスステータスレジスタ ICSR0 R/W H'00 H'FF79*3 

 I2Cバスデータレジスタ ICDR0 R/W － H'FF7E*2*3 

 I2Cバスモードレジスタ ICMR0 R/W H'00 H'FF7F*2*3 

 スレーブアドレスレジスタ SAR0 R/W H'00 H'FF7F*2*3 

 第 2スレーブアドレスレジスタ SARX0 R/W H'01 H'FF7E*2*3 

1 I2Cバスコントロールレジスタ ICCR1 R/W H'01 H'FF80*3 

 I2Cバスステータスレジスタ ICSR1 R/W H'00 H'FF81*3 

 I2Cバスデータレジスタ ICDR1 R/W － H'FF86*2*3 

 I2Cバスモードレジスタ ICMR1 R/W H'00 H'FF87*2*3 

 スレーブアドレスレジスタ SAR1 R/W H'00 H'FF87*2*3 

 第 2スレーブアドレスレジスタ SARX1 R/W H'01 H'FF86*2*3 

共通 シリアルコントロールレジスタ X SCRX R/W H'00 H'FDB4 

 DDCスイッチレジスタ DDCSWR R/W H'0F H'FDB5 

 モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示します。 

 *2 I2Cバスコントロールレジスタの ICEビットによりリード／ライトできるレジスタが変わります。ICE＝0のとき

スレーブアドレスレジスタ、ICE＝1のとき I2Cバスモードレジスタとなります。 

 *3 I2Cバスインタフェースの一部のレジスタは、他のレジスタと同じアドレスに割り当てられています。それぞれの

レジスタの選択は、シリアルコントロールレジスタ X（SCRX）の IICEビットで行います。 
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18.2 各レジスタの説明 

18.2.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR） 
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■TDRE、RDRF（内部フラグ） 

－
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ICDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、送信時は送信用データレジスタとして、受信時は受信

用データレジスタとして使用します。ICDRは、内部的に、シフトレジスタ（ICDRS）、受信バッファ（ICDRR）

および送信バッファ（ICDRT）に分かれています。それぞれ CPUからのリード／ライト不可、リード専用および

ライト専用となっています。3本のレジスタ間のデータ転送は、バス状態の変化に関連付けられて自動的に行われ、

TDREや RDRFなどの内部フラグの状態に影響を与えます。 

ICDRSで 1フレームのデータを送信／受信後、送信モードで ICDRTの次のデータがある場合（TDREフラグが
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0の場合）自動的に ICDRTから ICDRSへデータが転送されます。ICDRSで 1フレームのデータを送信／受信後、

受信モードで ICDRRに以前のデータがない場合（RDRFフラグが 0の場合）、自動的に ICDRSから ICDRRにデ

ータが転送されます。 

1フレームのアクノリッジを除いたビット数が 8ビットに満たない場合、送受信データの格納される位置が異な

ります。送信データは、MLS＝0のときMSB側に、MLS＝1のとき LSB側に詰めて書き込んでください。受信デ

ータは、MLS＝0のとき LSB側から、MLS＝1のときMSB側から読み出したビットを有効にしてください。 

ICDRは、SARXと同じアドレスに割り付けられており、ICCRの ICEビットを 1に設定したときのみ、ICDR

のリード／ライトが可能です。 

ICDRのリセット時の値は不定です。 

TDRE、RDRFフラグは、次のような条件でセット／クリアされます。TDRE、RDRFフラグのセットは、割り

込みフラグの状態に影響を与えます。 
 

TDRE 説   明 

0 送信開始不可、または、ICDR（ICDRT）に次の送信データが存在 （初期値） 

［クリア条件］ 

• 送信モード（TRS＝1）で ICDR（ICDRT）に送信データをライトしたとき 

• I2Cバスフォーマットまたはシリアルフォーマットで停止条件を発行後、バスラインの状態から停止条

件成立を検出したとき 

• I2Cバスフォーマットで停止条件を検出したとき 

• 受信モード（TRS＝0）のとき 

（転送中の TRSの 0ライトは、アクノリッジを含めたフレーム受信後に有効） 

1 ICDR（ICDRT）に次の送信データをライト可能 

［セット条件］ 

• 送信モード（TRS=1）のとき、I2Cバスフォーマット、シリアルフォーマットのマスタモードで開始

条件を発行後、バスラインの状態から開始条件成立を検出したとき 

• フォーマットレスで送信モード（TRS＝1）に設定したとき 

• ICDRTから ICDRSにデータが転送されたとき 

（TRS＝1かつ TDRE＝0で ICDRSが空の場合、ICDRT→ICDRSへデータ転送） 

• 開始条件検出後、受信モード（TRS=0）から送信モード（TRS=1）に切り替えたとき 

 
RDRF 説   明 

0 ICDR（ICDRR）にあるデータは無効 （初期値） 

［クリア条件］ 

• 受信モードで ICDR（ICDRR）の受信データをリードしたとき 

1 ICDR（ICDRR）の受信データをリード可能 

［セット条件］ 

• ICDRSから ICDRRにデータが転送されたとき 

（TRS＝0かつ RDRF＝0で受信正常終了の場合、ICDRS→ICDRRへデータ転送） 
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18.2.2 スレーブアドレスレジスタ（SAR） 
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SARは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、フォーマットの設定およびスレーブアドレスを格納し

ます。アドレッシングフォーマットでスレーブモードの場合、開始条件後に送られてきた第 1フレームの上位 7

ビットと SARの上位 7ビットを比較して一致したとき、マスタデバイスに指定されたスレーブデバイスとして動

作します。SARは、ICMRと同じアドレスに割り付けられており、ICCRの ICEビットを 0に設定したときのみ、

SARのリード／ライトが可能です。 

リセットまたはハードウェアスタンバイモード時、SARは H'00に初期化されます。 
 

• ビット7～1：スレーブアドレス（SVA6～SVA0） 

SVA6～SVA0ビットにはI2Cバスにつながっている他のスレーブと異なるユニークなアドレスを設定します。 

 

• ビット0：フォーマットセレクト（FS） 

SARXのFSXビットとともに、転送フォーマットを選択します。 

• I2Cバスフォーマット：アドレシングフォーマットでアクノリッジビットあり 

• クロック同期式シリアルフォーマット： 

ノンアドレシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マスタモード専用 

 

また、FSビットは、スレーブモード時に SARのスレーブアドレスの認識を行うか否かを選択します。 
 

SAR 

ビット 0 

SARX 

ビット 0 

動作モード 

FS FSX  

0 0 I2Cバスフォーマット 

• SARと SARXのスレーブアドレスを認識 

 1 I2Cバスフォーマット （初期値） 

• SARのスレーブアドレスを認識 

• SARXのスレーブアドレスを無視 

1 0 I2Cバスフォーマット 

• SARのスレーブアドレスを無視 

• SARXのスレーブアドレスを認識 

 1 クロック同期式シリアルフォーマット 

• SARと SARXのスレーブアドレスを無視 
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18.2.3 第 2スレーブアドレスレジスタ（SARX） 

7

SVAX6

0

R/W

6

SVAX5

0

R/W

5

SVAX4

0

R/W

4

SVAX3

0

R/W

3

SVAX2

0

R/W

0

FSX

1

R/W

2

SVAX1

0

R/W

1

SVAX0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SARXは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、フォーマットの設定および第 2スレーブアドレスを格

納します。アドレッシングフォーマットでスレーブモードの場合、開始条件後に送られてきた第 1フレームの上

位 7ビットと SARXの上位 7ビットを比較して一致したとき、マスタデバイスに指定されたスレーブデバイスと

して動作します。SARXは、ICDRと同じアドレスに割り付けられており、ICCRの ICEビットを 0に設定したと

きのみ、SARXのリード／ライトが可能です。 

リセットまたはハードウェアスタンバイモード時、SARXは H'01に初期化されます。 
 

• ビット7～1：第2スレーブアドレス（SVAX6～SVAX0） 

SVAX6～SVAX0ビットにはI2Cバスにつながっている他のスレーブと異なるユニークなアドレスを設定しま

す。 

 

• ビット0：フォーマットセレクトX（FSX） 

SARのFSビットとともに、転送フォーマットを選択します。 

• I2Cバスフォーマット：アドレシングフォーマットでアクノリッジビットあり 

• クロック同期式シリアルフォーマット： 

ノンアドレシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マスタモード専用 

 

また、FSXビットは、スレーブモード時に SARXのスレーブアドレスの認識を行うか否かを選択します。詳細

は SARの FSビットの項を参照してください。 
 

18.2.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR） 

7

MLS

0

R/W

6

WAIT

0

R/W

5

CKS2

0

R/W

4

CKS1

0

R/W

3

CKS0

0

R/W

0

BC0

0

R/W

2

BC2

0

R/W

1

BC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

ICMRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、MSBファースト／LSBファーストの選択、マスタモ

ードウェイトの制御、マスタモード転送クロック周波数の選択、転送ビットの数の選択を行います。ICMRは、

SARと同じアドレスに割り付けられており、ICCRの ICEビットを 1に設定したときのみ、ICMRのリード／ライ

トが可能です。 

リセットまたはハードウェアスタンバイモード時、ICMRは H'00に初期化されます。 
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• ビット7：MSBファースト／LSBファースト選択（MLS） 

MSBファーストでデータ転送するか、LSBファーストでデータ転送するかを選択します。 

1フレームのアクノリッジを除いたビット数が8ビットに満たない場合、送受信データの格納される位置が異

なります。送信データは、MLSビットが0のときMSB側に、MLSビットが1のときLSB側に詰めて書き込んで

ください。受信データは、MLSビットが0のときLSB側から、MLSビットが1のときMSB側から読み出したビ

ットを有効にしてください。 

なお、I2Cバスフォーマットで使用するときは、本ビットを1にセットしないでください。 

 
ビット 7 説   明 

MLS  

0 MSBファースト （初期値） 

1 LSBファースト 

 

• ビット6：ウェイト挿入ビット（WAIT） 

I2Cバスフォーマットでマスタモード時に、アクノリッジビットを除いたデータ転送後にウェイト状態にする

かどうかを設定します。WAIT＝1を設定した場合、データの最終ビットのクロックが立ち下がった後、ICCR

のIRICフラグは1にセットされ、ウェイト状態（SCL＝Lowレベル）となります。ICCRのIRICフラグを0にク

リアすることでウェイト状態を解除しアクノリッジの転送を行います。WAIT＝0を設定した場合、ウェイト

状態を挿入せず、データとアクノリッジを連続的に転送します。ICCRのIRICフラグは、WAITの設定に関係

なく、アクノリッジの転送が完了した時点で1にセットされます。 

スレーブモード時は、本ビットの設定は無効になります。 

 
ビット 6 説   明 

WAIT  

0 データとアクノリッジを連続的に転送 （初期値） 

1 データとアクノリッジの間にウェイトを挿入 
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• ビット5～3：転送クロック選択（CKS2～CKS0） 

CKS2～CKS0ビットは、SCRXレジスタのIICX1ビット（チャネル1）、IICX0ビット（チャネル0）との組み

合わせにより、転送クロックの周波数を選択するビットで、マスタモード時に使用します。必要な転送レー

トに合わせて設定をしてください。 

 
SCRX 

ビット 

5、6 

ビット 5 ビット 4 ビット 3 クロック 転送レート 

IICX CKS2 CKS1 CKS0  φ=5MHz φ=8MHz φ=10MHz φ=16MHz φ=20MHz φ=25MHz 

0 0 0 0 φ/28 179kHz 286kHz 357kHz 571kHz* 714kHz* 893kHz* 

   1 φ/40 125kHz 200kHz 250kHz 400kHz 500kHz* 625kHz* 

  1 0 φ/48 104kHz 167kHz 208kHz 333kHz 417kHz* 521kHz* 

   1 φ/64 78.1kHz 125kHz 156kHz 250kHz 313kHz 391kHz 

 1 0 0 φ/80 62.5kHz 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 313kHz 

   1 φ/100 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 160kHz 200kHz 250kHz 

  1 0 φ/112 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 143kHz 179kHz 223kHz 

   1 φ/128 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 195kHz 

1 0 0 0 φ/56 89.3kHz 143kHz 179kHz 286kHz 357kHz 446kHz 

   1 φ/80 62.5kHz 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 313kHz 

  1 0 φ/96 52.1kHz 83.3kHz 104kHz 167kHz 208kHz 260kHz 

   1 φ/128 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 195kHz 

 1 0 0 φ/160 31.3kHz 50.0kHz 62.5kHz 100kHz 125kHz 156kHz 

   1 φ/200 25.0kHz 40.0kHz 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 125kHz 

  1 0 φ/224 22.3kHz 35.7kHz 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 112kHz 

   1 φ/256 19.5kHz 31.3kHz 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 97.7kHz 

【注】 * I2Cバスインタフェース仕様（通常モード：最大 100kHz、高速モード：最大 400kHz）の範囲外となります。 
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• ビット2～0：ビットカウンタ（BC2～BC0） 

BC2～BC0ビットは、次に転送するデータのビット数を指定します。I2Cバスフォーマット（SARのFSビット

またはSARXのFSXビットが0のとき）では、データにアクノリッジ分1ビットが加算されて転送されます。

BC2～BC0ビットの設定は転送フレーム間で行ってください。また、BC2～BC0ビットに000以外を設定する

場合は、SCLがLow状態のときに行ってください。 

ビットカウンタは、リセット時および開始条件検出時000に初期化されます。また、アクノリッジを含むデー

タ転送終了後、000に再び戻ります。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 ビット／フレーム 

BC2 BC1 BC0 クロック同期式 

シリアルフォーマット 

I2Cバスフォーマット 

0 0 0 8 9（初期値） 

  1 1 2 

 1 0 2 3 

  1 3 4 

1 0 0 4 5 

  1 5 6 

 1 0 6 7 

  1 7 8 

 

18.2.5 I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR） 

7

ICE

0

R/W

6

IEIC

0

R/W

5

MST

0

R/W

4

TRS

0

R/W

3

ACKE

0

R/W

0

SCP

1

W

2

BBSY

0

R/W

1

IRIC

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

ICCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、I2Cバスインタフェースの動作／非動作、割り込みの

許可／禁止、マスタモード／スレーブモード、送信／受信、アクノリッジの有効／無効の選択、I2Cバスインタフ

ェースのバス状態の確認、開始／停止条件の発行、および割り込みフラグの確認を行います。 

リセットまたはハードウェアスタンバイモード時、ICCRは H'01に初期化されます。 
 

• ビット7：I2Cバスインタフェースイネーブル（ICE） 

ICEビットは、I2Cバスインタフェースを使用する／使用しないを選択します。ICEビットを1にセットすると、

本モジュールは転送動作可能状態となり、ポートはSCL、SDA入出力端子となります。ICEビットを0にクリ

アすると、本モジュールは機能を停止し、内部状態をクリアします。 

ICE＝0のときSARおよびSARXが有効になり、ICE＝1のときICMRおよびICDRが有効になります。 
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ビット 7 説   明 

ICE  

0 本モジュールは非動作状態（SCL/SDA端子はポート機能） （初期値） 

IICモジュールの内部状態の初期化 

SAR、SARXがアクセス可能 

1 本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDA端子はバス駆動状態） 

ICMR、ICDRがアクセス可能 

 

• ビット6：I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル（IEIC） 

IEICビットは、I2CバスインタフェースからCPUに対する割り込みの許可／禁止を選択します。 

 
ビット 6 説   明 

IEIC  

0 割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 割り込み要求を許可 

 

• ビット5：マスタ／スレーブ選択（MST） 

• ビット4：送信／受信選択（TRS） 

MSTビットは、I2Cバスインタフェースをマスタモードで使用するか、スレーブモードで使用するかを選択す

るビットです。 

TRSビットは、I2Cバスインタフェースを受信モードで使用するか、送信モードで使用するかを選択するビッ

トです。 

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをするとMST、TRSビットは共にハードウェアによって

リセットされ、スレーブ受信モードに変わります。また、スレーブ受信モードでアドレッシングフォーマッ

ト（FS＝0またはFSX＝0）のとき、開始条件直後の第1フレームのR/Wビットにより、ハードウェアで自動的

に受信／送信モードが設定されます。 

転送中のTRSビットの変更は、アクノリッジを含めたフレーム転送完了まで保留され、転送完了後に切り替

わります。 

MSTとTRSビットとの組み合わせにより下表のような動作モードになります。 

 
ビット 5 ビット 4 動作モード 

MST TRS  

0 0 スレーブ受信モード （初期値） 

 1 スレーブ送信モード 

1 0 マスタ受信モード 

 1 マスタ送信モード 
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ビット 5 説   明 

MST  

0 スレーブモード （初期値） 

［クリア条件］ 

(1) ソフトウェアにより 0をライトしたとき 

(2) I2Cバスフォーマットのマスタモードで、送信を開始したのちバス競合負けしたとき 

1 マスタモード 

［セット条件］ 

(1) ソフトウェアにより 1をライトしたとき（クリア条件(2)以外の場合） 

(2) MST＝0をリード後、1をライトしたとき（クリア条件(2)の場合） 

 
ビット 4 説   明 

TRS  

0 受信モード （初期値） 

［クリア条件］ 

(1) ソフトウェアにより 0をライトしたとき（セット条件(3)以外の場合） 

(2) TRS＝1をリード後、0をライトしたとき（セット条件(3)の場合） 

(3) I2Cバスフォーマットのマスタモードで、送信を開始したのちバス競合負けしたとき 

1 送信モード 

［セット条件］ 

(1) ソフトウェアにより 1をライトしたとき（クリア条件(3)以外の場合） 

(2) TRS＝0をリード後、1をライトしたとき（クリア条件(3)の場合） 

(3) I2Cバスフォーマットのスレーブモードで第 1フレームの R/Wビットとして 1を受信したとき 

 

• ビット3：アクノリッジビット判定選択（ACKE） 

ACKEビットは、I2Cバスフォーマットで受信デバイスから返されるアクノリッジビットの内容を無視して連

続的に転送を行うか、アクノリッジビットが1ならば転送を中断してエラー処理などを行うかを選択します。

ACKEビットが0の場合には、受信したアクノリッジビットの内容はACKBビットに反映されず、ACKBビッ

トは常時0となります。 

本LSIでは転送を連続的に行うために、DTCを利用することができます。DTCは、2つある割り込みフラグ（IRIC

とIRTR）のうち、IRTRフラグが1にセットされた場合に起動されます。ACKEビットが0の場合、アクノリッ

ジビットの内容にかかわらずデータ送信完了時にTDREフラグ、IRICフラグとIRTRフラグがセットされます。

ACKEビットが1の場合、アクノリッジビットが0でデータ送信が完了するとTDREフラグ、IRICフラグとIRTR

フラグがセットされ、アクノリッジビットが1でデータ送信が完了するとIRICフラグだけがセットされます。 

DTCが起動されると、所定のデータ転送を実行した後、TDREフラグ、IRICフラグとIRTRフラグを0にクリア

します。そのため、データを連続的に転送している間は割り込みが発生しませんが、ACKEビットが1の場合

にアクノリッジビットが1でデータ送信が完了すると、DTCは起動されず、許可されていれば割り込みが発生

します。 

アクノリッジビットは、受信デバイスによって、受信したデータの処理完了などの意味をもたせる場合と、
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まったく意味を持たず1固定の場合があります。 

 
ビット 3 説   明 

ACKE  

0 アクノリッジビットの内容を無視して、連続的に転送を行う （初期値） 

1 アクノリッジビットが 1の場合、連続的な転送を中断する 

 

• ビット2：バスビジー（BBSY） 

BBSYフラグをリードすることにより、I2Cバス（SCL､SDA）が占有されているか解放されているかを確認で

きます。また、マスタモードでは開始条件、停止条件を発行する際に使用します。 

BBSYフラグは、SCL＝Highレベルの状態でSDAがHighレベルからLowレベルに変化すると開始条件が発行さ

れたと認識し、1にセットされます。SCL＝Highレベルの状態でSDAがLowレベルからHighレベルに変化する

と停止条件が発行されたと認識し、0にクリアされます。 

開始条件を発行する場合、BBSY＝1かつSCP＝0をライトします。開始条件の再送信時も同様に行います。ま

た、停止条件の発行はBBSY＝0かつSCP＝0をライトすることで行います。開始条件／停止条件の発行は、

MOV命令を用います。 

スレーブモード時のBBSYフラグのライトは無効です。すなわち、開始条件の発行に先立って、I2Cバスイン

タフェースをマスタ送信モードに設定する必要があります。BBSY＝1かつSCP＝0をライトする以前に、MST

＝1かつTRS＝1を設定してください。 

 
ビット 2 説   明 

BBSY  

0 バス解放状態 （初期値） 

［クリア条件］ 

• 停止条件検出時 

1 バス占有状態 

［セット条件］ 

• 開始条件検出時 

 

• ビット1：I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ（IRIC） 

IRICフラグは､I2CバスインタフェースがCPUに対して割り込み要求を発生させたことを示します。 IRICフラ

グは、データ転送終了時、スレーブ受信モードでスレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを検出し

たとき、マスタ送信モードでバス競合負けをしたとき、または停止条件検出時に1にセットされます。SAR

のFSビットとICMRのWAITビットの組み合わせによりIRICフラグのセットタイミングが異なりますので、

「18.3.6 IRICセットタイミングとSCL制御」の項を参照してください。また、ICCRのACKEビットの設定

によっても、IRICフラグがセットされる条件が異なります。 

IRICフラグのクリアは、IRIC＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。 

また、DTCを利用するとIRICフラグは自動的にクリアされ、CPUを介さない連続的な転送が可能です。 
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ビット 1 説   明 

IRIC  

0 転送待ち状態、または転送中 （初期値） 

［クリア条件］ 

• IRIC＝1の状態でリードした後、0をライトしたとき 

• DTCで ICDRをリード／ライトしたとき 

（TDREまたは RDRFフラグが 0にクリアされたとき） 

（クリア条件とならない場合もあるため、詳細は DTCの動作説明参照） 

（1） 割り込みが発生 

［セット条件］ 

■I2Cバスフォーマットでマスタモード 

• 開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件を検出したとき 

（第 1フレーム送信のため TDREフラグが 1にセットされたとき） 

• WAIT=1の場合、データとアクノリッジの間にウェイトを挿入したとき 

• データ転送終了時 

（送受信クロックの 9クロック目の立ち上がりのとき、およびウェイト挿入時の送受信クロックの 8

クロック目の立ち下がりのとき） 

• バス競合負けの後、スレーブアドレスを受信したとき 

（ALフラグが 1にセットされたとき） 

• ACKEビットが 1のとき、アクノリッジビットとして 1を受信したとき 

（ACKBビットが 1にセットされたとき） 

■I2Cバスフォーマットでスレーブモード 

• スレーブアドレス（SVA、SVAX）が一致したとき 

（AAS、AASXフラグが 1にセットされたとき）、 

および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時 

（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

• ゼネラルコールアドレスを検出したとき 

（FS＝0かつ ADZフラグが 1にセットされたとき）、 

および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時 

（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

• ACKEビットが 1のとき、アクノリッジビットとして 1を受信したとき 

（ACKBビットが 1にセットされたとき） 

• 停止条件を検出したとき 

（STOPまたは ESTPフラグが 1にセットされたとき） 

■クロック同期式シリアルフォーマット 

• データ転送終了時 

（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

• シリアルフォーマットで開始条件を検出したとき 

上記の他、TDREあるいは RDRF内部フラグが 1にセットされる条件が発生したとき 
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I2Cバスフォーマットで IRIC＝1となり割り込みが発生した場合には、IRIC＝1となった要因を調べるために、

他のフラグを調べる必要があります。各要因には、それぞれ対応するフラグがありますが、データ転送終了時に

関しては注意が必要です。 

内部フラグである TDREまたは RDRFフラグがセットされたとき、リード可能な IRTRフラグがセットされる

場合とされない場合があります。DTC起動要求フラグである IRTRフラグがデータ転送終了時にセットされない

のは、I2Cバスフォーマットでスレーブモードの場合に、スレーブアドレス（SVA）またはゼネラルコールアドレ

スが一致した後の再送開始条件または停止条件検出までの期間です。 

IRICフラグ、IRTRフラグがセットされているときでも、内部フラグである TDREまたは RDRFフラグがセッ

トされていない場合があります。DTCを利用した連続的な転送の場合、設定した回数の転送終了時には、IRICフ

ラグおよび IRTRフラグはクリアされません。一方、設定した回数の ICDRのリード／ライトは完了しているため

TDREまたは RDRFフラグはクリアされています。 

各フラグと転送状態の関係を表 18.3に示します。 
 

表 18.3 フラグと転送状態の関係 

MST TRS BBSY ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 状態 

1／0 1／0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 アイドル状態（フラグクリア要） 

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 開始条件発行 

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 開始条件成立 

1 1／0 1 0 0 0 0 0 0 0 0／1 マスタモードウェイト 

1 1／0 1 0 0 1 0 0 0 0 0／1 マスタモード送信／受信終了 

0 0 1 0 0 0 1／0 1 1／0 1／0 0 ア－ビトレーションロスト 

0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 スレーブモード第 1フレームで SARに一致 

0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 ゼネラルコールアドレスに一致 

0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 SARXに一致 

0 1／0 1 0 0 0 0 0 0 0 0／1 スレーブモード送信／受信終了 

（SARX一致後以外） 

0 

0 

1／0 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

スレーブモード送信／受信終了 

（SARX一致後） 

0 1／0 0 1／0 1／0 0 0 0 0 0 0／1 停止条件検出 

 

• ビット0：開始条件／停止条件発行禁止ビット（SCP） 

SCPビットは、マスタモードでの開始条件／停止条件の発行を制御します。開始条件を発行する場合、BBSY

＝1かつSCP＝0をライトします。開始条件の再送信時も同様に行います。また、停止条件の発行はBBSY＝0

かつSCP＝0をライトすることで行います。本ビットは、リードすると常に1が読み出されます。また、1をラ

イトしてもデータは格納されません。 
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ビット 0 説   明 

SCP  

0 ライト時、BBSYフラグと組み合わせて開始条件、停止条件を発行 

1 リード時、常に 1をリード （初期値） 

ライト時、無効 

 

18.2.6 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 

7

ESTP

0

R/(W)*

6

STOP

0

R/(W)*

5

IRTR

0

R/(W)*

4

AASX

0

R/(W)*

3

AL

0

R/(W)*

0

ACKB

0

R/W

2

AAS

0

R/(W)*

1

ADZ

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

ICSRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、フラグの確認、アクノリッジの確認および制御を行い

ます。 

リセットまたはハードウェアスタンバイモード時、ICSRは H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：エラー停止条件検出フラグ（ESTP） 

ESTPフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブモードで、フレームの転送の途中で停止条件を検出したこ

とを示します。 

 
ビット 7 説   明 

ESTP  

0 エラー停止条件なし （初期値） 

［クリア条件］ 

• ESTP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

1 • I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき 

エラー停止条件を検出 

［セット条件］ 

• フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき 

• I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外 

意味なし 

 

• ビット6：正常停止条件検出フラグ（STOP） 

STOPフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブモードで、フレームの転送の完了後に停止条件を検出した

ことを示します。 
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ビット 6 説   明 

STOP  

0 正常停止条件なし （初期値） 

［クリア条件］ 

• STOP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

1 • I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき 

正常停止条件を検出 

［セット条件］ 

• フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 

• I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外 

意味なし 

 

• ビット5：I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ（IRTR） 

IRTRフラグは､I2CバスインタフェースがCPUに対して割り込み要求を発生させており、その要因がDTC起動

可能な連続送受信動作の1フレーム送受信の完了であることを示します。IRTRフラグが1にセットされると、

同時にIRICフラグも1にセットされます。 

IRTRフラグのセットは、TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたときに行われます。IRTRフラグのクリ

アは、IRTR＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また、IRICフラグを0にクリアするとIRTR

フラグは自動的にクリアされます。 

 
ビット 5 説   明 

IRTR  

0 転送待ち状態、または転送中 （初期値） 

［クリア条件］ 

• IRTR＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

1 連続転送状態 

［セット条件］ 

• I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき 

AASX＝1の状態で、TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき 

• I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき以外 

TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき 

 

• ビット4：第2スレーブアドレス認識フラグ（AASX） 

AASXフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第1フレームがSARXの

SVAX6～SVAX0と一致した場合、AASX＝1となります。 

AASXフラグのクリアは、AASX＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また、開始条件を検

出すると自動的にクリアされます。 

 



 

18. I2Cバスインタフェース（IIC） 

18-20  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

ビット 4 説   明 

AASX  

0 第 2スレーブアドレスを未認識 （初期値） 

［クリア条件］ 

• AASX＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• 開始条件を検出したとき 

• マスタモードのとき 

1 第 2スレーブアドレスを認識 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつ FSX＝0で第 2スレーブアドレスを検出したとき 

 

• ビット3：アービトレーションロストフラグ（AL） 

ALフラグは、マスタモード時にバス競合負けをしたことを示します。 

複数のマスタがほぼ同時にバスを占有しようとしたときにI2CバスインタフェースはSDAをモニタし、自分が

出したデータと異なった場合、ALフラグを1にセットしてバスが他のマスタによって占有されたことを示し

ます。 

ALフラグのクリアは、AL＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また、ICDRをライト（送

信時）またはリード（受信時）すると自動的にリセットされます。 

 
ビット 3 説   明 

AL  

0 バスを確保 （初期値） 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、データをリード（受信時）したとき 

• AL＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 バス競合負け（アービトレーションロスト） 

［セット条件］ 

• マスタ送信モードで SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子が不一致のとき 

• マスタ送信モードで SCLの立ち下がりで内部 SCLが Highレベルのとき 

 

• ビット2：スレーブアドレス認識フラグ（AAS） 

AASフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第1フレームがSARのSVA6～

SVA0と一致した場合、またはゼネラルコールアドレス（H'00）を検出した場合、AAS＝1となります。 

AASフラグのクリアは、AAS＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。またICDRをライト（送

信時）またはリード（受信時）すると自動的にリセットされます。 
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ビット 2 説   明 

AAS  

0 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを未認識 （初期値） 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信時）したとき 

• AAS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• マスタモードのとき 

1 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを認識 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつ FS＝0でスレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを検出したとき 

 

• ビット1：ゼネラルコールアドレス認識フラグ（ADZ） 

ADZフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第1フレームでゼネラルコー

ルアドレス（H'00）を検出した場合、ADZ＝1となります。 

ADZフラグのクリアは、ADZ＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。またICDRをライト（送

信時）またはリード（受信時）すると自動的にリセットされます。 

 
ビット 1 説   明 

ADZ  

0 ゼネラルコールアドレスを未認識 （初期値） 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信時）したとき 

• ADZ＝1の状態をリード後、0をライトしたとき 

• マスタモードのとき 

1 ゼネラルコールアドレスを認識 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつ（FSX＝0または FS＝0）でゼネラルコールアドレスを検出したとき 

 

• ビット0：アクノリッジビット（ACKB） 

ACKBビットは、アクノリッジデータを格納するビットです。 

送信モードでは、受信デバイスがデータを受信した後、アクノリッジデータを返してくるので、そのデータ

をACKBビットにロードします。また、受信モードでは送信デバイスに対し、データを受信した後、あらか

じめ本ビットに設定されたアクノリッジデータを送出します。 

本ビットをリードすると、送信時（TRS＝1のとき）にはロードした値（受信デバイスから返ってきた値）が

読み出され、受信時（TRS＝0のとき）には設定した値が読み出されます。 

また、本ビットをライトすると、TRSの値にかかわらず受信時に送信するアクノリッジデータの設定値を書

き換えます。このとき、受信デバイスからロードした値は、そのまま保持されますので、本レジスタをビッ

ト操作命令を使用して書き換えるときには注意が必要です。 
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ビット 0 説   明 

ACKB  

0 受信時、アクノリッジ出力タイミングで 0出力 （初期値） 

送信時、受信デバイスからアクノリッジがあった（0だった）ことを示す 

1 受信時、アクノリッジ出力タイミングで 1出力 

送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった（1だった）ことを示す 

 

18.2.7 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX） 

7

－

0

R/W

6

IICX1

0

R/W

5

IICX0

0

R/W

4

IICE

0

R/W

3

FLSHE

0

R/W

0

－

0

R/W

2

－

0

R/W

1

－

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCRXは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、レジスタアクセスの制御、IICの動作モードの制御（IIC

内蔵オプションの場合）、内蔵フラッシュメモリの制御（F-ZTAT版の場合）を行います。SCRXで制御するモジ

ュールを使用しない場合は、当該ビットに 1をライトしないでください。 

SCRXはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：リザーブビット 

1にセットしないでください。 

 

• ビット6、5：I 2 Cトランスファレートセレクト1、0（IICX1、0） 

ICMRのCKS2～CKS0と組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択します。 

転送レートの詳細は「18.2.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR）」を参照してください。 

 

• ビット4：I2Cマスタイネーブル（IICE） 

I2Cバスインタフェースのデータレジスタ、制御レジスタ（ICCR、ICSR、ICDR/SARX、ICMR/SAR）のCPU

アクセスを制御します。 

 
ビット 4 説   明 

IICE  

0 I2Cバスインタフェースのデータレジスタおよび制御レジスタの CPUアクセスを禁止 （初期値） 

1 I2Cバスインタフェースのデータレジスタおよび制御レジスタの CPUアクセスを許可 

 

• ビット3：フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル（FLSHE） 

F-ZTAT版の場合、フラッシュメモリの動作を制御するビットです。詳細は「第22章 ROM」を参照してく

ださい。 
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• ビット2～0：リザーブビット 

1にセットしないでください。 

 

18.2.8 DDCスイッチレジスタ（DDCSWR） 

7

－

0

R/(W)*1

6

－

0

R/(W)*1

5

－

0

R/(W)*1

4

－

0

R/(W)*1

3

CLR3

1

W*2

0

CLR0

1

W*2

2

CLR2

1

W*2

1

CLR1

1

W*2

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】 *1 0ライトのみ可能です。

 *2 リードすると常に1が読み出されます。
 

DDCSWRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IICを初期化するために使用します。 

DDCSWRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'0Fに初期化されます。 
 

• ビット7～4：リザーブビット 

0をライトしてください。 

 

• ビット3～0：IICクリア3～0（CLR3～CLR0） 

本ビットはIIC0、IIC1の内部状態の初期化を制御します。 

本ビットはライト動作のみ可能で、リードすると常に1が読み出されます。 

本ビットのライト動作により対応するモジュールの内部ラッチ回路へのクリア信号が発生し、IICモジュール

の内部状態が初期化されます。 

なお、本ビットへのライトデータは保持されません。IICクリアを行う場合は、必ずMOV命令を使用し、CLR3

～CLR0ビットを同時に書き込んでください。BCLRなどのビット操作命令は使用しないでください。 

再度クリアが必要な場合は、すべてのビットとも設定に従い書き込みする必要があります。 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CLR3 CLR2 CLR1 CLR0  

0 0 － － 設定禁止 

0 1 0 0 設定禁止 

0 1 0 1 IIC0内部ラッチクリア 

0 1 1 0 IIC1内部ラッチクリア 

0 1 1 1 IIC0、1内部ラッチクリア 

1 － － － 設定無効 
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18.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB） 

7

MSTPB7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W
 

MSTPCRBは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPB4、MSTPB3の対応するビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で IICは動作を停止してモ

ジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRBは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット4：モジュールストップ（MSTPB4） 

IICチャネル0のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 4 説   明 

MSTPB4  

0 IICチャネル 0のモジュールストップモード解除 

1 IICチャネル 0のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

• ビット3：モジュールストップ（MSTPB3） 

IICチャネル1のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 3 説   明 

MSTPB3  

0 IICチャネル 1のモジュールストップモード解除 

1 IICチャネル 1のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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18.3 動作説明 

18.3.1 I2Cバスデータフォーマット 

I2Cバスインタフェースには、シリアルフォーマットと I2Cバスフォーマットがあります。 

I2Cバスフォーマットは、アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットありです。これを図 18.3に示し

ます。開始条件に続く第 1フレームは必ず 8ビット構成となります。 

シリアルフォーマットは、ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなしです。開始条件、停止

条件の発行は必要ですが、クロック同期式シリアルとして使用できます。これを図 18.4に示します。また、I2C

バスのタイミングを図 18.5に示します。 

図 18.3～図 18.5の記号説明を表 18.4に示します。 

S ASLA

7 n

R/W DATA A

1

1 m

1 11

A/A

1

P

1 n：転送ビット数
（n＝1～8）

m：転送フレーム数
（m＝1～）

S SLA

7 n1 7

R/W A DATA

1 1

1 m1

1

A/A

1

S

1

SLA R/W

1

1 m2

A

1

DATA

n2

A/A

1

P

1

上段：転送ビット数（n1、n2＝1～8）

下段：転送フレーム数（m1、m2＝1～）

（a）FS＝0またはFSX＝0

（b）開始条件再送時、FS＝0またはFSX＝0

 

図 18.3 I2Cバスデータフォーマット（I2Cバスフォーマット） 

S DATA

8 n

DATA

1

1 m

P

1 n：転送ビット数
（n＝1～8）

m：転送フレーム数
（m＝1～）

FS＝1かつFSX＝1

 

図 18.4 I2Cバスデータフォーマット（シリアルフォーマット） 
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SDA

SCL

S SLA R/W A

981-7 981-7 981-7

DATA A DATA A/A P
 

図 18.5 I2Cバスタイミング 

 

表 18.4 I2Cバスデータフォーマット記号説明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレベル

に変化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送信／受信の方向を示します。R/Wビットが 1の場合スレーブデバイスからマスタデバイス、R/Wビット

が 0の場合マスタデバイスからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A アクノリッジを示します。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします（マスタ送信モード時スレーブが、

マスタ受信モード時マスタがアクノリッジを返します）。 

DATA 送受信データを示します。送受信するデータのビット長は ICMRの BC2～BC0ビットで設定します。また

MSBファースト／LSBファーストの切り替えは ICMRの MLSビットで選択します。 

P 停止条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから Highレベル

に変化させます。 
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18.3.2 初期設定 

データ送信／受信を開始するとき、以下の手順に従い IICを初期化してください。 

初期化開始

＜＜送信／受信開始＞＞

MSTPB4＝0（IIC0） 
MSTPB3＝0（IIC1） 
（MSTPCRB）を設定 

IICE＝1（STCR）を設定

DDCSWRを設定

ICE＝0（ICCR）を設定

SAR、SARXを設定

ICE＝1（ICCR）を設定

ICSRを設定

STCRを設定

ICMRを設定

ICCRを設定

IICの制御レジスタ、データレジスタのCPUアクセス
を許可

IIC

アクノリッジビットを設定
（ACKB）

転送レートを設定
（IICX）

SAR、SARXのアクセスを許可

ICMR、ICDRのアクセスを許可 
SCL/SDA端子をIICポートとして使用

転送形式、ウェイト挿入、転送レートを設定
（MLS、WAIT、CKS2-CKS0）

モジュールストップ解除

割り込み許可、転送モード、アクノリッジ判定を設定
（IEIC、MST、TRS、ACKE）

第1スレーブアドレス、第2スレーブアドレス、
IICの転送フォーマットを設定 
（SVA6-SVA0、FS、SVAX6-SVAX0、FSX）

 

図 18.6 IICの初期化フローチャートの例 

【注】 ICMRレジスタの書き換えは、必ず送受信動作の終了後に行ってください｡ 

送受信動作の途中で ICMRレジスタに対しライト動作を行うと､ビットカウンタ BC2-BC0の値が不正に書き換えられ、

正常に動作しなくなる恐れがあります｡ 
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18.3.3 マスタ送信動作 

I2Cバスフォーマットによるマスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、ス

レーブデバイスがアクノリッジを返します。 

図 18.7にマスタ送信モードのフローチャート例を示します。 

開始

終了

初期設定

ICCRのBBSYフラグをリード

ICCRのIRICフラグをリード

ICCRのIRICフラグをリード

ICSRのACKBビットをリード

ICDRに送信データをライト

ICCRのIRICフラグをクリア

ICSRのACKBビットをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをリード

ICDRに送信データをライト

マスタ受信モード

MST＝1、TRS＝1
（ICCR）を設定

BBSY＝0、SCP＝0
（ICCR）をライト

BBSY＝1、SCP＝0
（ICCR）をライト

BBSY＝0？
No

IRIC＝1？

ACKB＝0？

No

No

Yes

Yes

IRIC＝1？
No

Yes

Yes

送信モード？

IRIC＝1？

送信が終了？
（ACKB＝1）？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

［2］　SCL、SDAラインの状態判定

［3］　マスタ送信モードに設定

［4］　開始条件発行

［6］　第１バイト（スレーブアドレス+R/W）の
　　　  送信データの設定
　　　（ICDRライトとIRICフラグクリア動作は
　　　　連続的に行ってください）

［1］　初期設定

［8］　指定したスレーブデバイスからの
  　　　アクノリッジの判定

［5］　開始条件生成待ち

［7］　1バイト送信終了待ち

［10］　1バイト送信終了待ち

［11］　転送終了判定

［12］　停止条件発行

［9］　2バイト目以降の送信データの設定
　　　（ICDRライトとIRICフラグクリア動作は
　　　　連続的に行ってください）

 

図 18.7 マスタ送信モードフローチャート例 
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以下に ICDR（ICDRT）のライト動作に同期して、データを逐次的に送信する送信手順と動作を示します。 
 

1. 「18.3.2 初期設定」に従い初期設定を行います。 

2. ICCRのBBSYフラグをリードし、バスがフリー状態であることを確認します。 

3. ICCRのMST、TRSビットをそれぞれ1にセットしてマスタ送信モードに設定します。 

4. ICCRにBBSY=1かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをHighレベルからLow

レベルに変化させ、開始条件を生成します。 

5. 開始条件の生成に伴いIRIC、IRTRフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビットが1にセット

されているとCPUに対して割り込み要求を発生します。 

6. 開始条件を検出後、ICDRにデータ（スレーブアドレス+R/W）をライトします。 

I2Cバスフォーマット（SARのFSビットまたはSARXのFSXビットが0のとき）では、開始条件に続く第1フレ

ームデータは7ビットのスレーブアドレスと送信／受信の方向(R/ W)を示します。 

次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

ここでICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割り込み処理が入らないようにしてくださ

い。もしIRICフラグのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には転送終了を判定することができ

なくなります。 

マスタデバイスは送信クロックとICDRにライトされたデータを順次送出します。選択された（スレーブアド

レスが一致した）スレーブデバイスは、送信クロックの9クロック目にSDAをLowレベルにし、アクノリッジ

を返します。 

7. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットされます。 

SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動的にLowレベル

に固定されます。 

8. ICSRのACKBビットをリードしてACKB=0であることを確認します。 

スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB=1となっている場合は、12.の送信終了処理を行い、再度送

信動作をやり直してください。 

9. ICDRに送信データをライトします。 

次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

ここで[6]同様にICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行ってください。 

次フレームの送信は内部クロックに同期して行われます。 

10. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットされます。 

SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動的にLowレベル

に固定されます。 

11. ICSRのACKBビットをリードします。 

スレーブデバイスがアクノリッジを返しACKB=0となっていることを確認します。引き続きデータを送信す

る場合には、9.に戻り次の送信動作に移ります。スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB=1となっ
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ている場合は、12.の送信終了処理を行います。 

12. IRICフラグを0にクリアします。 

ICCRのACKEビットに0をライトし､受信したACKBビットの内容を0にクリアします｡ 

ICCRにBBSY=0かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLowレベルからHigh

レベルに変化させ、停止条件を生成します。 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21

R/W

43 65 87 1 29

A

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7 ビット6

ICDRE

IRTR

ICDRT

正常動作

注意：
ICDRへの
データ設定タイミング

不具合動作となります

SCL
（マスタ出力）

開始条件生成

スレーブアドレス データ1

データ1

データ1

［9］ICDRライト ［9］IRICクリア［6］ICDRライト ［6］IRICクリア［4］BBSY=1かつ
         SCP=0をライト
    （開始条件発行）

ユーザの処理

割り込み
要求

割り込み
要求

アドレス+R/W

IRIC

［7］

［5］

ICDRS アドレス+R/W

 

図 18.8（a） マスタ送信モード動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 98 9

A

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0ビット0

ICDRE

IRTR

ICDR

SCL
（マスタ出力）

停止条件生成

データ2

［9］ICDRライト ［9］IRICクリア

［12］IRICクリア

［11］ACKBリード ［12］BBSY=1かつ
           SCP=0をライト
     （停止条件発行）

IRIC

A

［10］［7］データ1

データ1 データ2

ユーザの処理

 

図 18.8（b） マスタ送信モード停止条件発行動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 
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18.3.4 マスタ受信動作 

I2Cバスフォーマットによるマスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、データを受信し、

アクノリッジを返します。スレーブデバイスはデータを送信します。 

マスタデバイスは、マスタ送信モードにて開始条件発行後の第一フレームでスレーブアドレス＋R/W（0：リー

ド）のデータを送信し、スレーブデバイスを選択した後、受信動作に切り替えます。 
 

（1） ウェイトを利用した受信動作 

図 18.9（a）、図 18.9（b）にマスタ受信モードのフローチャート例（WAIT=1）を示します。 
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TRS＝0（ICCR）を設定

ACKB＝0（ICSR）を設定

WAIT＝1（ICMR）を設定

Yes

Yes

Yes

ICCRのIRICフラグをリード

ICCRのIRICフラグをリード

ICCRのIRICフラグをリード

最後の受信？

IRIC＝1？

IRTR＝1？

Yes
IRTR＝1？

No

No

No

No

ICCRのIRICフラグをリード

IRIC＝1？
No

Yes

ICDRをリード

［4］　データ受信完了の判定

［13］　データ受信完了の判定

［1］　受信モードの設定

［2］　受信開始、ダミーリード

［3］　受信ウェイト待ち 
　　　（8クロック目の立ち下がりでIRICセット）
　　　　または
　　　　1バイト受信終了待ち
　　　（9クロック目の立ち上がりでIRICセット）

［12］　受信ウェイト待ち 
　　　 （8クロック目の立ち下がりでIRICセット）
　　　　または
　　　　1バイト受信終了待ち
　　　 （9クロック目の立ち上がりでIRICセット）

［5］　受信データのリード

［6］　IRICフラグクリア（ウェイト解除）

［15］　ウェイトモード解除
　　　　 IRICフラグクリア
　　　　（IRICフラグクリアはWAIT＝0の状態で
 　　　　行ってください）

［17］　停止条件発行

マスタ受信モード

［14］　IRICフラグクリア（ウェイト解除）

［16］　最終受信データのリード

［7］　最後の受信用アクノリッジデータ設定

［8］　TRS設定までの待ち時間

［9］　停止条件発行のためのTRS設定

［10］　受信データのリード

［11］　IRICフラグクリア（ウェイト解除）

ICDRをリード

1クロック分の待ち時間

ACKB＝1（ICSR）を設定

TRS＝1（ICCR）を設定

終了

WAIT＝0（ICMR）を設定

BBSY＝0、SCP＝0
（ICCR）をライト

ICCRのIRICフラグをクリア

ICDRをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ICDRをリード

 

図 18.9（a） マスタ受信モード（複数バイト数受信）のフローチャート例（WAIT=1） 
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終了

 WAIT＝1（ICMR）を設定

 WAIT＝0（ICMR）を設定

ACKB＝0（ICSR）を設定

ACKB＝1（ICSR）を設定

ICDRをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをリード

ICDRをリード

ICCRのIRICフラグをリード

IRIC＝1？

Yes

No

No
IRIC＝1？

Yes

［1］ 受信モードの設定

［2］ 受信開始、ダミーリード

［15］　ウェイトモード解除 
　　　　IRICフラグのクリア 
　　　（IRICフラグはWAIT＝0の状態で 
　　　　行ってください）

［11］　IRICフラグクリア
　　　　（ウェイト解除）

［3］　受信ウェイト待ち 
　　　（8クロック目の立ち下がりでIRICセット）
　　　  または1バイト受信終了待ち
　　   （9クロック目の立ち上がりでIRICセット）

［12］　1バイト受信終了待ち
　　　　（9クロック目の立ち上がりでIRICセット）

［9］　停止条件発行のためのTRS設定

［7］　最後の受信用アクノリッジデータ設定

［16］　最終受信データのリード

スレーブ受信モード

TRS＝0（ICCR）を設定

TRS＝1（ICCR）を設定

［17］　停止条件発行BBSY＝0、SCP＝0
（ICCR）をライト

 

図 18.9（b） マスタ受信モード（1バイトのみ受信）のフローチャート例（WAIT=1） 

 

以下にウェイト動作（WAITビット）を利用し、ICDR（ICDRR）のリード動作に同期してデータを逐次的に受

信する受信手順と動作を示します。 

下記手順は複数バイト受信動作について説明しています｡1バイトのみ受信の場合は一部手順が省略されていま

すので、図 18.9（b）のフローチャートに従って動作を行ってください｡ 

1. ICCRのTRSビットを0にクリアし、送信モードから受信モードに切り替えます。 

ICSRのACKBビットを0にクリアします (アクノリッジデータの設定) 。 

その後にICMRのWAITビットを1にセットします。 

2. ICDRをリード（ダミーリード）すると受信を開始し、内部クロックに同期して受信クロックを出力し、デー

タを受信します。 
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3. IRICフラグが以下の2条件で1にセットされます｡このとき、ICCRのIEICビットが1にセットされているとCPU

に対して割り込み要求を発生します。 

(1) 1フレームの受信クロックの8クロック目の立ち下がりでセットされます｡ 

SCLはIRICフラグがクリアされるまで内部クロックに同期して自動的にLowレベルに固定されます。 

(2) 1フレームの受信クロックの9クロック目の立ち上がりでセットされます｡ 

IRTRフラグとICDRFフラグが1にセットされ、1フレームのデータ受信が終了したことを示します。マス

タデバイスは引き続き次の受信データの受信クロックを出力します。 

4. ICSRのIRTRフラグをリードします｡ 

IRTRフラグが0の場合は6.のIRICフラグクリアでウェイト解除を行います｡ 

IRTRフラグが1で､次に受信するデータが最後の受信データの場合は、7.の終了処理を行ってください。 

5. IRTRフラグが1の場合は、ICDRの受信データをリードします。 

6. IRICフラグを0にクリアします。3.（1）の場合、マスタデバイスは受信クロックの9クロック目を出力すると

ともに、SDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。 

 

[3]から[6]を繰り返し行うことにより、データを受信することができます。 

 

7. ICSRのACKBビットを1にセットし、最後の受信用アクノリッジデータを設定します。 

8. IRICフラグが1にセットされてから少なくとも1クロック分の待ち時間をとり、次の受信データの1クロック目

が立ち上がるのを待ちます｡ 

9. ICCRのTRSビットを1にセットし、受信モードから送信モードに切り替えます。ここで設定したTRSビットの

値は次の9クロック目の立ち上がりエッジが入力されてから有効になります｡ 

10. ICDRの受信データをリードします。 

11. IRICフラグを0にクリアします。 

12. IRICフラグが以下の2条件で1にセットされます｡ 

(1) 1フレームの受信クロックの8クロック目の立ち下がりでセットされます｡ 

SCLはIRICフラグがクリアされるまで内部クロックに同期して自動的にLowレベルに固定されます。 

(2) 1フレームの受信クロックの9クロック目の立ち上がりでセットされます｡ 

IRTRフラグとICDRFフラグが1にセットされ､1フレームのデータ受信が終了したことを示します。マス

タデバイスは引き続き次の受信データの受信クロックを出力します。 

13. ICSRのIRTRフラグをリードします｡ 

IRTRフラグが0の場合は14.のIRICフラグクリアでウェイト解除を行います｡ 

IRTRフラグが1で受信動作が完了している場合は、15.の停止条件発行処理を行ってください。 

14. IRTRフラグが0の場合は、IRICフラグを0にクリアし､ウェイトを解除します。 

受信動作の完了を検出するため12.のIRICフラグリードに戻ります｡ 

15. ICMRのWAITビットを0にクリアし、ウェイトモードを解除します。 
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その後、IRICフラグを0にクリアします。 

IRICフラグのクリアはWAIT=0の状態で行ってください。 

（IRICフラグを0にクリアした後にWAITビットを0にクリアし､停止条件発行命令を実行した場合､停止条件

が正常に出力されない場合があります｡） 

16. ICDRにある最終受信データをリードします｡ 

17. ICCRにBBSY=0かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLowレベルからHigh

レベルに変化させ、停止条件を生成します。 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 1 2 3 4 599

A

A ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3

IRIC

IRTR

ICDR

SCL
（マスタ出力）

マスタ送信モード マスタ受信モード

データ1

データ1 データ2

［2］ICDRリード
   （ダミーリード）

［1］TRS=0クリア
　　  IRIC=0クリア

［6］IRICクリア［6］IRICクリア
　　（ウェイト解除）

ユーザの処理

［3］

［4］IRTR=1［4］IRTR=0

［3］

［5］ICDRリード
　　（データ1）

 

図 18.10（a） マスタ受信モード動作タイミング例（MLS=ACKB＝0、WAIT=1のとき） 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 998

AA

ビット7ビット0 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1

IRIC

IRTR

ICDR

SCL
（マスタ出力）

データ2

データ1 データ2

データ3

［6］IRICクリア

［8］1クロック分の待ち時間

［11］IRICクリア
［14］IRICクリア

［16］ICDRリード
　　（データ3）

ユーザの処理

［12］［12］［3］［3］

［10］ICDRリード
　　（データ2）

［9］TRS=1セット

［7］ACKB=1セット
［17］停止条件発行

ビット0

停止条件生成

［13］IRTR=0［4］IRTR=0

［15］WAIT=0クリア
　　    IRICクリア

データ3

［13］IRTR=1［4］IRTR=1

 

図 18.10（b） マスタ受信モード停止条件発行動作タイミング例 

（MLS=ACKB＝0、WAIT=1のとき） 
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18.3.5 スレーブ受信動作 

スレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、スレーブデバイスがアクノ

リッジを返します。スレーブデバイスは、マスタが発行する開始条件後の第 1フレームのスレーブアドレスと自

分のアドレスを比較し、一致したときにマスタデバイスに指定されたスレーブデバイスとして動作します。 

図 18.11にスレーブ受信モード時のフローチャート例を示します。 

ICCR IRIC

ICSR AAS ADZ

ICCR TRS

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICDR

ICDR

ICDR

ACKB 0 ICSR

MST 0 TRS 0

ICCR

IRIC 1
No

Yes

ICCR IRIC

ACKB 0 ICSR

IRIC 1
No

Yes

TRS 0

IRIC 1

No

No

Yes

Yes

Yes

AAS 1

ADZ 0

2

1

3

8

5

6

4

7

1

2

3

4

5

6

7

8

1

1

No

No

Yes

 

図 18.11 スレーブ受信モードフローチャート例 
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以下にスレーブ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICCRのICEビットを1にセットします。また、ICMRのMLSビットおよびICCRのMST、TRSビットを動作モー

ドに合わせて設定します。 

2. マスタデバイスの出力した開始条件を検出すると、ICCRのBBSYフラグが1にセットされます。 

3. 開始条件後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、マスタデバイスに指定されたスレーブデバイ

スとして動作します。8ビット目のデータ（R/W）が0のときICCRのTRSビットは0のまま変化せず、スレー

ブ受信動作を行います。 

4. 受信フレームの9クロック目でスレーブデバイスはSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。同時に

ICCRのIRICフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビットが1にセットされていると、CPUに

対し割り込み要求を発生します。このとき、RDRF内部フラグが0にクリアされていると、RDRF内部フラグ

を1にセットして引き続き受信動作を行います。RDRF内部フラグが1にセットされていると、スレーブデバ

イスは受信クロックの立ち下がりからICDRにデータをリードするまでSCLをLowレベルにします。 

5. ICDRをリードし、ICCRのIRICフラグを0にクリアします。このときRDRFフラグが0にクリアされます。 

 

4.から 5.を繰り返し行うことにより、受信動作を継続できます。SCLが Highレベルのとき、SDAが Lowレベ

ルから Highレベルに変化し停止条件を検出すると、ICCRの BBSYフラグが 0にクリアされます。 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 2143 65 87 9

ビット7 ビット6 ビット7 ビット6ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

IRIC

ICDRS

ICDRR

RDRF

SCL
（マスタ出力）

開始条件発行

SCL
（スレーブ出力）

割り込み要求
発生

アドレス＋R/W

アドレス＋R/W

［5］ICDRリード［5］IRICクリアユーザの処理

スレーブアドレス データ1［4］

A

R/W

 

図 18.12 スレーブ受信モード動作タイミング例 1（MLS＝ACKB＝0のとき） 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 987 9

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0ビット1 ビット0

IRIC

ICDRS

ICDRR

RDRF

SCL
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

割り込み
要求発生

割り込み
要求発生

データ2

データ2

データ1

データ1

［5］ICDRリード［5］IRICクリアユーザの処理

データ2データ1 ［4］ ［4］

A A

 

図 18.13 スレーブ受信モード動作タイミング例 2（MLS＝ACKB＝0のとき） 
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18.3.6 スレーブ送信動作 

スレーブ送信動作は、スレーブ受信モードで開始条件検出後の第 1フレーム（アドレス受信フレーム）にてマ

スタが送信したアドレスと自分のアドレスが一致し、かつ 8ビット目のデータ（R/W）が 1（リード）のときに ICCR

の TRSビットが自動的に 1にセットされ、スレーブ送信モードになります。 

図 18.14にスレーブ送信モードのフローチャート例を示します。 

ICDR

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICSR ACKB

TRS 0 ICCR

ICDR

ICCR IRIC

IRIC 1

Yes

Yes

No

No

1

4

5

2

3

1

2

3

4

5

2

1

SCL

ACKB 1

ICCR IRIC

 

図 18.14 スレーブ送信モードフローチャート例 

 

スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロックを出力し、

アクノリッジを返します。以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCRのICEビットを1にセットします。また、ICMRのMLSビットおよびICCRのMST、TRSビットを動作モー

ドに合わせて設定します。 

2. 開始条件を検出後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目でスレーブデバイスは

SDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。同時にICCRのIRICフラグが1にセットされ、このとき、ICCR

のIEICビットが1にセットされているとCPUに対し割り込み要求を発生します。また、8ビット目のデータ

（R/W）が1のときICCRのTRSビットが1にセットされ、自動的にスレーブ送信モードに変化します。このと

きTDRFフラグが1にセットされます。スレーブデバイスは送信クロックの立ち下がりからICDRデータをライ
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トするまでSCLをLowレベルにします。 

3. IRICフラグを0にクリア後、ICDRにデータをライトします。このときTDRE内部フラグは0にクリアされます。

ライトされたデータはICDRSに転送され、TDRE内部フラグおよびIRIC、IRTRフラグが再び1にセットされま

す。IRICフラグを0にクリア後、ICDRに次のデータをライトします。スレーブデバイスは図18.15で示すタイ

ミングでマスタデバイスが出力するクロックに従い、ICDRにライトされたデータを順次送出します。 

4. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでICCRのIRICフラグが1にセッ

トされます。またこのスレーブデバイスは、TDRE内部フラグが1にセットされていると、送信クロックの立

ち下がりからICDRにデータライトするまでSCLをLowレベルにします。マスタデバイスは9クロック目に

SDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。このアクノリッジはICSRのACKBビットに格納されるの

で転送動作が正常に行われたかどうか確認することができます。TDRE内部フラグが0のときは、ICDRにライ

トされたデータはICDRSに転送され送信を開始し、TDRE内部フラグおよびIRIC、IRTRフラグが再び1にセッ

トされます。 

5. 送信を続ける場合は、IRICフラグを0にクリア後、次に送信するデータをICDRにライトします。このときTDRE

内部フラグは0にクリアされます。 

 

4.から 5.を繰り返し行うことにより、送信動作を継続できます。送信を終了する場合は、スレーブ側で SDAを

開放するために ICDRに H'FFをライトします。SCLが Highレベルのとき SDAが Lowレベルから Highレベルに

変化し停止条件を検出すると、ICCRの BBSYフラグが 0にクリアされます。 

SDA
（スレーブ出力）

SDA
（スレーブ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 2143 65 87 998

ビット7 ビット6 ビット5 ビット7 ビット6ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

IRIC

ICDRS

ICDRT

TDRE

SCL
（マスタ出力）

割り込み
要求発生

割り込み
要求発生

割り込み
要求発生

スレーブ受信モード スレーブ送信モード

データ1 データ2

［3］IRICクリア ［5］IRICクリア［3］ICDRライト ［3］ICDRライト ［5］ICDRライトユーザの処理

データ1

データ1 データ2

データ2

AR/W

A

［4］

［2］

 

図 18.15 スレーブ送信モード動作タイミング例（MLS＝0のとき） 
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18.3.7 IRICセットタイミングと SCL制御 

割り込み要求フラグ（IRIC）セットタイミングは ICMRのWAITビット、SARの FSビットおよび SARXの FSX

ビットの組み合わせにより異なります。また SCLは、TDREや RDRF内部フラグが 1にセットされていると、1

フレーム転送終了後内部クロックに同期して自動的に Lowレベルに固定します。図 18.16に IRICセットタイミ

ングと SCL制御を示します。 

SCL

SDA

IRIC

ユーザの
処理 IRICクリア ICDRライト（送信時）または

ICDRリード（受信時）

1A87

1987

SCL

SDA

IRIC

ユーザの
処理 IRICクリア ICDRライト（送信時）または

ICDRリード（受信時）

1A8

198

IRICクリア

SCL

SDA

IRIC

ユーザの
処理 IRICクリア ICDRライト（送信時）または

ICDRリード（受信時）

187

187

（a）WAIT＝0かつ、FS＝0またはFSX＝0のとき（I2Cバスフォーマット、ウェイトなし）

（b）WAIT＝1かつ、FS＝0またはFSX＝0のとき（I2Cバスフォーマット、ウェイトあり）

（c）FS＝1かつFSX＝1のとき（クロック同期式シリアルフォーマット）

 

図 18.16 IRICセットタイミングと SCL制御 
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18.3.8 DTCによる動作 

I2Cバスフォーマットでは、スレーブアドレスと R/Wビットによるスレーブデバイスおよび転送方向の選択や、

アクノリッジビットによる受信の確認および最終フレームの表示などが行われるため、DTCによるデータの連続

転送は、割り込みによる CPU処理と組み合わせて行う必要があります。 

表 18.5は、DTCを利用した処理の例を示します。スレーブモードでも転送データ数が判っていると仮定してい

ます。 
 

表 18.5 DTCによる動作例 

項目 マスタ送信モード マスタ受信モード スレーブ送信モード スレーブ受信モード 

スレーブアドレス＋ 

R/Wビット送信／受

信 

DTCで送信 

（ICDRライト） 

CPUで送信 

（ICDRライト） 

CPUで受信 

（ICDRリード） 

CPUで受信 

（ICDRリード） 

ダミーデータリード － CPUで処理 

（ICDRリード） 

－ － 

本体データ送信／受

信 

DTCで送信 

（ICDRライト） 

DTCで受信 

（ICDRリード） 

DTCで送信 

（ICDRライト） 

DTCで受信 

（ICDRリード） 

ダミーデータ（H'FF） 

ライト 

－ － DTCで処理 

（ICDRライト） 

－ 

最終フレーム処理 不要 CPUで受信 

（ICDRリード） 

不要 CPUで受信 

（ICDRリード） 

最終フレーム処理後

の転送要求処理 

1回目： 

CPUでクリア 

2回目： 

CPUで終了条件発行 

不要 ダミーデータ（H'FF）

送出中に 

終了条件を検出して

自動的にクリア 

不要 

DTC転送データ 

フレーム数設定 

送信：実データ数＋1 

（＋1は、スレーブア

ドレス＋R/Wビット

分） 

受信：実データ数 

 

送信：実データ数＋1 

（＋1は、ダミーデー

タ（H'FF）分） 

受信：実データ数 
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18.3.9 ノイズ除去回路 

SCL端子および SDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます｡図 18.17にノイズ除去回

路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 2段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力信号（また

は SDA端子入力信号）がシステムクロックでサンプリングされ、2つのラッチ出力が一致したとき初めて後段へ

そのレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 

SCL入力信号
または

SDA入力信号
内部SCL信号
または

内部SDA信号

サンプリングクロック

サンプリング
クロック

システムクロック
周期

C

ラッチ

QD

C

ラッチ

QD 一致検出
回路

 

図 18.17 ノイズ除去回路のブロック図 

 

18.3.10 内部状態の初期化 

本 IICは、通信動作中のデッドロック発生時に、強制的に IIC内部状態を初期化させる機能を持っています。 

初期化は、（1）DDCSWRレジスタの CLR3～CLR0ビットの設定、または（2）ICEビットのクリアにより実行

されます。CLR3～CLR0ビット設定の詳細は、「18.2.8 DDCスイッチレジスタ（DDCSWR）」を参照してく

ださい。 
 

（1） 初期化の範囲 

本機能により初期化されるのは、次の範囲となります。 

• TDRE、RDRF内部フラグ 

• 送信／受信シーケンサ、内部動作クロックのカウンタ 

• SCL、SDA端子出力状態を保持するための内部ラッチ（ウェイト、クロック、データ出力など） 

なお、以下の内容は初期化されません。 

• レジスタ自体の値（ICDR、SAR、SARX、ICMR、ICCR、ICSR、DDCSWR、STCR） 

• ICMR、ICCR、ICSR、DDCSWR各レジスタのフラグのセット／クリアのためのレジスタリード情報保持用内

部ラッチ 
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• ICMRレジスタのビットカウンタ（BC2～BC0）の値 

• 発生した割り込み要因（割り込みコントローラに転送された割り込み要因） 

（2） 初期化における注意事項 

• 割り込みフラグ、割り込み要因はクリアされませんので、必要に応じてフラグをクリアする処置が必要です。 

• その他のレジスタフラグも基本的にクリアされませんので、必要に応じてフラグをクリアする処置が必要で

す。 

• DDCSWRレジスタにより初期化を行う場合、CLR3～CLR0ビットのライトデータは保持されません。IICクリ

アを行う場合は、必ずMOV命令を使用し、CLR3～CLR0ビットを同時に書き込んでください。BCLRなどの

ビット操作命令は使用しないでください。 

また、再度クリアが必要な場合は、同様にすべてのビットとも設定を行い、同時に書き込みする必要があり

ます。 

• 送受信中にフラグのクリア設定を行うと、その時点でIICモジュールは送受信を中止しSCL、SDA端子を解放

します。再度送受信を開始する際には、システムとして正しく通信できるよう、必要に応じてレジスタの初

期化などを行ってください。 

 

なお、本モジュールクリア機能により直接 BBSYビットの値を書き換えませんが、SCL、SDA端子の状態、解

放するタイミングにより、停止条件の端子波形が生成され、結果的に BBSYビットをクリアする場合があります。

また、他のビット、フラグも同様に、状態の切り替わりに伴い影響が発生する場合があります。 

これらによる問題を回避するため、IICの状態を初期化するときは、以下の手順に従ってください。 

(1) CLR3～CLR0ビットの設定による内部状態の初期化実行 

(2) BC2～0ビットのクリア 

(3) BBSYビットを0にクリアするための、停止条件発行命令実行（BBSY＝0かつSCP＝0ライト）および、

転送レートの2クロック分の期間ウェイト 

(4) CLR3～CLR0ビットの設定による内部状態の初期化の再実行 

(5) IICの各レジスタの初期化（再設定） 

 



 

18. I2Cバスインタフェース（IIC） 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  18-45 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

18.4 使用上の注意 

(1) マスタモードで、開始条件生成のための命令と停止条件生成のための命令を連続的に発行すると、開始条

件も停止条件も正常に出力されなくなります。開始条件と停止条件を連続的に出力する場合は、開始条件

生成のための命令を発行後、ポートをリードし、SCL、SDAがともにLowレベルになっていることを確認

してください。その後、停止条件生成のための命令を発行してください。BBSY=0となったタイミングで

は、まだSCLがLowレベルになっていない場合がありますのでご注意ください。 

 

(2) 次転送のスタート条件が次の2条件となっています。ICDRをリード／ライトする場合は注意してくださ

い。 

(a) ICE＝1かつTRS＝1かつICDRにライトしたとき（ICDRT→ICDRSの自動転送を含む） 

(b) ICE＝1かつTRS＝0かつICDRをリードしたとき（ICDRS→ICDRRの自動転送を含む） 

 

(3) SCL、SDA出力は、内部クロックに同期して表18.6に示すタイミングで出力されます。バス上でのタイミ

ングは、バスの負荷容量、直列抵抗、および並列抵抗に影響される信号の立ち上がり／立ち下がり時間に

よって定まります。 

 

表 18.6 I2Cバスタイミング（SCL、SDA出力） 

項 目 記号 出力タイミング 単

位 

備考 

SCL出力サイクル時間 t
SCLO

 28t
cyc
～256t

cyc
 ns 図 25.33 

SCL出力 Highパルス幅 t
SCLHO

0.5t
SCLO

 ns  

SCL出力 Lowパルス幅 t
SCLLO

0.5t
SCLO

 ns  

SDA出力バスフリー時間 t
BUFO

 0.5t
SCLO
－1t

cyc
 ns  

開始条件出力ホールド時間 t
STAHO

0.5t
SCLO
－1t

cyc
 ns  

再送開始条件出力セットアップ時間 t
STASO

1t
SCLO

 ns  

停止条件出力セットアップ時間 t
STOSO

0.5t
SCLO

+2t
cyc

 ns  

データ出力セットアップ時間（マスタ時） t
SDASO

1t
SCLLO
－3t

cyc
 ns  

データ出力セットアップ時間（スレーブ時）  1t
SCLL
－（6t

cyc
または 12t

cyc
*） ns  

データ出力ホールド時間 t
SDAHO

3t
cyc

 ns  

【注】 * IICXが 0のとき 6t
cyc
、1のとき 12t

cyc
となります。 

 

(4) SCL、SDA入力は、内部クロックに同期してサンプリングされます。そのため、ACタイミングは、「第25

章 電気的特性」の表25.10に示すように、システムクロック周期tcycに依存しています。システムクロッ

ク周波数が5MHzに満たないと、I2CバスインタフェースのACタイミング仕様を満足しなくなりますのでご

注意ください。 

(5) SCLの立ち上がり時間tSrは、I2Cバスインタフェースの仕様で1000ns（高速モード時は300ns）以内と定めら

れています。本I2Cバスインタフェースは、マスタモード時SCLをモニタし、ビットごとに同期をとりなが
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ら通信を行います。そのためSCLの立ち上がり時間tSr（LowレベルからVIHまで変化する時間）が、I2Cバス

インタフェースの入力クロックで決まる時間を超えた場合、SCLのHigh期間が延ばされます。SCLの立ち

上がり時間は、SCLラインのプルアップ抵抗、負荷容量で決定されますので、設定した転送レートで動作

させるためには、表18.7に示す時間以下になるようにプルアップ抵抗、負荷容量を設定してください。 

 

表 18.7 SCL立ち上がり時間（tSr）の許容範囲 

IICX t
cyc
表示 時間表示[ns] 

   I2Cバス 

仕様(max.)

φ= 

5MHz 

φ= 

8MHz 

φ= 

10MHz

φ= 

16MHz

φ= 

20MHz

φ= 

25MHz 

φ= 

28MHz 

0 7.5t
cyc

 標準モード 1000 ← 937 750 468 375 － － 

  高速モード 300 ← ← ← ← ← － － 

1 17.5t
cyc

 標準モード 1000 ← ← ← ← 875 700 624 

  高速モード 300 ← ← ← ← ← ← ← 

【注】 7.5t
cyc
の転送レート時、φ=20MHzを超える場合、転送レートが延びる場合があります。 

 

(6) SCL、SDAの立ち上がり、立ち下がり時間は、I2Cバスインタフェースの仕様で1000nsおよび300ns以内と

定められています。一方、本I2CバスインタフェースのSCL、SDA出力タイミングは、表18.6に示すように

tScycとtcycによって規定されますが、立ち上がり、立ち下がり時間の影響で最大の転送レートではI2Cバスイ

ンタフェースの仕様を満足しない場合があります。表18.8は出力タイミングを各動作周波数で計算し、ワ

ーストケースの立ち上がり、立ち下がり時間の影響を加えたものです。 

tBUFOはどの周波数でもI2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。これに対しては、(a)停止条件発行後、

開始条件の発行まで必要なインターバル（1μs程度）を確保するようプログラムする必要があります。あ

るいは、(b)I2Cバスに接続されるスレーブデバイスとして、入力タイミングがこの出力タイミングを許容

するものを選択してください。 

高速モード時のtSCLLO、標準モード時のtSTASOでは、tSr／tSfをワーストケースとして計算した場合にI2Cバスイ

ンタフェースの仕様を満足しません。(a)プルアップ抵抗、容量負荷により立ち上がり、立ち下がり時間を

調整するか、(b)転送レートを下げて仕様を満足するよう調整するなどの対応を検討してください。あるい

は、(c)I2Cバスに接続されるスレーブデバイスとして、入力タイミングがこの出力タイミングを許容する

ものを選択してください。 
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表 18.8 I2Cバスタイミング（tSr/tSf影響最大の場合） 

項目 t
cyc
表示  時間表示（最大転送レート時）[ns] 

   t
Sr
／t

Sf

影響

(max.)

I2Cバス 

仕様

(min.) 

φ= 

5MHz

φ= 

8MHz

φ= 

10MHz

φ= 

16MHz

φ= 

20MHz 

φ= 

25MHz 

φ= 

28MHz 

t
SCLHO

 0.5t
SCLO

 標準モード -1000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 

 ( -t
Sr
 ) 高速モード -300 600 950 950 950 950 950 950 950 

t
SCLLO

 0.5t
SCLO

 標準モード -250 4700 4750 4750 4750 4750 4750 4750 4750 

 ( -t
Sf
 ) 高速モード -250 1300 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 

t
BUFO

 0.5t
SCLO

-1t
cyc

 標準モード -1000 4700 3800*1 3875*1 3900*1 3938*1 3950*1 3960*1 3964*1 

 ( -t
Sr
 ) 高速モード -300 1300 750*1 825*1 850*1 888*1 900*1 910*1 912*1 

t
STAHO

 0.5t
SCLO

-1t
cyc

 標準モード -250 4000 4550 4625 4650 4688 4700 4710 4713 

 ( -t
Sf
 ) 高速モード -250 600 800 875 900 938 950 960 964 

t
STASO

 1t
SCLO

 標準モード -1000 4700 9000 9000 9000 9000 9000 9000 9000 

 ( -t
Sr
 ) 高速モード -300 600 2200 2200 2200 2200 2200 2200 2200 

t
STOSO

 0.5t
SCLO

+2t
cyc

 標準モード -1000 4000 4400 4250 4200 4125 4100 4080 4071 

 ( -t
Sr
 ) 高速モード -300 600 1350 1200 1150 1075 1050 1030 1021 

t
SDASO

 1t
SCLLO

*3-3t
cyc

 標準モード -1000 250 3100 3325 3400 3513 3550 3580 3593 

マスタ

時 

( -t
Sr
 ) 高速モード -300 100 400 625 700 813 850 880 893 

t
SDASO

 1t
SCLL

*3-12t
cyc

*2 標準モード -1000 250 3100 3325 3400 3513 3550 3580 3593 

スレー

ブ時 

( -t
Sr
 ) 高速モード -300 100 400 625 700 813 850 880 893 

t
SDAHO

 3t
cyc

 標準モード 0 0 600 375 300 188 150 120 107 

  高速モード 0 0 600 375 300 188 150 120 107 

【注】 *1 I2Cバスインタフェースの仕様を満足するために、次の対策を行ってください。 

  （1）開始／停止条件発行のインターバルを確保する。（2）プルアップ抵抗・容量負荷により、立ち上がり、立ち

下がり時間を調整する。（3）転送レートを下げて調整する。 

  （4）入力タイミングが本出力タイミングを許容するスレーブデバイスを選択する。 

  なお、上記表の値は、IICXビット、CKS2～CKS0ビットの設定値により変わります。周波数により最大転送レー

トを実現できない場合もありますので、実際の設定条件に合わせ、I2Cバスインタフェースの仕様を満足するか検

討してください。 

 *2 IICXビットが 1のときです。 

IICXビットを 0に設定すると（1t
SCLL
－6t

cyc
）となります。 

 *3 I2Cバス仕様値（標準モード：4700ns min.、高速モード：1300ns min.）で計算しています。 

 

(7) マスタ受信終了時におけるICDRリードの注意 

マスタ受信モードでの受信動作完了後、受信をやめる場合は、TRSビットを1にセットし、ICCRのBBSY

＝0かつSCP＝0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのとき、SDAをLowレベルからHighレベ

ルに変化させ、停止条件を生成します。この後で受信データはICDRのリードにより読み出すことができ
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ますが、バッファにデータが残っている場合、ICDRSの受信データはICDRに転送されなくなりますので、

第2バイト目のデータは、読み出すことができなくなります。 

第2バイト目のデータを読み出す必要があるときは、マスタ受信モードの状態（TRSビットが0の状態）で

停止条件の発行を行ってください。受信データの読み出しは、必ずICCRレジスタのBBSYビットが0にな

り、停止条件が生成され、バスが開放されていることを確認後に、TRSが0の状態でICDRレジスタをリー

ドしてください。このとき、停止条件発行のための命令実行（ICCRのBBSY＝0かつSCP＝0をライト）か

ら実際に停止条件が生成されるまでの期間において、受信データ（ICDRのデータ）を読み出すと、次の

マスタ送信時に正しくクロックが出なくなる場合がありますので注意が必要です。 

 

なお、マスタ送受信完了後のMSTビットのクリアなど、送受信の動作モード、設定変更のための IIC制御ビッ

トの書き換えについては、必ず図 18.18の（a）期間中（ICCRレジスタの BBSYビットの 0クリア確認後）に行

ってください。 

停止条件 開始条件

SDA ビット0 A

(a)

マスタ受信モード

ICDRリード
禁止期間

停止条件発行命令実行
（BBSY=0かつSCP=0

ライト）

停止条件発生確認
（BBSY=0リード）

開始条件発行

8 9SCL

内部クロック

BBSYビット

 

図 18.18 マスタ受信データ読み出しにおける注意 
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(8) 再送のための開始条件発行時の注意事項 

図18.19に、再送のための開始条件発行のタイミングと、それに連続してICDRにデータを書き込むタイミ

ングおよびフローチャートを示します。 

SCLを端子をリード

ICDRに送信データをライト

ICSRのIRICをクリア

BBSY＝1、SCP＝0
（ICSR）をライト

IRIC＝1？
No

SCL＝Low？
No

Yes

開始条件発行？ No

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［注］

1バイト転送終了待ち

SCLがLowレベルであるか判定

再送のための開始条件命令発行

SCLがHighレベルであるか判定

送信データ（スレーブアドレス＋R/W）設定

［3］から［5］の処理は連続して実行される
ようにプログラムしてください。

その他処理

Yes

Yes

SCLを端子をリード

SCL＝High？
No

Yes

開始条件（再送）

SCL

bit 7ACK

IRIC

［1］IRIC判定 ［2］SCL＝Low判定

［3］開始条件命令発行

［4］SCL＝High判定

［5］ICDRライト

SDA

 

図 18.19 再送のための開始条件命令発行フローチャートおよびタイミング 
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(9) I2Cバスインタフェース停止条件命令発行時の注意事項 

バス負荷容量が大きいため、SCLの9クロック目の立ち上がり時間が規定を超えてしまう場合や、SCLを

Lowにしてウェイトをかけるタイプのスレーブデバイスがある場合は、下記のようにSCLをリードして

Lowを判定してから停止条件命令を発行してください。 

停止条件

SCL

IRIC

［1］SCL＝Low判定

9クロック目
VIH

High期間を確保

［2］停止条件命令発行

SDA

波形の立ち上がりが遅い
ためSCL＝Lowとして検出

 

図 18.20 停止条件発行タイミング 

 

(10) ウェイト機能使用時のIRICフラグクリアの注意事項 

I2Cバスインタフェースのマスタモードでウェイト機能を使用しているときに、SCLの立ち上がり時間が規

定を超えてしまう場合や、SCLをLowにしてウェイトをかけるタイプのスレーブデバイスがある場合は､

下記のようにSCLをリードして、SCLがLowに立ち下がったことを判定してからIRICフラグのクリアをし

てください。 

SCLがHigh期間を引き延ばしている最中にWAIT=1の状態でIRICフラグを0にクリアすると、SCLが立ち下

がる前にSDAの値が変化し､開始条件や停止条件が誤って発生してしまうことがあります｡ 

SCL

IRIC

［1］SCL＝Low判定

SCL＝Lowを検出

VIH
SCL＝High期間を確保

［2］IRICクリア

SDA

 

図 18.21 WAIT=1状態での IRICフラグクリアタイミング 
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(11) スレーブ送信モードでのICDRリードとICCRアクセスの注意事項 

I2Cバスインタフェースのスレーブモード送信動作では、図18.22の網掛け期間中にICDRレジスタリードま

たは、ICCRレジスタリード／ライト動作を行わないようにしてください。 

通常9クロック立ち上がりエッジに同期して発生する割り込み処理では、割り込み処理に移行するまでに

問題の期間は経過しているため、ICDRレジスタリードまたは、ICCRレジスタリード／ライト動作を行っ

ても問題ありません。 

 

この割り込み処理を確実にするために、下記のいずれかの条件で使用願います。 

（a） 次のスレーブアドレス受信動作が開始される前に、それまでに受信したICDRレジスタのリード動作

および、ICCRレジスタのリード／ライト動作を完了させるようにしてください。 

（b） CMRレジスタのBC2～BC0ビットカウンタをモニタし、BC2～BC0=000（8クロック目または9クロ

ック目）の場合は、2転送クロック期間以上の待ち時間を設けて、問題となる期間を避けてICDRレ

ジスタリードまたは、ICCRレジスタリード／ライト動作を行ってください。 

データ送信

ビット7

アドレス受信

SCL

TRSビット

不具合時波形 ICDRライト

ICDRリード、ICCRリード／ライト禁止期間

（6システムクロック期間）

8

R/W A

9

9クロック目立ち上がり検出

SDA

 

図 18.22 スレーブ送信モードでの ICDRリード、ICCRアクセスタイミング 

 

(12) スレーブモードでのTRSビット設定の注意事項 

I2Cバスインタフェースのスレーブモードでは、9クロック目の立ち上がりエッジ検出または、停止条件検

出時から次にSCL端子に立ち上がりエッジを検出するまで（図18.23の（a）期間）は、ICCRレジスタのTRS

ビットに設定された値は、直ちに有効となります。 

しかし、上記以外の期間（図18.23の（b）期間）に設定されたTRSビットの値は、次に9クロック目の立

ち上がりエッジが検出されるか停止条件が検出されるまで設定値が保留されるため、すぐには有効になり

ません。 

そのため、停止条件が入らない再開条件入力に続くアドレス受信動作時は、内部的なTRSビットの実効値

は1（送信モード）のままとなり、9クロック目のアドレス受信完了に伴うアクノリッジビット送信が行わ
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れません。 

スレーブモードのアドレス受信を行う場合は、図18.23の（a）期間中に、TRSビットを0クリアしてくだ

さい。 

スレーブモード時のウェイト機能によるSCL端子のLow固定解除については、TRSビット0クリア後ICDR

レジスタのダミーリードにより行います。 

再開条件

データ送信 アドレス受信

SCL

TRS

TRSビット設定保留期間

ICDRダミーリード

TRSビット設定

（a） （b）

8

A

9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

9クロック目立ち上がり検出

SDA

9クロック目立ち上がり検出

 

図 18.23 スレーブモードでの TRSビット設定タイミング 

 

(13) 送信モードでのICDRリードと受信モードでのICDRライトの注意事項 

送信モード（TRS=1）でのICDRリード動作または、受信モード（TRS=0）でのICDRライト動作を行った

場合、条件によっては送受信動作終了後のSCL端子のLow固定が行われず､正規のICDRレジスタアクセス

動作以前にクロックがSCLバスラインに出力される場合があります。 

ICDRをアクセスするときは､受信モードに設定した後にリード動作を行うか、または送信モードに設定し

た後にライト動作を行うようにしてください。 

 

(14) スレーブモードでのACKEビットとTRSビットの注意事項 

I2Cバスインタフェースにおいて、送信モード（TRS=1）でアクノリッジビットとして1を受信（ACKB=1）

した後に、 その状態のままスレーブモードでアドレスを受信すると、アドレス不一致のときも9クロック

目の立ち上がりで、割り込み動作が発生することがあります。 

I2Cバスインタフェースモジュールでスレーブモード動作を行う際は、下記処置を行ってください。 

(a) 一連の送信動作の終了時、最終送信データに対するアクノリッジビットとして1を受信した場合に

は、ICCRレジスタのACKEビットをいったん0にクリアすることで、ACKBビットを0に初期化して

ください。 

(b) スレーブモードで次の開始条件が入力される前に受信モード（TRS=0）にセットしてください｡ 
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スレーブ送信モードから確実にスレーブ受信モードに切り替えるために、「18.3.6 スレーブ送信

動作」の図18.14に従って送信を終了してください｡ 

 

(15) マスタモードでのアービトレーションロスト発生時の注意事項 

I2Cバスインタフェースではマスタモードでアービトレーションロストにより、スレーブ受信モードに自動

遷移した場合、アービトレーションロストが発生した送受信フレームのデータをアドレスとして認識する

仕様となっています。 

そのため、マスタモード第1フレーム送信動作でアービトレーションロストが発生せず、第2フレーム目以

降でアービトレーションロストが発生すると、本来アドレスではない送受信データをアドレス値として

SAR、SARXの設定値と比較を行います。このとき、受信データがSAR、SARXの値と一致した場合、I2C

バスインタフェースに対し、アドレスコールがあったものとして動作してしまいます。（図18.24参照） 

マルチマスタ環境でバス権の競合が起こり得る状況にあって、マスタモードで動作させている場合は、1

フレームごとの送受信動作完了時にICSRのALビットの確認を行ってください。 

第2フレーム以降でアービトレーションロストの発生が確認された場合は、異常動作として回避処置を行

ってください。 

S ASLA R/W
本デバイス

（マスタ送信モード）

・アービトレーションロスト発生
・ICSR：ALフラグが1にセット

・スレーブ受信モードに自動遷移・アドレス入力を無視

データ衝突の可能性

送信データ不一致
送信データ一致 
送信タイミング一致

・当該データをアドレスとして認識
・SAR、SARXの設定値に一致した 
　場合スレーブデバイスとして動作

本デバイス
（スレーブ受信モード）

他デバイス
（マスタ送信モード） S ASLA R/W ADATA2

S ASLA R/W ASLA R/W

ADATA3

ADATA4

DATA1

 

図 18.24 アービトレーションロスト時の動作模式図 

 

本来のI2Cバスプロトコルでは禁止されている動作ですが、スレーブモードで送受信を行っている最中に誤

ってMSTビットを1にセットしてマスタモードに設定した場合も、同様の現象が発生する可能性がありま

す。 

マルチマスタ動作でバス権の競合が予想される場合、ICCRのMSTビットに1をセットするときは、以下の

手順で行ってください。 

(a) MSTビットのセット直前にICCRのBBSYフラグが0であり、バスがフリー状態であることを確認す

る。 

(b) MSTビットに1を設定する。 



 

18. I2Cバスインタフェース（IIC） 

18-54  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

(c) MSTビットの設定中にバスがビジー状態にならなかったことを確認する意味で、MSTビットのセッ

ト直後にも、ICCRのBBSYフラグが0であることを確認する。 

 

(16) マスタモードでのウェイト動作時の注意事項 

ウェイト機能を使用したマスタモード動作において割り込みフラグIRICビットを7クロック目の立ち下が

りから、8クロック目の立ち下がりの間の期間に1から0にクリアした場合、8クロック目の立ち下がり後に

ウェイトが入らず、9クロック目のクロックパルスが連続的に出力されることがあります。 

ウェイト動作を使用する際はIRICフラグのクリアに関し、以下の点に注意してください。 

9クロック目の立ち上がり時にIRICフラグが1にセットされた後、7クロック目が立ち上がる前（BC2～BC0

カウンタの値が2以上のとき）にIRICフラグをクリアしてください。 

もし、割り込み処理等でIRICフラグクリアが遅れてBCカウンタの値が1または0になった場合は、BC2～

BC0カウンタが0になった後、SCL端子がLになったことを確認してからIRICフラグをクリアしてくださ

い。（図18.25参照） 

SCL

BC2 BC0

BC2 BC0 2

IRIC

IRICIRIC

IRIC

9

AA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3

SDA

SCL=L

IRIC

IRIC

0 7 6 5 4 3 2 1 7 6 5

 

図 18.25 ウェイト動作時の IRICフラグクリアタイミング 
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19.  A/D変換器 

19.1 概要 

本 LSIは、逐次比較方式で動作する 10ビットの A/D変換器を内蔵しており、最大 16チャネルのアナログ入力

を選択することができます。 
 

19.1.1 特長 

A/D変換器の特長を以下に示します。 
 

■10ビット分解能 

■入力チャネル：16チャネル 

■アナログ変換電圧範囲の設定可能 

• リファレンス電圧端子（Vref）をアナログ基準電圧として、アナログ変換電圧範囲を設定します。 

■高速変換 

変換時間：1チャネル当たり 10.64μs（25MHz動作時） 

■シングルモード／スキャンモードの動作モードから選択可能 

• シングルモード：1チャネルのA/D変換 

• スキャンモード：1～4チャネルの連続A/D変換 

■4本のデータレジスタ 

• 変換結果を、各チャネルに対応した16ビットデータレジスタに保持 

■サンプル＆ホールド機能 

■3種類の変換開始 

• ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ（TPUまたは8ビットタイマ）またはADTRG端子の選択が可能 

■A/D変換終了割り込み要求発生 

• A/D変換終了時に、A/D変換終了割り込み（ADI）要求を発生可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではA/D変換器の動作は停止、モジュールストップモードの解除によりレジスタのアクセスが可能 
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19.1.2 ブロック図 

A/D変換器のブロック図を図 19.1に示します。 

モジュールデータバス

コントロール回路

内部データバス

10ビットD/A

コンパレータ

+

サンプル＆
ホールド回路

φ／4

φ／16

ADI
割り込み信号

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
｜
ス

A
D
C
S
R

A
D
C
R

A
D
D
R
D

A
D
D
R
C

A
D
D
R
B

A
D
D
R
A

逐
次
比
較
レ
ジ
ス
タ

マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

AVCC

Vref

AVSS

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7

【記号説明】

ADCR  ：A/Dコントロールレジスタ

ADCSR：A/Dコントロール／ステータスレジスタ

ADDRA：A/DデータレジスタA

ADDRB：A/DデータレジスタB

ADDRC：A/DデータレジスタC

ADDRD：A/DデータレジスタD

ADTRG

TPUまたは8ビットタイマ
からの変換開始トリガ

AN8

AN9

AN10

AN11

AN12

AN13

AN14

AN15

φ／2

φ／8

 

図 19.1 A/D変換器のブロック図 
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19.1.3 端子構成 

A/D変換器で使用する入力端子を表 19.1に示します。 

AVCC、AVSS端子は、A/D変換器内部のアナログ部の電源です。Vref端子は、A/D変換基準電圧端子です。 

16本のアナログ入力端子は 2チャネルセット 2グループに分類されておりアナログ入力端子 0～7（AN0～AN7）

がチャネルセット 0、アナログ入力端子 8～15（AN8～AN15）がチャネルセット 1、アナログ入力端子 0～3、8～

11（AN0～AN3、AN8～AN11）がグループ 0、アナログ入力端子 4～7、12～15（AN4～AN7、AN12～AN15）が

グループ 1になっています。 
 

表 19.1 端子構成 

端子名 記号 入出力 機  能 

アナログ電源端子 AVCC 入力 アナログ部の電源 

アナロググランド端子 AVSS 入力 アナログ部のグランドおよび基準電圧 

リファレンス電圧端子 Vref 入力 A/D変換の基準電圧 

アナログ入力端子 0 AN0 入力 チャネルセット 0（CH3=0）グループ 0のアナログ入力 

アナログ入力端子 1 AN1 入力  

アナログ入力端子 2 AN2 入力  

アナログ入力端子 3 AN3 入力  

アナログ入力端子 4 AN4 入力 チャネルセット 0（CH3=0）グループ 1のアナログ入力 

アナログ入力端子 5 AN5 入力  

アナログ入力端子 6 AN6 入力  

アナログ入力端子 7 AN7 入力  

アナログ入力端子 8 AN8 入力 チャネルセット 1（CH3=1）グループ 0のアナログ入力 

アナログ入力端子 9 AN9 入力  

アナログ入力端子 10 AN10 入力  

アナログ入力端子 11 AN11 入力  

アナログ入力端子 12 AN12 入力 チャネルセット 1（CH3=1）グループ 1のアナログ入力 

アナログ入力端子 13 AN13 入力  

アナログ入力端子 14 AN14 入力  

アナログ入力端子 15 AN15 入力  

A/D外部トリガ入力端子 ADTRG 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力 
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19.1.4 レジスタ構成 

A/D変換器のレジスタ構成を表 19.2に示します。 
 

表 19.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

A/Dデータレジスタ AH ADDRAH R H'00 H'FF90 

A/Dデータレジスタ AL ADDRAL R H'00 H'FF91 

A/Dデータレジスタ BH ADDRBH R H'00 H'FF92 

A/Dデータレジスタ BL ADDRBL R H'00 H'FF93 

A/Dデータレジスタ CH ADDRCH R H'00 H'FF94 

A/Dデータレジスタ CL ADDRCL R H'00 H'FF95 

A/Dデータレジスタ DH ADDRDH R H'00 H'FF96 

A/Dデータレジスタ DL ADDRDL R H'00 H'FF97 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR R/(W)*2 H'00 H'FF98 

A/Dコントロールレジスタ ADCR R/W H'33 H'FF99 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

19.2 各レジスタの説明 

19.2.1 A/Dデータレジスタ A～D（ADDRA～ADDRD） 

14

AD8

0

R

12

AD6

0

R

10

AD4

0

R

8

AD2

0

R

6

AD0

0

R

0

—

0

R

4

—

0

R

2

—

0

R

15

AD9

0

R

13

AD7

0

R

11

AD5

0

R

9

AD3

0

R

7

AD1

0

R

1

—

0

R

5

—

0

R

3

—

0

R

ビット

初期値

R/W
 

ADDRは、A/D変換された結果を格納する 16ビットのリード専用レジスタで、ADDRA～ADDRDの 4本があ

ります。 

A/D変換されたデータは 10ビットデータで、選択されたチャネルに対応する ADDRに転送され、保持されま

す。A/D変換されたデータの上位 8ビットが ADDRの上位バイト（ビット 15～8）に、また下位 2ビットが下位

バイト（ビット 7、6）に転送され、保持されます。ビット 5～0はリードすると常に 0が読み出されます。 

アナログ入力チャネルと ADDRの対応を表 19.3に示します。ADDRは、常に CPUからリード可能です。上位

バイトは直接リードできますが、下位バイトはテンポラリレジスタ（TEMP）を介してデータ転送が行われます。

詳細は「19.3 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。 

ADDRは、リセット、スタンバイモードまたはモジュールストップモード時に、H'0000に初期化されます。 
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表 19.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 

アナログ入力チャネル A/Dデータレジスタ 

チャネルセット 0（CH3=0） チャネルセット 1（CH3=1）  

グループ 0 グループ 1 グループ 0 グループ 1  

AN0 AN4 AN8 AN12 ADDRA 

AN1 AN5 AN9 AN13 ADDRB 

AN2 AN6 AN10 AN14 ADDRC 

AN3 AN7 AN11 AN15 ADDRD 

 

19.2.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

7

ADF

0

R/(W)*

6

ADIE

0

R/W

5

ADST

0

R/W

4

SCAN

0

R/W

3

CH3

0

R/W

0

CH0

0

R/W

2

CH2

0

R/W

1

CH1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

ADCSRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、A/D変換動作を制御します。 

ADCSRは、リセット、ハードウェアスタンバイモード、またはモジュールストップモード時に、H'00に初期化

されます。 
 

• ビット7：A/Dエンドフラグ（ADF） 

A/D変換の終了を示すステータスフラグです。 

 
ビット 7 説   明 

ADF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 

• ADF＝1の状態で、ADFフラグをリードした後、ADFフラグに 0をライトしたとき 

• ADI割り込みにより DMACまたは DTCが起動され、ADDRをリードしたとき 

1 ［セット条件］ 

• シングルモード：A/D変換が終了したとき 

• スキャンモード：指定したすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

 

• ビット6：A/Dインタラプトイネーブル（ADIE） 

A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求の許可または禁止を選択します。 

 
ビット 6 説   明 

ADIE  

0 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止 （初期値） 

1 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可 
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• ビット5：A/Dスタート（ADST） 

A/D変換の開始または停止を選択します。A/D変換中は1を保持します。 

ADSTビットは、ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ、またはA/D外部トリガ入力端子（ADTRG）によ

って1にセットすることができます。 

 
ビット 5 説   明 

ADST  

0 A/D変換を停止 （初期値） 

1 （1）シングルモード：A/D変換を開始。指定したチャネルの変換が終了すると自動的に 0にクリア 

（2）スキャンモード：A/D変換を開始。ソフトウェア、リセット、スタンバイモードまたはモジュー

ルストップモードによって 0にクリアされるまで選択されたチャネルを順次連続変換 

 

• ビット4：スキャンモード（SCAN） 

A/D変換の動作モードを、シングルモードまたはスキャンモードから選択します。シングルモード／スキャ

ンモードの動作については、「19.4 動作説明」を参照してください。SCANビットの設定は、変換停止中

（ADST＝0）に行ってください。 

 
ビット 4 説   明 

SCAN  

0 シングルモード （初期値） 

1 スキャンモード 

 

• ビット3：チャネルセレクト3（CH3） 

グループ0またはグループ1に割り付けられるアナログ入力端子を切り替えます。すなわち、AN8～AN15は

CH3を1にセットすることにより、AN0～AN7の代わりに使用することができます。 
 

ビット 3 説   明 

CH3  

1 AN8～AN11をグループ 0、AN12～AN15をグループ 1のアナログ入力端子とします。 

0 AN0～AN3をグループ 0、AN4～AN7をグループ 1のアナログ入力端子とします。 （初期値） 

 

• ビット2～0：チャネルセレクト2～0（CH2～CH0） 

SCANビットとともにアナログ入力チャネルを選択します。 

入力チャネルの設定は、変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 
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チャネル選択 説   明 

CH3 CH2 CH1 CH0 シングルモード 

（SCAN＝0） 

スキャンモード 

（SCAN＝1） 

0 0 0 0 AN0（初期値） AN0 

   1 AN1 AN0、AN1 

  1 0 AN2 AN0～AN2 

   1 AN3 AN0～AN3 

 1 0 0 AN4 AN4 

   1 AN5 AN4、AN5 

  1 0 AN6 AN4～AN6 

   1 AN7 AN4～AN7 

1 0 0 0 AN8 AN8 

   1 AN9 AN8、AN9 

  1 0 AN10 AN8～AN10 

   1 AN11 AN8～AN11 

 1 0 0 AN12 AN12 

   1 AN13 AN12、AN13 

  1 0 AN14 AN12～AN14 

   1 AN15 AN12～AN15 

 

19.2.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR） 

7

TRGS1

0

R/W

6

TRGS0

0

R/W

5

－

1

－

4

－

1

－

3

CKS1

0

R/W

0

－

1

－

2

CKS0

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W
 

ADCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、外部トリガ入力による A/D変換の開始の許可／禁止

を選択します。 

ADCRは、リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時に、H'33に初期化されます。 
 

• ビット7、6：タイマトリガセレクト1、0（TRGS1、TRGS0） 

トリガ信号によるA/D変換開始の許可または禁止を選択します。 

TRGS1、TRGS0ビットの設定は、変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 

 
ビット 7 ビット 6 説   明 

TRGS1 TRGS0  

0 0 ソフトウェアによる A/D変換の開始を許可 （初期値） 

 1 TPUの変換開始トリガによる A/D変換の開始を許可 

1 0 8ビットタイマの変換開始トリガによる A/D変換の開始を許可 

 1 外部トリガ端子（ADTRG）による A/D変換の開始を許可 
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• ビット5、4、1、0：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット3、2：クロックセレクト1、0（CKS1、CKS0） 

A/D変換時間の設定を行います。変換時間の切り替えは、変換停止中（ADST＝0）の状態で行ってください。

変換時間はAVCC≧4.5Vのときは10μs以上に、AVCC＜4.5Vのときは16μs以上になるようにADCRのCKS1、

CKS0ビットを設定してください。 

 
ビット 3 ビット 2 説   明 

CKS1 CKS0  

0 0 変換時間＝530ステート（Max.） （初期値） 

 1 変換時間＝266ステート（Max.） 

1 0 変換時間＝134ステート（Max.） 

 1 変換時間＝68ステート（Max.） 

 

19.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPA1ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で A/D変換器の動作を停止してモジュールスト

ップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。詳細は、

「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

• ビット1：モジュールストップ（MSTPA1） 

A/D変換器のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 1 説   明 

MSTPA1  

0 A/D変換器のモジュールストップモード解除 

1 A/D変換器のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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19.3 バスマスタとのインタフェース 

ADDRA～ADDRDは 16ビットレジスタで、バスマスタとの間のデータバスは 8ビット幅です。そのためバス

マスタからのアクセスは、上位バイトは直接行われますが、下位バイトは 8ビットのテンポラリレジスタ（TEMP）

を介して行います。 

ADDRからのデータのリードは次のように行われます。上位バイトのリードで上位バイトの値は CPUへ、下位

バイトの値は TEMPへ転送されます。次に下位バイトのリードで TEMPの内容が CPUへ転送されます。 

ADDRをリードする場合は、必ず上位バイト、下位バイトの順で行ってください。また、上位バイトのみのリ

ードは可能ですが、下位バイトのみのリードでは内容は保証されませんので注意してください。 

図 19.2に、ADDRのアクセス時のデータの流れを示します。 

バスマスタ
(H'AA)

ADDRnH
(H'AA)

ADDRnL
(H'40)

下位バイトのリード

バスマスタ
(H'40)

ADDRnH
(H'AA)

ADDRnL
(H'40)

TEMP
(H'40)

TEMP
(H'40)

（n＝ A ～D）

（n ＝ A ～ D）

モジュールデータバス
バスインタフェース

モジュールデータバス
バスインタフェース

上位バイトのリード

 

図 19.2 ADDRのアクセス動作（H'AA40リード時） 
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19.4 動作説明 

A/D変換器は逐次比較方式で動作し、10ビットの分解能を持っています。シングルモードとスキャンモードの

各モードの動作について説明します。 
 

19.4.1 シングルモード（SCAN＝0） 

シングルモードは、1チャネルのみ A/D変換を行う場合に選択します。ソフトウェアまたは外部トリガ入力に

よって ADSTビットが 1にセットされると、A/D変換を開始します。ADSTビットは A/D変換中は 1を保持して

おり、変換が終了すると自動的に０にクリアされます。 

また、変換が終了すると、ADFフラグが 1にセットされます。このとき、ADIEビットが 1にセットされてい

ると、ADI割り込み要求が発生します。 

ADFフラグは、ADCSRをリードした後、０をライトするとクリアされます。 

動作モードやアナログ入力チャネルを切り替える場合は、誤動作を避けるために ADCSRの ADSTビットを０

にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットを 1にセットすると再び

A/D変換を開始します。なお、動作モードや入力チャネルの変更と、ADSTビットのセットは同時に行うことが

できます。 

シングルモードでチャネル 1（AN1）が選択された場合の動作例を以下に示します。また、このときの動作タイ

ミングを図 19.3に示します。 
 

1. 動作モードをシングルモードに（SCAN=0）、入力チャネルをAN1に（CH3＝0、CH2＝0、CH1＝0、CH0＝1）

A/D割り込み要求許可（ADIE＝1）に設定して、A/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDRBに転送されます。同時に、ADF=1、ADST=0となりA/D変換器

は変換待機となります。 

3. ADF＝1、ADIE=1となっているため、ADI割り込み要求が発生します。 

4. A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。 

5. ADCSRをリードした後、ADFに0をライトします。 

6. A/D変換結果（ADDRB）をリードして、処理します。 

7. A/D割り込み処理ルーチンの実行を終了します。 

この後、ADSTビットを1にセットするとA/D変換が開始され、2.～7.を行います。 
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ADIE

ADST

ADF

チャネル 0 （AN0）
動作状態

2

A/D 変換開始

21

1

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

チャネル 1 （AN1）
動作状態

チャネル 2 （AN2）
動作状態

チャネル 3 （AN3）
動作状態

【注】*　　は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

セット*

セット* セット*

クリア*クリア*

A/D 変換結果

A/D 変換 A/D 変換

A/D 変換結果
変換結果のリード変換結果のリード

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機 変換待機

 

図 19.3 A/D変換器の動作例（シングルモード チャネル 1選択時） 

 

19.4.2 スキャンモード（SCAN＝1） 

スキャンモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力を常にモニタするような応用に適してい

ます。ソフトウェア、タイマまたは外部トリガ入力によって ADSTビットが 1にセットされると、第 1チャネル

（AN0）から A/D変換は開始されます。 

複数のチャネルが選択されている場合は、第 1チャネルの変換が終了した後、直ちに第 2チャネル（AN1）の

A/D変換を開始します。 

A/D変換は、ADSTビットが 0にクリアされるまで、選択されたチャネル内を連続して繰り返し行います。変

換された結果は、各チャネルに対応した ADDRに転送され保持されます。 

A/D変換中に、動作モードやアナログ入力チャネルを切り替える場合は、誤動作を避けるためにADCSRのADST

ビットを０にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットを 1にセット

すると再び第 1チャネル（AN0）から A/D変換を開始します。なお、動作モードや入力チャネルの変更と、ADST

ビットのセットは同時に行うことができます。 

スキャンモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 19.4に示します。 
 

1. 動作モードをスキャンモード（SCAN=1）に、チャネルセット0（CH3＝0）、スキャングループをグループ0
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（CH2＝0）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH1＝1、CH0＝0）に設定してA/D変換を開始（ADST

＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始されA/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

3. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。 

4. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、再び第1チャネル（AN0）

を選択し、変換が行われます。 

このときADIEビットが1にセットされていると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 

5. ADSTビットが1にセットされている間は、2.～4.を繰り返します。 

ADSTビットを0にクリアするとA/D変換が停止します。この後、ADSTビットを1にセットすると再びA/D変

換を開始し、第1チャネル（AN0）から変換が行われます。 

ADST

ADF

1 4

2 5

3

1 4

2

3

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

チャネル 0 （AN0）
動作状態

チャネル 1 （AN1）
動作状態

チャネル 2 （AN2）
動作状態

チャネル 3 （AN3）
動作状態

セット*1 クリア*1

A/D 変換結果

変換待機

【注】*1　　は、ソフトウェアによる命令実行を示します。
　　　*2　変換中のデータは無視されます。

クリア*1

変換待機

変換待機

A/D 変換結果

A/D 変換結果

A/D 変換

A/D 変換

A/D 変換時間

変換待機

A/D 変換

A/D 変換連続実行

A/D 変換変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

A/D 変換

A/D 変換結果

転送

*2

変換待機

 

図 19.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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19.4.3 入力サンプリングと A/D変換時間 

A/D変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換器は、ADSTビットが 1にセットさ

れてから tD時間経過後、入力のサンプリングを行い、その後変換を開始します。A/D変換のタイミングを図 19.5

に示します。また、A/D変換時間を表 19.4に示します。 

A/D変換時間は、図 19.5に示すように、tDと入力サンプリング時間を含めた時間となります。ここで tDは、ADCSR

へのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのため、変換時間は表 19.4に示す範囲で変化し

ます。 

スキャンモードの変換時間は、表 19.4に示す値が 1回目の変換時間となりますが、2回目以降は表 19.5となり

ます。いずれの場合も変換時間が AVCC≧4.5Vのときは 10μs以上になるように、AVCC＜4.5Vのときは 16μs以上

になるように ADCRの CKS1、CKS0ビットを設定してください。 

（1）

（2）

t D t SPL

t CONV

φ

アドレス

ライト信号

入力サンプリング

タイミング

ADF

【記号説明】

（1） ：ADCSRライトサイクル

（2） ：ADCSRのアドレス

　　　：A/D変換開始遅延時間

　　　：入力サンプリング時間

　　　：A/D変換時間

t D

t SPL

t CONV
 

図 19.5 A/D変換タイミング 
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表 19.4 A/D変換時間（シングルモード） 

項目 記号 CKS1＝0 CKS1＝1 

  CKS0＝0 CKS0＝1 CKS0＝0 CKS0＝1 

  min. typ. max. min. typ. max. min. typ. max. min. typ. max. 

A/D変換開始遅延時間 t
D
 18 － 33 10 － 17 6 － 9 4 － 5 

入力サンプリング時間 t
SPL

 － 127 － － 63 － － 31 － － 15 － 

A/D変換時間 t
CONV

515 － 530 259 － 266 131 － 134 67 － 68 

【注】 単位：ステート 

 

表 19.5 A/D変換時間（スキャンモード） 

CKS1 CKS0 変換時間（ステート） 

0 0 512（固定） 

 1 256（固定） 

1 0 128（固定） 

 1  64（固定） 

 

19.4.4 外部トリガ入力タイミング 

A/D変換は、外部トリガ入力により開始することも可能です。外部トリガ入力は、ADCRの TRGS1、TRGS0ビ

ットが 11にセットされているとき、ADTRG端子から入力されます。ADTRG入力端子の立ち下がりエッジで、

ADCSRの ADSTビットが 1にセットされ、A/D変換が開始されます。 

その他の動作は、シングルモード／スキャンモードによらず、ソフトウェアによって ADSTビットを 1にセッ

トした場合と同じです。 

このタイミングを図 19.6に示します。 

φ

ADTRG

内部トリガ信号

ADST
A/D変換

 

図 19.6 外部トリガ入力タイミング 
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19.5 割り込み 

A/D変換器は、A/D変換の終了により、A/D変換終了割り込み（ADI）を発生します。ADI割り込み要求は、

ADCSRの ADIEビットによって許可または禁止することができます。 

ADI割り込みで DTCおよび DMACの起動ができます。ADI割り込みで変換されたデータのリードを DTCまた

は DMACで行うと、連続変換がソフトウェアの負担なく実現できます。 

A/D変換器の割り込み要因を表 19.6に示します。 
 

表 19.6 A/D変換器の割り込み要因 

割り込み要因 内  容 DTC、DAMCの起動 

ADI 変換終了による割り込み 可 

 

19.6 使用上の注意 

A/D変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

（1） アナログ電源端子他の設定範囲 

1. アナログ入力電圧の範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子ANnに印加する電圧はAVSS≦ANn≦Vrefの範囲としてください。 

2. AVCC、AVSSとVCC、VSSの関係 

AVCC、AVSSとVCC、VSSとの関係はAVSS＝VSSとし、さらに、A/D変換器を使用しないときも、AVCC、

AVSS端子を決してオープンにしないでください。 

3. Vref端子の設定範囲 

Vref端子によるリファレンス電圧の設定範囲はVref≦AVCCにしてください。 

 

【注】 以上 1.～3.が守られない場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

 

（2） ボード設計上の注意 

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。また、デジ

タル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させるようなレイアウトは極力避けてくだ

さい。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D変換値に悪影響を及ぼします。 

なお、アナログ入力信号（AN0～AN15）、アナログ基準電源（Vref）、アナログ電源（AVCC）は、アナログ

グランド（AVSS）で、デジタル回路を必ず分離してください。さらに、アナロググランド（AVSS）は、ボード

上の安定したデジタルグランド（VSS）に一点接続してください。 
 

（3） ノイズ対策上の注意 

過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子（AN0～AN15）、アナログ基準電源（Vref）の破壊を防ぐ

ために、接続する保護回路は、図 19.7に示すように AVCC－AVSS間に接続してください。 

また、AVCC、Vrefに接続するバイパス・コンデンサ、AN0～AN15に接続するフィルタのコンデンサは、必ず
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AVSSに接続してください。 

なお、図 19.7のようにフィルタ用のコンデンサを接続するとアナログ入力端子（AN0～AN15）の入力電流が

平均化されるため、誤差を生じることがあります。また、スキャンモード等で頻繁に A/D変換を行う場合、A/D

変換器内部のサンプル&ホールド回路の容量に充放電される電流が入力インピーダンス（Rin）を経由して入力さ

れる電流を上回ると、アナログ入力端子の電圧に誤差を生じます。したがって回路定数の決定については、十分

ご検討くださいますようお願いいたします。 

AVCC

Vref

AN0 ～ AN15

AVSS

【注】

*2  Rin：入力インピーダンス

Rin*2 100Ω

0.1µF

0.01µF10µF

数値は、参考値です。

*1 *1

*1

 

図 19.7 アナログ入力保護回路の例 

 

表 19.7 アナログ端子の規格 

項目 min. max. 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 5 kΩ 
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20pF

 A/D変換器へAN0 ～ AN15

10kΩ

【注】　数値は、参考値です。
 

図 19.8 アナログ入力端子等価回路 

 

（4） A/D変換精度の定義 

以下に、本 LSIの A/D変換精度の定義を示します。 

• 分解能 

A/D変換器のデジタル出力コード数 

• オフセット誤差 

デジタル出力が最小電圧値B'0000000000（H'00）からB'0000000001（H'01）に変化するときのアナログ入力電

圧値の理想A/D変換特性からの偏差（図19.10） 

• フルスケール誤差 

デジタル出力がB'1111111110（H'3E）からB'1111111111（H'3F）に変化するときのアナログ入力電圧値の理

想A/D変換特性からの偏差（図19.10） 

• 量子化誤差 

A/D変換器が本質的に有する偏差であり、1/2 LSBで与えられる（図19.9） 

• 非直線性誤差 

ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の理想A/D変換特性からの誤差。ただし、オフセット誤差、フルス

ケール誤差、量子化誤差を含まない。 

• 絶対精度 

デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差および非直線誤差

を含む。 
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111

110

101

100

011

010

001

000
1

1024
2

1024
1022
1024

1023
1024

FS

量子化誤差

デジタル出力

理想 A/D 変換特性

アナログ
入力電圧 

図 19.9 A/D変換精度の定義（1） 

FS

オフセット誤差

非直線性誤差

実際のA/D 変換特性

アナログ
入力電圧

デジタル出力

理想 A/D
変換特性

フルスケール誤差

 

図 19.10 A/D変換精度の定義（2） 
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（5） 許容信号源インピーダンス 

本 LSIのアナログ入力は、信号源インピーダンスが 5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設計と

なっております。これは A/D変換器のサンプル＆ホールド回路の入力容量をサンプリング時間内に充電するため

に設けている規格で、センサの出力インピーダンスが 10kΩを超える場合充電不足が生じ、A/D変換精度が保証で

きなくなる場合があります。 

しかし外部に大容量を設けている場合、入力の負荷は実質的に内部入力抵抗の 10kΩだけになりますので、信号

源インピーダンスは不問となります。 

ただし、この場合ローパスフィルタとなりますので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば 5mV/μs以上）

には追従できない場合があります。 

高速のアナログ信号を変換する場合には、低インピーダンスのバッファを入れてください。 
 

（6） 絶対精度への影響 

容量を付加することにより、GNDとのカップリングを受けることになりますので、GNDにノイズがあると絶

対精度が悪化する可能性があります。必ず AVSSなどの電気的に安定な GNDに接続してください。 

またフィルター回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意が必要です。 

A/D変換器の等価回路
本LSI

20pFCin =
15pF

10kΩ～ 5kΩ

ローパス
フィルタ
C～0.1μF

センサの
出力インピーダンス

センサ入力

 

図 19.11 アナログ入力回路の例 
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20.  D/A変換器 

20.1 概要 

本 LSIは、4チャネルの D/A変換器を内蔵しています。 
 

20.1.1 特長 

D/A変換器の特長を以下に示します。 
 

■8ビットの分解能 

■4チャネル出力 

■変換時間最大 10μs（負荷容量 20pF時） 

■出力電圧 0V～Vref 

■ソフトウェアスタンバイモード時の D/A出力保持機能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値ではD/A変換器の動作は停止。モジュールストップモードの解除によりレジスタのアクセスが可能 
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20.1.2 ブロック図 

D/A変換器のブロック図を図 20.1に示します。 

モジュールデータバス 内蔵データバス

Vref

AVCC

DA1（DA3）

DA0（DA2）

AVSS

8ビット

D/A

コントロール回路

D
A
D
R
0

D
A
D
R
2

D
A
D
R
3

D
A
D
R
1

D
A
C
R

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
｜
ス

（
　
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
　
）

【記号説明】
DACR ：
DADR0～3 ：

D/Aコントロールレジスタ
D/Aデータレジスタ0～3  

図 20.1 D/A変換器のブロック図 

 

20.1.3 端子構成 

D/A変換器で使用する入出力端子を表 20.1に示します。 
 

表 20.1 端子構成 

名 称 記号 入出力 機  能 

アナログ電源端子 AVCC 入力 アナログ部の電源 

アナロググランド端子 AVSS 入力 アナログ部のグランドおよび基準電圧 

アナログ出力端子 0 DA0 出力 チャネル 0のアナログ出力 

アナログ出力端子 1 DA1 出力 チャネル 1のアナログ出力 

アナログ出力端子 2 DA2 出力 チャネル 2のアナログ出力 

アナログ出力端子 3 DA3 出力 シャネル 3のアナログ出力 

リファレンス電圧端子 Vref 入力 アナログ部の基準電圧 
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20.1.4 レジスタ構成 

D/A変換器のレジスタ構成を表 20.2に示します。 
 

表 20.2 レジスタ構成 

チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

0、1 D/Aデータレジスタ 0 DADR0 R/W H'00 H'FFA4 

 D/Aデータレジスタ 1 DADR1 R/W H'00 H'FFA5 

 D/Aコントロールレジスタ 01 DACR01 R/W H'1F H'FFA6 

2、3 D/Aデータレジスタ 2 DADR2 R/W H'00 H'FDAC 

 D/Aデータレジスタ 3 DADR3 R/W H'00 H'FDAD 

 D/Aコントロールレジスタ 23 DACR23 R/W H'1F H'FDAE 

共通 モジュールストップコントロールレジスタ A、C MSTPCRA R/W H'3F H'FDF8 

  MSTPCRC R/W H'FF H'FDEA 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示します。 

 

20.2 各レジスタの説明 

20.2.1 D/Aデータレジスタ 0～3（DADR0～DADR3） 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

DADR0～DADR3は、変換を行うデータを格納するリード／ライト可能な 8ビットのレジスタです。 

アナログ出力を許可すると、DADRの値が常に変換され、アナログ出力端子に出力されます。 

DADRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
 

20.2.2 D/Aコントロールレジスタ 01、23（DACR01、DACR23） 

7

DAOE1

0

R/W

6

DAOE0

0

R/W

5

DAE

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

DACR01、DACR23は、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、D/A変換器の動作を制御します。 

DACR01、DACR23は、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'1Fに初期化されます。 
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• ビット7：D/Aアウトプットイネーブル1（DAOE1） 

D/A変換とアナログ出力を制御します。 

 
ビット 7 説   明 

DAOE1  

0 アナログ出力 DA1（DA3）を禁止 （初期値） 

1 チャネル 1の D/A変換を許可。アナログ出力 DA1（DA3）を許可 

 

• ビット6：D/Aアウトプットイネーブル0（DAOE0） 

D/A変換とアナログ出力を制御します。 

 
ビット 6 説   明 

DAOE0  

0 アナログ出力 DA0（DA2）を禁止 （初期値） 

1 チャネル 0の D/A変換を許可。アナログ出力 DA0（DA2）を許可 

 

• ビット5：D/Aイネーブル（DAE） 

DAOE0、DAOE1ビットとともに、D/A変換を制御します。DAEビットが0にクリアされているときチャネル0、

1のD/A変換は独立に制御され、DAEビットが1にセットされているときチャネル0、1のD/A変換は一括して制

御されます。 

変換結果の出力は、DAOE0、DAOE1ビットにより、常に独立に制御されます。 

 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 説   明 

DAOE1 DAOE0 DAE  

0 0 * チャネル 0、1（チャネル 2、3）の D/A変換を禁止 

 1 0 チャネル 0（チャネル 2）の D/A変換を許可 

   チャネル 1（チャネル 3）の D/A変換を禁止 

  1 チャネル 0、1（チャネル 2、3）の D/A変換を許可 

1 0 0 チャネル 0（チャネル 2）の D/A変換を禁止 

   チャネル 1（チャネル 3）の D/A変換を許可 

  1 チャネル 0、1（チャネル 2、3）の D/A変換を許可 

 1 * チャネル 0、1（チャネル 2、3）の D/A変換を許可 

*：Don't care 

 

D/A変換を許可した状態で本 LSIがソフトウェアスタンバイモードになると、D/A出力は保持され、アナログ

電源電流は D/A変換中と同等になります。ソフトウェアスタンバイモードでアナログ電源電流を低減する必要が

ある場合には、DAOE0、DAOE1ビットをいずれも 0にクリアして D/A出力を禁止にしてください。 
 

• ビット4～0：リザーブビット 

リードすると常に1が読み出されます。ライトは無効です。 
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20.2.3 モジュールストップコントロールレジスタ A、C（MSTPCRA、MSTPCRC） 
 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W

7

MSTPC7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W

MSTPCRA

MSTPCRC

 

MSTPCRA、MSTPCRCは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行

います。 

MSTPA2、MSTPC5ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で D/A変換器は動作を停止してモジ

ュールストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。

詳細は、「24.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時にMSTPCRAは、H'3Fに、MSTPCRCは H'FFに初

期化されます。マニュアルリセットソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

（1） モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 
 

• ビット2：モジュールストップ（MSTPA2） 

D/A変換器（チャネル0、1）のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 2 説   明 

MSTPA2  

0 D/A変換器（チャネル 0、1）のモジュールストップモード解除 

1 D/A変換器（チャネル 0、1）のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

（2） モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） 
 

• ビット5：モジュールストップ（MSTPC5） 

D/A変換器（チャネル2、3）のモジュールストップモードを指定します。 

 
ビット 5 説   明 

MSTPC5  

0 D/A変換器（チャネル 2、3）のモジュールストップモード解除 

1 D/A変換器（チャネル 2、3）のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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20.3 動作説明 

D/A変換器は、2チャネルの D/A変換回路を 2つ内蔵し、それぞれ独立に変換を行うことができます。 

DACRによって D/A変換が許可されている期間は、常に D/A変換が行われています。DADR0、DADR1を書き

換えると、直ちに新しいデータが変換されます。DAOE0、DAOE1ビットを 1にセットすることにより、変換結果

が出力されます。 

チャネル 0のD/A変換を行う場合の動作例を示します。また、このときの動作タイミングを図 20.2に示します。 
 

1. DADR0に変換データをライトします。 

2. DACRのDAOE0ビットを1にセットします。D/A変換が開始され、DA0端子が出力端子になります。変換時間

経過後に変換結果が出力されます。出力値は以下の式で表されます。 

 DADRの内容 

 256 

次にDADR0を書き換えるか、DAOE0ビットを0にクリアするまでこの変換結果が出力され続けます。 

3. DADR0を書き換えると直ちに変換が開始されます。変換時間経過後に変換結果が出力されます。 

4. DAOE0ビットを0にクリアすると、DA0端子は入力端子になります。 

 

変換データ1

変換結果1
ハイインピーダンス状態

tDCONV

DADR0
ライトサイクル

DA0

DAOE0

DADR0

アドレス

φ

DACR
ライトサイクル

変換データ2

変換結果2

tDCONV

【記号説明】

　tDCONV：D/A変換時間

DADR0
ライトサイクル

DACR
ライトサイクル

 

図 20.2 D/A変換器の動作例 

 

×Vref 
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21. RAM 

21.1 概要 

H8S/2643は 16Kバイト、H8S/2642は 12Kバイト、H8S/2641は 8Kバイトの高速スタティック RAMを内蔵し

ています。内蔵 RAMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデータ、ワードデータにか

かわらず、1ステートでアクセスできます。したがって、ワードデータの高速転送が可能です。 

内蔵 RAMは、システムコントロールレジスタ（SYSCR）の RAMイネーブル（RAME）ビットにより有効また

は無効の制御が可能です。 
 

21.1.1 ブロック図 

RAMのブロック図を図 21.1に示します。 

内部データバス（上位8ビット）

内部データバス（下位8ビット）

H'FFB000

H'FFB002

H'FFB004

H'FFFFFE

H'FFB001

H'FFB003

H'FFB005

H'FFFFFF

H'FFEFBE H'FFEFBF

H'FFFFC1H'FFFFC0

 

図 21.1 RAMのブロック図（H8S/2643の場合） 
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21.1.2 レジスタ構成 

内蔵 RAMは、SYSCRで制御されます。レジスタ構成を表 21.1に示します。 
 

表 21.1 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'01 H'FDE5 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

21.2 各レジスタの説明 

21.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

MRESE

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

内蔵 RAMは SYSCRの RAMEビットにより、有効／無効が選択されます。なお、SYSCRのその他のビットに

ついての詳細は「3.2.2 システムコントロールレジスタ」を参照してください。 
 

• ビット0：RAMイネーブル（RAME） 

内蔵RAMの有効または無効を選択します。RAMEビットはリセット状態の解除時に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

【注】 DTCを使用するときには、必ず RAMEビットを 1にセットしてください。 

 
ビット 0 説   明 

RAME  

0 内蔵 RAM無効 

1 内蔵 RAM有効 （初期値） 
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21.3 動作説明 

RAMEビットが 1にセットされているとき、H8S/2643の場合アドレス H'FFB000～H'FFEFBF、H'FFFFC0～

H'FFFFFFを、H8S/2642の場合 H'FFC000～H'FFEFBF、H'FFFFC0～H'FFFFFFを、H8S/2641の場合 H'FFD000～

H'FFEFBF、H'FFFFC0～H'FFFFFFをアクセスすると内蔵 RAMがアクセスされます。また、RAMEビットが 0に

クリアされているときは、外部アドレス空間がアクセスされます。 

内蔵 RAMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイト単位、ワード単位のリード／ライト

が可能です。いずれも、1ステートでアクセスできます。 

偶数番地が上位 8ビット、奇数番地が下位 8ビットに接続されています。ワードデータは、偶数番地から始ま

るデータに限定されています。 
 

21.4 使用上の注意 

（1） DTC使用時 

アドレス H'FFEBC0～H'FFEFBFは DTCのレジスタ情報を配置することができます。DTCを使用する場合は、

RAMEビットを 0にクリアしないでください。 
 

（2） リザーブエリア 

H8S/2642のアドレス H'FFB000～H'FFBFFFと、H8S/2641のアドレス H'FFB000～H'FFCFFFは、リザーブエリア

のためリード／ライトはできません。RAMEビットが 0にクリアされているときは、外部アドレス空間がアクセ

スされます。 
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22. ROM 

22.1 概要 

本グループでは 256Kバイトのフラッシュメモリまたは 256Kバイト、192Kバイト、128Kバイトのマスク ROM

を内蔵しています。ROMは、バスマスタと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデータ、ワード

データにかかわらず、1ステートでアクセスできます。命令フェッチを高速化し、処理速度を向上しています。 

内蔵 ROMの有効または無効の設定は、モード端子（MD2、MD1、MD0）により行います。 

本 LSIのフラッシュメモリ版は、PROMライタを用いて書き込み・消去ができるほか、オンボードでの消去・

書き換えが可能です。 
 

22.1.1 ブロック図 

256Kバイトの ROMのブロック図を図 22.1に示します。 

内部データバス（上位8ビット）

内部データバス（下位8ビット）

H'000000

H'000002

H'03FFFE

H'000001

H'000003

H'03FFFF
 

図 22.1 ROMのブロック図（256Kバイト） 

 

22.1.2 レジスタ構成 

本 LSIの動作モードは、モード端子と BCRLで制御されます。レジスタ構成を表 22.1に示します。 
 

表 22.1 レジスタ構成 

名 称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

モードコントロールレジスタ MDCR R/W 不定 H'FDE7 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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22.2 レジスタの説明 

22.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） 

7

－

1

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

MDS0

－*

R

2

MDS2

－*

R

1

MDS1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　MD2 ～ MD0 端子により決定されます。
 

MDCRは 8ビットのリード専用レジスタで、本 LSIの現在の動作モードをモニタするのに用います。 
 

• ビット7：リザーブビット 

書き込み時は必ず1をライトしてください。 

 

• ビット6～3：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

• ビット2～0：モードセレクト2～0（MDS2～MDS0） 

モード端子（MD2～MD0）の入力レベルを反映した値（現在の動作モード）を示しています。MDS2～MDS0

ビットはMD2～MD0端子にそれぞれ対応します。これらのビットはリード専用でライトは無効です。MDCR

をリードすると、モード端子（MD2～MD0）の入力レベルがこれらのビットにラッチされます。このラッチ

はパワーオンリセットでは解除されますが、マニュアルリセットでは保持されます。 
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22.3 動作説明 

内蔵 ROMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデータ、ワードデータにかかわらず、

1ステートでアクセスできます。偶数番地が上位 8ビット、奇数番地が下位 8ビットに接続されています。ワード

データは偶数番地から始まるデータに限定されています。 

内蔵 ROMの有効または無効の設定はモード端子（MD2～MD0）により行います。この設定を表 22.2に示しま

す。 
 

表 22.2 動作モードと ROM（F-ZTAT版） 

 動作モード モード端子 内蔵 ROM 

  FWE MD2 MD1 MD0  

モード 0 － 0 0 0 0 － 

モード 1     1  

モード 2    1 0  

モード 3     1  

モード 4 アドバンスト・内蔵 ROM 

無効拡張モード 

 1 0 0 無効 

モード 5 アドバンスト・内蔵 ROM 

無効拡張モード 

   1  

モード 6 アドバンスト・内蔵 ROM 

有効拡張モード 

  1 0 有効（256Kバイト） 

モード 7 アドバンスト・シングルチップモード    1 有効（256Kバイト） 

モード 8 － 1 0 0 0 － 

モード 9     1  

モード 10 ブートモード（アドバンスト・ 

内蔵 ROM有効拡張モード）*1 

  1 0 有効（256Kバイト） 

モード 11 ブートモード（アドバンスト・ 

シングルチップモード）*2 

   1 有効（256Kバイト） 

モード 12 －  1 0 0 － 

モード 13     1  

モード 14 ユーザプログラムモード（アドバンスト・ 

内蔵 ROM有効拡張モード）*1 

  1 0 有効（256Kバイト） 

モード 15 ユーザプログラムモード（アドバンスト・ 

シングルチップモード）*2 

   1 有効（256Kバイト） 

【注】 *1 フラッシュメモリの消去・書き換えが可能である以外はアドバンスト・内蔵 ROM有効拡張モードと同等の動作と

なります。 

 *2 フラッシュメモリの消去・書き換えが可能である以外はアドバンスト・シングルチップモードと同等の動作となり

ます。 
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表 22.3 動作モードと ROM（マスク ROM版） 

 動作モード モード端子 内蔵 ROM 

  MD
2
 MD

1
 MD

0
  

モード 0 － 0 0 0 － 

モード 1    1  

モード 2   1 0  

モード 3    1  

モード 4 アドバンスト・内蔵 ROM無効拡張モード 1 0 0 無効 

モード 5 アドバンスト・内蔵 ROM無効拡張モード   1  

モード 6 アドバンスト・内蔵 ROM有効拡張モード  1 0 有効（256Kバイト）* 

モード 7 アドバンスト・シングルチップモード   1 有効（256Kバイト）* 

【注】 * H8S/2643の場合です。H8S/2642は 192Kバイトが、また H8S/2641は 128Kバイトが有効になります。 
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22.4 フラッシュメモリの概要 

22.4.1 特長 

本 LSIは 256Kバイトのフラッシュメモリを内蔵しています。フラッシュメモリの特長を以下に示します。 
 

■フラッシュメモリの 4種類の動作モード 

• プログラムモード 

• イレースモード 

• プログラムベリファイモード 

• イレースベリファイモード 

■書き込み／消去方式 

書き込みは 128バイト同時書き込みを行います。消去はブロック分割消去（1ブロック単位）で行います。全面

消去を行う場合は、各ブロック単位に順次行ってください。ブロック分割消去では 4Kバイト、32Kバイト、64K

バイトのブロック単位で任意に設定することができます。 

■書き込み／消去時間 

フラッシュメモリの書き込み時間は、128バイト同時書き込みにて 10ms（typ.）、1バイト当たり換算にて 78μs

（typ.）、消去時間は、100ms（typ.）です。 

■書き換え回数 

フラッシュメモリの書き換えは、100回まで可能です。 

■オンボードプログラミングモード 

オンボードでフラッシュメモリの書き込み／消去／ベリファイを行う 2種類のモードがあります。 

• ブートモード 

• ユーザプログラムモード 

■ビットレート自動合わせ込み 

ブートモードでデータ転送時、ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートとを自動で合わせることが

できます。 

■RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能 

フラッシュメモリと RAMの一部を重ね合わせることで、フラッシュメモリの書き換えをリアルタイムにエミュ

レートすることができます。 
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■プロテクトモード 

ソフトウェアプロテクトモードとハードウェアプロテクトモード、エラープロテクトモードの 3種類のモード

があり、フラッシュメモリの書き込み／消去／ベリファイのプロテクト状態を設定することができます。 

フラッシュメモリの書き込み／消去可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外に PROMライ

タを用いたライタモードがあります。 

■ライタモード 

フラッシュメモリの書き込み／消去可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外に PROMライ

タを用いたライタモードがあります。 
 

22.4.2 概要 

（1） ブロック図 

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

バスインタフェース／制御部

フラッシュメモリ
（256Kバイト）

動作
モード

内部アドレスバス

内部データバス（16ビット）

FWE端子
モード端子

FLMCR2

FLMCR1
FLMCR2
EBR1
EBR2
RAMER
FLPWCR

：フラッシュメモリコントロールレジスタ1
：フラッシュメモリコントロールレジスタ2
：消去ブロック指定レジスタ1
：消去ブロック指定レジスタ2
：RAMエミュレーションレジスタ
：フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ

【記号説明】

EBR1

EBR2

RAMER

FLMCR1

FLPWCR

 

図 22.2 フラッシュメモリのブロック図 
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22.4.3 フラッシュメモリの動作モード 

（1） モード遷移図 

リセット状態で各モード端子と FWE端子を設定しリセットスタートすると、マイコンは図 22.3に示すような

各動作モードへ遷移します。ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできますが、フラッシュメモリの

書き込み／消去はできません。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去を行えるモードとしてブートモード、ユーザプログラムモード、ライタ

モードがあります。 

ブートモード

オンボードプログラミングモード

ユーザ
プログラム
モード

内蔵ROM有効
ユーザモード

リセット状態

ライタモード

M
D

1＝
1,

M
D

2＝
0 

F
W

E
＝

1

R
E

S
＝

0

RES＝0

FWE＝1 FWE＝0

*1

*1

*2

M
D1＝

1,
M

D2＝
1,

 F
W

E＝
1

R
E
S
＝

0

MD1＝1,MD2＝1, FWE＝0

RES＝0

*1
*2

RAMエミュレーション可
専用のPROMライタにより本LSIは
PROMモードに遷移します。

ユーザモード／ユーザプログラム
モード間での遷移は、CPUがフラ
ッシュメモリをアクセスしていな
い状態で行ってください。

【注】

 

図 22.3 フラッシュメモリに関する状態遷移 
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22.4.4 オンボードプログラミングモード 

（1） ブートモード 

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

書き込み制御プログラム

SCI

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

ブートプログラムエリア

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

フラッシュメモリの
プレライトイレース

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

プログラム実行状態

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

新アプリケーション
プログラム

ブートプログラム

書き込み制御プログラム

ブートプログラムエリア

書き込み制御プログラム書き込み制御プログラム

ブートプログラムエリア

ブートプログラム

1. 初期状態
フラッシュメモリには、旧バージョンのプログラム
あるいはデータが書かれたままです。書き込み制御
プログラムおよび新アプリケーションプログラムは
ユーザがあらかじめホストに用意してください。

2. 書き込み制御プログラムの転送
ブートモードに遷移すると本LSI内のブートプログラム
（すでにLSIに内蔵されている）が起動し、ホストにある
書き込み制御プログラムをRAMにSCI通信で転送します。
また、フラッシュメモリの消去に必要なブートプログ
ラムは、RAMのブートプログラムエリアに自動的に転
送されます。

3. フラッシュメモリの初期化
ブートプログラムエリア（RAM内）にある消去プロ
グラムを実行し、フラッシュメモリを初期化（H'FF）
します。ブートモード時は、ブロックに関係なくフラ
ッシュメモリを全面消去します。

4. 新アプリケーションプログラムの書き込み
ホストよりRAMに転送した書き込み制御プログラムを
実行して、ホストにある新アプリケーションプログラ
ムをフラッシュメモリに書き込みます。
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（2） ユーザプログラムモード 

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

書き込み／消去制御プログラム

SCI
ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

フラッシュメモリの
イレース

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

プログラム実行状態

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI
ブートプログラム

書き込み／消去制御プログラム

ブートプログラム

1. 初期状態
（1）ユーザプログラムモードに遷移したことを確認
するFWE判定プログラム、（2）フラッシュメモリから
内蔵RAMに書き込み／消去制御プログラムを転送する
プログラムをあらかじめフラッシュメモリにユーザが
書き込んでおいてください。（3）書き込み／消去制御
プログラムはホストまたはフラッシュメモリに用意し
てください。

2. 書き込み／消去制御プログラムの転送
ユーザプログラムモードに遷移すると、ユーザソフトは
これを認識してフラッシュメモリ内の転送プログラムを
実行して、書き込み／消去制御プログラムをRAMに転送
します。

3. フラッシュメモリの初期化
RAM上の書き込み／消去プログラムを実行し、フラッ
シュメモリを初期化（H'FF）します。消去は、ブロッ
ク単位で行えます。バイト単位の消去はできません。

4. 新アプリケーションプログラムの書き込み
次にホストにある新アプリケーションプログラムを消去
したフラッシュメモリのブロックに書き込みます。消去
されていないブロックに対する書き込みは行わないでく
ださい。

FWE判定プログラム
転送プログラム

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

FWE判定プログラム
転送プログラム

新アプリケーション
プログラム

FWE判定プログラム
転送プログラム

FWE判定プログラム
転送プログラム

書き込み／消去制御プログラム書き込み／消去制御プログラム
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22.4.5 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

ユーザモード、ユーザプログラムモードでエミュレーションを行ってください。エミュレーション機能を実行

しているときに RAMERで設定したエミュレーションブロックをアクセスすると、オーバラップ RAMに書かれ

ているデータが読み出されます。 

アプリケーション
プログラム

実行状態

〈フラッシュメモリ〉

エミュレーションブロック

〈RAM〉

SCI

オーバラップRAM
（エミュレーションは、RAMに
書かれたデータで行われる）

 

図 22.4 ユーザモード、ユーザプログラムモードのオーバラップ RAMデータの読み出し 

 

オーバラップ RAMのデータが確定したら、RAMSビットをクリアして RAMのオーバラップを解除し、実際に

フラッシュメモリへの書き込みを行ってください。 

書き換え制御プログラムを RAMに転送してくるときに、転送先とオーバラップ RAMが重ならないようにして

ください。オーバラップ RAM内のデータが書き換えられてしまいます。 

アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉 〈RAM〉

SCI

書き換え制御プログラム
実行状態

オーバラップRAM
（書き換えデータ）

書き換えデータ

 

図 22.5 ユーザプログラムモードのオーバラップ RAMデータの書き込み 
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22.4.6 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 
 

表 22.4 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 

 ブートモード ユーザプログラムモード 

全面消去 ○ ○ 

ブロック分割消去 × ○ 

書き換え制御プログラム* プログラム／ 

プログラムベリファイ 

イレース／イレースベリファイ 

プログラム／プログラムベリファイ 

エミュレーション 

【注】 * 推奨するアルゴリズムに沿って、ユーザ側で用意してください。 

 

22.4.7 ブロック分割法 

64Kバイト（3ブロック）、32Kバイト（1ブロック）、4Kバイト（8ブロック）に分割されています。 

アドレスH'3FFFF

アドレスH'00000

64Kバイト

25
6K
バ
イ
ト

32Kバイト

64Kバイト

64Kバイト

4Kバイト×8

 

図 22.6 フラッシュメモリのブロック分割 
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22.4.8 端子構成 

フラッシュメモリは表 22.5に示す端子により制御されます。 
 

表 22.5 端子構成 

端子名 略 称 入出力 機   能 

リセット RES 入力 リセット 

フラッシュライトイネーブル FWE 入力 フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクト 

モード 2 MD2 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 1 MD1 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 0 MD0 入力 本 LSIの動作モードを設定 

ポート F0 PF0 入力 ライタモードの場合に、本 LSIの動作モードを設定 

ポート 16 P16 入力 ライタモードの場合に、本 LSIの動作モードを設定 

ポート 14 P14 入力 ライタモードの場合に、本 LSIの動作モードを設定 

トランスミットデータ TxD2 出力 シリアル送信データ出力 

レシーブデータ RxD2 入力 シリアル受信データ入力 

 

22.4.9 レジスタ構成 

内蔵フラッシュメモリが有効のときのフラッシュメモリをコントロールするレジスタを表 22.6に示します。本

レジスタをアクセスするためには SCRXの FLSHEビット 1にセットする必要があります（RAMER、SCRXを除

く）。 
 

表 22.6 レジスタ構成 

名 称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1*5 R/W*2 H'00*3 H'FFA8 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2*5 R*2 H'00 H'FFA9 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1*5 R/W*2 H'00*4 H'FFAA 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2*5 R/W*2 H'00*4 H'FFAB 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER*5 R/W H'00 H'FEDB 

フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ FLPWCR*5 R/W*2 H'00*4 H'FFAC 

シリアルコントロールレジスタ X SCRX R/W H'00 H'FDB4 

【注】 *1 アドレス下位 16ビットを示しています。 

 *2 これらのレジスタをアクセスするには「シリアルコントロールレジスタ X」の FLSHEビットに 1を設定してくだ

さい。FLSHE＝1に設定してある場合でも内蔵フラッシュメモリが無効のモードのときは、読み出すと H'00が読

み出され、書き込みも無効となります。また、FLMCR1の FWEビットがセット（FWE＝1）されていないときも

書き込みは無効です。 

 *3 FWE端子に Highレベルが入力されているときの初期値は H'80です。 

 *4 FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、あるいは Highレベルが入力されていても FLMCR1の SWE1ビ

ットがセットされていないときは H'00に初期化されます。 

 *5 FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2、RAMER、FLPWCRは 8ビットのレジスタです。アクセスはバイトアクセ

スとしてください。 
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22.5 レジスタの説明 

22.5.1 フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1） 

7

FWE

－*

R

6

SWE1

0

R/W

5

ESU1

0

R/W

4

PSU1

0

R/W

3

EV1

0

R/W

0

P1

0

R/W

2

PV1

0

R/W

1

E1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　FWE端子の状態により設定されます。
 

FLMCR1は、フラッシュメモリの各動作モードを制御する 8ビットのレジスタです。アドレス H'00000～H'3FFFF

に対してプログラムベリファイモード、イレースベリファイモードに遷移させるには、FWE＝1時に SWE1ビッ

トをセット後、PV1ビットまたは EV1ビットをセットします。アドレス H'00000～H'3FFFFに対して、プログラ

ムモードへ遷移させるには、FWE＝1時に、SWE1ビットをセット後、PSU1ビットをセットし、最後に P1ビッ

トをセットします。アドレス H'00000～H'3FFFFに対してイレースモードへ遷移するには、FWE＝1時に、SWE1

ビットをセット後、ESU1ビットをセットし、最後に E1ビットをセットします。FLMCR1は、パワーオンリセッ

ト、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。FWE端子に Highレベ

ルが入力されているときの初期値は H'80です。Lowレベルが入力されているときは H'00です。内蔵フラッシュ

メモリが無効のときは読み出すと H'00が読み出され、書き込みも無効となります。 

また、FLMCR1の SWE1ビットへの書き込みは FWE＝1のとき、ESU1、PSU1、EV1、 PV1ビットへの書き込

みは FWE＝1、SWE1＝1のとき、E1ビットへの書き込みは FWE＝1、SWE1＝1、ESU1＝1のとき、P1ビットへ

の書き込みは FWE＝1、SWE1＝1、PSU1＝1のときのみ有効です。 
 

• ビット7：フラッシュライトイネーブルビット（FWE） 

FWEビットは、フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクトするビットです。 

 
ビット 7 説   明 

FWE  

0 FWE端子に Lowレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態） 

1 FWE端子に Highレベルが入力されているとき 
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• ビット6：ソフトウェアライトイネーブルビット1（SWE1） 

フラッシュメモリの書き込み／消去の有効または無効を選択するビットです（ビット5～0、EBR1の7～0ビッ

ト、EBR2の3～0ビットをセットするときにセットしてください）。 

 
ビット 6 説   明 

SWE1  

0 書き込み無効 （初期値） 

1 書き込み有効 

［セット条件］ 

• FWE＝1のとき 

 

• ビット5：イレースセットアップビット1（ESU1） 

イレースモードへの遷移の準備をするビットです。FLMCR1のE1ビットを1にセットする前に1にセットして

ください（SWE1、PSU1、EV1、PV1、E1、P1ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 5 説   明 

ESU1  

0 イレースセットアップ解除 （初期値） 

1 イレースセットアップ 

［セット条件］ 

• FWE＝1、SWE1＝1のとき 

 

• ビット4：プログラムセットアップビット1（PSU1） 

プログラムモードへの遷移の準備をするビットです。FLMCR1のP1ビットを1にセットする前に1にセットし

てください（SWE1、ESU1、EV1、PV1、E1、P1ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 4 説   明 

PSU1  

0 プログラムセットアップ解除 （初期値） 

1 プログラムセットアップ 

［セット条件］ 

• FWE＝1、SWE1＝1のとき 
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• ビット3：イレースベリファイ1（EV1） 

イレースベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、ESU1、PSU1、PV1、E1、P1ビッ

トを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 3 説   明 

EV1  

0 イレースベリファイモードを解除 （初期値） 

1 イレースベリファイモードに遷移 

［セット条件］ 

• FWE＝1、SWE1＝1のとき 

 

• ビット2：プログラムベリファイ1（PV1） 

プログラムベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、ESU1、PSU1、EV1、E1、P1

ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 2 説   明 

PV1  

0 プログラムベリファイモードを解除 （初期値） 

1 プログラムベリファイモードに遷移 

［セット条件］ 

• FWE＝1、SWE1＝1のとき 

 

• ビット1：イレース1（E1） 

イレースモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、P1ビットを同時

に設定しないでください）。 

 
ビット 1 説   明 

E1  

0 イレースモードを解除 （初期値） 

1 イレースモードに遷移 

［セット条件］ 

• FWE＝1、SWE1＝1、ESU1＝1のとき 
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• ビット0：プログラム1（P1） 

プログラムモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、PSU1、ESU1、EV1、PV1、E1ビットを同

時に設定しないでください）。 

 
ビット 0 説   明 

P1  

0 プログラムモードを解除 （初期値） 

1 プログラムモードに遷移 

［セット条件］ 

• FWE＝1、SWE1＝1、PSU1＝1のとき 

 

22.5.2 フラッシュメモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2） 

7

FLER

0

R

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

－

0

－

2

－

0

－

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

FLMCR2は、フラッシュメモリの各動作モードを制御する 8ビットのレジスタです。FLMCR2は、パワーオン

リセット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモードのとき H'00に初期化されます。内蔵

フラッシュメモリが無効のときは読み出すと H'00が読み出されます。 

【注】 FLMCR2は読み出し専用レジスタです。書き込みはしないでください。 

 

• ビット7：フラッシュメモリエラー（FLER） 

フラッシュメモリへ動作中（書き込み、消去）にエラーが発生したことを示すビットです。FLER＝1に設定

されると、フラッシュメモリはエラープロテクトに遷移します。 

 
ビット 7 説   明 

FLER  

0 フラッシュメモリは正常に動作しています。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が無効 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードのとき （初期値） 

1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効 

［セット条件］ 

• 「22.8.3エラープロテクト」参照 

 

• ビット6～0：リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。 
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22.5.3 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1） 

7
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R/W
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3
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0
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2

EB2

0
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1

EB1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

フラッシュメモリの消去エリアをブロックごとに設定する 8ビットのレジスタです。EBR1は、パワーオンリセ

ット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、FWE端子に Lowレベルが入力されてい

るとき、および FWE端子に Highレベルが入力されていても FLMCR1の SWE1ビットがセットされていないとき

は H'00に初期化されます。EBR1の各ビットに 1をセットすると、対応するブロックが消去可能となります。そ

れ以外のブロックは、消去プロテクト状態になります。EBR1は EBR2と合わせて 1ビットのみ設定してください

（2ビット以上を設定しないでください。設定すると EBR1と EBR2はともに 0にオートクリアされます）。内蔵

フラッシュメモリが無効のときは読み出すと H'00が読み出され、書き込みも無効となります。 

フラッシュメモリの消去ブロック分割方法は、表 22.7を参照してください。 
 

22.5.4 消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2） 
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：

：
 

フラッシュメモリの消去エリアをブロックごとに設定する 8ビットのレジスタです。EBR2は、パワーオンリセ

ット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、FWE端子に Lowレベルが入力されてい

るとき、H'00に初期化されます。また FWE端子に Highレベルが入力されていても、FLMCR1の SWE1ビットが

セットされていないときはビット 0に初期化されます。EBR2の各ビットに 1をセットすると、対応するブロック

が消去可能となります（それ以外のブロックは、消去プロテクト状態になります）。EBR2は EBR1と合わせて 1

ビットのみ設定してください（2ビット以上を設定しないでください。設定すると EBR1と EBR2はともに 0にオ

ートクリアされます）。ビット 7～4はリザーブビットです。書き込み時は必ず 0をライトしてください。内蔵フ

ラッシュメモリが無効のときは読み出すと H'00が読み出され、書き込みも無効となります。 

フラッシュメモリの消去ブロック分割方法は、表 22.7を参照してください。 
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表 22.7 消去ブロックの分割 

ブロック（サイズ） アドレス 

EB0（4Kバイト） H'000000～H'000FFF 

EB1（4Kバイト） H'001000～H'001FFF 

EB2（4Kバイト） H'002000～H'002FFF 

EB3（4Kバイト） H'003000～H'003FFF 

EB4（4Kバイト） H'004000～H'004FFF 

EB5（4Kバイト） H'005000～H'005FFF 

EB6（4Kバイト） H'006000～H'006FFF 

EB7（4Kバイト） H'007000～H'007FFF 

EB8（32Kバイト） H'008000～H'00FFFF 

EB9（64Kバイト） H'010000～H'01FFFF 

EB10（64Kバイト） H'020000～H'02FFFF 

EB11（64Kバイト） H'030000～H'03FFFF 

 

22.5.5 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 
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：

：

：
 

フラッシュメモリのリアルタイムな書き換えをエミュレートするときに、RAMの一部と重ね合わせるフラッシ

ュメモリのエリアを設定するレジスタです。パワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードのとき

に H'00に初期化されます。マニュアルリセット、またはソフトウェアスタンバイモードのときには、初期化され

ません。RAMERの設定は、ユーザモード、ユーザプログラミングモードで行ってください。 

フラッシュメモリエリアの分割法は、表 22.8を参照してください。なお、エミュレーション機能を確実に動作

させるために、本レジスタの書き換え直後に RAMエミュレーションの対象 ROMをアクセスしないでください。 

直後にアクセスした場合には正常なアクセスは保証されません。 
 

• ビット7、6：リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。 

 

• ビット5、4：リザーブビット 

書き込み時は必ず0をライトしてください。 

 

• ビット3：RAMセレクト（RAMS） 

RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション選択／非選択を設定するビットです。RAMS＝1のときは、

フラッシュメモリ全ブロックの書き込み／消去プロテクト状態となります。 
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ビット 3 説   明 

RAMS  

0 エミュレーション非選択 

フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト無効 （初期値） 

1 エミュレーション選択 

フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト有効 

 

• ビット2、1、0：フラッシュメモリエリア選択 

ビット3と共に使用し、RAMと重ね合わせるフラッシュメモリのエリアを選択します。（表22.8参照） 

 

表 22.8 フラッシュメモリエリアの分割 

RAMエリア ブロック名 RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

H'FFD000～H'FFDFFF RAMエリア 4Kバイト 0 * * * 

H'000000～H'000FFF EB0（4Kバイト） 1 0 0 0 

H'001000～H'001FFF EB1（4Kバイト） 1 0 0 1 

H'002000～H'002FFF EB2（4Kバイト） 1 0 1 0 

H'003000～H'003FFF EB3（4Kバイト） 1 0 1 1 

H'004000～H'004FFF EB4（4Kバイト） 1 1 0 0 

H'005000～H'005FFF EB5（4Kバイト） 1 1 0 1 

H'006000～H'006FFF EB6（4Kバイト） 1 1 1 0 

H'007000～H'007FFF EB7（4Kバイト） 1 1 1 1 

*：Don't care 

 

22.5.6 フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ（FLPWCR） 
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：
 

LSIがサブアクティブモードに遷移する際に、フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移の許可／禁止を設

定するレジスタです。 
 

• ビット7：パワーダウンディスエーブル（PDWND） 

書き込み時は必ず0をライトしてください。 

 
ビット 7 説   明 

PDWND  

0 フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を許可 （初期値） 

1 フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を禁止 
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• ビット6～0：リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。 

 

22.5.7 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX） 
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SCRXは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、内蔵フラッシュメモリの制御を行います。 

SCRXはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時の H'00に初期化されます。 
 

• ビット7：リザーブビット 

0をライトしてください。 

 

• ビット6、5：I2Cトランスファレートセレクト1、0（IICX1、0） 

ICMRのCKS2～CKS0と組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択します。 

転送レートの詳細は「18.2.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR）」の項を参照してください。 

 

• ビット4：I2Cマスタイネーブル（IICE） 

I2Cバスインタフェースのデータレジスタ、制御レジスタ（ICCR、ICSR、ICDR/SARX、ICMR/SAR）のCPU

アクセスを制御します。制御の詳細は「18.2.7 シリアルコントロールレジスタX（SCRX）」の項を参照し

てください。 

 

• ビット3：フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル（FLSHE） 

フラッシュメモリの制御レジスタ（FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2）のCPUアクセスを制御します。FLSHE

ビットを1にセットすると、フラッシュメモリ制御レジスタをリード／ライトすることができます。0にクリ

アするとフラッシュメモリの制御レジスタは非選択となります。このとき、フラッシュメモリ制御レジスタ

の内容は保持されています。 

 
ビット 3 説   明 

FLSHE  

0 アドレス H'FFFFA8～H'FFFFACのエリアはフラッシュ制御レジスタを非選択 （初期値） 

1 アドレス H'FFFFA8～H'FFFFACのエリアはフラッシュ制御レジスタを選択 

 

• ビット2～0：リザーブビット 

0をライトしてください。 
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22.6 オンボードプログラミングモード 

オンボードプログラミングモードに端子を設定しリセットスタートすると、内蔵フラッシュメモリへの書き込

み／消去／ベリファイを行うことができるオンボードプログラミング状態へ遷移します。オンボードプログラミ

ングモードにはブートモードとユーザプログラムモードの 2種類の動作モードがあり、各モードへ遷移する端子

の設定方法を表 22.9に示します。また、フラッシュメモリに関する各モードへの状態遷移図は図 22.12を参照し

てください。 
 

表 22.9 オンボードプログラミングモードの設定方法 

モード名 FWE MD2 MD1 MD0 

ブートモード 拡張モード 1 0 1 0 

 シングルチップモード  0 1 1 

ユーザプログラムモード 拡張モード 1 1 1 0 

 シングルチップモード  1 1 1 

 

22.6.1 ブートモード 

ブートモードを使用する場合は、フラッシュメモリへの書き込み制御プログラムをホストに準備しておく必要

があります。また、使用する SCIのチャネルは調歩同期式モードに設定されています。 

本 LSIの端子をブートモードに設定後リセットスタートすると、あらかじめマイコン内に組み込まれているブ

ートプログラムを起動し、ホストに用意した書き込み制御プログラムを SCIを使って本 LSIへ順次送信します。

本 LSIでは、SCIで受信した書き込み制御プログラムを内蔵 RAMの書き込み制御プログラムエリアに書き込みま

す。転送終了後書き込み制御プログラムエリアの先頭アドレスに分岐し、書き込み制御プログラム実行状態とな

ります（フラッシュメモリの書き込みを行います）。 

したがって、転送する書き込み制御プログラムには、後述の書き込みアルゴリズムに沿ったプログラムを準備

してください。 

図 22.7にブートモード時のシステム構成図、図 22.8にブートモード実行手順を示します。 

RxD2

TxD2
SCI2

本LSI

フラッシュメモリ

書き込みデータの受信

ベリファイデータの送信

ホスト

内蔵RAM

 

図 22.7 ブートモード時のシステム構成図 
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開始

端子をブートプログラムモードに
設定し、リセットスタートする

ホストは、所定のビットレートで
データ（H'00）を連続送信する

本LSIは、H'55受信後、ホストへ
H'AAを1バイト送信する

本LSIは、ホストの送信するデー
タH'00のLow期間を測定する

ホストは、順次書き込み制御プロ
グラムをバイト単位で送信する

受信した書き込み制御プログラム
を内蔵RAMに転送する

内蔵RAMに転送された書き込み制
御プログラムを実行する

本LSIは、ビットレートを計算し、
ビットレートレジスタに値を設定
する

ホストは、ビットレート調整終了の合
図（H'00）を正常に受信したことを確
認し、データH'55を1バイト送信する

本LSIは、ビットレート調整終了後、
調整終了の合図としてデータH'00
をホストへ1バイト送信する

ホストは、書き込み制御プログラ
ムのバイト数（N）を上位バイト、
下位バイトの順で送信する

本LSIは、受信した書き込み制御プロ
グラムをベリファイデータとして、ホ
ストへ送信（エコーバック）する

n＝1

送信終了

本LSIは、受信したバイト数をベ
リファイデータとして、ホストへ
送信（エコーバック）する

フラッシュメモリのデータをチェ
ックし、すでにデータが書き込まれ
ていた場合は全ブロック消去する

本LSIは、フラッシュメモリの全デー
タが消去されたことを確認後、ホス
トへH'AAを1バイト送信する

n＝N？

n＋1→n

【注】 メモリセルが正常に動作せず消去できなかった場合は、消去エラー
としてH'FFを1バイト送信し、消去動作とそれ以降の動作を停止します。

Yes

No

 

図 22.8 ブートモード実行手順 
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（1） SCIビットレートの自動合わせ込み動作 

START
BIT

STOP
BIT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Low期間（9ビット分）を測定（データH'00） 1ビット以上
のHigh期間

 

図 22.9 SCIビットレートの合わせ込み動作 

 

ブートモードが起動すると、本 LSIはホストより連続送信される調歩同期式 SCI通信のデータ（H'00）の Low

期間を測定します。このときの SCI受信／送信フォーマットを「8ビットデータ、1ストップビット、パリティな

し」に設定してください。本 LSIは、測定した Low期間よりホストの送信するビットレートを計算し、ビット調

整終了合図としてホストへ H'00を 1バイト送信します。ホストは、この調整終了合図（H'00）を正常に受信した

ことを確認し、本 LSIへ H'55を 1バイト送信してください。受信が正常に行われなかった場合は、再度ブートモ

ードを起動し（リセット）、上述の操作を行ってください。ホストが送信するビットレート、および本 LSIのシ

ステムクロックの周波数によってホストと本 LSIのビットレートに誤差が生じます。正常に SCIを動作させるた

めに、ホストの転送ビットレートを（2,400、4,800、9,600、19,200）bpsに設定してください。 

ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数を表

22.10に示します。このシステムクロックの範囲内でブートプログラムを実行してください。 
 

表 22.10 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数 

ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

2,400bps 2～8MHz 

4,800bps 4～16MHz 

9,600bps 8～25MHz 

19,200bps 16～25MHz 

 

（2） ブートモード時の内蔵 RAMエリアの分割 

ブートモードでは、RAMエリアは図 22.10に示すようにブートプログラムで使用するエリアと SCIで書き込み

制御プログラムを転送してくるエリアに分かれています。ブートプログラムエリアは、ブートモード中の実行状

態が転送してきた書き込み制御プログラムへ遷移するまで使用できません。 
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H'FFC000

H'FFE000

H'FFEFBF

ブートプログラム
エリア

（4Kバイト）

書き込み制御
プログラムエリア
（8Kバイト）

H'FFDFFF

RAM内に転送した書き込み制御プログラムが実行状態に遷移するまで
ブートプログラムエリアは使用できません。なお、書き込み制御プログラム
に分岐後もRAM内の本エリアにはブートプログラムがそのまま保持されて
いますので、注意してください。

【注】

 

図 22.10 ブートモード時の RAMエリア 

 

（3） ブートモード使用時の注意事項 

1. 本LSIは、ブートモードでリセット解除すると、SCIのRxD2端子のLow期間を測定します。RxD2端子がHigh

の状態でリセット解除してください。リセット解除後、RxD2端子から入力されるLow期間を測定できるよう

になるまで、本LSIは約100ステート必要です。 

2. ブートモードは、フラッシュメモリに書き込まれているデータがある場合（全データが1でないとき）、フラ

ッシュメモリの全ブロックを消去します。本モードは、オンボード状態での初期の書き込み、あるいは、ユ

ーザプログラムモードで起動するプログラムを誤って消去し、ユーザプログラムモードが実行できなくなっ

た場合の強制復帰等に使用してください。 

3. フラッシュメモリの書き込み中、あるいは消去中に割り込みを使用することはできません。 

4. RxD2端子およびTxD2端子は、ボード上でプルアップして使用してください。 

5. 本LSIは、書き込み制御プログラム（RAMエリアのH'FFC000）に分岐するときに内蔵SCI（チャネル2）の送

受信動作を終了（SCRのRE＝0、TE＝0）しますが、BRRには、合わせ込んだビットレートの値を保持してい

ます。 

また、このときトランスミットデータ出力端子TxD2は、Highレベル出力状態（PA1DDR=1、PA1DR=1）と

なっています。 

さらにこのとき、CPU内蔵の汎用レジスタの値は不定です。このため書き込み制御プログラムに分岐した直

後に汎用レジスタの初期設定を必ず行ってください。特にスタックポインタ（SP）は、サブルーチンコール

時などに暗黙的に使用されますので、書き込み制御プログラムで使用するスタックエリアを必ず指定してく

ださい。 

上記以外の内蔵レジスタについては、初期値が変更されるものはありません。 
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6. ブートモードへの遷移は表22.9のモード設定に従って、端子を設定しリセットスタートすることにより可能

です。 

ブートモードを解除するには、リセット端子をLowレベルにしてから最低20ステート経過後、FWE端子とモ

ード端子を設定し、リセット解除*1することにより可能です。また、WDTのオーバフローリセットが発生し

た場合もブートモードを解除することが可能です。 

ブートモードの途中でモード端子の入力レベルを変化させないでください。ブートプログラム実行中やフラ

ッシュメモリへの書き込み、消去中にFWE端子をLowレベルにしないでください。*2 

7. リセット中にモード端子の入力レベルを変化（たとえばLowレベル→Highレベル）させると、マイコンの動

作モードが切り替わることによりアドレス兼用ポート、およびバス制御出力信号（AS、RD、HWR）の状態

が変化*3します。 

このため、これらの端子はリセット中に出力信号とならないような端子設定にするか、マイコン外部の信号

と衝突しないように注意してください。 

【注】 *1 モード端子と FWE端子の入力はリセット解除のタイミングに対し、モードプログラミングセット時間（t
MDS
＝4ス

テート）を満足する必要があります。 

 *2 FWEの印加／解除の注意については「22.13 フラッシュメモリの書き込み／消去時の注意」を参照してください。 

 *3 「付録 D. 端子状態」を参照してください。 

 

22.6.2 ユーザプログラムモード 

ユーザプログラムモードに設定すると、ユーザの書き込み／消去制御プログラムによるフラッシュメモリの書

き込み、消去が可能になります。したがって、あらかじめ基板上に FWE制御手段、および書き換えデータ供給手

段を設け、必要に応じてプログラムエリアの一部に書き込み／消去プログラムを内蔵させておくことにより、内

蔵フラッシュメモリのオンボード書き換えを行うことができます。 

本モードの設定では、内蔵フラッシュメモリの有効なモード 6、7で起動し、FWE端子に Highレベルを印加し

ます。この状態の動作では、フラッシュメモリ以外の周辺機器はモード 6、7と同じ動作をします。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去を行うために SWE1ビットを 1にセットしている間は、フラッシュメモ

リ自身を読み出すことはできません。書き込み／消去を行う制御プログラムは、内蔵 RAM／外部メモリ上で実行

するようにしてください。外部メモリにプログラムを置く場合は、フラッシュメモリに書き込むための命令とそ

の次の命令は内蔵 RAM上に置くようにしてください。 

図 22.11に書き込み／消去制御プログラムを内蔵 RAMに転送する場合の実行手順例を示します。 
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フラッシュメモリのアプリケーション
プログラムに分岐

RAMエリアの書き込み／消去制御
プログラムに分岐

FWE＝Highレベル*

書き込み／消去制御プログラムを
RAMに転送

MD2、MD1、MD0＝110、111
リセットスタート

あらかじめFWE判定プログラム、転送
プログラム（必要に応じて書き込み／
消去制御プログラム）を書き込む

書き込み／消去制御プログラムを実行
（フラッシュメモリの書き換え）

FWE解除*

【注】FWE端子に常時Highレベルを印加しないでください。FWE端子にHighレベルを印加
するのはフラッシュメモリに書き込み、消去を行うときのみとしてください。また、
FWE端子にHighレベル入力中においても、過剰書き込み、過剰消去にならないよう
に、ウォッチドッグタイマを起動し、プログラムの暴走等に対応できるようにしてく
ださい。

　　　*  FWEの印加／解除時の注意については、「22.13　フラッシュメモリの書き込み／
 　消去時の注意」を参照してください。

 

図 22.11 ユーザプログラムモードの実行手順例 
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22.7 フラッシュメモリの書き込み／消去 

オンボードプログラミングモードでのフラッシュメモリの書き込み／消去は、CPUを用いてソフトウェア的に

行う方式を採用しています。フラッシュメモリの動作モードとしては、プログラムモード／イレースモード／プ

ログラムベリファイモード／イレースベリファイモードがあります。アドレス H'000000～H'03FFFFに対しては、

FLMCR1の PSU1ビット、ESU1ビット、P1ビット、E1ビット、PV1ビット、EV1ビットをセットすることによ

り各動作モードに遷移します。 

フラッシュメモリは、書き込み／消去を行っている間は読み出すことができません。したがって、フラッシュ

メモリの書き込み／消去を制御するプログラム（書き込み制御プログラム）は、内蔵 RAM、あるいは外部メモリ

上に置き、実行するようにしてください。外部メモリにプログラムを置く場合は、フラッシュメモリに書き込む

ための命令とその次の命令は内蔵 RAM上に置くようにしてください。また、フラッシュメモリへの書き込み命令

実行前後に DMAC、DTCが起動しないようにしてください。 

また、以降の動作説明の中で、FLMCR1の各ビットのセット／クリア後のウェイト時間のパラメータを記載し

ています。各ウェイト時間の詳細は「25.6 フラッシュメモリ特性」を参照してください。 

【注】 1. FLMCR1の SWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、E1、P1ビットのセット／リセットがそれぞれ、当該アドレスエ

リアのフラッシュメモリ上のプログラムで実行された場合の動作は保証されません。 

 2. 書き込み／消去する際は、FWE＝1にしてください（FWE＝0のときは、書き込み／消去されません）。 

 3. 書き込みは消去状態で行ってください。すでに書き込まれたアドレスへの追加書き込みは行わないでください。 

 

通常モード

オンボード
プログラミングモード
ソフト書き換え

ディスエーブル状態

イレースセット
アップ状態

イレースモード

プログラムモード

イレース
ベリファイモード

プログラム
セットアップ状態

プログラム
ベリファイモード

ESU1＝
1

ESU1＝
0

SWE1＝1

SWE1＝0

FWE＝1 FWE＝0

EV1＝
1

EV1＝
0

E1＝1

E1＝0

PV1＝
1PV1＝

0

P1＝1

P1＝0

PSU1＝1
PSU1＝0

ソフト書き換え
イネーブル
状態

【注】フラッシュメモリの通常読み出しを行うためには、SWE1=0の状態にしてください。

　　　また書き込み／消去フローの過程で、ベリファイリードは可能です。

　　　*1　　　：通常モード　　　　：オンボードプログラミングモード

　　　*2　複数ビットを同時に設定／解除して、状態遷移しないでください。

　　　*3　イレースモードからイレースセットアップ状態に遷移した後、ソフト書き換え

　　　　　イネーブル状態を経由せずにイレースモードへ遷移しないでください。

　　　*4　プログラムモードからプログラムセットアップ状態に遷移した後ソフト書き換え

　　　　　イネーブル状態を経由せずにプログラムモードへ遷移しないでください。

*1

*2

*3

*4

 

図 22.12 FLMCR1の各ビット設定による状態遷移 
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22.7.1 プログラムモード 

フラッシュメモリへのデータ／プログラムの書き込みを行う場合は、図 22.13に示すプログラム／プログラム

ベリファイフローチャートに従って行ってください。このフローチャートに沿って書き込み動作を行えば、デバ

イスへの電圧ストレスやプログラムデータの信頼性を損なうことなく、フラッシュメモリへデータ／プログラム

の書き込みを行うことができます。また、1回の書き込みは、128バイト単位で行ってください。 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の各ビットのセット／クリア後のウェイト時間、最大書

き込み回数（N1＋N2）を「25.6 フラッシュメモリ特性」の表 25.13に示します。 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の SWE1ビットを 1にセットした後、（x0）μs以上の

時間が経過してから、書き込むアドレスに 128バイトのデータを連続ライトします。ただし、ライトする先頭ア

ドレスの下位 8ビットは、H'00、H'80でなければなりません。データ転送はバイト単位で 128回連続して行いま

す。フラッシュメモリは、プログラムアドレスとプログラムデータをそれぞれフラッシュメモリ内にラッチしま

す。128バイト以下の書き込みでも 128バイトのデータ転送を行う必要があり、必要ないアドレスへの書き込みは、

データを H'FFにして書き込みを行う必要があります。 

次にプログラムの暴走などにより過剰時間書き込みを行わないようにするために、ウォッチドッグタイマを設

定します。WDTのオーバフロー周期は（y＋z2＋α＋β）msより大きくしてください。その後、FLMCR1の PSU1

ビットをセットすることで、プログラムモードへの準備（プログラムセットアップ）を行います。その後、（y）

μs以上の時間が経過してから、FLMCR1の P1ビットをセットすることで、動作モードはプログラムモードへ遷

移します。P1ビットがセットされている時間がフラッシュメモリの書き込み時間となります。書き込み時間は、

図 22.13の中の表に従ってください。 
 

22.7.2 プログラムベリファイモード 

プログラムベリファイモードは、プログラムモードでデータを書き込んだ後、そのデータを読み出し、正しく

データがフラッシュメモリへ書き込まれているかを確認するモードです。 

一定の書き込み時間経過後、FLMCR1の P1ビットクリアします。その後、（α）μs以上の時間が経過してから

PSU1ビットクリアすることでプログラムモードを解除します。プログラムモード解除の後は、（β）μs以上の時

間が経過してからウォッチドッグタイマを解除します。その後 FLMCR1の PV1ビットをセットすることで、動作

モードはプログラムベリファイモードへ遷移します。プログラムベリファイモードでは、リードする前にリード

するアドレスにデータ H'FFをダミーライトしてください。ダミーライトは（γ）μs以上の時間が経過してから行

ってください。この状態でフラッシュメモリをリード（ベリファイデータは 16ビットで読み出す）するとラッチ

したアドレスのデータが読み出されます。このリード動作は、ダミーライト後、（ε）μs以上置いてから行ってく

ださい。次に書き込んだ元データとベリファイデータを比較し、再書き込みデータを演算（図 22.13参照）し、

RAMに転送します。128バイト分のデータのベリファイが完了後、プログラムベリファイモードを解除し、（η）

μs以上の待機時間を置いて、FLMCR1の SWE1ビットをクリアしてください。再度書き込みが必要な場合は、再

度プログラムモードに設定し、同様にプログラム／プログラムベリファイシーケンスを繰り返してください。プ

ログラム／プログラムベリファイフローの繰り返しの最大値は、最大書き込み回数（N1＋N2）で表されます。た

だし、同一ビットに対するプログラム／プログラムベリファイシーケンスの繰り返しは、（N1＋N2）回を超えな

いようにしてください。 
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プログラム／プログラムベリファイフローの注意点 

1. 128バイト単位の書き込みのため、ライトする先頭アドレスの下位8ビットは、H'00またはH'80でなければな

りません。 

2. フラッシュメモリに128バイトのデータを連続ライトする際には、バイト単位転送で行います。 

また128バイト以下のデータを書き込む際にも、128バイトのデータ転送が必要です。つまり、必要のないア

ドレスへの書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行ってください。 

3. ベリファイデータは、ワード単位で読み出します。 

4. FLMCR1のP1ビットがセットされている期間、書き込みパルスが印加されてフラッシュメモリへの書き込み

が実施されます。本LSIでは、デバイスへの電圧ストレスや書き込むデータの信頼性を損なうことがないよう

に、プログラム／プログラムベリファイフローの過程で次のように書き込みパルスを印加してください。 

（a） 書き込みパルス印加後、プログラムベリファイモードでベリファイリードして1が読み出されたビット

に対して、もう一度書き込みパルスを印加してください（再書き込み処理）。128バイトの書き込みデ

ータで、すべての0書き込みビットがベリファイリードして0が読み出されると、プログラム／プログ

ラムベリファイフローが終了となります。本LSIでは、再書き込み処理によるループ回数が、最大書き

込み回数（Ｎ）の最大値以下になることが保証されます。 

（b） 書き込みパルス印加後、プログラムベリファイモードでベリファイリードして0が読み出されたビット

に対しては、書き込み完了と判定されます。 

（c） 128バイトの中で、他のビットが書き込み未完了の場合、再書き込み処理を実施します。一度書き込み

が完了したと判定されたビットでも、それ以降のベリファイリードで1が読み出された場合には、当該

ビットに対してもう一度書き込みパルスを印加してください。 

5. FLMCR1のP1ビットをセットする期間（書き込みパルス側）は、プログラム／プログラムベリファイフロー

の過程で次のように切り替えてください。ウェイト時間の詳細仕様は、「25.6 フラッシュメモリ特性」を

参照してください。 

6. 本LSIのプログラム／プログラムベリファイのフローチャートを図22.13に示します。上記の注意点を網羅す

るためには、再書き込み処理を実施するビット、追加書き込み処理を実施するビットは下記の演算によって

決定する必要があります。 

書き込みの進行に応じて、再書き込みのデータおよび追加書き込みのデータは変化しますので、RAM上に次

のデータ格納エリア（各128バイト）を準備することを推奨します。 
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再書き込みデータ演算表 

（D） 書き込みパルス印加後の 

ベリファイリード結果（V） 

（X） 

演算結果 

コメント 

0 0 1 書き込み完了のため、再書き込み処理は実施しない 

0 1 0 書き込み未完了のため、再書き込み処理を実施する 

1 0 1 — 

1 1 1 消去状態のままで、何も実施しない 

【記号説明】 

（D）：書き込みを実施するビットの元データ 

（X）：再書き込みを実施するビットのデータ 

 

追加書き込みデータ演算表 

（X'） 書き込みパルス印加後の 

ベリファイリード結果（V） 

（Y） 

演算結果 

コメント 

0 0 0 書き込みパルス印加により書き込み完了したと判定 

追加書き込み処理を実施する 

0 1 1 書き込みパルス印加により書き込みは未完了 

追加書き込み処理は実施しない 

1 0 1 すでに書き込みは完了している 

追加書き込み処理は実施しない 

1 1 1 消去状態のままで、何も実施しない 

【記号説明】 

（Y） ：追加書き込みを実施するビットのデータ 

（X'） ：ある再書き込みループで再書き込みを実施するビットのデータ 

 

7. 本LSIのプログラム／プログラムベリファイフローの過程では、追加書き込み処理を実施する必要がありま

す。 

しかし、128バイト単位の書き込みが一度終了した後、同一のアドレスエリアに追加で書き込みを行わないで

ください。書き換えを実施する場合は、必ず一度消去を行ってから書き込みを実施してください。一度プロ

グラム／プログラムベリファイが終了したアドレスへ追加書き込みを実施した場合、読み出しなど正常動作

は保証されませんので注意してください。 
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START

書き込み終了

FLMCR1のSWE1-bitをセット

Wait (x0) μs

tcpv:

tcswe:

n＝1

m＝0

Sub-Routine-Call

FLMCR1のPV1-bitをセット

Wait (γ) μs

Wait (ε) μs

ベリファイデータをリード

NG

NG

NG

NG

NG

OK

OK

OK

OK

OK

*4

*2

*4

*3

Wait (η) μs

追加書き込みデータ演算

再書き込みデータ演算

追加書き込みデータを追加書き込みデータエリアに転送

*4再書き込みデータを再書き込みデータエリアに転送

書き込みデータ
＝ベリファイデータ？

FLMCR1のPV1-bitをクリア

FLMCR1のSWE1-bitをクリア

m＝1

128Byteデータ
ベリファイ完了？

Wait (x1) μs

m＝0？

N1≧n？

NG
N1≧n？

アドレスインクリメント

書き込み不良

OK
FLMCR1のSWE1-bitをクリア

Wait (x1) μs

n≧(N1＋N2)？

n←n＋1

【注】

元データ(D)
0
0
1
1

Verifyデータ(V)
0
1
0
1

再書き込みデータ(X)
1
0
1
1

コメント
書き込み完了
書き込み未完了、再書き込み
－
消去状態のまま、何もしない

データ転送はバイト転送で行います。ライトする先頭アドレスの下位8ビットは、H'00,H'80でなければなりません。128バイト以下の書き込みでも
128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要ないアドレスへの書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。
ベリファイデータは16ビット(W)で読み出します。
128バイトの書き込みループ内で、一度書き込みが完了したビットでも、次のベリファイでFAILした場合は、そのビットの追加書き込みを行います。
RAM上に書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と再書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と追加書き込みデータを格納するエリアが
必要です。再書き込みと、追加書き込みデータの内容は書き込みの進行に応じて書き換えられます。
書き込みパルスは、書き込みの進行に応じて30μs or 200μsの書き込みパルスを印加します。パルス幅に関しては、注 *6を参照してください。
追加書き込みデータの書き込みを実施する場合は、10μsの書き込みパルスを印加してください。再書き込みデータX'は、書き込みパルスを印加した
ときの再書き込みデータを意味します。

*1

*2
*3
*4

*5

書き込みパルス印加サブルーチン

書き込みは消去状態で行ってください。
すでに書き込まれたアドレスへの追加書き込みは
行わないでください。

RAM

書き込みデータ
格納エリア（128Byte）

再書き込みデータ
格納エリア（128Byte）

追加書き込みデータ
格納エリア（128Byte）

128Byteの書き込みデータを書き込みデー
タエリアと再書き込みデータエリアに格納

*1RAM上の再書き込みデータエリアの128Byte
データをフラッシュメモリに連続ライト

WDTイネーブル

WDTディスエーブル

FLMCR1のPSU1-bitをセット

FLMCR1のP1-bitをセット 書き込み開始

*5*6

書き込み終了

FLMCR1のPSU1-bitをクリア

Wait (y) μs

Wait (α) μs

Wait (β) μs

tsp10 or tsp30 or tsp200:
Wait (z0) μs or (z1) μs or (z2) μs

Sub-Routine-Call

追加書き込みサブルーチン

*1RAM上の追加書き込みデータエリアの128Byte
データをフラッシュメモリに連続ライト

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

Sub-Routine Write Pulse

End Sub

FLMCR1のP1-bitをクリア

書き込み開始

書き込みパルス印加サブルーチン

*6　書き込み時間

書き込み回数(回)

1
2

・

・

・

N1-1
N1

N1+1
N1+2
N1+3
・

・

・

N1+N2-2
N1+N2-1
N1+N2

書き込み

z0
z0
・

・

・

z0
z0
z2
z2
z2
・

・

・

z2
z2
z2

追加書き込み

z1
z1
・

・

・

z1
z1
－
－
－
・

・

・

－
－
－

【注】

再書き込みデータ演算表

再書き込みデータ(X')
0
0
1
1

Verifyデータ(V)
0
1
0
1

追加書き込みデータ(Y)
0
1
1
1

コメント
追加書き込みを実施
追加書き込みを実施しない
追加書き込みを実施しない
追加書き込みを実施しない

追加書き込みデータ演算表

P1-bitのセット時間(μs)

 

図 22.13 プログラム／プログラムベリファイフロー 

 



 

22. ROM 

22-32  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

22.7.3 イレースモード 

フラッシュメモリの消去は 1ブロックごとに、図 22.14に示すイレース／イレースベリファイフロー（単一ブ

ロック消去）チャートに沿って行ってください。 

フラッシュメモリ内容の消去は、フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の SWE1ビットを 1

にセット後、（x）μs以上の時間が経過してから、消去ブロック指定レジスタ 1、2（EBR1、2）で消去するフラ

ッシュメモリのエリアを 1ビット設定してください。次にプログラムの暴走などにより過剰時間消去を行わない

ようにするために、ウォッチドッグタイマを設定します。WDTのオーバフロー周期は（y＋z＋α＋β）msより大

きくしてください。その後、FLMCR1の ESU1ビットをセットすることで、イレースモードへの準備（イレース

セットアップ）を行います。その後、（y）μs以上の時間が経過後、FLMCR1の E1ビットをセットすることで、

動作モードはイレースモードへ遷移します。E1ビットが設定されている時間が消去時間となり、消去時間は（z）

msを超えないようにしてください。 

【注】 フラッシュメモリの消去において、消去を開始する前にプレライト（消去するメモリの全メモリデータをすべて 0にす

る）を行う必要はありません。 

 

22.7.4 イレースベリファイモード 

イレースベリファイモードは、メモリを消去した後データを読み出し、正常に消去されているかどうかを確認

するモードです。 

一定の消去時間経過後、FLMCR1の E1ビットをクリアします。その後、（α）μs以上の時間が経過してから

ESU1ビットをクリアすることでイレースモードを解除します。イレースモード解除の後は、ウォッチドッグタイ

マを（β）μs以上の時間が経過してから解除します。その後、FLMCR1の EV1ビットをセットすることで、動作

モードはイレースベリファイモードへ遷移します。イレースベリファイモードでは、リードする前にリードする

アドレスにデータ H'FFをダミーライトしてください。ダミーライトは（γ）μs以上の時間が経過してから行って

ください。この状態でフラッシュメモリをリード（ベリファイデータは 16ビットで読み出す）するとラッチした

アドレスのデータが読み出されます。このリード動作は、ダミーライト後、（ε）μs置いてから行ってください。

リードしたデータが消去（データがすべて 1）されていた場合、次のアドレスをダミーライトし、イレースベリフ

ァイを行います。リードしたデータが未消去の場合、再度イレースモードに設定し、同様にイレース／イレース

ベリファイシーケンスを繰り返します。イレース／イレースベリファイの繰り返しの最大値は、最大消去回数（N）

によって表されます。ただし、この繰り返し回数が（N）回を超えないようにしてください。ベリファイ完了後、

イレースベリファイモードを解除し、（η）μs以上の待機時間を置いてください。消去対象全ブロックの消去が完

了している場合は、FLMCR1の SWE1ビットを解除してください。未消去のブロックが存在する場合は、消去す

るフラッシュメモリのエリアを 1ビット設定し、同様にイレース／イレースベリファイシーケンスを繰り返しま

す。 
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消去終了

START

FLMCR1のSWE1-bitをセット

FLMCR1のESU1-bitをセット

FLMCR1のE1-bitをセット

Wait (x0) μs

Wait (y) μs

n＝1

EBR1 (2)を設定する

WDTイネーブル

*3

Wait (z)  ms

Wait (α) μs

Wait (β) μs

Wait (γ) μs

ブロック先頭アドレスを
ベリファイアドレスにセット

Wait (ε) μs

Wait (η) μs

*4

*2

消去開始

FLMCR1のE1-bitをクリア

FLMCR1のESU1-bitをクリア

FLMCR1のEV1-bitをセット

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

FLMCR1のEV1-bitをクリア

Wait (η) μs

FLMCR1のEV1-bitをクリア

FLMCR1のSWE1-bitをクリア

WDTディスエーブル

消去停止

*1

ベリファイデータ
＝all "1"？

ブロック最終
アドレス？

消去対象全ブロックの
消去終了？

消去不良

FLMCR1のSWE1-bitをクリア

Wait (x1) μs Wait (x1) μs

n≧N？

NG

NG

NG NG

OK

OK

OK

OK

【注】 プレライト（消去ブロックのデータをすべて 0にする）は必要ありません。
ベリファイデータは16ビット(W)で読み出します。
消去ブロック指定レジスタ(EBR)は1ビットのみ設定してください。2ビット以上を設定しないでください。
消去はブロック単位で行います。複数のブロックを消去する場合は各ブロック単位で順次消去を行ってください。

*1
*2
*3
*4

アドレス
インクリメント

n←n＋1

消去はブロック単位で
行うこと

 

図 22.14 イレース／イレースベリファイフロー 
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22.8 プロテクト 

フラッシュメモリに対する書き込み・消去プロテクトは、ソフトウェアプロテクトとハードウェアプロテクト

とエラープロテクトの 3種類あります。 
 

22.8.1 ハードウェアプロテクト 

ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み／消去が強制的に禁止、中断された状態の

ことで、フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）、フラッシュメモリコントロールレジスタ 2

（FLMCR2）、消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2）の設定はリセット

されます。エラープロテクト状態では、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2の設定は保持します（表 22.11参照）。 
 

表 22.11 ハードウェアプロテクト 

項 目 説 明 機 能 

  書き込み 消去 

FWE端子 

プロテクト 

• FWE端子に Lowレベルが入力されているときには、FLMCR1、FLMCR2（FLER

ビットは除く）、EBR1、EBR2は初期化され、書き込み／消去プロテクト状態に

なります。 

○ ○ 

リセット、 

スタンバイ 

プロテクト 

• パワーオンリセット（WDTによるパワーオンリセットも含む）およびスタンバイ

時は、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2は初期化され、書き込み／消去プロテ

クト状態になります。 

• RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定するまで RES端子を Low

レベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作中のリセットは AC

特性に規定した RESパルス幅の間 RES端子を Lowレベルに保持してください。

○ ○ 

 

22.8.2 ソフトウェアプロテクト 

ソフトウェアプロテクトは、FLMCR1の SWE1ビット、消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、消去ブロック

指定レジスタ２（EBR2）、RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）の RAMSビットをセットすることで行

えます。ソフトウェアプロテクトでは、フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットまた

は E1ビットをセットしても、プログラムモードまたはイレースモードへは遷移しません（表 22.12参照）。 
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表 22.12 ソフトウェアプロテクト 

項 目 説 明 機 能 

  書き込み 消去 

SWEビット 

プロテクト 

• FLMCR1の SWE1ビットを 0にセットすることにより、H'000000～H'03FFFF

エリアの書き込み／消去プロテクト状態になります（内蔵 RAM／外部メモリ上で

実行してください）。 

○ ○ 

ブロック 

指定 

プロテクト 

• 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2）

の設定により、ブロックごとに消去プロテクトが可能。 

• EBR1、EBR2を H'00に設定すると全ブロックが消去プロテクト状態になります。

－ ○ 

エミュレー

ション 

プロテクト 

• RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）の RAMSビットを 1にセットするこ

とにより、全ブロックの書き込み／消去プロテクト状態になります。 

○ ○ 

 

22.8.3 エラープロテクト 

エラープロテクトは、フラッシュメモリへの書き込み／消去中のマイコンの暴走や書き込み／消去アルゴリズ

ムに沿っていない動作をした場合に発生する異常を検出し、書き込み／消去動作を強制的に中断するプロテクト

です。書き込み／消去動作を中断することで、過剰書き込みや過剰消去によるフラッシュメモリへのダメージを

防止します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去中にマイコンが異常動作すると、FLMCR2の FLERビットが 1にセット

され、エラープロテクト状態へ遷移します。このとき、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2の設定は保持されま

すが、エラーが発生した時点でプログラムモードまたはイレースモードは強制的に中断されます。P1ビット、E1

ビットの再設定を行ってもプログラムモードまたはイレースモードへ遷移することはできません。ただし、PV1

ビット、EV1ビットの設定は有効なので、ベリファイモードへの遷移は可能です。 

FLERビットのセット条件は、 

1. 書き込み／消去中に当該アドレスエリアのフラッシュメモリを読み出したとき（ベクタリードおよび命令フ

ェッチを含む） 

2. 書き込み／消去中の例外処理（リセットは除く）開始直後 

3. 書き込み／消去中にSLEEP命令（ソフトウェアスタンバイを含む）を実行したとき 

4. 書き込み／消去中にCPUがDTCにバス権を開放したとき 

エラープロテクト解除は、パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイのみで行われます。 
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図 22.15にフラッシュメモリの状態遷移図を示します。 

：メモリリード可
：ベリファイリード可
：プログラム可
：イレース可

RD
VF
PR
ER

：メモリリード不可
：ベリファイリード不可
：プログラム不可
：イレース不可

RD

VF

PR

ER

RD VF PR ER FLER＝0

エラー発生

エラー発生
（ソフトウェアスタンバイ）

RES＝0またはHSTBY＝0

RES＝0または
HSTBY＝0

RES＝
0ま
たは

HSTBY＝
0

RD VF PR ER FLER＝0

プログラムモード
イレースモード

リセットまたはスタンバイ
（ハードウェアプロテクト）

RD VF PR ER FLER＝1 RD VF PR ER FLER＝1

エラープロテクトモード
エラープロテクトモード
（ソフトウェアスタンバイ）

ソフトウェア
スタンバイモード

FLMCR1、FLMCR2（FLERビットを除く）、
EBR1、EBR2の初期化状態

FLMCR1、FLMCR2、
EBR1、EBR2の
初期化状態

ソフトウェア
スタンバイモード解除

 

図 22.15 フラッシュメモリの状態遷移図 
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22.9 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

RAMでフラッシュメモリに書き換えるデータをリアルタイムにエミュレートするために、RAMエミュレーシ

ョンレジスタ（RAMER）で設定したフラッシュメモリのエリアに RAMの一部を重ね合わせて使うことができま

す。RAMERの設定後はフラッシュメモリのエリアとフラッシュメモリに重ね合わせた RAMエリアの 2エリアか

らアクセスできます。エミュレーション可能なモードは、ユーザモード、およびユーザプログラムモードです。

図 22.16にフラッシュメモリのリアルタイムな書き換えをエミュレートする例を示します。 

エミュレーションプログラム開始

エミュレーションプログラム終了

チューニングOK？

Yes

No

RAMERの設定

オーバラップRAMへ
チューニングデータ書き込み

アプリケーションプログラムの実行

RAMERの解除

フラッシュメモリのエミュレーション
ブロックへの書き込み

 

図 22.16 RAMによるエミュレーションフロー 
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H'00000

H'01000

H'02000

H'03000

H'04000

H'05000

H'06000

H'07000

H'08000

H'3FFFF

フラッシュメモリ

EB8～11

このエリアは、RAM／フラッシュメモリ
の両エリアからアクセスできます

EB0

EB1

EB2

EB3

EB4

EB5

EB6

EB7

H'FFD000

H'FFDFFF

H'FFEFBF

内蔵RAM

 

図 22.17 RAMのオーバラップ動作例 

 

フラッシュメモリのブロックエリア（EB0）をオーバラップさせる例 

1. リアルタイムな書き換えを必要とするエリア（EB0）にRAMの一部をオーバラップさせるには、RAMERの

RAMSビット、RAM2～0ビットを1、0、0、0に設定してください。 

2. リアルタイムな書き換えは、オーバラップさせたRAMを使って行います。 

3. 書き換えデータ確定後、RAMSビットをクリアしてRAMのオーバラップを解除します。 

4. オーバラップさせたRAMに書き込まれたデータをフラッシュメモリ空間（EB0）に書き込みます。 

【注】 1. RAMSビットを 1にセットすると RAM2～0の値にかかわらず、フラッシュメモリの全ブロックに対して書き込み

／消去プロテクトが有効となります（エミュレーションプロテクト）。この状態では FLMCR1の P1ビットまた

は E1ビットをセットしてもプログラムモード、イレースモードへは遷移しません。フラッシュメモリエリアに実

際に書き込み／消去を行う場合は RAMSビットを 0にクリアしてください。 

 2. RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能を使用中に、消去アルゴリズムに沿ったソフトウェアを実

行しても RAMエリアを消去することはできません。 

 3. ブロックエリア（EB0）はベクタテーブルを含みます。RAMエミュレーションする場合、オーバラップ RAMには

ベクタテーブルが必要となります。 
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22.10 フラッシュメモリの書き込み／消去時の割り込み処理 

フラッシュメモリへの書き込み、消去中（FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットがセット）、およびブートモ

ードでのブートプログラム実行中*1は書き込み、消去動作を最優先とするため NMI入力を含むすべての割り込み

を禁止してください。 

これは以下のような動作状態を回避することを目的としています。 

（1） 書き込み、消去中に割り込みが発生することにより、書き込み／消去アルゴリズムに違反し、正常な動作

が保証できなくなる。 

（2） 書き込み／消去中の割り込み例外処理ではベクタリードが正常にできない*2ため、結果としてマイコンが

暴走してします。 

（3） ブートプログラム実行中に割り込みが発生すると正常なブートモードのシーケンスが実行できなくなる。 

 

以上のような理由から、オンボードプログラミングモードにおいてのみ例外的に割り込み入力を禁止する条件

が存在しますが、これによって正常な書き込み、消去およびマイコン動作が保証されるものではありません。 

このため、フラッシュメモリへの書き込み／消去を行う場合、マイコンの内部と外部で NMIを含むすべての要

求を禁止する必要があります。また、エラープロテクト状態で FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットが保持され

た状態でも NMI割り込みは禁止状態となります。 

【注】 *1 書き込み制御プログラムによる書き込みが完了するまでは、マイコン内部と外部で割り込み要求を禁止する必要が

あります。 

 *2 この場合、以下の 2つの理由によってベクタリードが正常に行われません。 

・ 書き込み、消去中（FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットがセット）にフラッシュメモリのリードを行っても

正しい値を読み出すことはできません（値は不定）。 

・ 割り込みベクタテーブルに値がまだ書き込まれていない場合、割り込み例外処理が正しく実行されません。 

 

22.11 ライタモード 

プログラム／データの書き込み・消去可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外にライタモ

ードがあります。ライタモードではフラッシュメモリ読み出しモード、自動書き込みモード、自動消去モード、

ステータス読み出しモードをサポートしております。自動書き込みモード／自動消去モード／ステータス読み出

しモードではステータスポーリング方式を採用しており、また、ステータス読み出しモードでは自動書き込み／

自動消去を実行した後に、その詳細な内部信号を出力します。 

ライタモードでは、モード端子をライタモード（表 22.13参照）に設定し、入力クロックとして 12MHzを入力

してください。 

表 22.13にライタモードの端子設定方法を示します。 
 



 

22. ROM 

22-40  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

表 22.13 ライタモードの端子設定方法 

端子名 設定 

モード端子： MD2、MD1、MD0 MD2、MD1、MD0に Lowレベル入力 

モード設定端子：PF0、P16、P14 PF0に Highレベル、 

P16、P14に Lowレベルを入力 

FWE端子 Highレベルを入力（自動書き込み、自動消去時） 

RES端子 パワーオンリセット回路 

XTAL、EXTAL、PLLVCC、PLLCAP、PLLVSS端子 発振回路 

 

22.11.1 ソケットアダプタとメモリマップ 

PROMライタを用いたライタモードでは、メモリ読み出し（ベリファイ）、書き込み、フラッシュメモリ初期

化（全面消去）が可能です。その際には、汎用 PROMライタに専用の変換ソケットアダプタを取り付けて行いま

す。表 22.14にソケットアダプタの型名を示します。本 LSIのライタモードでは、表 22.14のソケットアダプタ

を必ず使用してください。 
 

表 22.14 ソケットアダプタ型名 

製品型名 パッケージ名 ソケットアダプタ型名 メーカ 

ME2643ESHF1H ミナトエレクトロニクス（株） HD64F2643FC 144ピン QFP（FP-144J） 

HF2643Q144D4001 データ・アイ・オー・ジャパン（株） 

HD64F2643TF 144ピン TQFP（TFP-144） ME2643ESNF1H ミナトエレクトロニクス（株） 

 

内蔵 ROMのメモリマップを図 22.18に示します。 
 

内蔵ROM空間
256Kバイト

MCUモードでの
アドレス

H'000000

H'03FFFF

ライタモードでの
アドレス

H'00000

H'3FFFF
 

図 22.18 内蔵 ROMのメモリマップ 
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22.12 フラッシュメモリと低消費電力状態 

フラッシュメモリには、通常の動作状態のほかに、内部の電源回路の一部あるいは全部を停止して、消費電力

を低くする低消費電力モードがあります。 

フラッシュメモリの動作状態には 

（1） 通常動作モード：フラッシュメモリのリード／ライトが可能です。 

（2） 低消費電力モード：電源回路の一部を停止して、LSIがサブクロック動作時にフラッシュメモリのリード

が可能です。 

（3） スタンバイモード：フラッシュメモリのすべての回路が停止します。リード／ライトは不可です。 

があり、（2）と（3）がフラッシュメモリの低消費電力状態です。表 22.15に LSIの動作状態とフラッシュメ

モリの動作状態の対応を示します。 
 

表 22.15 フラッシュメモリの動作状態 

LSIの動作状態 フラッシュメモリの動作状態 

高速モード 

中速モード 

スリープモード 

通常モード（リード／ライト） 

サブアクティブモード 

サブスリープモード 

PDWND=0のとき： 

低消費電力モード（リードのみ） 

PDWND=1のとき： 

通常モード（リードのみ） 

ウォッチモード 

ソフトウェアスタンバイモード 

ハードウェアスタンバイモード 

スタンバイモード 

 

22.12.1 低消費電力状態の注意事項 

フラッシュメモリが低消費電力状態のときは、内部の電源回路の一部あるいは全部が停止しています。そのた

め通常動作への復帰時には、電源回路の安定時間を確保する必要があります。発振安定時間の確保が不要な場合

でも、フラッシュメモリが低消費電力状態から通常動作に復帰する際には、待機時間が 20μs（電源安定時間）以

上となるように SBYCRの STS2～STS0ビットを設定してください。 
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22.13 フラッシュメモリの書き込み／消去時の注意 

オンボードプログラミングモード、RAMエミュレーション機能およびライタモード使用時の注意事項を示します。 
 

（1） 規定された電圧、タイミングで書き込み／消去を行ってください。 

定格以上の電圧を印加した場合、製品の永久破壊にいたることがあります。 

PROMライタは、ルネサス 256Kバイトフラッシュメモリ内蔵マイコンデバイスタイプ（FZTAT256V3A）をサ

ポートしているものを使用してください。 

ライタの設定を HN27C4096にセットしないでください。また、規定したソケットアダプタ以外は使用しないで

ください。誤って使用した場合、破壊にいたることがあります。 
 

（2） 電源投入／切断時の注意（図 22.19～図 22.21参照） 

FWE端子への Highレベル印加は VCC確定後に行ってください。また、VCCを切断する前に FWE端子を Low

レベルにしてください。 

VCC電源の印加／切断時は FWE端子を Lowレベルに固定し、フラッシュメモリをハードウェアプロテクト状

態にしてください。 

この電源投入および解除タイミングは、停電などによる電源の切断、再投入時にも満足するようにしてください。 
 

（3） FWEの印加／解除の注意（図 22.19～図 22.21参照） 

FWEの印加はマイコン動作が確定した状態で行ってください。マイコンが動作確定状態を満足しない場合は、

FWE端子を Lowレベルに固定し、プロテクト状態としてください。 

FWEの印加／解除では、フラッシュメモりへの誤書き込み、誤消去を防止するため、以下に示すような注意が

必要です。 
 

（a） VCC電圧が定格電圧の範囲で安定している状態でFWEを印加してください。発振が安定している状態

（発振安定時間経過後）でFWEを印加してください。 

（b） ブートモードでは、FWEの印加／解除はリセット中に行ってください。 

（c） ユーザプログラムモードでは、リセットの状態にかかわらず、FWE＝Highレベル／Lowレベルの切り

替えが可能です。また、フラッシュメモリ上でプログラム実行中でも、FWE入力の切り替えが可能で

す。 

（d） プログラムが暴走していない状態でFWEを印加してください。 

（e） FWEの解除はFLMCR1のSWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、P1、E1ビットをクリアした状態で行って

ください。 

FWEの印加／解除時に、誤ってSWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、P1、E1ビットをセットしないでく

ださい。 

 

（4） FWE端子に常時 Highレベルを印加しないでください。 

FWE端子に Highレベルを印加するのは、フラッシュメモリに書き込み、消去を行うときのみとしてください。
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このため、FWE端子に常時 Highレベルを印加するようなシステム構成は避けてください。また、Highレベル印

加中においても、過剰書き込み、過剰消去にならないように、ウォッチドッグタイマを起動し、プログラムの暴

走などに対応できるようにしてください。 
 

（5） フラッシュメモリへの書き込み、消去は推奨するアルゴリズムに従って行ってください。 

推奨アルゴリズムでは、デバイスへの電圧ストレスあるいはプログラムデータの信頼性を損なうことなく書き

込み、消去を行うことができます。また、FLMCR1の P1ビット、E1ビットをセットするときは、プログラムの

暴走などに備えてあらかじめウォッチドッグタイマを設定してください。 
 

（6） SWE1ビットのセット／クリアの注意 

SWE1ビットのセット／クリアは、フラッシュメモリ上のプログラム実行中に行わないでください。フラッシ

ュメモリ上のプログラム実行とデータの読み出しは、SWE1ビットをクリアした後に 100μs以上の待ち時間を置

いて行ってください。 

SWE1ビットをセットするとフラッシュメモリのデータを書き換えできますが、SWE1＝1のときは、プログラ

ムベリファイ／イレースベリファイモード以外ではフラッシュメモりを読み出すことはできません。ベリファイ

（プログラム／イレース中のベリファイ）以外の目的で、フラッシュメモリをアクセスしないでください。 

また、プログラム／イレース／ベリファイ中に SWE1ビットのクリアを行わないでください。 

FWE端子に Highレベルを入力した状態で、RAMによるエミュレーション機能を使用する場合も同様に、フラ

ッシュメモリ上のプログラム実行とデータの読み出しは、SWE1ビットをクリアした後に行ってください。 

ただし、フラッシュメモリ空間とオーバラップした RAMエリアについては、SWE1ビットのセット／クリアに

かかわらずリード／ライト可能です。 
 

（7） フラッシュメモリの書き込み中または消去中に割り込みを使用しないでください。 

FWE印加状態では書き込み／消去動作を再優先とするため、NMIを含むすべての割り込み要求を禁止してくだ

さい。 
 

（8） 上書きは行わないでください。書き換えは消去後に行ってください。 

オンボードプログラミングでは 128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは、1回のみとしてください。

ライタモードでも 128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは、1回のみとしてください。書き込みはこの

書き込み単位ブロックがすべて消去された状態で行ってください。 
 

（9） 書き込み前に、必ず、正しく PROMライタに装着されていることを確認してください。 

PROMライタのソケット、ソケットアダプタ、および製品のインデックスが一致していないと過剰電流が流れ、

製品が破壊することがあります。 
 

（10） 書き込み中はソケットアダプタや製品に手を触れないでください。 

接触不良などにより、書き込み不良になることがあります。 
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フラッシュメモリアクセス禁止期間
（x：SWE1セット後のウェイト時間）*2

フラッシュメモリ書き換え可能期間
（フラッシュメモリ上のプログラム実行禁止およびベリファイ以外のデータ読み出し禁止）

モード端子（MD2～MD0）はモード切り替え以外は、パワーオフまでは、プルダウン
またはプルアップして、レベルを必ず固定してください。
「25.6 フラッシュメモリ特性」を参照してください。
モードプログラミングセットアップ時間 tMDS(min.)＝200ns

【注】 *1

*2
*3

φ

Vcc

FWE

tOSC1 min 0μs

min 0μstMDS*3

tMDS*3

MD2～MD0*1

RES

SWE1ビット

SWE1
セット

SWE1
クリア

書き込み
消去可能ウェイト時間：x ウェイト時間：100μs

 

図 22.19 電源投入／切断タイミング（ブートモード） 
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フラッシュメモリアクセス禁止期間
（x：SWE1セット後のウェイト時間）*2

フラッシュメモリ書き換え可能期間
（フラッシュメモリ上のプログラム実行禁止およびベリファイ以外のデータ読み出し禁止）

SWE1
セット

SWE1
クリア

モード端子（MD2～MD0）はモード切り替え以外は、パワーオフまでは、プルダウン
またはプルアップして、レベルを必ず固定してください。
「25.6 フラッシュメモリ特性」を参照してください。
モードプログラミングセットアップ時間 tMDS(min.)＝200ns

【注】 *1

*2
*3

φ

Vcc

FWE

tOSC1 min 0μs

MD2～MD0*1

RES

SWE1ビット

書き込み
消去可能ウェイト時間：x

tMDS*3

ウェイト時間：100μs

 

図 22.20 電源投入／切断タイミング（ユーザプログラムモード） 
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フラッシュメモリアクセス禁止期間
（x：SWE1セット後のウェイト時間）*3

フラッシュメモリ書き換え可能期間
（フラッシュメモリ上のプログラム実行禁止およびベリファイ以外のデータ読み出し禁止）

ブートモードへの遷移時またはブートモードから他のモードへ遷移する場合は、
RES入力によるモード切り替えが必要です。
この切り替え期間（RES端子にLowレベルを入力している期間）は、アドレス兼用
ポートおよびバス制御出力信号（AS、RD、WR）の状態が変化します。
このため、この切り替え期間中はこれらの端子を出力信号として使用しないように
してください。
ブートモードから他のモードへ遷移する場合、RES解除のタイミングに対して、モード
プログラミングセットアップ時間 tMDS(min.)＝200nsが必要です。
「25.6 フラッシュメモリ特性」を参照してください。
ウェイト時間：100μs

【注】

φ

Vcc

FWE

tOSC1

min 0μs

tMDS

tMDS

tMDS

tRESW

MD2～MD0

RES

SWE1ビット

モード切り替え*1 モード
切り
替え*1

ブートモード ユーザ
モード

ユーザ
モード

ユーザプログラムモード ユーザ
プログラム
モード

SWE1
セット

SWE1
クリア

書き込み
消去可能

ウェイト
時間：x

*4 *4 *4 *4

書き
込み
消去
可能

ウェイト
時間：x

書き込み
消去可能

ウェイト
時間：x

書き込み
消去可能

ウェイト
時間：x

*2

*1

*2

*3
*4

 

図 22.21 モード遷移タイミング（例：ブートモード←→ユーザプログラムモード） 
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22.14 F-ZTATマイコンのマスク ROM化時の注意事項 

マスク版には、F-ZTAT版に存在するフラッシュメモリのコントロール用内部レジスタが存在しません。表 22.16

に F-ZTAT版に存在して、マスク版に存在しないレジスタを示します。表 22.16に示したレジスタをリードした

場合、マスク版では、不定値が読み出されます。このため、F-ZTAT版で開発したアプリケーションソフトをマス

ク ROM版に変更する場合、表 22.16に示したレジスタの影響がないようアプリケーションソフトを変更してくだ

さい。 
 

表 22.16 F-ZTAT版に存在してマスク ROM版に存在しないレジスタ 

レジスタ名称 略称 アドレス 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1 H'FFA8 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2 H'FFA9 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1 H'FFAA 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2 H'FFAB 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER H'FEDB 
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23. クロック発振器 

23.1 概要 

本 LSIは、クロック発振器（CPG：Clock Pulse Generator）を内蔵しており、システムクロック（φ）、バスマス

タクロック、および内部クロックを生成します。 

クロック発振器は、発振器、PLL（Phose Locked Loop）回路、クロック選択回路中速クロック分周器、バスマス

タクロック選択回路、サブクロック発振器、波形成形回路から構成されます。CPG内部の PLL回路により周波数

を変更できます。周波数変更は、システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR）とローパワーコントロール

レジスタ（LPWRCR）の設定により、ソフトウェアで行います。 
 

23.1.1 ブロック図 

クロック発振器のブロック図を図 23.1に示します。 

EXTAL

XTAL クロック
選択回路

PLL回路
（×1、×2、×4）

EXTAL

XTAL

クロック
発振器

EXTAL

XTAL

波形成形
回路

OSC1
サブクロック
発振器

中速クロック
分周器

システムクロック
φ端子へ

内部クロック
周辺モジュールへ

バスマスタクロック
CPU
DTC 
DMACへ

φ/2
～φ/32

SCK2～SCK0

SCKCR

STC1、STC0

LPWRCR

バスマスタ
クロック
選択回路

φ

OSC2

φSUB

WDT1
カウントクロック

【記号説明】

LPWRCR：ローパワーコントロールレジスタ
SCKCR   ：システムクロックコントロールレジスタ

 

図 23.1 クロック発振器のブロック図 
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23.1.2 レジスタ構成 

クロック発振器は、SCKCR、LPWRCRで制御されます。レジスタ構成を表 23.1に示します。 
 

表 23.1 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

システムクロックコントロールレジスタ SCKCR R/W H'00 H'FDE6 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FDEC 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

23.2 各レジスタの説明 

23.2.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

7

PSTOP

0

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

STCS

0

R/W

0

SCK0

0

R/W

2

SCK2

0

R/W

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCKCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、φクロック出力、PLL回路の周波数逓倍率変更時の動

作の選択、中速モードの制御を行います。 

SCKCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバ

イモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：φクロック出力禁止（PSTOP） 

φ出力を制御します。 

 
ビット 7 説   明 

PSTOP 高速モード、 

中速モード、 

サブアクティブモード

スリープモード、 

サブスリープモード 

ソフトウェア 

スタンバイモード、 

ウォッチモード、 

直接遷移 

ハードウェア 

スタンバイモード 

0 φ出力（初期値） φ出力 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

1 Highレベル固定 Highレベル固定 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

 

• ビット6～4：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 
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• ビット3：周波数逓倍率切り替えモード選択（STCS） 

STCSはPLL回路の周波数逓倍率変更時の動作を選択します。 

 
ビット 3 説   明 

STCS  

0 指定した逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモードに遷移後

に有効 （初期値） 

1 指定した逓倍率は、STCビットの書き換え直後に有効 

 

• ビット2～0：システムクロックセレクト2～0（SCK2～SCK0） 

バスマスタのクロックを選択します。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

SCK2 SCK1 SCK0  

0 0 0 バスマスタは高速モード （初期値） 

  1 中速クロックはφ/2 

 1 0 中速クロックはφ/4 

  1 中速クロックはφ/8 

1 0 0 中速クロックはφ/16 

  1 中速クロックはφ/32 

 1 － － 

 

23.2.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

SUBSTP

0

R/W

3

RFCUT

0

R/W

0

STC0

0

R/W

2

－

0

R/W

1

STC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LPWRCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 

ここでは、ビット 1、0についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「24.2.3 ローパワーコン

トロールレジスタ（LPWRCR）」を参照してください。 

LPWRCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバ

イモードでは初期化されません。 
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• ビット1、0：周波数逓倍率（STC1、STC0） 

STCはPLL回路の周波数逓倍率を指定します。 

 
ビット 1 ビット 0 説  明 

STC1 STC0  

0 0 ×1 （初期値） 

 1 ×2 

1 0 ×4 

 1 設定禁止 

【注】 逓倍後のクロック周波数は、本 LSIの最大動作周波数を超えないように設定してください。本機能の PLL×4を使用し、

外部クロック周波数を低くすることにより、消費電流およびノイズを低減することができます。 

 

23.3 発振器 

クロックを供給する方法には、水晶発振子を接続する方法と外部クロックを入力する方法の2通りがあります。 
 

23.3.1 水晶発振子を接続する方法 

（1） 回路構成 

水晶発振子を接続する場合の接続例を図 23.2に示します。ダンピング抵抗 Rdは、表 23.2に示すものを使用し

てください。また、水晶発振子は、ATカット並列共振形を使用してください。 

EXTAL

XTAL
Rd CL2

CL1

CL1＝CL2=10～22pF
 

図 23.2 水晶発振子の接続例 

 

表 23.2 ダンピング抵抗値 

周波数（MHz） 2 4 8 12 16 20 25 

R
d
（Ω） 1k 500 200 0 0 0 0 
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（2） 水晶発振子 

図 23.3に水晶発振子の等価回路を示します。水晶発振子は表 23.3に示す特性のものを使用してください。 

XTAL

CL

ATカット並列共振形

EXTAL

C0

L Rs

 

図 23.3 水晶発振子の等価回路 

 

表 23.3 水晶発振子の特性 

周波数（MHz） 2 4 8 12 16 20 25 

R
s 
max（Ω） 500 120 80 60 50 40 40 

C
0
 max（pF） 7 

 

（3） ボード設計上の注意 

水晶発振子を接続して発振させる場合、次の点に注意してください。 

発振回路部の近くに信号線を通過させないでください（図 23.4）。誘導により正しい発振ができなくなる場合

があります。 

また、ボード設計に際しては、水晶発振子および負荷容量はできるだけ XTAL、EXTAL端子の近くに配置して

ください。 

CL2

信号A 信号B

CL1

本LSI

XTAL

EXTAL

禁止

 

図 23.4 発振回路部のボード設計に関する注意事項 
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PLL周りの外部回路として、下記のような外部回路を推奨します。 

PLLCAP

PLLVCC

PLLVSS

PVCC

VCC

VSS

R1 C1

Rp

CPB*

CB* CB*

【注】 *  CB、CPBは積層セラミック

R1 3kΩ
Rp 200Ω
C1 470pF
CB CPB 0.1μF

 

図 23.5 PLL発振回路使用上の注意 

 

発振安定用の容量 C1および抵抗 R1は、PLL CAP端子の近くに置き、他の信号線と交差させないでください。

C1のグランドは PLL VSSから供給してください。 

さらに、PLL VCC、PLL VSSと、その他の VCC、VSSとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにバイ

パスコンデンサ CPBおよび CBを必ず挿入してください。 
 

23.3.2 外部クロックを入力する方法 

（1） 回路構成 

外部クロック入力の接続例を図 23.6に示します。XTAL端子をオープン状態にする場合は、寄生容量を 10pF

以下としてください。 

図 23.6（b）の場合、スタンバイモード時には外部クロックが Highレベルになるようにしてください。 
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EXTAL

XTAL

外部クロック入力

オープン状態

（a）　XTAL端子をオープンにする接続例

EXTAL

XTAL

外部クロック入力

（b）　XTAL端子に逆相クロックを入力する接続例
 

図 23.6 外部クロックの接続例 

 

（2） 外部クロック 

外部クロックの入力条件を表 23.4および図 23.7に示します。 
 

表 23.4 外部クロック入力条件 

項  目 記号 VCC＝3.0～3.6V 

PVCC＝3.0～5.5V 

VCC＝3.0～3.6V 

PVCC＝5.0V±10% 

単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

外部クロック入力 

パルス幅 Lowレベル 

t
EXL

 20 － 15 － ns 図 23.7 

外部クロック入力 

パルス幅 Highレベル 

t
EXH

 20 － 15 － ns  

外部クロック 

立ち上がり時間 

t
EXr

 － 10 － 5 ns  

外部クロック 

立ち下がり時間 

t
EXf

 － 10 － 5 ns  
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tEXH tEXL

tEXr tEXf

VCC×0.5EXTAL

 

図 23.7 外部クロック入力タイミング 

 

23.4 PLL回路 

PLL回路は、発振器からのクロック周波数を1倍、2倍、または4倍に逓倍する機能を持ちます。逓倍率はLPWRCR

の STCビットで設定します。このとき、内部クロックの立ち上がりエッジの位相は EXTAL端子の立ち上がりエ

ッジの位相に一致するように制御されます。逓倍後のクロックの周波数は、LSIの最大動作周波数を超えないよう

に設定してください。 

PLL回路の逓倍率を変更する場合、SCKCRの STCSビットの設定により動作が異なります。 

STCS＝0（初期値）の場合、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、またはサブアクティブモード

へ遷移後に設定が有効になります。SBYCRの STS2～STS0ビットの設定により、遷移時間のカウントを行います。 

1. 初期状態では、PLL回路の逓倍率は1になっています。 

2. STS2～STS0ビットに、指定された遷移時間になるように値をセットします。 

3. STC1～STC0を目的とする値に設定し、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードまたはサブアクテ

ィブモードに遷移します。 

4. クロック発振器が停止し、設定したSTC1～STC0の値が有効となります。 

5. ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードまたはサブアクティブモードを解除し、STS2～STS0の設定

に従い、遷移時間が確保されます。 

6. 設定した遷移時間の経過後、目的とする逓倍率で本LSIでは動作を再開します。 

なお、3.のソフトウェアスタンバイモードへ遷移する SLEEP命令に PCブレークを設定すると、ソフトウェア

スタンバイモードに遷移し、発振安定時間を経てブレーク例外処理が実行されます。この場合、RTE命令実行後

に SLEEP命令の次の命令を実行します。 
 

STCS＝1の場合、STC1～STC0ビットの書き換え直後に、変更後の逓倍率で LSIは動作します。 
 

23.5 中速クロック分周器 

中速クロック分周器は、システムクロックを分周し、φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32を生成します。 
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23.6 バスマスタクロック選択回路 

バスマスタクロック選択回路は、バスマスタに供給するクロックを、SCKCRの SCK2～SCK0ビットに従って、

システムクロック（φ）、または中速クロック（φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32）から選択します。 
 

23.7 サブクロック発振器 

（1） 32.768kHz水晶発振子を接続する方法 

サブクロック発振器へクロックを供給するには、図 23.8に示すように 32.768kHzの水晶発振子を接続します。

接続する場合の注意については、「23.3.1（3）ボード設計上の注意」と同様です。 

OSC1

OSC2

C1

C2

C1=C2=15pF（typ.）

 

図 23.8 32.768kHz水晶発振子の接続例 

 

図 23.9に 32.768kHz水晶発振子の等価回路を示します。 

OSC1 OSC2

CsLs Rs

Co

Co=1.5pF（typ.）

Rs=14kΩ（typ.）

fw=32.768kHz
 

図 23.9 32.768kHz水晶発振子の等価回路 
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（2） サブクロックを必要としない場合の端子処理 

サブクロックを必要としない場合には、図 23.10に示すように OSC1端子を VCCに接続し、OSC2端子をオー

プンとしてください。 

OSC1

OSC2

VCC

オープン

 

図 23.10 サブクロックを必要としない場合の端子処理 

 

23.8 サブクロック波形成形回路 

OSC1端子から入力されたサブクロックのノイズ除去のため、φクロックの分周クロックでサンプリングします。

サンプリング周波数は、LPWRCRの NESELビットで設定します。詳細は、「24.2.3 ローパワーコントロールレ

ジスタ（LPWRCR）」を参照してください。 

サブアクティブモード、サブスリープモード、およびウォッチモードでは、サンプリングされません。 
 

23.9 発振子に関する注意事項 

発振子に関する諸特性は、ユーザのボード設計に密接に関係しますので本章で案内する発振子の接続例を参考

に、マスク版、F-ZTAT版ともにユーザ側での十分な評価を実施してご使用願います。発振子の回路定格は発振子、

実装回路の浮遊容量などにより異なるため、発振子メーカと十分ご相談のうえ決定してください。発振端子に印

加される電圧が最大定格を超えないような設計を行ってください。 
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24. 低消費電力状態 

24.1 概要 

本 LSIには、通常のプログラム実行状態のほかに、CPUや発振器の動作を停止し、消費電力を低くする低消費

電力状態があります。CPU、内蔵周辺機能などを個別に制御して、低消費電力化を実現できます。 

本 LSIの動作状態には、 

1. 高速モード 

2. 中速モード 

3. サブアクティブモード 

4. スリープモード 

5. サブスリープモード 

6. ウォッチモード 

7. モジュールストップモード 

8. ソフトウェアスタンバイモード 

9. ハードウェアスタンバイモード 

があり、2.～9.が低消費電力状態です。スリープモード、サブスリープモードは CPUの状態、中速モードは CPU

とバスマスタの状態、サブアクティブモードは CPUとバスマスタ、内蔵周辺機能の状態、モジュールストップモ

ードは内蔵周辺機能（CPU以外のバスマスタも含む）の状態です。これらは一部組み合わせて設定することがで

きます。 

リセット後は、高速モード、DMAC、DTCを除くモジュールストップモードになっています。 

表 24.1に各モードでの LSIの内部状態、表 24.2に低消費電力モード遷移条件を示します。 

また、図 24.1に、モード遷移図を示します。 
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機能 高速 中速 スリープ モジュール

ストップ

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ハードウェア 

スタンバイ 

システムクロック発振器 動作 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止 

サブクロック発振器 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 停止 

CPU 命令レジスタ 動作 中速動作 停止 

（保持） 

高/中速動作 停止 

（保持） 

サブクロック

動作 

停止 

（保持） 

停止 

（保持） 

停止 

（不定） 

外部 NMI 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 停止 

割り込み IRQ0～7          

周辺機能 WDT1 動作 動作 動作 動作 サブクロック

動作 

サブクロック

動作 

サブクロック 

動作 

停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

 WDT0 動作 動作 動作 動作 停止 サブクロック サブクロック 停止 停止 

 TMR    停止 

（保持）

（保持） 動作 動作 （保持） （リセット） 

 DMAC 動作 中速動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止 停止 

 DTC    （保持） （保持） （保持） （保持） （保持） （リセット） 

 TPU 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止 停止 

 IIC0    （保持） （保持） （保持） （保持） （保持） （リセット） 

 IIC1          

 PCB          

 PPG          

 D/A0、1          

 SCI0 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止 停止 

 SCI1    （リセット）（リセット） （リセット） （リセット） （リセット） （リセット） 

 SCI2          

 SCI3          

 SCI4          

 PWM0、1          

 A/D          

 RAM 動作 動作 動作 

（DTC） 

動作 保持 動作 保持 保持 保持 

 I/O 動作 動作 動作 動作 保持 動作* 保持 保持 ハイインピ

ーダンス 

【注】 停止（保持）は、内部レジスタ値保持。内部状態は動作中断。 

 停止（リセット）は、内部レジスタ値および内部状態を初期化。 

 モジュールストップモード時は、停止設定をしたモジュールのみ停止（リセットまたは保持）。 

 * H8S/2643F-ZTATではポート D、ポート Eを除く I/Oポートをリードすると常に 1が読み出されます。出力ポート

としての使用は可能です。 
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プログラム停止状態

プログラム実行状態

SCK2～
SCK0＝0

SCK2～
SCK0≠0

SLEEP命令
SSBY＝1、PSS＝1、
DTON＝1、LSON＝1
クロック切り替え
例外処理

SLEEP命令
SSBY＝1、PSS＝1、
DTON＝1、LSON＝0
発振安定時間（STS2～
0）後クロック切り替え
例外処理

SLEEP命令

SLEEP命令

すべての割り込み

SLEEP命令

SLEEP命令

SLEEP命令

外部割り込み*3

割り込み*1、
LSONビット＝0

割り込み*2

割り込み*1、
LSONビット＝1

STBY端子＝High、
RES端子＝Low

STBY端子＝Low

SSBY＝0、LSON＝0

SSBY＝1、
PSS＝0、LSON＝0

SSBY＝0、
PSS＝1、LSON＝1

SSBY＝1、 
PSS＝1、DTON＝0

RES端子＝High

：例外処理を行って遷移します。 ：低消費電力モード

リセット状態

高速モード
（メインクロック）

中速モード
（メインクロック）

サブアクティブモード
（サブクロック）

サブスリープモード
（サブクロック）

ハードウェア
スタンバイモード

ソフトウェア
スタンバイモード

スリープモード
（メインクロック）

ウォッチモード
（サブクロック）

【注】

*1
*2
*3

1.

2.

3. 
4.

NMI、IRQ0～IRQ7、WDT1割り込み
NMI、IRQ0～IRQ7、IWDT0割り込み、WDT1割り込み、TMR0～TMR3割り込み
NMI、IRQ0～IRQ7

割り込みによって各モード間の遷移を行う場合は、割り込み要因発生のみで遷移することは
できません。必ず割り込み要求を受け付けてから、割り込み処理を行うようにしてください。
ハードウェアスタンバイモードを除くすべての状態において、RES＝Lowとすると、リセット状態
に遷移します。
すべての状態において、STBY＝Lowとすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。
ウォッチモード、サブアクティブモードに遷移するときは、必ず高速モードに設定してくださ
い。

 

図 24.1 モード遷移図 
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表 24.2 低消費電力モード遷移条件 

遷移前の状態 遷移時の制御ビット状態 SLEEP命令による 割り込みによる 

 SSBY PSS LSON DTON 遷移後の状態 復帰後の状態 

高速／中速 0 * 0 * スリープ 高速／中速 

 0 * 1 * ─ ─ 

 1 0 0 * ソフトウェアスタンバイ 高速／中速 

 1 0 1 * ─ ─ 

 1 1 0 0 ウォッチ 高速 

 1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

 1 1 0 1 ─ ─ 

 1 1 1 1 サブアクティブ ─ 

サブアクティブ 0 0 * * ─ ─ 

 0 1 0 * ─ ─ 

 0 1 1 * サブスリープ サブアクティブ 

 1 0 * * ─ ─ 

 1 1 0 0 ウォッチ 高速 

 1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

 1 1 0 1 高速 ─ 

 1 1 1 1 ─ ─ 

【記号説明】 

* ：Don't care 

─ ：設定しないでください 

 

24.1.1 レジスタ構成 

低消費電力状態は、SBYCR、SCKCR、LPWRCR、TCSR（WDT1）、MSTPCRで制御されます。レジスタ構成

を表 24.3に示します。 
 

表 24.3 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR R/W H'08 H'FDE4 

システムクロックコントロールレジスタ SCKCR R/W H'00 H'FDE6 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FDEC 

タイマコントロール／ステータスレジスタ（WDT1） TCSR R/W H'00 H'FFA2 

モジュールストップコントロールレジスタ A～C MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

 MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

 MSTPCRC R/W H'FF H'FDEA 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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24.2 各レジスタの説明 

24.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

7

SSBY

0

R/W

6

STS2

0

R/W

5

STS1

0

R/W

4

STS0

0

R/W

3

OPE

1

R/W

0

―

0

―

2

―

0

―

1

―

0

―

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SBYCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 

SBYCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'08に初期化されます。ソフトウェアスタンバ

イモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：ソフトウェアスタンバイ（SSBY） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、他の制御ビットとの組み合わせで動作モードを決定します。 

なお、割り込みなどによってモード間遷移をした場合でもSSBYビットの内容は変わりません。 

 

ビット 7 説   明 

SSBY  

0 高速モードおよび中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモードに遷移 （初期値） 

1 高速モードおよび中速モードで SLEEP命令を実行したとき、ソフトウェアスタンバイモード、サブア

クティブモード、あるいはウォッチモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、あるいは高速モードに遷移 

 

• ビット6～4：スタンバイタイマセレクト2～0（STS2～STS0） 

特定の割り込みや命令によってソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモードを

解除し、高速モードあるいは中速モードに遷移する場合に、クロックが安定するまでMCUが待機する時間を

選択します。水晶発振の場合、表24.5を参照し、動作周波数に応じて待機時間が8ms（発振安定時間）以上

となるように選択してください。外部クロックの場合、任意の選択が可能です。 

 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

STS2 STS1 STS0  

0 0 0 待機時間＝8192 ステート （初期値） 

  1 待機時間＝16384 ステート 

 1 0 待機時間＝32768 ステート 

  1 待機時間＝65536 ステート 

1 0 0 待機時間＝131072 ステート 

  1 待機時間＝262144 ステート 

 1 0 リザーブ 

  1 待機時間＝16 ステート 
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• ビット3：出力ポートイネーブル（OPE） 

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレスバス、バス制御信号（CS0

～CS7、AS、RD、HWR、LWR、CAS、OE）の出力を保持するか、ハイインピーダンスにするかを指定しま

す。 

 
ビット 3 説   明 

OPE  

0 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレスバス、バス制御信号は

ハイインピーダンス 

1 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレスバス、バス制御信号は

出力状態を保持 （初期値） 

 

• ビット2～0：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

24.2.2 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

7

PSTOP

0

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

STCS

0

R/W

0

SCK0

0

R/W

2

SCK2

0

R/W

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCKCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、φクロック出力の制御、PLL回路の周波数逓倍率変更

時の動作の選択、中速モードの制御を行います。 

SCKCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバ

イモードでは初期化されません。 
 

• ビット7：φクロック出力禁止（PSTOP） 

対応するポートのDDRとの組み合わせにより、φ出力を制御します。詳細は「24.12 φクロック出力禁止機

能」を参照してください。 

 
ビット 7 説   明 

PSTOP 高速モード、 

中速モード、 

サブアクティブモード

スリープモード、 

サブスリープモード 

ソフトウェアスタンバイモード、

ウォッチモード、 

直接遷移 

ハードウェアスタンバイモード 

0 φ出力（初期値） φ出力 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

1 Highレベル固定 Highレベル固定 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

 

• ビット6～4：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。 
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• ビット3：周波数逓倍率切り替えモード選択（STCS） 

STCSはPLL回路の周波数逓倍率変更時の動作を選択します。 

 
ビット 3 説   明 

STCS  

0 指定した逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモードに遷移後

に有効 （初期値） 

1 指定した逓倍率は、STCビットの書き換え直後に有効 

 

• ビット2～0：システムクロックセレクト2～0（SCK2～SCK0） 

高速モード、中速モード、およびサブアクティブモードでのバスマスタのクロックを選択します。 

なお、ウォッチモード、サブアクティブモードに遷移して動作させる場合には、SCK2～SCK0をすべて0に設

定してください。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

SCK2 SCK1 SCK0  

0 0 0 バスマスタは高速モード （初期値） 

  1 中速クロックはφ／2 

 1 0 中速クロックはφ／4 

  1 中速クロックはφ／8 

1 0 0 中速クロックはφ／16 

  1 中速クロックはφ／32 

 1 － － 

 

24.2.3 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

SUBSTP

0

R/W

3

RFCUT

0

R/W

0

STC0

0

R/W

2

－

0

R/W

1

STC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LPWRCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 

LPWRCRはパワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。マニュアル

リセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。ここでは、ビット 7～2についてのみ説明

します。その他のビットについては、「23.2.2 ローパワーコントロールレジスタ」を参照してください。 
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• ビット7：ダイレクトトランスファオンフラグ（DTON） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、高速モード、中速モードとサブアクティブモードの各モード間

を直接遷移するか否かを指定します。SLEEP命令実行後に遷移する動作モードは、本ビット以外の制御ビッ

トの組み合わせで決定します。 

 
ビット 7 説   明 

DTON  

0 • 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ソフトウェアス

タンバイモード、またはウォッチモード*に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、またはウォッチモード

に遷移 （初期値） 

1 • 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、サブアクティブモード*に直接遷移、

またはスリープモード、ソフトウェアスタンバイモードに遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接遷移、またはサブスリープ

モードに遷移 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 

 

• ビット6：ロースピードオンフラグ（LSON） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、他の制御ビットとの組み合わせで動作モードを決定します。ま

た、ウォッチモードを解除時に、高速モードに遷移するかサブアクティブモードに遷移するかを制御します。 

 
ビット 6 説   明 

LSON  

0 • 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ソフトウェアス

タンバイモード、またはウォッチモード*に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモードに遷移、または高速モードに

直接遷移 

• ウォッチモード解除後に高速モードに遷移 （初期値） 

1 • 高速モードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブアクティブモードに遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード 、またはウォッチモード

に遷移 

• ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 
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• ビット5：ノイズ除去サンプリング周波数選択（NESEL） 

サブクロック発振器より生成されたサブクロック（φSUB）を、システムクロック発振器より生成されたクロ

ック（φ）により、サンプリングする周波数を選択します。φ＝5MHz以上のときは、0をセットしてください。 

 
ビット 5 説   明 

NESEL  

0 φの 32分周クロックでサンプリング （初期値） 

1 φの 4分周クロックでサンプリング 

 

• ビット4：サブクロックイネーブル（SUBSTP） 

サブクロック生成の許可または禁止を制御します。 

 
ビット 4 説   明 

SUBSTP  

0 サブクロック生成を許可 （初期値） 

1 サブクロック生成を禁止 

 

• ビット3：発振回路帰環抵抗制御ビット（RFCUT） 

メインクロック発振回路に内蔵されている帰環抵抗のON／OFFを制御します。 

 
ビット 3 説   明 

RFCUT  

0 メインクロック発振時帰環抵抗 ON、メインクロック発振停止時帰環抵抗 OFF （初期値） 

1 帰環抵抗を OFF 

 

• ビット2：リザーブビット 

ライト時には0を書き込んでください。 

 

24.2.4 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

■WDT1の TCSR 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

PSS

0

R/W

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

TCSRは、リード／ライト可能な 8ビットのレジスタで、WDT1の TCNTに入力するクロック、モードの選択

などを行います。 
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ここでは、ビット 4についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「15.2.2 タイマコントロール

／ステータスレジスタ（TCSR）」を参照してください。 

TCSRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバ

イモード時には初期化されません。 
 

• ビット4：プリスケーラセレクト（PSS） 

WDT1のTCNTの入力クロックソースを選択します。 

また、低消費電力モード遷移時の動作を制御します。SLEEP命令実行後に遷移する動作モードは、本ビット

以外の制御ビットとの組み合わせで決定します。 

詳細は、「15.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）」のクロックセレクト2～0の説明お

よび本章を参照してください。 

 
ビット 4 説   明 

PSS  

0 • TCNTはφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント 

• 高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ソフトウェアスタ

ンバイモードに遷移 （初期値） 

1 • TCNTはφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 

• 高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ウォッチモード*、

サブアクティブモード*に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ウォッチモード、高速 

モードに遷移 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 
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24.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W

MSTPCRA

7

MSTPB7

1

R/W

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W

MSTPCRB

7

MSTPC7

1

R/W

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W

MSTPCRC

 

MSTPCRは 8ビットのリード／ライト可能な 3本のレジスタで、モジュールストップモードの制御を行います。 

MSTPCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3FFFFFに初期化されます。ソフトウェア

スタンバイモードでは初期化されません。 
 

• MSTPCRA、MSTPCRB、MSTPCRCビット7～0：モジュールストップ 

                       （MSTPA7～0、MSTPB7～0、MSTPC7～0） 

モジュールストップモードを指定します。内蔵周辺機能の選択方法は表 24.3を参照してください。 
 

MSTPCRA、MSTPCRB、 

MSTPCRC、ビット 7～0 

説   明 

MSTPA7～0、MSTPB7～0、 

MSTPC7～0 

 

0 モジュールストップモード解除 

（MSTPA7、MSTPA6の初期値） 

1 モジュールストップモード設定 

（MSTPA5～0、MSTPB7～0、MSTPC7～0の初期値） 
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24.3 中速モード 

高速モード時に SCKCRの SCK2～SCK0ビットを 1にセットすると、そのバスサイクルの終了時点で中速モー

ドになります。中速モードでは、CPUは、SCK2～SCK0ビットで指定した動作クロック（φ／2、φ／4、φ／8、φ

／16、φ／32）で動作します。CPU以外のバスマスタ（DMAC、DTC）も中速モードで動作します。 

バスマスタ以外の内蔵周辺機能は常に高速クロック（φ）で動作します。 

中速モードではバスマスタの動作クロックに対して、指定されたステート数でバスアクセスを行います。たと

えば、動作クロックとしてφ／4を選択した場合、内蔵メモリは 4ステートアクセス、内部 I/Oレジスタは 8ステ

ートアクセスになります。 

中速モードの解除は、SCK2～SCK0ビットをいずれも 0にクリアすることによって行われ、そのバスサイクル

の終了時点で高速モードに遷移し、中速モードは解除されます。 

SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で SLEEP命令を実行すると、スリープモード

に遷移します。スリープモードが割り込みによって解除されると中速モードに復帰します。 

また、SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TCSR（WDT1）の PSSビット＝0の状態で SLEEP命

令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードが外部割り込み

によって解除されると中速モードに復帰します。 

RES、MRES端子を Lowレベルにするとリセット状態に遷移し、中速モードは解除されます。ウォッチドッグ

タイマのオーバフローによるリセットによっても同様です。 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 

中速モードへの遷移、解除のタイミングを図 24.2に示します。 

中速モード

φ、
周辺モジュールクロック

バスマスタクロック

内部アドレスバス

内部ライト信号

SBYCR SBYCR

 

図 24.2 中速モードの遷移・解除タイミング 
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24.4 スリープモード 

24.4.1 スリープモード 

SBYCRの SSBYビット=0、LPWRCRの LSONビット=0の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはスリープ

モードになります。スリープモード時、CPUの動作は停止しますが、CPUの内部レジスタの内容は保持されます。

CPU以外の周辺機能は停止しません。 
 

24.4.2 スリープモードの解除 

スリープモードの解除は、すべての割り込み、RES、MRES、または STBY端子によって行われます。 
 

（1） 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、スリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。割り込みが禁止されて

いる場合、また、NMI以外の割り込みが CPUでマスクされている場合には、スリープモードは解除されません。 
 

（2） RES、MRES端子による解除 

RES、MRES端子を Lowレベルにすると、リセット状態になります。規定のリセット入力期間後、RES、MRES

端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始します。 
 

（3） STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

24.5 モジュールストップモード 

24.5.1 モジュールストップモード 

モジュールストップモードは内蔵周辺機能のモジュール単位で設定することができます。 

MSTPCRの対応するMSTPビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でモジュールは動作を停止し

てモジュールストップモードへ遷移します。このとき CPUは独立して動作を継続します。 

MSTPビットと内蔵周辺機能の対応を表 24.4に示します。 

対応するMSTPビットを 0にクリアすることによって、モジュールストップモードは解除され、バスサイクル

の終了時点でモジュールは動作を再開します。モジュールストップモードでは、SCI、A/D変換器、14ビット PWM

を除くモジュールの内部状態が保持されています。 

リセット解除後は、DMAC、DTCを除くすべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 

モジュールストップモードに設定されたモジュールのレジスタは、リード／ライトできません。 
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表 24.4 MSTPビットと内蔵周辺機能の対応 

レジスタ名 ビット名 モジュール 

MSTPCRA MSTPA7 DMAコントローラ（DMAC） 

 MSTPA6 データトランスファコントローラ（DTC） 

 MSTPA5 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

 MSTPA4 8ビットタイマ（TMR0、TMR1） 

 MSTPA3 プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

 MSTPA2 D/A変換器（チャネル 0、1） 

 MSTPA1 A/D変換器 

 MSTPA0 8ビットタイマ（TMR2、TMR3） 

MSTPCRB MSTPB7 シリアルコミュニケーションインタフェース 0（SCI0） 

 MSTPB6 シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1） 

 MSTPB5 シリアルコミュニケーションインタフェース 2（SCI2） 

 MSTPB4 I2Cバスインタフェース 0（IIC0） 

 MSTPB3 I2Cバスインタフェース 1（IIC1） 

 MSTPB2 14ビット PWMタイマ（PWM0） 

 MSTPB1 14ビット PWMタイマ（PWM1） 

 MSTPB0* ― 

MSTPCRC MSTPC7 シリアルコミュニケーションインタフェース 3（SCI3） 

 MSTPC6 シリアルコミュニケーションインタフェース 4（SCI4） 

 MSTPC5 D/A変換器（チャネル 2、3） 

 MSTPC4 PCブレークコントローラ（PBC） 

 MSTPC3* ― 

 MSTPC2* ― 

 MSTPC1* ― 

 MSTPC0* ― 

【注】 * MSTPB0、MSTPC3～MSTPC0には 1をライトしてください。 

 

24.5.2 使用上の注意 

（1） DMAC、DTCのモジュールストップ 

DMAC、DTCの動作状態によっては、MSTPA7、MSTPA6ビットは 1にセットされない場合があります。DMAC

または DTCのモジュールストップモードの設定は、それぞれ起動されない状態で行ってください。 

詳細は「第 8章 DMAコントローラ」「第 9章 データトランスファコントローラ」を参照してください。 
 

（2） 内蔵周辺モジュールの割り込み 

モジュールストップモードでは、当該割り込みの動作ができません。したがって、割り込みが要求された状態

でモジュールストップとすると、CPUの割り込み要因または DMAC、DTCの起動要因のクリアができません。 

事前に割り込みをディスエーブルにするなどしてからモジュールストップモードとしてください。 
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（3） MSTPCRのライト 

MSTPCRは CPUのみでライトしてください。 
 

24.6 ソフトウェアスタンバイモード 

24.6.1 ソフトウェアスタンバイモード 

SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TCSR（WDT1）の PSS＝0の状態で SLEEP命令を

実行すると、ソフトウェアスタンバイモードになります。このモードでは、CPU、内蔵周辺機能、および発振器

のすべての機能が停止します。ただし、CPUの内部レジスタの内容と内蔵 RAMのデータ、および内蔵周辺機能

（SCI、A/D変換器、14ビット PWMを除く）と I/Oポートの状態は保持されます。アドレスバス、バス制御信号

は、ハイインピーダンス状態となります。 

本モードでは、発振器が停止するため、消費電力は著しく低減されます。 
 

24.6.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 

ソフトウェアスタンバイモードの解除は、外部割り込み（NMI端子、IRQ0～IRQ7）、RES、MRES、または STBY

端子によって行われます。 
 

（1） 割り込みによる解除 

NMI、IRQ0～IRQ7割り込み要求信号が入力されると、クロックが発振を開始し、SBYCRの STS2～STS0ビッ

トによって設定された時間が経過した後、安定したクロックが本 LSI全体に供給されて、ソフトウェアスタンバ

イモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 

なお、IRQ0～IRQ7割り込みでソフトウェアスタンバイモードを解除する場合には、対応するイネーブルビット

を 1にセットし、かつ IRQ0～IRQ7割り込みより高い優先順位の割り込みが発生しないようにしてください。な

お、CPU側でマスクした場合、または DTCの起動要因に設定した場合には、ソフトウェアスタンバイモードは解

除できません。 
 

（2） RES、MRES端子による解除 

RES、MRES端子を Lowレベルにすると、クロックの発振が開始されます。クロックの発振開始と同時に、本

LSI全体にクロックが供給されます。このとき RES、MRES端子は必ずクロックの発振が安定するまで Lowレベ

ルに保持してください。RES、MRES端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始します。 
 

（3） STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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24.6.3 ソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定 

SBYCRの STS2～STS0ビットの設定は、以下のようにしてください。 
 

（1） 水晶発振の場合 

待機時間が 8ms（発振安定時間）以上となるように STS2～STS0ビットを設定してください。 

表 24.5に、動作周波数と STS2～STS0ビットの設定に対する待機時間を示します。 
 

表 24.5 発振安定時間の設定 

STS2 STS1 STS0 待機時間 25MHz 20MHz 16MHz 12MHz 10MHz 8MHz 6MHz 4MHz 2MHz 単位 

0 0 0 8192ステート 0.32 0.41 0.51 0.65 0.8 1.0 1.3 2.0 4.1 ms 

  1 16384ステート 0.65 0.82 1.0 1.3 1.6 2.0 2.7 4.1 8.2  

 1 0 32768ステート 1.3 1.6 2.0 2.7 3.3 4.1 5.5 8.2 16.4  

  1 65536ステート 2.6 3.3 4.1 5.5 6.6 8.2 10.9 16.4 32.8  

1 0 0 131072ステート 5.2 6.6 8.2 10.9 13.1 16.4 21.8 32.8 65.5  

  1 262144ステート 10.4 13.1 16.4 21.8 26.2 32.8 43.6 65.6 131.2  

 1 0 リザーブ － － － － － － － － － μs 

  1 16ステート* 0.6 0.8 1.0 1.3 1.6 2.0 1.7 4.0 8.0  

   ：推奨設定時間 

【注】 * フラッシュメモリ内蔵版では、本設定は使用しないでください。 

 

（2） 外部クロックの場合 

PLL回路の安定時間が必要になります。2ms以上となるように待機時間を設定してください。 
 

24.6.4 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

NMI端子の立ち下がりエッジでソフトウェアスタンバイモードに遷移し、NMI端子の立ち上がりエッジでソフ

トウェアスタンバイモードの解除を行う例を図 24.3に示します。 

この例では、SYSCRの NMIEGビットが 0にクリアされている（立ち下がりエッジ指定）状態で、NMI割り込

みを受け付けた後、NMIEGビットを 1にセット（立ち上がりエッジ指定）、SSBYビットを 1にセットした後、

SLEEP命令を実行してソフトウェアスタンバイモードに遷移しています。 

その後、NMI端子の立ち上がりエッジでソフトウェアスタンバイモードが解除されます。 
 



 

24. 低消費電力状態 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  24-17 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

発振器

φ

NMI

NMIEG

SSBY

NMI例外処理
NMIEG＝1
SSBY＝1

SLEEP命令

ソフトウェアスタンバイモード
（低消費電力状態）

発振安定
時間
tOSC2

NMI例外処理

 

図 24.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

 

24.6.5 使用上の注意 

（1） I/Oポートの状態 

ソフトウェアスタンバイモードでは、I/Oポートの状態が保持されます。また、OPEビットを 1にセットした場

合、アドレスバス、バス制御信号の出力も保持されます。したがって、Highレベルを出力している場合、出力電

流分の消費電流は低減されません。 
 

（2） 発振安定待機中の消費電流 

発振安定待機中は消費電流が増加します。 
 

（3） ライトデータバッファ機能 

ライトデータバッファ機能とソフトウェアスタンバイモードは同時には使用できません。 

ライトデータバッファ機能を使用している場合、ソフトウェアスタンバイモードに遷移する前に BCRLの

WDBEビットを 0にクリアしてライトデータバッファ機能を解除してください。さらに外部アドレスをリードす

るなどして外部ライトが終了したことを確認してから SLEEP命令を実行し、ソフトウェアスタンバイモードに遷

移してください。 

ライトデータバッファ機能については「7.9 ライトデータバッファ機能」を参照してください。 
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24.7 ハードウェアスタンバイモード 

24.7.1 ハードウェアスタンバイモード 

STBY端子を Lowレベルにすると、どの状態からでもハードウェアスタンバイモードになります。 

ハードウェアスタンバイモードでは、すべての機能がリセット状態になり動作が停止するため、消費電力は著

しく低減します。このとき、規定の電圧が与えられている限り、内蔵 RAMのデータは保持されます。I/Oポート

はハイインピーダンス状態になります。 

内蔵 RAMのデータを保持するためには、STBY端子を Lowレベルにする前に、SYSCRの RAMEビットを 0

にクリアしてください。 

また、ハードウェアスタンバイモード中には、モード端子（MD2～MD0）の状態を変化させないでください。 

ハードウェアスタンバイモードの解除は、STBY端子と RES端子によって行われます。RES端子を Lowレベル

にした状態で、STBY端子を Highレベルにすると、リセット状態になり、クロックは発振を開始します。このと

き、RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで（水晶発振の場合、発振安定時間 8ms以上）Lowレベルを保

持してください。その後、RES端子を Highレベルにすると、リセット例外処理状態を経てプログラム実行状態へ

遷移します。 
 

24.7.2 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 

ハードウェアスタンバイモードのタイミング例を図 24.4に示します。 

RES端子を Lowレベルにした後、STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移し

ます。解除は、STBY端子を Highレベルにし、クロックの発振安定時間経過後、RES端子を Lowレベルから High

レベルにすることにより行われます。 

発振器

RES

STBY

発振安定
時間

リセット例外処理

 

図 24.4 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 
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24.8 ウォッチモード 

24.8.1 ウォッチモード 

高速モードあるいはサブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝

0、TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはウォッチモードに遷移します。 

ウォッチモード時、CPUは動作を停止します。また、WDT1以外の周辺機能は動作を停止します。CPUの内部

レジスタの内容と内蔵 RAMのデータ、および内蔵周辺機能（SCI、A/D変換器、14ビット PWMを除く）と I/O

ポートの状態は保持されます。 
 

24.8.2 ウォッチモードの解除 

ウォッチモードの解除は、割り込み（ WOVI1割り込み、NMI端子、IRQ0～IRQ7）、RES、MRES、または STBY

端子によって行われます。 
 

（1） 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、ウォッチモードは解除され、 LPWRCRの LSONビット＝0のときは高速モードある

いは中速モードに、 LSONビット＝1のときはサブアクティブモードに遷移します。高速モードに遷移するとき

は、SBYCRの STS2～STS0により設定された時間が経過した後、安定したクロックが LSI全体に供給され、割り

込み例外処理を開始します。なお、IRQ0～IRQ7割り込みについては、対応するイネーブルビットが 0にクリアさ

れている場合、内蔵周辺機能による割り込みについては、割り込み許可レジスタにより当該割り込みの受け付け

が禁止されている場合、または CPUでマスクされている場合には、ウォッチモードは解除されません。 

ウォッチモードから高速モードに遷移するときの発振安定時間の設定は、「24.6.3 ソフトウェアスタンバイモ

ード解除後の発振安定時間の設定」を参照してください。 
 

（2） RES、MRES端子による解除 

RES、MRES端子による解除については、「24.6.2 （2）RES、MRES端子による解除」を参照してください。 
 

（3） STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

24.8.3 使用上の注意 

（1） I/Oポートの状態 

ウォッチモードでは、I/Oポートの状態が保持されます。また、OPEビットを 1にセットした場合、アドレスバ

ス、バス制御信号の出力も保持されます。したがって、Highレベルを出力している場合、出力電流分の消費電流

は低減されません。 
 

（2） 発振安定待機中の消費電流 

発振安定待機中は消費電流が増加します。 
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24.9 サブスリープモード 

24.9.1 サブスリープモード 

サブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝0、 LPWRCRの LSONビット＝1、TCSR（WDT1）

の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブスリープモードに遷移します。 

サブスリープモード時、CPUは動作を停止します。また、TMR0～TMR3、WDT0、WDT1以外の周辺機能は動

作を停止します。CPUの内部レジスタの内容と内蔵 RAMのデータ、および内蔵周辺機能（SCI、A/D変換器、14

ビット PWMを除く）と I/Oポートの状態は保持されます。 
 

24.9.2 サブスリープモードの解除 

サブスリープモードの解除は、割り込み（内蔵周辺機能からの割り込み、NMI端子、IRQ0～IRQ7）、RES、

MRES、または STBY端子によって行われます。 
 

（1） 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、サブスリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 

なお、IRQ0～IRQ7割り込みについては、対応するイネーブルビットが 0にクリアされている場合、内蔵周辺機

能からの割り込みについては、割り込み許可レジスタにより当該割り込みの受け付けが禁止されている場合、ま

たは CPUでマスクされている場合には、サブスリープモードは解除されません。 
 

（2） RES、MRES端子による解除 

RES、MRES端子による解除については、「24.6.2 （2）RES、MRES端子による解除」を参照してください。 
 

（3） STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

24.10 サブアクティブモード 

24.10.1 サブアクティブモード 

高速モードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、 LPWRCRの DTONビット＝1、 LSONビット＝1、TCSR

（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブアクティブモードに遷移します。ま

た、ウォッチモードで割り込みが発生したとき、 LPWRCRの LSONビット＝1の状態であれば、サブアクティ

ブモードに遷移します。また、サブスリープモードで割り込みが発生したとき、サブアクティブモードに遷移し

ます。 

サブアクティブモード時、CPUはサブクロックにより、低速動作で順次プログラムを実行します。サブアクテ

ィブモードでは、TMR0～TMR3、WDT0、WDT1以外の周辺機能は動作を停止します。 

なお、サブアクティブモードで動作させる場合は、SCKCRの SCK2～SCK0の各ビットを必ず 0としてください。 
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24.10.2 サブアクティブモードの解除 

サブアクティブモードの解除は、SLEEP命令、RES、MRES、または STBY端子によって行われます。 
 

（1） SLEEP命令による解除 

SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝0、 TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP

命令を実行するとサブアクティブモードは解除され、ウォッチモードに遷移します。また、 SBYCRの SSBYビ

ット＝0、LPWRCRの LSONビット＝1、 TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、

サブスリープモードに遷移します。また、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝1、LSONビ

ット＝0、TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、高速モード（SCK0～SCK2がす

べて 0）に直接遷移します。 

直接遷移の詳細は「24.11 直接遷移」を参照してください。 
 

（2） RES、MRES端子による解除 

RES、MRES端子による解除については、「24.6.2 （2）RES、MRES端子による解除」を参照してください。 
 

（3） STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

24.11 直接遷移 

24.11.1 直接遷移の概要 

CPUがプログラムを実行している動作モードには高速モード、中速モード、サブアクティブモードの 3つのモ

ードがあります。高速モードとサブアクティブモードの間で、プログラムを停止することなく遷移することを直

接遷移と呼びます。直接遷移は LPWRCRの DTONを１にセットし、SLEEP命令を実行することにより可能です。

遷移後は直接遷移割り込み例外処理を開始します。 
 

（1） 高速モードからサブアクティブモードへの直接遷移 

高速モードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝1、DTONビット＝1、TSCR（WDT1）

の PSSビット＝1にセットした状態で SLEEP命令を実行するとサブアクティブモードに遷移します。 
 

（2） サブアクティブモードから高速モードへの直接遷移 

サブアクティブモードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、DTONビット＝1、TSCR

（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、SBYCRの STS2～STS0により設定された時間を

経過した後、直接高速モードに遷移します。 

24.12 φクロック出力禁止機能 

SCKCRの PSTOPビット、対応するポートの DDRにより、φクロックの出力を制御することができます。PSTOP

ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でφクロックは停止し、φ出力は Highレベルになります。
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PSTOPを 0にクリアした状態では、φクロック出力は許可されます。また、対応するポートの DDRを 0にクリア

すると、φクロック出力は禁止され、入力ポートになります。表 24.6に各処理状態におけるφ端子の状態を示しま

す。 

本 LSIに内蔵している PLL回路を使用し、発振子の周波数を低くしたり、外部にφクロック出力を禁止させる

ことでも不要輻射ノイズ*を下げる効果があります。つきましては、ユーザのシステムボード設計において十分検

討してください。 

【注】 * 不要輻射ノイズ：EMI (Electro Magnetic Interference) 

 

表 24.6 各処理状態におけるφ端子の状態 

DDR 0 1 

PSTOP － 0 1 

ハードウェアスタンバイモード ハイインピーダンス 

ソフトウェアスタンバイモード、 

ウォッチモード、 

直接遷移 

ハイインピーダンス High固定 

スリープモード、 

サブスリープモード 

ハイインピーダンス φ出力 High固定 

高速モード、 

中速モード、 

サブアクティブモード 

ハイインピーダンス φ出力 High固定 
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24.13 使用上の注意 

（1） DMAC／DTCの起動とサブアクティブモード／ウォッチモードの遷移 

サブアクティブモード、ウォッチモードに遷移する場合は、DMAC／DTCをモジュールストップ（MSTPCRの

当該ビットに“1”ライト）設定し、当該ビットの“1”リード確認後、モード遷移してください。 

またモジュールストップの解除（MSTPCRの当該ビットに“0”ライト）は、サブアクティブモードからアクテ

ィブモードに遷移後に実行してください。 

なお、サブアクティブモード中に DMAC／DTC起動要因が発生した場合、アクティブモードに遷移後モジュー

ルストップ解除後に当該 DMAC／DTCが起動されます。 
 

（2） 割り込み要因とサブアクティブモード／ウォッチモードの遷移 

サブアクティブモードで動作停止する内蔵周辺モジュール（DMAC、DTC、TPU、PCB、IIC）は、当該割り込

みをサブアクティブモードでクリアできません。したがって、割り込みが要求された状態でサブアクティブモー

ドに遷移すると、CPUの割り込み要因のクリアができません。 

事前に各モジュールの割り込みをディスエーブルにした後、SLEEP命令実行しサブアクティブモード／ウォッ

チモードに遷移してください。 
 

（3） LPWRCRの SUBSTPビットが 1にセット（サブクロック生成を禁止）された状態で、サブアクティブ／

サブスリープ／ウォッチモードに遷移した場合は、動作の保証ができません。事前に SUBSTPビットが 0

であることを確認してから、サブアクティブ／サブスリープ／ウォッチモードに遷移してください。 
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25. 電気的特性 

25.1 絶対最大定格 

絶対最大定格を表 25.1に示します。 

表 25.1 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧 V
CC

 

PLLV
CC

 

- 0.3～+4.3 V 

 PV
CC

 - 0.3～ + 7.0 V 

入力電圧（XTAL、EXTAL、OSC1、OSC2） V
in
 - 0.3～V

CC
 + 0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） V
in
 - 0.3～AV

CC
 + 0.3 V 

入力電圧 

（XTAL、EXTAL、OSC1、OSC2、ポート 4、9以外） 

V
in
 - 0.3～PV

CC
 + 0.3 V 

リファレンス電源電圧 V
ref

 - 0.3～AV
CC

 + 0.3 V 

アナログ電源電圧 AV
CC

 - 0.3～+7.0 V 

アナログ入力電圧 V
AN

 - 0.3～AV
CC

 + 0.3 V 

動作温度 T
opr

 通常仕様品：-20～+75 ℃ 

  広温度範囲仕様品：-40～+85  

保存温度 T
stg

 - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 
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25.2 DC特性 

DC特性を表 25.2に示します。また、出力許容電流値を表 25.3に示します。 
 

表 25.2 DC特性（1） 

条件： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、 

 AV
CC
＝4.5～5.5V、V

ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

シュミット IRQ0～IRQ7 V
T

－ 1.0 ― ― V  

トリガ入力電圧 ポート 2 V
T

＋ ― ― PV
CC
×0.7   

  V
T

＋ - V
T

－ 0.4 ― ―   

入力 High 

レベル電圧 

RES、STBY、NMI、FWE*5、

MD2～MD0 

V
IH

 PV
CC

 - 0.7 ― PV
CC

 + 0.3 V  

 EXTAL、OSC1  V
CC
×0.8 ― V

CC
 + 0.3   

 ポート 1、3、5、7、8、A～G  2.2 ― PV
CC

 + 0.3   

 ポート 4、9  AV
CC
×0.7  AV

CC
 + 0.3   

入力 Low 

レベル電圧 

RES、STBY、NMI、FWE*5、

MD2～MD0 

V
IL
 - 0.3 ― 0.5 V  

 EXTAL、OSC1  - 0.3 ― V
CC
×0.2   

 ポート 1、3、4、5、7、8、9、

A～G 

 - 0.3 ― 0.8   

出力 High P34～35を除く全出力端子 V
OH

 PV
CC

 - 0.5 ― ― V I
OH
＝ - 200μA 

レベル電圧 P34～35  PV
CC

 - 2.5    I
OH
＝ - 100μA 

 P34～35を除く全出力端子  3.5    I
OH
＝ - 1mA 

出力 Low 全出力端子 V
OL

 ― ― 0.4 V I
OL
＝1.6mA 

レベル電圧        

入力リーク RES、FWE*5 ⏐I
in
⏐ ― ― 1.0 μA V

in
＝0.5～PV

CC 
 

電流 STBY、NMI、MD2～MD0  ― ― 1.0  -0.5V 

 ポート 4、9  ― ― 1.0  V
in
＝0.5～AV

CC 

-0.5V 

スリーステート ポート 1、2、3、5、7、8、 ⏐I
TSI

⏐ ― ― 1.0 μA V
in
＝0.5～PV

CC 
 

リーク電流 ポート A～G      -0.5V 

（オフ状態）        

入力プルアップ ポート A～E - I
p
 50 ― 300 μA V

in
＝0V 

MOS電流        

 



 

25. 電気的特性 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  25-3 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

入力容量 RES C
in
 ― ― 30 pF V

in
＝0V 

 NMI  ― ― 30 pF f＝1MHz 

 RES、NMI以外の全入力端子  ― ― 15 pF T
a
＝25℃ 

消費電流*2 通常動作時 I
CC

*4 ― 72 

V
CC
＝3.3V

85 

V
CC
＝3.6V

mA f＝25MHz 

 スリープ時  ― 58 

V
CC
＝3.3V

75 

V
CC
＝3.6V

mA f＝25MHz 

 全モジュールストップ時  ― 50 ― mA f＝25MHz、V
CC
＝3.3V 

（参考値） 

 中速モード（φ/32）時  ― 40 ― mA f＝25MHz、V
CC
＝3.3V 

（参考値） 

 サブアクティブモード時  ― 120 

V
CC
＝3.0V

200 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時 

 サブスリープモード時  ― 70 

V
CC
＝3.0V

150 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時 

 ウォッチモード時  ― 20 

V
CC
＝3.0V

50 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時 

 スタンバイ時  ― 1.0 5.0 μA T
a
≦50℃ 

   ― ― 20  50℃＜T
a
 

ポート 

電源電流*2 

動作中 PI
CC

 ― 17 

PV
CC
＝5.0V

25 mA  

 サブクロック動作中  ― ― 50 μA  

 スタンバイ時  ― 0.5 5.0 μA T
a
≦50℃ 

 ウォッチモード時  ― ― 20  50℃＜T
a
 

アナログ A/D、D/A変換中 AI
CC

 ― 0.6 2.0 mA AV
CC
＝5.0V 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

リファレンス A/D、D/A変換中 AI
CC

 ― 4.0 5.0 mA AV
ref
＝5.0V 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧*3 V
RAM

 2.0 ― ― V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc､Vref､AVss端子を開放しないでください。 

A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AV
CC
、V

ref
端子は PV

CC
に接続するなどの方法で、4.5V～5.5Vの電

圧を印加してください。このとき、V
ref
≦AV

CC
としてください。 

 *2 消費電流値は、V
IH
＝V

CC
（EXTAL、OSC1）、AV

CC
（ポート 4、9）、PV

CC
（その他）、V

IL
＝0Vの条件下で、すべ

ての出力端子を無負荷状態にして、さらに内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 V
RAM
≦V

CC
＜3.0Vのとき、V

IH
 (min.)＝V

CC
 - 0.1V、V

IL
 (max.)＝0.1Vとした場合の値です。 

 *4 I
CC
は下記の式に従って V

CC
と fに依存します。 

  I
CC

 (max.)＝1.0（mA）+ 0.93（mA/（MHz×V））×V
CC
×f（通常動作時） 

  I
CC

 (max.)＝1.0（mA）+ 0.77（mA/（MHz×V））×V
CC
×f（スリープ時） 

 *5 FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

表 25.2 DC特性（2） 

条件： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、 

 AV
CC
＝3.6～5.5V*7、V

ref
＝3.6V～AV

CC
*8、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

シュミット IRQ0～IRQ7 V
T

－ PV
CC
×0.2 ― ― V  

トリガ入力電圧 ポート 2 V
T

＋ ― ― PV
CC
×0.7   

  V
T

＋ - V
T

－ PV
CC
×0.05 ― ―   

入力 High 

レベル電圧 

RES、STBY、NMI、FWE*6、

MD2～MD0 

V
IH

 PV
CC
×0.9 ― PV

CC
 + 0.3 V  

 EXTAL、OSC1  V
CC
×0.8 ― V

CC
 + 0.3   

 ポート 1、3、5、7、8、A～G  PV
CC
×0.8 ― PV

CC
 + 0.3   

 ポート 4、9  AV
CC
×0.8  AV

CC
 + 0.3   

入力 Low 

レベル電圧 

RES、STBY、NMI、FWE*6、

MD2～MD0 

V
IL
 - 0.3 ― PV

CC
×0.1 V  

 EXTAL、OSC1  - 0.3 ― V
CC
×0.2   

 ポート 1、3、5、7、8、A～G  - 0.3 ― PV
CC
×0.2   

 ポート 4、9  - 0.3 ― AV
CC
×0.2   

出力 High P34～35を除く全出力端子 V
OH

 PV
CC

 - 0.5 ― ― V I
OH
＝ - 200μA 

レベル電圧 P34～35  PV
CC

 - 2.5 ― ―  I
OH
＝ - 100μA*2 

 P34～35を除く全出力端子  PV
CC

 - 1.0  ―  I
OH
＝ - 1mA 

出力 Low 全出力端子 V
OL

 ― ― 0.4 V I
OL
＝1.6mA 

レベル電圧        

入力リーク RES、FWE*6 ⏐I
in
⏐ ― ― 1.0 μA V

in
＝0.5～PV

CC 
-0.5V 

電流 STBY、NMI、MD2～MD0  ― ― 1.0   

 ポート 4、9  ― ― 1.0  V
in
＝0.5～AV

CC 
-0.5V 

スリーステート ポート 1、2、3、5、7、8、 ⏐I
TSI

⏐ ― ― 1.0 μA V
in
＝0.5～PV

CC 
-0.5V 

リーク電流 ポート A～G       

（オフ状態）        

入力プルアップ ポート A～E - I
p
 25 ― 300 μA V

in
＝0V 

MOS電流        
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項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

入力容量 RES C
in
 ― ― 30 pF V

in
＝0V 

 NMI  ― ― 30 pF f＝1MHz 

 RES、NMI以外の全入力端子  ― ― 15 pF T
a
＝25℃ 

消費電流*3 通常動作時 I
CC

*5 ― 40 

V
CC
＝3.3V

60 

V
CC
＝3.6V

mA f＝16MHz 

 スリープ時  ― 35 

V
CC
＝3.3V

45 

V
CC
＝3.6V

mA f＝16MHz 

 全モジュールストップ時  ― 30 ― mA f＝16MHz、V
CC
＝3.3V（参考値） 

 中速モード（φ/32）時  ― 25 ― mA f＝16MHz、V
CC
＝3.3V（参考値） 

 サブアクティブモード時  ― 120 

V
CC
＝3.0V

200 μA 32.768kHz水晶発振子使用時 

 サブスリープモード時  ― 70 

V
CC
＝3.0V

150 μA 32.768kHz水晶発振子使用時 

 ウォッチモード時  ― 20 

V
CC
＝3.0V

50 μA 32.768kHz水晶発振子使用時 

 スタンバイ時  ― 1.0 5.0 μA T
a
≦50℃ 

   ― ― 20  50℃＜T
a
 

ポート 

電源電流*3 

動作中 PI
CC

 ― 10 

PV
CC
＝5.0V

16 mA  

 サブクロック動作中  ― ― 50 μA  

 スタンバイ時  ― 0.5 5.0 μA T
a
≦50℃ 

 ウォッチモード時  ― ― 20  50℃＜T
a
 

アナログ A/D、D/A変換中 AI
CC

 ― 0.6 2.0 mA AV
CC
＝5.0V 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

リファレンス A/D、D/A変換中 AI
CC

 ― 4.0 5.0 mA AV
ref
＝5.0V 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧*4 V
RAM

 2.0 ― ― V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc､Vref､AVss端子を開放しないでください。 

A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AV
CC
、V

ref
端子は PV

CC
に接続するなどの方法で、3.3V～5.5Vの電

圧を印加してください。このとき、V
ref
≦AV

CC
としてください。 

 *2 P34、P35を出力端子として使用する場合は、PV
CC
＝3.3～5.5Vとしてください。 

 *3 消費電流値は、 V
IH
＝V

CC
（EXTAL、OSC1）、AV

CC
（ポート 4、9）、PV

CC
（その他）、V

IL
＝0Vの条件下で、すべ

ての出力端子を無負荷状態にして、さらに内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *4 V
RAM
≦V

CC
＜3.0Vのとき、V

IH
（min.）＝V

CC
 - 0.1V、V

IL
（max.）＝0.1Vとした場合の値です。 

 *5 I
CC
は下記の式に従って V

CC
と fに依存します。 

  I
CC
（max.）＝1.0（mA）+ 0.93（mA/（MHz×V））×V

CC
×f（通常動作時） 

  I
CC
（max.）＝1.0（mA）+ 0.77（mA/（MHz×V））×V

CC
×f（スリープ時） 

 *6 FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。 

 *7 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *8 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3～AV

CC
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

表 25.3 出力許容電流値 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 

出力 Lowレベル許容電流（1端子当たり） 全出力端子 PV
CC
＝3.0～5.5V I

OL
 ― ― 10 mA 

出力 Lowレベル許容電流（総和） 全出力端子の総和 PV
CC
＝3.0～5.5V ΣI

OL
― ― 120 mA 

出力 Highレベル許容電流（1端子当たり） 全出力端子 PV
CC
＝3.0～5.5V - I

OH
 ― ― 2.0 mA 

出力 Highレベル許容電流（総和） 全出力端子の総和 PV
CC
＝3.0～5.5V Σ

V
 - I

OH
― ― 40 mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 25.3の値を超えないようにしてください。 

 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
 

 

表 25.4 バス駆動特性 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

対象端子：SCL1～0、SDA1～0 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

シュミット V
T

－ PV
CC
×0.3 ― ― V  

トリガ入力電圧 V
T

＋ ― ― PV
CC
×0.7   

 V
T

＋ - V
T

－ 0.4 ― ―  PV
CC

 =4.5V～5.5V 

  0.2 ― ―  PV
CC

 =3.0V～4.5V 

入力 High 

レベル電圧 

V
IH

 PV
CC
×0.7 ― PV

CC
 + 0.5 V  

入力 Low 

レベル電圧 

V
IL
 - 0.5 ― PV

CC
×0.3 V  

出力 Low V
OL

 ― ― 0.7 V I
OL
＝8mA、PV

CC
＝4.5～5.5V 

レベル電圧  ― ― 0.4  I
OL
＝3mA、PV

CC
＝4.5～5.5V 

  ― ― 0.4  I
OL
＝1.6mA、PV

CC
＝3.0～5.5V 

入力容量 C
in
 ― ― 20 pF V

in
＝0V、f＝1MHz、T

a
＝25℃ 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

スリーステート 

リーク電流 

（オフ状態） 

｜I
TSI
｜ ― ― 1.0 μA V

in
＝0.5～V

CC
 - 0.5V 

SCL、SDA出力 

立ち下がり時間 

t
Of
 20 + 0.1Cb ― 250 ns  

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
 

 

25.3 AC特性 

図 25.1に AC測定条件を示します。 

5V

RL

入出力タイミング測定レベル
・Lowレベル
・Highレベル

RHC

LSI出力端子

C＝50pF：ポート10～13、70～73、A～G
　　　　　（拡張バス制御信号出力端子設定時）
C＝30pF：上記以外の全ポート
RL＝2.4kΩ
RH＝12kΩ

：0.8V
：2.0V

 

図 25.1 出力負荷回路 
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25.3.1 クロックタイミング 

表 25.5にクロックタイミングを示します。 
 

表 25.5 クロックタイミング 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝32.768kHz、2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝32.768kHz、2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

  条件 A 条件 B  測定 

項 目 記号 16MHz 25MHz 単位 条件 

  min. max. min. max.   

クロックサイクル時間 t
cyc

 62.5 500 40 500 ns 図 25.2 

クロックハイレベルパルス幅 t
CH

 18 ― 15 ― ns  

クロックローレベルパルス幅 t
CL

 18 ― 15 ― ns  

クロック立ち上がり時間 t
Cr
 ― 12 ― 5 ns  

クロック立ち下がり時間 t
Cf
 ― 12 ― 5 ns  

リセット発振安定時間（水晶） t
OSC1

 20 ― 10 ― ms 図 25.3 

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間 (水晶) t
OSC2

 10 ― 8 ― ms 図 24.3 

外部クロック出力安定遅延時間 t
DEXT

 2 ― 2 ― ms 図 25.3 

32kHzクロック発振安定時間 t
OSC3

 ― 2 ― 2 s  

サブクロック発振器発振周波数 f
SUB

 32.768 32.768 kHz  

サブクロック（φ
SUB
）サイクル時間 t

SUB
 30.5 30.5 μs  

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
 

 

tCrtCL

tCftCH

tCyC

φ

 

図 25.2 システムクロックタイミング 
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tOSC1tOSC1

EXTAL

VCC

STBY

RES

φ

tDEXT tDEXT

 

図 25.3 発振安定時間タイミング 

 

25.3.2 制御信号タイミング 

表 25.6に制御信号タイミングを示します。 
 

表 25.6 制御信号タイミング 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 条件 A 条件 B 単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

RESセットアップ時間 t
RESS

 200 ― 200 ― ns 図 25.4 

RESパルス幅 t
RESW

 20 ― 20 ― t
cyc

  

MRESセットアップ時間 t
MRESS

 250 ― 250 ― ns  

MRESパルス幅 t
MRESW

 20 ― 20 ― t
cyc

  

NMIセットアップ時間 t
NMIS

 250 ― 150 ― ns 図 25.5 

NMIホールド時間 t
NMIH

 10 ― 10 ― ns  

NMIパルス幅 

（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） 

t
NMIW

 200 ― 200 ― ns  

IRQセットアップ時間 t
IRQS

 250 ― 150 ― ns  

IRQホールド時間 t
IRQH

 10 ― 10 ― ns  

IRQパルス幅 

（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） 

t
IRQW

 200 ― 200 ― ns  

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
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tMRESS

φ

RES

MRES

tMRESW

tRESW

tMRESStRESS tRESS

 

図 25.4 リセット入力タイミング 

φ

tIRQS

IRQ

エッジ入力

tIRQH

tNMIS tNMIH

tIRQS

IRQ

レベル入力

NMI

IRQ

tNMIW

tIRQW

 

図 25.5 割り込み入力タイミング 
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25.3.3 バスタイミング 

表 25.7にバスタイミングを示します。 
 

表 25.7 バスタイミング 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 条件 A 条件 B 単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

アドレス遅延時間 t
AD

 ― 30 ― 20 ns 図 25.6 

アドレスセットアップ時間 t
AS

 0.5×t
cyc

 - 30 ― 0.5×t
cyc

 - 15 ― ns ～ 

アドレスホールド時間 t
AH

 0.5×t
cyc

 - 20 ― 0.5×t
cyc

 - 8 ― ns 図 25.11 

CS遅延時間 1 t
CSD1

 ― 30 ― 20 ns  

CS遅延時間 2 t
CSD2

 ― 30 ― 18 ns  

AS遅延時間 t
ASD

 ― 30 ― 18 ns  

RD遅延時間 1 t
RSD1

 ― 30 ― 18 ns  

RD遅延時間 2 t
RSD2

 ― 30 ― 18 ns  

リードデータセットアップ時間 t
RDS

 30 ― 15 ― ns  

リードデータホールド時間 t
RDH

 0 ― 0 ― ns  

リードデータアクセス時間 1 t
ACC1

 ― 1.0×t
cyc

 - 35 ― 1.0×t
cyc

 - 25 ns  

リードデータアクセス時間 2 t
ACC2

 ― 1.5×t
cyc

 - 35 ― 1.5×t
cyc

 - 25 ns  

リードデータアクセス時間 3 t
ACC3

 ― 2.0×t
cyc

 - 35 ― 2.0×t
cyc

 - 25 ns  

リードデータアクセス時間 4 t
ACC4

 ― 2.5×t
cyc

 - 35 ― 2.5×t
cyc

 - 25 ns  

リードデータアクセス時間 5 t
ACC5

 ― 3.0×t
cyc

 - 35 ― 3.0×t
cyc

 - 25 ns  

WR遅延時間 1 t
WRD1

 ― 30 ― 18 ns  

WR遅延時間 2 t
WRD2

 ― 30 ― 18 ns  

WRパルス幅 1 t
WSW1

 1.0×t
cyc

 - 30 ― 1.0×t
cyc

 - 15 ― ns  

WRパルス幅 2 t
WSW2

 1.5×t
cyc

 - 30 ― 1.5×t
cyc

 - 15 ― ns  

ライトデータ遅延時間 t
WDD

 ― 30 ― 22 ns  

ライトデータセットアップ時間 t
WDS

 0.5×t
cyc

 - 27 ― 0.5×t
cyc

 - 15 ― ns  

ライトデータホールド時間 t
WDH

 0.5×t
cyc

 - 20 ― 0.5×t
cyc

 - 8 ― ns  

WRセットアップ時間 t
WCS

 0.5×t
cyc

 - 15 ― 0.5×t
cyc

 - 10 ― ns  

WRホールド時間 t
WCH

 0.5×t
cyc

 - 15 ― 0.5×t
cyc

 - 10 ― ns  

RASプリチャージ時間 t
PCH

 1.5×t
cyc

 - 30 ― 1.5×t
cyc

 - 15 ― ns 図 25.11 

CASプリチャージ時間 1 t
CP1

 1.0×t
cyc

 - 20 ― 1.0×t
cyc

 - 8 ― ns ～ 

CASプリチャージ時間 2 t
CP2

 0.5×t
cyc

 - 20 ― 0.5×t
cyc

 - 8 ― ns 図 25.13 

CAS遅延時間 1 t
CASD1

 ― 30 ― 20 ns  

CAS遅延時間 2 t
CASD2

 ― 30 ― 18 ns  
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項 目 記号 条件 A 条件 B 単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

OE遅延時間 1 t
OED1

 ― 30 ― 18 ns 図 25.11 

OE遅延時間 2 t
OED2

 ― 30 ― 18 ns ～ 

CASセットアップ時間 t
CSR

 0.5×t
cyc

 - 25 ― 0.5×t
cyc

 - 8 ― ns 図 25.13 

WAITセットアップ時間 t
WTS

 40 ― 25 ― ns 図 25.8 

WAITホールド時間 t
WTH

 10 ― 5 ― ns  

BREQセットアップ時間 t
BRQS

 60 ― 30 ― ns 図 25.14 

BACK遅延時間 t
BACD

 ― 30 ― 15 ns  

バスフローティング時間 t
BZD

 ― 60 ― 40 ns  

BREQO遅延時間 t
BRQOD

 ― 40 ― 25 ns 図 25.15 

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
 

 

φ

A23～A0

CS7～CS0

AS

tRSD2

tAS tAH

tACC2tRSD1

tASD tASD

tAD

tACC3 tRDH

tWRD2tWRD2

tWSW1tWDD tWDH

T1 T2

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

WR

（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

tRDS

tCSD1

tAS tAH

tAS

 

図 25.6 基本バスタイミング／2ステートアクセス 
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φ

A23～A0

AS

tRSD2

tAS tAH 

tACC4
tRSD1

tASD tASD

tAD 

tACC5 tRDH

tWRD2tWRD1

tWSW2tWDD tWDH

T1 T3

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

WR

（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

CS7～CS0

tWDS

T2

tRDS

tAH

tCSD1 

tAS 

 

図 25.7 基本バスタイミング／3ステートアクセス 
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φ

A23～A0

CS7～CS0

AS

tWTH

T1 T2

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

WR

（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

WAIT

Tw T3

tWTS tWTHtWTS

 

図 25.8 基本バスタイミング／3ステートアクセス 1ウェイト 
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φ

A23～A0

AS

tRSD2

tAS tAH

tASD tASD

tAD

tACC3 tRDS tRDH

T1 T2

RD
（リード時）

D15～D0
（リード時）

T2またはT3T1

CS7～CS0

 

図 25.9 バースト ROMアクセスタイミング／2ステートアクセス 

tRSD2

tAD 

tACC1 tRDS tRDH

T1T2またはT3T1

φ

A23～A0

CS7～CS0

AS 

RD
（リード時）

D15～D0
（リード時）  

図 25.10 バースト ROMアクセスタイミング／1ステートアクセス 
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tAD 

TC1 TC2TrTp

φ

A23～A0

D15～D0

CS5～CS2

（RAS）

HWR、LWR

CAS、LCAS

（RCTS=0）

CAS、LCAS

（RCTS=1設定時）

OE

（OES=1設定時）

D15～D0

tAD 

tAS tPCH 
tCSD1 tACC4

tCSD2

tCASD2 tACC2

tOED2

tACC3 tRDS tRDH

tWRD1

tWDD tWDS tWDH

tWCS tWCH

tWRD1

tOED1tACC2

tCASD1

tCASD1 tACC1 tCASD1 tCP1

tCP2

tAH 

（リード時）

（リード時）

（リード時）

（ライト時）

（ライト時）
 

図 25.11 DRAMアクセスタイミング 

tCASD1

TRC1 TRC2TRrTRp

φ

CS5～CS2
（RAS）

CAS、LCAS

tCSD2

tCSR

tCSD1

tCASD1

 

図 25.12 DRAM CBRリフレッシュタイミング 
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tCASD1

TRC TRCTRrTRp

φ

CS5～CS2
（RAS）

CAS、LCAS

tCSD2

tCSR

tCSD2

tCASD1

 

図 25.13 DRAM セルフリフレッシュタイミング 

φ

BREQ

BACK

A23～A0
CS7～CS0、
AS、RD、
HWR、LWR

tBZD tBZD

tBACD tBACD

tBRQStBRQS

 

図 25.14 外部バス権解放タイミング 

φ

BREQO

tBRQODtBRQOD

 

図 25.15 外部バス権要求出力タイミング 

 

25.3.4 DMACタイミング 

表 25.8に DMACタイミングを示します。 
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表 25.8 DMACタイミング 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 条件 A 条件 B 単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

DREQセットアップ時間 t
DRQS

 40 ― 25 ― ns 図 25.19 

DREQホールド時間 t
DRQH

 10 ― 10 ―   

TEND遅延時間 t
TED

 ― 30 ― 20  図 25.18 

DACK遅延時間 1 t
DACD1

 ― 30 ― 18 ns 図 25.16 

DACK遅延時間 2 t
DACD2

 ― 30 ― 18  図 25.17 

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
 

 

φ

A23～A0

AS

CS7～CS0

T1 T2

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

HWR～LWR

DACK0、DACK1

tDACD1 tDACD2

 

図 25.16 DMACシングルアドレス転送タイミング／2ステートアクセス 
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φ

A23～A0

AS

CS7～CS0

T1 T2

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

HWR～LWR

DACK0、DACK1

tDACD1 tDACD2

T3

 

図 25.17 DMACシングルアドレス転送タイミング／3ステートアクセス 

φ

TEND0、TEND1

T1 T2またはT3

tTED tTED

 

図 25.18 DMAC TEND出力タイミング 

φ

DREQ0、DREQ1

tDRQS tDRQH

 

図 25.19 DMAC DREQ入力タイミング 
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25.3.5 内蔵周辺モジュールタイミング 

表 25.9に内蔵周辺タイミングを示します。 
 

表 25.9 内蔵周辺モジュールタイミング 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*2、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*3、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝32.768kHz*1、2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝32.768kHz*1、2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 条件 A 条件 B 単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

I/O 出力データ遅延時間 t
PWD

 ― 60 ― 40 ns 図 25.20 

ポート 入力データセットアップ時間 t
PRS

 40 ― 25 ―   

 入力データホールド時間 t
PRH

 40 ― 25 ―   

PPG パルス出力遅延時間 t
POD

 ― 60 ― 40 ns 図 25.21 

TPU タイマ出力遅延時間 t
TOCD

 ― 60 ― 40 ns 図 25.22 

 タイマ入力セットアップ時間 t
TICS

 40 ― 25 ―   

 タイマクロック入力セットアップ時間 t
TCKS

 40 ― 25 ―  図 25.23 

 タイマクロック 単エッジ指定 t
TCKWH

1.5 ― 1.5  t
cyc

  

 パルス幅 両エッジ指定 t
TCKWL

2.5 ― 2.5    

TMR タイマ出力遅延時間 t
TMOD

 ― 60 ― 40 ns 図 25.24 

 タイマリセット入力セットアップ時間 t
TMRS

 40 ― 25 ― ns 図 25.26 

 タイマクロック入力セットアップ時間 t
TMCS

 40 ― 25 ― ns 図 25.25 

 タイマクロック 単エッジ指定 t
TMCWH

1.5 ― 1.5 ― t
cyc

  

 パルス幅 両エッジ指定 t
TMCWL

2.5 ― 2.5 ―   

WDT0 オーバフロー出力遅延時間 t
WOVD

― 60 ― 40 ns 図 25.27 

WDT1 BUZZ出力遅延時間 t
BUZD

 ― 60 ― 40 ns 図 25.28 

PWM パルス出力遅延時間 t
PWOD

― 60 ― 40 ns 図 25.29 
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項 目 記号 条件 A 条件 B 単位 測定条件 

  min. max. min. max.   

SCI 入力クロック 調歩同期 t
Scyc

 4 ― 4 ― t
cyc

 図 25.30 

 サイクル クロック同期  6 ― 6 ―   

 入力クロックパルス幅 t
SCKW

0.4 0.6 0.4 0.6 t
Scyc

  

 入力クロック立ち上がり時間 t
SCKr

 ― 1.5 ― 1.5 t
cyc

  

 入力クロック立ち下がり時間 t
SCKf

 ― 1.5 ― 1.5   

 送信データ遅延時間 t
TXD

 ― 60 ― 40 ns 図 25.31 

 受信データセットアップ時間 

（クロック同期） 

t
RXS

 60 ― 40 ―   

 受信データホールド時間 

（クロック同期） 

t
RXH

 60 ― 40 ―   

A/D変換器 トリガ入力セットアップ時間 t
TRGS

 60 ― 40 ― ns 図 25.32 

【注】 *1 I/Oポート、TMR、WDT0、WDT1のみ適用。 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *3 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3～AV

CC
 

 

φ

ポート1、3、4、7、
　　　9、A～G
（リード）

tPRS 

T1 T2

tPWD 

tPRH

ポート1、3、7、
　　　A～G
（ライト）

 

図 25.20 I/Oポート入出力タイミング 

φ

PO15～0

tPOD

 

図 25.21 PPG出力タイミング 
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φ

tTICS

tTOCD

アウトプット
コンペア出力*

インプット
キャプチャ入力*

【注】　*　TIOCA0～TIOCA5、TIOCB0～TIOCB5、TIOCC0、TIOCC3、TIOCD0、TIOCD3
 

図 25.22 TPU入出力タイミング 

φ

tTCKS

tTCKS

TCLKA～D

tTCKWHtTCKWL
 

図 25.23 TPUクロック入力タイミング 

φ

tTMOD

TMO0 TMO1
TMO2 TMO3

 

図 25.24 8ビットタイマ出力タイミング 

tTMCS

φ

tTMCS

TMCI01、TMCI23

tTMCWHtTMCWL
 

図 25.25 8ビットタイマクロック入力タイミング 
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φ

tTMRS

TMRI01、TMRI23
 

図 25.26 8ビットタイマリセット入力タイミング 

φ

tWOVD tWOVD

WDTOVF

 

図 25.27 WDT0出力タイミング 

φ

tBUZD tBUZD

BUZZ

 

図 25.28 WDT1出力タイミング 

φ

PWM3～PWM0

tPWOD

 

図 25.29 PWM出力タイミング 

tScyc

tSCKrtSCKW

SCK0～SCK4

tSCKf

 

図 25.30 SCKクロック入力タイミング 
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SCK0～SCK4

TxD0～TxD4
（送信データ）

RxD0～RxD4
（受信データ）

tTXD

tRXHtRXS

 

図 25.31 SCI入出力タイミング／クロック同期式モード 

φ

tTRGS

ADTRG

 

図 25.32 A/D変換器外部トリガ入力タイミング 

 

表 25.10 I2Cバスタイミング 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*2、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*3、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 規格値 単位 備考 

  min. typ. max.   

SCL入力サイクル時間 t
SCL

 12t
cyc

 ― ― ns 図 25.33 

SCL入力 Highパルス幅 t
SCLH

 3t
cyc

 ― ― ns  

SCL入力 Lowパルス幅 t
SCLL

 5t
cyc

 ― ― ns  

SCL、SDA入力立ち上がり時間 t
Sr
 ― ― 7.5t

cyc
*1 ns  

SCL、SDA入力立ち下がり時間 t
Sf
 ― ― 300 ns  

SCL、SDA入力 

スパイクパルス除去時間 

t
SP

 ― ― 1t
cyc

 ns  

SDA入力バスフリー時間 t
BUF

 5t
cyc

 ― ― ns  

開始条件入力ホールド時間 t
STAH

 3t
cyc

 ― ― ns  
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項 目 記号 規格値 単位 備考 

  min. typ. max.   

再送開始条件入力 

セットアップ時間 

t
STAS

 3t
cyc

 ― ― ns 図 25.33 

停止条件入力 

セットアップ時間 

t
STOS

 3t
cyc

 ― ― ns  

データ入力セットアップ時間 t
SDAS

 0.5t
cyc

 ― ― ns  

データ入力ホールド時間 t
SDAH

 0 ― ― ns  

SCL、SDAの容量性負荷 C
b
 ― ― 400 pF  

【注】 *1 I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、17.5t
cyc
とすることが可能です。詳細は「18.4 使用上の注意」

を参照してください。 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *3 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
 

 

tBUF 

tSTAH tSTAS 
tSP tSTOStSCLH 

tSCLL 
tSf tSr

tSCL 
tSDAH

tSDAS

P* S* Sr*

VIH 

VIL 
SDA0
～
SDA1

SCL0
～
SCL1

*【注】 S、P、Srはそれぞれ以下の条件を示します。
S ：開始条件
P ：停止条件
Sr：再送「開始」条件

 

図 25.33 I2Cバスインタフェース入出力タイミング【オプション】 
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25.4 A/D変換特性 

表 25.11に A/D変換特性を示します。 
 

表 25.11 A/D変換特性 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 条件 A 条件 B 単 位 

 min. typ. max. min. typ. max.  

分解能 10 10 10 10 10 10 ビット 

変換時間 16 ― ― 10 ― ― μs 

アナログ入力容量 ― ― 20 ― ― 20 pF 

許容信号源インピーダンス ― ― 5 ― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±7.5 ― ― ±3.5 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±7.5 ― ― ±3.5 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±7.5 ― ― ±3.5 LSB 

量子化誤差 ― ±0.5 ― ― ±0.5 ― LSB 

絶対精度 ― ― ±8.0   ±4.0 LSB 

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
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25.5 D/A変換特性 

表 25.12に D/A変換特性を示します。 
 

表 25.12 D/A変換特性 

条件 A： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝3.0～5.5V、AV

CC
＝3.6～5.5V*1、 

 V
ref
＝3.6V～AV

CC
*2、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～16MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、 

 V
ref
＝4.5V～AV

CC
、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V、φ＝2～25MHz、 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 条件 A 条件 B 単 位 測定条件 

 min. typ. max. min. typ. max.   

分解能 8 8 8 8 8 8 ビット  

変換時間 ― ― 10 ― ― 10 μs 負荷容量 20pF 

絶対精度 ― ±2.0 ±3.0 ― ±1.5 ±2.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 

 ― ― ±2.0 ― ― ±1.5 LSB 負荷抵抗 4MΩ 

【注】 *1 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、AV
CC
＝3.3～5.5V 

 *2 A/D、D/A未使用（I/Oポートとして使用）の場合は、V
ref
＝3.3V～AV

CC
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25.6 フラッシュメモリ特性 
 

表 25.13 フラッシュメモリ特性 

条件： V
CC
＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、PV

CC
＝4.5～5.5V、AV

CC
＝4.5～5.5V、V

SS
＝AV

SS
＝PLLV

SS
＝0V 

 T
a
＝-20～+75℃（通常仕様品）、T

a
＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項  目 記号 min. typ. max. 単位 

書き込み時間*1*2*4 t
P
 ― 10 200 ms/128バイト 

消去時間*1*3*5 t
E
 ― 50 1000 ms/ブロック 

書き換え回数 N
WEC

 ― ― 100 回 

書き込み時 PSU1ビットセット後のウェイト時間*1 y 50 ― ― μs 

 P1ビットセット後のウェイト時間*1*4 z0 ― ― 30 μs 

  z1 ― ― 10 μs 

  z2 ― ― 200 μs 

 P1ビットクリア後のウェイト時間*1 α 5 ― ― μs 

 PSU1ビットクリア後のウェイト時間*1 β 5 ― ― μs 

 PV1ビットセット後のウェイト時間*1 γ 4 ― ― μs 

 H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 ε 2 ― ― μs 

 PV1ビットクリア後のウェイト時間*1 η 2 ― ― μs 

 最大書き込み回数*1*4 N1 ― ― 6 回 

  N2 ― ― 994 回 

共通 SWE1ビットセット後のウェイト時間*1 x0 1 ― ― μs 

 SWE1ビットクリア後のウェイト時間*1 x1 100 ― ― μs 

消去時 ESU1ビットセット後のウェイト時間*1 y 100 ― ― μs 

 E1ビットセット後のウェイト時間*1*5 z ― ― 10 ms 

 E1ビットクリア後のウェイト時間*1 α 10 ― ― μs 

 ESU1ビットクリア後のウェイト時間*1 β 10 ― ― μs 

 EV1ビットセット後のウェイト時間*1 γ 6 ― ― μs 

 H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 ε 2 ― ― μs 

 EV1ビットクリア後のウェイト時間*1 η 4 ― ― μs 

 最大消去回数*1*5 N ― ― 100 回 

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い、行ってください。 

 *2 128バイト当たりの書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ１（FLMCR1）の P1ビットをセット

しているトータル期間を示します。書き込みベリファイ時間は含まれません。） 

 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の E1ビットをセットしている期間を示します。消去ベリファイ時間は含ま

れません。） 

 *4 書き込み時間の最大値 

  t
P
（max.）＝P1ビットセット後のウェイト時間×最大書き込み回数 

  ＝（z0＋z1）×N1＋z2×N2 

 *5 消去時間の最大値 

  t
E
（max.）＝E1ビットセット後のウェイト時間×最大消去回数 

  ＝z×N 
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25.7 使用上の注意 

F-ZTAT版とマスク ROM版は、本マニュアルに記載の電気的特性を満足していますが、製造プロセスの相違、

内蔵 ROMの相違、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の実力値や動作マージン、ノイズマージン

などは異なる場合があります。 

F-ZTAT版を使用してシステムの評価試験を行う場合には、マスク ROM版への切り替え時にマスク ROM版に

ついても同等の評価試験を行ってください。 
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付録 

A. 命令 

A.1 命令セット一覧 

《オペレーションの記号》 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

MAC 積和レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 左辺のオペランドから右辺のオペランドへの転送、または左辺の状態から右辺の状態への遷移 

～ 反転論理（論理的補数） 

（ ）＜＞ オペランドの内容 

：8／：16／：24／：32 8／16／24／32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）または 32ビット（ER0～

ER7）です。 
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《コンディションコード》 

記 号 内   容 

 実行結果に従って変化することを表します。 

＊ 不確定であることを表します（値を保証しません）。 

0 常に 0にクリアされることを表します 

1 常に 1にセットされることを表します。 

－ 実行結果に影響を受けないことを表します。 
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表 A.1命令セット一覧 

（1） データ転送命令 

 MOV.B #xx:8,Rd 
 MOV.B Rs,Rd
 MOV.B @ERs,Rd
 MOV.B @(d:16,ERs),Rd
 MOV.B @(d:32,ERs),Rd
 MOV.B @ERs+,Rd 
 MOV.B @aa:8,Rd
 MOV.B @aa:16,Rd
 MOV.B @aa:32,Rd
 MOV.B Rs,@ERd
 MOV.B Rs,@(d:16,ERd)
 MOV.B Rs,@(d:32,ERd)
 MOV.B Rs,@-ERd
 MOV.B Rs,@aa:8
 MOV.B Rs,@aa:16
 MOV.B Rs,@aa:32
 MOV.W #xx:16,Rd
 MOV.W Rs,Rd 
 MOV.W @ERs,Rd 
 MOV.W @(d:16,ERs),Rd 
 MOV.W @(d:32,ERs),Rd
 MOV.W @ERs+,Rd
 MOV.W @aa:16,Rd
 MOV.W @aa:32,Rd
 MOV.W Rs,@ERd
 MOV.W Rs,@(d:16,ERd)
 MOV.W Rs,@(d:32,ERd)
 MOV.W Rs,@-ERd
 MOV.W Rs,@aa:16
 MOV.W Rs,@aa:32
 MOV.L #xx:32,ERd
 MOV.L ERs,ERd
 MOV.L @ERs,ERd
 MOV.L @(d:16,ERs),ERd
 MOV.L @(d:32,ERs),ERd
 MOV.L @ERs+,ERd
 MOV.L @aa:16,ERd
 MOV.L @aa:32,ERd
 MOV.L ERs,@ERd
 MOV.L ERs,@(d:16,ERd) 
 MOV.L ERs,@(d:32,ERd)
 MOV.L ERs,@-ERd
 MOV.L ERs,@aa:16 
 MOV.L ERs,@aa:32
 POP.W Rn 
 POP.L ERn
 PUSH.W Rn
 PUSH.L ERn
 LDM @SP+,(ERm-ERn) 
 
STM (ERm-ERn),@-SP

 MOVFPE @aa:16,Rd
 MOVTPE Rs,@aa:16

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
W
L
W
L
L

L

2

4

6

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4
8

4
8

4
8

4
8

6
10

6
10

2

2

2

2

4

4

2
4
6

2
4
6

4
6

4
6

6
8

6
8

MOV

POP

PUSH

LDM

STM

MOVFPE

MOVTPE

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

#xx:8→Rd8
Rs8→Rd8
@ERs→Rd8
@(d:16,ERs)→Rd8
@(d:32,ERs)→Rd8
@ERs→Rd8,ERs32+1→ERs32
@aa:8→Rd8
@aa:16→Rd8
@aa:32→Rd8
Rs8→@ERd
Rs8→@(d:16,ERd)
Rs8→@(d:32,ERd)
ERd32-1→ERd32,Rs8→@ERd
Rs8→@aa:8
Rs8→@aa:16
Rs8→@aa:32
#xx:16→Rd16
Rs16→Rd16
@ERs→Rd16
@(d:16,ERs)→Rd16
@(d:32,ERs)→Rd16
@ERs→Rd16,ERs32+2→ERs32
@aa:16→Rd16
@aa:32→Rd16
Rs16→@ERd
Rs16→@(d:16,ERd)
Rs16→@(d:32,ERd)
ERd32-2→ERd32,Rs16→@ERd
Rs16→@aa:16
Rs16→@aa:32
#xx:32→ERd32
ERs32→ERd32
@ERs→ERd32
@(d:16,ERs)→ERd32
@(d:32,ERs)→ERd32
@ERs→ERd32,ERs32+4→ERs32
@aa:16→ERd32
@aa:32→ERd32
ERs32→@ERd
ERs32→@(d:16,ERd)
ERs32→@(d:32,ERd)
ERd32-4→ERd32,ERs32→@ERd
ERs32→@aa:16
ERs32→@aa:32
@SP→Rn16,SP+2→SP
@SP→ERn32,SP+4→SP
SP-2→SP,Rn16→@SP
SP-4→SP,ERn32→@SP
(@SP→ERn32,SP+4→SP)
復帰本数分繰り返し
(SP-4→SP,ERn32→@SP)
退避本数分繰り返し

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C ノーマルアドバンスト

2
4
2
4
4

4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
―

―

1
1
2
3
5
3
2
3
4
2
3
5
3
2
3
4
2
1
2
3
5
3
3
4
2
3
5
3
3
4
3
1
4
5
7
5
5
6
4
5
7
5
5
6
3
5
3
5

7/9/11［1］

7/9/11［1］

［2］
［2］

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

本LSIでは使用できません。

―

―

―

―
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（2） 算術演算命令 

ADD.B #xx:8,Rd
ADD.B Rs,Rd
ADD.W #xx:16,Rd
ADD.W Rs,Rd
ADD.L #xx:32,ERd
ADD.L ERs,ERd
ADDX #xx:8,Rd
ADDX Rs,Rd
ADDS #1,ERd
ADDS #2,ERd
ADDS #4,ERd
INC.B Rd
INC.W #1,Rd
INC.W #2,Rd
INC.L #1,ERd
INC.L #2,ERd
DAA Rd
SUB.B Rs,Rd
SUB.W #xx:16,Rd
SUB.W Rs,Rd
SUB.L #xx:32,ERd
SUB.L ERs,ERd
SUBX #xx:8,Rd
SUBX Rs,Rd
SUBS #1,ERd
SUBS #2,ERd
SUBS #4,ERd
DEC.B Rd
DEC.W #1,Rd
DEC.W #2,Rd
DEC.L #1,ERd
DEC.L #2,ERd
DAS Rd
MULXU.B Rs,Rd
MULXU.W Rs,ERd
MULXS.B Rs,Rd
MULXS.W Rs,ERd
DIVXU.B Rs,Rd

DIVXU.W Rs,ERd

DIVXS.B Rs,Rd

DIVXS.W Rs,ERd

CMP.B #xx:8,Rd
CMP.B Rs,Rd
CMP.W #xx:16,Rd
CMP.W Rs,Rd
CMP.L #xx:32,ERd
CMP.L ERs,ERd
NEG.B Rd
NEG.W Rd
NEG.L ERd
EXTU.W Rd
EXTU.L ERd
EXTS.W Rd

EXTS.L ERd

TAS @ERd

MAC @ERn+,@ERm+

CLRMAC
LDMAC ERs,MACH
LDMAC ERs,MACL
STMAC MACH,ERd
STMAC MACL,ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
L
L
L
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
L
L
L
B
W
W
L
L
B
B
W
B
W
B

W

B

W

B
B
W
W
L
L
B
W
L
W
L
W

L

B

―

―
L
L
L
L

2

4

6

2

4

6

2

2

4

6

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2

2

4

4

2

2

2
2
2
2
2
2
2

2

2
2
2
2

ADD

ADDX

ADDS

INC

DAA
SUB

SUBX

SUBS

DEC

DAS
MULXU

MULXS

DIVXU

DIVXS

CMP

NEG

EXTU

EXTS

TAS*3

MAC

CLRMAC

LDMAC

STMAC

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

Rd8+#xx:8→Rd8

Rd8+Rs8→Rd8

Rd16+#xx:16→Rd16

Rd16+Rs16→Rd16

ERd32+#xx:32→ERd32

ERd32+ERs32→ERd32

Rd8+#xx:8+C→Rd8

Rd8+Rs8+C→Rd8

ERd32+1→ERd32

ERd32+2→ERd32

ERd32+4→ERd32

Rd8+1→Rd8

Rd16+1→Rd16

Rd16+2→Rd16

ERd32+1→ERd32

ERd32+2→ERd32

Rd8 10進補正→Rd8

Rd8-Rs8→Rd8

Rd16-#xx:16→Rd16

Rd16-Rs16→Rd16

ERd32-#xx:32→ERd32

ERd32-ERs32→ERd32

Rd8-#xx:8-C→Rd8

Rd8-Rs8-C→Rd8

ERd32-1→ERd32

ERd32-2→ERd32

ERd32-4→ERd32

Rd8-1→Rd8

Rd16-1→Rd16

Rd16-2→Rd16

ERd32-1→ERd32

ERd32-2→ERd32

Rd8 10進補正→Rd8

Rd8×Rs8→Rd16（符号なし乗算）

Rd16×Rs16→ERd32（符号なし乗算）

Rd8×Rs8→Rd16（符号付き乗算）

Rd16×Rs16→ERd32（符号付き乗算）

Rd16÷Rs8→Rd16

(RdH：余り、RdL：商) (符号なし除算)

ERd32÷Rs16→ERd32

(Ed：余り、Rd：商) (符号なし除算)

Rd16÷Rs8→Rd16

(RdH：余り、RdL：商) (符号付き除算)

ERd32÷Rs16→ERd32

(Ed：余り、Rd：商) (符号付き除算)

Rd8-#xx:8

Rd8-Rs8

Rd16-#xx:16

Rd16-Rs16

ERd32-#xx:32

ERd32-ERs32

0-Rd8→Rd8

0-Rd16→Rd16

0-ERd32→ERd32

0→(<ビット15～8> of Rd16)

0→(<ビット31～16> of ERd32)

(<ビット7> of Rd16)→

　　　(<ビット15～8> of Rd16)

(<ビット15> of ERd32)→

　　　(<ビット31～16> of ERd32)
@ERd-0→CCRセット, (1)→

　　　(<ビット7> of @ERd)

@ERnx@ERm+MAC→MAC

  (符号付き乗算)
@ERn+2→ERn,ERm+2→ERm

0→MACH,MACL

ERs→MACH

ERs→MACL

MACH→ERd
MACL→ERd

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

4

4

2

―
―
―

*

1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
4
4
5
12

20

13

21

1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1

1

4

4

2  [12]
2  [12]
2  [12]
1  [12]
1  [12]

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―
―
―
―
―
―
*

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―
―
―
―
―
―
*
―
―
―
―
―

―

―

―

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―

―
―
―

―
―
―

―
―

［6］

［6］

［8］

［8］

0
0

［5］
［5］
―
―
―

［5］
［5］
―
―
―

―
―

［7］

［7］

［7］

［7］

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

*
―
―
―
―
―

―

―

―

0
0
0

0

0

―
[11]

―
―
―

―
[11]

―
―
―

―
[11]

―
―
―

―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―
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（3） 論理演算命令 

AND.B #xx:8,Rd
AND.B Rs,Rd
AND.W #xx:16,Rd
AND.W Rs,Rd
AND.L #xx:32,ERd
AND.L ERs,ERd
OR.B #xx:8,Rd
OR.B Rs,Rd
OR.W #xx:16,Rd
OR.W Rs,Rd
OR.L #xx:32,ERd
OR.L ERs,ERd
XOR.B #xx:8,Rd
XOR.B Rs,Rd
XOR.W #xx:16,Rd
XOR.W Rs,Rd
XOR.L #xx:32,ERd
XOR.L ERs,ERd
NOT.B Rd
NOT.W Rd
NOT.L ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
W
L

2

4

6

2

4

6

2

4

6

2

2

4

2

2

4

2

2

4
2
2
2

AND

OR

XOR

NOT

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

Rd8∧#xx:8→Rd8
Rd8∧Rs8→Rd8
Rd16∧#xx:16→Rd16
Rd16∧Rs16→Rd16
ERd32∧#xx:32→ERd32
ERd32∧ERs32→ERd32
Rd8∨#xx:8→Rd8
Rd8∨Rs8→Rd8
Rd16∨#xx:16→Rd16
Rd16∨Rs16→Rd16
ERd32∨#xx:32→ERd32
ERd32∨ERs32→ERd32
Rd8⊕#xx:8→Rd8
Rd8⊕Rs8→Rd8
Rd16⊕#xx:16→Rd16
Rd16⊕Rs16→Rd16
ERd32⊕#xx:32→ERd32
ERd32⊕ERs32→ERd32
～Rd8→Rd8
～Rd16→Rd16
～ERd32→ERd32

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

1
1
2
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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（4） シフト命令 

SHAL.B Rd
SHAL.B #2,Rd
SHAL.W Rd
SHAL.W #2,Rd
SHAL.L ERd
SHAL.L #2,ERd
SHAR.B Rd
SHAR.B #2,Rd
SHAR.W Rd
SHAR.W #2,Rd
SHAR.L ERd
SHAR.L #2,ERd
SHLL.B Rd
SHLL.B #2,Rd
SHLL.W Rd
SHLL.W #2,Rd
SHLL.L ERd
SHLL.L #2,ERd
SHLR.B Rd
SHLR.B #2,Rd
SHLR.W Rd
SHLR.W #2,Rd
SHLR.L ERd
SHLR.L #2,ERd
ROTXL.B Rd
ROTXL.B #2,Rd
ROTXL.W Rd
ROTXL.W  #2,Rd
ROTXL.L ERd
ROTXL.L #2,ERd
ROTXR.B Rd
ROTXR.B #2,Rd
ROTXR.W Rd
ROTXR.W #2,Rd
ROTXR.L ERd
ROTXR.L #2,ERd
ROTL.B Rd
ROTL.B #2,Rd
ROTL.W Rd
ROTL.W #2,Rd
ROTL.L ERd
ROTL.L #2,ERd
ROTR.B Rd
ROTR.B #2,Rd
ROTR.W Rd
ROTR.W #2,Rd
ROTR.L ERd
ROTR.L #2,ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L

2
2
2
2
2
2
2
2 
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

SHAL

SHAR

SHLL

SHLR

ROTXL

ROTXR

ROTL

ROTR

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

0
0
0
0
0
0

C

0

MSB LSB

C MSB LSB

C MSB LSB

CMSB LSB

CMSB LSB

C

0

MSB LSB

C

0

MSB LSB

CMSB LSB

 
 



 

付 録 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  付録-7 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

（5） ビット操作命令 

BSET #xx:3,Rd
BSET #xx:3,@ERd
BSET #xx:3,@aa:8
BSET #xx:3,@aa:16
BSET #xx:3,@aa:32
BSET Rn,Rd
BSET Rn,@ERd
BSET Rn,@aa:8
BSET Rn,@aa:16
BSET Rn,@aa:32
BCLR #xx:3,Rd
BCLR #xx:3,@ERd
BCLR #xx:3,@aa:8
BCLR #xx:3,@aa:16
BCLR #xx:3,@aa:32
BCLR Rn,Rd
BCLR Rn,@ERd
BCLR Rn,@aa:8
BCLR Rn,@aa:16
BCLR Rn,@aa:32
BNOT #xx:3,Rd
BNOT #xx:3,@ERd
BNOT #xx:3,@aa:8
BNOT #xx:3,@aa:16
BNOT #xx:3,@aa:32
BNOT Rn,Rd
BNOT Rn,@ERd
BNOT Rn,@aa:8
BNOT Rn,@aa:16
BNOT Rn,@aa:32
BTST #xx:3,Rd
BTST #xx:3,@ERd
BTST #xx:3,@aa:8
BTST #xx:3,@aa:16
BTST #xx:3,@aa:32
BTST Rn,Rd
BTST Rn,@ERd
BTST Rn,@aa:8
BTST Rn,@aa:16
BTST Rn,@aa:32
BLD #xx:3,Rd
BLD #xx:3,@ERd
BLD #xx:3,@aa:8
BLD #xx:3,@aa:16
BLD #xx:3,@aa:32
BILD #xx:3,Rd
BILD #xx:3,@ERd
BILD #xx:3,@aa:8
BILD #xx:3,@aa:16
BILD #xx:3,@aa:32
BST #xx:3,Rd
BST #xx:3,@ERd
BST #xx:3,@aa:8
BST #xx:3,@aa:16
BST #xx:3,@aa:32
BIST #xx:3,Rd
BIST #xx:3,@ERd
BIST #xx:3,@aa:8
BIST #xx:3,@aa:16
BIST #xx:3,@aa:32
BAND #xx:3,Rd
BAND #xx:3,@ERd
BAND #xx:3,@aa:8
BAND #xx:3,@aa:16
BAND #xx:3,@aa:32

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

BSET

BCLR

BNOT

BTST

BLD

BILD

BST

BIST

BAND

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

(#xx:3 of Rd8)←1 

(#xx:3 of @ERd)←1

(#xx:3 of @aa:8)←1

(#xx:3 of @aa:16)←1

(#xx:3 of @aa:32)←1

(Rn8 of Rd8)←1

(Rn8 of @ERd)←1

(Rn8 of @aa:8)←1

(Rn8 of @aa:16)←1

(Rn8 of @aa:32)←1

(#xx:3 of Rd8)←0

(#xx:3 of @ERd)←0

(#xx:3 of @aa:8)←0

(#xx:3 of @aa:16)←0

(#xx:3 of @aa:32)←0

(Rn8 of Rd8)←0

(Rn8 of @ERd)←0

(Rn8 of @aa:8)←0

(Rn8 of @aa:16)←0

(Rn8 of @aa:32)←0

(#xx:3 of Rd8)← [～(#xx:3 of Rd8)]

(#xx:3 of @ERd)← [～(#xx:3 of @ERd)]

(#xx:3 of @aa:8)← [～(#xx:3 of @aa:8)]

(#xx:3 of @aa:16)←[～(#xx:3 of @aa:16)]

(#xx:3 of @aa:32)← [～(#xx:3 of @aa:32)]

(Rn8 of Rd8)← [～(Rn8 of Rd8)]

(Rn8 of @ERd)← [～(Rn8 of @ERd)]

(Rn8 of @aa:8)← [～(Rn8 of @aa:8)]

(Rn8 of @aa:16)← [～(Rn8 of @aa:16)]

(Rn8 of @aa:32)← [～(Rn8 of @aa:32)]

～(#xx:3 of Rd8)→Z

～(#xx:3 of @ERd)→Z

～(#xx:3 of @aa:8)→Z

～(#xx:3 of @aa:16)→Z

～(#xx:3 of @aa:32)→Z

～(Rn8 of Rd8)→Z

～(Rn8 of @ERd)→Z

～(Rn8 of @aa:8)→Z

～(Rn8 of @aa:16)→Z

～(Rn8 of @aa:32)→Z

(#xx:3 of Rd8)→C

(#xx:3 of @ERd)→C

(#xx:3 of @aa:8)→C

(#xx:3 of @aa:16)→C

(#xx:3 of @aa:32)→C

～(#xx:3 of Rd8)→C

～(#xx:3 of @ERd)→C

～(#xx:3 of @aa:8)→C

～(#xx:3 of @aa:16)→C

～(#xx:3 of @aa:32)→C

C→(#xx:3 of Rd8)

C→(#xx:3 of @ERd)

C→(#xx:3 of @aa:8)

C→(#xx:3 of @aa:16)

C→(#xx:3 of @aa:32)

～C→(#xx:3 of Rd8)

～C→(#xx:3 of @ERd)

～C→(#xx:3 of @aa:8)

～C→(#xx:3 of @aa:16)

～C→(#xx:3 of @aa:32)

C∧(#xx:3 of Rd8)→C

C∧(#xx:3 of @ERd)→C

C∧(#xx:3 of @aa:8)→C

C∧(#xx:3 of @aa:16)→C

C∧(#xx:3 of @aa:32)→C

オペレーション
コンディション

コード
実行

ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
3
3
4
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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BIAND #xx:3,Rd
BIAND #xx:3,@ERd
BIAND #xx:3,@aa:8
BIAND #xx:3,@aa:16
BIAND #xx:3,@aa:32
BOR #xx:3,Rd
BOR #xx:3,@ERd
BOR #xx:3,@aa:8
BOR #xx:3,@aa:16
BOR #xx:3,@aa:32
BIOR #xx:3,Rd
BIOR #xx:3,@ERd
BIOR #xx:3,@aa:8
BIOR #xx:3,@aa:16
BIOR #xx:3,@aa:32
BXOR #xx:3,Rd
BXOR #xx:3,@ERd
BXOR #xx:3,@aa:8
BXOR #xx:3,@aa:16
BXOR #xx:3,@aa:32
BIXOR #xx:3,Rd
BIXOR #xx:3,@ERd
BIXOR #xx:3,@aa:8
BIXOR #xx:3,@aa:16
BIXOR #xx:3,@aa:32

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

BIAND

BOR

BIOR

BXOR

BIXOR

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

C∧ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C
C∨ (#xx:3 of Rd8)→C
C∨ (#xx:3 of @ERd)→C
C∨ (#xx:3 of @aa:8)→C
C∨ (#xx:3 of @aa:16)→C
C∨ (#xx:3 of @aa:32)→C
C∨ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C
C⊕ (#xx:3 of Rd8)→C
C⊕ (#xx:3 of @ERd)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:8)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:16)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:32)→C
C⊕ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

コンディション
コード

実行
ステート数*1
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（6） 分岐命令 

BRA d:8(BT d:8)
BRA d:16(BT d:16)
BRN d:8(BF d:8)
BRN d:16(BF d:16)
BHI d:8
BHI d:16
BLS d:8
BLS d:16
BCC d:8(BHS d:8)
BCC d:16(BHS d:16)
BCS d:8(BLO d:8)
BCS d:16(BLO d:16)
BNE d:8
BNE d:16
BEQ d:8
BEQ d:16
BVC d:8
BVC d:16
BVS d:8
BVS d:16
BPL d:8
BPL d:16
BMI d:8
BMI d:16
BGE d:8
BGE d:16
BLT d:8
BLT d:16

Bcc

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション

I分岐条件 H N Z V C アドバンスト

2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4

Always

Never

C/Z=0

C/Z=1

C=0

C=1

Z=0

Z=1

V=0

V=1

N=0

N=1

N⊕V=0

N⊕V=1

if condition is true then
    PC←PC＋d
else next;

2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

コンディション
コード

実行
ステート数*1

BGT d:8
BGT d:16
BLE d:8
BLE d:16
JMP @ERn
JMP @aa:24
JMP @@aa:8
BSR d:8
BSR d:16
JSR @ERn
JSR @aa:24
JSR @@aa:8
RTS

JMP

BSR

JSR

RTS

if condition is true then
     PC←PC+d
else next;

PC←ERn
PC←aa:24
PC←@aa:8
PC→@-SP,PC←PC+d:8
PC→@-SP,PC←PC+d:16
PC→@-SP,PC←ERn
PC→@-SP,PC←aa:24
PC→@-SP,PC←@aa:8
PC←@SP+

2

2

4

4

2
4
2
4

2
4

2
3
2
3
2
3

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Z/(N⊕V)=0

Z/(N⊕V)=1

5
4
5
4
5
6
5  
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（7） システム制御命令 

TRAPA #xx:2

RTE

SLEEP
LDC #xx:8,CCR
LDC #xx:8,EXR
LDC Rs,CCR
LDC Rs,EXR
LDC @ERs,CCR
LDC @ERs,EXR
LDC @(d:16,ERs),CCR
LDC @(d:16,ERs),EXR
LDC @(d:32,ERs),CCR
LDC @(d:32,ERs),EXR
LDC @ERs+,CCR
LDC @ERs+,EXR
LDC @aa:16,CCR
LDC @aa:16,EXR
LDC @aa:32,CCR
LDC @aa:32,EXR
STC CCR,Rd
STC EXR,Rd
STC CCR,@ERd
STC EXR,@ERd
STC CCR,@(d:16,ERd)
STC EXR,@(d:16,ERd)
STC CCR,@(d:32,ERd)
STC EXR,@(d:32,ERd)
STC CCR,@-ERd
STC EXR,@-ERd
STC CCR,@aa:16
STC EXR,@aa:16
STC CCR,@aa:32
STC EXR,@aa:32
ANDC #xx:8,CCR
ANDC #xx:8,EXR
ORC #xx:8,CCR
ORC #xx:8,EXR
XORC #xx:8,CCR
XORC #xx:8,EXR
NOP

―

―

―
B
B
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
B
B
B
B
B
B
―

TRAPA

RTE

SLEEP
LDC

STC

ANDC

ORC

XORC

NOP

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

PC→@-SP,CCR→@-SP, 
EXR→@-SP,<ベクタ>→PC
EXR←@SP+,CCR←@SP+,
PC←@SP+
低消費電力状態に遷移
#xx:8→CCR
#xx:8→EXR
Rs8→CCR
Rs8→EXR
@ERs→CCR
@ERs→EXR
@(d:16,ERs)→CCR
@(d:16,ERs)→EXR
@(d:32,ERs)→CCR
@(d:32,ERs)→EXR
@ERs→CCR,ERs32+2→ERs32
@ERs→EXR,ERs32+2→ERs32
@aa:16→CCR
@aa:16→EXR
@aa:32→CCR
@aa:32→EXR
CCR→Rd8
EXR→Rd8
CCR→@ERd
EXR→@ERd
CCR→@(d:16,ERd)
EXR→@(d:16,ERd)
CCR→@(d:32,ERd)
EXR→@(d:32,ERd)
ERd32-2→ERd32,CCR→@ERd
ERd32-2→ERd32,EXR→@ERd
CCR→@aa:16
EXR→@aa:16
CCR→@aa:32
EXR→@aa:32
CCR∧#xx:8→CCR
EXR∧#xx:8→EXR
CCR/#xx:8→CCR
EXR/#xx:8→EXR
CCR⊕#xx:8→CCR
EXR⊕#xx:8→EXR
PC←PC+2

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

2
4

2
4
2
4
2
4

2
2

2
2

4
4

4
4

6
6

10
10

6
6

10
10

4
4

4
4

6
6
8
8

6
6
8
8

2

5［9］

2
1
2
1
1
3
3
4
4
6
6
4
4
4
4
5
5
1
1
3
3
4
4
6
6
4
4
4
4
5
5
1
2
1
2
1
2
1

1

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

8［9］

コンディション
コード

実行
ステート数*1
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（8） ブロック転送命令 

EEPMOV.B

EEPMOV.W

―

―

EEPMOV

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

4

4

4+2n *2

4+2n *2

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

コンディション
コード

実行
ステート数*1

if R4L≠0
      Repeat @ER5→@ER6
          ER5+1→ER5
          ER6+1→ER6
          R4L-1→R4L
      Until R4L=0
else next;
if R4≠0
      Repeat @ER5→@ER6
          ER5+1→ER5
          ER6+1→ER6
          R4-1→R4
      Until R4=0
else next;

【注】  *1 　実行ステート数は、命令コードおよびオペランドが内蔵メモリに存在する場合の値です。
  　　　*2 　nはR4LまたはR4の初期設定値です。
 　　　 *3 　TAS命令を使用する場合は、レジスタER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。
 　　  ［1］ 復帰／退避レジスタ数が2本のとき7ステート、3本のとき9ステート、4本のとき11ステートになります。
  　　 ［2］ 本LSIでは使用できません。
   　　［3］ ビット11から桁上がりまたはビット11へ桁下がりが発生したとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［4］ ビット27から桁上がりまたはビット27へ桁下がりが発生したとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［5］ 演算結果が0（ゼロ）のとき、演算前の値を保持し、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［6］ 除数が負のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［7］ 除数が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［8］ 商が負のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［9］ EXRが有効のとき、実行ステート数は1ステート多くなります。  
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A.2 命令コード一覧 
 

A
.2
　
命
令
コ
ー
ド
一
覧

A
D

D

A
D

D
S

A
D

D
X

A
N

D

A
N

D
C

B
A

N
D

B
cc

A
D

D
.B

 #
xx

:8
,R

d

A
D

D
.B

 R
s,

R
d

A
D

D
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

A
D

D
.W

 R
s,

R
d

A
D

D
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

A
D

D
.L

 E
R

s,
E

R
d

A
D

D
S

 #
1,

E
R

d

A
D

D
S

 #
2,

E
R

d

A
D

D
S

 #
4,

E
R

d

A
D

D
X

 #
xx

:8
,R

d

A
D

D
X

 R
s,

R
d

A
N

D
.B

 #
xx

:8
,R

d

A
N

D
.B

 R
s,

R
d

A
N

D
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

A
N

D
.W

 R
s,

R
d

A
N

D
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

A
N

D
.L

 E
R

s,
E

R
d

A
N

D
C

 #
xx

:8
,C

C
R

A
N

D
C

 #
xx

:8
,E

X
R

B
A

N
D

 #
xx

:3
,R

d

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
R

A
 d

:8
 (

B
T

 d
:8

)

B
R

A
 d

:1
6 

(B
T

 d
:1

6)

B
R

N
 d

:8
 (

B
F

 d
:8

)

B
R

N
 d

:1
6 

(B
F

 d
:1

6)

B
H

I d
:8

B
H

I d
:1

6

B
LS

 d
:8

B
LS

 d
:1

6

B
C

C
 d

:8
 (

B
H

S
 d

:8
)

B
C

C
 d

:1
6 

(B
H

S
 d

:1
6)

B
C

S
 d

:8
 (

B
LO

 d
:8

)

B
C

S
 d

:1
6 

(B
LO

 d
:1

6)

B
N

E
 d

:8

B
N

E
 d

:1
6

B
E

Q
 d

:8

B
E

Q
 d

:1
6

B
V

C
 d

:8

B
V

C
 d

:1
6

B
V

S
 d

:8

B
V

S
 d

:1
6

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

8 0 7 0 7 0 0 0 0 9 0 E 1 7 6 7 0 0 0 7 7 7 6 6 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

rd 8 9 9 A A B B B rd E rd 6 9 6 A 1 6 1 6 C E A A 0 8 1 8 2 8 3 8 4 8 5 8 6 8 7 8 8 8 9 8

rs 1 rs 1

1 
  e

rs

0 8 9  rs rs 6 rs 6 F    
  4

 0
  I

M
M

0 
  e

rd

   
   

 

1 3 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

IM
M

IM
M

IM
M  

IM
M

ab
s

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

rd rd rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

rd rd rd rd

0 
  e

rd

0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 0
  I

M
M

 0
  I

M
M

0 0

6 0 7 7

IM
M

IM
M

ab
s

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

 d
is

p

di
sp

IM
M

IM
M

ab
s

   
   

   
   

   
   

  

6 6 6 6

 0
  I

M
M

0
7

   
   

   
   

   
   

  

6
 

0 
 IM

M
0

7

   
   

   
   

   
   

  

6

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 0
   

er
s

0 
 e

rd

IM
M
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B
cc

（
続
き
）

 B
C

LR

B
IA

N
D

B
IL

D

B
IO

R

B
IS

T

B
P

L 
d:

8

B
P

L 
d:

16

B
M

I d
:8

B
M

I d
:1

6

B
G

E
 d

:8

B
G

E
 d

:1
6

B
LT

 d
:8

B
LT

 d
:1

6

B
G
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  @

E
R

d

T
R

A
P

A
 #

x:
2

X
O

R
.B

 #
xx

:8
,R

d

X
O

R
.B

 R
s,

R
d

X
O

R
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

X
O

R
.W

 R
s,

R
d

X
O

R
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

X
O

R
.L

 E
R

s,
E

R
d

X
O

R
C

 #
xx

:8
,C

C
R

X
O

R
C

 #
xx

:8
,E

X
R

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

B W W L L L L L B B B ー B B W W L L B B

1 7 1 7 1 1 1 1 B 1 0 5 D 1 7 6 7 0 0 0

8 9 9 A A B B B rd E 1 7 rd 5 9 5 A 1 5 1

 r
s  3  r
s  3

1 
  e

rs

 0  8  9

   
   

   
   

   
 IM

M

 r
s  E

   
   

  I
M

M

   
   

   
   

   
 IM

M

 r
s  5  r
s  5  F

   
   

   
   

   
 IM

M

 4

 r
d

 r
d

 r
d

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

  r
d  0  0   r
d

 r
d

 r
d

0 
  e

rd

 0   1

7 6 0

   
   

   
   

   
IM

M

B

   
   

   
   

   
IM

M

5 5

          

0 
  e

rd

      

0 
  e

rs

 

   
   

   
   

  I
M

M

   

   
   

   
   

 IM
M

       C      

   
   

   
   

 IM
M

0 
  e

rd

  

 

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

【
注
】

  *
1　

M
O

V
. L

 E
R

s,
 @

 (
d 

: 3
2,

 E
R

d)
 命
令
の
第

4バ
イ
ト
、
ビ
ッ
ト

7は
、

1、
0ど
ち
ら
で
も
動
作
可
能
で
す
。

  

　
　
　

  *
2　

T
A

S
命
令
を
使
用
す
る
場
合
は
、
レ
ジ
ス
タ

E
R

0、
E

R
1、

E
R

4、
E

R
5を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

  *
3　

S
T

M
/L

D
M
命
令
を
使
用
す
る
場
合
は
、
レ
ジ
ス
タ

E
R

0～
E

R
6を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

00
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【記号説明】 

IMM ：イミディエイトデータ（2、3、8、16、32ビット） 

abs ：絶対アドレス（8、16、24、32ビット） 

disp ：ディスプレースメント（8、16、32ビット） 

rs、rd、rn ：レジスタフィールド（4ビットで、8ビットレジスタまたは 16ビットレジスタを指定します。rs、rd、

rnはそれぞれオペランド形式の Rs、Rd、Rnに対応します。） 

ers、erd、ern、erm ：レジスタフィールド（3ビットで、アドレスレジスタまたは 32ビットレジスタを指定します。ers、erd、

ern、ermはそれぞれオペランド形式の ERs、ERd、ERn、ERmに対応します。） 

 

レジスタフィールドと汎用レジスタの対応を下表に示します。 
 

アドレスレジスタ 

32ビットレジスタ 

16ビットレジスタ 8ビットレジスタ 

レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ 

000 

001 

 

111 

ER0 

ER1 

 

ER7 

0000 

0001 

 

0111 

1000 

1001 

 

1111 

R0 

R1 

 

R7 

E0 

E1 

 

E7 

0000 

0001 

 

0111 

1000 

1001 

 

1111 

R0H 

R1H 

 

R7H 

R0L 

R1L 

 

R7L 
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A.3 オペレーションコードマップ 

表 A.3にオペレーションコードマップを示します。 
命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

B
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

0の
場
合
を
示
し
ま
す
。

B
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

1の
場
合
を
示
し
ま
す
。

0

N
O

P

表
A

.3
(2

)

B
R

A

M
U

LX
U

B
S

E
T

A
H

A
L

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

1

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
R

N

D
IV

X
U

B
N

O
T

2

表
A

.3
(2

)

B
H

I

M
U

LX
U

B
C

LR

3

表
A

.3
(2

)

B
LS

D
IV

X
U

B
T

S
T

S
T

C ST
M

AC
LD

C LD
M

AC

4

O
R

C

O
R

B
C

C

R
T

S

O
R

B
O

R B
IO

R

6

A
N

D
C

A
N

D

B
N

E

R
T

E

A
N

D

5

X
O

R
C

X
O

R

B
C

S

B
S

R

X
O

R

B
X

O
R BI

XO
R

B
A

N
D BI

AN
D

7

LD
C

表
A

.3
(2

)

B
E

Q

T
R

A
P

A

B
S

T
B

IS
T

B
LD

B
IL

D

8

B
V

C

表
A

.3
(2

)

M
O

V

9

B
V

S

表
A

.3
(2

)

A

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
P

L

JM
P

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
M

I

E
E

P
M

O
V

C

B
G

E

B
S

R

D B
LT

M
O

V

E

A
D

D
X

S
U

B
X

B
G

T

JS
R

F

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
LE

M
O

V
.B

A
D

D

A
D

D
X

C
M

P

S
U

B
X

O
R

X
O

R

A
N

D

M
O

V

A
D

D

S
U

B

M
O

V

M
O

V

C
M

P

表
A

.3
(3

)

表
A

.3
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
マ
ッ
プ
（

1）

*
*

【
注
】
　

*　
本

LS
Iで
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

01 0A 0B 0F 10 11 12 13 17 1A 1B 1F 58 6A 79 7A

0

M
O

V

IN
C

A
D

D
S

D
A

A

D
E

C

S
U

B
S

D
A

S

B
R

A

M
O

V

M
O

V

M
O

V

S
H

LL

S
H

LR

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

N
O

T

1

LD
M

B
R

N

表
A

.3
(4

)

A
D

D

A
D

D

2 B
H

I

M
O

V

C
M

P

C
M

P

3

S
T

M

N
O

T

B
LS

表
A

.3
(4

)

S
U

B

S
U

B

4

S
H

LL

S
H

LR

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

B
C

C

M
O

V
FP

E

O
R

O
R

5

IN
C

E
X

T
U

D
E

C

B
C

S

X
O

R

X
O

R

6

  M
A

C

B
N

E

A
N

D

A
N

D

7

IN
C

S
H

LL

S
H

LR

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

E
X

T
U

D
E

C

B
E

Q

LD
C

S
T

C

8

S
LE

E
P

B
V

C

M
O

VA
D

D
S

S
H

A
L

S
H

A
R

R
O

T
L

R
O

T
R

N
E

G

S
U

B
S

9

B
V

S

A

CL
RM

AC

B
P

L

M
O

V

B

N
E

G

B
M

I

A
D

D

M
O

V

S
U

B

C
M

P

C

表
A

.3
(3

)

S
H

A
L

S
H

A
R

R
O

T
L

R
O

T
R

B
G

E

M
O

V
TP

E

D

表
A

.3
(3

)

IN
C

E
X

T
S

D
E

C

B
LT

E

T
A

S

B
G

T

F

表
A

.3
(3

)

IN
C

S
H

A
L

S
H

A
R

R
O

T
L

R
O

T
R

E
X

T
S

D
E

C

B
LE

B
H

A
H

 A
L

表
A

.3
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
マ
ッ
プ
（

2）

*
*

【
注
】
　

*　
本

LS
Iで
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

*
*
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命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

C
H

C
L

D
H

D
L

r 
は
レ
ジ
ス
タ
指
定
部

aa
は
絶
対
ア
ド
レ
ス
指
定

D
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

0の
場
合
を
示
し
ま
す
。

D
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

1の
場
合
を
示
し
ま
す
。

【
注
】

AH
 A

L 
BH

 B
L 

CH
C

L

01
C

05

01
D

05

01
F

06

7C
r0

6 
*1

7C
r0

7 
*1

7D
r0

6 
*1

7D
r0

7 
*1

7E
aa

6 
*2

7E
aa

7 
*2

7F
aa

6 
*2

7F
aa

7 
*2

0

M
U

LX
S

B
S

E
T

B
S

E
T

B
S

E
T

B
S

E
T

1

D
IV

X
S

B
N

O
T

B
N

O
T

B
N

O
T

B
N

O
T

2

M
U

LX
S

B
C

LR

B
C

LR

B
C

LR

B
C

LR

3

D
IV

X
S

B
T

S
T

B
T

S
T

B
T

S
T

B
T

S
T

4 O
R

5

X
O

R

6

A
N

D

7
8

9
A

B
C

D
E

F

*1 *2

B
O

R B
IO

R
BX

O
R BI

XO
R

BA
N

D BI
AN

D
B

LD
B

IL
D

B
S

T B
IS

T

B
O

R B
IO

R
BX

O
R BI

XO
R

BA
N

D BI
AN

D
B

LD
B

IL
D

B
S

T B
IS

T

表
A

.3
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
マ
ッ
プ
（

3）
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命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

C
H

C
L

D
H

D
L

F
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

0の
場
合
を
示
し
ま
す
。

F
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

1の
場
合
を
示
し
ま
す
。

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

E
H

E
L

F
H

F
L

命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

C
H

C
L

D
H

D
L

H
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

0の
場
合
を
示
し
ま
す
。

H
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

1の
場
合
を
示
し
ま
す
。

【
注
】

*　
aa
は
絶
対
ア
ド
レ
ス
指
定

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

E
H

E
L

F
H

F
L

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

G
H

G
L

H
H

H
L

6A
10

aa
aa

6*

6A
10

aa
aa

7*

6A
18

aa
aa

6*

6A
18

aa
aa

7*

AH
AL

BH
BL

C
H

C
LD

H
D

LE
H

E
L

0

B
S

E
T

1

B
N

O
T

2

B
C

LR

3

B
T

S
T

B
O

R B
IO

R
BX

O
R BI

XO
R

BA
N

D BI
AN

D
B

LD
B

IL
D

B
S

T
B

IS
T

4
5

6
7

8
9

A
B

C
D

E
F

6A
30

aa
aa

aa
aa

6*

6A
30

aa
aa

aa
aa

7*

6A
38

aa
aa

aa
aa

6*

6A
38

aa
aa

aa
aa

7*

AH
AL

BH
BL

 ..
. F

H
FL

G
HG
L

0

B
S

E
T

1

B
N

O
T

2

B
C

LR

3

B
T

S
T

B
O

R B
IO

R
BX

O
R BI

XO
R

BA
N

D BI
AN

D
B

LD
B

IL
D

B
S

T
B

IS
T

4
5

6
7

8
9

A
B

C
D

E
F

表
A

.3
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
マ
ッ
プ
（

4）
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A.4 命令実行ステート数 

H8S/2600 CPUの各命令についての実行状態と実行ステート数の計算方法を示します。 

表 A.5に各命令の実行状態として、命令実行中に行われる命令フェッチ、データリード／ライトなどのサイクル

数を示し、表 A.4におのおののサイズに必要なステート数を示します。 

命令の実行ステート数は次の計算式で計算されます。 
 

実行ステート数＝I･SI＋J･SJ+K･SK＋L･SL＋M･SM＋N･SN 

 

実行ステート数計算例 

アドバンストモード、プログラム領域およびスタック領域を外部空間に設定、内部周辺モジュールアクセス時 8

ビットバス幅で 2ステートアクセス、外部デバイスアクセス時 16ビットバス幅で 3ステートアクセス 1ウェイト

挿入とした場合。 
 

1. BSET #0, @FFFFC7:8 

表A.5より 

I＝L＝2、J＝K＝M＝N＝0 

表A.4より 

SI＝4、SL＝2 

実行ステート数＝2×4＋2×2＝12 

2. JSR @@30 

表A.5より 

I＝J＝K＝2、L＝M＝N＝0 

表A.4より 

SI＝SJ＝SK＝4 

実行ステート数＝2×4＋2×4＋2×4＝24 
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表 A.4 実行状態（サイクル）に要するステート数 

実行状態 アクセス対象 

（サイクル） 内蔵 内蔵周辺 外部デバイス 

 メモリ モジュール 8ビットバス 16ビットバス 

  8ビット 

バス 

16ビット

バス 

2ステート

アクセス 

3ステート

アクセス 

2ステート 

アクセス 

3ステート 

アクセス 

命令フェッチ 

S
I
 

1 4 2 4 6+2m 2 3+m 

分岐アドレスリード 

S
J
 

       

スタック操作 

S
K
 

       

バイトデータアクセス 

S
L
 

 2  2 3+m   

ワードデータアクセス 

S
M
 

 4  4 6+2m   

内部動作 

S
N
 

1 

【記号説明】 

m： 外部デバイスアクセス時のウェイトステート数 
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表 A.5 命令実行状態（サイクル数） 

命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

ADD ADD.B #xx:8,Rd 

ADD.B Rs,Rd 

ADD.W #xx:16,Rd 

ADD.W Rs,Rd 

ADD.L #xx:32,ERd 

ADD.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

     

ADDS ADDS #1/2/4,ERd 1      

ADDX ADDX #xx:8,Rd 

ADDX Rs,Rd 

1 

1 

     

AND AND.B #xx:8,Rd 

AND.B Rs,Rd 

AND.W #xx:16,Rd 

AND.W Rs,Rd 

AND.L #xx:32,ERd 

AND.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

ANDC ANDC #xx:8,CCR 

ANDC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

BAND BAND #xx:3,Rd 

BAND #xx:3,@ERd 

BAND #xx:3,@aa:8 

BAND #xx:3,@aa:16 

BAND #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

Bcc BRA d:8    (BT d:8) 

BRN d:8    (BF d:8) 

BHI d:8 

BLS d:8 

BCC d:8    (BHS d:8) 

BCS d:8    (BLO d:8) 

BNE d:8 

BEQ d:8 

BVC d:8 

BVS d:8 

BPL d:8 

BMI d:8 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

Bcc BGE d:8 

BLT d:8 

BGT d:8 

BLE d:8 

BRA d:16    (BT d:16) 

BRN d:16    (BF d:16) 

BHI d:16 

BLS d:16 

BCC d:16  (BHS d:16) 

BCS d:16  (BLO d:16) 

BNE d:16 

BEQ d:16 

BVC d:16 

BVS d:16 

BPL d:16 

BMI d:16 

BGE d:16 

BLT d:16 

BGT d:16 

BLE d:16 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

     

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

BCLR BCLR #xx:3,Rd 

BCLR #xx:3,@ERd 

BCLR #xx:3,@aa:8 

BCLR #xx:3,@aa:16 

BCLR #xx:3,@aa:32 

BCLR Rn,Rd 

BCLR Rn,@ERd 

BCLR Rn,@aa:8 

BCLR Rn,@aa:16 

BCLR Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BIAND BIAND #xx:3,Rd 

BIAND #xx:3,@ERd 

BIAND #xx:3,@aa:8 

BIAND #xx:3,@aa:16 

BIAND #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

BILD BILD #xx:3,Rd 

BILD #xx:3,@ERd 

BILD #xx:3,@aa:8 

BILD #xx:3,@aa:16 

BILD #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BIOR BIOR #xx:8,Rd 

BIOR #xx:8,@ERd 

BIOR #xx:8,@aa:8 

BIOR #xx:8,@aa:16 

BIOR #xx:8,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BIST BIST #xx:3,Rd 

BIST #xx:3,@ERd 

BIST #xx:3,@aa:8 

BIST #xx:3,@aa:16 

BIST #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

  

BIXOR BIXOR #xx:3,Rd 

BIXOR #xx:3,@ERd 

BIXOR #xx:3,@aa:8 

BIXOR #xx:3,@aa:16 

BIXOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BLD BLD #xx:3,Rd 

BLD #xx:3,@ERd 

BLD #xx:3,@aa:8 

BLD #xx:3,@aa:16 

BLD #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BNOT BNOT #xx:3,Rd 

BNOT #xx:3,@ERd 

BNOT #xx:3,@aa:8 

BNOT #xx:3,@aa:16 

BNOT #xx:3,@aa:32 

BNOT Rn,Rd 

BNOT Rn,@ERd 

BNOT Rn,@aa:8 

BNOT Rn,@aa:16 

BNOT Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

BOR BOR #xx:3,Rd 

BOR #xx:3,@ERd 

BOR #xx:3,@aa:8 

BOR #xx:3,@aa:16 

BOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BSET BSET #xx:3,Rd 

BSET #xx:3,@ERd 

BSET #xx:3,@aa:8 

BSET #xx:3,@aa:16 

BSET #xx:3,@aa:32 

BSET Rn,Rd 

BSET Rn,@ERd 

BSET Rn,@aa:8 

BSET Rn,@aa:16 

BSET Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BSR BSR d:8 2  2    

 BSR d:16 2  2   1 

BST BST #xx:3,Rd 

BST #xx:3,@ERd 

BST #xx:3,@aa:8 

BST #xx:3,@aa:16 

BST #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

  

BTST BTST #xx:3,Rd 

BTST #xx:3,@ERd 

BTST #xx:3,@aa:8 

BTST #xx:3,@aa:16 

BTST #xx:3,@aa:32 

BTST Rn,Rd 

BTST Rn,@ERd 

BTST Rn,@aa:8 

BTST Rn,@aa:16 

BTST Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

BXOR BXOR #xx:3,Rd 

BXOR #xx:3,@ERd 

BXOR #xx:3,@aa:8 

BXOR #xx:3,@aa:16 

BXOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

CLRMAC CLRMAC 1     1 *3 

CMP CMP.B #xx:8,Rd 

CMP.B Rs,Rd 

CMP.W #xx:16,Rd 

CMP.W Rs,Rd 

CMP.L #xx:32,ERd 

CMP.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

     

DAA DAA Rd 1      

DAS DAS Rd 1      

DEC DEC.B Rd 

DEC.W #1/2,Rd 

DEC.L #1/2,ERd 

1 

1 

1 

     

DIVXS 

 

DIVXS.B Rs,Rd 

DIVXS.W Rs,ERd 

2 

2 

    11 

19 

DIVXU DIVXU.B Rs,Rd 

DIVXU.W Rs,ERd 

1 

1 

    11 

19 

EEPMOV EEPMOV.B 

EEPMOV.W 

2 

2 

  2n+2 *2 

2n+2 *2 

  

EXTS EXTS.W Rd 

EXTS.L ERd 

1 

1 

     

EXTU EXTU.W Rd 

EXTU.L ERd 

1 

1 

     

INC INC.B Rd 

INC.W #1/2,Rd 

INC.L #1/2,ERd 

1 

1 

1 

     

JMP JMP @ERn 

JMP @aa:24 

2 

2 

     

1 

 JMP @@aa:8 2 2    1 

JSR JSR @ERn 2  2    

 JSR @aa:24 2  2   1 

 JSR @@aa:8 2 2 2    
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

LDC LDC #xx:8,CCR 

LDC #xx:8,EXR 

LDC Rs,CCR 

LDC Rs,EXR 

LDC @ERs,CCR 

LDC @ERs,EXR 

LDC @(d:16,ERs),CCR 

LDC @(d:16,ERs),EXR 

LDC @(d:32,ERs),CCR 

LDC @(d:32,ERs),EXR 

LDC @ERs+,CCR 

LDC @ERs+,EXR 

LDC @aa:16,CCR 

LDC @aa:16,EXR 

LDC @aa:32,CCR 

LDC @aa:32,EXR 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

5 

5 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

    

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

LDM*5 LDM.L @SP+, (ERn-ERn+1) 

LDM.L @SP+, (ERn-ERn+2) 

LDM.L @SP+, (ERn-ERn+3) 

2 

2 

2 

 4 

6 

8 

  1 

1 

1 

LDMAC LDMAC ERs, MACH 

LDMAC ERs, MACL 

1 

1 

    1 *3 

1 *3 

MAC MAC @ERn+, @ERm+ 2    2  

MOV MOV.B #xx:8,Rd 

MOV.B Rs,Rd 

MOV.B @ERs,Rd 

MOV.B @(d:16,ERs),Rd 

MOV.B @(d:32,ERs),Rd 

MOV.B @ERs+,Rd 

MOV.B @aa:8,Rd 

MOV.B @aa:16,Rd 

MOV.B @aa:32,Rd 

MOV.B Rs,@ERd 

MOV.B Rs,@(d:16,ERd) 

MOV.B Rs,@(d:32,ERd) 

MOV.B Rs,@-ERd 

1 

1 

1 

2 

4 

1 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

1 

   

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

MOV MOV.B Rs,@aa:8 

MOV.B Rs,@aa:16 

MOV.B Rs,@aa:32 

MOV.W #xx:16,Rd 

MOV.W Rs,Rd 

MOV.W @ERs,Rd 

MOV.W @(d:16,ERs),Rd 

MOV.W @(d:32,ERs),Rd 

MOV.W @ERs+,Rd 

MOV.W @aa:16,Rd 

MOV.W @aa:32,Rd 

MOV.W Rs,@ERd 

MOV.W Rs,@(d:16,ERd) 

MOV.W Rs,@(d:32,ERd) 

MOV.W Rs,@-ERd 

MOV.W Rs,@aa:16 

MOV.W Rs,@aa:32 

MOV.L #xx:32,ERd 

MOV.L ERs,ERd 

MOV.L @ERs,ERd 

MOV.L @(d:16,ERs),ERd 

MOV.L @(d:32,ERs),ERd 

MOV.L @ERs+,ERd 

MOV.L @aa:16,ERd 

MOV.L @aa:32,ERd 

MOV.L ERs,@ERd 

MOV.L ERs,@(d:16,ERd) 

MOV.L ERs,@(d:32,ERd) 

MOV.L ERs,@-ERd 

MOV.L ERs,@aa:16 

MOV.L ERs,@aa:32 

1 

2 

3 

2 

1 

1 

2 

4 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

1 

2 

3 

3 

1 

2 

3 

5 

2 

3 

4 

2 

3 

5 

2 

3 

4 

  1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

MOVFPE MOVFPE @:aa:16,Rd 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE MOVTPE Rs,@:aa:16  

MULXS MULXS.B Rs,Rd 2     2*3 

 MULXS.W Rs,ERd 2     3*3 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

MULXU MULXU.B Rs,Rd 1     2*3 

 MULXU.W Rs,ERd 1     3*3 

NEG NEG.B Rd 

NEG.W Rd 

NEG.L ERd 

1 

1 

1 

     

NOP NOP 1      

NOT NOT.B Rd 

NOT.W Rd 

NOT.L ERd 

1 

1 

1 

     

OR OR.B #xx:8,Rd 

OR.B Rs,Rd 

OR.W #xx:16,Rd 

1 

1 

2 

     

 OR.W Rs,Rd 

OR.L #xx:32,ERd 

OR.L ERs,ERd 

1 

3 

2 

     

ORC ORC #xx:8,CCR 

ORC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

POP POP.W Rn 

POP.L ERn 

1 

2 

   1 

2 

1 

1 

PUSH PUSH.W Rn 

PUSH.L ERn 

1 

2 

   1 

2 

1 

1 

ROTL ROTL.B Rd 

ROTL.B #2,Rd 

ROTL.W Rd 

ROTL.W #2,Rd 

ROTL.L ERd 

ROTL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTR ROTR.B Rd 

ROTR.B #2,Rd 

ROTR.W Rd 

ROTR.W #2,Rd 

ROTR.L ERd 

ROTR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

ROTXL ROTXL.B Rd 

ROTXL.B #2,Rd 

ROTXL.W Rd 

ROTXL.W #2,Rd 

ROTXL.L ERd 

ROTXL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTXR ROTXR.B Rd 

ROTXR.B #2,Rd 

ROTXR.W Rd 

ROTXR.W #2,Rd 

ROTXR.L ERd 

ROTXR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

RTE RTE 2  2 / 3 *1   1 

RTS RTS 2  2   1 

SHAL SHAL.B Rd 

SHAL.B #2,Rd 

SHAL.W Rd 

SHAL.W #2,Rd 

SHAL.L ERd 

SHAL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHAR SHAR.B Rd 

SHAR.B #2,Rd 

SHAR.W Rd 

SHAR.W #2,Rd 

SHAR.L ERd 

SHAR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHLL SHLL.B Rd 

SHLL.B #2,Rd 

SHLL.W Rd 

1 

1 

1 

     

 SHLL.W #2,Rd 

SHLL.L ERd 

SHLL.L #2,ERd 

1 

1 

1 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

SHLR SHLR.B Rd 

SHLR.B #2,Rd 

SHLR.W Rd 

SHLR.W #2,Rd 

SHLR.L ERd 

SHLR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SLEEP SLEEP 1     1 

STC STC.B CCR,Rd 

STC.B EXR,Rd 

STC.W CCR,@ERd 

STC.W EXR,@ERd 

STC.W CCR,@(d:16,ERd) 

STC.W EXR,@(d:16,ERd) 

STC.W CCR,@(d:32,ERd) 

STC.W EXR,@(d:32,ERd) 

STC.W CCR,@-ERd 

STC.W EXR,@-ERd 

STC.W CCR,@aa:16 

STC.W EXR,@aa:16 

STC.W CCR,@aa:32 

STC.W EXR,@aa:32 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

5 

5 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

    

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

 

 

 

 

STM*5 STM.L (ERn-ERn+1),@-SP 

STM.L (ERn-ERn+2),@-SP 

STM.L (ERn-ERn+3),@-SP 

2 

2 

2 

 4 

6 

8 

  1 

1 

1 

STMAC STMAC MACH,Erd 

STMAC MACL,ERd 

1 

1 

    *3 

*3 

SUB SUB.B Rs,Rd 

SUB.W #xx:16,Rd 

SUB.W Rs,Rd 

SUB.L #xx:32,ERd 

SUB.L ERs,ERd 

1 

2 

1 

3 

1 

     

SUBS SUBS #1/2/4,ERd 1      

SUBX SUBX #xx:8,Rd 

SUBX Rs,Rd 

1 

1 

     

TAS*4 TAS @ERd 2   2   

TRAPA TRAPA #x:2 2 2 2 / 3 *1   2 
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命令 ニーモニック 

 

命令 

フェッチ 

分岐 

アドレス 

リード 

スタック

操作 

バイト 

データ 

アクセス 

ワード 

データ 

アクセス 

内部動作 

  I J K L M N 

XOR XOR.B #xx:8,Rd 

XOR.B Rs,Rd 

XOR.W #xx:16,Rd 

XOR.W Rs,Rd 

XOR.L #xx:32,ERd 

XOR.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

XORC XORC #xx:8,CCR 

XORC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

【注】 *1 EXRが無効なとき 2、有効なとき 3になります。 

 *2 転送データが nバイトのとき。 

 *3 直前の命令によって、内部動作が 0～3ステート追加される場合があります。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *5 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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A.5 命令実行中のバス状態 

本 CPUの個々の命令についての実行状態を表 A.6に示します。実行状態に必要なステート数に関しては、表

A.4を参照してください。 

《表の見方》 

命令

JMP＠aa:24 R:W  2nd 内部動作1ステート R:W  EA

1 2 3 4 5 6 7 8

命令の終了

実行の順序

実効アドレスをワードサイズでリードします。

リード／ライトは行いません。

実行中の命令の第2ワードをワードサイズで
リードします。

 

《記号説明》 
 

R：B バイトサイズリードを行います。 

R：W ワードサイズリードを行います。 

W：B バイトサイズライトを行います。 

W：W ワードサイズライトを行います。 

：M 本サイクル直後はバス権移譲を行いません。 

2nd 第 2ワード（第 3・第 4バイト）のアドレスです。 

3rd 第 3ワード（第 5・第 6バイト）のアドレスです。 

4th 第 4ワード（第 7・第 8バイト）のアドレスです。 

5th 第 5ワード（第 9・第 10バイト）のアドレスです。 

NEXT 実行中の命令の直後の命令の先頭アドレスです。 

EA 実効アドレスです。 

VEC ベクタアドレスです。 
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8ビットバス・3ステートアクセス・ウェイトなしの場合、上記命令実行中のアドレスバス、RD、HWR、LWR

のタイミングを図 A.1に示します。 

φ

アドレスバス

RD

HWR、LWR

R:W  2nd

実行命令の
第3バイトフェッチ

実行命令の
第4バイトフェッチ

分岐先命令の
第1バイトフェッチ

分岐先命令の
第2バイトフェッチ

R:W  EA

Highレベル

内部
動作

 

図 A.1 アドレスバス、RD、HWR、LWRのタイミング 

（8ビットバス・3ステートアクセス・ウェイトなしの場合） 
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表 A.6 命令の実行状態 

命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ADD.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

ADD.B Rs,Rd R:W NEXT         

ADD.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

ADD.W Rs,Rd R:W NEXT         

ADD.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

ADD.L ERs,ERd R:W NEXT         

ADDS #1/2/4,ERd R:W NEXT         

ADDX #xx:8,Rd R:W NEXT         

ADDX Rs,Rd R:W NEXT         

AND.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

AND.B Rs,Rd R:W NEXT         

AND.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W: NEXT        

AND.W Rs,Rd R:W NEXT         

AND.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

AND.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

ANDC #xx:8,CCR R:W NEXT         

ANDC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

BAND #xx:3,Rd R:W NEXT         

BAND #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BAND #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BAND #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BAND #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BRA d:8(BT d:8) R:W NEXT R:W EA        

BRN d:8(BF d:8) R:W NEXT R:W EA        

BHI d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLS d:8 R:W NEXT R:W EA        

BCC d:8(BHS d:8) R:W NEXT R:W EA        

BCS d:8(BLO d:8) R:W NEXT R:W EA        

BNE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BEQ d:8 R:W NEXT R:W EA        

BVC d:8 R:W NEXT R:W EA        

BVS d:8 R:W NEXT R:W EA        

BPL d:8 R:W NEXT R:W EA        
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BMI d:8 R:W NEXT R:W EA        

BGE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLT d:8 R:W NEXT R:W EA        

BGT d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BRA d:16(BT d:16) R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BRN d:16(BF d:16) R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BHI d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BLS d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BCC d:16(BHS d:16) R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BCS d:16(BLO d:16) R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BNE d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BEQ d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BVC d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BVS d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BPL d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BMI d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BGE d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BLT d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BGT d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BLE d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

BCLR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BCLR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BCLR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BCLR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BCLR Rn,Rd R:W NEXT         

BCLR Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BCLR Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BIAND #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIAND #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIAND #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIAND #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BIAND #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BILD #xx:3,Rd R:W NEXT         

BILD #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BILD #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BILD #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B: EA R:W:M 

NEXT 

     

BILD #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BIOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BIOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BIST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BIST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BIST #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BIST #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BIXOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIXOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIXOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIXOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BIXOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BLD #xx:3,Rd R:W NEXT         

BLD #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BLD #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BLD #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BLD #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BNOT #xx:3,Rd R:W NEXT         

BNOT #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BNOT #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BNOT Rn,Rd R:W NEXT         

BNOT Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BNOT Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BNOT Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W NEXT     

BSET #xx:3,Rd R:W NEXT         

BSET #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BSET #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BSET Rn,Rd R:W NEXT         

BSET Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BSET Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BSR d:8 R:W NEXT R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ(L)      

BSR d:16 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ(L)     

BST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BST #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BST #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BTST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BTST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BTST #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BTST Rn,Rd R:W NEXT         

BTST Rn,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BTST Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BXOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BXOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BXOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BXOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BXOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

CLRMAC R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

       

CMP.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

CMP.B Rs,Rd R:W NEXT         

CMP.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

CMP.W Rs,Rd R:W NEXT         

CMP.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

CMP.L ERs,ERd R:W NEXT         

DAA Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

DAS Rd R:W NEXT         

DEC.B Rd R:W NEXT         

DEC.W #1/2,Rd R:W NEXT         

DEC.L #1/2,ERd R:W NEXT         

DIVXS.B Rs,Rd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 11ステート     

DIVXS.W Rs,ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 19ステート   

DIVXU.B Rs,Rd R:W NEXT 内部動作 11ステート      

DIVXU.W Rs,ERd R:W NEXT 内部動作 19ステート    

EEPMOV.B R:W 2nd R:B EAs  *1 R:B EAd  *1 R:B EAs  *2 W:B EAd *2 R:W NEXT    

EEPMOV.W R:W 2nd R:B EAs  *1 R:B EAd  *1 R:B EAs  *2 W:B EAd *2 R:W NEXT    

EXTS.W Rd R:W NEXT   ←   n回繰り返す *2 →     

EXTS.L ERd R:W NEXT         

EXTU.W Rd R:W NEXT         

EXTU.L ERd R:W NEXT         

INC.B Rd R:W NEXT         

INC.W #1/2,Rd R:W NEXT         

INC.L #1/2,ERd R:W NEXT         

JMP @ERn R:W NEXT R:W EA        

JMP @aa:24 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

JMP @@aa:8 R:W NEXT R:W:M  

aa:8 

R:W aa:8 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA     

JSR @ERn R:W NEXT R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ(L)      

JSR @aa:24 R:W 2nd 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ(L)     

JSR @@aa:8 R:W NEXT R:W:M aa:8 R:W aa:8 W:W:M ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ(L) R:W EA    

LDC #xx:8,CCR R:W NEXT         

LDC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

LDC Rs,CCR R:W NEXT         

LDC Rs,EXR R:W NEXT         

LDC @ERs,CCR R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

LDC @ERs,EXR R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

LDC@(d:16,ERs),CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC@(d:16,ERs),EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC@(d:32,ERs),CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT R:W EA    

LDC@(d:32,ERs),EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT R:W EA    
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LDC @ERs+,CCR R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA      

LDC @ERs+,EXR R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA      

LDC @aa:16,CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC @aa:16,EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC @aa:32,CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

LDC @aa:32,EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+1)*9 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M   

スタック(H) 

*3 

R:W  

スタック(L) 

*3 

    

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+2)*9 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M  

スタック(H) 

*3 

R:W  

スタック(L) 

*3 

    

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+3)*9 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M  

スタック(H) 

*3 

R:W  

スタック(L) 

*3 

    

LDMAC ERs,MACH R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

 ←  n回繰り返す  *3   →     

LDMAC ERs,MACL R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

       

MAC 

@ERn+,@ERm+ 

R:W 2nd R:W NEXT R:W EAh R:W EAm      

MOV.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

MOV.B Rs,Rd R:W NEXT         

MOV.B @ERs,Rd R:W NEXT R:B EA        

MOV.B @(d:16,ERs), 

Rd 

R:W 2nd R:W NEXT R:B EA       

MOV.B @(d:32,ERs), 

Rd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:B EA     

MOV.B @ERs+,Rd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:B EA       

MOV.B @aa:8,Rd R:W NEXT R:B EA        

MOV.B @aa:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT R:B EA       

MOV.B @aa:32,Rd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:B EA      

MOV.B Rs,@ERd R:W NEXT W:B EA        

MOV.B Rs, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W NEXT W:B EA       

MOV.B Rs, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:B EA     
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MOV.B Rs,@-ERd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:B EA       

MOV.B Rs,@aa:8 R:W NEXT W:B EA        

MOV.B Rs,@aa:16 R:W 2nd R:W NEXT W:B EA       

MOV.B Rs,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:B EA      

MOV.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

MOV.W Rs,Rd R:W NEXT         

MOV.W @ERs,Rd R:W NEXT R:W EA        

MOV.W 

@(d:16,ERs),Rd 

R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

MOV.W 

@(d:32,ERs),Rd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

MOV.W @ERs+,Rd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

MOV.W @aa:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

MOV.W @aa:32,Rd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:B EA      

MOV.W Rs,@ERd R:W NEXT W:W EA        

MOV.W Rs, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

MOV.W Rs, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

MOV.W Rs,@-ERd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W EA       

MOV.W Rs,@aa:16 R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

MOV.W Rs,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

MOV.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

MOV.L ERs,ERd R:W NEXT         

MOV.L @ERs,ERd R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

R:W:M EA R:W EA+2      

MOV.L @(d:16,ERs), 

ERd 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L @(d:32,ERs), 

ERd 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W:M 4th R:W 5th R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2   

MOV.L @ERs+,ERd R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L @aa:16,ERd R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L @aa:32,ERd R:W 2nd R:W:M 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2    
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

MOV.L ERs,@ERd R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

W:W:M EA W:W EA+2      

MOV.L ERs, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L ERs, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W:M 4th R:W 5th R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2   

MOV.L ERs,@-ERd R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L ERs,@aa:16 R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L ERs,@aa:32 R:W 2nd R:W:M 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2    

MOVFPE @aa:16,Rd 

MOVTPE Rs,@aa:16 

本 LSIでは使用できません。 

MULXS.B Rs,Rd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 2ステート      

MULXS.W Rs,ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 3ステート     

MULXU.B Rs,Rd R:W NEXT 内部動作 2ステート       

MULXU.W Rs,ERd R:W NEXT 内部動作 3ステート      

NEG.B Rd R:W NEXT         

NEG.W Rd R:W NEXT         

NEG.L ERd R:W NEXT         

NOP R:W NEXT         

NOT.B Rd R:W NEXT         

NOT.W Rd R:W NEXT         

NOT.L ERd R:W NEXT         

OR.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

OR.B Rs,Rd R:W NEXT         

OR.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

OR.W Rs,Rd R:W NEXT         

OR.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

OR.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

ORC #xx:8,CCR R:W NEXT         

ORC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

POP.W Rn R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W EA       

POP.L ERn R:W 2nd R:W:M  

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W:M EA R:W EA+2     

PUSH.W Rn R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W EA       

PUSH.L ERn R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W:M EA W:W EA+2     
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ROTL.B Rd R:W NEXT         

ROTL.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTL.W Rd R:W NEXT         

ROTL.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTL.L ERd R:W NEXT         

ROTL.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTR.B Rd R:W NEXT         

ROTR.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTR.W Rd R:W NEXT         

ROTR.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTR.L ERd R:W NEXT         

ROTR.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTXL.B Rd R:W NEXT         

ROTXL.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTXL.W Rd R:W NEXT         

ROTXL.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTXL.L ERd R:W NEXT         

ROTXL.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTXR.B Rd R:W NEXT         

ROTXR.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTXR.W Rd R:W NEXT         

ROTXR.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTXR.L ERd R:W NEXT         

ROTXR.L #2,ERd R:W NEXT         

RTE R:W NEXT R:W ｽﾀｯｸ

(EXR) 

R:W  ｽﾀｯｸ

(H) 

R:W  ｽﾀｯｸ

(L) 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W  *4    

RTS R:W NEXT R:W:M ｽﾀｯｸ

(H) 

R:W  ｽﾀｯｸ

(L) 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W  *4     

SHAL.B Rd R:W NEXT         

SHAL.B #2,Rd R:W NEXT         

SHAL.W Rd R:W NEXT         

SHAL.W #2,Rd R:W NEXT         

SHAL.L ERd R:W NEXT         

SHAL.L #2,ERd R:W NEXT         

SHAR.B Rd R:W NEXT         

SHAR.B #2,Rd R:W NEXT         

SHAR.W Rd R:W NEXT         

SHAR.W #2,Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

SHAR.L ERd R:W NEXT         

SHAR.L #2,ERd R:W NEXT         

SHLL.B Rd R:W NEXT         

SHLL.B #2,Rd R:W NEXT         

SHLL.W Rd R:W NEXT         

SHLL.W #2,Rd R:W NEXT         

SHLL.L ERd R:W NEXT         

SHLL.L #2,ERd R:W NEXT         

SHLR.B Rd R:W NEXT         

SHLR.B #2,Rd R:W NEXT         

SHLR.W Rd R:W NEXT         

SHLR.W #2,Rd R:W NEXT         

SHLR.L ERd R:W NEXT         

SHLR.L #2,ERd R:W NEXT         

SLEEP R:W NEXT 内部動作:M        

STC CCR,Rd R:W NEXT         

STC EXR,Rd R:W NEXT         

STC CCR,@ERd R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

STC EXR,@ERd R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

STC CCR, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC EXR, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC CCR, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT W:W EA    

STC EXR, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT W:W EA    

STC CCR,@-ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W EA      

STC EXR,@-ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W EA      

STC CCR,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC EXR,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC CCR,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

STC EXR,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

STM.L (ERn-ERn+1), 

@-SP*9 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W:M ｽﾀｯ

ｸ(H) *3 

W:W ｽﾀｯｸ

(L) *3 
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

STM.L (ERn-ERn+2), 

@-SP*9 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W:M ｽﾀｯ

ｸ(H) *3 

W:W ｽﾀｯｸ

(L) *3 

    

STM.L (ERn-ERn+3), 

@-SP*9 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W:M ｽﾀｯ

ｸ(H) *3 

W:W ｽﾀｯｸ

(L) *3 

    

STMAC MACH,Erd R:W NEXT         

STMAC MACL,ERd R:W NEXT         

SUB.B Rs,Rd R:W NEXT         

SUB.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

SUB.W Rs,Rd R:W NEXT         

SUB.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

SUB.L ERs,ERd R:W NEXT         

SUBS #1/2/4,ERd R:W NEXT         

SUBX #xx:8,Rd R:W NEXT         

SUBX Rs,Rd R:W NEXT         

TAS @ERd   *8 R:W 2nd R:W NEXT R:B:M EA W:B EA      

TRAPA #x:2 R:W NEXT 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W ｽﾀｯｸ

(L) 

W:W ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ

(EXR) 

R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W   *7 

XOR.B #xx8,Rd R:W NEXT         

XOR.B Rs,Rd R:W NEXT         

XOR.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

XOR.W Rs,Rd R:W NEXT         

XOR.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

XOR.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

XORC #xx:8,CCR R:W NEXT         

XORC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

リセット例外処理 R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W   *5      

割り込み例外処理 

 

R:W   *6 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

W:W ｽﾀｯｸ

(L) 

W:W ｽﾀｯｸ

(H) 

W:W ｽﾀｯｸ

(EXR) 

R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 

1 ｽﾃｰﾄ 

R:W   *7 

【注】 *1 EAsは ER5、EAdは ER6の内容です。 

 *2 EAsは ER5、EAdは ER6の内容で、実行後それぞれ 1が加算されます。 

  また、nは R4Lまたは R4の初期値であり、n=0のときこれらの実行は行われません。 

 *3 2本退避／復帰時は 2回、3本退避／復帰時は 3回、4本退避／復帰時は 4回繰り返します。 

 *4 リターン後の先頭アドレスです。 

 *5 プログラムのスタートアドレスです。 

 *6 プリフェッチアドレスです。退避される PCに 2を加算したアドレスです。 

  また、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時にはリード動作は行われず、内部動作となり

ます。 
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 *7 割り込み処理ルーチンの先頭アドレスです。 

 *8 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *9 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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A.6 コンディションコードの変化 

CPUの各命令について、命令実行後のコンディションコードの変化を示します。以下に、表中で使われている

記号を説明します。 
 

m＝ 31 ：ロングワードサイズのとき 

 15 ：ワードサイズのとき 

 7 ：バイトサイズのとき 

Si  ：ソースオペランドのビット i 

Di  ：デスティネーションオペランドのビット i 

Ri  ：結果のビット i 

Dn  ：デスティネーションオペランドの指定されたビット 

－  ：影響なし 

  ：実行結果に応じて変化（定義参照） 

0  ：常に 0にクリア 

1  ：常に 1にセット 

*  ：値を保証しません 

Z'  ：実行前の Zフラグ 

C'  ：実行前の Cフラグ 
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表 A.7 コンディションコードの変化 

命 令 H N Z V C 定 義 

ADD      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

ADDS － － － － －  

ADDX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Z'・Rm・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

AND －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ANDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

BAND － － － －  C＝C'・Dn 

Bcc － － － － －  

BCLR － － － － －  

BIAND － － － －  C＝C'・Dn 

BILD － － － －  C＝Dn 

BIOR － － － －  C＝C' + Dn 

BIST － － － － －  

BIXOR － － － －  C＝C'・Dn + C'・Dn 

BLD － － － －  C＝Dn 

BNOT － － － － －  

BOR － － － －  C＝C'  + Dn 

BSET － － － － －  

BSR － － － － －  

BST － － － － －  

BTST － －  － － Z=Dn 

BXOR － － － －  C＝C'・Dn + C'・Dn 

CLRMAC － － － － －  
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命 令 H N Z V C 定 義 

CMP      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

DAA ＊   ＊  N=Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C：10進加算のキャリ 

DAS ＊   ＊  N=Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C：10進減算のボロ－ 

DEC －    － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Dm・Rm 

DIVXS －   － － N＝Sm・Dm + Sm・Dm 

Z＝Sm・Sm-1・ …… ・S0 

DIVXU －   － － N＝Sm 

Z＝Sm・Sm-1・ …… ・S0 

EEPMOV － － － － －  

EXTS －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

EXTU － 0  0 － Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

INC －    － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Dm・Rm 

JMP － － － － －  

JSR － － － － －  

LDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

LDM － － － － －  

LDMAC － － － － －  

MAC － － － － －  

MOV －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
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命 令 H N Z V C 定 義 

MOVFPE 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE  

MULXS －   － － N＝R2m 

Z＝R2m・R2m-1・ …… ・R0 

MULXU － － － － －  

NEG      H＝Dm-4 + Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Dm・Rm 

C＝Dm + Rm 

NOP － － － － －  

NOT －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

OR －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

POP －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

PUSH －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ROTL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTR －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

ROTXL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTXR －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

RTE      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

RTS － － － － －  
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命 令 H N Z V C 定 義 

SHAL －     N＝Rm

Z＝Rm・Rm-1・　……　・R0

V＝Dm・Dm-1 + Dm・Dm-1（1ビットのとき）

V＝Dm・Dm-1・Dm-2・Dm・Dm-1・Dm-2（2ビットのとき）

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき）  

SHAR －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SHLL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

SHLR － 0  0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SLEEP － － － － －  

STC － － － － －  

STM － － － － －  

STMAC －    － N＝MAC命令の結果、MACレジスタが負のとき 

Z＝MAC命令の結果、MACレジスタが 0のとき 

V＝MAC命令の結果、オーバフローが発生したとき 

SUB      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

SUBS － － － － －  

SUBX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Z'・Rm・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

TAS －   0 － N＝Dm 

Z＝Dm・Dm-1・ …… ・D0 

TRAPA － － － － －  

XOR －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

XORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 
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B. 内部 I/Oレジスタ 

B.1 アドレス一覧 

アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FDAC DADR2         8 

H'FDAD DADR3         

D/A2, 

D/A3  

H'FDAE DACR23 DAOE1 DAOE0 DAE － － － － －   

H'FDB0 IrCR IrE IrCKS2 IrCKS1 IrCKS0 － － － － SCI0,IrDA  

H'FDB4 SCRX － IICX1 IICX0 IICE FLSHE － － －  

H'FDB5 DDCSWR     CLR3 CLR2 CLR1 CLR0 

IIC 

 

H'FDB8 DADRAH0/

DACR0 

DA13/

TEST

DA12/ 

PWME 

DA11/－ DA10/－ DA9/OEB DA8/OEA DA7/OS DA6/CKS PWM0  

H'FDB9 DADRAL0 DA5 DA4 DA3 DA2 DA1 DA0 CFS －   

H'FDBA DADRBH0/

DACNTH0 

DA13/ DA12/ DA11/ DA10/ DA9/ DA8/ DA7/ DA6/   

H'FDBB DADRBL0 

/DACNTL0 

DA5/ DA4/ DA3/ DA2/ DA1/ DA0/ CFS/ REGS   

H'FDBC DADRAH1/

DACR1 

DA13/

TEST

DA12/ 

PWME 

DA11/－ DA10/－ DA9/OEB DA8/OEA DA7/OS DA6/CKS PWM1  

H'FDBD DADRAL1 DA5 DA4 DA3 DA2 DA1 DA0 CFS －   

H'FDBE DADRBH1/

DACNTH1 

DA13/ DA12/ DA11/ DA10/ DA9/ DA8/ DA7/ DA6/   

H'FDBF DADRBL1 

/DACNTL1 

DA5/ DA4/ DA3/ DA2/ DA1/ DA0/ CFS/ REGS   

H'FDC0 TCR2 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 16 

H'FDC1 TCR3 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 

TMR2, 

TMR3  

H'FDC2 TCSR2 CMFB CMFA OVF － OS3 OS2 OS1 OS0   

H'FDC3 TCSR3 CMFB CMFA OVF － OS3 OS2 OS1 OS0   

H'FDC4 TCORA2           

H'FDC5 TCORA3           

H'FDC6 TCORB2           

H'FDC7 TCORB3           

H'FDC8 TCNT2           

H'FDC9 TCNT3           
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FDD0 SMR3 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 8 

  GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0  

H'FDD1 BRR3          

H'FDD2 SCR3 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0  

H'FDD3 TDR3         

SCI3,  

スマート

カード 

インタ 

フェース 
 

H'FDD4 SSR3 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT   

  TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT   

H'FDD5 RDR3           

H'FDD6 SCMR3 － － － － SDIR SINV － SMIF   

H'FDD8 SMR4 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0  

  GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0  

H'FDD9 BRR4          

H'FDDA SCR4 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0  

H'FDDB TDR4         

SCI4, 

スマート 

カード 

インタ 

フェース  

H'FDDC SSR4 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT   

  TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT   

H'FDDD RDR4           

H'FDDE SCMR4 － － － － SDIR SINV － SMIF   

H'FDE4 SBYCR SSBY STS2 SYS1 STS0 OPE － － － システム  

H'FDE5 SYSCR MACS － INTM1 INTM0 NMIEG MRESE － RAME   

H'FDE6 SCKCR PSTOP － － － STCS SCK2 SCK1 SCK0   

H'FDE7 MDCR － － － － － MDS2 MDS1 MDS0   

H'FDE8 MSTPCRA MSTPA7 MSTPA6 MSTPA5 MSTPA4 MSTPA3 MSTPA2 MSTPA1 MSTPA0   

H'FDE9 MSTPCRB MSTPB7 MSTPB6 MSTPB5 MSTPB4 MSTPB3 MSTPB2 MSTPB1 MSTPB0   

H'FDEA MSTPCRC MSTPC7 MSTPC6 MSTPC5 MSTPC4 MSTPC3 MSTPC2 MSTPC1 MSTPC0   

H'FDEB PFCR CSS07 CSS36 BUZZE LCASS AE3 AE2 AE1 AE0   

H'FDEC LPWRCR DTON LSON NESEL SUBSTP RFCUT － STC1 STC0   
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FE00 BARA － － － － － － － － PBC 8 

H'FE01  BAA23 BAA22 BAA21 BAA20 BAA19 BAA18 BAA17 BAA16   

H'FE02  BAA15 BAA14 BAA13 BAA12 BAA11 BAA10 BAA9 BAA8   

H'FE03  BAA7 BAA6 BAA5 BAA4 BAA3 BAA2 BAA1 BAA0   

H'FE04 BARB － － － － － － － －   

H'FE05  BAA23 BAA22 BAA21 BAA20 BAA19 BAA18 BAA17 BAA16   

H'FE06  BAA15 BAA14 BAA13 BAA12 BAA11 BAA10 BAA9 BAA8   

H'FE07  BAA7 BAA6 BAA5 BAA4 BAA3 BAA2 BAA1 BAA0   

H'FE08 BCRA CMFA CDA BAMRA2 BAMRA1 BAMRA0 CSELA1 CSELA0 BIEA   

H'FE09 BCRB CMFB CDB BAMRB2 BAMRB1 BAMRB0 CSELB1 CSELB0 BIEB   

H'FE12 ISCRH IRQ7SCB IRQ7SCA IRQ6SCB IRQ6SCA IRQ5SCB IRQ5SCA IRQ4SCB IRQ4SCA 8 

H'FE13 ISCRL IRQ3SCB IRQ3SCA IRQ2SCB IRQ2SCA IRQ1SCB IRQ1SCA IRQ0SCB IRQ0SCA  

H'FE14 IER IRQ7E IRQ6E IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E 

割り込み 

コントロ 

ーラ  

H'FE15 ISR IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F   

H'FE16 DTCERA DTCEA7 DTCEA6 DTCEA5 DTCEA4 DTCEA3 DTCEA2 DTCEA1 DTCEA0 DTC  

H'FE17 DTCERB DTCEB7 DTCEB6 DTCEB5 DTCEB4 DTCEB3 DTCEB2 DTCEB1 DTCEB0   

H'FE18 DTCERC DTCEC7 DTCEC6 DTCEC5 DTCEC4 DTCEC3 DTCEC2 DTCEC1 DTCEC0   

H'FE19 DTCERD DTCED7 DTCED6 DTCED5 DTCED4 DTCED3 DTCED2 DTCED1 DTCED0   

H'FE1A DTCERE DTCEE7 DTCEE6 DTCEE5 DTCEE4 DTCEE3 DTCEE2 DTCEE1 DTCEE0   

H'FE1B DTCERF DTCEF7 DTCEF6 DTCEF5 DTCEF4 DTCEF3 DTCEF2 DTCEF1 DTCEF0   

H'FE1E DTCERI DTCEI7 DTCEI6 DTCEI5 DTCEI4 DTCEI3 DTCEI2 DTCEI1 DTCEI0   

H'FE1F DTVECR SWDTE DTVEC6 DTVEC5 DTVEC4 DTVEC3 DTVEC2 DTVEC1 DTVEC0   

H'FE26 PCR G3CMS1 G3CMS0 G2CMS1 G2CMS0 G1CMS1 G1CMS0 G0CMS1 G0CMS0 PPG 8 

H'FE27 PMR G3INV G2INV G1INV G0INV G3NOV G2NOV G1NOV G0NOV   

H'FE28 NDERH NDER15 NDER14 NDER13 NDER12 NDER11 NDER10 NDER9 NDER8   

H'FE29 NDERL NDER7 NDER6 NDER5 NDER4 NDER3 NDER2 NDER1 NDER0   

H'FE2A PODRH POD15 POD14 POD13 POD12 POD11 POD10 POD9 POD8   

H'FE2B PODRL POD7 POD6 POD5 POD4 POD3 POD2 POD1 POD0   

H'FE2C NDRH NDR15 NDR14 NDR13 NDR12 NDR11 NDR10 NDR9 NDR8   

H'FE2D NDRL NDR7 NDR6 NDR5 NDR4 NDR3 NDR2 NDR1 NDR0   

H'FE2E NDRH － － － － NDR11 NDR10 NDR9 NDR8   

H'FE2F NDRL － － － － NDR3 NDR2 NDR1 NDR0   
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FE30 P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR ポート 8 

H'FE31 P2DDR P27DDR P26DDR P25DDR P24DDR P23DDR P22DDR P21DDR P20DDR   

H'FE32 P3DDR P37DDR P36DDR P35DDR P34DDR P33DDR P32DDR P31DDR P30DDR   

H'FE34 P5DDR － － － － － P52DDR P51DDR P50DDR   

H'FE36 P7DDR P77DDR P76DDR P75DDR P74DDR P73DDR P72DDR P71DDR P70DDR   

H'FE37 P8DDR － P86DDR P85DDR P84DDR P83DDR P82DDR P81DDR P80DDR   

H'FE39 PADDR PA7DDR PA6DDR PA5DDR PA4DDR PA3DDR PA2DDR PA1DDR PA0DDR   

H'FE3A PBDDR PB7DDR PB6DDR PB5DDR PB4DDR PB3DDR PB2DDR PB1DDR PB0DDR   

H'FE3B PCDDR PC7DDR PC6DDR PC5DDR PC4DDR PC3DDR PC2DDR PC1DDR PC0DDR   

H'FE3C PDDDR PD7DDR PD6DDR PD5DDR PD4DDR PD3DDR PD2DDR PD1DDR PD0DDR   

H'FE3D PEDDR PE7DDR PE6DDR PE5DDR PE4DDR PE3DDR PE2DDR PE1DDR PE0DDR   

H'FE3E PFDDR PF7DDR PF6DDR PF5DDR PF4DDR PF3DDR PF2DDR PF1DDR PF0DDR   

H'FE3F PGDDR － － － PG4DDR PG3DDR PG2DDR PG1DDR PG0DDR   

H'FE40 PAPCR PA7PCR PA6PCR PA5PCR PA4PCR PA3PCR PA2PCR PA1PCR PA0PCR   

H'FE41 PBPCR PB7PCR PB6PCR PB5PCR PB4PCR PB3PCR PB2PCR PB1PCR PB0PCR   

H'FE42 PCPCR PC7PCR PC6PCR PC5PCR PC4PCR PC3PCR PC2PCR PC1PCR PC0PCR   

H'FE43 PDPCR PD7PCR PD6PCR PD5PCR PD4PCR PD3PCR PD2PCR PD1PCR PD0PCR   

H'FE44 PEPCR PE7PCR PE6PCR PE5PCR PE4PCR PE3PCR PE2PCR PE1PCR PE0PCR   

H'FE46 P3ODR P37ODR P36ODR P35ODR P34ODR P33ODR P32ODR P31ODR P30ODR   

H'FE47 PAODR PA7ODR PA6ODR PA5ODR PA4ODR PA3ODR PA2ODR PA1ODR PA0ODR   

H'FE48 PBODR PB7ODR PB6ODR PB5ODR PB4ODR PB3ODR PB2ODR PB1ODR PB0ODR   

H'FE49 PCODR PC7ODR PC6ODR PC5ODR PC4ODR PC3ODR PC2ODR PC1ODR PC0ODR   
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FE80 TCR3 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU3 16 

H'FE81 TMDR3 － － BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FE82 TIOR3H IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FE83 TIOR3L IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0   

H'FE84 TIER3 TTGE － － TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA   

H'FE85 TSR3 － － － TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA   

H'FE86 TCNT3           

H'FE87            

H'FE88 TGR3A           

H'FE89            

H'FE8A TGR3B           

H'FE8B            

H'FE8C TGR3C           

H'FE8D            

H'FE8E TGR3D           

H'FE8F            

H'FE90 TCR4 － CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU4  

H'FE91 TMDR4 － － － － MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FE92 TIOR4 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FE94 TIER4 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA   

H'FE95 TSR4 TCFD － TCFU TCFV － － TGFB TGFA   

H'FE96 TCNT4           

H'FE97            

H'FE98 TGR4A           

H'FE99            

H'FE9A TGR4B           

H'FE9B            
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FEA0 TCR5 － CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU5 16 

H'FEA1 TMDR5 － － － － MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FEA2 TIOR5 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FEA4 TIER5 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA   

H'FEA5 TSR5 TCFD － TCFU TCFV － － TGFB TGFA   

H'FEA6 TCNT5           

H'FEA7            

H'FEA8 TGR5A           

H'FEA9            

H'FEAA TGR5B           

H'FEAB            

H'FEB0 TSTR － － CST5 CST4 CST3 CST2 CST1 CST0 TPU共通  

H'FEB1 TSYR － － SYNC5 SYNC4 SYNC3 SYNC2 SYNC1 SYNC0   

H'FEC0 IPRA － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0 割り込み 8 

H'FEC1 IPRB － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0 コント  

H'FEC2 IPRC － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0 ローラ  

H'FEC3 IPRD － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC4 IPRE － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC5 IPRF － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC6 IPRG － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC7 IPRH － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC8 IPRI － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC9 IPRJ － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FECA IPRK － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FECB IPRL － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   

H'FECE IPRO － IPR6 IPR5 IPR4 － IPR2 IPR1 IPR0   
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FED0 ABWCR ABW7 ABW6 ABW5 ABW4 ABW3 ABW2 ABW1 ABW0 バスコン 8 

H'FED1 ASTCR AST7 AST6 AST5 AST4 AST3 AST2 AST1 AST0 トローラ  

H'FED2 WCRH W71 W70 W61 W60 W51 W50 W41 W40   

H'FED3 WCRL W31 W30 W21 W20 W11 W10 W01 W00   

H'FED4 BCRH ICIS1 ICIS0 BRSTRM BRSTS1 BRSTS0 RMTS2 RMTS1 RMTS0   

H'FED5 BCRL BRLE BREQOE － OES DDS RCTS WDBE WAITE   

H'FED6 MCR TPC BE RCDM CW2 MXC1 MXC0 RLW1 RLW0   

H'FED7 DRAMCR RFSHE CBRM RMODE CMF CMIE CKS2 CKS1 CKS0   

H'FED8 RTCNT           

H'FED9 RTCOR           

H'FEDB RAMER － － － － RAMS RAM2 RAM1 RAM0 FLASH  

H'FEE0 MAR0AH － － － － － － － － DMAC 16 

H'FEE1            

H'FEE2 MAR0AL           

H'FEE3            

H'FEE4 IOAR0A           

H'FEE5            

H'FEE6 ETCR0A           

H'FEE7            

H'FEE8 MAR0BH － － － － － － － －   

H'FEE9            

H'FEEA MAR0BL           

H'FEEB            

H'FEEC IOAR0B           

H'FEED            

H'FEEE ETCR0B           

H'FEEF            

H'FEF0 MAR1AH － － － － － － － －   

H'FEF1            

H'FEF2 MAR1AL           

H'FEF3            

H'FEF4 IOAR1A           

H'FEF5            
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FEF6 ETCR1A         DMAC 16 

H'FEF7            

H'FEF8 MAR1BH － － － － － － － －   

H'FEF9            

H'FEFA MAR1BL           

H'FEFB            

H'FEFC IOAR1B           

H'FEFD            

H'FEFE ETCR1B           

H'FEFF            

H'FF00 P1DR P17DR P16DR P15DR P14DR P13DR P12DR P11DR P10DR ポート 8 

H'FF01 P2DR P27DR P26DR P25DR P24DR P23DR P22DR P21DR P20DR   

H'FF02 P3DR P37DR P36DR P35DR P34DR P33DR P32DR P31DR P30DR   

H'FF04 P5DR － － － － － P52DR P51DR P50DR   

H'FF05 － － － － － － － － －   

H'FF06 P7DR P77DR P76DR P75DR P74DR P73DR P72DR P71DR P70DR   

H'FF07 P8DR － P86DR P85DR P84DR P83DR P82DR P81DR P80DR   

H'FF09 PADR PA7DR PA6DR PA5DR PA4DR PA3DR PA2DR PA1DR PA0DR   

H'FF0A PBDR PB7DR PB6DR PB5DR PB4DR PB3DR PB2DR PB1DR PB0DR   

H'FF0B PCDR PC7DR PC6DR PC5DR PC4DR PC3DR PC2DR PC1DR PC0DR   

H'FF0C PDDR PD7DR PD6DR PD5DR PD4DR PD3DR PD2DR PD1DR PD0DR   

H'FF0D PEDR PE7DR PE6DR PE5DR PE4DR PE3DR PE2DR PE1DR PE0DR   

H'FF0E PFDR PF7DR PF6DR PF5DR PF4DR PF3DR PF2DR PF1DR PF0DR   

H'FF0F PGDR － － － PG4DR PG3DR PG2DR PG1DR PG0DR   
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ル名 

バス

幅 

H'FF10 TCR0 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU0 16 

H'FF11 TMDR0 － － BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FF12 TIOR0H IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FF13 TIOR0L IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0   

H'FF14 TIER0 TTGE － － TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA   

H'FF15 TSR0 － － － TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA   

H'FF16 TCNT0           

H'FF17            

H'FF18 TGR0A           

H'FF19            

H'FF1A TGR0B           

H'FF1B            

H'FF1C TGR0C           

H'FF1D            

H'FF1E TGR0D           

H'FF1F            

H'FF20 TCR1 － CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU1  

H'FF21 TMDR1 － － － － MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FF22 TIOR1 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FF24 TIER1 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA   

H'FF25 TSR1 TCFD － TCFU TCFV － － TGFB TGFA   

H'FF26 TCNT1           

H'FF27            

H'FF28 TGR1A           

H'FF29            

H'FF2A TGR1B           

H'FF2B            
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アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FF30 TCR2 － CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU2 16 

H'FF31 TMDR2 － － － － MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FF32 TIOR2 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FF34 TIER2 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA   

H'FF35 TSR2 TCFD － TCFU TCFV － － TGFB TGFA   

H'FF36 TCNT2           

H'FF37            

H'FF38 TGR2A           

H'FF39            

H'FF3A TGR2B           

H'FF3B            

H'FF60 DMAWER － － － － WE1B WE1A WE0B WE0A DMAC 8 

H'FF61 DMATCR － － TEE1 TEE0 － － － －   

H'FF62 DMACR0A DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  16 

H'FF63 DMACR0B DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0   

H'FF64 DMACR1A DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0   

H'FF65 DMACR1B DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0   

H'FF66 DMABCRH FAE1 FAE0 SAE1 SAE0 DTA1B DTA1A DTA0B DTA0A   

H'FF67 DMABCRL DTE1B DTE1A DTE0B DTE0A DTIE1B DTIE1A DTIE0B DTIE0A   

H'FF68 TCR0 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0  

H'FF69 TCR1 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 

TMR0, 

TMR1  

H'FF6A TCSR0 CMFB CMFA OVF ADTE OS3 OS2 OS1 OS0   

H'FF6B TCSR1 CMFB CMFA OVF － OS3 OS2 OS1 OS0   

H'FF6C TCORA0           

H'FF6D TCORA1           

H'FF6E TCORB0           

H'FF6F TCORB1           

H'FF70 TCNT0           

H'FF71 TCNT1           

H'FF74 

(ライト時) 

TCSR0/ 

TCNT0 

OVF WT/IT TME － － CKS2 CKS1 CKS0 WDT0  
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FF75 

(リード時) 

TCNT0 

 

        WDT0 16 

H'FF76 

(ライト時) 

RSTCSR 

 

WOVF RSTE RSTS － － － － －   

H'FF77 

(リード時) 

RSTCSR 

 

WOVF RSTE RSTS － － － － －   

H'FF78 SMR0 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 8 

  GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0  

 ICCR0 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP  

H'FF79 BRR0          

 ICSR0 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB  

H'FF7A SCR0 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

SCI0, 

IIC0, 

スマート 

カード 

インタ 

フェース  

H'FF7B TDR0           

H'FF7C SSR0 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT   

  TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT   

H'FF7D RDR0           

H'FF7E SCMR0 － － － － SDIR SINV － SMIF   

 ICDR0 

/SARX0 

ICDR7/

SVAX6

ICDR6/ 

SVAX5 

ICDR5/

SVAX4

ICDR4/

SVAX3

ICDR3/

SVAX2

ICDR2/

SVAX1

ICDR1/

SVAX0

ICDR0/ 

FSX 

  

H'FF7F ICMR0 

/SAR0 

MLS/ 

SVA6 

WAIT/ 

SVA5 

CKS2/ 

SVA4 

CKS1/

SVA3 

CKS0/

SVA2 

BC2/ 

SVA1 

BC1/ 

SVA0 

BC0/ 

FS 

  

H'FF80 SMR1 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0  

  GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0  

 ICCR1 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP  

H'FF81 BRR1          

 ICSR1 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB  

H'FF82 SCR1 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

SCI1, 

IIC1, 

スマート 

カード 

インタ 

フェース  

H'FF83 TDR1           

H'FF84 SSR1 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT   

  TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT   

H'FF85 RDR1           

H'FF86 SCMR1 － － － － SDIR SINV － SMIF   

 ICDR1 

/SARX1 

ICDR7/

SVARX6

ICDR6/ 

SVARX5

ICDR5/

SVARX4 

ICDR4/

SVARX3

ICDR3/

SVARX2

ICDR2/

SVARX1

ICDR1/

SVARX0

ICDR0/ 

FSX 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FF87 ICMR1 

/SAR1 

MLS/ 

SVA6 

WAIT/ 

SVA5 

CKS2/ 

SVA4 

CKS1/

SVA3 

CKS0/

SVA2 

BC2/ 

SVA1 

BC1/ 

SVA0 

BC0/ 

FS 

IIC1 8 

H'FF88 SMR2 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0  

  GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0  

H'FF89 BRR2          

H'FF8A SCR2 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0  

H'FF8B TDR2          

H'FF8C SSR2 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

SCI2, 

スマート 

カード 

インタ 

フェース 

 

  TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT   

H'FF8D RDR2           

H'FF8E SCMR2 － － － － SDIR SINV － SMIF   

H'FF90 ADDRAH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 A/D  

H'FF91 ADDRAL AD1 AD0 － － － － － －   

H'FF92 ADDRBH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2   

H'FF93 ADDRBL AD1 AD0 － － － － － －   

H'FF94 ADDRCH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2   

H'FF95 ADDRCL AD1 AD0 － － － － － －   

H'FF96 ADDRDH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2   

H'FF97 ADDRDL AD1 AD0 － － － － － －   

H'FF98 ADCSR ADF ADIE ADST SCAN CH3 CH2 CH1 CH0   

H'FF99 ADCR TRGS1 TRGS0 － － CKS1 CKS0 － －   
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

アドレス 略 号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュー

ル名 

バス

幅 

H'FFA2 

(ライト時) 

TCSR1 

/TCNT1 

OVF WT/IT TME PSS RST/NMI CKS2 CKS1 CKS0 WDT1 16 

H'FFA3 

(リード時) 

TCNT1           

H'FFA4 DADR0         8 

H'FFA5 DADR1         

D/A0, 

D/A1  

H'FFA6 DACR01 DAOE1 DAOE0 DAE － － － － －   

H'FFA8 FLMCR1 FWE SWE1 ESU1 PSU1 EV1 PV1 E1 P1 FLASH  

H'FFA9 FLMCR2 FLER － － － － － － －   

H'FFAA EBR1 EB7 EB6 EB5 EB4 EB3 EB2 EB1 EB0   

H'FFAB EBR2 － － － － EB11 EB10 EB9 EB8   

H'FFAC FLPWCR PDWND － － － － － － －   

H'FFB0 PORT1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 ポート  

H'FFB1 PORT2 P27 P26 P25 P24 P23 P22 P21 P20   

H'FFB2 PORT3 P37 P36 P35 P34 P33 P32 P31 P30   

H'FFB3 PORT4 P47 P46 P45 P44 P43 P42 P41 P40   

H'FFB4 PORT5 － － － － － P52 P51 P50   

H'FFB6 PORT7 P77 P76 P75 P74 P73 P72 P71 P70   

H'FFB7 PORT8 － P86 P85 P84 P83 P82 P81 P80   

H'FFB8 PORT9 P97 P96 P95 P94 P93 P92 P91 P90   

H'FFB9 PORTA PA7 PA6 PA5 PA4 PA3 PA2 PA1 PA0   

H'FFBA PORTB PB7 PB6 PB5 PB4 PB3 PB2 PB1 PB0   

H'FFBB PORTC PC7 PC6 PC5 PC4 PC3 PC2 PC1 PC0   

H'FFBC PORTD PD7 PD6 PD5 PD4 PD3 PD2 PD1 PD0   

H'FFBD PORTE PE7 PE6 PE5 PE4 PE3 PE2 PE1 PE0   

H'FFBE PORTF PF7 PF6 PF5 PF4 PF3 PF2 PF1 PF0   

H'FFBF PORTG － － － PG4 PG3 PG2 PG1 PG0   
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

B.2 機能一覧 

H'FDAC：D/Aデータレジスタ 2 DADR2：D/A2 

H'FDAD：D/Aデータレジスタ 3 DADR3：D/A3 

H'FFA4：D/Aデータレジスタ 0 DADR0：D/A0 

H'FFA5：D/Aデータレジスタ 1 DADR1：D/A1 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FDAE：D/Aコントロールレジスタ 23 DACR23：D/A2、3 

H'FFA6：D/Aコントロールレジスタ 01 DACR01：D/A0、1 

7

DAOE1

0

R/W

6

DAOE0

0

R/W

5

DAE

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

D/Aアウトプットイネーブル1

 0 アナログ出力DA1（DA3）を禁止
 1 チャネル1のD/A変換を許可。アナログ出力DA1（DA3）を許可

D/Aアウトプットイネーブル0

 0 アナログ出力DA0（DA2）を禁止
 1 チャネル0のD/A変換を許可。アナログ出力DA0（DA2）を許可

D/Aイネーブル

 DAOE1 DAOE0  DAE  説　　　明 
 0 0 * チャネル0、1（チャネル2、3）のD/A変換を禁止
  1 0 チャネル0（チャネル2）のD/A変換を許可
    チャネル1（チャネル3）のD/A変換を禁止
   1 チャネル0、1（チャネル2、3）のD/A変換を許可
 1 0 0 チャネル0（チャネル2）のD/A変換を禁止
    チャネル1（チャネル3）のD/A変換を許可
   1 チャネル0、1（チャネル2、3）のD/A変換を許可
  1 * チャネル0、1（チャネル2、3）のD/A変換を許可

*：Don't care
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDB0：IrDAコントロールレジスタ IrCR：SCI0、IrDA 

7

IrE

0

R/W

6

IrCKS2

0

R/W

5

IrCKS1

0

R/W

4

IrCKS0

0

R/W

3

－

0

－

0

－

0

－

2

－

0

－

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

IrDAイネーブル

 0 TxD0/IrTxD、RxD0/IrRxD端子はTxD0、RxD0として動作
 1 TxD0/IrTxD、RxD0/IrRxD端子はIrTxD、IrRxDとして動作

IrDAクロックセレクト2～0

 ビット6 ビット5 ビット4 説　　明
 IrCKS2 IrCKS1 IrCKS0 
 0 0 0 B×3/16（ビットレートの16分の3）
   1 φ/2
  1 0 φ/4
   1 φ/8
 1 0 0 φ/16
   1 φ/32
  1 0 φ/64
   1 φ/128

 
 

H'FDB4：シリアルコントロールレジスタ X SCRX：IIC 

7

－

0

R/W

6

IICX1

0

R/W

5

IICX0

0

R/W

4

IICE

0

R/W

3

FLSHE

0

R/W

0

－

0

R/W

2

－

0

R/W

1

－

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

I2Cトランスファレートセレクト1、0

I2Cマスタイネーブル

 0 I2Cバスインタフェースのデータレジスタ 
および制御レジスタのCPUアクセスを禁止

 1 I2Cバスインタフェースのデータレジスタ 
および制御レジスタのCPUアクセスを許可

 0 アドレスH'FFFFA8～H'FFFFACのエリアはフ
ラッシュ制御レジスタを非選択

 1 アドレスH'FFFFA8～H'FFFFACのエリアはフ
ラッシュ制御レジスタを選択

フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル

ICMRのCKS2～CKS0と組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択します。
詳細はI2Cバスモードレジスタ（ICMR）の項を参照。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDB5：DDCスイッチレジスタ DDCSWR：IIC 

7

ー

0

R/(W)*1

6

ー

0

R/(W)*1

5

ー

0

R/(W)*1

4

ー

0

R/(W)*1

3

CLR3

1

W*2

0

CLR0

1

W*2

2

CLR2

1

W*2

1

CLR1

1

W*2

ビット

初期値

R/W

：

：

：

IICクリア3～0リザーブビット

 CLR3 CLR2 CLR1 CLR0             説　　　明
 0 0 ― ― 設定禁止
 0 1 0 0 設定禁止
 0 1 0 1 IIC0内部ラッチクリア
 0 1 1 0 IIC1内部ラッチクリア
 0 1 1 1 IIC0、1内部ラッチクリア
 1 ― ― ― 設定無効

【注】 *1 0ライトのみ可能です。

 *2 リードすると常に1が読み出されます。
 

 

H'FDB8：PWM（D/A）コントロールレジスタ 0 DACR0：PWM0 

H'FDBC：PWM（D/A）コントロールレジスタ 1 DACR1：PWM1 

7

TEST

0

R/W

6

PWME

0

R/W

5

－

1

－

4

－

1

－

3

OEB

0

R/W

0

CKS

0

R/W

2

OEA

0

R/W

1

OS

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

テストモード

 0 PWM（D/A）はユーザ状態となり、通常の動作をします
 1 PWM（D/A）はテスト状態となり、正しい変換結果は得られません

PWMイネーブル

 0 DACNTは14ビットのアップカウンタとして動作
 1 DACNT＝H'0003で停止

アウトプットイネーブルB

 0 PWM（D/A）チャネルB出力（PWM1/PWM3出力端子）を禁止
 1 PWM（D/A）チャネルB出力（PWM1/PWM3出力端子）を許可

アウトプットイネーブルA

 0 PWM（D/A）チャネルA出力（PWM0/PWM2出力端子）を禁止
 1 PWM（D/A）チャネルA出力（PWM0/PWM2出力端子）を許可

アウトプットセレクト

 0 PWM直接出力
 1 PWM反転出力

クロックセレクト

 0 分解能（T）＝システムクロック周期（tcyc）で動作
 1 分解能（T）＝システムクロック周期（tcyc）×2で動作
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H'FDB8：PWM（D/A）データレジスタ AH0 DADRAH0：PWM0 

H'FDB9：PWM（D/A）データレジスタ AL0 DADRAL0：PWM0 

H'FDBA：PWM（D/A）データレジスタ BH0 DADRBH0：PWM0 

H'FDBB：PWM（D/A）データレジスタ BL0 DADRBL0：PWM0  

H'FDBC：PWM（D/A）データレジスタ AH1 DADRAH1：PWM1 

H'FDBD：PWM（D/A）データレジスタ AL1 DADRAL1：PWM1 

H'FDBE：PWM（D/A）データレジスタ BH1 DADRBH1：PWM1 

H'FDBF：PWM（D/A）データレジスタ BL1 DADRBL1：PWM1 

15

13

DA13

1

R/W

14

12

DA12

1

R/W

13

11

DA11

1

R/W

12

10

DA10

1

R/W

11

9

DA9

1

R/W

8

6

DA6

1

R/W

10

8

DA8

1

R/W

9

7

DA7

1

R/W

ビット（CPU）

ビット（データ）

DADRA

初期値

R/W

：

：

：

：

7

5

DA5

1

R/W

6

4

DA4

1

R/W

5

3

DA3

1

R/W

4

2

DA2

1

R/W

3

1

DA1

1

R/W

0

－

－

1

－

2

0

DA0

1

R/W

1

－

CFS

1

R/W

DADRH DADRL

DA13

1

R/W

DA12

1

R/W

DA11

1

R/W

DA10

1

R/W

DA9

1

R/W

DA6

1

R/W

DA8

1

R/W

DA7

1

R/W

DADRB

初期値

R/W

：

：

DA5

1

R/W

DA4

1

R/W

DA3

1

R/W

DA2

1

R/W

DA1

1

R/W

REGS

1

R/W

DA0

1

R/W

CFS

1

R/W

キャリアフリーケンシセレクト

 0 基本周期＝分解能（T）×64で動作、DADRの値の範囲はH'0401～H'FFFD
 1 基本周期＝分解能（T）×256で動作、DADRの値の範囲はH'0103～H'FFFF

キャリアフリーケンシセレクト

 0 基本周期＝分解能（T）×64で動作、DADRの値の範囲はH'0401～H'FFFD
 1 基本周期＝分解能（T）×256で動作、DADRの値の範囲はH'0103～H'FFFF

レジスタセレクト

 0 DADRAとDADRBがアクセス可能
 1 DACRとDACNTがアクセス可能

D/Aデータ13～0

D/Aデータ13～0
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDBA：PWM（D/A）カウンタ H0 DACNTH0：PWM0 

H'FDBB：PWM（D/A）カウンタ L0 DACNTL0：PWM0 

H'FDBE：PWM（D/A）カウンタ H1 DACNTH1：PWM1 

H'FDBF：PWM（D/A）カウンタ L1 DACNTL1：PWM1 

15

7

0

R/W

14

6

0

R/W

13

5

0

R/W

12

4

0

R/W

11

3

0

R/W

8

0

0

R/W

10

2

0

R/W

9

1

0

R/W

ビット（CPU）

ビット（カウンタ）

初期値

R/W

：

：

：

：

7

8

0

R/W

6

9

0

R/W

5

10

0

R/W

4

11

0

R/W

3

12

0

R/W

0

－

REGS

1

R/W

2

13

0

R/W

1

－

1

－

DACNTH DACNTL

レジスタセレクト

 0 DADRAとDADRBがアクセス可能
 1 DACRとDACNTがアクセス可能
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDC0：タイマコントロールレジスタ 2 TCR2：TMR2 

H'FDC1：タイマコントロールレジスタ 3 TCR3：TMR3 

H'FF68：タイマコントロールレジスタ 0 TCR0：TMR0 

H'FF69：タイマコントロールレジスタ 1 TCR1：TMR1 

7

CMIEB

0

R/W

6

CMIEA

0

R/W

5

OVIE

0

R/W

4

CCLR1

0

R/W

3

CCLR0

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

CMFBによる割り込み要求（CMIB）を禁止

CMFBによる割り込み要求（CMIB）を許可

0

1

0

コンペアマッチインタラプトイネーブルB

CMFAによる割り込み要求（CMIA）を禁止

CMFAによる割り込み要求（CMIA）を許可1

コンペアマッチインタラプトイネーブルA

OVFによる割り込み要求（OVI）を禁止

OVFによる割り込み要求（OVI）を許可

0

1

タイマオーバフローインタラプトイネーブル

内部クロック：φ／8192立ち下がりエッジでカウント

内部クロック：φ／8立ち下がりエッジでカウント

内部クロック：φ／64立ち下がりエッジでカウント

クロック入力を禁止

カウンタクリア1、0

クロックセレクト2～0

0

1

0

CKS0 

0

CKS2 CKS1

01

1

外部クロック：立ち上がり／立ち下がり両エッジでカウント

外部クロック：立ち上がりエッジでカウント

外部クロック：立ち下がりエッジでカウント

チャネル0の場合：
　TCNT1のオーバフロー信号でカウント*
チャネル1の場合：
　TCNT0のコンペアマッチAでカウント*
チャネル2の場合：
　TCNT3のオーバフロー信号でカウント*
チャネル3の場合：
　TCNT2のコンペアマッチAでカウント*

0

1

01

01

1

外部リセット入力の立ち上がりエッジによりクリア

コンペアマッチAによりクリア

コンペアマッチBによりクリア

クリアを禁止0

1

0

CCLR0CCLR1

01

1

【注】　* チャネル0（チャネル2）のクロック入力をTCNT1（TCNT3）のオーバフロー信号とし、
　　　　   チャネル1（チャネル3）のクロック入力をTCNT0（TCNT2）のコンペアマッチ信号と
　　　　   すると、カウントアップクロックが発生しません。この設定は行わないでください。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDC2：タイマコントロール／ステータスレジスタ 2 TCSR2：TMR2 

H'FDC3：タイマコントロール／ステータスレジスタ 3 TCSR3：TMR3 

H'FF6A：タイマコントロール／ステータスレジスタ 0 TCSR0：TMR0 

H'FF6B：タイマコントロール／ステータスレジスタ 1 TCSR1：TMR1 

7

CMFB

0

R/(W)*

6

CMFA

0

R/(W)*

5

OVF

0

R/(W)*

4

―

1

―

3

OS3

0

R/W

0

OS0

0

R/W

2

OS2

0

R/W

1

OS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TCSR1、TCSR3

7

CMFB

0

R/(W)*

6

CMFA

0

R/(W)*

5

OVF

0

R/(W)*

4

―

0

R/W

3

OS3

0

R/W

0

OS0

0

R/W

2

OS2

0

R/W

1

OS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　ビット7～5は、フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TCSR2

7

CMFB

0

R/(W)*

6

CMFA

0

R/(W)*

5

OVF

0

R/(W)*

4

ADTE

0

R/W

3

OS3

0

R/W

0

OS0

0

R/W

2

OS2

0

R/W

1

OS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TCSR0

ビット7：コンペアマッチフラグB
0 ［クリア条件］

・CMFB＝1の状態で、CMFBをリードした後、CMFBに0をライトしたとき
・CMIB割り込みにより、DTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0のとき

［セット条件］
・TCNT＝TCORBになったとき

1

ビット6：コンペアマッチフラグA
0 ［クリア条件］

・CMFA＝1の状態で、CMFAをリードした後、CMFAに0をライトしたとき
・CMIA割り込みにより、DTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0のとき

［セット条件］
・TCNT＝TCORAになったとき

1

ビット5：タイマオーバフローフラグ
0 ［クリア条件］

・OVF＝1の状態で、OVFをリードした後、OVFに0をライトしたとき

［セット条件］
・TCNTがH'FF→H'00になったとき

1

ビット4：A/Dトリガイネーブル
0 コンペアマッチAによるA/D変換開始要求を禁止

コンペアマッチAによるA/D変換開始要求を許可1

ビット3～0：アウトプットセレクト3～0

コンペアマッチBごとに反転出力（トグル出力）

コンペアマッチBで0出力

コンペアマッチBで1出力

コンペアマッチBで変化しない0

1

0

OS2OS3

01

1

コンペアマッチAごとに反転出力（トグル出力）

コンペアマッチAで0出力

コンペアマッチAで1出力

コンペアマッチAで変化しない0

1

0

 OS0OS1

01

1
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDC4：タイムコンスタントレジスタ A2 TCORA2：TMR2 

H'FDC5：タイムコンスタントレジスタ A3 TCORA3：TMR3 

H'FF6C：タイムコンスタントレジスタ A0 TCORA0：TMR0 

H'FF6D：タイムコンスタントレジスタ A1 TCORA1：TMR1 

15

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

TCORA0（TCORA2） TCORA1（TCORA3）

 
 

H'FDC6：タイムコンスタントレジスタ B2 TCORB2：TMR2 

H'FDC7：タイムコンスタントレジスタ B3 TCORB3：TMR3 

H'FF6E：タイムコンスタントレジスタ B0 TCORB0：TMR0 

H'FF6F：タイムコンスタントレジスタ B1 TCORB1：TMR1 

15

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

TCORB0（TCORB2） TCORB1（TCORB3）

 
 

H'FDC8：タイマカウンタ 2 TCNT2：TMR2 

H'FDC9：タイマカウンタ 3 TCNT3：TMR3 

H'FF70：タイマカウンタ 0 TCNT0：TMR0 

H'FF71：タイマカウンタ 1 TCNT1：TMR1 

15

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

8

0

R/W

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W

TCNT0（TCNT2） TCNT1（TCNT3）
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD0：シリアルモードレジスタ 3 SMR3：SCI3 

H'FDD8：シリアルモードレジスタ 4 SMR4：SCI4 

H'FF78：シリアルモードレジスタ 0 SMR0：SCI0 

H'FF80：シリアルモードレジスタ 1 SMR1：SCI1 

H'FF88：シリアルモードレジスタ 2 SMR2：SCI2 

7

C/A

0

R/W

6

CHR

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

STOP

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

MP

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

コミュニケーションモード

 0 調歩同期式モード
 1 クロック同期式モード

キャラクタレングス

 0 8ビットデータ
 1 7ビットデータ*

パリティイネーブル

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止
 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2

ストップビットレングス

 0 1ストップビット：送信時には、送信キャラクタの最後尾
に1ビットの1（ストップビット）を付加して送信します。

 1 2ストップビット：送信時には、送信キャラクタの最後尾
に2ビットの1（ストップビット）を付加して送信します。

マルチプロセッサモード

 0 マルチプロセッサ機能の禁止
 1 マルチプロセッサフォーマットを選択

クロックセレクト1、0

 ビット1 ビット0 説　　　明
 CKS1 CKS0 
 0 0 φクロック
  1 φ／4クロック
 1 0 φ／16クロック
  1 φ／64クロック

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビット
と送信キャラクタをあわせて、その中の1の数の合計が偶数
になるようにパリティビットを付加して送信します。

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせ
て、その中の1の数の合計が偶数であるかどうかをチェック
します。

 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビット
と送信キャラクタをあわせて、その中の1の数の合計が奇数
になるようにパリティビットを付加して送信します。

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせ
て、その中の1の数の合計が奇数であるかどうかをチェック
します。

【注】 * PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、
または奇数パリティを送信データに付加して送信します。受信時には、
受信したパリティビットがO/Eビットで指定した偶数、または奇数パリ
ティになっているかどうかをチェックします。

【注】 * 7ビットデータを選択した場合、TDRのMSB（ビット7）は送信されま
せん。また、LSBファースト／MSBファーストの選択はできません。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD0：シリアルモードレジスタ 3 SMR3：スマートカードインタフェース 

H'FDD8：シリアルモードレジスタ 4 SMR4：スマートカードインタフェース 

H'FF78：シリアルモードレジスタ 0 SMR0：スマートカードインタフェース 

H'FF80：シリアルモードレジスタ 1 SMR1：スマートカードインタフェース 

H'FF88：シリアルモードレジスタ 2 SMR2：スマートカードインタフェース 

7

GM

0

R/W

6

BLK

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

BCP1

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

BCP0

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

1

通常のスマートカードインタフェースモードの動作
（1）TENDフラグが開始ビットの先頭から12.5etu（ブロック転送モード時は
　　  11.5etu）のタイミングで発生
（2）クロック出力のON／OFF制御のみ

GSMモード

BCP1

0

1

BCP0

0

1

0

1

32クロック

64クロック

372クロック

256クロック

基本クロックパルス

ブロック転送モード

GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作
（1）TENDフラグが開始ビットの先頭から11.0etuのタイミングで発生
（2）クロック出力のON／OFF制御のほか、High／Low固定制御可能（SCRで設定）

0

1

通常のスマートカードインタフェースモードの動作
（1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う
（2）TXI割り込みがTENDフラグにより発生する
（3）TENDフラグの認定タイミングが、送信開始から12.5etu後
　　（GSMモードでは11.0etu後）

ブロック転送モード
（1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない
（2）TXI割り込みがTDREフラグにより発生する
（3）TENDフラグの認定タイミングが、送信開始から11.5etu後
　　（GSMモードでは11.0etu後）

【注】 etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD1：ビットレートレジスタ 3 BRR3：SCI3 

H'FDD9：ビットレートレジスタ 4 BRR4：SCI4 

H'FF79：ビットレートレジスタ 0 BRR0：SCI0 

H'FF81：ビットレートレジスタ 1 BRR1：SCI1 

H'FF89：ビットレートレジスタ 2 BRR2：SCI2 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD2：シリアルコントロールレジスタ 3 SCR3：SCI3 

H'FDDA：シリアルコントロールレジスタ 4 SCR4：SCI4 

H'FF7A：シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0：SCI0 

H'FF82：シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1：SCI1 

H'FF8A：シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2：SCI2 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止
 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止*

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止*1

 1 送信動作を許可*2

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止*1

 1 受信動作を許可*2

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態（通常の受信動作をします）
  ［クリア条件］
  ・MPIEビットを0にクリア
  ・MPB＝1のデータを受信したとき
 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態*

  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み 
（ERI）要求、およびSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止*

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可*

クロックイネーブル1、0

 ビット1 ビット0 説　　　明
 CKE1 CKE0 
 0 0 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は入出力ポート*1

   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力*1

  1 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子はクロック出力*2

   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力
 1 0 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*3

   クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力
  1 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*3

   クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力

【注】 *1 REビットを0にクリアしてもRDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。
 *2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力をそ

れぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。
  なお、REビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してください。 

【注】 *1 SSRのTDREフラグは1に固定されます。
 *2 この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRのTDREフラグを0にクリアするとシリアル送信を開始します。
  なお、TEビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。

【注】 *1 初期値
  *2 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力
  *3 ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力

【注】 TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから1をリードした後、0にクリア
 するか、またはTIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

【注】 * RXI、およびERI割り込み要求の解除は、RDRF、またはFER、PER、ORERの各フラグから1を
リードした後、0にクリアするか、RIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

【注】 * TEIの解除は、SSRのTDREフラグから1をリードした後、0にクリアしてTENDフラグを
0にクリアするか、TEIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

【注】 * MPB=0を含む受信データを受信しているときは、RSRからRDRへの受信データの転送、および受信
エラーの検出とSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信
データを受信すると、SSRのMPBビットを1にセットし、MPIEビットを自動的に0にクリアし、RXI、
ERI割り込み要求の発生（SCRのTIE、RIEビットが1にセットされている場合）とFER、ORERフラ
グのセットが許可されます。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD3：トランスミットデータレジスタ 3 TDR3：SCI3 

H'FDDB：トランスミットデータレジスタ 4 TDR4：SCI4 

H'FF7B：トランスミットデータレジスタ 0 TDR0：SCI0 

H'FF83：トランスミットデータレジスタ 1 TDR1：SCI1 

H'FF8B：トランスミットデータレジスタ 2 TDR2：SCI2 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD4：シリアルステータスレジスタ 3 SSR3：SCI3 

H'FDDC：シリアルステータスレジスタ 4 SSR4：SCI4 

H'FF7C：シリアルステータスレジスタ 0 SSR0：SCI0、IIC0 

H'FF84：シリアルステータスレジスタ 1 SSR1：SCI1、IIC1 

H'FF8C：シリアルステータスレジスタ 2 SSR2：SCI2 

7

TDRE

1

R/(W)*1

6

RDRF

0

R/(W)*1

5

ORER

0

R/(W)*1

4

FER

0

R/(W)*1

3

PER

0

R/(W)*1

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

［クリア条件］
・TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
・TXI割り込み要求によってDMACまたはDTCが起動され、DMACまたはDTCでTDRへデータをライトしたとき

［セット条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・SCRのTEビットが0のとき
・TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能になったとき

0

1

トランスミットデータレジスタエンプティ　（TDRE）

［クリア条件］
・TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
・TXI割り込み要求によってDMACまたはDTCが起動され、DMACまたはDTCでTDRへ
　データをライトしたとき

［セット条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・SCRのTEビットが0のとき
・1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時にTDRE＝1であったとき

0

1

トランスミットエンド　（TEND）

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
・RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
・RXI割り込み要求によってDMACまたはDTCが起動され、DMACまたはDTCでRDRのデータをリードしたとき

［セット条件］
・シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

0

1

レシーブデータレジスタフル　（RDRF）*9

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　        *7

・ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

［セット条件］
・RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき *8

0

1

オーバランエラー　（ORER）

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　          *2

・マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき

［セット条件］
・マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

0

1

マルチプロセッサビット　（MPB）

マルチプロセッサビットが0のデータを送信

マルチプロセッサビットが1のデータを送信　

0

1

マルチプロセッサビットトランスファ　（MPBT）

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　            *5

・FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

［セット条件］
・SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1で
　あるかどうかをチェックし、ストップビットが0であったとき*6

0

1

フレーミングエラー　（FER）

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            *3

・PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

［セット条件］
・受信時の受信データとパリティビットをあわせた1の数が、SMRのO/Eビットで
　指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき*4

0

1

パリティエラー　（PER）

 
 



 

付 録. 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  付録-87 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

【注】 ＊1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 ＊2 マルチプロセッサフォーマットで SCRの REビットを 0にクリアしたときには、以前の状態を保持します。 

 ＊3 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 ＊4 パリティエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。なお、

PERフラグが 1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。さらに、クロック同

期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 

 ＊5 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以 前の状態を保持します。 

 ＊6 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるかどうかのみを判定し、2ビット目の

ストップビットはチェックをしません。 

  なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされま

せん。さらに、FERフラグが 1にセッ トされた状態においては、以降のシリアル受信を続けることはできません。

また、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 

 ＊7 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 ＊8 RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さらに、

ORER=1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モード

では、シリアル送信も続けることができません。 

 ＊9 受信時にエラーを検出したとき、および SCRの REビットを 0にクリアしたときには RDRおよび RDRFフラグ

は影響を受けず以前の状態を保持します。 

  RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信データが失わ

れますので注意してください。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDD5：レシーブデータレジスタ 3 RDR3：SCI3 

H'FDDD：レシーブデータレジスタ 4 RDR4：SCI4 

H'FF7D：レシーブデータレジスタ 0 RDR0：SCI0 

H'FF85：レシーブデータレジスタ 1 RDR1：SCI1 

H'FF8D：レシーブデータレジスタ 2 RDR2：SCI2 

7

0

R

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

0

0

R

2

0

R

1

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FDD6：スマートカードモードレジスタ 3 SCMR3：SCI3 

H'FDDE：スマードカードモードレジスタ 4 SCMR4：SCI4 

H'FF7E：スマートカードモードレジスタ 0 SCMR0：SCI0 

H'FF86：スマートカードモードレジスタ 1 SCMR1：SCI1 

H'FF8E：スマードカードモードレジスタ 2 SCMR2：SCI2 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

SDIR

0

R/W

0

SMIF

0

R/W

2

SINV

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

スマートカードデータトランスファディレクション

 0 TDRの内容をLSBファーストで送信
  受信データをLSBファーストとしてRDRに格納
 1 TDRの内容をMSBファーストで送信
  受信データをMSBファーストとしてRDRに格納

スマートカードデータインバート

 0 TDRの内容をそのまま送信
  受信データをそのままRDRに格納
 1 TDRの内容を反転して送信
  受信データを反転してRDRに格納

スマートカードインタフェースモードセレクト

 0 通常のSCIとして動作（スマートカードインタフェース機能を禁止）
 1 スマートカードインタフェース機能を許可
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDE4：スタンバイコントロールレジスタ SBYCR：システム 

7

SSBY

0

R/W

6

STS2

0

R/W

5

STS1

0

R/W

4

STS0

0

R/W

3

OPE

1

R/W

0

―

0

―

2

―

0

―

1

―

0

―

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ソフトウェアスタンバイ
 0 高速モードおよび中速モードでSLEEP命令を 
  実行したとき、スリープードに遷移
  サブアクティブモードでSLEEP命令を実行し 
  たとき、サブスリープモードに遷移
 1 高速モードおよび中速モードでSLEEP命令を 
  実行したとき、ソフトウェアスタンバイモー 
  ド、サブアクティブモード、あるいはウォッチ 
  モードに遷移
  サブアクティブモードでSLEEP命令を実行し 
  たとき、ウォッチモード、あるいは高速モード 
  に遷移

出力ポートイネーブル
 0 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー 
  ド、および直接遷移時にアドレスバス、バス制 
  御信号はハイインピーダンス
 1 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー 
  ド、および直接遷移時にアドレスバス、バス制 
  御信号は出力状態を保持

スタンバイタイマセレクト２～０

 STS2 STS1 STS0　　　　 説　　　明
 0 0  0 待機時間     8192 ステート
    1 待機時間   16384 ステート
  1  0 待機時間   32768 ステート
    1 待機時間   65536 ステート
 1 0  0 待機時間 131072 ステート
    1 待機時間 262144 ステート
  1  0 リザーブ
    1 待機時間         16 ステート
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDE5：システムコントロールレジスタ SYSCR：システム 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

MRESE

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

MACサチュレーション

マニュアルリセットを禁止
P74/TMO2/MRES端子をP74/TMO2入出力端子として使用可能

マニュアルリセットを許可
P74/TMO2/MRES端子をMRES入力端子として使用可能

1

MAC命令は非飽和演算

MAC命令は飽和演算

0

1

割り込み制御モード1、0

NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

0

1

内蔵RAM無効

内蔵RAM有効

0

1

MRES 

*

0 

1

 

RES 

0

1 

1

NMIエッジセレクト

RAMイネーブル

マニュアルリセット選択ビット

00 0  Iビットで、割り込みを制御

INTM0INTM1
割り込み
制御モード

1 ― 設定禁止

01 2 I2～I0ビットとIPRで、割り込みを制御

1 ― 設定禁止

端　　子
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDE6：システムクロックコントロールレジスタ SCKCR：システム 

7

PSTOP

0

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

STCS

0

R/W

0

SCK0

0

R/W

2

SCK2

0

R/W

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

φクロック出力禁止
 PSTOP 高速モード、 スリープモード、 ソフトウェア ハードウェア
  中速モード、 サブスリープ スタンバイモード、 スタンバイモード
  サブアクティブ モード ウォッチモード、
  モード  直接遷移   
 0 φ出力（初期値） φ出力 Highレベル固定 ハイインピーダンス
 1 Highレベル固定 Highレベル固定 Highレベル固定 ハイインピーダンス

周波数逓倍率切り替えモード選択

 0 指定した逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、
サブアクティブモードに遷移後に有効 

 1 指定した逓倍率は、STCビットの書き換え直後に有効

システムクロックセレクト2～0

 SCK2 SCK1 SCK0
 0 0 0 バスマスタは高速モード
   1 中速クロックはφ/2
  1 0 中速クロックはφ/4
   1 中速クロックはφ/8
 1 0 0 中速クロックはφ/16
   1 中速クロックはφ/32
  1 － －

説　　　明

 
 

H'FDE7：モードコントロールレジスタ MDCR：システム 

7

－

1

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

MDS0

 －*

R

2

MDS2

 －*

R

1

MDS1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　MD2～MD0端子により決定されます。

：

：

：

モードセレクト2～0 
各モード端子の入力レベル
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDE8：モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA：システム 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W

モジュールストップ

 0 モジュールストップモード解除
 1 モジュールストップモード設定

 
 

H'FDE9：モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB：システム 

7

MSTPB7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W

モジュールストップ

 0 モジュールストップモード解除
 1 モジュールストップモード設定

 
 

H'FDEA：モジュールストップコントロールレジスタ C MSTPCRC：システム 

7

MSTPC7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W

モジュールストップ

モジュールストップモード解除

モジュールストップモード設定

0

1
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDEB：端子機能コントロールレジスタ PFCR：システム 

7

CSS07

0

R/W

6

CSS36

0

R/W

5

BUZZE

0

R/W

4

LCASS

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

CS0を選択

CS7を選択

0

1

0

CS0/CS7セレクト

CS3を選択

CS6を選択1

CS3/CS6セレクト

PF1入力端子として機能

BUZZ出力端子として機能

0

1

BUZZ出力イネーブル

LCAS信号をPF2から出力

LCAS信号をPF6から出力

0

1

LCAS出力端子選択ビット

アドレス出力イネーブル3～0*

【注】 * 内蔵ROM有効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットはB'0000に初期化されます。
  　　　　　 また、内蔵ROM無効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットはB'1101に初期化されます。
  　　　　　 なお、A0～A7アドレスは、対応するDDRを1にセットすることでアドレス出力となり
   　　　　　ます。

00

AE0AE1

10

01

A8～A23出力を禁止

A8出力を許可。A9～A23出力を禁止

A8、A9出力を許可。A10～A23出力を禁止

0

AE2

0

0

0

AE3

0

0

11

00

A8～A10出力を許可。A11～A23出力を禁止

A8～A11出力を許可。A12～A23出力を禁止

0

1

0

0

10

01

11

A8～A12出力を許可。A13～A23出力を禁止

A8～A13出力を許可。A14～A23出力を禁止

A8～A14出力を許可。A15～A23出力を禁止

1

1

1

0

0

0

00

10

01

A8～A15出力を許可。A16～A23出力を禁止

A8～A16出力を許可。A17～A23出力を禁止

A8～A17出力を許可。A18～A23出力を禁止

0

0

0

1

1

1

11

00

10

A8～A18出力を許可。A19～A23出力を禁止

A8～A19出力を許可。A20～A23出力を禁止

A8～A20出力を許可。A21～A23出力を禁止

0

1

1

1

1

1

01

11

A8～A21出力を許可。A22、A23出力を禁止

A8～A23出力を許可

1

1

1

1
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FDEC：ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR：システム 

7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

SUBSTP

0

R/W

3

RFCUT

0

R/W

0

STC0

0

R/W

2

－

0

R/W

1

STC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ダイレクトトランスファオンフラグ

 0 ・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スリープモー
ド、ソフトウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移

  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ま
たはウォッチモードに遷移

 1 ・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、サブアクティ
ブモード*に直接遷移、またはスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード
に遷移

  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接遷移、
またはサブスリープモードに遷移

【注】 *　ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設
定してください。

ロースピードオンフラグ

 0 ・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スリープモー
ド、ソフトウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移

  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッチモードに遷移、
または高速モードに直接遷移

　　 ・ウォッチモード解除後に高速モードに遷移
 1 ・高速モードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブアクテ

ィブモード遷移
  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ま

たはウォッチモードに遷移
  ・ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移

【注】 * 　ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに
設定してください。

 【注】 　逓倍後のクロック周波数は、本
LSIの最大動作周波数を超えない
ように設定してください。

　　　　 本機能のPLL×4を使用し、外部
クロック周波数を低くすること
により、消費電力・ノイズを低
減することができます。

ノイズ除去サンプリング周波数選択

 0 φの32分周クロックでサンプリング
 1 φの4分周クロックでサンプリング

サブクロックイネーブル

 0 サブクロック生成を許可
 1 サブクロック生成を禁止

発振回路帰還抵抗制御ビット

 0 メインクロック発振時帰還抵抗ON、メインク
ロック発振停止時帰還抵抗OFF

 1 帰還抵抗をOFF

周波数逓倍率

 STC1 STC0
 0 0 ×1（初期値）
  1 ×2
 1 0 ×4
  1 設定禁止

 
 



 

付 録 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  付録-95 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE00：ブレークアドレスレジスタ A BARA：PBC 

H'FE04：ブレークアドレスレジスタ B BARB：PBC 

ビット：

初期値：

【注】　　BARBのビット構成は、BARAと同様です。

R/W： ―

―

31

不定

―

―

24

不定

R/W

BAA
23

23

0

R/W

BAA
22

22

0

R/W

BAA
21

21

0

R/W

BAA
20

20

0

R/W

BAA
19

19

0

R/W

BAA
18

18

0

R/W

BAA
17

17

0

R/W

BAA
16

16

0

R/W

0

BAA
7

7

R/W

0

BAA
6

6

R/W

0

BAA
5

5

R/W

0

BAA
4

4

R/W

0

BAA
3

3

R/W

0

BAA
2

2

R/W

0

BAA
1

1

R/W

0

BAA
0

0…

…

…

…

…

…

…

…

ブレークアドレス23～0
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE08：ブレークコントロールレジスタ A BCRA：PBC 

H'FE09：ブレークコントロールレジスタ B BCRB：PBC 

ビット：

初期値：

R/W： R/(W)*

0

CMFA

7

R/W

0

CDA

6

R/W

0

BAMRA2

5

R/W

0

BAMRA1

4

R/W

0

BAMRA0

3

R/W

0

CSELA1

2

R/W

0

CSELA0

1

R/W

0

BIEA

0

【注】　BCRBのビット構成は、BCRAと同様です。
 *　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

BAMRA
0

0

1

BARAをマスクせず全ビットをブレーク条件に含める

BAA0（下位1ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

0 BAA1～0（下位2ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAMRA
1

0

0

BAMRA
2

0

0

10

1

0

BAA2～0（下位3ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAA3～0（下位4ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

1

0

0

1

1

0

1

BAA7～0（下位8ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAA11～0（下位12ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAA15～0（下位16ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

0

1

1

1

1

1

CPUがバスマスタのとき、PCブレークを行う

CPUまたはDTCがバスマスタのとき、PCブレークを行う

0

1

［クリア条件］
・CMFA＝1の状態でCMFAをリード後、CMFAに0をライトしたとき

［セット条件］
・チャネルAの設定した条件が成立したとき

0

1

コンディションマッチフラグA

CPUサイクル／DTCサイクルセレクトA

ブレークアドレスマスクレジスタA2～A0

PCブレーク割り込みを禁止

PCブレーク割り込みを許可

0

1

ブレーク割り込みイネーブル

ブレーク条件選択

00

CSELA0 CSELA1

10

01

命令フェッチをブレーク条件とする

データリードサイクルをブレーク条件とする

データライトサイクルをブレーク条件とする

11 データリード／ライトサイクルをブレーク条件とする
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE12：IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH：割り込みコントローラ 

H'FE13：IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL：割り込みコントローラ 

15

IRQ7SCB

0

R/W

14

IRQ7SCA

0

R/W

13

IRQ6SCB

0

R/W

12

IRQ6SCA

0

R/W

11

IRQ5SCB

0

R/W

8

IRQ4SCA

0

R/W

10

IRQ5SCA

0

R/W

9

IRQ4SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRH

7

IRQ3SCB

0

R/W

6

IRQ3SCA

0

R/W

5

IRQ2SCB

0

R/W

4

IRQ2SCA

0

R/W

3

IRQ1SCB

0

R/W

0

IRQ0SCA

0

R/W

2

IRQ1SCA

0

R/W

1

IRQ0SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRL

IRQ7センスコントロールA、B
      ～IRQ0センスコントロールA、B

00 IRQ7～IRQ0入力のLowレベルで割り込み要求を発生

IRQ7SCA～
IRQ0SCA 

IRQ7SCB～
IRQ0SCB

1 IRQ7～IRQ0入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

0 IRQ7～IRQ0入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

1 IRQ7～IRQ0入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み
要求を発生

1

 
 

H'FE14：IRQイネーブルレジスタ IER：割り込みコントローラ 

7

IRQ7E

0

R/W

6

IRQ6E

0

R/W

5

IRQ5E

0

R/W

4

IRQ4E

0

R/W

3

IRQ3E

0

R/W

0

IRQ0E

0

R/W

2

IRQ2E

0

R/W

1

IRQ1E

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

IRQ7～IRQ0イネーブル

IRQn割り込みを禁止

IRQn割り込みを許可

0

1

（n＝7～0）
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE15：IRQステータスレジスタ ISR：割り込みコントローラ 

7

IRQ7F

0

R/(W)*

6

IRQ6F

0

R/(W)*

5

IRQ5F

0

R/(W)*

4

IRQ4F

0

R/(W)*

3

IRQ3F

0

R/(W)*

0

IRQ0F

0

R/(W)*

2

IRQ2F

0

R/(W)*

1

IRQ1F

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

IRQ7～IRQ0フラグ

［クリア条件］
・IRQnF＝1の状態でIRQnFフラグをリードした後、IRQnFフラグに0をライトしたとき
・Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態かつIRQn入力がHighレベル
　の状態で、割り込み例外処理を実行したとき
・立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時
 　（IRQnSCB＝1、またはIRQnSCA＝1）の状態でIRQn割り込み例外処理を実行した
 　とき
・IRQn割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0のとき

［セット条件］
・Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態でIRQn入力がLowレベルに
　なったとき
・立ち下がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝0、IRQnSCA＝1）の状態でIRQn入力に
　立ち下がりエッジが発生したとき
・立ち上がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝1、IRQnSCA＝0）の状態でIRQn入力に
　立ち上がりエッジが発生したとき
・両エッジ検出設定時（IRQnSCB＝IRQnSCA＝1）の状態でIRQn入力に立ち下がり、
　または立ち上がりエッジが発生したとき

0

1

（n＝7～0）

 
 

H'FE16～H'FE1E：DTCイネーブルレジスタ DTCER：DTC 

7

DTCE7

0

R/W

6

DTCE6

0

R/W

5

DTCE5

0

R/W

4

DTCE4

0

R/W

3

DTCE3

0

R/W

0

DTCE0

0

R/W

2

DTCE2

0

R/W

1

DTCE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

割り込みによるDTC起動を禁止
［クリア条件］
・DISELビットが1でデータ転送を終了したとき
・指定した回数の転送が終了したとき

0

1

DTC起動イネーブル

0

割り込みによるDTC起動を許可
［保持条件］
・DISELビットが0で、指定した回数の転送が終了していないとき

（n＝7～0）
 

 



 

付 録 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  付録-99 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE1F：DTCベクタレジスタ DTVECR：DTC 

7

SWDTE

0

R/(W)*1

6

DTVEC6

0

R/(W)*2

5

DTVEC5

0

R/(W)*2

4

DTVEC4

0

R/(W)*2

3

DTVEC3

0

R/(W)*2

0

DTVEC0

0

R/(W)*2

2

DTVEC2

0

R/(W)*2

1

DTVEC1

0

R/(W)*2

ビット

初期値

R/W

【注】*1
　       *2

：

：

：

SWDTEビットは、1ライトのみ可能です。
DTVEC6～DTVEC0ビットは、SWDTE＝0のときライト可能です。

DTCソフトウェア起動イネーブル

DTCソフトウェア起動を禁止
［クリア条件］
・DISELビットが0で、指定した回数の転送が終了していないとき
・CPUに対し、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み
（SWDTEND）が要求された後、0をライトしたとき

0

1

DTCソフトウェア起動ベクタ6～0

0

DTCソフトウェア起動を許可
［保持条件］
・DISELビットが1で、データ転送を終了したとき
・指定した回数の転送が終了したとき
・ソフトウェア起動によるデータ転送中
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE26：PPG出力コントロールレジスタ PCR：PPG 

7

G3CMS1

1

R/W

6

G3CMS0

1

R/W

5

G2CMS1

1

R/W

4

G2CMS0

1

R/W

3

G1CMS1

1

R/W

0

G0CMS0

1

R/W

2

G1CMS0

1

R/W

1

G0CMS1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

グループ3コンペアマッチセレクト1、0

グループ2コンペアマッチセレクト1、0

グループ0コンペアマッチセレクト1、0

グループ1コンペアマッチセレクト1、0

00 TPUチャネル0のコンペアマッチ

G3CMS0G3CMS1

1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

01 TPUチャネル2のコンペアマッチ

1 TPUチャネル3のコンペアマッチ

パルス出力グループ3の出力トリガ

00 TPUチャネル0のコンペアマッチ

G1CMS0G1CMS1

1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

01 TPUチャネル2のコンペアマッチ

1 TPUチャネル3のコンペアマッチ

パルス出力グループ1の出力トリガ

00 TPUチャネル0のコンペアマッチ

G0CMS0G0CMS1

1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

01 TPUチャネル2のコンペアマッチ

1 TPUチャネル3のコンペアマッチ

パルス出力グループ0の出力トリガ

00 TPUチャネル0のコンペアマッチ

G2CMS0 G2CMS1

1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

01 TPUチャネル2のコンペアマッチ

1 TPUチャネル3のコンペアマッチ

パルス出力グループ2の出力トリガ
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE27：PPG出力モードレジスタ PMR：PPG 

7

G3INV

1

R/W

6

G2INV

1

R/W

5

G1INV

1

R/W

4

G0INV

1

R/W

3

G3NOV

0

R/W

0

G0NOV

0

R/W

2

G2NOV

0

R/W

1

G1NOV

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

グループ3インバート

グループ0ノンオーバラップ

グループ2インバート

グループ1インバート

グループ0インバート

グループ1ノンオーバラップ

グループ2ノンオーバラップ

グループ3ノンオーバラップ

パルス出力グループ0は、反転出力（PODRLの内容1に対して、
端子にLowレベルを出力）

0

1

0

パルス出力グループ0は、直接出力（PODRLの内容1に対して、
端子にHighレベルを出力）

パルス出力グループ1は、反転出力（PODRLの内容1に対して、
端子にLowレベルを出力）

0

1

0

パルス出力グループ1は、直接出力（PODRLの内容1に対して、
端子にHighレベルを出力）

パルス出力グループ2は、反転出力（PODRHの内容1に対して、
端子にLowレベルを出力）

0

1

0

パルス出力グループ2は、直接出力（PODRHの内容1に対して、
端子にHighレベルを出力）

パルス出力グループ3は、反転出力（PODRHの内容1に対して、
端子にLowレベルを出力）

0

1

0

パルス出力グループ3は、直接出力（PODRHの内容1に対して、
端子にHighレベルを出力）

パルス出力グループ3は、通常動作（選択されたTPUのコンペア
マッチAで出力値を更新）

0

1

0

パルス出力グループ3は、ノンオーバラップ動作（選択されたTPU
のコンペアマッチA、Bにより、1出力、0出力を独立に出力可能）

パルス出力グループ2は、通常動作（選択されたTPUのコンペア
マッチAで出力値を更新します）

0

1 パルス出力グループ2は、ノンオーバラップ動作（選択されたTPU
のコンペアマッチA、Bにより、1出力、0出力を独立に行うことが
できます）

パルス出力グループ1は、通常動作（選択されたTPUのコンペア
マッチAで出力値を更新します）

0

1 パルス出力グループ1は、ノンオーバラップ動作（選択されたTPU
のコンペアマッチA、Bにより、1出力、0出力を独立に行うことが
できます）

パルス出力グループ0は、通常動作（選択されたTPUのコンペア
マッチAで出力値を更新します）

0

1 パルス出力グループ0は、ノンオーバラップ動作（選択されたTPU
のコンペアマッチA、Bにより、1出力、0出力を独立に行うことが
できます）
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE28：ネクストデータイネーブルレジスタ H NDERH：PPG 

H'FE29：ネクストデータイネーブルレジスタ L NDERL：PPG 

7

NDER15

0

R/W

6

NDER14

0

R/W

5

NDER13

0

R/W

4

NDER12

0

R/W

3

NDER11

0

R/W

0

NDER8

0

R/W

2

NDER10

0

R/W

1

NDER9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

NDERH

7

NDER7

0

R/W

6

NDER6

0

R/W

5

NDER5

0

R/W

4

NDER4

0

R/W

3

NDER3

0

R/W

0

NDER0

0

R/W

2

NDER2

0

R/W

1

NDER1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

NDERL

ネクストデータイネーブル15～8

0

1

NDER15～NDER8 説　　　明

説　　　明

パルス出力PO15～PO8を禁止（NDR15～NDR8からPOD15～POD8への転送禁止）

パルス出力PO15～PO8を許可（NDR15～NDR8からPOD15～POD8への転送許可）

ネクストデータイネーブル7～0

0

1

NDER7～NDER0

パルス出力PO7～PO0を禁止（NDR7～NDR0からPOD7～POD0への転送禁止）

パルス出力PO7～PO0を許可（NDR7～NDR0からPOD7～POD0への転送許可）
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE2A：アウトプットデータレジスタ H PODRH：PPG 

H'FE2B：アウトプットデータレジスタ L PODRL：PPG 

7

POD15

0

R/(W)*

6

POD14

0

R/(W)*

5

POD13

0

R/(W)*

4

POD12

0

R/(W)*

3

POD11

0

R/(W)*

0

POD8

0

R/(W)*

2

POD10

0

R/(W)*

1

POD9

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PODRH

7

POD7

0

R/(W)*

6

POD6

0

R/(W)*

5

POD5

0

R/(W)*

4

POD4

0

R/(W)*

3

POD3

0

R/(W)*

0

POD0

0

R/(W)*

2

POD2

0

R/(W)*

1

POD1

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　NDERにより、パルス出力に設定されたビットはリード専用となります。

：

：

：

PODRL

 
 

H'FE2C、H'FE2E：ネクストデータレジスタ H NDRH：PPG 

パルス出力グループの出力トリガが同一の場合 

a）アドレス：H'FE2C 
7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  

b）アドレス：H'FE2E 
7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

パルス出力グループの出力トリガが異なる場合 

a）アドレス：H'FE2C 
7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：  

b）アドレス：H'FE2E 
7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

【注】 詳細は「12.2.4　NDRアクセス時の注意」を参照してください。

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE2D、 H'FE2F：ネクストデータレジスタ L NDRL：PPG 

パルス出力グループの出力トリガが同一の場合 

a）アドレス：H'FE2D 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

b）アドレス：H'FE2F 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

パルス出力グループの出力トリガが異なる場合 

a）アドレス：H'FE2D 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

b）アドレス：H'FE2F 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】　詳細は、「12.2.4　NDRアクセス時の注意」を参照してください。
 

 

H'FE30：ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR：ポート 

7

P17DDR

0

W

6

P16DDR

0

W

5

P15DDR

0

W

4

P14DDR

0

W

3

P13DDR

0

W

0

P10DDR

0

W

2

P12DDR

0

W

1

P11DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE31：ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR：ポート 

7

P27DDR

0

W

6

P26DDR

0

W

5

P25DDR

0

W

4

P24DDR

0

W

3

P23DDR

0

W

0

P20DDR

0

W

2

P22DDR

0

W

1

P21DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE32：ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR：ポート 

7

P37DDR

0

W

6

P36DDR

0

W

5

P35DDR

0

W

4

P34DDR

0

W

3

P33DDR

0

W

0

P30DDR

0

W

2

P32DDR

0

W

1

P31DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE34：ポート 5データディレクションレジスタ P5DDR：ポート 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50DDR

0

W

2

P52DDR

0

W

1

P51DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE36：ポート 7データディレクションレジスタ P7DDR：ポート 

7

P77DDR

0

W

6

P76DDR

0

W

5

P75DDR

0

W

4

P74DDR

0

W

3

P73DDR

0

W

0

P70DDR

0

W

2

P72DDR

0

W

1

P71DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE37：ポート 8データディレクションレジスタ P8DDR：ポート 

7

―

不定

―

6

P86DDR

0

W

5

P85DDR

0

W

4

P84DDR

0

W

3

P83DDR

0

W

0

P80DDR

0

W

2

P82DDR

0

W

1

P81DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE39：ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR：ポート 

7

PA7DDR

0

W

6

PA6DDR

0

W

5

PA5DDR

0

W

4

PA4DDR

0

W

3

PA3DDR

0

W

0

PA0DDR

0

W

2

PA2DDR

0

W

1

PA1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE3A：ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR：ポート 

7

PB7DDR

0

W

6

PB6DDR

0

W

5

PB5DDR

0

W

4

PB4DDR

0

W

3

PB3DDR

0

W

0

PB0DDR

0

W

2

PB2DDR

0

W

1

PB1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE3B：ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR：ポート 

7

PC7DDR

0

W

6

PC6DDR

0

W

5

PC5DDR

0

W

4

PC4DDR

0

W

3

PC3DDR

0

W

0

PC0DDR

0

W

2

PC2DDR

0

W

1

PC1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE3C：ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR：ポート 

7

PD7DDR

0

W

6

PD6DDR

0

W

5

PD5DDR

0

W

4

PD4DDR

0

W

3

PD3DDR

0

W

0

PD0DDR

0

W

2

PD2DDR

0

W

1

PD1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE3D：ポート Eデータディレクションレジスタ PEDDR：ポート 

7

PE7DDR

0

W

6

PE6DDR

0

W

5

PE5DDR

0

W

4

PE4DDR

0

W

3

PE3DDR

0

W

0

PE0DDR

0

W

2

PE2DDR

0

W

1

PE1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE3E：ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR：ポート 

7

PF7DDR

1

W

0

W

6

PF6DDR

0

W

0

W

5

PF5DDR

0

W

0

W

4

PF4DDR

0

W

0

W

3

PF3DDR

0

W

0

W

0

PF0DDR

0

W

0

W

2

PF2DDR

0

W

0

W

1

PF1DDR

0

W

0

W

ビット

モード4～6

初期値

R/W

モード7

初期値

R/W

：

：

：

：

：
 

 

H'FE3F：ポート Gデータディレクションレジスタ PGDDR：ポート 

7

―

不定

―

不定

―

6

―

不定

―

不定

―

5

―

不定

―

不定

―

4

PG4DDR

1

W

0

W

3

PG3DDR

0

W

0

W

0

PG0DDR

0

W

0

W

2

PG2DDR

0

W

0

W

1

PG1DDR

0

W

0

W

ビット

モード4、5

初期値

R/W

モード6、7

初期値

R/W

：

：

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE40：ポート AプルアップMOSコントロールレジスタ PAPCR：ポート 

7

PA7PCR

0

R/W

6

PA6PCR

0

R/W

5

PA5PCR

0

R/W

4

PA4PCR

0

R/W

3

PA3PCR

0

R/W

0

PA0PCR

0

R/W

2

PA2PCR

0

R/W

1

PA1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE41：ポート BプルアップMOSコントロールレジスタ PBPCR：ポート 

7

PB7PCR

0

R/W

6

PB6PCR

0

R/W

5

PB5PCR

0

R/W

4

PB4PCR

0

R/W

3

PB3PCR

0

R/W

0

PB0PCR

0

R/W

2

PB2PCR

0

R/W

1

PB1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE42：ポート Cプルアップ MOSコントロールレジスタ PCPCR：ポート 

7

PC7PCR

0

R/W

6

PC6PCR

0

R/W

5

PC5PCR

0

R/W

4

PC4PCR

0

R/W

3

PC3PCR

0

R/W

0

PC0PCR

0

R/W

2

PC2PCR

0

R/W

1

PC1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE43：ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ PDPCR：ポート 

7

PD7PCR

0

R/W

6

PD6PCR

0

R/W

5

PD5PCR

0

R/W

4

PD4PCR

0

R/W

3

PD3PCR

0

R/W

0

PD0PCR

0

R/W

2

PD2PCR

0

R/W

1

PD1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE44：ポート EプルアップMOSコントロールレジスタ PEPCR：ポート 

7

PE7PCR

0

R/W

6

PE6PCR

0

R/W

5

PE5PCR

0

R/W

4

PE4PCR

0

R/W

3

PE3PCR

0

R/W

0

PE0PCR

0

R/W

2

PE2PCR

0

R/W

1

PE1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE46：ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ P3ODR：ポート 

7

P37ODR

0

R/W

6

P36ODR

0

R/W

5

P35ODR

0

R/W

4

P34ODR

0

R/W

3

P33ODR

0

R/W

0

P30ODR

0

R/W

2

P32ODR

0

R/W

1

P31ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE47：ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ PAODR：ポート 

7

PA7ODR

0

R/W

6

PA6ODR

0

R/W

5

PA5ODR

0

R/W

4

PA4ODR

0

R/W

3

PA3ODR

0

R/W

0

PA0ODR

0

R/W

2

PA2ODR

0

R/W

1

PA1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE48：ポート Bオープンドレインコントロールレジスタ PBODR：ポート 

7

PB7ODR

0

R/W

6

PB6ODR

0

R/W

5

PB5ODR

0

R/W

4

PB4ODR

0

R/W

3

PB3ODR

0

R/W

0

PB0ODR

0

R/W

2

PB2ODR

0

R/W

1

PB1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE49：ポート Cオープンドレインコントロールレジスタ PCODR：ポート 

7

PC7ODR

0

R/W

6

PC6ODR

0

R/W

5

PC5ODR

0

R/W

4

PC4ODR

0

R/W

3

PC3ODR

0

R/W

0

PC0ODR

0

R/W

2

PC2ODR

0

R/W

1

PC1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE80：タイマコントロールレジスタ 3 TCR3：TPU3 

H'FF10：タイマコントロールレジスタ 0 TCR0：TPU0 

7

CCLR2

0

R/W

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TCR0

チャネル3：TCR3

クロックエッジ1、0

00 内部クロック：φ／1でカウント

 TPSC1TPSC2

内部クロック：φ／4でカウント

1 内部クロック：φ／16でカウント

0

TPSC0

1

0

01 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント0
1

外部クロック：TCLKB端子入力でカウント1

内部クロック：φ／64でカウント

1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント0

1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント

カウンタクリア2、1、0

00 TCNTのクリア禁止

 CCLR1CCLR2

TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

1 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

0

CCLR0

1

0

01 TCNTのクリア禁止0

1

TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*21

同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアで
TCNTをクリア*1

1 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*20

1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアで
TCNTをクリア*1

00 立ち上がりエッジでカウント

CKEG0CKEG1 

1 立ち下がりエッジでカウント

－1 両エッジでカウント

【注】　内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ／4もしくはそれより遅い場合に有効
　　　　です。入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルのオーバフロー／アンダフローを
　　　　選択した場合は本設定は無視されます。

タイマプリスケーラ2、1、0
TCR0

00 内部クロック：φ／1でカウント

 TPSC1TPSC2

内部クロック：φ／4でカウント

1 内部クロック：φ／16でカウント

0

TPSC0

1

0

01 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント0
1

内部クロック：φ／1024でカウント1

内部クロック：φ／64でカウント

1 内部クロック：φ／256でカウント0

1 内部クロック：φ／4096でカウント

TCR3

 
 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コン

ペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE81：タイマモードレジスタ 3 TMDR3：TPU3 

H'FF11：タイマモードレジスタ 0 TMDR0：TPU0 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

BFB

0

R/W

4

BFA

0

R/W

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TMDR0

チャネル3：TMDR3

TGRBは通常動作

TGRBとTGRDはバッファ動作

0

1

TGRAは通常動作

TGRAとTGRCはバッファ動作

PWMモード2

位相計数モード1

リザーブ

PWMモード1

通常動作

0

1

バッファ動作B

モード3～0

バッファ動作A

0

1

0

MD0 MD1MD2*2

0

01

1

001

位相計数モード4

－

位相計数モード2

位相計数モード3

1

01

1

＊＊＊

MD3*1

0

1

＊：Don't care
【注】　1.  MD3はリザーブビットです。
　　　　    ライト時には常に0を書き込んでください。
　　　　2. チャネル0、3では、位相計数モードの設定はできません。
　　　　     MD2には常に0をライトしてください。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE82：タイマ I/Oコントロールレジスタ 3H TIOR3H：TPU3 

0

1

TGR3Bは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR3Bは

インプット

キャプチャ

レジスタ

TGR3B I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCB3端子

キャプチャ入力元は

チャネル4／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT4のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ*1

0

1

TGR3Aは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR3Aは

インプット

キャプチャ

レジスタ

TGR3A I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCA3端子

キャプチャ入力元は

チャネル4／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT4のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ

*：Don't care

*：Don't care

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 
【注】 *1 TCR4の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT4のカウントクロックにφ/1を使用した場合は、本設定は無

効となり、インプットキャプチャは発生しません。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE92：タイマ I/Oコントロールレジスタ 4 TIOR4：TPU4 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

1

TGR4Bは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR4Bは

インプット

キャプチャ

レジスタ

TGR4B I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCB4端子

キャプチャ入力元は

TGR3Cコンペアマッチ／

インプットキャプチャ

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TGR3Cのコンペアマッチ／インプットキャ

プチャの発生でインプットキャプチャ

TGR4A I/Oコントロール

*：Don't care

0

1

TGR4Aは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR4Aは

インプット

キャプチャ

レジスタ

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCA4端子

キャプチャ入力元は

TGR3Aコンペアマッチ／

インプットキャプチャ

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TGR3Aのコンペアマッチ／インプットキャ

プチャの発生でインプットキャプチャ

*：Don't care
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEA2：タイマ I/Oコントロールレジスタ 5 TIOR5：TPU5 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

1

TGR5Bは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR5Bは
インプット
キャプチャ
レジスタ

TGR5B I/Oコントロール

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCB5端子

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

*：Don't care

0

1

TGR5Aは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR5Aは
インプット
キャプチャ
レジスタ

TGR5A I/Oコントロール

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCA5端子

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

*：Don't care
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF12：タイマ I/Oコントロールレジスタ 0H TIOR0H：TPU0 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR0Bは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR0Bは

インプット

キャプチャ

レジスタ

TGR0B I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCB0端子

キャプチャ入力元は

チャネル1／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT1のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ*1

0

1

TGR0Aは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR0Aは

インプット

キャプチャ

レジスタ

TGR0A I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCA0端子

キャプチャ入力元は

チャネル1／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT1のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ

*：Don't care

*：Don't care
 

【注】 *1 TCR1の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT1のカウントクロックにφ/1を使用した場合は、本設定は無

効となり、インプットキャプチャは発生しません。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF22：タイマ I/Oコントロールレジスタ 1 TIOR1：TPU1 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

1

TGR1Bは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR1Bは

インプット

キャプチャ

レジスタ

TGR1B I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCB1端子

キャプチャ入力元は

TGR0Cコンペアマッチ／

インプットキャプチャ

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TGR0Cのコンペアマッチ／インプットキャ

プチャの発生でインプットキャプチャ

TGR1A I/Oコントロール

*：Don't care

0

1

TGR1Aは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR1Aは

インプット

キャプチャ

レジスタ

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCA1端子

キャプチャ入力元は

TGR0Aコンペアマッチ／

インプットキャプチャ

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

チャネル0／TGR0Aのコンペアマッチ／

インプットキャプチャの発生でインプット

キャプチャ

*：Don't care
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF32：タイマ I/Oコントロールレジスタ 2 TIOR2：TPU2 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

1

TGR2Bは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR2Bは
インプット
キャプチャ
レジスタ

TGR2B I/Oコントロール

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCB2端子

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

*：Don't care

0

1

TGR2Aは

アウトプット

コンペア

レジスタ

TGR2Aは
インプット
キャプチャ
レジスタ

TGR2A I/Oコントロール

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCA2端子

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

*：Don't care

 
 



 

付 録 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  付録-117 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE83：タイマ I/Oコントロールレジスタ 3L TIOR3L：TPU3 

0

1

TGR3Dは

アウトプット

コンペア

レジスタ*2

TGR3Dは

インプット

キャプチャ

レジスタ*2

TGR3D I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCD3端子

キャプチャ入力元は

チャネル4／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT4のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ*1

0

1

TGR3Cは

アウトプット

コンペア

レジスタ*1

TGR3Cは

インプット

キャプチャ

レジスタ*1

TGR3C I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCC3端子

キャプチャ入力元は

チャネル4／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT4のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ

*：Don't care

*：Don't care
【注】*1　TCR4のTPSC2～TPSC0ビットをB'000とし、TCNT4のカウントクロックに

　　φ／1を使用した場合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生し
　　ません。
*2　TMDR3のBFBビットを1にセットしてTGR3Dをバッファレジスタとして使
　　用した場合は、本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコ
　　ンペアは発生しません。

【注】*1　TMDR3のBFAビットを1にセットしてTGR3Cをバッファレジスタとして使 
　　用した場合は、本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプ
     ットコンペアは発生しません。

7

IOD3

0

R/W

6

IOD2

0

R/W

5

IOD1

0

R/W

4

IOD0

0

R/W

3

IOC3

0

R/W

0

IOC0

0

R/W

2

IOC2

0

R/W

1

IOC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 
【注】 TGRC、あるいは TGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動作しま

す。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF13：タイマ I/Oコントロールレジスタ 0L TIOR0L：TPU0 

0

1

TGR0Dは

アウトプット

コンペア

レジスタ*2

TGR0Dは

インプット

キャプチャ

レジスタ*2

TGR0D I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCD0端子

キャプチャ入力元は

チャネル1／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT1のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ

0

1

TGR0Cは

アウトプット

コンペア

レジスタ*1

TGR0Cは

インプット

キャプチャ

レジスタ*1

TGR0C I/Oコントロール

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

*

*

出力禁止

初期出力は0出力

出力禁止

初期出力は1出力

キャプチャ入力元は

TIOCC0端子

キャプチャ入力元は

チャネル1／カウントクロック

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

コンペアマッチで0出力

コンペアマッチで1出力

コンペアマッチでトグル出力

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

両エッジでインプットキャプチャ

TCNT1のカウントアップ／カウントダウン

でインプットキャプチャ

*：Don't care

*：Don't care

【注】 TCR1のTPSC2～TPSC0ビットをB'000とし、TCNT1のカウントクロックに
φ／1を使用した場合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生
しません。
TMDR0のBFBビットを1にセットしてTGR0Dをバッファレジスタとして使用し
た場合は、本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発
生しません。

【注】 TMDR0のBFAビットを1にセットしてTGR0Cをバッファレジスタとして使用
した場合は、本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペ
アは発生しません。

7

IOD3

0

R/W

6

IOD2

0

R/W

5

IOD1

0

R/W

4

IOD0

0

R/W

3

IOC3

0

R/W

0

IOC0

0

R/W

2

IOC2

0

R/W

1

IOC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

*2　

　

*1　

　

*1　

　

*1

 
【注】 TGRC、あるいは TGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動作しま

す。 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE84：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 3 TIER3：TPU3 

H'FF14：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 0 TIER0：TPU0 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCIEV

0

R/W

3

TGIED

0

R/W

0

TGIEA

0

R/W

2

TGIEC

0

R/W

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIER0

チャネル3：TIER3

A/D変換開始要求イネーブル

TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止

TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可

0

1

TGRインタラプトイネーブルA

オーバフローインタラプトイネーブル

TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止

TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可

0

1

TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止

TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可

0

1

A/D変換開始要求の発生を禁止

A/D変換開始要求の発生を許可

0

1

TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可

0

1

TGRインタラプトイネーブルB

TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止

TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可

0

1

TGRインタラプトイネーブルC

TGRインタラプトイネーブルD
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE85：タイマステータスレジスタ 3 TSR3：TPU3 

H'FF15：タイマステータスレジスタ 0 TSR0：TPU0 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCFV

0

R/(W)*

3

TGFD

0

R/(W)*

0

TGFA

0

R/(W)*

2

TGFC

0

R/(W)*

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

チャネル0：TSR0

チャネル3：TSR3

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグA

オーバフローフラグ

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグB

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグC

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグD

［クリア条件］
・TGID割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0
　のとき
・TGFD＝1の状態でTGFDをリード後、TGFDに0をライトしたとき

［セット条件］
・TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
　TCNT＝TGRDになったとき
・TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、
　インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRDに転送されたとき

0

1

［クリア条件］
・TGIC割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0
　のとき
・TGFC＝1の状態でTGFCをリード後、TGFCに0をライトしたとき

［セット条件］
・TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
　TCNT＝TGRCになったとき
・TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、
　インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRCに転送されたとき

0

1

［クリア条件］
・TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0
　のとき
・TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0をライトしたとき

［セット条件］
・TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
　TCNT＝TGRBになったとき
・TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、
　インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRBに転送されたとき

0

1

［クリア条件］
・TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0
　のとき
・TGIA割り込みによりDMACが起動され、DMACのDMABCRのDTAビッ
　トが1のとき
・TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、TGFAに0をライトしたとき

［セット条件］
・TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
　TCNT＝TGRAになったとき
・TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、
　インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRAに転送されたとき

0

1

［クリア条件］
・TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき

［セット条件］
・TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき

0

1

0

 
 



 

付 録 

R01UH0167JJ0400  Rev.4.00  付録-121 

2011.03.17  

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE86：タイマカウンタ 3 TCNT3：TPU3（アップカウンタ） 

H'FE96：タイマカウンタ 4 TCNT4：TPU4（アップ／ダウンカウンタ*） 

H'FEA6：タイマカウンタ 5 TCNT5：TPU5（アップ／ダウンカウンタ*） 

H'FF16：タイマカウンタ 0 TCNT0：TPU0（アップカウンタ） 

H'FF26：タイマカウンタ 1 TCNT1：TPU1（アップ／ダウンカウンタ*） 

H'FF36：タイマカウンタ 2 TCNT2：TPU2（アップ／ダウンカウンタ*） 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

【注】*

 

位相計数モード（および位相計数モードの他のチャネルのオーバフロー／アンダ

フローのカウント時）のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以

外の場合はアップカウンタになります。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE88：タイマジェネラルレジスタ 3A TGR3A：TPU3 

H'FE8A：タイマジェネラルレジスタ 3B TGR3B：TPU3 

H'FE8C：タイマジェネラルレジスタ 3C TGR3C：TPU3 

H'FE8E：タイマジェネラルレジスタ 3D TGR3D：TPU3 

H'FE98：タイマジェネラルレジスタ 4A TGR4A：TPU4 

H'FE9A：タイマジェネラルレジスタ 4B TGR4B：TPU4 

H'FEA8：タイマジェネラルレジスタ 5A TGR5A：TPU5 

H'FEAA：タイマジェネラルレジスタ 5B TGR5B：TPU5 

H'FF18：タイマジェネラルレジスタ 0A TGR0A：TPU0 

H'FF1A：タイマジェネラルレジスタ 0B TGR0B：TPU0 

H'FF1C：タイマジェネラルレジスタ 0C TGR0C：TPU0 

H'FF1E：タイマジェネラルレジスタ 0D TGR0D：TPU0 

H'FF28：タイマジェネラルレジスタ 1A TGR1A：TPU1 

H'FF2A：タイマジェネラルレジスタ 1B TGR1B：TPU1 

H'FF38：タイマジェネラルレジスタ 2A TGR2A：TPU2 

H'FF3A：タイマジェネラルレジスタ 2B TGR2B：TPU2 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE90：タイマコントロールレジスタ 4 TCR4：TPU4 

H'FEA0：タイマコントロールレジスタ 5 TCR5：TPU5 

H'FF20：タイマコントロールレジスタ 1 TCR1：TPU1 

H'FF30：タイマコントロールレジスタ 2 TCR2：TPU2 

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TCR1

チャネル2：TCR2

チャネル4：TCR4

チャネル5：TCR5

タイマプリスケーラ2、1、0

クロックエッジ1、0

00 TCNTのクリア禁止

 CCLR0CCLR1

0

リザーブ*2

1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

01 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアで
TCNTをクリア*1

カウンタクリア2、1、0

00 立ち上がりエッジでカウント

CKEG0CKEG1 

1 立ち下がりエッジでカウント

－1 両エッジでカウント

【注】　内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ／4もしくはそれより遅い場合に有効
　　　　です。入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルのオーバフロー／アンダフローを
　　　　選択した場合は本設定は無視されます。

【注】　チャネル1が位相計数モード時、この設定は無効
　　　　になります。

【注】　*1 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。
　　　　*2 チャネル1、2、4、5ではビット7はリザーブです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。

00 内部クロック：φ／1でカウント

内部クロック：φ／4でカウント

1 内部クロック：φ／16でカウント

0

1

0

01 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント0
1

外部クロック：TCLKB端子入力でカウント1

内部クロック：φ／64でカウント

1 内部クロック：φ／256でカウント0

1 TCNT2のオーバフロー／アンダフローで
カウント

TCR1

【注】　チャネル2が位相計数モード時、この設定は無効
　　　　になります。

00 内部クロック：φ／1でカウント

内部クロック：φ／4でカウント

1 内部クロック：φ／16でカウント

0

1

0

01 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント0
1

外部クロック：TCLKB端子入力でカウント1

内部クロック：φ／64でカウント

1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント0

1 内部クロック：φ／1024でカウント

TCR2

【注】　チャネル4が位相計数モード時、この設定は無効
　　　　になります。

00 内部クロック：φ／1でカウント

内部クロック：φ／4でカウント

1 内部クロック：φ／16でカウント

0

1

0

01 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント0
1

外部クロック：TCLKC端子入力でカウント1

内部クロック：φ／64でカウント

1 内部クロック：φ／1024でカウント0

1 TCNT5のオーバフロー／アンダフローで
カウント

TCR4

【注】　チャネル5が位相計数モード時、この設定は無効
　　　　になります。

00 内部クロック：φ／1でカウント

内部クロック：φ／4でカウント

1 内部クロック：φ／16でカウント

0

1

0

01 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント0
1

外部クロック：TCLKC端子入力でカウント1

内部クロック：φ／64でカウント

1 内部クロック：φ／256でカウント0

1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント

TCR5
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE91：タイマモードレジスタ 4 TMDR4：TPU4 

H'FEA1：タイマモードレジスタ 5 TMDR5：TPU5 

H'FF21：タイマモードレジスタ 1 TMDR1：TPU1 

H'FF31：タイマモードレジスタ 2 TMDR2：TPU2 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TMDR1

チャネル2：TMDR2

チャネル4：TMDR4

チャネル5：TMDR5

PWMモード2

位相計数モード1

リザーブ

PWMモード1

通常動作

モード3～0

0

1

0

MD0 MD1MD2*2

0

01

1

001

位相計数モード4

－

位相計数モード2

位相計数モード3

1

01

1

***

MD3*1

0

1

*：Don't care
【注】　*1  MD3はリザーブビットです。
　　　　　  ライト時には常に0を書き込んでください。
　　　　*2  チャネル0、3では、位相計数モードの設定はできません。
　　　　　  MD2には常に0をライトしてください。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE94：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 4 TIER4：TPU4 

H'FEA4：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 5 TIER5：TPU5 

H'FF24：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 1 TIER1：TPU1 

H'FF34：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2 TIER2：TPU2 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TIER1

チャネル2：TIER2

チャネル4：TIER4

チャネル5：TIER5

A/D変換開始要求イネーブル

TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止

TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可

0

1

TGRインタラプトイネーブルA

アンダフローインタラプトイネーブル

TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止

TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可

0

1

0

1

A/D変換開始要求の発生を禁止

A/D変換開始要求の発生を許可

0

1

TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止

TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可

TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可

0

1

TGRインタラプトイネーブルB

オーバフローインタラプトイネーブル
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FE95：タイマステータスレジスタ 4 TSR4：TPU4 

H'FEA5：タイマステータスレジスタ 5 TSR5：TPU5 

H'FF25：タイマステータスレジスタ 1 TSR1：TPU1 

H'FF35：タイマステータスレジスタ 2 TSR2：TPU2 

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

チャネル1：TSR1

チャネル2：TSR2

チャネル4：TSR4

チャネル5：TSR5

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグA

インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグB

［クリア条件］
・TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0
　のとき
・TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0をライトしたとき

［セット条件］
・TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
　TCNT＝TGRBになったとき
・TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、
　インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRBに転送されたとき

0

1

［クリア条件］
・TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0
　のとき
・TGIA割り込みによりDMACが起動され、DMACのDMABCRのDTAビッ
　トが1のとき
・TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、TGFAに0をライトしたとき

［セット条件］
・TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
　TCNT＝TGRAになったとき
・TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、
　インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRAに転送されたとき

0

1

カウント方向フラグ

アンダフローフラグ

TCNTはダウンカウント

TCNTはアップカウント

0

1

オーバフローフラグ

［クリア条件］
・TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき

［セット条件］
・TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき

0

1

0

［クリア条件］
・TCFU＝1の状態でTCFUをリード後、TCFUに0をライトしたとき

［セット条件］
・TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき

0

1

0
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEB0：タイマスタートレジスタ TSTR：TPU共通 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

CST5

0

R/W

4

CST4

0

R/W

3

CST3

0

R/W

0

CST0

0

R/W

2

CST2

0

R/W

1

CST1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

カウンタスタート5～0

TCNTnのカウント動作は停止

TCNTnはカウント動作

0

1

【注】　TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに0をライトするとカウンタは
　　　　停止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。
　　　　CSTビットが0の状態でTIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端子
　　　　の出力レベルが更新されます。

（n＝5～0）

 
 

H'FEB1：タイマシンクロレジスタ TSYR：TPU共通 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

SYNC5

0

R/W

4

SYNC4

0

R/W

3

SYNC3

0

R/W

0

SYNC0

0

R/W

2

SYNC2

0

R/W

1

SYNC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

タイマ同期5～0

TCNTnは独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャネルと無関係）

TCNTnは同期動作
TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能

0

1

（n＝5～0）
【注】　1. 同期動作の設定には、最低2チャネルのSYNCビットを1にセットする必要が
 あります。
　　　　2. 同期クリアの設定には、SYNCビットのほかにTCRのCCLR2～CCLR0ビットで、
 TCNTのクリア要因を設定する必要があります。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEC0：インタラプトプライオリティレジスタ A IPRA：割り込みコントローラ 

H'FEC1：インタラプトプライオリティレジスタ B IPRB：割り込みコントローラ 

H'FEC2：インタラプトプライオリティレジスタ C IPRC：割り込みコントローラ 

H'FEC3：インタラプトプライオリティレジスタ D IPRD：割り込みコントローラ 

H'FEC4：インタラプトプライオリティレジスタ E IPRE：割り込みコントローラ 

H'FEC5：インタラプトプライオリティレジスタ F IPRF：割り込みコントローラ 

H'FEC6：インタラプトプライオリティレジスタ G IPRG：割り込みコントローラ 

H'FEC7：インタラプトプライオリティレジスタ H IPRH：割り込みコントローラ 

H'FEC8：インタラプトプライオリティレジスタ I IPRI：割り込みコントローラ 

H'FEC9：インタラプトプライオリティレジスタ J IPRJ：割り込みコントローラ 

H'FECA：インタラプトプライオリティレジスタ K IPRK：割り込みコントローラ 

H'FECB：インタラプトプライオリティレジスタ L IPRL：割り込みコントローラ 

H'FECE：インタラプトプライオリティレジスタ O IPRO：割り込みコントローラ 

7

－

0

－

6

IPR6

1

R/W

5

IPR5

1

R/W

4

IPR4

1

R/W

3

－

0

－

0

IPR0

1

R/W

2

IPR2

1

R/W

1

IPR1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

IPRB IRQ2

レジスタ
ビット

IRQ3

IPRC IRQ6
IRQ7

IRQ4

IRQ5

DTC

各割り込み要因とIPRの対応

IPRA IRQ0 IRQ1

IPRD ウォッチドッグタイマ0 リフレッシュタイマ

IPRE PCブレーク A/D変換器、
ウォッチドッグタイマ1

IPRF TPUチャネル0 TPUチャネル1

IPRG TPUチャネル2 TPUチャネル3

IPRH TPUチャネル4 TPUチャネル5

IPRI 8ビットタイマチャネル0 8ビットタイマチャネル1

IPRJ DMAC SCIチャネル0

IPRK SCIチャネル1 SCIチャネル2

IPRL 8ビットタイマ2、3 IIC［オプション］

IPRO SCIチャネル3 SCIチャネル4

6～4 2～0
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED0：バス幅コントロールレジスタ ABWCR：バスコントローラ 

7

ABW7

1

R/W

0

R/W

6

ABW6

1

R/W

0

R/W

5

ABW5

1

R/W

0

R/W

4

ABW4

1

R/W

0

R/W

3

ABW3

1

R/W

0

R/W

0

ABW0

1

R/W

0

R/W

2

ABW2

1

R/W

0

R/W

1

ABW1

1

R/W

0

R/W

ビット：

モード5～7

初期値

R/W

モード4

初期値

R/W

：

：

：

：

エリア7～0バス幅コントロール

エリアnを16ビットアクセス空間に設定

エリアnを8ビットアクセス空間に設定

0

1

（n＝7～0）
 

 

H'FED1：アクセスステートコントロールレジスタ ASTCR：バスコントローラ 

7

AST7

1

R/W

6

AST6

1

R/W

5

AST5

1

R/W

4

AST4

1

R/W

3

AST3

1

R/W

0

AST0

1

R/W

2

AST2

1

R/W

1

AST1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

エリア7～0アクセスステートコントロール

エリアnを2ステートアクセス空間に設定
エリアnの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を禁止

エリアnの外部空間アクセスは3ステートアクセス 
エリアnの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を許可

0

1

（n＝7～0）
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED2：ウェイトコントロールレジスタ H WCRH：バスコントローラ 

7

W71

1

R/W

6

W70

1

R/W

5

W61

1

R/W

4

W60

1

R/W

3

W51

1

R/W

0

W40

1

R/W

2

W50

1

R/W

1

W41

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

エリア7ウェイトコントロール1、0

エリア6ウェイトコントロール1、0

エリア4ウェイトコントロール1、0

エリア5ウェイトコントロール1、0

00 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W70W71

1 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W50W51

1 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W40W41

1 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W60W61

1 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED3：ウェイトコントロールレジスタ L WCRL：バスコントローラ 

7

W31

1

R/W

6

W30

1

R/W

5

W21

1

R/W

4

W20

1

R/W

3

W11

1

R/W

0

W00

1

R/W

2

W10

1

R/W

1

W01

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

エリア3ウェイトコントロール1、0

エリア2ウェイトコントロール

エリア0ウェイトコントロール1、0

エリア1ウェイトコントロール1、0

00 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

 W30W31

1 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W10W11

1 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W00W01

1 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W20W21

1 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED4：バスコントロールレジスタ H BCRH：バスコントローラ 

7

ICIS1

1

R/W

6

ICIS0

1

R/W

5

BRSTRM

0

R/W

4

BRSTS1

1

R/W

3

BRSTS0

0

R/W

0

RMTS0

0

R/W

2

RMTS2

0

R/W

1

RMTS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入しない

異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入する　　　　　　（初期値）

0

1

0

アイドルサイクル挿入1

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入しない

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入する　　　　　　　　　（初期値）

1

アイドルサイクル挿入0

エリア0は基本バスインタフェース（初期値）

エリア0はバーストROMインタフェース

0

1

バーストROMイネーブル

バーストサイクルは1ステート

バーストサイクルは2ステート

0

1

バーストアクセスは最大4ワード

バーストアクセスは最大8ワード

0

1

バーストサイクルセレクト1

RAMタイプセレクト

バーストサイクルセレクト0

【注】　DRAM空間に選択したエリアが全エリア8ビット空間のとき、PF2端子は入出
　　　　力ポート、BREQO、WAITとして使用可能です。また、連続DRAM空間を選
　　　　択したときは、エリア2からエリア5に相当するバス幅、アクセスステート数
　　　　（プログラマブルウェイト数）は同じ値に設定してください。上記以外の組
　　　　み合わせは設定しないでください。

0

1

0

RMTS0 エリア2RMTS1RMTS2 エリア3 エリア4 エリア5 

0

01

1

111

通常空間

DRAM空間通常空間

DRAM空間通常空間

DRAM空間

連続DRAM空間
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED5：バスコントロールレジスタ L BCRL：バスコントローラ 

7

BRLE

0

R/W

6

BREQOE

0

R/W

5

―

0

―

4

OES

0

R/W

3

DDS

1

R/W

0

WAITE

0

R/W

2

RCTS

0

R/W

1

WDBE

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

外部バス権の解放を禁止。BREQ、BACK、BREQOは
入出力ポートとして使用可

外部バス権の解放を許可

0

1

バスリリースイネーブル

WAIT端子によるウェイト入力を禁止。WAIT端子は入出力ポートとして使用可

WAIT端子によるウェイト入力を許可

0

1

WAIT端子イネーブル

BREQO出力禁止。BREQOは入出力ポートとして使用可

BREQO出力許可

0

1

BREQO端子イネーブル

CS3端子をポートまたはCS3信号出力として使用

エリア2のみをDRAM空間に設定した場合、または
エリア2～5を連続DRAM空間に設定した場合、
CS3端子をOE端子として使用

0

1

OEセレクト

ライトデータバッファ機能を使用しない

ライトデータバッファ機能を使用する

0

1

ライトデータバッファイネーブル

リード時とライト時のCAS信号の出力タイミングは同じです

リード時のCAS信号はライト時より半サイクル早くアサートします

0

1

リードCASタイミングセレクト

DRAM空間に対してDMACシングルアドレス転送を行う場合、
必ずフルアクセスを実行。DACK信号はTrまたはT1サイクルから
Lowレベルを出力

DRAM空間に対してDMACシングルアドレス転送を行う場合も
バーストアクセス可能。DACK信号はTC1またはT2サイクルから
Lowレベルを出力

0

1

DACKタイミングセレクト

 
 



 

付 録 

付録-134  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED6：メモリコントロールレジスタ MCR：バスコントローラ 

7

TPC

0

R/W

6

BE

0

R/W

5

RCDM

0

R/W

4

CW2

0

R/W

3

MXC1

0

R/W

0

RLW0

0

R/W

2

MXC0

0

R/W

1

RLW1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

プリチャージサイクルを1ステート挿入

プリチャージサイクルを2ステート挿入

0

1

0

TPサイクルコントロール

バースト禁止（常にフルアクセス）

DRAM空間アクセス時、高速ページモードでアクセス1

バーストアクセスイネーブル

DRAMインタフェース：RASアップモードを選択

DRAMインタフェース：RASダウンモードを選択

0

1

RASダウンモード

ウェイトステートを3ステート挿入する

ウェイトステートを1ステート挿入する

ウェイトステートを2ステート挿入する

ウェイトステートを挿入しない

リザーブビット

リフレッシュサイクルウェイトコントロール1、0

マルチプレクスシフトカウント1、0

0

1

0

RLW0 RLW1

01

1

－

9ビットシフト
（1）8ビットアクセス空間設定時：　比較対象ロウアドレスはA23～A9
（2）16ビットアクセス空間設定時：　比較対象ロウアドレスはA23～A10

10ビットシフト
（1）8ビットアクセス空間設定時：　比較対象ロウアドレスはA23～A10
（2）16ビットアクセス空間設定時：　比較対象ロウアドレスはA23～A11

8ビットシフト 
（1）8ビットアクセス空間設定時：　比較対象ロウアドレスはA23～A8
（2）16ビットアクセス空間設定時：　比較対象ロウアドレスはA23～A9

0

1

0

MXC0MXC1

01

1
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED7：DRAMコントロールレジスタ DRAMCR：バスコントローラ 

7

RFSHE

0

R/W

6

CBRM

0

R/W

5

RMODE

0

R/W

4

CMF

0

R/W

3

CMIE

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

リフレッシュ制御

0 ［クリア条件］
・CMF＝1の状態で、CMFフラグをリードした後、CMFフラグ 
 に0をライトしたとき

［セット条件］
・RTCNT＝RTCORになったとき

1

CBRリフレッシュモード

ソフトウェアスタンバイ時にセルフリフレッシュを
行わない

ソフトウェアスタンバイ時にセルフリフレッシュを
行う

0

1

CASビフォRASリフレッシュ時の外部アクセスを許可

CASビフォRASリフレッシュ時の外部アクセスを禁止

0

1

リフレッシュ制御を行わない

リフレッシュ制御を行う

0

1

リフレッシュモード

CMFフラグによる割り込み要求（CMI）を禁止

CMFフラグによる割り込み要求（CMI）を許可

φ／8でカウント

φ／32でカウント

カウント動作停止

φ／2でカウント

0

1

コンペアマッチフラグ

リフレッシュカウンタクロックセレクト

コンペアマッチ割り込みイネーブル

0

1

0

CKS0CKS1CKS2

0

01

1

φ／2048でカウント

φ／4096でカウント

φ／128でカウント

φ／512でカウント

0

1

01

01

1
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FED8：リフレッシュタイマカウンタ RTCNT：バスコントローラ 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FED9：リフレッシュタイムコンスタントレジスタ RTCOR：バスコントローラ 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FEDB：RAMエミュレーションレジスタ RAMER：FLASH 

7

―

0

R

6

―

0

R

5

―

0

R/W

4

―

0

R/W

3

RAMS

0

R/W

0

RAM0

0

R/W

2

RAM2

0

R/W

1

RAM1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0 エミュレーション非選択
フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト無効

エミュレーション選択
フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト有効

1

RAMセレクト

フラッシュメモリエリア選択

0

0 H'FFD000～H'FFDFFF

H'000000～H'000FFF

H'001000～H'001FFF

H'002000～H'002FFF

H'003000～H'003FFF
H'004000～H'004FFF

H'005000～H'005FFF

H'006000～H'006FFF

H'007000～H'007FFF

RAMエリア4Kバイト

EB0（4Kバイト）

EB1（4Kバイト）

EB2（4Kバイト）

EB3（4Kバイト）
EB4（4Kバイト）

EB5（4Kバイト）

EB6（4Kバイト）

EB7（4Kバイト）

RAM2RAMS

1

0

0

1

01

1

0

RAM2

0

1

1

0

*

*：Don't care

* *

RAM2 RAMエリア ブロック名

1

0

0

0

0

0

1

11 1

11

11

11

1

1

1
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEE0：メモリアドレスレジスタ 0AH MAR0AH：DMAC 

H'FEE2：メモリアドレスレジスタ 0AL MAR0AL：DMAC 

16

*

R/W

18

*

R/W

17

*

R/W

ビット

MAR

初期値

R/W

：

：

：

：

19

*

R/W

21

*

R/W

22

*

R/W

23

*

R/W

24

―

0

―

25

―

0

―

26

―

0

―

27

―

0

―

28

―

0

―

29

―

0

―

30

―

0

―

31

―

0

―

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

20

*

R/W

*：不定

ビット

MAR

初期値

R/W

：

：

：

：

ショートアドレスモード時：転送先／転送元アドレスを指定

フルアドレスモード時　　：転送元アドレスを指定
 

 

H'FEE4：I/Oアドレスレジスタ 0A IOAR0A：DMAC 

H'FEF4：I/Oアドレスレジスタ 1A IOAR1A：DMAC 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

IOAR

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

ショートアドレスモード時：転送先／転送元アドレスを指定

フルアドレスモード時　　：未使用
 

 

H'FEE6：転送カウントレジスタ 0A ETCR0A：DMAC 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCR

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

シーケンシャルモード

アイドルモード

ノーマルモード

リピートモード

ブロック転送モード

転送カウンタ

転送回数保持 転送カウンタ

ブロックサイズカウンタブロックサイズ保持
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEE8：メモリアドレスレジスタ 0BH MAR0BH：DMAC 

H'FEEA：メモリアドレスレジスタ 0BL MAR0BL：DMAC 

16

*

R/W

18

*

R/W

17

*

R/W

ビット

MAR0BH

初期値

R/W

：

：

：

：

19

*

R/W

21

*

R/W

22

*

R/W

23

*

R/W

24

―

0

―

25

―

0

―

26

―

0

―

27

―

0

―

28

―

0

―

29

―

0

―

30

―

0

―

31

―

0

―

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

20

*

R/W

*：不定

ビット

MAR0BL

初期値

R/W

：

：

：

：

ショートアドレスモード時：転送先／転送元アドレスを指定

フルアドレスモード時　　：転送元アドレスを指定
 

 

H'FEEC：I/Oアドレスレジスタ 0B IOAR0B：DMAC 

H'FEFC：I/Oアドレスレジスタ 1B IOAR1B：DMAC 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

IOAR0B

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

ショートアドレスモード時：転送先／転送元アドレスを指定

フルアドレスモード時　　：未使用
 

 

H'FEEE：転送カウントレジスタ 0B ETCR0B：DMAC 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCR0B

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

シーケンシャルモード

アイドルモード

リピートモード

ブロック転送モード

転送カウンタ

転送回数保持 転送カウンタ

ブロック転送カウンタ

【注】　ノーマルモードでは使用しません。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEF0：メモリアドレスレジスタ 1AH MAR1AH：DMAC 

H'FEF2：メモリアドレスレジスタ 1AL MAR1AL：DMAC 

16

*

R/W

18

*

R/W

17

*

R/W

ビット

MAR1AH

初期値

R/W

：

：

：

：

19

*

R/W

21

*

R/W

22

*

R/W

23

*

R/W

24

―

0

―

25

―

0

―

26

―

0

―

27

―

0

―

28

―

0

―

29

―

0

―

30

―

0

―

31

―

0

―

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

20

*

R/W

*：不定

ビット

MAR1AL

初期値

R/W

：

：

：

：

ショートアドレスモード時：転送先／転送元アドレスを指定

フルアドレスモード時　　：転送元アドレスを指定
 

 

H'FEF6：転送カウントレジスタ 1A ETCR1A：DMAC 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCR1A

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

シーケンシャルモード

アイドルモード

ノーマルモード

リピートモード

ブロック転送モード

転送カウンタ

転送回数保持 転送カウンタ

ブロックサイズカウンタブロックサイズ保持

 
 

H'FEF8：メモリアドレスレジスタ 1BH MAR1BH：DMAC 

H'FEFA：メモリアドレスレジスタ 1BL MAR1BL：DMAC 

16

*

R/W

18

*

R/W

17

*

R/W

ビット

MAR1BH

初期値

R/W

：

：

：

：

19

*

R/W

21

*

R/W

22

*

R/W

23

*

R/W

24

―

0

―

25

―

0

―

26

―

0

―

27

―

0

―

28

―

0

―

29

―

0

―

30

―

0

―

31

―

0

―

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

20

*

R/W

*：不定

ビット

MAR1BL

初期値

R/W

：

：

：

：

ショートアドレスモード時：転送先／転送元アドレスを指定

フルアドレスモード時　　：未使用
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FEFE：転送カウントレジスタ 1B ETCR1B：DMAC 

0

*

R/W

2

*

R/W

1

*

R/W

3

*

R/W

4

*

R/W

5

*

R/W

6

*

R/W

7

*

R/W

8

*

R/W

9

*

R/W

10

*

R/W

11

*

R/W

12

*

R/W

13

*

R/W

14

*

R/W

15

*

R/W

ビット

ETCR1B

初期値

R/W

：

：

：

：

*：不定

シーケンシャルモード

アイドルモード

リピートモード

ブロック転送モード

転送カウンタ

転送回数保持 転送カウンタ

ブロック転送カウンタ

【注】　ノーマルモードでは使用しません。
 

 

H'FF00：ポート 1データレジスタ P1DR：ポート 

7

P17DR

0

R/W

6

P16DR

0

R/W

5

P15DR

0

R/W

4

P14DR

0

R/W

3

P13DR

0

R/W

0

P10DR

0

R/W

2

P12DR

0

R/W

1

P11DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF01：ポート 2データレジスタ P2DR：ポート 

7

P27DR

0

R/W

6

P26DR

0

R/W

5

P25DR

0

R/W

4

P24DR

0

R/W

3

P23DR

0

R/W

0

P20DR

0

R/W

2

P22DR

0

R/W

1

P21DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF02：ポート 3データレジスタ P3DR：ポート 

7

P37DR

0

R/W

6

P36DR

0

R/W

5

P35DR

0

R/W

4

P34DR

0

R/W

3

P33DR

0

R/W

0

P30DR

0

R/W

2

P32DR

0

R/W

1

P31DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF04：ポート 5データレジスタ P5DR：ポート 

7

―

不定

―

6

―

不定

―

5

―

不定

―

4

―

不定

―

3

―

不定

―

0

P50DR

0

R/W

2

P52DR

0

R/W

1

P51DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF06：ポート 7データレジスタ P7DR：ポート 

7

P77DR

0

R/W

6

P76DR

0

R/W

5

P75DR

0

R/W

4

P74DR

0

R/W

3

P73DR

0

R/W

0

P70DR

0

R/W

2

P72DR

0

R/W

1

P71DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF07：ポート 8データレジスタ P8DR：ポート 

7

―

不定

―

6

P86DR

0

R/W

5

P85DR

0

R/W

4

P84DR

0

R/W

3

P83DR

0

R/W

0

P80DR

0

R/W

2

P82DR

0

R/W

1

P81DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF09：ポート Aデータレジスタ PADR：ポート 

7

PA7DR

0

R/W

6

PA6DR

0

R/W

5

PA5DR

0

R/W

4

PA4DR

0

R/W

3

PA3DR

0

R/W

0

PA0DR

0

R/W

2

PA2DR

0

R/W

1

PA1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF0A：ポート Bデータレジスタ PBDR：ポート 

7

PB7DR

0

R/W

6

PB6DR

0

R/W

5

PB5DR

0

R/W

4

PB4DR

0

R/W

3

PB3DR

0

R/W

0

PB0DR

0

R/W

2

PB2DR

0

R/W

1

PB1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF0B：ポート Cデータレジスタ PCDR：ポート 

7

PC7DR

0

R/W

6

PC6DR

0

R/W

5

PC5DR

0

R/W

4

PC4DR

0

R/W

3

PC3DR

0

R/W

0

PC0DR

0

R/W

2

PC2DR

0

R/W

1

PC1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF0C：ポート Dデータレジスタ PDDR：ポート 

7

PD7DR

0

R/W

6

PD6DR

0

R/W

5

PD5DR

0

R/W

4

PD4DR

0

R/W

3

PD3DR

0

R/W

0

PD0DR

0

R/W

2

PD2DR

0

R/W

1

PD1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 



 

付 録 

付録-142  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF0D：ポート Eデータレジスタ PEDR：ポート 

7

PE7DR

0

R/W

6

PE6DR

0

R/W

5

PE5DR

0

R/W

4

PE4DR

0

R/W

3

PE3DR

0

R/W

0

PE0DR

0

R/W

2

PE2DR

0

R/W

1

PE1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF0E：ポート Fデータレジスタ PFDR：ポート 

7

PF7DR

0

R/W

6

PF6DR

0

R/W

5

PF5DR

0

R/W

4

PF4DR

0

R/W

3

PF3DR

0

R/W

0

PF0DR

0

R/W

2

PF2DR

0

R/W

1

PF1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF0F：ポート Gデータレジスタ PGDR：ポート 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

PG4DR

0

R/W

3

PG3DR

0

R/W

0

PG0DR

0

R/W

2

PG2DR

0

R/W

1

PG1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H'FF60：DMAライトイネーブルレジスタ DMAWER：DMAC 

7

―

0

―

6

―

0

―

5

―

0

―

4

―

0

―

3

WE1B

0

R/W

0

WE0A

0

R/W

2

WE1A

0

R/W

1

WE0B

0

R/W

ビット

DMAWER

初期値

R/W

：

：

：

：

ライトイネーブル1A

DMACR1BのすべてのビットとDMABCRのビット11、7、3、DMATCRのビット
5へのライトを禁止   　　　　　　　　　（初期値）

DMACR1BのすべてのビットとDMABCRのビット11、7、3、DMATCRのビット
5へのライトを許可

0

1

DMACR1AのすべてのビットとDMABCRのビット10、6、2へのライトを禁止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）

DMACR1AのすべてのビットとDMABCRのビット10、6、2へのライトを許可

0

1

DMACR0AのすべてのビットとDMABCRのビット8、4、0へのライトを禁止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）

DMACR0AのすべてのビットとDMABCRのビット8、4、0へのライトを許可

0

1

ライトイネーブル0B

DMACR0BのすべてのビットとDMABCRのビット9、5、1、DMATCRのビット
4へのライトを禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）

DMACR0BのすべてのビットとDMABCRのビット9、5、1、DMATCRのビット
4へのライトを許可

0

1

ライトイネーブル0A

ライトイネーブル1B

 
 

H'FF61：DMAターミナルコントロールレジスタ DMATCR：DMAC 

7

―

0

―

6

―

0

―

5

TEE1

0

R/W

4

TEE0

0

R/W

3

―

0

―

0

―

0

―

2

―

0

―

1

―

0

―

ビット

DMATCR

初期値

R/W

：

：

：

：

TEND1端子出力を禁止

TEND1端子出力を許可

0

1

転送終了端子イネーブル1

TEND0端子出力を禁止

TEND0端子出力を許可

0

1

転送終了端子イネーブル0
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H'FF62：DMAコントロールレジスタ 0A DMACR0A：DMAC 

H'FF63：DMAコントロールレジスタ 0B DMACR0B：DMAC 

H'FF64：DMAコントロールレジスタ 1A DMACR1A：DMAC 

H'FF65：DMAコントロールレジスタ 1B DMACR1B：DMAC 

15

DTSZ

0

R/W

14

SAID

0

R/W

13

SAIDE

0

R/W

12

BLKDIR

0

R/W

11

BLKE

0

R/W

8

－

0

R/W

10

－

0

R/W

9

－

0

R/W

DMACRA

ビット

DMACRA

初期値

R/W

フルアドレスモード時

：

：

：

：

0 ノーマルモードで転送

ブロック転送モードで転送、ブロックエリアはデスティネーション側

1 ノーマルモードで転送

0

1

0

1 ブロック転送モードで転送、ブロックエリアはソース側

転送モード／ブロックエリア設定

0 MARA固定

データ転送後、MARAをインクリメント

（1）DTSZ=0のとき、転送後MARAを+1

（2）DTSZ=1のとき、転送後MARAを+2

データ転送後、MARAをデクリメント

（1）DTSZ=0のとき、転送後MARAを-1

（2）DTSZ=1のとき、転送後MARAを-2

1

0

1

0

1

MARA固定

ソースアドレス設定

0 バイトサイズ転送

1 ワードサイズ転送

データトランスファサイズ
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15

－

0

R/W

14

DAID

0

R/W

13

DAIDE

0

R/W

12

－

0

R/W

11

DTF3

0

R/W

8

DTF0

0

R/W

10

DTF2

0

R/W

9

DTF1

0

R/W

DMACRB

ビット

DMACRB

初期値

R/W

フルアドレスモード時

：

：

：

：

0 MARB固定

データ転送後、MARBをインクリメント

（1）DTSZ=0のとき、転送後MARBを+1

（2）DTSZ=1のとき、転送後MARBを+2

データ転送後、MARAをデクリメント

（1）DTSZ=0のとき、転送後MARBを-1

（2）DTSZ=1のとき、転送後MARBを-2

1

0

1

0

1

MARB固定

デスティネーションアドレスインクリメント／デクリメント

ー

ー

ー
オートリクエスト（サイクルスチール）

オートリクエスト（バースト）
ー

DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動
DREQ端子のLowレベル入力で起動

ノーマルモード
データ転送の起動要因選択

0

ビット1 ビット0 説　明ビット2ビット3
DTF1 DTF0DTF2DTF3

0

1 *

0 0
1
0

1
1

0 *

*

*：Don't care

1 0
1

1

*

ー

A/D変換器の変換終了割り込みで起動

SCIチャネル0の送信データエンプティ割り
込みで起動

SCIチャネル1の送信データエンプティ割り
込みで起動

TPUチャネル0のコンペアマッチ／インプッ
トキャプチャA割り込みで起動

SCIチャネル0の受信完了割り込みで起動

DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動
DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動＊

ブロック転送モード

0

ビット1 ビット0 説　明ビット2ビット3

DTF1 DTF0DTF2DTF3

0 0 0

0 0 0

TPUチャネル4のコンペアマッチ／インプッ
トキャプチャA割り込みで起動

1 0 0

TPUチャネル2のコンペアマッチ／インプッ
トキャプチャA割り込みで起動

1 0

1 0

TPUチャネル1のコンペアマッチ／インプッ
トキャプチャA割り込みで起動

1

TPUチャネル3のコンペアマッチ／インプッ
トキャプチャA割り込みで起動

1

TPUチャネル5のコンペアマッチ／インプッ
トキャプチャA割り込みで起動

1

1

1
0
1

1

SCIチャネル1の受信完了割り込みで起動1

1

01

001

1

ー
ー

【注】　*　転送許可後の最初の転送はLowレベルで検出します。
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7

DTSZ

0

R/W

6

DTID

0

R/W

5

RPE

0

R/W

4

DTDIR

0

R/W

3

DTF3

0

R/W

0

DTF0

0

R/W

2

DTF2

0

R/W

1

DTF1

0

R/W

ショートアドレスモード時

ビット

DMACR

初期値

R/W

：

：

：

：

0 データ転送後、MARをインクリメント

（1）DTSZ=0のとき、転送後MARを+1

（2）DTSZ=1のとき、転送後MARを+2

データ転送後、MARをデクリメント

（1）DTSZ=0のとき、転送後MARを-1

（2）DTSZ=1のとき、転送後MARを-2

1

データトランスインクリメント／デクリメント

0 バイトサイズ転送
ワードサイズ転送1

データトランスファサイズ

A/D変換器の変換終了割り込みで起動
DREQ端子の立ち下がり
エッジ入力で起動

ー

ー

データトランスファファクタ
チャネルA チャネルB

0 0 0 0

1 0 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0

DREQ端子のLowレベル入力
で起動

ー

ー

ー

1

1 0

1 0

1 0

1

1

1

1

1

1

1

MARをソースアドレス、IOARをデスティ
ネーションアドレスとして転送　（初期値）

MARをソースアドレス、DACK端子をライト
ストローブとして転送

DACK端子をリードストローブ、MARをデス
ティネーションアドレスとして転送

IOARをソースアドレス、MARをデスティ
ネーションアドレスとして転送

SCIチャネル0の送信データエンプティ
割り込みで起動

SCIチャネル1の送信データエンプティ
割り込みで起動

SCIチャネル0の受信完了割り込みで起動

SCIチャネル1の受信完了割り込みで起動

TPUチャネル0のコンペアマッチ／
インプットキャプチャA割り込みで起動

TPUチャネル1のコンペアマッチ／
インプットキャプチャA割り込みで起動

TPUチャネル2のコンペアマッチ／
インプットキャプチャA割り込みで起動

TPUチャネル3のコンペアマッチ／
インプットキャプチャA割り込みで起動

TPUチャネル4のコンペアマッチ／
インプットキャプチャA割り込みで起動

TPUチャネル5のコンペアマッチ／
インプットキャプチャA割り込みで起動

データトランスファディレクション

DMABCR ビット4 説　明
SAE DTDIR

0 0

1

1

1 0

シーケンシャルモードで転送（転送終了割り
込みなし）　　　　　　　　　　（初期値）

シーケンシャルモードで転送（転送終了割り
込みあり）

リピートモードで転送（転送終了割り込み
なし）

アイドルモードで転送（転送終了割り込み
あり）

リピートイネーブル

ビット5 DMABCR 説　明
RPE DTIE

0 0

1

1

1 0
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H'FF66：DMAバンドコントロールレジスタ DMABCR：DMAC 

15

FAE1

0

R/W

14

FAE0

0

R/W

13

SAE1

0

R/W

12

SAE0

0

R/W

11

DTA1B

0

R/W

8

DTA0A

0

R/W

10

DTA1A

0

R/W

9

DTA0B

0

R/W

ビット

DMABCRH

初期値

R/W

ショートアドレスモード時

：

：

：

：

7

DTE1B

0

R/W

6

DTE1A

0

R/W

5

DTE0B

0

R/W

4

DTE0A

0

R/W

3

DTIE1B

0

R/W

0

DTIE0A

0

R/W

2

DTIE1A

0

R/W

1

DTIE0B

0

R/W

ビット

DMABCRL

初期値

R/W

：

：

：

：

フルアドレスイネーブル1

データトランスファアクノレッジ0A

ショートアドレスモード

フルアドレスモード

0

1

デュアルアドレスモードで転送

シングルアドレスモードで転送

0

1

ショートアドレスモード

フルアドレスモード

0

1

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを禁止

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを許可

0

1

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを禁止

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを許可

0

1

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを禁止

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを許可

0

1

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを禁止

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを許可

0

1

フルアドレスイネーブル0

デュアルアドレスモードで転送

シングルアドレスモードで転送

0

1

シングルアドレスイネーブル1

シングルアドレスイネーブル0

データトランスファアクノレッジ0B

データトランスファアクノレッジ1A

データトランスファアクノレッジ1B

データトランスファイネーブル1B

データトランスファインタラプトイネーブル0A

データ転送を禁止

データ転送を許可

0

1

データ転送を禁止

データ転送を許可

0

1

データ転送を禁止

データ転送を許可

0

1

転送終了割り込みを禁止

転送終了割り込みを許可

0

1

転送終了割り込みを禁止

転送終了割り込みを許可

0

1

転送終了割り込みを禁止

転送終了割り込みを許可

0

1

転送終了割り込みを禁止

転送終了割り込みを許可

0

1

データトランスファイネーブル1A

データ転送を禁止

データ転送を許可

0

1

データトランスファイネーブル0B

データトランスファイネーブル0A

データトランスファインタラプトイネーブル0B

データトランスファインタラプトイネーブル1A

データトランスファインタラプトイネーブル1B
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15

FAE1

0

R/W

14

FAE0

0

R/W

13

ー

0

R/W

12

ー

0

R/W

11

DTA1

0

R/W

8

ー

0

R/W

10

ー

0

R/W

9

DTA0

0

R/W

ビット

DMABCRH

初期値

R/W

フルアドレスモード時

：

：

：

：

7

DTME1

0

R/W

6

DTE1

0

R/W

5

DTME0

0

R/W

4

DTE0

0

R/W

3

DTIE1B

0

R/W

0

DTIE0A

0

R/W

2

DTIE1A

0

R/W

1

DTIE0B

0

R/W

ビット

DMABCRL

初期値

R/W

：

：

：

：

データトランスファアクノレッジ0

ショートアドレスモード

フルアドレスモード

0

1

ショートアドレスモード

フルアドレスモード

0

1

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを禁止

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを許可

0

1

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを禁止

選択されている内部割り込み要因のDMA転送時のクリアを許可

0

1

データトランスファアクノレッジ1

フルアドレスイネーブル0

フルアドレスイネーブル1

データトランスファマスタイネーブル1

データトランスファエンドインタラプトイネーブル0A

転送中断割り込みを禁止

転送中断割り込みを許可

0

1

転送中断割り込みを禁止

転送中断割り込みを許可

0

1

転送終了割り込みを禁止

転送終了割り込みを許可

0

1

転送中断割り込みを禁止

転送中断割り込みを許可

0

1

データ転送禁止。バーストモード時に、NMI
割り込みが発生すると0にクリア

1データ転送許可

0

1

データ転送禁止。バーストモード時に、NMI
割り込みが発生すると0にクリア

1データ転送許可

0

1

データ転送を禁止

データ転送を許可

0

1

データ転送を禁止

データ転送を許可

0

1

データトランスファマスタイネーブル0

データトランスファイネーブル1

データトランスファイネーブル0

データトランスファエンドインタラプトイネーブル1A

データトランスファインタラプトイネーブル0B

データトランスファインタラプトイネーブル1B
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H'FF74（W）、H'FF74（R）：タイマコントロール／ステータスレジスタ 0 

TCSR0：WDT0 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】 *　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

　　　　　TCSR は容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なって

　　　　　います。詳細は、「15.2.5　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

オーバフローフラグ

 0 ［クリア条件］
  ・OVF=1の状態で、TCSRをリード後、OVFに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  ・TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき

　ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択し
　た場合は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。

タイマイネーブル

 0 TCNTをH'00に初期化し、カウント動作を停止
 1 TCNTはカウント動作

タイマモードセレクト

 0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき
  CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求
 1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき
  WDTOVF信号を外部へ出力*

【注】 * ウォッチドッグタイマモードでTCNTがオーバフローした
  場合についての詳細は、「15.2.3　リセットコントロール／
  ステータスレジスタ（RSTCSR） 」を参照してください。

クロックセレクト2～0

 CKS2 CKS1 CKS0 クロック オーバフロー周期*
     （φ＝25MHzの場合）
 0 0 0 φ／2 20.4μs
   1 φ／64  652.8μs
  1 0 φ／128 1.3ms
   1 φ／512 5.2ms
 1 0 0 φ／2048 20.9ms
   1 φ／8192 83.6ms
 　 1 0 φ／32768 334.2ms
   1 φ／131072 1.34s

【注】 * オーバフロー周期は、TCNTがH'00からカウントアップを開始し、
  オーバフローするまでの時間です。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF74（W）、H'FF75（R）：タイマカウンタ 0 TCNT0：WDT0 

H'FFA2（W）、H'FFA3（R）：タイマカウンタ 1 TCNT1：WDT1 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】　　TCNT は容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なって

　　　　　います。詳細は、「15.2.5　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。
 

 

H'FF76（W）、H'FF77（R）：リセットコントロール／ステータスレジスタ 

RSTCSR：WDT0 

7

WOVF

0

R/(W)*

6

RSTE

0

R/W

5

RSTS

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ

 0 ［クリア条件］
  ・WOVF＝1の状態でTCSRをリードした後、WOVFに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  ・ウォッチドッグタイマモードでTCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したと

リセットセレクト

 0 パワーオンリセット
 1 マニュアルリセット

リセットイネーブル

 0 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットしない*

 1 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットする

【注】 * 本LSI内部はリセットされませんが、WDT内の
TCNT、TCSRはリセットされます。

【注】*　 フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

　　　　　RSTCSR は容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異な

　　　　　っています。詳細は、「15.2.5　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。　　　
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF78：I2Cバスコントロールレジスタ ICCR0：IIC0 

H'FF80：I2Cバスコントロールレジスタ ICCR1：IIC1 

7

ICE

0

R/W

6

IEIC

0

R/W

5

MST

0

R/W

4

TRS

0

R/W

3

ACKE

0

R/W

0

SCP

1

W

2

BBSY

0

R/W

1

IRIC

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

I2Cバスインタフェースイネーブル

 0 本モジュールは非動作状態（SCL/SDA端子はポート機能）
  IICモジュールの内部状態の初期化
  SAR、SARXがアクセス可能
 1 本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDA端子はバス駆動状態）
  ICMR、ICDRがアクセス可能

I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル

 0 割り込み要求を禁止
 1 割り込み要求を許可

マスタ／スレーブ選択（MST）、送信／受信選択（TRS）

 0 0 スレーブ受信モード
  1 スレーブ送信モード
 1 0 マスタ受信モード
  1 マスタ送信モード

アクノリッジビット判定選択

 0 アクノリッジビットの内容を無視して、連続的に転送を行う
 1 アクノリッジビットが1の場合、連続的な転送を中断する

バスビジー

 0 バス解放状態
  ［クリア条件］ 

・停止条件検出時
 1 バス占有状態
  ［セット条件］ 

・開始条件検出時

 0 ライト時、BBSYフラグと組み合わ
せて開始条件、停止条件を発行

 1 リード時、常に1をリード
  ライト時、無効

開始条件／停止条件発行禁止ビット

I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ

 0 転送待ち状態、または転送中
 1 割り込みが発生
【注】 詳細は「18.2.5　I2Cバスコントロールレジス

タ（ICCR）」を参照

【注】 詳細は「18.2.5　I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR）」を参照

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF79：I2Cバスステータスレジスタ ICSR0：IIC0 

H'FF81：I2Cバスステータスレジスタ ICSR1：IIC1 

7

ESTP

0

R/(W)*

6

STOP

0

R/(W)*

5

IRTR

0

R/(W)*

4

AASX

0

R/(W)*

3

AL

0

R/(W)*

0

ACKB

0

R/W

2

AAS

0

R/(W)*

1

ADZ

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

エラー停止条件検出フラグ

 0 エラー停止条件なし
  ［クリア条件］
  ・ESTP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  ・IRICフラグが0にクリアされたとき
 1 ・I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき
  　エラー停止条件を検出
  ［セット条件］
  　フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき
  ・I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外
  　意味なし

正常停止条件検出フラグ

 0 正常停止条件なし
  ［クリア条件］
  ・STOP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  ・IRICフラグが0にクリアされたとき
 1 ・I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき
  　正常停止条件を検出
  ［セット条件］
  　フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき
  ・I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外
  　意味なし

I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ

 0 転送待ち状態、または転送中
  ［クリア条件］
  ・IRTR＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  ・IRICフラグが0にクリアされたとき
 1 連続転送状態
  ［セット条件］
  ・I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき
  　AASX＝1の状態で、TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき
  ・I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき以外
  　TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき

第2スレーブアドレス認識フラグ

 0 第2スレーブアドレスを未認識
  ［クリア条件］
  ・AASX＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  ・開始条件を検出したとき
  ・マスタモードのとき
 1 第2スレーブアドレスを認識
  ［セット条件］
  ・スレーブ受信モードかつFSX=0で第2スレーブアドレスを検出したとき

アービトレーションロストフラグ

 0 バスを確保
  ［クリア条件］
  ・ICDRにデータをライト（送信時）、データをリード（受信時）したとき
  ・AL＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
 1 バス競合負け（アービトレーションロスト）
  ［セット条件］
  ・マスタ送信モードでSCLの立ち上がりで内部SDAとSDA端子が不一致のとき
  ・マスタ送信モードでSCLの立ち下がりで内部SCLがHighレベルのとき 

スレーブアドレス認識フラグ

 0 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを未認識
  ［クリア条件］
  ・ICDRにデータをライト（送信時）、またはICDRのデータを
  　リード（受信時）したとき
  ・AAS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  ・マスタモードのとき
 1 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを認識
  ［セット条件］
  ・スレーブ受信モードかつFS=0でスレーブアドレスまたはゼネラル
　　　 コールアドレスを検出したとき

ゼネラルコールアドレス認識フラグ

 0 ゼネラルコールアドレスを未認識
  ［クリア条件］
  ・ICDRにデータをライト（送信時）、またはICDRのデータ　　
　　　　をリード（受信時）したとき
  ・ADZ＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  ・マスタモードのとき
 1 ゼネラルコールアドレスを認識
  ［セット条件］
  ・スレーブ受信モードかつ（FSX=0またはFS=0）でゼネラル
　　　 コールアドレスを検出したとき

アクノリッジビット

 0 受信時、アクノリッジ出力タイミングで0出力
送信時、受信デバイスからアクノリッジがあった（0
だった）ことを示す

 1 受信時、アクノリッジ出力タイミングで1出力
送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった
（1だった）ことを示す
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF7E：I2Cバスデータレジスタ ICDR0：IIC0 

H'FF86：I2Cバスデータレジスタ ICDR1：IIC1 

7

ICDR7

－

R/W

6

ICDR6

－

R/W

5

ICDR5

－

R/W

4

ICDR4

－

R/W

3

ICDR3

－

R/W

0

ICDR0

－

R/W

2

ICDR2

－

R/W

1

ICDR1

－

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

ICDRR7

－

R

6

ICDRR6

－

R

5

ICDRR5

－

R

4

ICDRR4

－

R

3

ICDRR3

－

R

0

ICDRR0

－

R

2

ICDRR2

－

R

1

ICDRR1

－

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

■ICDRR

■ICDRS

■ICDRT

■TDRE、RDRF（内部フラグ）

7

ICDRS7

－

－

6

ICDRS6

－

－

5

ICDRS5

－

－

4

ICDRS4

－

－

3

ICDRS3

－

－

0

ICDRS0

－

－

2

ICDRS2

－

－

1

ICDRS1

－

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

ICDRT7

－

W

6

ICDRT6

－

W

5

ICDRT5

－

W

4

ICDRT4

－

W

3

ICDRT3

－

W

0

ICDRT0

－

W

2

ICDRT2

－

W

1

ICDRT1

－

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

－

RDRF

0

－

－

TDRE

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF7E：第 2スレーブアドレスレジスタ SARX0：IIC0 

H'FF86：第 2スレーブアドレスレジスタ SARX1：IIC1 

7

SVAX6

0

R/W

6

SVAX5

0

R/W

5

SVAX4

0

R/W

4

SVAX3

0

R/W

3

SVAX2

0

R/W

0

FSX

1

R/W

2

SVAX1

0

R/W

1

SVAX0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

第2スレーブアドレス フォーマットセレクトX
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF7F：I2Cバスモードレジスタ ICMR0：IIC0 

H'FF87：I2Cバスモードレジスタ ICMR1：IIC1 

7

MLS

0

R/W

6

WAIT

0

R/W

5

CKS2

0

R/W

4

CKS1

0

R/W

3

CKS0

0

R/W

0

BC0

0

R/W

2

BC2

0

R/W

1

BC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

MSBファースト／LSBファースト選択

 0 MSBファースト
 1 LSBファースト

ウェイト挿入ビット

 0 データとアクノリッジを連続的に転送
 1 データとアクノリッジの間にウェイトを挿入

転送クロック選択
 SCRX ビット5 ビット4 ビット3 クロック   転送レート

 ビット

 5、6 

 IICX  CKS2    CKS1 CKS0  φ=5MHz φ=8MHz φ=10MHz φ=16MHz φ=20MHz φ=25MHz

 0 0 0 0 φ/28 179kHz 286kHz 357kHz 571kHz 714kHz 893kHz 

    1 φ/40 125kHz 200kHz 250kHz 400kHz 500kHz 625kHz

   1 0 φ/48 104kHz 167kHz 208kHz 333kHz 417kHz 521kHz

    1 φ/64 78.1kHz 125kHz 156kHz 250kHz 313kHz 391kHz

  1 0 0 φ/80 62.5kHz 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 313kHz

    1 φ/100 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 160kHz 200kHz 250kHz

   1 0 φ/112 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 143kHz 179kHz 223kHz

    1 φ/128 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 195kHz

 1 0 0 0 φ/56 89.3kHz 143kHz 179kHz 286kHz 357kHz 446kHz

    1 φ/80 62.5kHz 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 313kHz

   1 0 φ/96 52.1kHz 83.3kHz 104kHz 167kHz 208kHz 260kHz

    1 φ/128 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 195kHz

  1 0 0 φ/160 31.3kHz 50.0kHz 62.5kHz 100kHz 125kHz 156kHz

    1 φ/200 25.0kHz 40.0kHz 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 125kHz

   1 0 φ/224 22.3kHz 35.7kHz 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 112kHz

    1 φ/256 19.5kHz 31.3kHz 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 97.7kHz

ビットカウンタ

 ビット2 ビット1 ビット0 ビット／フレーム
 BC2 BC1 BC0 クロック同期式 I2Cバスフォーマット
    シリアルフォーマット
 0 0 0 8 9
   1 1 2
  1 0 2 3
   1 3 4
 1 0 0 4 5
   1 5 6
  1 0 6 7
   1 7 8
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF7F：スレーブアドレスレジスタ SAR0：IIC0 

H'FF87：スレーブアドレスレジスタ SAR1：IIC1 

7

SVA6

0

R/W

6

SVA5

0

R/W

5

SVA4

0

R/W

4

SVA3

0

R/W

3

SVA2

0

R/W

0

FS

0

R/W

2

SVA1

0

R/W

1

SVA0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

スレーブアドレス

フォーマットセレクト

 DDCSWR SAR  SARX
 ビット6 ビット0 ビット0 動作モード
 SW FS FSX 
 0 0 0 I2Cバスフォーマット
    ・SARとSARXのスレーブアドレスを認識
   1 I2Cバスフォーマット　　　　　（初期値）
    ・SARのスレーブアドレスを認識
    ・SARXのスレーブアドレスを無視
  1 0 I2Cバスフォーマット
    ・SARのスレーブアドレスを無視
    ・SARXのスレーブアドレスを認識
    1 クロック同期式シリアルフォーマット
    ・SARとSARXのスレーブアドレスを無視
 1 ー ー 設定しないでください

 
 

H'FF90：A/Dデータレジスタ AH ADDRAH：A/D 

H'FF91：A/Dデータレジスタ AL ADDRAL：A/D 

H'FF92：A/Dデータレジスタ BH ADDRBH：A/D 

H'FF93：A/Dデータレジスタ BL ADDRBL：A/D 

H'FF94：A/Dデータレジスタ CH ADDRCH：A/D 

H'FF95：A/Dデータレジスタ CL ADDRCL：A/D 

H'FF96：A/Dデータレジスタ DH ADDRDH：A/D 

H'FF97：A/Dデータレジスタ DL ADDRDL：A/D 

14

AD8

0

R

12

AD6

0

R

10

AD4

0

R

8

AD2

0

R

6

AD0

0

R

0

―

0

R

4

―

0

R

2

―

0

R

15

AD9

0

R

13

AD7

0

R

11

AD5

0

R

9

AD3

0

R

7

AD1

0

R

1

―

0

R

5

―

0

R

3

―

0

R

ビット

初期値

R/W
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF98：A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR：A/D 

7

ADF

0

R/(W)*

6

ADIE

0

R/W

5

ADST

0

R/W

4

SCAN

0

R/W

3

CH3

0

R/W

0

CH0

0

R/W

2

CH2

0

R/W

1

CH1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

A/Dエンドフラグ

 0 ［クリア条件］
・ADF＝1の状態で、ADFフラグをリードした後ADFフラ
グに0をライトしたとき
・ADI割り込みによりDTCが起動され、ADDRをリードし
たとき

 1 ［セット条件］
・シングルモード：A/D変換が終了したとき
・スキャンモード：指定したすべてのチャネルのA/D変換
が終了したとき

A/Dスタート

 0 A/D変換を停止
 1 （1）シングルモード：A/D変換を開始。指定したチャネ

ルの変換が終了すると自動的に0にクリア
  （2）スキャンモード：A/D変換を開始。ソフトウェア、

リセット、スタンバイモードまたはモジュールスト
ップモードによって0にクリアされるまで選択され
たチャネルを順次連続変換

A/Dインタラプトイネーブル

 0 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止
 1 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可

スキャンモード

 0 シングルモード
 1 スキャンモード

チャネルセレクト3

 0 AN8～AN11をグループ0、AN12～AN15
をグループ1のアナログ入力端子としま
す

 1 AN0～AN3をグループ0、AN4～AN7を
グループ1のアナログ入力端子としま
す

チャネルセレクト2～0

 CH3 CH2 CH1 CH0 シングルモード スキャンモード
     （SCAN＝0） （SCAN＝1）
 0 0 0 0  AN0 AN0
    1  AN1 AN0、AN1
   1 0 AN2 AN0～AN2
    1 AN3 AN0～AN3
  1 0 0 AN4 AN4
    1 AN5 AN4、AN5
   1 0 AN6 AN4～AN6
    1 AN7 AN4～AN7
 1 0 0 0 AN8 AN8
    1 AN9 AN8、AN9
   1 0 AN10 AN8～AN10
    1 AN11 AN8～AN11
  1 0 0 AN12 AN12
    1 AN13 AN12、AN13
   1 0 AN14 AN12～AN14
    1 AN15 AN12～AN15
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FF99：A/Dコントロールレジスタ ADCR：A/D 

7

TRGS1

0

R/W

6

TRGS0

0

R/W

5

－

1

－

4

－

1

－

3

CKS1

0

R/W

0

－

1

－

2

CKS0

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

タイマトリガセレクト1、0

クロックセレクト1、0

 TRGS1 TRGS0 説　　　明
 0 0 ソフトウェアによるA/D変換の開始を許可

  1 TPUの変換開始トリガによるA/D変換の開始を許可

 1 0 8ビットタイマの変換開始トリガによるA/D変換の開始を許可

  1 外部トリガ端子（ADTRG）によるA/D変換の開始を許可

 CKS1  CKS0  説　　　明
 0 0 変換時間＝530ステート（Max.）

  1 変換時間＝266ステート（Max.）

 1 0 変換時間＝134ステート（Max.）
  1 変換時間＝68ステート（Max.）
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FFA2（W）、H'FFA2（R）：タイマコントロール／ステータスレジスタ 1 

TCSR1：WDT1 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

PSS

0

R/W

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】TCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。

　　　詳細は、「15.2.5　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

　　　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

オーバフローフラグ

 0 ［クリア条件］
  ・TMEビットに0をライトしたとき
  ・OVF=1の状態で、TCSRをリード後、OVFに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  ・TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき

　ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択し
　た場合は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。

タイマイネーブル

 0 TCNTをH'00に初期化し、カウント動作を停止
 1 TCNTはカウント動作

プリスケーラセレクト

 0 TCNTはφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント
 1 TCNTはφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント

リセットまたはNMI

 0 NMI割り込みを要求
 1 内部リセットを要求

タイマモードセレクト

 0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき
  CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求
 1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき
  CPUへリセットまたはNMI割り込みを要求　

クロックセレクト2～0

 ビット4 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明
 PSS CSK2 CSK1 CSK0 クロック オーバフロー周期*
      （φ＝25MHzの場合）
      （φSUB＝32.768kHzの場合）
 0 0 0 0  φ／2 20.4μs
    1  φ／64 652.8μs
   1 0  φ／128 1.3ms
    1  φ／512 5.2ms
  1 0 0  φ／2048 20.9ms
    1  φ／8192 83.6ms
   1 0  φ／32768 334.2ms
       1  φ／131072  1.34s
 1 0 0 0  φSUB／2 15.6ms
    1  φSUB／4  31.3ms
   1 0  φSUB／8 62.5ms
    1  φSUB／16 125ms
  1 0 0  φSUB／32 250ms
    1  φSUB／64 500ms
   1 0  φSUB／128 1s
    1  φSUB／256 2s
【注】 * オーバフロー周期は、TCNTがH'00からカウントアップを開始し、

オーバフローするまでの時間です。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FFA8：フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1：FLASH 

7

FWE

ー*

R

6

SWE1

0

R/W

5

ESU1

0

R/W

4

PSU1

0

R/W

3

EV1

0

R/W

0

P1

0

R/W

2

PV1

0

R/W

1

E1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フラッシュライトイネーブルビット

 0 FWE端子にLowレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態）
 1 FWE端子にHighレベルが入力されているとき

ソフトウェアライトイネーブルビット1

 0 書き込み無効
 1 書き込み有効
  ［セット条件］ 

・FWE＝1のとき

イレースセットアップビット1

 0 イレースセットアップ解除
 1 イレースセットアップ
  ［セット条件］
  ・FWE＝1、SWE1＝1のとき

プログラムセットアップビット1

 0 プログラムセットアップ解除
 1 プログラムセットアップ
  ［セット条件］
  ・FWE＝1、SWE1＝1のとき

イレースベリファイ1

 0 イレースベリファイモードを解除
 1 イレースベリファイモードに遷移
  ［セット条件］
  ・FWE＝1、SWE1＝1のとき

プログラムベリファイ1

 0 プログラムベリファイモードを解除
 1 プログラムベリファイモードに遷移
  ［セット条件］
  ・FWE＝1、SWE1＝1のとき

イレース1

 0 イレースモードを解除
 1 イレースモードに遷移
  ［セット条件］ 

・FWE＝1、SWE1＝1、ESU1＝1のとき

プログラム1

 0 プログラムモードを解除
 1 プログラムモードに遷移
  ［セット条件］ 

・FWE＝1、SWE1＝1、PSU1＝1のとき

【注】*　FWE端子の状態により設定されます。
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FFA9：フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2：FLASH 

7

FLER

0

R

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

－

0

－

2

－

0

－

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フラッシュメモリエラー

 0 フラッシュメモリは正常に動作しています。
  フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が無効
  ［クリア条件］ 

・パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードのとき
 1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。
  フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効
  ［セット条件］ 

・「22.8.3　エラープロテクト」参照
 

 

H'FFAA：消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1：FLASH 

7

EB7

0

R/W

6

EB6

0

R/W

5

EB5

0

R/W

4

EB4

0

R/W

3

EB3

0

R/W

0

EB0

0

R/W

2

EB2

0

R/W

1

EB1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FFAB：消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2：FLASH 

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

－

0

R/W

4

－

0

R/W

3

EB11

0

R/W

0

EB8

0

R/W

2

EB10

0

R/W

1

EB9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FFAC：フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ FLPWCR：FLASH 

7

PDWND

0

R/W

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

－

0

R

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

パワーダウンディスエーブル

 0 フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を許可
 1 フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を禁止
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FFB0：ポート 1レジスタ PORT1：ポート 

7

P17

－*

R

6

P16

－*

R

5

P15

－*

R

4

P14

－*

R

3

P13

－*

R

0

P10

－*

R

2

P12

－*

R

1

P11

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P17～P10端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB1：ポート 2レジスタ PORT2：ポート 

7

P27

－*

R

6

P26

－*

R

5

P25

－*

R

4

P24

－*

R

3

P23

－*

R

0

P20

－*

R

2

P22

－*

R

1

P21

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P27～P20端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB2：ポート 3レジスタ PORT3：ポート 

7

P37

－*

R

6

P36

－*

R

5

P35

－*

R

4

P34

－*

R

3

P33

－*

R

0

P30

－*

R

2

P32

－*

R

1

P31

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P37～P30端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB3：ポート 4レジスタ PORT4：ポート 

7

P47

－*

R

6

P46

－*

R

5

P45

－*

R

4

P44

－*

R

3

P43

－*

R

0

P40

－*

R

2

P42

－*

R

1

P41

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P47～P40端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB4：ポート 5レジスタ PORT5：ポート 

7

―

不定

―

6

―

不定

―

5

―

不定

―

4

―

不定

―

3

―

不定

―

0

P50

－*

R

2

P52

－*

R

1

P51

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P52～P50端子の状態により決定されます。

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FFB6：ポート 7レジスタ PORT7：ポート 

7

P77

－*

R

6

P76

－*

R

5

P75

－*

R

4

P74

－*

R

3

P73

－*

R

0

P70

－*

R

2

P72

－*

R

1

P71

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P77～P70端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB7：ポート 8レジスタ PORT8：ポート 

7

―

不定

―

6

P86

－*

R

5

P85

－*

R

4

P84

－*

R

3

P83

－*

R

0

P80

－*

R

2

P82

－*

R

1

P81

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P86～P80端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB8：ポート 9レジスタ PORT9：ポート 

7

P97

－*

R

6

P96

－*

R

5

P95

－*

R

4

P94

－*

R

3

P93

－*

R

0

P90

－*

R

2

P92

－*

R

1

P91

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P97～P90端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFB9：ポート Aレジスタ PORTA：ポート 

7

－

 不定

－

6

－

 不定

－

5

－

 不定

－

4

－

 不定

－

3

PA3

 －*

R

0

PA0

 －*

R

2

PA2

 －*

R

1

PA1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PA3～PA0端子の状態により決定されます。  
 

H'FFBA：ポート Bレジスタ PORTB：ポート 

7

PB7

 －*

R

6

PB6

 －*

R

5

PB5

 －*

R

4

PB4

 －*

R

3

PB3

 －*

R

0

PB0

 －*

R

2

PB2

 －*

R

1

PB1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PB7～PB0端子の状態により決定されます。

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

H'FFBB：ポート Cレジスタ PORTC：ポート 

7

PC7

 －*

R

6

PC6

 －*

R

5

PC5

 －*

R

4

PC4

 －*

R

3

PC3

 －*

R

0

PC0

 －*

R

2

PC2

 －*

R

1

PC1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PC7～PC0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFBC：ポート Dレジスタ PORTD：ポート 

7

PD7

  －*

R

6

PD6

  －*

R

5

PD5

  －*

R

4

PD4

  －*

R

3

PD3

  －*

R

0

PD0

  －*

R

2

PD2

  －*

R

1

PD1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PD7～PD0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFBD：ポート Eレジスタ PORTE：ポート 

7

PE7

  －*

R

6

PE6

  －*

R

5

PE5

  －*

R

4

PE4

  －*

R

3

PE3

  －*

R

0

PE0

  －*

R

2

PE2

  －*

R

1

PE1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PE7～PE0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFBE：ポート Fレジスタ PORTF：ポート 

7

PF7

  －*

R

6

PF6

  －*

R

5

PF5

  －*

R

4

PF4

  －*

R

3

PF3

  －*

R

0

PF0

  －*

R

2

PF2

  －*

R

1

PF1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PF7～PF0端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
 

H'FFBF：ポート Gレジスタ PORTG：ポート 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

PG4

－*

R

3

PG3

－*

R

0

PG0

－*

R

2

PG2

－*

R

1

PG1

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PG4～PG0端子の状態により決定されます。

：

：

：
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

C. I/Oポートのブロック図 

C.1 ポート 1ブロック図 

R

P1nDDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P1nDR
C

Q D

P1n
*

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル
パルス出力

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力

インプットキャプチャ入力

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1
  n＝0、1
【注】*

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

優先順位：
アドレス出力＞アウトプットコンペア出力／PWM出力＞DMA転送アクノリッジ出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

内部アドレスバスより

 

図 C.1（a）ポート 1ブロック図（P10、P11端子） 
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H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

R

P1nDDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P1nDR
C

Q D

P1n

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

外部クロック入力

インプットキャプチャ
入力

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1
  n＝2、3

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

【注】* 優先順位：アドレス出力＞アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

 

図 C.1（b）ポート 1ブロック図（P12、P13端子） 
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P14DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P14DR
C

Q D
P14

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

割り込みコントローラ
IRQ0割り込み入力

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1
 

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.1（c）ポート 1ブロック図（P14端子） 
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R

P15DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P15DR
C

Q D
P15

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

外部クロック入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.1（d）ポート 1ブロック図（P15端子） 
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R

P16DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P16DR
C

Q D

P16

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

PWMモジュール
PWM2出力イネーブル
PWM2出力

インプットキャプチャ入力

割り込みコントローラ
IRQ1割り込み入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞PWM2出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.1（e）ポート 1ブロック図（P16端子） 
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P17DDR
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リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P17DR
C

Q D

P17

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

PWMモジュール
PWM3出力イネーブル
PWM3出力

インプットキャプチャ入力

外部クロック入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞PWM3出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.1（f）ポート 1ブロック図（P17端子） 

 



 

付 録 

付録-170  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

C.2 ポート 2ブロック図 
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P2nDDR
C

Q D

リセット

WDDR2

リセット

WDR2

R

P2nDR
C

Q D
P2n

RDR2

RPOR2

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

外部クロック入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR2
  WDR2
  RDR2
  RPOR2

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.2 ポート 2ブロック図（P20～P27端子） 
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C.3 ポート 3ブロック図 
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P30DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P30

RDR3

RODR3

RPOR3

TxD0/IrTxD

SCIモジュール

シリアル送信イネーブル

シリアル送信データ

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

P30DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P30ODR

*1

*2

　　　WDDR3
　　　WDR3
　　　WODR3
　　　RDR3
　　　RPOR3
　　　RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.3（a）ポート 3ブロック図（P30端子） 
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P31DDR
C
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q DP31

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD0/IrRxD

P31DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P31ODR

*1

*2

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号WDDR3

WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.3（b）ポート 3ブロック図（P31端子） 
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P32DDR
C
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P32

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアルクロック
出力イネーブル

シリアルクロック
出力

IIC1モジュール

SDA1出力

IIC1出力イネーブル

SDA1入力

割り込みコントローラ

IRQ4割り込み入力

シリアルクロック
入力イネーブル

P32DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P32ODR

*2

*3

*1

シリアルクロック
入力

【注】*1　優先順位：IIC出力＞シリアルクロック出力＞DR出力
　　　*2　出力イネーブル信号
　　　*3　オープンドレイン制御信号

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.3（c）ポート 3ブロック図（P32端子） 
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P33DDR
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P33

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル送信イネーブル

シリアル送信データ

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

P33DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P33ODR

*1

*2

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

TxD1

IIC1モジュール

SCL1出力

IIC1出力イネーブル
SCL1入力

 

図 C.3（d）ポート 3ブロック図（P33端子） 
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q DP34

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

IIC0モジュール
SDA0出力

SDA0入力
IIC0出力イネーブル

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD1

P34DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P34ODR

*1

*2

*3

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号
　　　*3　優先順位：IIC出力＞DR出力　

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.3（e）ポート 3ブロック図（P34端子） 
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P35DDR
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P35

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

IIC0モジュール
SCL0出力

SCL0入力

IIC0出力イネーブル

IRQ5割り込み入力
割り込みコントローラ

シリアルクロック
出力イネーブル

シリアルクロック
出力
シリアルクロック
入力イネーブル

P35DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P35ODR

*2

*3

*1

シリアルクロック
入力

【注】*1　優先順位：IIC出力＞シリアルクロック出力＞DR出力
　　　*2　出力イネーブル信号
　　　*3　オープンドレイン制御信号

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.3（f）ポート 3ブロック図（P35端子） 
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P36DDR
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q DP36

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD4

P36DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P36ODR

*1

*2

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号WDDR3

WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.3（g）ポート 3ブロック図（P36端子） 
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P37DDR
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リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P37

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル送信イネーブル

シリアル送信データ

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

P37DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P37ODR

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

TxD4

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

*1

*2

 

図 C.3（h）ポート 3ブロック図（P37端子） 
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C.4 ポート 4ブロック図 

　　　RPOR4
　　　n＝0～5　　

：ポートリード
【記号説明】

P4n

RPOR4

A/D変換器モジュール

アナログ入力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.4（a）ポート 4ブロック図（P40～P45端子） 

　　　RPOR4
　　　n＝6、7

：ポートリード
【記号説明】

P4n

RPOR4

A/D変換器モジュール

アナログ入力

D/A変換器モジュール

出力イネーブル

アナログ出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.4（b）ポート 4ブロック図（P46、P47端子） 

 



 

付 録 

付録-180  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

C.5 ポート 5ブロック図 

R

P50DDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

C

Q D

P50

RDR5

RPOR5

SCIモジュール

シリアル送信
イネーブル
シリアル送信データ
TxD2

P50DR

WDDR5
WDR5
RDR5
RPOR5

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.5（a）ポート 5ブロック図（P50端子） 
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P51DDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

C

Q DP51

RDR5

RPOR5

SCIモジュール

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD2

P51DR

WDDR5
WDR5
RDR5
RPOR5

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.5（b）ポート 5ブロック図（P51端子） 
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P52DDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

P52DR
C

Q D

P52

RDR5

RPOR5

SCIモジュール
シリアルクロック
出力イネーブル

シリアルクロック
入力イネーブル

シリアルクロック出力

シリアルクロック入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

  WDDR5
  WDR5
  RDR5
  RPOR5

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.5（c）ポート 5ブロック図（P52端子） 
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C.6 ポート 7ブロック図 

R

P7nDDR
C

Q D

リセット

WDDR7

モード7

モード4～6

リセット

WDR7

R

P7nDR
C

Q DP7n

RDR7

RPOR7

バスコントローラ

チップセレクト

8ビットタイマ

リセット/カウント入力

WDDR7
WDR7
RDR7
RPOR7
n＝0、1

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.6（a）ポート 7ブロック図（P70、P71端子） 
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P72DDR
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Q D

リセット

WDDR7

モード 7

モード4～6

リセット

WDR7

R

P72DR
C

Q D
P72

RDR7

RPOR7

バスコントローラ

チップセレクト

8ビットタイマ

タイマ出力TMO0

タイマ出力イネーブル

WDDR7
WDR7
RDR7
RPOR7

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

【注】* 優先順位：
（モード7）
8ビットタイマ出力＞DR出力
（モード4～6）
チップセレクト出力＞8ビットタイマ出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

*

 

図 C.6（b）ポート 7ブロック図（P72端子） 
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リセット

WDDR7

モード7

モード4～6

リセット

WDR7

R

P73DR
C

Q D
P73

RDR7

RPOR7

バスコントローラ

チップセレクト

8ビットタイマ

タイマ出力TMO1

タイマ出力イネーブル

WDDR7
WDR7
RDR7
RPOR7

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

【注】* 優先順位
（モード7）
8ビットタイマ出力＞DR出力
（モード4～6）
チップセレクト出力＞8ビットタイマ出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス*

 

図 C.6（c）ポート 7ブロック図（P73端子） 
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R

P74DDR
C

Q D

リセット

WDDR7

リセット

WDR7

R

C

Q DP74

RDR7

RPOR7

8ビットタイマ

8ビットタイマ出力イネーブル

8ビットタイマ出力

システムコントローラ
マニュアルリセット
入力イネーブル

マニュアルリセット入力

P74DR

WDDR7
WDR7
RDR7
RPOR7

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 

図 C.6（d）ポート 7ブロック図（P74端子） 
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R

P75DDR
C

Q D

リセット

WDDR7

リセット

WDR7

R

P75DR
C

Q D
P75

RDR7

RPOR7

8ビットタイマ
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【記号説明】
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図 C.6（e）ポート 7ブロック図（P75端子） 
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図 C.6（f）ポート 7ブロック図（P76端子） 
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図 C.6（g）ポート 7ブロック図（P77端子） 
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C.7 ポート 8ブロック図 
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図 C.7（a）ポート 8ブロック図（P80、81端子） 
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【記号説明】
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部
デ
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タ
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【注】* 優先順位：DMA転送終了出力＞DR出力

*

 

図 C.7（b）ポート 8ブロック図（P82、83端子） 
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【記号説明】

内
部
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【注】* 優先順位：DMA転送アクノレッジ出力＞DR出力

*

 

図 C.7（c）ポート 8ブロック図（P84、85端子） 
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図 C.7（d）ポート 8ブロック図（P86端子） 
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C.8 ポート 9ブロック図 
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【記号説明】
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図 C.8（a）ポート 9ブロック図（P90～P95端子） 
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　　　n＝6、7
　　

：ポートリード
【記号説明】
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図 C.8（b）ポート 9ブロック図（P96、P97端子） 
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C.9 ポート Aブロック図 
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【記号説明】
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図 C.9 ポート Aブロック図（PA0～PA7端子） 
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C.10 ポート Bブロック図 
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【記号説明】
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図 C.10ポート Bブロック図（PB0～PB7端子） 
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C.11 ポート Cブロック図 
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【記号説明】
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図 C.11（a）ポート Cブロック図（PC0～PC5端子） 
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【記号説明】
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部
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タ
バ
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モード6

PWM出力

PWM出力
イネーブル

 

図 C.11（b）ポート Cブロック図（PC6～PC7端子） 
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C.12 ポート Dブロック図 
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【記号説明】

内
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デ
｜
タ
バ
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図 C.12 ポート Dブロック図（PD1～PD7端子） 
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C.13 ポート Eブロック図 
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図 C.13 ポート Eブロック図（PE1～PE7端子） 
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C.14 ポート Fブロック図 
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【記号説明】
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図 C.14（a）ポート Fブロック図（PF0端子） 
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【記号説明】
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図 C.14（b）ポート Fブロック図（PF1端子） 
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【記号説明】

内
部
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図 C.14（c）ポート Fブロック図（PF2端子） 

 



 

付 録 

付録-204  R01UH0167JJ0400  Rev.4.00 

  2011.03.17 

 

H8S/2643グループ、H8S/2643F-ZTATTM 

R

PF3DDR
C

Q D

リセット

WDDRF

リセット

WDRF

R

PF3DR
C

Q DPF3

RDRF

RPORF

バスコントローラ

ADTRG入力

IRQ割り込み入力

LWR出力

WDDRF
WDRF
RDRF
RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】
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図 C.14（d）ポート Fブロック図（PF3端子） 
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【記号説明】
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図 C.14（e）ポート Fブロック図（PF4端子） 
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【記号説明】
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図 C.14（f）ポート Fブロック図（PF5端子） 
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【記号説明】
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図 C.14（g）ポート Fブロック図（PF6端子） 
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【記号説明】 【注】*　セット優先
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部
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バ
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図 C.14（h）ポート Fブロック図（PF7端子） 
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C.15 ポート Gブロック図 
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【記号説明】
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図 C.15（a）ポート Gブロック図（PG0端子） 
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【記号説明】
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図 C.15（b）ポート Gブロック図（PG1端子） 
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【記号説明】
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図 C.15（c）ポート Gブロック図（PG2、PG3端子） 
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【記号説明】
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図 C.15（d）ポート Gブロック図（PG4端子） 
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D. 端子状態 

D.1 各処理状態におけるポートの状態 
 

表 D.1 各処理状態における I/Oポートの状態 

ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワー

オン 

リセット

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態 

スリープモード 

ポート 1 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

ポート 2 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

ポート 3 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

ポート 4 4～7 T T T T T 入力ポート 

ポート 5 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

P77～74 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

P73 /CS7 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

P72 /CS6
 

P71 /CS5
 

P70 /CS4 

4～6 T keep T [DDR・OPE＝0]

T 

[DDR・OPE＝1]

H 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

CS7～CS4 

ポート 8 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

ポート 9 4～7 T T T T T 入力ポート 

4、5 L [アドレス出力時

OPE＝0] 

T 

[アドレス出力時] 

T 

[上記以外] 

[アドレス出力時] 

A23～A16 

[上記以外] 

6 T 

keep T 

[アドレス出力時

OPE＝1] 

keep 

[上記以外] 

keep 

keep 

 

入出力ポート 

 

ポート A 

7 T keep T keep keep 入出力ポート 

4、5 L [アドレス出力時

OPE＝0] 

T 

[アドレス出力時] 

T 

[上記以外] 

[アドレス出力時] 

A15～A8 

[上記以外] 

6 T 

keep T 

[アドレス出力時

OPE＝1] 

keep 

[上記以外] 

keep 

keep 

 

入出力ポート 

 

ポート B 

7 T keep T keep keep 入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワー

オン 

リセット

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態 

スリープモード 

4、5 L keep T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

T A7～A0 

6 T keep T [DDR＝1,OPE＝0]

T 

[DDR＝1,OPE＝1]

keep 

[DDR＝0] 

keep 

T [DDR＝1] 

A7～A0 

[DDR＝0] 

入出力ポート 

ポート C 

7 T keep T keep keep 入出力ポート 

4～6 T T* T T T データバス ポート D 

7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

4～6 8ビットバス T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

 16ビットバス T T* T T T データバス 

7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

4～6 クロック

出力 

Keep T [DDR＝0] 

T 

Keep [DDR＝0] 

T 

ポート E 

PF7/φ 

7 T   [DDR＝1] 

H 

 [DDR＝1] 

クロック出力 

PF6/AS/ 

LCAS 

4～6 H H T [OPE＝0] 

T 

[LCAS出力時 

OPE＝1] 

LCAS 

[AS出力時OPE＝1]

H 

T [LCAS出力時] 

LCAS 

[上記以外] 

AS 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

4～6 H H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

T RD,HWR,LWR PF5/RD 

PF4/HWR 

PF3/LWR/ 

ADTRG/ 

IRQ3 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワー

オン 

リセット

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態 

スリープモード 

ポート E 

PF2/LCA

S/WAIT/ 

BREQO 

4～6 T [CAS出力時] 

H 

[上記以外] 

Keep 

T [LCAS出力時 

OPE＝0] 

T 

[LCAS出力時 

OPE＝1] 

LCAS 

[上記以外] 

keep 

[LCAS出力時] 

T 

[BREQOE＝1] 

BREQO 

[WAITE＝1] 

T 

[LCAS出力時] 

LCAS 

[BREQOE＝1] 

BREQO 

[WAITE＝1] 

WAIT 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

PF1/BACK/

BUZZ 

4～6 T Keep T [BRLE＝0, 

BUZZE＝0] 

入出力ポート 

[BRLE＝0, 

BUZZE＝1] 

H 

[BRLE＝1] 

H 

[BRLE＝0, 

BUZZE＝0] 

入出力ポート 

[BRLE＝0, 

BUZZE＝1] 

H 

[BRLE＝1] 

L 

[BRLE＝0, 

BUZZE＝0] 

入出力ポート 

[BRLE＝0, 

BUZZE＝1] 

BUZZ 

[BRLE＝1] 

BACK 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

PF0/BREQ/ 

IRQ2 

4～6 T Keep T [BRLE＝0] 

keep 

[BRLE＝1] 

T 

T [BRLE＝0] 

入出力ポート 

[BRLE＝1] 

BREQ 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

PG4/CS0 4,5 H Keep T [DDR＝1,OPE＝0]

T 

[DDR＝1,OPE＝1]

H 

[DDR＝0] 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

CS0 

 6 T   T   

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

PG3/CS1 

PG2/CS2 

4～6 T Keep T [DDR＝1,OPE＝0]

T 

[DDR＝1,OPE＝1]

H 

[DDR＝0] 

T 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

CS2～CS1 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワー

オン 

リセット

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態 

スリープモード 

ポート E 

PG1/CS3/ 

OE/IRQ7 

4～6 T Keep T [DDR＝1,OPE＝0]

T 

[DDR＝1,OPE＝1]

H 

[DDR＝0] 

T 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[OE＝0,DDR＝1] 

CS3 

[OE＝1,DDR＝1] 

OE 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

PG0/CAS/ 

IRQ6 

4～6 T Keep T [DRAME＝0] 

Keep 

[DRAME＝1,OPE＝1]

CAS 

[DRAME＝1,OPE＝1]

T 

T [DRAME＝0] 

入出力ポート 

[DRAME＝1] 

CAS 

 7 T Keep T Keep Keep 入出力ポート 

【記号説明】 

H ：Highレベル WAITE ：ウェイト入力イネーブル 

L ：Lowレベル BRLE ：バスリリースイネーブル 

T ：ハイインピーダンス BREQOE ：BREQO端子イネーブル 

keep ：入力ポートはハイインピーダンス、 DRAME ：DRAME空間設定 

 出力ポートは保持 LCASE ：DRAME空間設定 

DDR ：データディレクションレジスタ  CW2＝LCASS＝0 

OPE ：出力ポートイネーブル 

【注】 * 実行中のバスサイクル終了後の状態を示します。 
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E. ハードウェアスタンバイモード遷移／復帰時のタイミングについて 

E.1 ハードウェアスタンバイモードの遷移タイミング 

（1） SYSCRの RAMEビットを 1にセットした状態で RAMの内容を保持する場合 

図 E.1に示すように STBY信号の立ち下がりに対し、10システムクロック前に RES信号を Lowとしてくださ

い。 

また、RES信号の立ち上がりは、STBY信号の立ち下がりに対し、0ns以上としてください。 

STBY

RES

t2≧0 nst1≧10 tcyc

 

図 E.1 ハードウェアスタンバイモードの遷移タイミング 

 

（2） SYSCRの RAMEビットを 0にクリアした状態または RAMの内容を保持しない場合 

（1）のように RES信号を Lowにする必要はありません。 
 

E.2 ハードウェアスタンバイモードからの復帰タイミング 

STBY信号の立ち上がりに対し、100ns以上前に RES信号を Low、NMI信号を Highとし、パワーオンリセット

としてください。 

STBY

RES

NMI

tOSC

tNMIRH

t≧100 ns

 

図 E.2 ハードウェアスタンバイモードからの復帰タイミング 
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F. ROM発注手順 

F.1 ROM書き換え品開発の流れ（発注手順） 

マイコン応用システムプログラムの開発終了後、ROMデータ（2組以上）、注文仕様書、オプションリストお

よびマーク仕様を一緒に提出していただきます。これにより、弊社では図 F.1の流れ図に沿って ROM書き換え品

の開発を行います。 

表 F.1に ROM発注時に必要な提出物を示します。なお、詳細については、弊社担当営業へお問い合わせくださ

い。 

受領・確認後弊社営業担当へ
1部ご返送願います

御　社 ルネサス エレクトロニクス

注文仕様書
オプションリスト
マーク仕様

ROM
データ 各種チェック

製品型名決定
開発指示

（Veri fy用
　EPROM）

計算機処理
　　　結果

納入仕様書

計算機（CAD）処理

マスク作成

前工程・後工程

WS 量　産

検査・入庫

受領・確認後弊社営業担当へ
1部ご返送願います
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図 F.1 ROM書き換え品開発の流れ 

 

表 F.1 ROM発注時に必要な提出物 

発注媒体 EPROMまたは ZTAT®マイコン 

提出物 ROMデータ 

 注文仕様書 

 オプションリスト*1 

 マーク仕様例*2 

【注】 *1 製品シリーズにより必要ないものがあります。また、内容も異なります。 

 *2 特別仕様の場合には、提出してください。 
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F.2 ROM発注時の注意事項 

提出していただくROMデータは、次の注意事項に従って、EPROMまたはZTAT®マイコンで提出してください。

なお、EPROMまたは ZTAT®マイコン以外の媒体（フロッピーディスク等）では対応できませんのでご注意くだ

さい。 
 

1. EPROMにROMデータを書き込む際は、事前にデータを十分消去し、中途半端なレベルが出力されないこと

を確認してから使用してください。 

2. 発注用EPROMにおいて、ROMデータの未使用（NOT USED）領域またはリザーブ領域には、必ず'FF'を書き

込んでください。 

3. 提出していただくEPROMには遮光ラベルを貼り、御社の品番等を記入してください。 

4. EPROMに書き込みを行った後は、静電気による素子の破壊、紫外線や放射線による書き込みデータの損失を

招かないようにするとともに、運搬の際は導伝性のシートに梱包するなど取り扱いに十分注意してください

（アルミ箔、発泡スチロールなどは不可）。なお、これらによるデータの読み取りエラーに備え、同一内容

のEPROMを2組以上提出してください。 
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G. 型名一覧 
 

表 G.1 H8S/2643グループ型名一覧 

製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 

（パッケージコード） 

H8S/2643 F-ZTAT版 HD64F2643 HD64F2643FC 144ピン QFP (FP-144J) 

   HD64F2643TF 144ピン TQFP (TFP-144) 

 マスク ROM版 HD6432643 HD6432643FC 144ピン QFP (FP-144J) 

   HD6432643TF 144ピン TQFP (TFP-144) 

H8S/2642  HD6432642 HD6432642FC 144ピン QFP (FP-144J) 

   HD6432642TF 144ピン TQFP (TFP-144) 

H8S/2641  HD6432641 HD6432641FC 144ピン QFP (FP-144J) 

   HD6432641TF 144ピン TQFP (TFP-144) 
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H. 外形寸法図 

H8S/2643グループの外形寸法図を図 H.1、図 H.2に示します。 

Package Code
JEDEC
JEITA
Mass (reference value)

FP-144J
—
Conforms
2.4 g

*Dimension including the plating thickness
Base material dimension

0.10 M

20

22
.0

 ±
 0

.2

73

36

144

0.
5

0.10

3.
05

 M
ax

0˚ – 8˚

22.0 ± 0.2

108

72

37

109

1

0.
17

 ±
 0

.0
5

2.
70

0.22 ± 0.05

0.5 ± 0.1

1.0

0.
10

+
0.

15
–0

.1
0

1.25
0.20 ± 0.04

0.
15

 ±
 0

.0
4

*

*

As of January, 2003
Unit: mm

 

図 H.1 FP-144Jの外形寸法図 
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Package Code
JEDEC
JEITA
Mass (reference value)

TFP-144
—
Conforms
0.6 g

*Dimension including the plating thickness
Base material dimension

108 73

1 36

0˚ – 8˚

0.08

0.07 M

18.0 ± 0.2

72

144

109

37

18
.0

 ±
 0

.2

*0.18 ± 0.05

0.
4

1.
20

 M
ax

1.0 

0.5 ± 0.1

16

1.
00

0.
10

 ±
 0

.0
5

*0
.1

7 
±

 0
.0

5
0.16 ± 0.04

0.
15

 ±
 0

.0
4

1.0 

Unit: mm

 

図 H.2 TFP-144の外形寸法図 
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